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僕らの コングが 復活した。 パソコンと いう、 時代を 

呼吸す る 新しい 生き物と なって。 共通言語 MSX 

ベーシックを しやべ り、 MSX の 基本 思想に 徹じ C、 

ム ダを 省いた 設計。 待って たんだ: 僕らの 王者よ。 

#5fc#/ICS3 パー ソ ナル コンビ:! ータ 

(新発売） 
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ナル MSX ノ  ̂ y^yQ 

本体/パーソナルコンピュータ CF-2000 標準価格 54,800円 ^72x^2^ 

►里騰 =3 力 <g 別売 周辺機器/カラー デ ィス ブレイ & テレビ TH14-N25G 樣 準® 格 84.800 円. ブ □グラム レ 

コ—ダ RO- 8300 襟 準® 格 18,000 円 • ジョイスティック CF-2201 標準価格 3,500円 (X2 本）. カラー ブロ ッ タブ 

リン タ CF-231K 近 Q 発売）. ブリン タイン ターフェ イス カートリ ッジ CF-212K 近日 発売） …… 

…… 周辺 提 器の 接 綾には 別売の 専用 コードが 必要で？； 暑 ナショナル クレジット •ローン も 
ご 利用く ださい。 • ぉ問い合わせ、 カタログの ご 希望の 方は、 住所 •氏名 •年-齢. 《 

突を ぉ 於の 上、 〒561 人 阪府® 中 山 稲; 拿 町 3  丁  U1 番 1 そ 松!' •電器 帝業㈱ 
SBC 部 MX 係まで。： - MSX マークのは いつた ものは 互換性が ありま 丈 ソフ 
ト ウェア も ハ-ドウ エア も 自由に 使う ことができ ま t；  csa は マ r クロ ソフト 社の 商標で 艽 

君の 上達に 合わせて 進化す る。 キングコング 

は ダフ') レス ロット 設計で i; パソコンが 初めて 

の 人で も、 プログラム ROM 力一 ト リッジを 

スロツ トに 入れ^れは*、 手に した その 日 力 1 ら 

使えます 上達 すれば —— 方の スロットには 

拡張 RAM や ソフト ROM カートリッジを。 

もう 一方の スロットには、 さまざまな インター 

フェイス カー トリ ッジを 差し込めば、 目的に 応 

じて 自由に シス テ A 拡張で きます。 将来は、 

ボイス 機能 や シンセ 1M ザ ー機 能な どの ソフト 

や ハード も ぞくぞく と 生まれて くる 予定 です > 

共通言語 MSX ベーシックを 使いながら、 拡 

張 性を 満足 させて ゆく - ナショナルの 

技術力です。 この 冬、 キングコングめ 

人き な 魅力が、 H 本を 熱く します。 

M  SX だから ソフト も 多彩に 勢 ぞ ろい 0 

ゲームに 勉強に… 君の アタックを 待つ 0 

Hi 

ミ ユージ ツク •ハーモナイ ザー 3  パソコン 作曲家 

おてんば ベッキー 

(新発売) 
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National 
- 技術で ひら <  世界の 繁栄- 

マニア ライクな キーポート: 基本に 
ソフトが 生きん 共通言語 MSX ベーシック  キン^コング li 未来を 考えた、 基本 忠実 設計。  手 ごた え 充分 強力な 32KB ベーシックです。 

を 搭載して、 キングコング M 生。 新しい 時 

代が 始まり ま 1； パソコンの 未来を 拓く MSX。 

これまで 問題と されて いた ソフト ウェアの 

互換性が、 ベーシック •インタ ブリ处 では もち 

ろん のこと、 機械語 レベルで も 実現し ました 0 

さらに、 基本 I/O システム、 ソフト カートリッジ 

や テープの 記録 方式に し 、たるまで 統一され 

たのです。 MSX マークの はいった ものなら、 

ソフト も ノヽー ド も 自由に 使えます 力* ら、 これ 力、 

パソコンの 流れを 変える MSX。 だから こそ、 

キングコングは その 基本 思想に 忠実に 作ら 

れて いま 1~。 キーボードは、 ビジネス にも 使 

える マニア ライク 仕様。 うち やすい 大型 キー 

が 魅力です >  より 長い あいだ 使って いただ 

くた めの 堅ろう なボ デ: f。 あきの こない カラー 

リンク： プリンタ や プロッタ などの 周辺機器 

も 統一 性 ある デザインに 仕上げられて L 、ま す。 

徹底的に ム ダを 省いて、 基本に 忠実に 設計 

14 桁の 倍精度 関数 や 強力な エラー/ 、ンド リン 

グ 命令な どを 持った ノ ヽ 。ワス レな ベーシックが: 
君の チャレンジに 鋭く 応えます >  高度な プロ 

グラム づ くりは もちろん のこと、 基本 I/O シ 

ス テムが 公開され ています から、 高速な 機 

械語 プログラム も 効率よ く 作れます >  その 

上、 16 色の カラー グラフィック、 8 オクターブ 

3 重 和音、 アニメーションが 簡単に 作れる 

スプラ 仆 機能な ど、 うれしい 特長 も 満敕。 

らは せっかく 蓄えた プログラムを ムダ にす 

る こと もありません 0  MSX を マスターして 

ぉけば 将来 も 有望。 さあ、 

キングコング と共に、 無限 

の 可能性を 遜 、かけよう。 

された キング コンズ エキス パー トに も ビギナー 

にも、 MSX に 親しんで いただく 好機です。 



信頼と 創造の 富:!: 通 

FM-7 で、 FM-X の (人気 N0.1) (話題 独占） 

君 も 《FM-X》 の モニターに なろう。 

パソコン フアン 感涙の お知らせで、 人 

気 •実力 No.l の 《FM-7》 を、 今 お求めに 

なると、 富士 通の パソコン 《FM  -X》 の 

モニ ターに 'ょつ ていた だ ( ナま T0  -抽 選に  人気 N0.1 の 興奮 バソコ 
より 200 名 様、 なんと 期間は 1 年間。 この 

ビッグ チャンスを、 お兒 逃しな く。 

友 だち づき あ L 、でき る パソコン 《 FM  -X》 
富 上 通の パソコン <FM-X> は、 話题の MSX 対応の パソコン。 ゲームに、 家事に、 学習に、 家中 

で 楽しめる 市販の ソフトが いっぱい 。家庭 WTV や、 お 手持ちの スピーカーと 接続して 使え ま 1； 手に した 

その 日から、 だれも 力！ 簡 中: ■にす ぐ 楽しめる。 いわば 親しい 友 だち づき あいので きる パソコン <FM-X>。 

ここから パソコンの 新しい 世界が ひろがります。 

人 mNCM の 興奮 パソコン  _ 

FM-ra 
セブン 

¥ 126,000 (本体 価格 •簡易 言語 ソフト 付） 

応募 要項 <FM-7> の 本体に 添付され て C、 る アンケート ハ ガキに 必要事 項と、 その 裏面 

下部に ① <FM-X> モニター 応募 ② 本体 製造番号 (=S/N 本体 裏面に 表示され^ いま 
す) を ご 記入のう え、 昭和 59 年 1 月 3 旧 (当日 消印 有効） までに お送りく ださい。 

※発表は 当選者への ご 通知を もって かえさせて いただきまず 

友達み たいな パソコン 

FM-X ¥49,800( 本体 価格) 

富士通 株式会社 半導体 統轄 営業部 〒彳 05 東京都 港 区 虎ノ門 2-3-U  0(03)502-0161 
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The アン ケート 
ぎ キミは プログラマーになれ るか" 

msxi なんでち かんで ち 
みんなな かよし MSX# ひとつの ソフトで 大丈夫 

•モニタを つないで みようぎ ワク ワグ さあ、 ゲームが 始まる ぞ 

•使 令を 出す のは 君 だ!# ここまで きたら プログラム 入力 もやって みよう 

♦エラーが 出 ち^った！ どうしよう #MSX-BASIC つて ど^な もの •MSX ホット ニュ- 

MSX  BASIC 入門 講座 

ソフト インフォメーション 

ソフト レビ ユー 
•ステップ アップ 參 ドラゴン ア ダンク# ぶた 丸 パンツ ♦アド ベン •チュー 太 ほか 

MSX  ROOM 
春 レター ズ コーナー 鲁 メッセージ ボード 籲 プレゼント コー ナ- 

ブ ツク レビュー 

ピ- ブル 

コンビ;!ー タ •ロス ト ラブ 

CONTE 
発行 •織 集 人 編集長 

編集 

塚本麽 一郎 高 播純子 宮川隆 
日 高速 雄 

藤 瀬 典 夫 

シド •フ アイ ナル* T- 

表紙 イラスト 

編集 協力 

想* 淳子 

本 田 年 一 

橘 川 幸 夫 事務所 

東京 313 セン ター 
シ ド.  フ  t  イナ ル -ァー 

MA9 

石 并宏明 
加 藤 英雄 

I  浜 田義史 

I - 

大日 本 印刷 (株） 

MS) (未来 商品 研究室 
ぎ 2001 年からの ラブ コール" 未来 テレフォン 

We  Love  Computer 

八ードニュー ス S レビュー 
•ヤマハ  YIS-503#  ソニ ーHB-50 •日立  HI 

マイコン タウン MSX 

ミ スタ ■エイズの シネマ レビ： 卜/ ウオー ゲーム 

よい 子の 7 ンガ / スノウ チサ ト ル 

用語を 知れば 恐くない 

今月の 占い コーナ ■ 

•霧:
 



參 MSX マガジン •フロ グラマー アン ケー ト 
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と
 

呼
ば
れ
る
 

ゲ
—
厶
 

•
プ
ロ
グ
ラ
マ
—
 

は
 

ほ
と
ん
ど
が
 

地
方
、
 

い
わ
ゆ
る
 

田
舎
に
 

住
ん
で
 

い
る
と
 

い
う
 

|
 

種
の
 

ジ
ン
ク
ス
が
 

あ
り
ま
す
。
 

ど
う
し
て
 

か
と
い
 

う
 

と
で
す
 

ね
、
 

莖
及
は
 

誘
惑
が
 

多
す
ぎ
て
、
 

創
造
 

的
に
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

つ
く
る
 

ど
こ
ろ
 

じ
 

や
な
い
 

こ
の
 

他
に
は
、
 

音
楽
 

鑑
賞
 

(
二
 

九
)
 

楽
器
 

演
 

奏
 

(
二
 

四
)
 

映
画
 

鑑
賞
 

f|
 

六
)
 

読
窨
 

(
二
 

九
)
 

日
本
文
学
 

研
究
 

•
チ
 

H 
ス
 

•
天
文
学
 

•
論
理
学
.
 

手
芸
 

•
お
菓
子
 

作
り
 

•
イ
ン
テ
リ
 

ア
デ
 

ザ
イ
ン
 

•
酒
 

•
食
べ
歩
き
 

•
テ
レ
ビ
 

•
寐
る
 

• 

家
で
ボ
 

—
ツ
 

と
し
て
る
 

•
麻
雀
 

•
競
馬
 

•
パ
 

チ
ン
 

コ 
•
才
—
 

デ
 

ィ
オ
 

•
ハ
ム
 

•
ビ
デ
オ
 

•
ブ
ラ
 

モ.
 

マ
イ
コ
ン
 

•
ま
ん
が
 

本
^
^
 

•
プ
ロ
レ
ス
 

な
ど
 

種
々
 

雑
多
、
 

バ
ラ
 

エ
テ
ィ
に
 

富
ん
で
 

い
る
よ
ぅ
 

で
す
。
 

も
ち
ろ
ん
、
 

朝
日
 

新
聞
を
 

読
む
 

•
ゲ
 

—
ム
セ
 

ン
 

タ
—
.
 

ス
タ
ッ
ク
 

い
じ
り
 

•
マ
シ
ン
 

語
の
 

サ
 

イ
ク
 

ル
 

数
を
 

数
え
る
 

こ
と
 

•
電
車
 

や
 

バ
ス
に
乗
 

ハツ
 

カ 
ー 

ワ
ケ
 

で
す
。
 

あ
る
 

ソ
フ
ト
 

会
社
 

じ
 

や
 

社
長
 

八，
 

X
 

TJ
 

で
 

八
丈
島
 

あ
た
り
に
 

別
荘
を
 

つ
く
つ
 

て
、
 

そ
こ
 

に
 

プ
ロ
グ
ラ
マ
—
 

を
 

送
り
込
み
、
 

仕
事
に
 

集
中
 

さ
せ
よ
う
 

と
い
う
 

計
画
 

も
 

あ
つ
た
そ
う
 

だ
し
。
 

な
に
し
ろ
 

'
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

と
い
う
の
は
、
 

良
 

く
も
 

悪
く
 

も
 

の
め
り
込
ま
な
 

い
と
 

ダ
メ
 

。
そ
れ
 

に
は
、
 

と
に
か
く
 

何
も
な
い
 

場
所
に
 

S
 

し
な
 

け
り
 

や
な
ら
ん
/
と
、
 

そ
の
 

社
長
さ
ん
 

は
考
 

え
た
の
で
 

し
よ
う
 

論
理
的
に
は
 

全
く
 

正
し
い
。
 

え
つ
、
 

あ
な
た
の
 

友
人
で
 

S
 

眾
に
 

居
な
が
ら
 

も、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

タ
ー
 

筋
、
 

も
の
 

凄
い
 

ゲ
—
ム
 

を
つ
 

く
つ
て
 

い
る
 

奴
が
 

い
る
つ
 

て
？
 

—
—
 

あ
あ
。
 

で
 

も、
 

ダ
メ
 

な
ん
で
す
 

ね
え
そ
う
 

\
 

い
う
 人
は
。
 
彼
の
よ
う
 な
 人
 は
-
 

と 
言
い
ま
す
。
 

「
ハ
ツ
 
カ
—
 
=ズ  

タ
ズ
 
タ
に
 
切
り
 

刻
ま
れ
た
 
者
 J 
と
い
う
 
位
の
 
意
味
で
す
 
が
'
 
 よ 

う
す
る
 
に 極

度
の
 
コ
ン
 
ピ
ュ
 
—
夕
 

-e-it 
者
の
 
こ 

と
で
す
。
 

い
わ
ゆ
る
 

マ
ツ
 
ド. 

サ
イ
 
エ
ン
 
テ
イ
 ス
ト
、
 

で
す
な
。
 

る
 

こ
と
 

•
秋
 

葉
 

原
 

散
歩
 

•
盆
栽
 

•
ゴ
キ
ブ
リ
 

退
 

治
な
 

ど
の
、
.
 

暗
い
 

趣
味
で
 

人
生
を
 

モ
ラ
 

ト 
レ
ア
 

厶
 

つ
て
い
 

る
 

人
た
ち
 

も
 

そ
こ
は
 

か
と
な
 

く
い
ま
す
。
 

• コメント 2 

ま
ず
、
 

棒
グ
ラ
フ
の
 

解
説
か
ら
 

し
ま
し
 

ょ
ぅ
 

0 

ょ
く
 

見
る
 

と
 

数
字
が
 

ヘ
ン
で
す
 

が
、
 

現
代
人
た
 

る
 

も
の
 

I
 

人
の
 

人
間
で
 

二
つ
 

や
 

三
つ
の
 

趣
味
は
、
 

あ
っ
て
 

当
り
前
。
 

I
 

人
で
 

複
数
の
 

趣
味
を
 

書
い
 

て
き
た
 

人
が
 

大
変
 

多
く
い
 

ま
し
た
。
 

そ
こ
で
、
 

こ
こ
で
は
、
 

二
 

I
 

〇
 

人
の
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
タ
 

マ
ン
 

た
ち
 

全
体
を
 

ひ
と
つ
の
 

人
^
/
^
^
 
 

V 

格
と
 
し
て
 
促
え
 
て
、
 
そ
の
 
挨
 
仆
 
ノ
衫
 

の
 

中
で
、
 

I 
体
 

ど
の
よ
う
な
 

趣
味
が
、
 

ど
の
位
 

冬
 

5
 

は
 

プ
ロ
グ
ラ
マ
 

j な
れ
る
 
か
 9 . 

て マス
 

!?
 

三
拍
子
 

そ
ろ
 



100- 

の
 パ
—
 
セ
ン
 
テ
—
 
ジ
で
 
指
向
さ
れ
 
て
い
る
 
の
か
 

と
い
ぅ
'
 
 
か
な
り
 
ハ
ィ
 
テ
ッ
ク
な
 
分
析
を
 
試
み
 

た
 次
第
で
す
。
 

で
は
、
 
大
筋
は
 
こ
れ
 位
に
 し
て
 

細
か
な
 
チ
 
H 
ツ
ク
 
を
し
て
 
み
ま
し
 
よ
う
。
 

ま
ず
、
 

エ
ン
ジ
ョ
イ
 

項
の
 

中
で
、
 

「
デ
ィ
ス
コ
」
 

と
い
、
 

つ 
ア
イ
テ
ム
が
 

無
い
 

の
が
 

悲
吊
に
 

気
に
 

か
 

1
 R 

9% n 

ス
ポ
 

—
ツ
 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
 

ク
リ
エ
 
ィ
テ
 
ィ
ブ
 

エン
ジョ
ィ 

ぐうたら 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
 マ

ニ
ア
 

根喑ら 

か
る
と
 
こ
ろ
で
す
"
 

ひ
よ
 
つ
と
 
し
て
、
 

コ
ン
 
ヒ
 

ユ
—
夕
 
の
 業
界
の
 
人
々
 
は
、
 
デ
ィ
ス
コ
を
 
知
ら
 

な
い
 

|? 
: 

と、
 

こ
う
い
う
 

大
胆
な
 

推
理
を
 

始
め
て
 

し
ま
う
 

と
い
'
 

く
ら
で
 

も
 

悪
い
 

様
に
 

解
釈
は
 

可
能
 

で
す
。
 

面
白
い
 

の
で
ち
 

よ
っ
 

と
 

続
け
て
 

み
ま
し
 

よ
う
 

0 

ま
ず
、
 

デ
ィ
ス
コ
に
 

行
か
な
い
 

(
知
ら
な
い
)
 

理
由
と
 

し
て
、
 

次
の
 

三
つ
が
 

考
え
ら
れ
ま
す
。
 

①

 

テ

 

ニス、 スキ—、 バイクな どの Now 

いス 
ポ—ツ 

の、 
ホン 
トウの 

本質を 

理解し 

ていない。 

②

 

 

残業と 徹夜の 毎日に 明け
暮
れ
 ていて、 

帰る 
のは 
毎日 
始発 
電車の 

ため、 

デ
ィ
ス
コ
 

なる 
ものの 

存
在
を
 

知らない。 

③

 

 

コンビ ユ—夕 ばっ
か
り
 相手
に
 して
き
た
 

の
で
、
 

N
o
w
 

い
 

場
所
に
 

遊
び
に
 

行
く
 

友
達
が
 

\  C  \  0 

しなし 

ア
ン
 
ケ
 I
 
L 

ょ
く
 

* 
む
 

維
 

i
 

こ
れ
 

も、
 

ア
ン
 

ケ
—
卜
 

2 
と
 

同
様
の
 

集
計
を
 

し
ま
し
た
。
 

や
は
り
 

マ
イ
コ
ン
 

雑
誌
が
 

多
い
 

と
 

い
ぅ
 

こ
と
 

以
外
に
は
、
 

特
に
 

目
立
つ
 

た
と
 

こ
ろ
 

は
な
い
 

ょ
ぅ
で
す
。
 

上
位
 

五
 

誌
を
 

窨
き
 

ま
す
。
 

〇
 

マ
イ
コ
ン
 

雑
誌
 

ア
 

ス
キ
—
 

(
三
 

六
)
 

ア
イ
.
 

才
 

I
 
 

(
 

二
八
)
 

ロ
グ
イ
ン
 

(
一
四
)
 

マ
イ
コ
ン
 

( 
I 

II
) 

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
 

技
術
 

(八
) 

〇
 ま
ん
が
 
雑
誌
 

少
年
 
ジ
ャ
ン
プ
 

(
 I
 八
)
 
少
 

年
 サ
ン
 
デ
—
 
 
(
 I
 六
)
 
少
年
 
マ
ガ
ジ
ン
 
(
 I
 五
)
 

ヤ
ン
グ
 
ジ
ャ
ン
プ
 

(
七
)
 
L
a
L
 
 
a
 
 (
六
)
 

明 菜
と
 Is 子、 ち

よ
つ
 と ラ

ム
ち
 や
ん
 

ア
ン
 
ケ
 I
 
L 

好
 
炎； 

な
 
ク
レ
ン
 
ト
 

t
 

手
 

S
 
明
 
菜
 
(
 I
 〇
)
 
と
 
松
 
田
聖
子
 

(
 I
 〇
)
 

が
 同
 ポ
イ
ン
ト
で
 
ト
ツ
プ
に
 
上
が
つ
 
て
い
ま
す
。
 

二
位
が
 
タ
 
モ
リ
 

(
七
)
 
三
位
に
 
郷
 ひ
ろ
み
.
 
さ
 

だ
ま
さ
し
 

(
六
)
 
四
 位
 ビ
—
卜
 
た
け
し
 

(
五
)
 

五
位
が
 
大
原
麗
 
子
 
•
ポ
—
 
ル
 ニ
ュ
ー
 
マ
ン
 
(
四
)
 

あ
と
は
 
も
う
、
 
田
中
裕
 
子
か
ら
 
美
 保
 純
'
 
 岩
 下
 

志
 摩
か
ら
 
ラ
ム
ち
 
や
ん
 
ま
で
 
(
ち
な
み
に
 
男
性
 

で
は
 
順
に
 
解
説
し
 
ま
し
よ
う
。
 

©
=
テ
 

ニ
ス
、
 

ス
キ
—
'
 

バ
イ
ク
な
 

ど
の
 

趣
 

味
 

入
口
が
 

急
速
に
 

増
加
し
た
 

の
は
 

〈ス
 

ポ
—
ッ
 

i
 

健
康
〉
 

と
い
う
 

図
式
か
ら
 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

な
ぜ
、
 

こ
れ
ら
の
 

ス
 

ポ
—
ツ
 

だ
け
が
 

特
権
 

的
に
 

N
O
 

W
 

い
と
さ
れ
 

て
 

い
る
の
 

か
を
 

よ
く
 

考
え
て
 

み
て
 

下
さ
い
。
 

そ
う
で
す
、
 

ギ
ヤ
 

ル
で
す
。
 

N
o
w
 

い
 

ス
ポ
—
 

ツ
の
 

あ
る
と
 

こ
ろ
 

必
ず
 

ギ
ヤ
 

ル
が
 

い
ま
す
。
 

前
 

出
の
 

図
式
は
 

正
確
に
は
 

〈
N
o
w
 

い
ス
 

ポ
—
ッ
 

丄
 

ギ
ヤ
 

ル
〉
 

と
な
る
 

の
で
す
。
 

プ
ロ
グ
ラ
マ
—
 

と
い
う
 

仕
事
は
、
 

な
に
せ
 

部
屋
の
 

中
で
 

籠
り
っ
 

放
し
、
 

つ
い
つ
 

い
 

不
健
康
に
 

な
り
が
 

ち
で
す
。
 

し
か
し
、
 

健
康
の
 

み
を
 

目
的
と
 

す
る
 

の
な
ら
'
 

ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
 

か
、
 

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
 

•
ク
ラ
ブ
 

で
 

陰
気
に
 

身
体
を
 

鍛
え
れ
ば
 

よ
ろ
し
い
。
 

中
年
 

族
が
 

ほ
と
ん
ど
 

見
栄
 

だ
け
で
 

ゴ
ル
フ
に
 

打
 

込
む
 

姿
を
 

毎
日
 

目
の
 

当
り
に
 

し
て
い
な
が
ら
、
 

ス
ポ
 

ブ
レ
ン
ド
 

0111 E 年
 誌
 
ブ
ル
ー
 
タ
ス
 

(
八
)
 
び
 あ
 
(
六
)
 

月
刊
 
フ
レ
イ
 
ボ
—
イ
 

(
六
)
 
ザ
 
•
テ
レ
ビ
 
ジ
ヨ
 

ン
 
(
五
)
 
G
O
R
O
 
 
(
四
)
 

o
+
l
^
 

5<D 
M
 
O
R
E
 
 
(
七
)
 
C
O
S
M
O
P
 

O
L
I
T
A
N
 
 
(
五
)
 
a
n
a
n
 
 
(
五
)
 
J
J
 

(
四
)
 

n  O  n  n  〇
 
 (
四
)
 
 

〇 

〇
 週
刊
誌
 

フ
オ
ー
 
カ
ス
 

(
 I
 六
)
 
週
刊
 
朝
日
 

(
七
)
 
週
刊
 
ポ
ス
ト
 

(
三
)
 
朝
日
 
ジ
ャ
—
 
ナ
ル
 

(
三
)
 
週
刊
 
新
潮
 

(
二
)
 

•
コ
メ
ン
ト
 
3
 

ま
ん
が
 雑誌では、 LaL  a の 健闘

が
 目 

に
つ
き
ま
す
。
 

男
女
の
 比

率
を
 考

え
る
 と

こ
れ
 

は 
な
か
な
か
の
 

ものです。 

女
性
 
誌
で
は
'
 
 
n
o
n
n
o
 
を
 押
え
て
、
 

M
 

-
|
 

6 

52 . 
2A% 

19% 门 

iCCU.  . . 

\% 

31% 

\e%  门1 

oil Hnnl 一
 趣
味
 

力
 

パ
イ
ク
 

|
 

科
学
 

|
 

壮
年
 

誌
 

マィ
 

n 
ン
誌
 

ま
ん
が
 

宵 
年 

誌
 

女
性
 

誌
 

遇
刊
誌
 

60-
 

40-
 

タ
レ
ン
 トは、 根

津
甚
 八
か
ら
 松 田 優

 作、 中 

条
清
 
か
ら
 

R  2D  
2 
まで) 

と、 
ピ
ン
 
キ
リ
で
 

した。 

•
コ
メ
ン
ト
 
4
 

な
ん
だ
か
 
破
天
荒
な
 
感
 も
あ
り
ま
す
 
が
、
 
全
 

体
 的
に
は
、
 

バ
ラ
ン
ス
が
 取
れ
て
 い
る
の
で
 し
 

よ
う
。
 
な
か
な
か
 
趣
の
 
あ
る
 
順
位
に
 
な
っ
て
 
い
 

ま
す
ね
。
 

と、 こ 「X
』 

ン と 気付
いた
 

人 

こま
でき
て、
 

^ 

^ 

*」
がい
たな
ら、
 

その
 

人は
 

大し
た 

洞察
力の
 

持ち
主で
す。
 

そ 

うで
す。
 

「ラ
ムち
 

やん
」 

です
、 

ラム
ち 

やん
。 

少年
 

サン
 

デ—
 

連載
の 

-B うる
 

星 

やつ
ら』
 

に 

出て
 

くる
 

宇宙
の 

鬼 

姫。 

ネ 
暗の
 

パソ
コン
 

少 

年が
 

ラム
 

ちゃ
んの
 

原画
 

セル
を 

大切
に 

机の
 

前に
 

貼つ
 

てい
る 

と言
う、
 

あの
 

ゥヮ
サ 

は 
ど 

うや
ら 

$ 

のよ
う 

です
。 

いや
、 

暗く
て 

結 

, 

これ
は 

もう
 

〈コ
ンビ
 

ユ—
夕 

is
 

Fi
 

ラム
ち 

やん
〉 

とい
う 

恐る
べき
 

条件
反射
の 

世界
です
。 

同じ
 

様な
 

例は
 

超 

過激
な 

国民
 

番 

!
ソ
 
の
 本
質
を
 
完
全
に
 
理
解
し
 
切
つ
 
て
い
な
い
 

プ
ロ
グ
ラ
マ
—
 

の
み
な
 さ
ん
に
は
、
 職
場
で
の
 

上
司
と
の
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
 

ー 
シ
 
ョ
ン
を
 
お
ろ
そ
か
 

r
c
 i
、
 生
き
る
 
姿
勢
 
?
 
 

1
:
 
を
 

今
後
は
 
ハ
ィ
テ
ク
 
産
業
の
 
勢
力
 
拡
大
に
 
至
 力
を
 

尽
く
し
て
 
欲
し
い
 
と
こ
ろ
で
す
。
 

©
©
に
つ
い
て
 

は
、
 

こ
れ
は
 

労
働
 

問
題
に
 

関
 

わ
つ
 

て
く
 

る
 

問
題
で
す
。
 

解
決
法
と
 

し
て
は
、
 

ま
ず
 

今
ま
で
 

以
上
に
 

働
い
て
、
 

i
 

計
画
の
 

二
 

〇
倍
位
 

を
 

ド
ド
—
 

ン
と
 

稼
ぎ
 

出
し
 

ま
し
よ
ぅ
。
 

そ
し
て
 

会
社
を
 

六
本
 

木
 

あ
た
り
に
 

移
す
 

よ
ぅ
 

組
 

合
を
 

通
じ
て
 

交
渉
す
 

る
の
 

が
べ
 

ス
ト
 

か
と
 

思
わ
 

れ
 

ま
す
。
 

彼
女
が
 

い
な
く
て
も
、
 

仕
事
が
 

暗
く
 

て
 

も
、
〃
 

六
本
 

木
の
 

_
 

り
 

，
の
 

前
で
は
 

全
て
は
 

逆
転
し
 

ま
す
。
 

1
 

明
け
の
と
 

き
は
、
"
®
 

り
 

族
，
 

の
 

中
に
 

ま
ぎ
れ
 

込
ん
で
 

帰
る
 

よ
う
に
 

す
れ
ば
、
 

世
間
の
 

評
価
 

も
 

上
が
ろ
う
 

と
い
う
 

も
の
で
す
。
 

O
R
E
、
 

C
O
S
M
O
P
O
L
I
T
A
N
 

と
い
 

っ
た
 

二
〇
 

代
、
 

翔
ん
で
る
 

女
、
 

キ
ャ
 

リ
ア
 

ウ
ー
 

マ
ン
の
 

雑
誌
が
 
 

I
、
 
 

二
位
を
 

占
め
て
 

お
り
'
 
 

な
 

か
な
 

か
の
 

先
進
 

産
業
ぶ
 

リ
を
 

示
し
て
 

い
ま
す
。
 

な
る
ほ
ど
 

(
と
'
 
 

な
ぜ
か
 

納
得
)
。
 

週
刊
誌
で
 面
白
い
 
の
が
、
 
朝
日
 系
の
 雑
誌
が
 

二
 誌
 入
っ
て
 
い
る
の
に
 
対
し
、
 
読
売
の
 
雑
誌
が
 

入
っ
て
 
い
な
い
の
 
が
 不
思
議
で
 
す
ね
え
。
 

ハ
ィ
。
 

好
き
な
 

ジ 
ャ
—
ナ
 
リ
ス
 
ト
な
ん
 
て
の
を
 

ア
ン
 
ケ
 

I
 
卜
し
た
ら
、
 

築
紫
哲
 

也
な
ん
 

て
 
人
が
 

|
 位
に
 

な
る
 
の
か
 
し
ら
、
 
ど
う
で
 
し
よ
う
 
か
ね
。
 

マイコン 
雑誌は、 日本の プログラマ— 

の 
人気 
順位と 

して 
読める 

でしよう。 

組
 

f お
し
ん
』
 
に
も
 
見
ら
れ
る
 
の
で
す
 
か
ら
、
 

パ
ソ
コ
ン
 
少
年
 
ば
か
り
を
 
不
当
に
 
「
暗
い
」
 

と
 

決
め
つ
 
け
る
べ
き
 
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
ち
な
み
 

に
 

『 お
し
ん
』
 

で
は
、
 
〈
お
し
ん
 
i
 
貧
 f
 
涙
〉
 

と
い
ぅ
 
図
式
が
 
成
り
立
っ
 
て
い
ま
す
。
 
日
本
 
漫
 

画
家
 
協
会
 
賞
 受
賞
の
 
い
が
ら
し
 
み
き
お
 
氏
の
 
言
 

葉
を
 
か
り
る
な
ら
、
 

こ
れ
は
 
パ
ブ
ロ
フ
の
 

犬
と
 

同
じ
 
世
界
で
す
。
 
み
な
さ
ん
 
も
こ
の
 
様
な
 
日
常
 

の
 中
に
 
埋
も
れ
て
 
い
る
"
 
パ
ブ
ロ
フ
の
 

犬
，
 
現
 

象
を
 

見
つ
け
て
、
 

パ
ブ
ロ
フ
の
 

犬
 
ご
っ
こ
で
 

も
 

や
っ
て
 
下
さ
い
。
 

楽
し
み
な
が
ら
 

批
判
 性
を
 失
 

わ
な
い
 
と
い
ぅ
 
こ
と
が
 
大
切
な
 
の
で
す
。
 



100- 

スター 
その 時々 の ベス 

ト セラーよ！ 3 も、 

SF の 方が 好き 

自分の パソコンに 

名前を つけて いる 

ア
ン
 

ケ
 

I 
L 

久
ァ
 

ー
 

養
 

柰
し
 

い
こ
と
 

:n 

% 
门
 

一3
〔 

*s
〔 

X
 ン
 .
ジ
ョ
ィ
 

ぐ
-
つ
た
ら
 

ス
ホ
 
—
ツ
 

根
暗
ら
 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
 

キ
ャ
ン
 
ブ
ル
 

マ
ニ
ア
 

ク
リ
 エ
イ
 ト 

エン
ジョ
ィ 

派'
  

ぐぅ
たら
 

派、 ネ喑
ら 

派、 

ス 
ポー
ツ 

派の
 

計 

四 
派が
 

主流
に 

なっ
て 

いま
 

す： 

多い
 

のは
、 

食事
 

( 
I  

I 
) 
酒 

(九)
 

友 

だち
 

と 
話す
 

(八)
 

寝る
 

(二 

九)
 

休日
 

(八)
 

ドラ
ィブ
 

(七)
 

テニ
ス 

(七)
 

仕事
 

(九
).
 

とい
つ 

たと
 

ころ
" 

ち
な
み
に
 

ネ
 

暗
ら
 

好
み
の
 

人
の
 

コ
メ
ン
ト
は
 

大
田
貴
 

子
の
 

「
デ
リ
 

ヶ
—
 

卜
に
 

愛
し
て
」
 

で
、
 

バ
—
ビ
 

I 
人
形
に
 

振
り
を
 

つ
け
る
 

こ
と
.
 

森
 

田
 

童
子
の
 

歌
を
 

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
で
 

聴
き
な
が
ら
 

暗
ぃ
部
屋
で
ァ
ッ
プ
ル
 

11
 

6
の
ゲ
|
ム
を
す
る
 

こ
と
 

•
他
人
の
 

バ
グ
 

捜
し
 

•
コ
メ
ン
ト
の
 

ス
べ
 

ル
 

ミ
ス
 

捜
し
 

•
人
の
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

作：
： 

< 
 

を
 

邪
魔
 

す
る
 

こ
と
 

•
テ
 

デ
ィ
—
 

ベ
ア
を
 

抱
い
て
 

寝
る
 

こ 

と
 

•
満
員
 

電
車
で
 

ゆ
ら
れ
る
 

こ
と
 

•
海
へ
 

行
つ
 

て
く
だ
を
 

ま
く
 

こ
と
.
 

歯
医
者
 

さ
ん
へ
 

通
う
 

こ 
と
 
 

な
 

ど
が
 

あ
り
ま
し
た
。
 

み
な
さ
ん
 

ガ
ン
 

バ
ッ
テ
 

い
ら
つ
 

し
や
る
 

ょ
う
で
す
。
 

•
コ
メ
ン
ト
 

5 

他
人
の
 

ブ
ラ
ィ
べ
—
 

卜
な
 

時
間
に
 

対
し
て
、
 

暗
い
 

もへ
 

つた
 

く
れ
 

と 
思
わ
れ
ま
す
 

も
な
い
 

と
い
う
の
 

が-
 

丄
！
 

一一
百 

第
 

1 、
他
人
の
 

バ
グ
 

捜
し
な
 

どは
' 
 

社
会
的
 

見
地
か
ら
 

す
れ
ば
、
 

大
変
 

有
益
な
 

作
業
に
 

違
い
あ
り
ま
せ
ん
 
 

I 
見、
 

ネ 
暗
ら
 

を 
装
い
つ
つ
 

も'
  

社
会
と
の
 

つ
な
が
り
 

を 
忘
れ
な
い
 

そ
の
 

姿に
、 

日
本
の
 

明
日
を
 

見
る
 

思
い
が
 
す
る
 
で
は
 
あ
り
 

ま
せ
ん
 

か''  
ネ
ッ
 

1? 
: 

•
 こ
の
 
様
に
、
 
色
と
 

ど
り
 に
 毎
日
を
 

送
っ
て
 

い
る
 

プ
ロ
グ
ラ
マ
—
 

の
 

人
々
 
の
 勇
気
と
 
活
力
に
 

励
ま
さ
れ
、
 M
S
X
 も
 

ガ
ム
 
バ
ッ
テ
 
日
本
の
 
ホ
 

—
 
^ ハ

 ー
ソ
 
ナ
ル
 
コ 

ビ
ユ
—
 

夕
の
 

世
界
を
 

つ
く
っ
 

て
 

行
き
ま
す
 

最
 

後
に
 

快
く
 

ア
ン
 

ケ
—
 

卜
に
 

答
え
て
 

下
さ
っ
た
 

全
 

国
の
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

会
社
の
 

方
々
 

に
 

感
謝
い
た
 

し
ま
す
。
 
 

* 

そ
ん
な
 
ワ
ケ
 
で、 

左
の
 
チ
ヤ
—
 
卜
へ
。
 

プ
ロ
グ
ラ
マ
—
 

版
 

Y
E
S
.
N
O
 

チ
ヤ
—
 

卜
 

プ
ロ
 

ク
ラ
 

了
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ラムち やん の 原 

画 セルを 大切に 

持って いる 

YEy 

数学が 好きだった 

YES 

友 だち とよく パ 
ソ コンの 八ナシ 

N0 をす る 

フ
ツ
—
 

の
 

プ
ロ
グ
ラ
マ
—
 

型
 

參
 傾
向
と
 
対
策
 

情
^
^
社
会
と
は
、
 

フ
ッ
—
 

の
 

人
々
 

の
 

価
値
 

感
の
 

多
様
化
、
 

多
元
 

化
を
 

意
味
し
 

ま
す
。
 

そ
う
 

い
/
っ
 

で
は
、
 

金
 

♦
フ
ツ
 

I 
の
 

フ
ツ
—
 

の
 

人
〉
 

〈ム
 

F'
 

— 
♦
色
々
 

な
フ
ツ
 

I 
の
 

人
〉
 

と
い
う
 

具
合
。
 

逆
に
 

言
う
な
ら
ば
 

「
フ
ツ
 

I 
の
 

ィ
ン
テ
リ
」
 

だ
 

と
か
 

「
フ
ツ
 

I 
の
 

変
態
」
 

と
い
っ
た
 

人
々
 

が
フ
 

ツ
ー
 

に
い
る
 

ワ
ケ
 

で
す
。
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

を
 

|
 

度
 

通
過
し
た
 

ア
ナ
 

タ
は
、
 

フ
ツ
—
 

じ
 

や
な
い
 

け
 

ど
 

フ
ツ
—
 

だ
と
い
 

う
 

過
激
な
 

存
在
で
す
。
 

淡
々
 

と
 

フ
ツ
—
 

を
 

生
き
て
 

下
さ
い
。
 

隠
れ
 

プ
ロ
 

ク
ラ
 

マ
—
 

型
 

•
傾
向
と
 

対
策
 

西
歴
 

I
 

九
 

八
 

九
 

年
、
 

政
府
は
 

隠
れ
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
 

マ
—
 

と
 

ハ
ツ
 

カ
—
 

の
 

撲
滅
 

キ
ヤ
 

ン
ぺ
 

—
ン
を
 

開
 

始
 

し
た
。
 

T
V
 

で
は
 

毎
日
、
 

政
府
 

広
報
が
 

流
 

* n
 

た
ー
 

パ
ソ
コ
ン
 

や
め
ま
す
 

か
。
 

そ
れ
と
も
 

人
 

間
 

や
め
ま
す
 

か
。
 

パ
ソ
コ
ン
-
 

H
 

母
に
 

陥
り
 

仕
事
 

は
 

サ
ボ
る
 

わ
、
 

学
校
に
は
 

行
か
な
 

い
わ
と
い
 

ぅ
 

人
々
 

が
 

激
増
し
て
 

い
た
。
 

し
か
し
、
 

実
は
 

そ
の
 

ウ
ラ
で
、
 

人
々
 

は
 

新
し
い
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
 

-J
 

シ
ヨ
 

ン
 

回
路
を
 

模
索
し
て
 

い
た
の
 

だ
-
 

新
人
 

類
は
 

_
 

に
 

瀕
し
て
 

い
た
。
 

と > 

女 T る 

彼、 す 

にらを 

店た ム 

茶つ 

喫入ゲ 

I 
浮
 
 

) 

ユ 
い
る
 

だ
/
 

ビ
思
#
 

M
0
 

ン
て
で
 

そ
 

n 
全
が
 

€f
 

、
を
と
 

で
 

で
 
部
 
こ
ば
 

中
 
内
 
る
れ
 

の
の
 

ベ
 
や
 

頭
夕
か
 

{ 

ス
ど
つ
 

ラ
が
 

知
 

の
ン
か
 

ス
ー
の
 

ウ
シ
 

4P 
る
 

ビ
 
•
な
い
 

ゼ
ト
ん
 

て
 

天
オ
 
ブ
ロ
 
ク
ラ
 
マ
—
 
型
 

•
傾
向
と
 
対
策
 

ち
ょ
つ
 
と
し
た
 
お
金
の
 
計
算
な
 
ど、 

そ
こ
い
 

ら
の
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
ょ
り
も
 
速
い
 
ア
ナ
 
タ
は
、
 

天
才
 
も
し
く
は
 
天
才
の
 
タ
 
マ
ゴ
で
す
。
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 
以
上
の
 
頭
脳
が
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
を
 
駆
使
 

す
る
と
 
ど
ぅ
な
る
 
か
-
—
。
 

コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
は
、
 

ア
ナ
 
タ
の
 
マ
ィ
ン
ド
を
 

強
力
に
 
増
幅
す
 
る
 武
器
 

に
な
つ
 
て
 く
れ
る
 
ハ
ズ
 
。
そ
う
と
 
分
か
れ
ば
、
 
あ
 

と
は
 
行
動
 
あ
る
の
 
み
で
す
。
 
数
年
 
後、 

ア
ナ
 
タ
 

が
 日
本
の
 
ビ
ル
 
•
ゲ
イ
ツ
と
 
な
つ
て
 
世
に
出
て
 

く
る
の
を
 
期
待
し
て
 
い
ま
す
。
 

H
 

— 
八
！
 

ブ
ロ
 

ク
ラ
 

マ
—
 

型
 

▼
傾
向
と
 
対
策
 

ゲ
—
 

ム
が
メ
 

チ
ャ
 

ク
チ
ャ
 

大
好
き
/
 

と
 

言
 

ぅ
ア
 

，ナ
 

タ
は
、
 

当
然
 

そ
の
 

道
の
 

プ
ロ
 

フ
エ
 

ツ
サ
ー
 

と
 

も
い
 

ぅ
べ
き
 

知
識
と
 

感
覚
に
 

満
ち
 

あ
ふ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
の
 

楽
し
 

さ
を
 

誰
よ
り
 

も
 

知
つ
 

て
い
る
 

の
が
 

ア
ナ
 

タ
で
す
。
 

ア
ナ
 

タ
の
 

使
命
は
、
 

そ
の
 

楽
し
 

さ
を
 

発
見
し
、
 

開
発
し
、
 

世
に
 

バ
ラ
ま
い
 

て
 

行
く
 

こ
と
で
 

し
ょ
ぅ
。
 

持
つ
 

て
 

生
ま
れ
た
〃
 

軽
み
"
 

で
 

飛
び
回
つ
 

て
 

下
さ
い
。
 

失
敗
 

も
 

成
功
 

も
 
全
て
が
 

生
き
て
 

く
る
、
 

天
性
の
 

ト 
リ
ツ
 

ク
ス
 

タ
！
 

-
 

そ
れ
が
 

ア
ナ
 

タ
で
す
。
 



ハ
ナ
コ
 

-
 

え
む
 

え
す
 

え
っ
く
 

す
っ
て
 

な
ん
で
す
 

か
？
 

タ
ロ
ウ
さ
ん
。
 

タ
ロ
ウ
 
I
 
だ
れ
に
 
で
も
 使
え
る
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 

な
の
 
だ
 そ
 5
 で
す
 よ
。
 
八
ナ
 
コ
さ
 
ん。 

ナ
コ
^
 

—
 

ど
ぅ
し
て
、
 

だ
れ
に
 

で
も
 

使
え
る
 

の
で
す
 

か
？
 

タ
ロ
ウ
さ
ん
。
 

タ
ロ
ウ
—
 
M
S
X
 
が、 

た
<
さ
 

ん
の
 
人
と
 
仲
よ
 
く
し
た
い
 
な、 

と
 思
 

つ
て
い
 
る
か
ら
で
 
す
よ
、
#
 J0 と。 

ナコ
 

—
—
 

でも
、 

わ
た
し
に
は
 

コ 

ンピ
ュ 

ー 
タ
は
 

ムツ
 

カシ
 

まあ
" 

こ
の
 

特
集
を
 

読
ん
で
 

ご
ら
 

ん
な
さ
 

い。
 

初
め
て
 

だ
つ
 

て、
 

だ
い
じ
よ
う
 

ぶ
 

マ
イ
 

フ
レ
ン
ド
で
す
 

よ。
 

八
ナ
 

n
 

TV
 

J A;
 

。 
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今
ま
で
に
 

開
発
、
 

販
売
さ
れ
 

て
い
る
 

パ
—
 

ソ
 

ナ
ル
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

は、
 

み
ん
な
 

そ
れ
ぞ
れ
に
 

す
ぐ
れ
た
 

ま
と
ま
り
を
 

侍
っ
 

て
い
る
 

け
れ
ど
、
 

_
 

ご
と
に
 

周
辺
 

装
置
が
 

使
え
た
り
 

使
え
な
 

か
 

•
っ
た
り
、
 

使
え
て
も
 

別
な
 

ィ
ン
タ
ー
 

フ
ェ
ィ
ス
 

が
 

必
要
だ
っ
た
 

り、
 

な
ん
と
な
く
 

m
 

鎖
 

的
な
 

力
 

ン
ジ
が
 

あ
っ
た
。
 

そ
し
て
、
 

パ
ソ
コ
ン
 

ユ
—
 

ザ
—
 

が
い
ち
ば
ん
 

困
っ
て
 

い
た
の
は
、
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
 

//
: 

_
 

が
な
い
 

こ
と
。
 

同
じ
"
 

ブ
ロ
 

野
球
 

ス
 

ー 
パ
—
シ
 

ミ
ュ
レ
—
 

シ
 

ヨ
ン
"
 

と
い
う
 

ゲ
 

I 
ム
 

で
も
、
 

P
 

C
 
 

8
0
0
1
 

と
 

F
M
 

- 
7 

で
は
 

異
な
っ
 

た
ソ
 

フ
ト
 

ウ
ェ
ア
が
 

必
要
に
な
る
。
 

P
C
 
 

8
0
0
 

1 
用
の
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
 

IM
J 

じ
 

N
E
C
 

と
い
 

• 

う
メ
 

1 
カ
 

ー 
の
 

マ
シ
ン
、
 

P
C
 
 

6
0
0
1
 

で
 

も、
 

そ
の
ま
ま
で
は
 

使
え
な
い
。
 

だ
か
ら
、
 

お
 

も
し
ろ
 

そ
う
な
 

ゲ
—
ム
 

だ
な
、
 

や
っ
て
 

み
た
い
 

な
と
 

思
っ
て
も
、
 

自
分
の
 

持
っ
 

て
い
る
 

マ
シ
ン
 

用
に
 

^
 

計
さ
れ
 

た
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
 

な
け
れ
ば
 

使
え
な
 

か
っ
た
ん
 

だ。
 

な
ぜ
、
 

こ
う
い
う
 

こ
と
に
な
る
 

の
だ
ろ
う
 

か
 

0 

マ
シ
ン
 

ご
と
の
 

特
徴
を
 

出
そ
う
と
 

す
る
と
、
 

ハ
 

な
か
#
 

が
 

少
な
い
 

の，
 

さ
び
 

レ
い
 

な
 

今
ま
で
、
 

ち
ょ
つ
 

と
 

閉
鎖
 

的
 

だ
つ
 

た
み
た
い
 

な
の
ね
、
 

パ
—
 

ソ
 

ナ
ル
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

つ
て
。
 

\1 



MSX なんでも かんでも 

I
 

ド
ウ
 

ェ
ア
の
；
^
 

は
 

当
然
 

違
っ
て
 

く
る
。
 

ま
 

た、
 

パ
ソ
コ
ン
は
 

発
展
 

途
上
に
 

あ
る
 

機
械
で
、
 

技
術
 

開
発
に
 

よ
っ
て
 

ハ
—
 

ド
ウ
 

ェ
ア
の
 

機
能
は
 

ど
ん
ど
ん
 

向
上
し
て
 

い
る
。
 

ハ
 

ー 
ド
ウ
 

ェ
ア
が
 

違
っ
て
 

い
れ
ば
、
 

そ
の
 

一 

部
で
 

あ
る
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
 

n
 

語
を
 

_
 

語
に
 

翻
 

, 1
K 

す
る
 

役
割
を
 

受
け
持
つ
 

部
分
 

(
ィ
ン
タ
 

ー 

ブ
 

リ
タ
)
 

の
 

i
S
 

も
 

違
っ
 

て
く
 

る。
 

IP
] 

じ
 

M
 

葉
 

で
も
、
 

機
械
に
 

よ
っ
 

て
 

違
う
 

, 
IK
 

k
 

を
し
て
 

し
 

ま、
 

っ
の
で
 

あ
る
。
 

コ
ン
ビ
 

ユ
ー
 

タ
は
頌
 

固
 

者
で
 

®
 

通
が
 

き
か
な
い
 

から
'，
， 

こ
ん
に
ち
は
"
 

と
い
 

う
 

^
 

葉
し
 

か
 

知
ら
な
い
 

機
械
に
"
 

ご
き
げ
ん
い
 

か
が
"
 

と：
 

^
 

っ
て
も
 

知
ら
ん
 

ぷ
 

り
さ
れ
 

て
し
 

ま
 

う
と
い
 

う
よ
う
な
 

具
合
 

だ
。
 

最
近
で
は
 

P
C
 
 

- 
 

80
  

0
1
 

の
 

ソ
フ
ト
 

ウ
ェ
 

ア
が
 

そ
の
ま
ま
 

使
え
る
 

P
C
 
 

o
o
o
o
l
 

mk
; 

II
 

や、
 

f
m
 
 

8 
の
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
 

使
え
る
 

f
 

M
 
 

7 
な
ど
、
 

ハ
 

ー 
ド
ウ
 

ェ
ア
の
 

技
術
 

^
 

rr
 

ば
 

か
り
に
 

と
ら
わ
れ
て
 

い
た
 

メ 
ー 

カ
 

I 
も、
 

ソ
フ
 

ト
ウ
 

ェ
ア
 

ft
 

先
の
 

開
発
を
 

始
め
て
 

く
れ
て
い
 

る。
 

し
か
し
、
 

そ
れ
 

も
 

完
全
に
 

/ i
 

換
性
が
 

保
た
れ
て
 

い
る
 

わ
け
で
は
 

な
く
、
 

今
の
 

時
点
で
は
、
 

す
べ
 

て
の
 

マ
シ
ン
に
 

典 
#
 

s な
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
 

供
給
 

さ
れ
て
 

い
る
と
は
 

言
え
な
い
 

状
況
 

だ
。
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
 
数
が
 少
な
け
れ
ば
、
 
初
心
 

者
に
 
と
っ
て
 
パ
ソ
コ
ン
は
 
近
寄
り
に
 
く
い
も
の
 

に
な
つ
 

て
し
 
ま
う
、
 
と
い
う
 

わ
け
で
、
 

二
 «
 の
 

意
味
で
 
閉
鎖
 
的
だ
っ
た
 
の
が
 
今
ま
で
の
 
バ
ソ
コ
 

ン だ。 

13 



善 ヤマハ： YIS  — 503 

(モニタ = ナショナル： アルフ ァデ ジタ ル) 

M
S
X
 
の
い
 
ち
ば
ん
 
う
れ
し
い
 
と
こ
ろ
は
、
 

ソ
フ
ト
々
 
エ
ア
が
 

- It ハ 通
で
 
使
、
 又
る
 
と
い
う
 
こ
と
。
 

M
S
 
X
 
の
 
マ
—
 
ク
の
忖
 
い
て
い
る
 
ソ
フ
ト
 
ウ
ェ
 

ァ
 で
あ
れ
ば
、
 
す
べ
て
の
 
MC 

う
こ
と
 
が
で
 
き
る
"
 
松
 下
 も
ソ
ニ
 
ー も

 ̂
 I 芝
 も
 
一
 

ヤ
マ
ハ
 
も
 サ
ン
 
ョ
—
も
 
n *: も

：
 
一 ̂  も、 

こ
れ
 

か
ら
 
発
 ̂
 さ
れ
る
 
ビ
 ク
タ
—
 
や
 キ
ヤ
ノ
ン
の
 
マ
 

ウ
ェ
ア
で
 

InJ
 

じ 

ゲ
 ー 
ム
を
楽
 
し
む
 
こ
と
が
で
き
 
る
ん
だ
。
 
だ
か
 

ら、 
n 立

の
 
マ
シ
ン
を
；
 
S
 つ
て
い
 
る
 ̂
 だ
ち
 
の
 

ソ
フ
ト
を
 

沿
り
 

て、
 

サ
ン
 

ョ 
1
 

の
 

マ
シ
ン
で
 

遊
 

ぶ、 なんて こと も、 もちろん 
OK。 

今
ま
で
の
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
'
 
 
ほ
と
ん
ど
の
 

f
 
w 

' 
つ
の
 
機
 M
 
で
し
 
か
 使
え
な
か
っ
た
。
 

M
S
 
X
 
マ
ー
 
ク
の
 
つ
い
て
い
る
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

は
'
 
 M
S
 
X
 
マ
シ
ン
な
ら
 
ど
 I
 
補
に
 
で
も
 
対
 

で
き
る
。
 

一
つ
の
 

ソ
フ
ト
 

ウ 
r 

ん
な
 
マ
シ
ン
で
 
使
え
る
 
か
ら
、
 

和
 ソ
 
ニ
—
:
 
ヒ
ッ
ト
 
ビ
ッ
ト
 

HBI 55 

(
モ
ニ
タ
^
^
 

ソ
ニ
丨
 

I
 

ト
リ
ニ
 

ト
 

ロ
 

ン
)
 

ひ
と
つ
の
 

ソ
フ
ト
 
 

P
 

だ
い
 

U
 

ょ 
ラ
ぶ
 

M
S
X
 

は
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

も
 

コ
ン
パ
チ
ブ
ル
。
 

一
つ
の
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
、
 

い
ろ
い
ろ
な
 

マ
シ
ン
で
 

使
え
ち
 

や
ぅ
。
 



MSX なんでも かんでも 

島丫 I  •，■—真 :: 二: 
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味 

:: 

う 
人が
 

少な
い 

から
' 
 

と
い
う
 

Jf.
 

lfl
 

で 開発
の 

遅
れ
て
 

いた
 

学
習
用
の
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

や、
 

家 

一
 

:^
:^
や力
 

ロ 
リ
ー
計
算
の
 

ソ 

フト
ウ 

ェ 
ア 

など
 

も
ど
ん
 

ど
ん
で
 

きて
 

く
る
だ
ろ
う
。
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 が
 難
し
い
 
の
は
'
 
 ブ
ロ
 
グ
ラ
 

ミ
ン
 
グ
の
芩
 
ぇ
 方
が
 
II し

い
た
 
め
で
 
あ
る
。
 

コ 

ン
ピ
ユ
 
I タ

マ
 
ニ
ア
と
 
呼
ば
れ
る
 
人
た
ち
 
は、 

ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
を
 
作
る
 
過
程
を
 
楽
し
む
 
こ
と
の
で
 

き
る
 
人
た
ち
 

だ。 
だ
け
ど
、
 

ほ
と
ん
ど
の
 

人
に
 

と
つ
て
、
 

^
 嗦
な
 プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

作
る
 
こ
と
は
、
 

あ
ま
り
に
 

も
 
難
し
い
。
 

プ
ロ
 

グ
フ
ム
 

を
 作
る
 と
 

い
う
.
向
_
が
無
く
な
つ
た
ら
、
.
八
，
ま
で
ょ
り
も
、
 

も
つ
 
と
も
つ
 
と
た
く
 
さ
ん
の
 
入
が
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー
 

夕
を
 
使
う
 
こ
と
が
で
き
る
 

ょ' 7 に
な
る
。
 
家
族
 

み
ん
な
 
か
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
を
浆
 
し
く
 
利
 ̂
 で
き
 

る
ょ
う
 
に
な
る
。
 

コ
ン
ビ
 

ユ ー 
タ
は
木
 
米
と
 

つ 

て
 も
 便
利
で
 
楽
し
い
 
櫟
慽
 
な
の
 
だ
か
ら
。
 

い
ろ
ん
な
 
機
 秘
 で
 W
 じ
 ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
 
使
 

う
こ
と
 
が
で
 
き
れ
ば
、
 
ソ
フ
ト
 
ウ
ヱ
ア
 
も
ぐ
つ
 

と
 1
 rvl に

な
る
 に
違
い
な
い
 ノ -1; 椎 _

 児
か
ら
 

お
 平
 寄
ま
で
、
 あ
ら
ゆ
る
 人
の
 s
 ^/ に

あ
つ
 た
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
、
 
次
々
 
に
 生
ま
れ
て
 
く
る
 
だ
 

ろ
う
。
，
：
 r 分

で
 ブ
ロ
 グ
ラ
ム
^
:
 
ら な

く
て
も
、
 

さ
ま
ざ
ま
な
 

使
い
む
 

が
 «1 能に

'
 

な
る
。
 

ま
た
、
 

カ
セ
ッ
ト
 

テ
—
 

ブ
 

に
 

，, 
c 

惊
さ
れ
 

た
 

ブ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
は
、
 

マ
シ
ン
に
 

説
み
 

込
ま
せ
る
 

の
に
 

[1.
 

分
〜
 

卜 
分
 

ft
l 

度
の
 

時
間
が
 

か
か
っ
た
 

が
 

' 
 

R 
0
 

M
 

力
—
 

ト
リ
 

ッ
ジ
の
 

か
た
ち
で
 

供
 

給
さ
れ
 

る
 

M
 
 s
 
 X
 
の
 ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
-
 
ポ
ン
 
と
 ̂
 
し
 
込
 

め
 ば
'
 
 す
ぐ
に
 
マ
シ
ン
を
 
作
動
さ
せ
る
 
こ
と
が
 

で
き
る
。
恃
ち
時
問
な
し
で
、
.
ダ
|
ム
を
始
め
 

ら
れ
る
 e 

こ
の
 
こ
と
 
も、 

M
S
X
 
の
 ソ
フ
ト
 
ウ
 

エ
ア
の
 
い
い
と
 
こ
ろ
で
 
あ
る
。
 



キングコング (ナショナル） 

WMi 

Ms
x 

みん
なな
 

がよ
 

レ 

M
S
X
 

マ
—
 
ク
 
さ
え
つ
い
て
 
い
れ
ば
、
 
ど
の
 
メ
—
 
力
—
 
の
 周
辺
 
装
置
で
 
も
 接
続
で
 
き
ち
 
や
ぅ
。
 

M
 S
X
 は
 l£i 辺
 装
置
が
 み
—
 ん
な
 
コ
ン
 

ブ
ル
。
》
5
>
<
の
マ
1
ク
が
付
い
て
い
れ
 

ど
の
 
メ ー 

ヵ 
I 
の も
の
で
 

も 
共
通
で
 

使
う
 

が
で
 
きる。 

自
分
の
 

気
に
入
っ
た
 

マ
シ
ン
 

き
な
 
ょ
う
に
 

コ I 
デ
イ
 
ネ
イ
 
ト 
で
き
 
る
ん
 ジ
ョ
イ
ス
 

テ
イ
 
ッ
ク
も
 

ブ
リ
ン
 

タ
も
 
デ
イ
 

も， H 由
に
 
選
べ
る
。
 

(
フ
ロ
ッ
ピ
ー
 

デ
イ
 

に
つ
い
て
の
 

詳
し
い
 

M
 報
は
 
米
 年
に
 
なっ 
f
 

ら) 
M SX 

で
は
 
® 辺

 装
置
 
も 
一
つ
の
 
フ j
 リ
—
 
に
な
っ
た
。
 

M
S
X
 

の 
マ
—
 
ク
が
付
 

1
 

い
る
も
の
な
ら
、
 

ど
の
 

マ
シ
ン
と
 

つ
な
い
 

[----l 

ち
ゃ
ん
と
 
動
く
 
こ
と
は
 
編^: 

f で
も
 
確
 :•« £-

 
安
心
し
て
 

ほ
し
い
。
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー タ

と
 
つ
な
ぐ
 
こ
と
で
、
 

も
 |
 

楽
し
く
な
る
 
ビ
デ
オ
 
デ
イ
 
ス
ク
や
 
シ
ン
セ
 
f
 

ザ
—
 
も、 

統
一
 
规
格
 
で
あ
っ
て
 
こ
そ
、
 

可
能
に
 
な
る
と
 
言
っ
て
も
 
い
い
。
 

ま
た
、
 
サ
ン
 
ョ ー の

 M
P
C
 

10 に fj* 

い
る
 

ラ
イ
ト
ペ
ン
 

や
、
 

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
—
 

続
で
 
き
る
 
イ
ン
タ
 

I 
フ
ェ
イ
ス
が
 

内
蔵
 
さ 

い
る
 
ヤ
マ
ハ
の
 

C
X
 
 
5
 
な
ど
、
 
今
は
 
特
 

マ
シ
ン
に
 
し
か
 
付
い
て
 
な
い
 
機
能
 
も、 

近
 

米、 
他
の
 
M
S
X
 
に
も
 
拡
張
さ
れ
 

る
ょ
う
 

る
だ
ろ
う
。
 

16 
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VIDEO  1“  ltkje  ju 
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SOUK/D 

'RF テレビ 出力 

乇
ニ
タ
 

と
つ
な
い
 

r
 

み
よ
 

ラ
 

テ 

テ
レ
ビ
の
 

裏
側
を
 

見
て
、
 

ビ
デ
オ
 

端
子
が
 

あ
れ
 

ば
 

(
i
 

右
上
)
 

ビ
デ
オ
 

端
子
の
 

映
像
 

入
力
と
 

M
 

S
X
 

の
 

映
像
 

出
力
、
 

ビ
デ
オ
 

端
子
の
 

音
声
 

入
力
 

と
 

M
 

s
 

X
 

の
 

音
声
 

出
力
を
 

ケ
—
 

ブ
ル
で
 

つ
な
ぐ
。
 

映
像
と
 

音
声
が
 

対
応
す
 

る
ょ
ぅ
 

(
e
r
w
 

右
下
)
 

に
 

気
を
つ
け
て
。
 

ア
ン
テ
ナ
 

端
子
し
 

か
 

持
っ
 

て
い
 

な
い
 

場
合
 

(
写
真
 

左
上
)
 

は
、
 

V
 

H
 

F
 

の
 

ア
ン
 

テ
 

ナ
 

端
子
と
 

R
F
 

モ
ジ
 

ユ
レ
—
 

夕
を
 

接
続
し
、
 

M
 

S
X
 

の
 

R
F
 

ア
ダ
プ
タ
 

端
子
と
 

つ
な
ぐ
。
 

R
F
 

モ
ジ
 

ユ
レ
—
 

夕
を
 

内
蔵
し
て
 

い
る
 

マ
シ
ン
で
 

あ
 

れ
 

ば
、
 

V
H
F
 

ア
ン
テ
ナ
 

端
子
と
 

R
F
 

出
力
 

端
 

子
を
 

接
続
す
 

る
 

だ
け
。
 

(
写
真
 

左
下
)
 

コ 
か
。
 

才
 

だ
ぐ
 

ィ 
は
な
 

デ
て
 

つ
 

I
 

つ
と
 

才
切
子
 

る
 

^-
 

端
 

い
端
ナ
 

て
片
テ
 

れ
の
ン
 

さ
こ
ア
 

販
：
 

市
 

ド
し
 

會
 

I 
に
 

こ 岭
 

R
F
 

モ
ジ
 

ユ
レ
—
 

夕 

を
 

内
蔵
し
て
 

い
な
い
 

マ
 

シ
ン
は
 

別
売
り
 

の
ュ
ニ
 

ッ 
ト
が
 

必
要
。
 

今
、
 

〇
 

ち
に
 

あ
る
 

テ
レ
ビ
で
 

O
K
 

M
S
X
 
で
ゲ
 ー ムを

 した
い
な
、
 
と
い
う
と
 

.き、 

とりあ、 

は 
テレビが 

一台と 

ゲ 
ー 
ム 

力— 
トリ 
ッジが 

あれば 

いい。 

MSX 

は、 

普通の 

家庭 

用 
カラ 
丄 
アレビに 

鏡
で
 

きる。 

専用の 

モニタを 

買わな 

くっても 

だいじょ 

う
ぶ
。
 R

 
F
 
モ
ジ
 
ユ
レ
 
ー
 タ
 
と
い
、
 っ
 装
置
を
 
通
せ
ば
、
 

並
 M
 
の
 テ
レ
ビ
で
 

M
s
x
_
 

し
む
 
こ
と
が
 
で
 

き
る
。
 
多
く
の
 

メ ー 
カ*— 

(
サ
ン
 
ヨ I 

、
ソ
ニ
 

1 
'
東
芝
、
 

H 立、 
富
士
通
、
 

三
菱
な
 
ど) 

の
 

M
S
 
X
 
は
 
R
F
 
モ
ジ
 
ユ
レ
ー
 

タ
を
 
内
蔵
し
て
 

い
 

る
の
で
、
 
テ
レ
ビ
に
 

つ
い
て
い
る
 

V
H
F
 
の
ア
 

ン テ
ナ
 
端
子
と
 

M  s  X 
の
 R  F 出

力
端
子
を
 

接
 

る だ
け
で
 
O
K
。
 

R
F
 
モ
ジ
 
ユ
レ
 
ー
 
タ
^
^
っ
て
 
い
な
い
 
松
 下
、
 

ヤ
マ
ハ
な
 ど
の
 マ
シ
ン
は
、
 別
売
り
 の
 ユ
ニ
ッ
 

卜
 

(
標
 

は
*
 

一疋
 

だ
が
、
 

一 
7;
 

円
 

以
下
で
 

買
え
 

る
だ
ろ
う
)
 

で
 

V
H
F
 

の
 

ア
ン
テ
ナ
 

端
 

"/
- 

へ
つ
 

な
ぐ
 

0 

テ
レ
ビ
と
 
M
S
X
 
が
つ
な
 
が
っ
 
た
ら
、
 
テ
 レ
 

ビ
の
 
空
き
 
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

(
関
 束
は
 
2 チ

ャ
ン
 
ネ
 

ル、 
関
西
は
 
1 チ

ャ
ン
 
ネ
ル
)
 
を
 利
用
し
て
 

コ 

ン
ビ
ユ
 
ー
 
タ
^
^
し
 
も
、
 っ
。
 

テ
レ
ビ
を
み
る
と
き
は
、
 

.\1 5><の01:;{^出 
力
 端
子
と
 
V  H F 

の
 ア
ン
テ
ナ
 
端
子
を
 
差
し
 
か
 

え
る
 

だ
け
。
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

の
 モニ
タ
が
 

家
庭
 

用
 テ
レ
ビ
で
 
代
用
で
 
き
る
 
の
で
、
 
部
屋
の
 
中
が
 

広
々
 
と 使

え
る
 
ね。 

端
子
の
 
差
し
 
か
え
が
 
煩
わ
 

し
け
れ
ば
、
 ア
ン
テ
ナ
 
W
 換
え
 器
が
 安
価
で
 

手
に
入
る
 
か
ら
、
 

一
度
た
 
め
し
て
 
み
て
 
は
い
か
 

が
か
な
。
 



MSX なんでも かんで ち 

11 ユ
—
メ
 
デ
イ
 ア
対
応
 

の
 テ
レ
ビ
な
ら
 

モ
ア
 
•
ベ
タ
—
 

ソ
 
ニ
ー
 
の
 ブ
ロ
 
フ
ィ
—
 
ル、 

東
芝
の
 
フ
ラ
ッ
 

ト
 
コ
ア
、
 
松
 下
の
 
ア
ル
フ
 
ァ
デ
 
ジ
タ
 
ル、 

三
菱
 

の
 シ
テ
ィ
 
フ
ェ
イ
ス
な
 
ど、 

ニ
ユ
—
 
メ
デ
ィ
ア
 

対
応
の
 
テ
レ
ビ
な
ら
、
 
ビ
デ
オ
の
 
入
 

子
と
 

M
S
X
 
の
 映
像
、
 
音
声
 
出
力
の
 
端
 

- 
f
 を
つ
な
 
ぐ
。
 

テ
レ
ビ
の
 
入
力
を
 
ビ
デ
オ
に
 
切
り
替
え
て
 
電
源
 

を
 入
れ
れ
ば
、
 

コ
ン
ビ
 
ユ 1 夕

の
才
 

ニ
ン
 

グ
 メ
ッ
セ
—
 
ジ
が
 
画
面
に
 
表
わ
れ
る
 
。
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 
も
 
ビ
デ
オ
と
 
同
じ
 
感
覚
で
 
使
え
る
 
よ
う
 

に
な
っ
 
た
ん
だ
。
 

ビ
デ
オ
や
 
ス
テ
レ
オ
と
 
龍
で
 
き
る
 
ニ
ユ
 
ー 

メ
デ
ィ
ア
 
対
応
の
 
テ
レ
ビ
は
 
応
用
 範
 M
 が
 広
い
。
 

M
S
X
 
と
 
ビ
デ
オ
や
 
ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
、
 

ス
テ
 

レ
オ
と
の
 
コ
ン
ポ
 
ー ネ

ン
ト
 
が
 近
い
将
来
 
可
能
 

に
な
る
 
だ
ろ
う
。
 
そ
う
な
る
 
と、 

た
と
え
ば
、
 

M
S
X
 
と
 
ビ
デ
オ
を
 
つ
な
い
で
、
 
自
分
で
 
撮
っ
 

た
 ビ
デ
オ
に
 
コ
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
文
字
で
 
テ
ロ
ッ
プ
 

を
 入
れ
る
、
 
な
ん
て
い
 
う
こ
と
 
が
で
 
き
る
 
去
つ
 

に
な
る
。
 
ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
の
 

リ
ア
ル
-
^
 
像
 

g
 
用
し
た
 
ゲ
 I
 
ム
も
 
で
き
る
。
 

レ
 ー
 
シ
ン
グ
 

ゲ
 ー 
ム
の
景
 
色
は
 
ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
か
ら
の
 
映
 

像
、
 

レ
 ー 
シ
ン
グ
 
カ
—
 
は
 
コ
ン
ビ
 
ユ
ー
タ
 
映
像
 

と
い
う
 

具
 八！！ 
だ
。
 
ス
テ
レ
オ
 

出
力
の
 

あ
る
 

テ
 レ 

ビ
 で
あ
れ
ば
 、
コ
ン
ビ
 
ユ
—
 タ
ミ
 
ユ
—
ジ
 ッ
ク
 

像
の
 
合
体
が
 
楽
し
め
る
 
だ
ろ
う
。
 

と
い
う
 

わ
け
で
、
 

M
S
X
 

を
 

買、
 

っ 
機
会
に
 

テ
 

レ
ビ
を
 

も、
 

っ
ー
ム
 

ロ、
 

と
 

思
っ
 

て
い
る
 

キ
ミ
に
は
 

多
少
 

高
く
 

と
も
、
 

ニ
ユ
 

ー 
メ
デ
ィ
ア
 

対
応
の
 

も
 

の
を
 

お
す
す
め
 

す
る
。
 

ゲ
—
ム
 
を
 も
っ
 
と
 

楽し  <
す
 る
 

ジ
ョ
イ
ス
 
テ
イ
 
ツ
ク
 

キ
ヤ
 
ラ
ク
 
タ
^
 
S
 か
し
た
り
、
 
ミ
サ
イ
ル
を
 

爵
 
さ
せ
た
り
、
 

力
—
 
ソ
ル
 
キ
—
 
や
ス
ぺ
 
ー 
ス
 

パ
 ー 
で
も
で
 
き
る
 
け
れ
ど
、
 
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
 ィ
ッ
 

ク
が
 

あ
れ
ば
、
 

ゲ
 I ムが
 

も
っ
と
 

お
も
し
ろ
く
 

な
る
。
 

ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
、
 

マ
シ
ン
の
 

側
面
に
 

あ
る
 
 

一 
f
 

し
く
は
：
 

一
個
の
 

鑛
端
 

子
に
 

つ
な
 

ぐ。
 

統
一
 

規
格
の
 

M
S
X
 

で
あ
る
か
ら
、
 

各
社
 

で
 

発
売
さ
れ
 

る
 

ジ
ョ
イ
ス
 

テ
ィ
 

ッ
ク
は
 

、
す
べ
 

て
の
 

マ
シ
ン
に
 

使、
 

っ 
こ
と
が
で
き
る
。
 



さ
 

磅
ゲ
 

—
ム
か
 

は
じ
#
 

る
 

ゾ
 

さ
て
、
 

キ
ミ
の
 

M
S
X
 

は
ち
 

や
ん
 

と
つ
な
 

が
つ
 

た
か
な
？
 
 

O
K
 

な
ら
、
 

さ
つ
 

そ
く
 

ゲ
—
 

... 

群 

つ そ
く
 
ゲ
ー
ム
 
を
 
や
つ
て
 
み
よ
う
。
 

M
S
X
 
は
 
4
 
:
ト
ゥ
 

リ
ッ
ジ
で
 
供
給
 
蓼
れ
 
る‘ 

エ
ア
が
 

R
O
M
 

力
—
 

卜 

れ
る
 
 

R
O
M
 

力
—
 

ト 
リ
ツ
 

ジ
は
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 

鲁
き
 

込
ま
れ
て
 

い
る
 

R
O
 

M
 

が
 

内
蔵
さ
れ
 

て
い
て
、
 

力
—
 

ト
 

リ
ツ
 

ジ
ズ
ロ
 

1
 

ツ 
ト
に
 

差
し
込
 

む
 

だ
け
で
 

ゲ
—
ム
 

や
 

各
種
 

ア
ブ
 

リ
ケ
 

ー 
シ
ヨ
 

ン
か
 

す
ぐ
に
 

楽
し
め
る
 

C 
今
ま
で
 

1
 

の
よ
う
に
 

L 
 

O 
 

A 
 

D 
す
る
 

の
に
 

十
分
 

間
 

も
 

待
た
 

さ
れ
た
り
、
 

ま
た
 

ェ
 

ラ
 

ー 
が
で
 

て
 

や
り
直
し
な
 

ん
 

て
こ
と
 

も
な
い
 

か
ら
と
 

つ
て
も
 

便
利
 

だ
。
 

■
力
—
 

ト 
リ
ッ
ジ
は
 

ラ
ベ
ル
の
 

つ
い
て
い
る
 

側
 

を
 手
前
に
 
し
て
 
ス
ロ
ッ
ト
に
 
差
し
込
む
。
 

こ
の
 

と
き
 
注
意
し
 
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
 
の
は
、
 
必
ず
 

マ
シ
ン
 

本
体
の
 

電
源
を
切
っ
て
 

お
 

<
 

と
い
ぅ
-
 

|
 

と。
 

電
源
を
入
れ
 

た
ま
ま
で
 

カ
 

ー 
ト
リ
 

ッ
ジ
を
 

差
し
込
む
 

と
'
 
 

シ
ヨ
 

ッ
グ
で
 

ブ
ロ
 

グ
ー
 

れ
て
 
し
ま
ぅ
 
こ
と
 
も
 あ
る
の
で
 
m
 を
 
c 

れ
ば
 

い
け
な
い
。
 

ま
た
 

力
—
 

ト
リ
 

ツ'
 

方が
 

中
途
半
端
 

だと
、 

ソ
フ
ト
が
 

動
か
な
い
で
 

ゲ
—
厶
 

が
で
 

き
な
い
 

こ
と
が
あ
 

る
か
 

で
し
つ
 

か
り
 

差
し
込
む
 

よ
う
に
。
 

力
—
 
ト
 
リ
ツ
 
ジ
は
 
こ
こ
に
 
差
し
込
む
'
 
 
メ
ー
 
カ
—
 
に
よ
っ
 
て
は
、
 

力
—
 
ト
 
リ
ッ
ジ
を
 
差
し
込
む
 
と
こ
ろ
が
 

2
 
つ
 あ
る
 
も
の
 
も
 
あ
る
か
、
 

そ
の
 
場
合
は
 
番
号
の
 
小
さ
い
 
方
に
 
差
し
込
む
。
 

?0 



1 

力
—
 

ト
リ
 

ツ
ジ
が
 

入
つ
 

た
ら
、
 

い
よ
い
よ
 

バ
 

ワ
—
 

オ
ン
 

だ
：
 
 

〃
M
S
X
 
 

S
Y
S
T
E
M
 

V
 
 

e
 
 

r
 
 

s
 
 

i
 
 

〇
 
 

n
 
 

1
.
0
,
 

の
 

表
示
 

(
立
ち
上
げ
 

画
面
)
 

が
 

出
た
ら
、
 

さ
あ
 

ゲ
—
ム
 

開
始
。
 

ゲ
ー
厶
 

の
 

操
作
 

方
法
は
 

そ
れ
ぞ
れ
 

表
示
さ
れ
 

る
 

け
れ
ど
、
 

こ
の
と
 

き
 

主
に
 

使
ぅ
 

の
は
 

力
—
 

ソ 

ル
 

キ
ー
と
 

ス
ぺ
—
 

ス
バ
—
 
 

(
次
 

ぺ
—
ジ
 

•
参
照
)
、
 

そ
れ
に
 

ジ
ョ
イ
ス
 

テ
イ
 

ツ
ク
だ
 

e 
力
—
 

ソ
ル
 

キ
 

—
は
 
キ
ャ
ラ
ク
タ
—
 
を
 上
下
 
左
右
'
 
 そ
れ
に
 
斜
 

め
の
 
方
向
に
 
動
か
す
 
と
き
、
 

ス
べ
 
I 
ス
バ
 
ー 
は
 

ミ
サ
イ
ル
 
発
射
の
と
 
き
な
 
ど
に
 
使、 っ

ま
た
 

ジ
 

ヨ
イ
 

ス
テ
ィ
ッ
ク
は
 

ひ
と
つ
で
 

こ
の
 

両
方
の
 

動
 

き
が
 

可
能
に
 

な
つ
て
 

い
る
。
 

力
—
 

ソ
ル
 

キ
—
と
 

ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
 

ゲ
—
ム
 

の
 

ふ 

て
 
使
い
 

わ
け
る
 

と
い
い
。
 

| 般
 
的
 

/-
 

の
 

あ
る
 

ア
ク
シ
ョ
ン
 

性
の
 

高
い
 

も
 

小 

ス
テ
ィ
ッ
ク
、
 

上
下
 

左
右
 

微
妙
な
 

¢4.
 

パ
ッ
ク
マ
ン
 

タ
イ
プ
の
 

も
の
は
 

力-
 

が
 

使
い
や
す
い
 

。
ジ
ョ
イ
ス
 

テ
 

ィッ
  

J 
の
メ
—
 

力
—
 

の
 

も
の
で
 

も
つ
な
 

げ
ら
.
 

い
ろ
い
ろ
 

触
 

わ
っ
て
 

み
て
 

自
分
の
！
；
!
 

き
な
 

も
の
 

を
 

使
っ
 

た
ほ
ぅ
が
 

い
い
ね
。
 

i 

と
こ
ろ
で
、
 

こ
こ
で
と
 

つ
て
 

お
き
の
 

ゲ
 

I-
 

^ 

で
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
 

夕
に
 

負
け
な
い
 

た
め
の
 

方
法
を
 

教
え
ょ
ぅ
。
 

そ
れ
は
 

危
く
 

な
っ
た
ら
 

マ
シ
ン
の
 

電
源
を
 

O
F
F
 

に
 
す
れ
ば
 

い
 

IV
 

の
 

だ
。
 

実
に
 

簡
 

単
な
 

方
法
だ
ろ
ぅ
。
 

電
源
を
切
 

っ
て
ま
で
 

勝
負
 

に
 

挑
ん
で
 

く
る
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

I 
夕
は
 

い
ま
だ
 

か
つ
 

て
 

作
ら
れ
て
 

い
な
い
。
.
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

I 
夕
を
 

動
か
 

す
の
 

も、
 

ゲ
 

I 
ム
で
 

勝
つ
 

も
 

負
け
る
 

も
す
 

ベ
て
 

は
 

キ
ミ
に
 

か
か
つ
 

て
い
る
 

と
い
う
わ
け
だ
。
 

そ
 

れ
 

で
は
 

健
闘
を
 

祈
る
。
 

21 



HOME (ホーム 
力 ー ソルを ホ ー ム ポジション 

(画面 左上） へ 移動させる。 
INS (イ -卜 プログラムの 修正に 使う。 一色 

•度 押す と カー 
ソ ルが 下半 分 だけにな り 挿入モードになる 〇 

カーソルを 移動したり、 リターン キーを 押 

す ことによ つて 通常 モー ドに 復帰す る。 

DE し (テ1 J 一 ト キー） プログラムの 修正に 使う。 押す ご 

とに カーソルから 右の 文字が^ ひと つず つ 消えて いく。 

一 BS (バックスペース キー) カー ソ ルの 左の 文字 を ひとつ 消す 0 

GRAPH (グラフ ィッ ク キー) 
この キーを ネ 甲しながら、 グラフィック キ 
ャラ クタ （圈、 圇 など） の 割り あてられ 

た キーを 押す と グラフ イ ック キャラクタ 
か# 出て 〈る。 

カー ソノ  — 
カーソルを 移動す るのに 

使う。 ゲームでは、 キヤ 
ラ クタを 動かしたり、 照 

準を 合わせたり などで よ 
く 使用す る。 

RETURISKU  ターン キー） 改行 するとき に 使い、 そのと きに 画面 上 

の コマンド、 プログラム 等を コン ピュー 
夕に 実行、 言 己 憶させる ことができる。 

かな (かな キー） 
かな キーを 一度 押す と、 ひら 

がな モードになる。 さらに c 
APS キーを 押す と カタ カナ 

が 表示され る。 アルフ アベ ツ 
卜に もどす とき は 再度 かな キ 
一を 押せば よい。 

スペース 八 一 
空白を 作る ときに 使う。 また キー 
が 長く 使い易い ため、 ゲームでは 
発射 ボタンと して 良く 使われる。 

指
令
 

在
 

出
す
 

の
は
 

キー
麟 

m
/
 

キ
—
ボ
 

I 
ド
に
 

触
 

わ
っ
て
 

み
よ
ぅ
 

4
8
-
 

-
 

く
！
 
 

/
 
 

_

 

% 

•• .. .4 
'
*
 
 

ズ*
: 
 

. 
 

J -: 
ir 

 
こ'
.、
--
 

. 
.- 

※
キ
—
ボ
ー
ド
は
五
-
^
荇
顚
配
 

列
の
 

も
の
め
 

他
に
、
 

J 
 

I 

列
の
 

も
の
 

i'
 

あ
る
。
 

ま
た
 

グ
ラ
 

フ
ィ
 

ツ
ク
 

r li
c 

r» v 
は
 

^
 

截
さ
れ
 

て
 

い
な
い
 

も
の
 

も 
あ
る
の
で
、
 

C
 

分
の
 

使
い
や
す
 

い
も
の
を
 

選
ぶ
 

と
い
い
 

ね
 

11 



Msxa/u でもかんでも 

D 東芝 パソ ピア IQ 

⑧ ヤマハ YIS503 

F1 〜 F1CK フアン クシ ヨン キー) 
それぞれ コマンドが 定義され ている。 また プロ 

グラムて 害 ij り あてて 自由に 使う こと もで きる 

•  F  I  color  (画面 各部の 色を 指定す る） 
•  F  2  auto  (行 番号を 発生す る） 

•  F  3  goto  (無条件 分岐 命令） 
- F  4  list  (プログラムを 画面に リスト アウ トする） 

•F5  run  (プログラムを 実行す る） 

•  F6  color  (15( 白）、 4( 暗 青）、 7( 水色） を 指定す る 

•  F  7  cload  (プログラムを ロー  ドす る） 
•F8  cont  (一時停止した プログラムを 再開す る） 

•  F9  list. (プログラムの 最終 番号 行の 次より リス ト アウトが 始まる） 
- FIO  run  (  F  5 と 同じ） 

ESC(x^  ケープ:^) 
プログラムで 割り あてて 自由に 

使える。 ポートが 出て いるた め、 

割り 込みより 実行 ス ピー ドが は やい。 

STOP 

(ストップ キー） プログラムの 実行を 一 
時 停止す る 0 

TAB (タブ キー） カーソルを タフ 位置に 移動させる 〇 

CTRL (コン ト ロール キー） 
この キーを 押し ながら 別の キーを 押す と 

キーボードに 違った 働きを させる こと^ ̂  
できる。 

•  CTRL  +  STOP 

ブロ グラムの 実行を 止める。 
•  C  T  R  L  +  R 

イ ンサ ー ト •  C  T  R  L  +  E 

カーソルよ り 右に ある ものを 消去。 
•  C  T  R.  L  +  U 

プログラムを一^ 削除。 

•  C  T  R  L+  I  (T  A  B キーと 同じ） 
T  A  B 位置に 移動させる。 

•  C  T  R  L  + 八 

カーソルを 上に 移動させる。 
•  C  T  R  L  +  ¥ 

力ー ソルを 右に 移動させる。 
•  C  T  R  L  +  F 

カーソルを 文字の 頭に 移動させる。 

何もない と 右下へ。 
•  C  T  R  L  +  H  (B  S キーと 同じ） 

力ー ソルの ひとつ 前の 文字を 消す。 
•  C  T  R  L  + J 

カーソルを 下へ 移動させる。 （行 送り） 
•  C  T  R  L  +  K 

画面に 表示を 残した ままで、 力ー ソ 
ルを ホーム ポジションへ 移動させる。 

•  C  T  R  L  +  L 

C  LS  (画面 上の 文字を 全部 消して、 

カーソルを ホーム ポジ ショ ンに 移動 さ せる。） 

•  C  T  R  L  +  B  • 
カーソルを 文字の 先頭へ 移動させる。 

•  C  T  R  L  +  N 

カー ソ ルを 文字の 最後 尾に 移動 させ 

る。 何もない と 左上へ。 
•  C  T  R  L  +  M 

リ ターン キーと 同じ 傲き をす る。 

SHIFT (シフ ト キー） この キーを 押してい る 間は、 大文字は 小 文 

字に、 小文字は 大文字になる。 また キーの 
中央 上に 表示され ている 記号 (％、 & など） 

は シフ ト キーを 押す と 出せ、 カナに ロック 

し た 状態で こ の キーを 押す と キーの 右に 表 
示されて いる 記号 （， 、 。など） が 出せる。 

CAPS (キャップ スキー） 電源を入れた とき、 アルファ ベットは 小 
文字に セットされ ている が、 CAPS を 
押す と、 大文字に なり、 再度 押す と 小 文 
字に もどる。 



i 
ラ 力 A 

ブ
 0
 :ク \

ブ
ム
<
 力
 も
や
つ
 
て
み
 よ
う
 

R
O
M
 
力
—
 
ト
リ
 
ツ
ジ
で
 
デ
 
ー
ム
 
を
す
 
る
 
だ
け
で
は
 
も
の
 
足
り
 
な
く
な
つ
 
て
し
 
ま
つ
た
 
キ
ミ
。
 
今
度
は
 
自
分
で
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
入
力
し
て
 
み
よ
 

ぅ
。
 
と
い
 
つ
て
も
 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
作
る
 
の
は
ち
 
ょ
つ
 
と
 
難
し
い
 
か
ら
、
 
ま
ず
は
 
既
製
の
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
使
つ
 
て
 練
習
 
だ
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 

錄
音
 

•
再
生
 

■
■
■
_
 
 
こ
こ
で
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
の
 
録
音
 
(
セ
ー
 ブ
)
 
と 再

 
生
 (ロ ー 

ド
)
 
の
 話
を
 
し
よ
、
 
っ。 

ま
ず
 
用
^
^
る
 

も
の
は
、
 
カ
セ
ッ
ト
 
テ
レ
コ
 
ま
た
は
 
デ
ー
 
タ
レ
 

コ ー 
ダ、 

そ
し
て
 
カ
セ
ッ
ト
 
ケ
 ー ブ

ル
 
だ。 

デ
 

—
タ
 
レ
コ
—
 
ダ
は
 
パ
ソ
コ
ン
 
専
用
の
 
カ
セ
ッ
ト
 

レ
コ
—
 
ダ
で
、
^
^
 
も
 安
く
、
 
パ
ソ
コ
ン
 
用
な
 

の
で
 使
い
や
す
く
な
 
つ
て
い
 
る。 

ま
た
 
カ
 セ
ッ
 

ト
ケ
 
ー ブ

ル
は
 
M
S
X
K
 
ル 場
に
 
い
け
ば
 
あ
る
。
 

こ
れ
は
 

1}} ": いケ
 
ー ブ

ル
で
、
 
丸
い
 
中
に
 
ピ
ン
が
 

.
八
本
つ
 
い
て
い
る
 方
と
、
 

赤、 
白、 

黑
 の
 -:; 一つ 

の
 ピ
ン
が
 
つ
い
て
い
る
 
方
に
 
分
か
れ
て
 
い
る
。
 

こ
の
.
 一 •

つ
の
 ピ
ン
の
 赤
は
 録
音
 用、 

臼
は
 再
 1-: 

用、 
そ
し
て
 
^
 は
リ
モ
 
ー
ト
端
 
子
と
 
呼
ば
れ
て
 

い
て
、
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
の
 
銶
茂
 
、
再
生
が
 
終
わ
る
 

と
，
 
H
 ijJ 
的
に
 
カ
セ
ッ
ト
を
 

II: 
め
る
 

(IIJ 
き
を
す
 

る
 

te 利
な
 も
の
 
だ。 

こ
れ
は
 デ
ー
 タ
 レ
コ
—
 ダ
に
 

は
つ
い
て
 
い
る
 け
れ
ど
、
 
普
通
の
 
カ
セ
ッ
ト
 
テ
 

レ
コ
に
は
 
つ
い
て
い
な
い
。
 

さ
て
、
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
の
 

録
 

A-
- 

、 
再
生
を
 

す
る
 

場
合
 

だ
が
、
 

ま
ず
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
の
 

カ
セ
ッ
ト
 

(c
as
et
ee
) 

と 
者
 

か
れ
て
 

い
る
と
 

こ
ろ
に
 

カ
 

セ
 

ッ
ト
ケ
 

ー 
ブ
ル
の
 

九
い
 

ビ
ン
の
 

方
 

^ 
差
し
、
 

力
 

セ
ッ
ト
の
 

マ
ィ
ク
 

端
 

T-
 

に 
赤
い
 

ピ
ン
を
、
 

再
生
 

(
E
A
R
)
 

の
と
 

こ
ろ
に
 

ri
 

い 
ピ
ン
を
、
 

そ
し
て
 

デ
 

!
タ
 

レ
コ
ー
 

ダ
で
 

あ
れ
ば
 

リ
モ
 

^ 
s;
 

/-
 

(F
iK
 

2
)
に
黑
い
ピ
ン
を
差
す
。
こ
れ
で
1
は
 

0 

K 
だ。
 

と
こ
ろ
で
 

\1
 

5
>
<
に
は
(
 

^
 

>〜
 

^
 

と{
:1
.0
 

A
D
 

と
い
う
 

ふ
た
つ
の
 

命
令
が
 

用
意
さ
れ
 

て
い
 

C
S
A
 
 

V
E
 

は
 

カ
セ
ッ
ト
 

セ
—
ブ
 

と
 

呼
ば
れ
 

A は
 M  s  X で

 使
え
る
 カ
ラ
 1 16 色

を
 

画
面
に
 
表
示
し
た
 
も
の
 
だ。 

上
か
ら
 
順
に
 
透
明
、
 

黒、 
緑
と
 
続
い
て
 
い
る
。
 
そ
し
て
 
写
真
 
C 
が
そ
 

の
 ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
。
 

こ
の
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
を
 

正
し
く
 

打
ち
込
ん
で
 

実
行
 

す
れ
ば
、
 

画
面
に
 

16 
本
の
 

力
 

ラ
 ー 

パ
ー
 
を
 写
し
出
す
 
こ
と
が
で
き
る
。
 

そ
れ
 

で
は
 
さ
つ
 
そ
く
 
チ
ヤ
 
レ
ン
ジ
し
 
て
み
 
去
つ
。
 

ス
ロ
ッ
ト
に
 
R
O
M
 
カ
ー
 
ト
 
リ
ッ
ジ
が
 
差
さ
 

つ
て
い
 
な
い
 
こ
と
を
 
確
認
し
て
 
電
源
を
入
れ
る
。
 

B
A
S
I
C
 
が
 
起
動
し
て
 
O
K
 
サ
ィ
ン
が
 
出
た
 

ら
 

完
了
。
 
ま
ず
 
10 と

 打
ち
込
ん
で
 

ス
ぺ
丨
 

ス
バ
—
 
を
 押
し
、
 
そ
れ
か
ら
 
一
行
 目
を
 
打
ち
込
 

ん
で
 
い
つ
て
 
リ
タ
—
 
ン
 。
力
—
 
ソ
ル
が
 
次
の
 
行
 

の
 左
端
に
 
移
動
し
た
ら
、
 

こ
れ
で
 
一
行
 目
は
 
入
 

力
 終
了
に
な
る
。
 
次
に
 
20 と

 打
ち
込
ん
で
 
ス
べ
 

—
ス
を
 
作
り
、
 

二
 行
 目
を
 
打
ち
込
ん
で
 
い
く
。
 

同
様
に
し
て
 
最
後
ま
で
 
打
ち
込
ん
だ
ら
 
プ
 
ロ
グ
 

ラ
ム
は
 
で
き
あ
が
り
 
だ
。
 

U 



MSX なんでも かんでも 

MS  X マシン 

ここに カ セツ ト ケーブルの 丸い ピンの 方を 差す 

0010 广  auto  t 〇  list  run 

か
ら
、
 

そ、
 

っ
し
た
ら
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
の
 

保
存
は
 

す
 

- 
ベ
て
 

終
了
し
た
 

こ
と
に
な
る
。
 

次
に
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
を
 

再
生
す
 

る
變
 

口は
、 

M
 

S
X
 

に
 

c
 

r
 

O
A
D
"
 

0
0
 

〇
 

〇
"
、
 

ま
た
は
 

カ
 

セ
 

ッ
ト
テ
 

ー 
ブ
の
 

最
初
に
 

入
っ
 

て
い
る
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
 

ム
 

で
あ
れ
ば
、
 

C
L
O
A
D
 

と
だ
け
 

打
ち
込
 

•む
。 

そ
し
て
 

カ
セ
ッ
ト
を
 

再
生
 

状
態
に
 

し
て
 

リ
タ
—
 

ン
キ
 

押
す
。
 

カ
セ
ッ
ト
が
 

動
き
 

出
す
 

と、
 

Fo
un
d:
 

0
0
 

〇
〇
と
 

表
示
さ
れ
、
 

終
 

る
と
 

01
 

C 
の
 

サ
ィ
ン
が
 

出
る
 

の
で
、
 

そ
ぅ
し
た
ら
 

IU
J 

Z
 

と
 

打
つ
。
 

こ
れ
で
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
は
 

実
行
さ
れ
 

る
 

0 

以
上
が
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
の
 

録
音
と
 

再
生
の
 

方
法
 

だ
が
、
 

C
L
O
A
D
 

で
は
 

エ
ラ
—
 

(
D
e
v
i
c
e
I
\
o
 

E
r
r
o
r
)
 

が
 

出
る
 

こ
と
が
あ
る
。
 

こ
れ
は
 

次
の
 

ぺ
 

1 
ジ
で
 

解
説
す
 

る。
 

ま
た
 

カ
セ
ッ
ト
 

テ
レ
コ
は
 

な
る
べ
く
 

モ
ノ
ラ
ル
 

録
音
の
 

も
の
^
^
っ
た
 

方
 

が
べ
 

ス
ト
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー 
タ
は
 

モ
ノ
ラ
ル
 

録
音
 

の
 

カ
セ
ッ
ト
と
の
 

方
が
、
 

ス
テ
レ
オ
 

方
式
の
 

も
 

の
と
よ
り
 

相
性
が
 

い
い
の
 

だ
。
 

も
し
 

ス
テ
レ
オ
 

方
式
で
 

録
音
す
 

る
の
 

な
ら
、
 

再
生
 

も
 

X-
. 

テ
 

レ
オ
 

で
す
 

る
 

こ
と
を
 

お
忘
れ
な
 

く 
0 

し
て
、
 

せ
っ
か
く
 

打
ち
込
ん
だ
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 

壊
れ
て
 

し
ま
う
 

こ
と
が
あ
る
 

か
ら
だ
。
 

今
の
 

よ
 

う
な
 

短
い
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 

場
合
は
 

ま
だ
い
い
 

け
 

れ
 

ど、
 

数
べ
—
 

ジ
 

に
も
 

及
ぶ
 

長
い
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

の
 

場
合
 

だ
と
、
 

涙
な
 

く
し
て
 

は
 

語
れ
な
い
 

か
ら
 

ね
。
 

C
H
A
 

r 
r 

E
N
G
E
 
 

仁
 

録
音
が
 

ち
 

や
ん
 

と
で
き
 

た
ら
、
 

い
よ
い
よ
 

プ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
の
 

実
行
 

だ
。
 

R
U
N
 

と
 

打
ち
込
ん
で
 

リ
タ
 

I 
ン
キ
 

I 
を
 

押
す
。
 

無
事
 

カ
ラ
 

I 
バ
 

I 
が
 

出
た
ら
 

大
成
功
。
"
 

ピ
 

と 
鳴
つ
 

て
 

エ
ラ
ー
 

が
 

出
た
ら
 

オ
 

ツ
カ
 

レ
サ
 

マ。
 

も
う
 

一
度
 

リ
ス
 

ト 

を
 チ
 
H ッ

ク
 し
て
み
 
よ' っ。 

雑
誌
な
 

ど
に
 

載
つ
 

て
い
る
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
 

ど
 

れ
も
 
同
じ
 
手
順
で
 
入
力
し
て
 
い
け
ば
 
よ
い
。
 

た
 

だ
 
I 度
で
 
完
璧
に
 
動
く
 
こ
と
は
 
ま
ず
 
無
い
 
の
で
、
 

ガ
ン
バ
 

ツ
て
 

エ
ラ
—
 

修
正
を
 

す
る
 

よ
—
 

に。
 

フ
ロ
 グ
ラ
ム
が
 で
き
た
ら
、
 
リ
ス
 
ト
を
 取
つ
 

て 間
違
い
が
な
い
 

か
よ
く
 
確
認
し
て
 

みよ、 
っ。 

L
I
S
T
 

と
 
押
し
て
 
リ
タ
—
 
ン
 
す
れ
ば
、
 

今
 打
 

ち 打
ん
だ
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 

大
文
字
に
 

な
つ
て
 
表
 

示
さ
れ
る
。
 

間
違
い
が
 

あ
つ
た
ら
 

こ
こ
で
 
修
正
 

だ。 
修
正
の
 
や
り
方
は
 

次
の
 
ぺ
—
ジ
 
で
 詳
し
く
 

説
明
す
 
る。 

o 
H
A
 

r 
r 

E
N
G
E
 

o}
 

修
正
が
 

終
わ
っ
た
ら
、
 

次
に
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

テ
—
。
 

フ
に
 

録
音
す
 

る。
 

と
い
う
の
は
、
 

コ
ン
 

ピ
ュ
 

— 
夕
の
 

機
嫌
が
 

悪
い
 

と 
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 

暴
走
 

テ
—
。
 

フ
に
 

録
音
す
 

る。
 

と
い
ぅ
の
は
、
 

コ
ン
 

ピ
ュ
 
 

•
 

I
 

夕
の
 

機
嫌
が
 

悪
い
 

と
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 

暴
走
 
 

'
r
‘
 

m
 

き 

曼
 

X
 

P 
で、
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
を
 

カ
セ
ッ
ト
に
 

録
音
 

す
る
 

こ
と
を
 

意
味
し
て
 

い
る
。
 

ま
た
 

o
 

r 
O
A
D
 

は
 

カ
セ
ッ
ト
 

ロ
—
 

ド
と
 

呼
ば
れ
る
 

<J
 

X
 

'TI
 

で、
 

力
 

セ
ッ
ト
に
 

あ
る
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
を
 

コ
ン
ビ
 

ユ 
ー 

タ
 

側
に
 

送
る
 

こ
と
皇
 

思
 

味
し
て
 

い
る
。
 

録
音
で
は
 

カ
セ
ッ
ト
 

ケ
 

ー 
ブ
ル
が
 

つ
な
げ
た
ら
、
 

M
S
X
 

に
 

向
か
っ
て
、
 

C
S
A
V
E
"
 

0
0
0
 

Q
U
 

こ
の
 

〇
 

〇
〇
〇
 

に
は
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
 

名
が
 

入
る
。
 

ブ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
に
は
 

者
 

刖
を
 

つ
け
な
く
て
も
 

録
音
は
 

で
き
 

る
が
、
 

ひ
と
つ
の
 

カ
セ
ッ
ト
に
 

数
 

本
の
 

ブ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
を
 

入
れ
る
^
 

<口
 

は
务
刖
 

を
つ
 

け
て
 

お
い
た
 

方
が
 

•
_
)
 

と
 

打
ち
込
む
。
 

そ
し
て
 

打
ち
 

終
わ
 

っ
た
ら
、
 

カ
 

セ
ッ
—
 

録
^
!
^
 

態
に
 

し
て
、
 

M
 

S
X
 

に
あ
る
 

リ
タ
—
 

ン
キ
 

I
 

を
 

押
す
。
 

こ
れ
で
 

録
音
は
 

大
丈
夫
と
 

い
う
 

わ
け
。
 

録
音
が
 

終
わ
つ
 

た
ら
、
 

画
面
に
 

0
K
 

と
い
う
 

サ
イ
ン
が
 

出
て
 

く
る
 

岭
 

B 
 

. 立
ち
上
り
 

画
面
 

如
 

C.
 

カ
ラ
ー
 

バ
—
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

写
真
 

C 
は
 

見
や
す
 

く
す
 

る
た
 

め
に
 

画
面
に
 

co
 

o 
r 
 

15
. 

1.1 
を
 使
用
.
 

5 

1
 
 
i
 

-
S
 
 
?
 

1
L
 
 
1
-
 

A
v
 
 o
>
 

5
:
 
 

T
I
 

1
2
 

1
 
 

/
 
 

0
 

N
1
1
0
 
 

8
 

R
E
 
 

1
<
 

1
 

o
c
 

E
 

+
T
O
 

L
 R
 替
 
 
N
e
X
T
 

8
 
 

H 
 

O
I
 
 

ll
 

E
 

o
 

t
c
s
c
F
L
C
N
G
 

s 

i
 0
0
1
0
0
0
0
 
k
 

1
1
2
3
4
5
6
7
8
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つ ロ クラムの 実行 や 再生を する* 合、 どろ 
出 やすい。 こんなと S ど 5 したら いいの だ  - 

一夕に 怒っても 仕方ない の だから、 根気よ 

けて 直さなくて はならない。 そこで エラー ^ 

しても エラーは 
ろ ラ〇 コンビ ユ 

く エラーを 見つ 
の 直し 方 だ。 

こ
れ
は
 
カ
セ
ッ
ト
 
テ
—
 
 ブ
 か
ら
 ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
 

を
 ̂
 生
す
る
と
き
に
出
る
エ
ラ
ー
で
、
 

^
 ̂
 #
 

..• 1 す
ぎ
た
り
、
 

-ff 飛
び
し
た
 
リ す

る
 
場
 八"、 

プ
 

ロ
グ
 
ラ
ム
が
 
読
み
込
め
な
 
く
な
 
つ
て
 起
き
る
。
 

か •口
 

W:
 

対
策
と
 

し
て
は
、
 

卜
—
ン
 

( *--
 

口 
;«
 

)
を
最
 

«y
i 

(H
  

I 
 

G
H
)
 

に
し
、
 

ボ
リ
 

ユ 
ー 

ム
查
 

31
 

め
に
 

抓
必
疋
 

す
る
 

こ
と
。
 

*-.
 

P W:
 

は
ち
よ
ぅ
 

ど
い
 

い
と
こ
 

ろ
が
 

決
ま
つ
 

た
ら
、
 

ボ
 
リ
ユ
 

ー ム
に
 

目
印
を
 

つ
 

け
て
 

お
い
た
り
 

す
る
と
 

次
か
ら
 

•他
 

利
 

だ。
 

身
 

飛
 

び
の
 

場
合
、
 

テ
—
 

ブ
犮
 

ifl
l 

の
 

傷
な
 

ど
が
 

原
 

闪
 

と
 

い
う
と
 

き
は
、
 

残
念
な
.
 

が
ら
 

あ
き
ら
め
る
 

し
か
 

な
い
。
 

け
れ
ど
、
 

-I
V 

前
に
 

防
ぐ
 

方
法
と
 

し
て
は
 

M
 

欠 日
し
た
 

後
に
 

テ
ー
 

ブ
—
 

き-
 

;/
 

C し
、
'
 

O
 

L
O
—
 

a
d
 
 

?、
、 

と
 

打
ち
込
む
。
 

そ
う
す
る
と
 

テ
ー
 

ブ
に
 

al
l 

鉍
 

さ
れ
た
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
と
 

R
A
M
 

ヒ
の
ブ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
が
 

IP
J 

じ
か
 

ど
う
か
 

,11
51 

ベ
て
 

く
れ
る
。
 

O
K
 

と
 

出
た
ら
 

正
し
く
 

Jt
! 

M
 

さ
れ
て
 

い
る
と
 

い
う
 

わ
 

け
だ
。
 

ま
た
、
 

IP
J 

じ
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

二
度
 

続
け
 

て
鉍
音
 

し
て
 

お
く
と
、
 

テ
—
 

ブ
に
 

一
力
 

所
 

傷
が
 

つ
い
た
 

と
し
て
も
、
 

一
方
で
 

#
 

生
が
 

で
き
る
 

の
 

で
 

安
心
。
 

他
に
 

も
 

テ
ー
 

ブ
の
：
 

：：
. 

送
り
 

や
 

巻
 

き
 

m
 

し
を
 

極
力
 

避
け
る
 

よ
う
に
し
た
り
、
 

質
の
 

い
い
 

テ
 

I 
ブ
を
 

使
う
、
 

鉍
音
し
 

た
と
 

き
と
 

IM
J 

じ
 

カ
セ
ッ
ト
で
 

再
 

A.  Device  10  error 

26 



hmniuu1 

隱ド  m?!5inc,BF ee 

yntax  Erro 

ン タックス エラ- 

MSX なんでもかん でち シンタックス 
エラ ー は、 八 叩 令 IJi nn のスぺ 

ルが 間 速って 
いたり、 

カッコが 
抜けて 

い 

たり、 

，(カンマ) 

と 
•(ビ 

リオ 

ド) 

を 

打ち 

違えた 

ときな 

どに 

起こる。 

写
真
 
B
 は
 カ
ラ
 
ー 
バ
ー
 を
 ̂
 示
す
 
る
ブ
 
ロ
グ
 ラム
 
だ
が
、
 

Syntax  errorin g
 と
 ̂
 示
さ
 

れ
て
 

い
る
。
 

こ
れ
は
 

•乃 
50 
に
 
間
違
い
が
 

あ
 

る
と
 
い
う
 
こ
と
 
だ
。
 
そ
こ
で
 
何
が
 
違
っ
 
て
い
た
 

か
 調
べ
て
 
み
ょ
う
。
 
L
I
S
T
 
と
 打
っ
て
、
 

リ
 

タ
 ー 

ン
キ
 ー
を
押
す
。
写
资
谷
が
そ
こ
で
で
て
 

き
た
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
 
リ
ス
ト
 
だ
。
 
チ
ェ
ッ
ク
し
て
 

み
る
と
 
50 行

の
 
L
I
N
E
 
と
 あ
る
べ
き
 
と
こ
ろ
が
 

L
L
I
N
E
 
と
な
つ
 
て
い
る
。
 
あ
き
ら
か
に
 
打
ち
 

問
 遠
い
だ
。
 

L
 を
 ひ
と
つ
 
削
^
^
る
 
必
要
が
 
あ
 

る
。
 
カ
 ー 
ソ
ル
を
 
移
動
し
て
 
修
正
し
て
 
み
 劣
っ
 0 

ま
ず
 
力
 ー 

ソ
ル
 
キ
 ー 

で
 カ
 ー 
ソ
ル
を
 
間
違
.
 っ 

た
 L
 
の
简
所
 
へ
 移
動
し
 
デ
リ
—
 
ト
キ
 
ー を

 押
す
。
 

す
る
と
 
カ
 ー 

ソ
ル
 
h
 の
 文
 卞
が
消
 
え
て
 
^
 側
の
 

文
 */* が

一
 
文
字
ず
 
つ
 左
へ
 
移
動
す
 
る。 

L
 が
 ひ
 

と
つ
 
消
え
て
 
L
I
N
E
 
と
な
れ
ば
 
成
功
 
だ。 

し
か
 

し
こ
の
 
ま
ま
で
は
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
の
 中
は
 
L
L
 

I
2
E
 の
ま
 ま
な
の
で
、
：
 

C
 I
A
I
 上
で
の
 修
 I
H
 
(
ス
 

ク
 リ
—
ン
 
エ
デ
 
ィ
ッ
ト
)
 
を
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
本
 

阼
 に： H

 え
て
 
や
ら
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
。
 
そ
れ
 

に
は
 
 一 lr ず

つ
 
修
 IH す

る
 
ご
と
に
 
リ
タ
—
 
ン
キ
 

1
 
を
 
押
し
て
、
 

カ
 
ー
 
ソ
ル
を
 

ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
 

リ
ス
 

卜
の
 ド
に
ま
で
 
移
動
さ
せ
る
。
 

そ
し
て
 
確
 as の

 

意
味
で
 
も
う
 
一
度
 リ
ス
ト
^
 
K
 ェ
ッ
ク
し
て
 
か
 

ら
 R
U
N
 
と
 打
ち
込
み
、
 

エ
ラ
 
ー 
が
で
 
な
か
っ
 

た
ら
も
う
一
度
綠
 
^
 し
ょ
う
〇
 

削
除
の
 
や
^
^
が
わ
か
っ
た
 
と
こ
ろ
で
、
 
次
 

は
 
挿
 

人
の
 

方
法
 

だ
。
 

文
 

*/ 
• が
 
ひ
と
つ
 

抜
け
て
 

し
 

ま
つ
て
 
い
る
な
ん
 
て
 場
 八
 rl は、 

さ
つ
き
と
 
M
 様
 

に
 カ
ー
 
ソ
ル
を
 
修
 .
止
筒
 所
に
 
移
 ®
 し、 

八
 &
 
は
 

ィ
ン
 
サ
 ー ト

キ
 
ー を

 押
す
。
 
そ
し
て
 
力
—
 
ソ
ル
 

が
 小
さ
く
な
 
っ
た
ら
 
揷
 人' F 能

と
 
い
う
 
わ
け
。
 

_ 7: 人
力
す
 
る
 ご
と
に
 
カ
 ー 

ソ
ル
.
：
 j の

 文
 ， 7: が、 

一 #*- Y- ず
つ
 
右
に
 ず
れ
て
 
い
く
は
ず
 
だ
。
 
修
 . 11: が

 
終
わ
つ
 
た
ら
 
リ
タ
ー
 
ン
キ
ー
 
を
 忘
れ
ず
に
 
押
し
 

て、 出
 米
 L が
り
。
 

と
こ
ろ
で
、
 
長
い
 ブ
ロ
 グ
ラ
ム
を
 修. lr. する

 

に
は
、
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
 
リ
ス
ト
の
 
^
 •'小を 途

中
で
 

I
K
 め
る
 
必
要
が
 
あ
る
。
 
ス
ト
ッ
プ
 
キ
—
を
 
押
し
 

て
 ̂
 示
を
 
11: め

な
が
ら
 
修
 [K 筒

 所
を
 
探
し
、
 
兄
 

つ
か
つ
 
た
ら
 
ブ
レ
 
ー 
ク
だ
 
。
ブ
レ
 
ー ク

の
 
や
り
 

ガ
は
 
コ
ン
ト
 
ロ
ー
 
ル
 キ
—
を
 
押
し
な
が
ら
 
ス
ト
 

ッ
ブ
キ
 
ー を

 押
す
。
 
O
K
 
と
 ̂
 .•小が 出

た
ら
 
修
 

拒  W こ。 

も
ち
ろ
ん
 
エ
ラ
 
ー
の
_
 場
所
が
 
わ
か
つ
 
て
い
る
 

場
八
"
は
、
'
 ^
 
1
5
ゴ
^
&
 ^
 、
と
打
つ
て
リ
タ
 

I
 
ン
キ
—
 
を
 押
せ
ば
、
 
そ
の
 
行
 だ
け
を
 
^
 示
さ
 

せ
る
 
こ
と
 
も
で
 
き
る
。
 

ま
た
、
'
 
r
 
I
 
 S
T
t
f
 
劫
 

cl: —、、 
で
谓
疋
 
し
た
 
ff か

ら
：
：
 •取 後

ま
で
を
 
炎
.
 •小 

し
た
り
：
ド
1
3
1
^
#
 

0: ‘
丄
；
 

0: 、
、
で
そ
 

の
凝
を
ノ
 ^
 
一
⑺
一
^
—
 ^
 熟
气
で
最
初
か
 

ら
 消
 

/ 
ii し

た
 
}
 r ま
で
を
 ̂

 •
.
小
さ
せ
る
 
こ
と
 
も
で
 

き
る
 

の
で
、
 

T
P
O
 

に
応
じ
て
 

使
い
 

わ
け
る
 

よ
 

I こ 0 

この
 

エラ
— 

は 1 : /E wr
 

能な
 

数値
の 

^ 一:
 

を 

越え
たり
、 

数 flf
i 
が R の 数に

 

なつ
たり
、 

ま 

た 

関数
の 

使い
 

かが
 

間違
っ 

てい
る 

とき
に 

起 

こる
。 

写 與 C は イリ
ー 

ガル
 
フ アン

ク 

ショ
 

ン コ^ — ルで
' 
 

エラ
 

1 が 50
 

t r にで
 

てい
る。
 

だけ
ど 

実は
、 

50
 

IT 

では
なく
 

40
 

行に
 

この
 

プ 

ログ
 

ラム
の 

エラ
 

ー 

は 

ある
。 

それ
では
 

なぜ
、 

こん
な 

メン
 

ドウ
な 

^ 

. •小
が 

でる
 

のだ
ろう
。 そ
れは
、 

40
 

行
の
ブ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
1
か
ら
 

199
 

まで
の 

数を
 

12
 

ずつ
 

I 
 

(
変
兹
の
中
に
人
れ
 

なさ
い 

とい
う 

だけ
の 

八 X 

口し
 

か
な
い
の
で
 

エ 

ラ—
 

が 起こ
らな
い。
 

そし
て 

50
 
行の
 

ブ ログ
 

ラム
で、
 

カラ
ー 

バー
が 

一:
 

Ifll
 

いっ
ぱい
に 

^ 

•小
され
 

る 

こ
と
に
な
る
の
 

だけ
れ 

ど、
 

グラ
フ 

イッ
 

クス
で 

^ 

•小
 

''1
 

能な
 

大き
さは
 

256
 

x 
192

 

ド 

ット
 

。こ
の 

40
 

}r
 

の 
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
 

199
 

にな
 

って
いて
 

、縦
の 

数 
flf

t 

の 
19?

 

々 
s 

えて
し 

まっ
 

てい
る。
 

それ
で 

50
 

fT
 

に 

エラ
 

I 

が 
出た
 

とい
 

うわ
け 

だ。
 

こ
の
 
エ
ラ
 ー
は
こ
の
場
八
 

|1 、
力
|
ソ
ル
キ
|
 

を
 40 行

の
 199 に

移
勋
し
、
 || 取
後
の
9
を
乙
に
人
 

れ
抒
え
 
れ
ば
 
O
K
。
 

イ
リ
—
 
ガ
ル
 
フ
ア
ン
 
ク
シ
 
ョ
ン
 
コ
—
ル
 
は
、
 

エ
ラ
—
 
の
 あ
つ
た
 

1  
J- #
 « > り

に
 
エ
ラ
—
 
が
 ̂
 .. 小さ

 

れ
る
と
は
限
ら
な
ぃ
の
で
、
&
砍
の
1
が
範
 

M
 
を
 
越
え
て
 
し
ま
い
そ
う
 
な
と
 
ご
ろ
を
 
r
i
l
 I
;
 し
 

て
 兄
た
ら
 
い
い
ね
。
 

«
 

写
 

具
 

B
、
 

C
J
3
 

見
や
す
 

ぐ
す
 

る
た
 

め
に
 

！ 1
 

面
 



MERfT 

M
s
 
X
—
B
 
A
S
I
C
 
と
 他
の
 
t
 ソ
 
コ
ン
の
 
B
A
 
S
I
C
 
と
は
 
ど
の
よ
う
に
 
違
う
 
の
だ
ろ
う
。
 

M
 
S
X
I
 
B
 
A
S
I
C
 
は
、
 
米
 
マ
ィ
ク
ロ
 
ソ
 

フ
ト
 
社
が
！
 
一
発
し
た
 
掠
 ̂
 B
A
S
I
C
 

バ
 ー 

ジ
 

ヨ
ン
 4.5 .に、 グ

ラ
フ
 ィ
ツ
 ク
 機
能
、
®
 楽 機
能
 

な
ど
を
 
加
え
た
#
 
常
に
 
多
 機
能
な
 
も
の
 
だ。 

標
 

準
 B
A
S
I
C
 

4.5 
と
い
ぅ
の
は
、
 

H
 本
の
 
多
く
 

の
メ
ー
 
カ
ー
 
が
 採
用
し
て
 
い
る
も
の
で
、
 

た
と
 

ぇ
 ば、 

N
E
C
 
の
 P
C
—
 
8
0
0
1
 
や
 東
芝
の
 

パ
ソ
 ピ
ア
な
 どは
 そ
れ
に
 あ
げ
ら
れ
る
。
 M
s
 

X
 I
 
B
A
S
I
C
 

は
つ
 

ま
り
、
 

P
C
 

—
 
8
0
0
 

1 
や
 パ
ソ
 
ピ
ア
と
 

|»] じ 
レ
ベ
ル
の
 

マ
シ
ン
と
 

い 

え
る
 

0 

M
S
 
X
 —
B
A
S
I
C
 
の
 特
徴
と
 
し
て
 
あ
げ
 

ら
れ
る
 

こ
と
は
、
 

大
き
く
 

分
け
て
、
 

ま
ず
 

M
S
X
 

以
外
の
 
パ
ソ
コ
ン
が
 
W
 通
 7 rfr 演

算
を
 ! r ぅ

の
 

に
比
べ
て
、
 
特
に
 
2
K
 /E を

し
 
な
い
 
限
り
 
B
C
D
 

:®: M
2
 進
化
 10 進

 f
 
に
ょ
る
 14 桁

の
 倍
 桁
 

度
 *
 算
)
 
を
 行、 つ こ

と
、
 
そ
し
て
 
グ
ラ
フ
 
ィ
ツ
 

ク
ス
'
 は
 2 

5
6
 
 X
I
 
9
2
 
ド
ッ
ト
で
 
文
字
 
数
は
、
 

最
大
 

40 
X 24 
文
 
卞
の
 

テ
キ
ス
ト
と
 

32 
X 24 
文
字
 

の
 テ
キ
ス
ト
の
 
ふ
た
つ
が
 
M
 /E で

き
る
 
こ
と
。
 

さ
ら
に
 
サ
ウ
ン
ド
 
贌
 能
は
 
8
 
オ
 
ク
タ
—
 
ブ
の
音
 

域
と
 3 .¢ 和

 ̂
 を
サ
 ポ
ー
ト
 
す
る
 
p L

A
Y
 
文 

と、 
よ
り
 繊
細
な
 
^ が

 実
 祝
で
 き
る
 
S
A
U
N
 

D
 文
が
 
用
意
さ
れ
 
て
い
る
 
こ
と
と
 
い
え
る
。
 

こ
 

の 卩
し
六
丫
文
は
、
备
の
高
さ
、
大
き
さ
、
長
 

さ、 
速さ、 

休
符
な
 
ど
を
 谓：. 止す る こ

と
に
よ
 

って、 簡
哄
に
 コン ピユ —夕

演
 #
 が
で
 き、 

サ
ウ
ン
ド
 
文は、 

P
S
G
 
 (
M
S
X
 を 構

成
し
 

て
い
る
 
ブ
ロ
 グ
ラ
マ
 
ブ
ル
 
サ
ウ
ン
ド
 
ジ
ェ
ネ
 
レ 

—
夕
)
 

の
 レ
ジ
ス
タ
 
を
 ̂
 ̂
?:: き

 換
え
て
 
& 日
を
 

出
す
 
こ
と
に
よ
 
つて、 (

P
L
A
Y
 
文
と
途
 
つて 

音
の
 出
一
^
 
を 勉

強
し
 
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
 
が) 

p  L  A  Y
 文
よ
り
 
楽
し
い
 

*： :!!; £
 り
が
 
で
き
る
。
 

M
S
X
 
—
 
B
A
S
I
C
 
 
は
ま
た
、
 
1
3
6
 
も
 

の 命
令
が
 
用
意
さ
れ
 
て
い
て
、
 
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
イ
 

ック 、
プ
リ
ン
タ
 
、
カ
セ
ッ
ト
 
レコ 

ー ダ
な
 ど 

の
囿
辺
 
装
置
^
^
 
^ に 使

え
る
 
よ
ぅ
に
な
っ
て
 

いる。 
•
醫
モ
 
/
K
 

河
5
>
<
—
£
:
0
八
5
1
〇
で
扱
ぅ
画
而
に
は
、
 

大
き
く
 
分
け
て
 
テ
キ
ス
 
ト
画
而
 
と グ

ラ
フ
 
イッ 

1
 

ク
阐
而
 
が
 ある。 

テ
キ
ス
ト
 ー: ! ni は、 

文
字
 や  一 •： 

ブ
ロ
 グ
ラ
ム
が
 
及
 示
で
 き、 

グ
ラ
フ
 
イッ 

クー; 
1
 

而
は
 、
点
 や
 線
な
 ど
の
 グ
ラ
フ
 
イッ 

ク
を
 用
い
!
!
 

た 絵
を
 炎， 小で きる。 幽

而
 モー
 ドの
 選択
は
 t
 

S
C
R
E
E
N
 
文
に
 
よ
っ
て
 
fr わ

れ
る
。
 

•
テ
キ
ス
 

ト
モ
—
 

ド
 

(
S
C
R
E
E
N
 
 

〇
)
 

こ
の
モ
|
ド
は
、
般
大
犮
示
文
卞
数
、
横
 

40
 

'. 一
 

桁
 

X 
縦
 

24
 

行
、
 

衣
 

示
 

文
字
 

サ
イ
ズ
は
 

横
 

6
X
 

縦
 

--
% 

8 
ド
ッ
ト
、
.
 

幽
 

if
ii
 

に
 

衣
 

示
す
 

る
 

文
字
 

数
は
 

W
I
 
 

I
 

D
T
H
 

文
で
 

«
 

:
疋
 

す
る
。
 

^
 

/ £
: 

が
な
い
 

場
合
は
 

39
 

桁
と
な
る
。
.
_
而
の
色
は
、
背
：
^
色
と
文
字
 

1
 

色
と
の
 

2 
色
を
 

カ
ラ
ー
 

コ 
ー 

ド
か
ら
 

情
 

疋
 

す
る
。
 

^
 

ま
た
 

こ
の
 

モ
ー
 

ド
で
は
 

ス
プ
ラ
 

イ
ト
 

や
 

グ
ラ
フ
 

イ
ッ
 

ク
 

4 X
 

W 
を
 

使
う
 

こ
と
は
 

で
き
な
い
。
 

•
テ
キ
ス
 

ト
モ
—
 

ド
 

(
S
C
R
E
E
N
 

1
)
 

こ
の
 

モ
—
 

ド
は
、
 

1 •取
 

大
炎
：
 

•小
 

文
 

7
 

数、
 

横
 

32
 

桁
 

X 
縱
 

24
 

仃
 

、
衣
 

示
 

文
 

^
 

サ
イ
ズ
は
 

横
 

8 
 

X 
縦
 

8 
ド
ッ
ト
で
 

增
：
疋
 

す
る
。
 

憤：
 

疋
が
 

な
け
れ
ば
 

29
 

桁
に
な
る
。
 

画
 

IA
I 

の
 

色
は
、
 

文
 

*/
 

• 色
、 

fJ
 

I M 色、
 

阓
 
辺
 
色
の
 

3 色
を
 

カ
ラ
ー
 

コ
|
 

ド
で
 

指
疋
 

す
る
。
 

ま
た
 

こ
の
 

モ
—
 

ド
で
は
 

ス
 

ブ
ラ
イ
ト
は
 

使
え
る
 

が、
 

グ
ラ
フ
 

イ
ッ
 

ク
八
 

X
 

使
う
 

こ
と
は
 

で
き
 

な
い
。
 

•
グ
ラ
フ
 
イ
ツ
 
ク
モ
—
 
ド
 

2
5
6
X
1
9
2
 
ド
ッ
ト
の
 
グ
ラ
フ
 
イ
ッ
 
ク
 

モ
ー
 
ド
は
、
 
細
い
 
線
 や
 円
を
 
使
っ
て
 
絵
—
:
！
:
 く 

ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
が
 
作
れ
、
 
8
X
8
 
ド
ッ
ト
 
単
位
で
 

色
^
 
<え る

 
こ
と
が
で
き
る
。
 

し
か
し
、
 

こ
の
 

モ
—
 
ド
で
は
 
文
字
を
 
出
す
 
こ
と
が
で
き
ず
、
 

一; 

Ifil に
」
 乂
卞
を
 
出
す
 
場
合
に
は
 
O
P
E
N
 
文
と
 
P
 

R
 
I
 
N
 
 T
#
 
文
を
 
用
い
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
。
 

ま
た
 
B
A
S
I
C
 
は
 通
常
 
テ
キ
ス
 
ト
モ
ー
 
ド
 

に
な
つ
 

て
い
て
、
 

グ
ラ
フ
 

イ
ッ
 

ク
モ
—
 

ド
と
の
 

浞
 同
は
 
で
き
な
い
。
 
し
た
が
っ
て
、
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
 

ム
で
 グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
 
や
リ
た
 
い 場
合
に
は
、
 
注
 

怠
し
て
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
を
 
組
む
 
必
要
が
 
あ
る
。
 

さ
 

ら
に
 
グ
ラ
フ
 
イ
ッ
 
ク
モ
 
ー ド

は
、
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

の
 終
/
と
と
も
に
 
常
に
 
テ
キ
ス
 
ト
モ
—
 
ド
に
 
も
 

ど
る
よ
う
 
に
な
つ
 
て
い
る
。
 

•
マ
ル
チ
 
カ
ラ
—
 
モ
—
ド
 

こ
の
 
モ
 ー ド

は
 
64 X 48 ド

ッ
ト
の
 
ブ
ロ
ッ
ク
 

の
 グ
ラ
フ
 
イ
ッ
 
ク
モ
—
 
ド
で
、
 
4
X
4
 
ド
ッ
ト
 

単
位
で
 
線
 や
 点
を
打
つ
 
こ
と
が
で
き
、
 

一: 而
を
 

1
6
 の
 ブ
ロ
ッ
ク
に
 
分
け
、
 
ブ
ロ
ッ
ク
 
ご
と
に
 
色
 

が
 変
え
ら
れ
る
 
よ
う
に
な
つ
 
て
い
る
。
 

ま
た
、
 

こ
の
 
モ
 —
ド
も
 
文
 ̂
 を
 ̂
 示
す
 
る
 こ
と
が
で
き
 



MS  X なんでもかん でち 

ない ので、 文
字
を
 出す 場合

に
は
 open 

文と 
p
r
i
n
t
#
 

文を 
使う 
必要が 

ある。 

•
 カ
ラ
ー
 
n
/
 
H
 

C
O
L
O
R
 
文
で
は
 
1
6
 色
ま
で
 
2
K
 疋
 で
き
る
 

よ
う
に
な
つ
 
て
い
る
。
 
次
に
 
衣
 わ
し
た
 
の
が
 
そ
 

の
 16 色 だ。 ま

た
 カ
 ラ
 ー コ I ド

で
 信
 / 
£ す
る
 

場
合
に
は
、
 

文
字
 

色
、
 

色
、
 

固
 
辺
 
色
を
 

一 

度
に
 
変
え
る
 
こ
と
が
で
き
る
 
よ
う
に
な
 
つ
て
い
 

る。 

〇
—
 
透
明
 
(
還
 
色
)
 

I

—

 

 

黒 

3
—
 
明
 緑
 

4
1
^
U
N
 

5 

—

 

—

 

明^!: 
6 

—

 

 

暗 * 

^ -
 

色
 

8
 
—
 
*
 

9 

—

 

明

赤

 

10 

—

 

 

黄 II 

—

 

明

黄

 12 
—
—
 

13 — 紫 

H
i
 

5 _ I 

•
 ス
ブ
ラ
イ
ト
機
能
 

スプラ イトとは 、独 ^ した. 幽 Ifll が 〇番 

から 

31 
番 
までの 

合計 

32 
枚 
用意され 

ている 

と 
考えれば 

いいだろう。 

ス
 ブ
ラ
イ
ト
で
 
^
 ̂
 でき，； 〇 パ

 タ
—
ン
 
は、 

8
X
8
、
 
ま
た
は
 16 X 16 ド

ッ
ト
で
、
 
S
C
R
 

E
E
N
 
 
(
一
;
 I
f
u
 の
モ
—
 
ド
、
 
ス
 ブ
ラ
イ
ト
 
サ
イ
 

ズ
 な
ど
の
 ffi :疋) 命

令
で
 拡
大
 ^
 :. / li を

 す
れ
ば
 

縱
横
 
2 frt に

 ̂
 一' 小す

 る
 
こ
と
 
も
で
 
き
る
。
 
ス
ブ
 

ラ
イ
 
ト
 
パ
 タ
ー
ン
 
は、 

8
X
8
 
ド
ッ
ト
な
 
ら
ば
 

2
5
6
 

個
、
 

1
6
 

X
 

1
6
 

ド
ッ
ト
な
 

ら
ば
 

6
4
 

個
ま
で
 

で
き
る
。
 

ス
プ
ラ
 イ
ト
の
 
機
能
は
、
 

2 
つ
 以
上
の
 
ス
ブ
 

ラ
イ
ト
^
 

r M 
つ
た
 
場
合
に
 
小
さ
い
 
番： 1 5 

林
 〇) 

の
 バ
タ
—
 
ン
が
 
P
 前
に
 
兄
え
 
る
と
 
い
う
 
こ
と
で
 

あ
る
。
 
し
か
も
、
 

ス
 ブ
ラ
イ
ト
 

バ
タ
—
 
ン
が
 
暹
 な
つ
た
 
こ
と
で
 
前
に
 
あ
つ
た
 
バ
タ
 
I 
ン
を
 
消
し
 

て
し
 
ま
う
 
こ
と
 
や
 バ
タ
—
 
ン
^
 
U
 し
て
し
 
ま
う
 

こ
と
は
 
な
く
、
：
 幽
 M
 が
 ひ
と
つ
ひ
と
つ
 
ア
ニ
メ
 

の
 セ
ル
の
 
よ
う
な
 
WJ き

を
 
も
っ
て
い
る
。
 

な
お
、
 

ス
 

ブ
ラ
ィ
ト
 

バ
タ
 

ー
ン
 

は
 

M
 

時
に
 

32
 

個
ま
で
 

^
 

示
す
 

る
 

こ
と
が
で
き
る
。
 

た
だ
し
 

水
 

$
 

向
に
 

5 
つ
 

以
上
 

並
ぶ
 

と、
 

前
か
ら
 

5 
つ
 

目
 

以
降
の
 

ス
 

ブ
ラ
ィ
ト
は
 

&
 

示
さ
れ
な
い
。
 

ス
ブ
 

ラ
イ
ト
を
 

使
っ
て
：
 

幽
而
に
 

絵
^
 

¢1
  

く 
ブ
ロ
 

グ
ラ
 

ム
^
:
 

る
 

場
合
に
は
、
 

テ
キ
ス
ト
 

ー:
 

Ift
i 

に
 

背
：
 

M 

令
#
 

い
て
、
 

ス
プ
ラ
 

イ
ト
に
 

よ
っ
て
 

定
 

4S
 

し
た
 

キ
ヤ
 

ラ
 

ク
タ
を
 

動
か
す
 

こ
と
が
で
き
る
。
 

M
S
X
I
B
A
S
I
C
 

と
 

他
の
 

B
A
S
I
C
 

と
は
 

ど
の
よ
う
な
 

_
 

に
あ
る
 

の
だ
ろ
う
。
 

M
 

S
X
—
B
A
S
I
C
 

が
 

他
の
 

パ
ソ
コ
ン
と
 

違
、
 

っ
 

と
こ
ろ
は
、
 

•幽
： 

_
 

に
関
す
る
 

使
い
方
 

だ。
 

他
の
 

パ
ソ
コ
ン
は
、
 

テ
キ
ス
ト
と
 

グ
ラ
フ
 

ィ
ッ
 

ク
ス
 

11
 

IA
I 

は
 

別
々
 

に
な
っ
 

て
い
て
も
、
 

文
字
と
 

グ
ラ
 

フ
 

ィ
ッ
 

ク
ス
の
 

^
 

同
は
 

可
能
に
 

な
っ
て
 

い
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
 

//
: 

換
性
が
 

な
い
 

の
は
 

M
S
X
—
B
 

A
S
I
C
 

と
 

他
の
 

パ
ソ
コ
ン
の
 

B
A
S
I
C
 

だ
 

け
と
 

い
う
 

わ
け
で
は
 

な
い
。
 

他
の
 

パ
ソ
コ
ン
の
 

B
A
S
I
C
 

の
 

間
で
 

で
も
、
 

•
幽
 

而
 

に
関
す
る
 

命
 

令
な
 

ど
は
 

少
し
ず
つ
違
う
の
 

だ。
 

そ
れ
で
は
 

な
 

ぜ
 

B
A
S
I
C
 

は
 

そ
れ
ぞ
れ
 

il
 

う
の
だ
ろ
う
 

か。
 

そ
れ
は
、
 

メ
—
ヵ
 

ー 
が
 

独
自
の
 

機
能
^
:
 

た
せ
 

た
い
が
た
 

め
に
、
 

B
A
S
I
C
 

の
；
^
 

を
 

マ
シ
 

ン 
ご
と
に
 

少
し
ず
つ
 

特
徴
^
:
 

た
せ
る
 

よ
う
に
 

し
て
い
る
 

た
め
だ
。
 

そ
う
す
る
 

こ
と
に
よ
 

つ
て
 

メ
—
 

力
—
 

は
 

各
 

マ
シ
ン
の
 

^:
 

別
 

化
が
 

で
き
る
 

わ
 

け
で
 

あ
る
。
 

ま
た
、
 

ハ
—
 

ド
ウ
 

エ
ア
の
 

構
成
 

も
 

各
 

マ
シ
ン
 

に
よ
っ
て
異
な
っ
て
 

い
る
。
 

C
P
U
 

が
 

Z 
80
 

で
 

あ
つ
た
り
、
 

6 
 

0
0
0
9
 

で
あ
つ
 

た
り
す
 

る。
 

そ
 

し
て
 

こ
の
 

こ
と
に
よ
 

つ
て
、
 

コ
ン
ビ
 

ユ 
ー 

タ
に
 

方
 

a
 

が
で
 

き
て
 

し
ま
っ
た
 

わ
け
 

だ
。
 

こ
の
 

方
 

a
 

の
 

it
 

い
は
、
 

人
間
に
は
 

わ
か
る
 

け
れ
ど
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

側
に
は
 

理
解
さ
れ
 

な
い
。
 

だ
か
ら
た
 

と
 

え
 

ば
 

P
C
 

1 
8
0
0
1
 

で
録
ヶ
 

•
日
さ
れ
 

た
ブ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
は
 

F
M
—
7
 

で
は
 

絶
対
 

続
む
 

こ
と
が
で
き
 

な
い
。
 

そ
れ
は
 

M
S
 

X
 

に
関
し
て
 

も
 

同
じ
 

だ。
 

他
の
 

パ
ソ
コ
ン
に
 

M
 

彥
 

さ
れ
て
 

い
る
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
 

ム
は
、
 

M
 

S
X
で
は
全
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
 

き
な
い
。
 

し
か
し
、
 

M
S
X
 

に
関
し
て
 

だ
け
い
 

え
ば
、
^
5
>
<
と
衣
：
：
小
さ
れ
た
マ
シ
ン
と
マ
シ
 

ン に
は
 

10
0 
%
 

v/
; 
換
性
が
 

と
れ
て
 

い
る
の
で
、
 

ど
 

の
 

マ
シ
ン
で
 

鉍
音
 

し
て
も
、
 

そ
の
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
 

は
 

他
の
 

M
S
X
 

で
 

使
用
す
 

る
 

こ
と
が
で
き
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
 

他
の
 

パ
ソ
コ
ン
の
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
 

が
、
 

M
S
X
 

で
 

全
く
 

使
い
 

も
の
に
 

な
ら
な
い
 

か
 

と
い
う
と
、
 

絶
対
に
と
 

い
う
 

わ
け
で
は
 

な
い
。
 

あ
る
 

条
件
を
 

満
た
し
て
 

い
れ
ば
、
 

使
、
 

っ 
こ
と
が
 

で
き
る
 

の
で
 

あ
る
。
 

つ
ま
り
、
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
の
 

内
容
を
 

理
解
し
て
、
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
が
 

M
S
X
 

で
 

動
く
 

よ
う
に
 

*
 

史
 

す
れ
ば
 

い
い
の
 

だ
。
 

た
だ
し
 

ほ
と
ん
ど
の
 

場
合
、
 

変
®
 

す
る
 

よ
り
も
 

最
初
 

か
 

ら
ブ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
^
;
 

り
 

直
し
た
 

方
が
 

時
間
は
 

か
 

か
ら
な
い
 

し、
 

ま
た
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
を
 

知
ら
な
い
 

初
心
者
に
は
 

ほ
と
ん
ど
 

不
可
能
な
 

作
業
で
 

あ
り
 

変
 

H
 

の
と
き
 

に
は
 

rr
 

た
な
 

ミ
ス
が
 

起
き
な
い
 

よ
 

う
に
 

注
意
し
 

な
け
れ
ば
 

い
け
な
い
 

の
で
 

大
変
 

困
 

難
な
 

こ
と
で
は
 

あ
る
。
 

し
か
し
、
 

M
S
X
 

だ
け
を
 

使
つ
 

て
い
る
 

場
合
 

に
は
、
 

こ
の
よ
う
な
 

わ
ず
ら
わ
し
 

い
こ
と
は
 

起
 

こ
ら
な
い
。
 

テ
ー
 

ブ
 

で
も
 

フ
ロ
ッ
ピ
 

デ
ィ
ス
ク
 

で
も
、
 

マ
シ
ン
に
 

よ
っ
て
 

動
い
た
り
 

動
か
な
 

か
 

つ
た
り
 

と
い
う
 

こ
と
は
 

全
く
な
い
 

の
で
 

あ
る
。
 

•
C
 

I
A
J
 

と
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
に
 

つ
い
て
 

i
l
 

解
 

す
れ
ば
、
 

M
S
X
I
B
A
S
I
C
 

で
あ
る
 

程
度
の
 

こ
と
が
 

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
 

た
だ
し
、
 

あ
く
ま
で
も
 

M
 

S
X
 

を
 

ひ
と
つ
の
 

道
 

JJ
- 

ハ
と
 

し
て
 

使
い
こ
な
 

す
の
 

で
あ
れ
ば
、
 

特
に
 

B
A
S
I
C
 

の
こ
と
 

を
 

勉
強
 

す
る
 

必
要
は
 

な
い
。
 

そ
の
か
わ
り
 

ソ
フ
ト
 

ウ
ェ
 

ア
の
 

質
が
 

^
 

分
け
ら
れ
る
 

よ
う
に
よ
り
 

多
く
の
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
 

触
れ
て
 

み
る
 

こ
と
を
 

お
す
す
 

め
す
る
。
 



M
S
X
 
ボ
ツ
ト
 
\
\
f
 ス
 

ぞ
く
ぞ
く
 

登
場
の
 

M
s
x
 

マ
シ
ン
。
 

ど
れ
を
 

買
お
ぅ
 

か
 

迷
つ
 

て
い
る
 

キ
ミ
に
 

贈
る
 

M
s
 
 

X 
最
新
 

情
報
 

會 タイプライター 型が フル キー 
會 タッチ ボタ ン 式が タ ツチ キー 

30 



MSX なんでち かんで ち 

% 

2 

68 

円 

カ
ー
 

ソ
ル
 

キ
—
 

は、
 

四
つ
の
 

キ
—
が
 

分
 

か
れ
て
 

い
る
 

タ
イ
プ
 

(
写
真
 

右
)
 

と 
I 

枚
 

の
 

板
の
 

傾
斜
に
 

よ
つ
 

て
 

操
作
す
 

る 
タ
イ
 

プ
 

(
写
真
 

左
)
 

が
 

あ
る
。
 

〇 

琴
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MSX パソコンを 用意して く ださい 0 

この マシンは、 National  CF- 2000 
キングコングです。 

V  ii  '  w0^^m 

1  
m
s
x
—
b
a
s
i
c
 

入
門
 
講
座
 m
 

n
 

ン
ビ
ユ
 

I
 

夕
 

を
ボ
ク
 

た
ち
に
 

こ
れ
ま
で
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー
 

タ
と
 

い
つ
て
も
 

ポ
ク
た
ち
 

と
は
 

縁
遠
い
 

も
の
だ
っ
た
。
 

遠
 く
か
ら
 

眺
め
て
 

「あ
、 

い
い
な
」
 

と 
思
っ
 

て
 

も 
値
段
が
 

高
か
っ
た
り
、
 

専
門
知
識
が
 

な
い
 

と 
使
え
な
か
っ
た
り
 

で
つ
 

い
つ
い
 

敬
 

遠
 

し
ち
ゃ
っ
 

た
の
が
 

現
実
。
 

一
部
の
 

マ
ニ
 

ア
 

た
ち
が
 

自
由
自
在
に
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
を
 

操
る
 

の
を
、
 

横
目
に
 

み
な
が
ら
 

ず
い
ぶ
ん
 

く
や
し
い
 

思
い
を
 

し
た
 

も
の
 

だ。
 

ポ
ク
た
 

ち
に
 

で
き
る
 

の
は
、
 

せ
い
ぜ
い
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
タ
ゲ
 

—
ム
で
 

遊
ぶ
 

く
ら
い
だ
 

っ
た
か
ら
 

ね
 

。 

M
 
S
X
 
ホ
 
ー
 
ム
パ
 
I
 
ソ
 
ナ
ル
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 

— 
夕
が
 
統
 
I 企
画
と
 
し
て
 
発
表
さ
れ
 
て
 か
 

ら
 、
だ
い
ぶ
 
状
況
が
 
か
わ
っ
て
 
き
た
。
 
値
 

段
は
 
こ
れ
ま
で
の
 
半
分
に
 
な
り
、
 
性
能
 
も
 

大
幅
に
 
u
p
!
 
使
い
 
勝
手
 
も
よ
り
 
バ
カ
 
チ
 

ョ
ン
に
 
近
づ
き
 
ラ
ジ
カ
セ
 
咸
武
 見
で
 選
べ
る
 

よ
う
に
な
つ
 

た
ん
だ
。
 

こ
れ
な
ら
 

メ
カ
に
 

弱
い
 
お
父
さ
ん
 
お
母
さ
ん
 
に
も
 
安
心
し
て
 

進
め
ら
れ
 
る
ね
。
 

M
S
X
 
は
 
マ
シ
ン
 
本
体
 
(
ハ
—
 
ド
ウ
 

ェ
 

ア
)
 
だ
け
で
な
く
、
 

コ
ン
 ピ
ユ
—
 
夕
に
 命
 

令
を
 
伝
え
る
 
言
葉
 
(
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
)
 

も
 

統
 
I さ
れ
て
 
い
る
。
 
今
ま
で
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 

夕
 普
及
の
 
障
害
に
 
な
っ
て
 
い
た
 
多
 機
種
 
多
 

言
語
と
 
い
う
 
こ
と
が
 
な
く
な
り
、
 

こ
れ
 
か
 

ら
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
を
 
勉
強
し
 
よ
う
と
い
 
う
 

ポ
ク
た
ち
 
に
は
 
ピ
ッ
 
タ
リ
の
 
マ
シ
ン
 
^
/
 い
 

う
わ
け
 
だ。 

今
月
か
ら
 

連
載
で
 

B 
 

A 
 

s 
I 

C 
講
座
が
 

始
ま
る
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
の
 

楽
し
 

さ
に
 

気
 

付
い
て
 

な
い
 

友
 

だ
ち
 

を
 

尻
目
に
、
 

B
A
S
 

1
C
 

を
 

お
 

勉
強
"
 

い
っ
き
に
 

差
を
 

つ
け
て
 

し
ま
 

お、
 

つ。
 

入門 講座 （1〕 



MSX の グラフィック 機能 
モード 

解像度 
文字 表示 数 特  徴 

テキスト 
- 

40X24 

一画 面に 多くの 文字が 

表示で き 表 作成に 便利 
- 

30X24*, 

電源を入れた 時の 状態 
グラフィック 

256X  192 
一 

こまかい 絵が かける 

64X40 

~*2 

1 つ 1 つの 点に 色 (16 色) が 

指定で きる 注* 丨 最大 32 文字まで 可 

*2 グラフィック モー ドでの 文字 表示には PRINT が 使えず 

OPEN  ̂ GRP  AS#  1 
PRINT  誌 1， 

の 処理が 必要 

MSX で 使用で きる 色 

0 透明  1 黒  2 緑  3 うす 緑 4 青 

5 明るい 青 6 暗い 青 7 水色  8 赤  9 明るい 赤 

10 黄  1 丨 うす 黄 12 暗い 緑 13 紫  14 灰色 15 白 

MSX-BASIC 

B
A
S
I
C
 

て
な
〜
 

ん
だ
 

§
 
人
と
 
話
す
 
の
に
い
 
く
ら
 
日
本
語
で
 

ま
く
し
た
て
て
も
 
ム
ダ
 
だ
よ
 
ね： 

相
手
に
 

応
じ
て
 
英
語
 
や
 フ
ラ
ン
ス
語
を
 
使
い
 
わ
け
 

な
く
ち
 

や。 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
も
 同
じ
で
、
 

い
く
ら
 
日
本
語
で
 
命
令
し
て
も
 
何
も
し
て
 

く
れ
な
い
。
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
の
 
言
葉
で
 
話
 

し
か
け
る
 
必
要
が
 
あ
る
ん
だ
。
 
音
声
 
認
識
 

が
 発
達
し
た
 
と
は
い
え
、
々
 
2
0
0
1
 

年，， 

の
ボ
—
 
マ
ン
と
 
H
A
L
 
の
よ
う
に
 
は
い
か
 

な
い
"
 
あ
と
 20 年

 待
た
な
 く
ち
 
や
ね
 

外
国
語
が
 
い
ろ
い
ろ
 
あ
る
よ
う
 
に、 

コ 

ン
ピ
ユ
 

I 
夕
の
 
言
葉
に
 
も
 
い
ろ
い
ろ
 
あ
る
。
 

P
A
S
C
A
L
 
や
 
F
O
R
T
R
A
N
 
て
 
言
 

葉
を
 
耳
に
 
し
た
 
人
 も
 多
 
い
ん
じ
 
や
な
い
 
か
 

な。 
こ
れ
、
 
み
ん
な
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
 言
語
 

の
 
| つ
な
ん
だ
 
け
ど
、
 
M
S
X
 
を
は
 
じ
め
 

と
し
た
 
パ
—
 
ソ
ナ
ル
 '
コ
ン
 ピ
ユ
—
 
夕
で
は
、
 

B
A
S
I
C
 
と
 
呼
ば
れ
る
 
言
語
が
 
広
く
 
使
 

わ
れ
て
 
い
る
。
 

B
 
 

A
 
 

s
 
 

I
 

C
 
 

と
は
、
 

B
e
g
i
n
n
e
r
 

w
 

AI
I-
 

pu
r 

-o
 

os
e 
 

Sy
mb
ol
ic
  

In
st
ru
ct
io
n 
 

C
o
d
e
 

の
 

略
で
、
 

そ
の
 

言
葉
 

ど
お
り
 

初
心
者
 

向
け
 

の
'
 
 

簡
単
で
 

覚
え
 

や
す
い
 

も
の
に
 

な
っ
て
 

い
る
。
 

い
く
つ
か
，
 

の
 

命
令
を
 

組
み
合
わ
せ
 

て
 

使
う
 

こ
と
で
、
 

ポ
ク
た
ち
 

に
も
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
 

夕
に
 

話
し
か
け
る
 

こ
と
が
 

可
能
に
 

な
 

つ
た
。
 

も
ち
ろ
ん
 

キ
 

—
ボ
ー
 

ド
を
 

と
お
し
 

て
 

だ
け
ど
ね
。
 

か
よ
う
に
 
便
利
な
 
B
A
S
I
C
 
だ
け
ど
、
 

普
及
に
 
と
も
な
っ
て
 
問
題
点
 
も
で
 
て
き
た
。
 

各
社
が
 
こ
ぞ
っ
て
 
マ
シ
ン
を
 
出
し
、
 
独
自
 

の
 B
A
S
I
C
 
を
 採
用
し
た
 
た
め
に
、
 
統
 

制
が
 
と
れ
 
な
く
な
つ
 
た
か
ら
 
だ。 

ち
よ
つ
 

と 
見
に
は
 

同
じ
で
 

も、
 

そ
の
実
せ
〜
 

ん
 

ぜ
ん
 

違
う
 

B
A
S
I
C
 

が
 

氾
濫
し
、
 

お
 

互
い
の
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
 

ー 
シ
ョ
 

ン 
が
ま
つ
 

た
く
な
い
 

の
が
 

現
状
 

ど
こ
も
 

か
し
こ
 

も
 

方
言
 

だ
ら
 

け
っ
て
 

こ
と
 

だ。
 

日
本
語
 

や
 

英
語
な
ら
 

多
 

少
 

if
k 

つ
て
い
て
も
 

な
ん
と
な
 

く
わ
 

か
る
よ
 

ね。
 

で
も
 

コ
ン
 

ピ
ュ
 

.1
 

夕
は
 

融
通
が
き
か
 

な
い
か
ら
 

困
 

る
ん
だ
。
 

そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
：
5
5
>
<
。
は
じ
 

め
に
 
も
 書
い
た
 
よ
う
に
、
 

ハ
—
 
ド も

ソ
フ
 

卜 も
 共
通
 
だ
か
ら
 
メ
—
 
力
—
 
の
 違
い
を
 
気
 

に
せ
ず
に
 
使
ぇ
る
 
の
が
 
ゥ
レ
 
シ
ィ
 
。
せ
っ
 

か
く
 
覚
ぇ
た
 

B  A  s 
I 

C が
 時
代
遅
れ
に
 

な
る
 
な
ん
て
 
心
配
 
も
 
い
ら
 
な
く
な
つ
 
た
 0. 

そ
ん
な
 

|^1 $
>
<
 
 
B
A
S
I
C
 
に
つ
い
て
、
 

次
か
ら
 
少
し
 
勉
強
し
て
 
み
よ
う
。
 

M
S
X
-
 

B
A
S
I
C
 

何
が
 

で
き
る
 

か
な
 

M
S
X
 
 
B
A
S
 

丨
 
C
 
の
 
機
能
を
 
ざ
つ
 

と
な
が
 
め
て
 
み
よ
う
 

+
 万
円
 
以
下
の
 
低
 

2
5
6
 

X
 
—
9
2
 
ド
ッ
ト
 
 
こ
れ
は
 
テ
 
レ
 

ビ
ス
ク
 

リ ー ンを
横
 

2
5
6
 

、
縦
—
 

9 2 

の
 小
さ
な
 
点
 (
、
ド
ッ
ト
)
 
に
 分
解
し
、
 
そ
れ
 

ぞ
れ
の
 
ド
ッ
ト
を
 
組
み
合
わ
せ
て
 
グ
ラ
フ
 

ィ
ツ
 
ク
ス
を
 
つ
く
 
る
ん
だ
。
 
2
5
6
X
1
 

9
2
 
ド
ッ
ト
の
 
解
像
度
は
、
 
ア
メ
リ
カ
の
 

ベ
ス
 
ト 
セ
ラ
—
 
マ
シ
ン
"
 
A
P
P
L
E
n
"
 

の
 上
を
 
い
く
と
い
 
う
か
ら
 
ス
ゴ
イ
 
！ 

価
格
 
マ
シ
ン
と
は
 
思
え
な
い
 
ほ
ど
、
 

曲 豆
 富
 

な
 機
能
が
 
そ
ろ
っ
て
い
 
る
ん
だ
。
 

•
2
 
5
6
X
1
 
9
 
2
 
ド
ッ
ト
 

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
 

ま
ず
は
 
ス
ク
リ
 

I 
ン
モ
—
 
ド
の
 
話
 

M 

s
x
 
 
B
A
S
I
C
 
に
は
、
 
カ
ナ
 
文
字
 
や
 

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
 
表
示
す
 
る
 テ
キ
ス
 
ト 

モ
ー
 
ド
と
、
 
イ
ラ
ス
ト
 
や
 デ
ザ
イ
ン
を
 
描
 

く
た
 
め
の
 
グ
ラ
フ
 
イ
ツ
 
ク
モ
—
 
ド
が
 
あ
る
。
 

テ
キ
ス
 

ト
モ
—
 

ド
は
 

| 
画
面
に
 

表
示
 

可
 

能
な
 

文
字
 

数
に
 

ょ
り
 

さ
ら
に
 

わ
か
れ
て
 

い
 

て、
 

40
 

字
 

X 
24
 

行
と
 

32
 

字
 

X 
24
 

行
の
 

二
つ
 

が
 

あ
る
 

こ
こ
で
 

使
え
る
 

文
字
は
 

ア
ル
フ
 

ァ
べ
ツ
 

ト
'
 
 

カ
ナ
、
 

ひ
ら
が
な
、
 

グ
ラ
フ
 

ィ
ツ
 

ク
 

記
号
の
 

四
 

種
類
。
 

キ
—
ボ
 

I 
ド 

か
 

ら
 

直
接
 

入
力
し
て
、
 

表
な
 

ど
も
 

手
軽
に
 

作
 

製
で
 

き
る
。
 

電
源
を
 

入，
 

れ
た
 

時
の
 

状
態
が
 

こ
の
 

テ
キ
 

ス 
ト
モ
—
 

ド
で
、
 

32
 

字
 

X 
24
 

行
に
 

セ
ッ
ト
 

さ
れ
て
 

い
る
 

40
 

字
 

X 
24
 

行
で
 

表
示
 

さ
せ
 

る
と
 

き
は
、
 

テ
レ
ビ
に
 

ょ
っ
て
 

左
右
の
 

文
 

字
が
 

は
み
出
す
 

の
で
 

注
意
し
て
 

く
れ
 

f 

グ
ラ
フ
 

イ
ツ
 

ク
モ
ー
 

ド
は
 

フ
ロ
 

グ
ラ
ム
 

で
 

設
定
し
て
 

使
用
で
 

き
る
 

解
 

f
 

は、
 

3 3 



文字 変数 や 配列 変数に 含まれる 文 
字 列を 格納す る 領域，， 文字列 領域 
の 大きさは CLEAR 文 で 指定 した 大 

きさ です。 CLEAR 文での 指定が な 

ければ 200 バイ トの 領域が 確保され ます。 

F380 

FFFF 

ファイルの 入出力 時に 使用す る領 

域。 MAXFILES 文で 指定した 数に 応 
じて 確保され ます。 

上限 ア ドレスを CLEAR で F  380 以 

下に 設定で きます ので、 ワーク エ 
リアとの 間に 機械語 ルーチン など 
のために ユーザーが 自由に 使う こ 

とがで きる 領域を 設ける こと もで きます。 

BASIC が 使用す る 領域。 

ユーザーエリアは I6KRAM 実装の 場合 （C  0  0  0  )j6~(F  3  7  F)i6、 また、 32KRAM 実装の 場合 

(  8  0  0  0  )i6~(  F  3  7  F)l6 です。 

16 進ア ドレろ 

0  0  0  0 行 番号を 付け た プログラム が 格納 される 領域。 

変数の 領域、 文字 変数の 場合は 用 

意され た 文字列への ポインタ （ス 
ト リング ディスクリプタ） が 格納 されます。 

配列 変数の 領域。 配列 変数が 文字 

型なら ば 文字列 領域へ 用意 さ れた 
文字列への ポインタが 格納され ま 

す。 この 領域は DIM 文を 実行した 

り 添字が 1 0 以下の 配列 を 使った と 
きに 確保: されます。 

フリー エリ アは 未使用 領域です。 

フ リー エリ アの 大きさは ユーザー 
エリアの 大きさから 文字 領域、 ス 

タック 領域、 変数 領域、 プロ グラ 

厶 領域を 差し引いた もので、 FRE 
関数で 求める ことができます。 

8000 
(C000) 

FOR —NEXT 文 や G0SUB 文な ど を 

実行す ると •きに BASIC が 戻り ア f 
レスを 退避す る スタック 領域,、 

MSX  BASIC 

ROM 

プロ グラ ム 領域 

(テキス ト エリア） 

変数 領域 

配列 変数 領域 

フリー エリア 

スタック エリア 

文字列 領域 

ファイル コン ト ロール フロック 

ワーク エリア 

メモ1 J マップ 峰 

I 

入門 講座 n 

ユ
—
 

ザ
—
 

エ
リ
ア
 

. 

ア
 ク
シ
 
ョ
ン
ゲ
—
 
ム
は
 
も
ち
ろ
ん
、
 

グ
 

ラ
フ
 
イ
ツ
 
ク
ス
を
 
使
つ
 
た
 ア
ド
 
ベ
ン
 
チ
ヤ
 

1 
ゲ
 I 

ム
も
 
作
れ
る
 
ゾ
。
 

•
カ
ラ
ー
 
表
示
 
16 色

 
M
S
X
-
 
B
A
S
I
C
 
で
 
使
用
で
 
き
る
 

色
は
 
16 芎

 
現
在
の
 
コ
ン
 
ピ
ュ
—
 
夕
の
標
 

準
が
 
8 色

 だ
か
ら
、
 
こ
れ
は
 
ち
よ
つ
 
と
し
 

た
も
の
 
だ
。
 
 

、 

タ
イ
ル
 
ペ
イ
ン
 
ト だ

 中
間
色
 
だ
な
ん
 
て、 

色
を
 
混
ぜ
合
わ
せ
て
 
使
う
 
手
 間
も
な
く
な
 

り、 ポ
ク
た
ち
 

も
 安
心
し
て
 

カ
ラ
ー
 

グ
ラ
 

フ
 イ
ツ
 
ク
ス
が
 
楽
し
め
る
 
よ
う
に
な
 
つ
た
。
 

•
ス
プ
ラ
 
イ
ト
 
機
能
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 

ー 
タ
を
 
知
つ
 
て
い
る
 
人
で
 
も、 

ス プ
ラ
イ
 
ト
と
 
い
う
 
言
葉
を
 
耳
に
 
し
た
 
こ 

と
は
 
あ
ま
り
な
 
い
ん
じ
 
や
な
い
 
か
な
。
 

M 

S
X
 

1 
B
A
S
I
C
 
で
は
 
3
2
 枚
の
 
ス
プ
ラ
 

イ
 ト
と
 
呼
ば
れ
る
 
画
面
を
 
持
っ
 
て
い
て
、
 

そ
れ
ぞ
れ
に
 
8
X
8
 
ド
ツ
ト
 
も
し
く
は
 
16 

X
 

I
6
 

ド
ツ
 

ト
の
 

グ
ラ
フ
 

イ
ツ
 

ク
パ
 

タ
—
ン
 

を
 

定
義
で
 

き
る
。
 

2 
つ
 

以
上
の
 

バ
タ
—
 

ン
 

が
 

重
な
っ
た
 

と
き
は
 

手
前
の
 

面
が
 

優
先
 

さ
 

れ
 

る。
 

ス
プ
ラ
 
イ
ト
 
機
能
の
 
利
点
て
の
 
は、 

た
 

と
え
ば
 
キ
ヤ
 
ラ
ク
 
タ
を
 
移
動
 
さ
せ
た
い
 
と 

き
。
 
同
じ
 
キ
ヤ
 
ラ
 
ク
タ
を
 
少
し
ず
つ
 
位
置
 

を
 か
え
て
 
各
ス
 
プ
ラ
イ
 
ト 面

に
 
定
義
し
、
 

順
番
に
 
表
示
し
て
 
や
る
 
と 動

い
た
 
よ
う
に
 

み
え
る
。
 
ア
ニ
メ
の
 
セ
ル
 
画
と
 
同
じ
 
だ
と
 

思
っ
 
て
さ
し
つ
 
か
え
な
い
。
 
も
ち
ろ
ん
 
今
 

ま
で
の
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー
タ
 

だ
つ
 

て
 キヤ
 

ラ
ク
 

夕
は
 
動
か
せ
た
 け
ど
、
〃
 配
列
，
 と
い
う
 
方
 

法
を
 
用
い
て
 
い
た
の
で
 
実
行
 
ス
ピ
—
 
ド
が
 

遅
か
っ
た
 
の
が
 難
 占 r

 
ス
プ
ラ
 
イ
ト
を
 
使
 

う
と
 
手
軽
に
 
早
く
 
動
か
せ
る
 
つ
て
の
 
が
 ミ 

リ
ヨ
 
ク
 
だ
ね
。
 

た
だ
し
、
 

ス
プ
ラ
 

イ
ト
は
 

あ
く
ま
で
も
 
キ
ヤ
 
ラ
 ク
タ
を
 
動
か
す
 
の
に
 で
き
て
 
い
る
の
で
、
 
大
き
な
 
背
景
を
 
描
く
 

こ
と
は
 
で
き
な
い
 
の
で
 
あ
し
か
ら
ず
。
 

•
 
 

8
 

オ
 

ク
タ
—
 

ブ
 

3
 

重
 

和
音
の
 

音
楽
 

機
能
 

M
S
X
 
 
B
A
S
I
C
 
で
は
 
8
 
オ
 
ク
タ
 

—
ブ
 
3 重

 和
音
の
 
音
楽
 
機
能
を
 
も
っ
て
い
 

る
の
で
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
タ
ミ
 
ユ
—
ジ
 
ッ
ク
 

は
も
ち
 
ろ
ん
、
 
ゲ
—
ム
 
な
ど
の
 
効
果
音
に
 

も
 さ
ま
ざ
ま
な
 
応
用
が
 
き
く
。
 
特
に
®
 
吊 

の
 音
楽
 
演
奏
で
は
 
音
の
 
高
低
、
 
長
短
、
 

テ
 

ン
ポ
 
、
大
小
、
 
音
声
と
 
い
つ
た
 
も
の
 
さ
え
 

指
定
し
て
 
や
れ
ば
、
 
だ
れ
で
も
 
手
軽
に
 

コ 

ン
ピ
ユ
 

I 
タ
ミ
 

ユ 
I 

ジ
ツ
ク
 

が
 

楽
し
め
る
 

ん
 

だ。
 

キ
—
ボ
 
I 
ド
を
 
鍵
盤
に
 
対
応
さ
せ
る
 
プ
 

ロ
グ
 
ラ
ム
 
も
 市
販
さ
れ
 
て
い
る
 
か
ら
、
 
初
 

心
 者
 だ
っ
て
 
安
心
。
 
ポ
ク
た
ち
 
は
 頑
張
っ
 

て
 自
分
で
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
組
め
る
 
よ
う
に
 

勉
強
し
 
よ
う
。
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 

組
め
る
 
よ
 

う
に
 な
れ
ば
、
 

ゲ
—
ム
 
の
 効
果
音
を
 自
分
 

で
 作
つ
 
た
り
、
 
グ
ラ
フ
 
ィ
ツ
 
ク
ス
と
 
合
わ
 

せ
た
り
、
 
楽
し
く
 
な
る
こ
と
 
受
け
合
い
。
 

M
S
X
 
 
-
 
 B
A
S
I
C
 
は
 
他
に
 
も
 
コ
ン
 

ピ
ユ
—
 
夕
に
は
 
不
可
欠
な
 
数
値
計
算
、
 

文
 

字
の
 
取
り
扱
い
 
な
ど
、
 
ど
れ
を
 
と
っ
て
も
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演算 記号 

X 木 

例： 10X10=100 

PRINT  10 氺 10 

100 

OK 
■ 

満
足
の
 

い
く
 

高
水
準
な
 

機
能
を
 

た
く
さ
ん
 

も
つ
 
て
い
る
。
 

こ
れ
か
ら
 

順
次
 

紹
介
し
て
 

い
く
 

こ
れ
ら
 

の
 

機
能
を
、
 

生
か
す
 

も
 

殺
す
 

も
す
 

ベ
て
 

キ
 

ミ
し
 

だ
い
だ
。
 

心
し
て
 

か
か
つ
 

て
 

く
れ
。
 

目
指
せ
 

プ
 

□
グ
ラ
マ
—
 

!?
 

B
A
S
I
C
 

講
座
を
 

は
じ
め
る
 

上
で
 

確
 

認
 

し
て
 

お
き
た
い
 

の
は
、
 

ポ
ク
た
ち
 

は
コ
 

ン
ピ
ユ
 

ー
タ
の
 

専
門
家
を
 

目
指
し
て
 

る
ん
 

じ
 

や
な
い
 

つ
て
 

こ
と
。
 

ハ
—
 

ド
ウ
 

エ
ア
の
 

動
作
 

原
理
 

や
 

ソ
フ
ト
ゥ
ェ
ア
の
 

専
門
知
識
 

な
ん
て
 

知
ら
な
く
て
 

い
い
、
 

と
に
か
く
 

ボ
 

ク
 

た
ち
 

素
人
が
 

気
軽
に
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
を
 

い
じ
る
 

こ
と
が
 

目
標
な
ん
 

だ
。
 

M
 
s
x
 
 
-
 
 B
A
S
I
C
 
の
 
コ
ン
 
ピ
 
ユ
ー
 

夕
に
 
 指
示
を
 
与
え
る
 
 
た
め
の
 
 
命
令
は
 
 
百
以
 

上
 

あ
る
。
 

こ
れ
ら
の
 

命
令
は
 

英
語
を
 

学
ぶ
 

ときの 英単語と 同じで、 それだけ 
覚 

え
て
い
て
も
 

使
い
方
が
 

わ
か
ら
な
け
れ
ば
 

役
に
立
た
な
い
 

。
ち
ゃ
ん
と
 

文
章
に
 

組
み
 

立
て
な
い
 
と 会

話
は
 
成
立
 
し
な
い
ん
だ
。
 

こ
の
 

講
座
は
 

『
英
語
 

会
話
 

集
』
 

な
ら
ぬ
 

『
B
A
S
I
C
 

会
話
 

集
』
 

だ
と
 

思
つ
 

て
く
 

れ
 

。
気
 

む
ず
か
し
 

屋
の
 

コ
ン
 

ピ
ュ
ー
 

タ
と
 

う
ま
く
 
や
つ
て
 
い
く
た
め
 
の
、
 
ち
よ
つ
 
と
 

気
の
利
い
た
 
会
話
 
術
を
 
教
え
る
 
ゾ
！
 

マ
シ
ン
の
 

セ
ツ
 

ト
が
 

す
ん
だ
ら
 

電
源
を
 

入
れ
て
 

み
よ
う
。
 

初
期
 

画
面
が
 

表
示
さ
れ
 

,, 
 

O 
 

K 
〃
の
 

サ
イ
ン
が
 

出
た
ら
 

i
 

完
了
。
 

い
よ
い
よ
 

ゴ
ン
ピ
 

ユ
—
夕
 

に
 

命
令
を
 

出
す
 

ゾ
！
 

恐
が
ら
ず
に
 

気
軽
に
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
に
 

触
 

わ
っ
て
 

く
れ
、
 

大
切
な
 

の
は
、
 

互
い
に
 

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
 

で
き
る
 

か
で
 

き
な
い
 

か
に
 

か
か
っ
て
 

い
る
の
 

だ
。
 

•
画
面
に
 

字
を
 

書
く
 

で 
刀 

I 
 

N
T
 
 

MS
  

X、
、 

と 
キ
—
を
 

叩
い
て
、
 

ク 
R
E
T
U
R
N
"
 

と
か
 

か
れ
た
 

キ
—
を
 

押
し
て
 

く
れ
。
 

次
の
 

行
に
 

M
S
X
 

と 
表
示
 

さ
れ
"
 

O
K
 

〃
の
 

サ
イ
ン
が
 

出
た
 

だ
ろ
う
。
 

"
P
R
I
N
T
"
 

は
 

r
 

文
字
を
 

表
示
せ
 

よ
」
 

っ
て
い
 

う
 

命
令
な
ん
 

だ
。
 

使
い
方
は
、
 

P
R
I
N
T
,
 
 

"
と
 

入
力
す
 

る
。
"
 

(
ダ
ブ
ル
 

ク
オ
—
 

テ
—
 

シ
 

ョ
ン
)
 

の
 

間
に
は
 

表
示
 

さ
せ
た
い
 

文
字
、
 

数
字
、
 

グ
ラ
フ
 

イ 
ッ
ク
 

記
号
を
 

直
接
 

キ
ー
ポ
 

I 
ド
か
ら
 

打
ち
 

込
ん
で
 

や
れ
ば
 

い
い
。
 

電
源
を
入
れ
た
 

時
点
で
は
 

キ
—
 

ボ
ー
ド
 

は
 

ア
ル
フ
 

ァ
べ
ッ
 

.
卜
の
 

小
文
字
が
 

出
力
 

さ
 

れ
 る
よ
う
 セ
ッ
 ト
さ
れ
て
 
い
る
。
 
大
文
字
 

を 
出
す
 

に
は
"
 

C
A
P
,
 

キ
—
 

、
ひ
ら
が
 

な
は
"
 か
な
々
 
キ
 I、 

カ
タ
 カ
ナ
は
々
 力 

ナ
 々
キ
—
 
と
"
 
C
A
P
 
〃
キ
—
 
を
 同
時
に
、
 

グ
ラ
フ
 

イ
ッ
 

ク
を
 

出
す
 

に
は
"
 

G
R
A
P
 

H
"
 
キ
ー
を
 
そ
れ
ぞ
れ
 
押
し
て
 
く
れ
。
 

キ
 —

ボ
—
 

ド
に
 

関
す
る
；
^
 

は、
 

特
集
の
 

中
 

で
も
 

取
り
上
げ
て
 

い
る
の
で
 

ジ
ッ
 

ク
リ
読
 

ん
で
ホ
 
シ
イ
。
 

•
 

M
S
 

X 
に
 

計
算
を
 

さ
せ
る
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
に
は
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
ら
 

し
く
 

計
算
を
 

さ
せ
て
 

み
よ
う
。
 

M
S
X
 

の
 

計
 

W
E
 

度
は
 

な
か
な
か
 

高
く
 
 

(
十
四
 

桁
の
 

倍
精
度
 

演
算
)
 

科
学
 

計
算
 

や
 

実
験
 

デ
—
 

夕
 

の
 

処
理
な
 

ど
 

充
分
に
 

こ
な
す
 

能
力
を
 

持
つ
 

て
い
る
。
 

計
算
を
 

さ
せ
る
 

に
は
、
 

P
R
I
N
T
 

命
 

令
と
 

四
 

則
 

演
算
 

(
足
し
算
、
 

引
き
算
、
 

割
 

り
算
 

、
か
け
 

算
)
 

な
ど
の
 

演
算
 

記
号
を
 

組
 

み
 

合
わ
せ
て
 

使
ぅ
。
 

■□ 刀 I  NT  3  +  5 と 打ち込んで 

"リター 

ン 
み 
キ—を 

押す 

と 
8 
が 
表示 

される。 

これ 

だけでは 

電卓と 

変わら 

ない 
が、 

演算 
記号の 

入り組んだ、 

力 

ッコの 

付いた 

計算 

式 
や 
関数を 

扱った 

もの 

も、 

コン 
ピユー 

タは 

順序よ 

く処 

理 
して 

くれる。 

数学の 

宿題を 

その 

ま 

ま 
コン 
ピユ— 

夕に 

入力して 

やれば、 

I
 発
で
 
答
え
が
 
出
て
 
く
る
つ
 
て
こ
と
 
だ
。
 

も
つ
 
と
も
 
ノ
—
 
卜
に
 
書
く
 
計
算
 
式
と
 
コ
ン
 

ピ
ユ
ー
 
タ
に
 
入
力
す
 
る
 式
で
は
、
 
書
き
方
 

が
ち
よ
 
つ
と
 
違
う
 
の
で
 
注
意
が
 
必
考
 

演
 

算
 記
号
の
 
対
応
 
表
を
 
載
せ
て
 
お
く
の
で
 
よ
 

く 見
て
 
く
れ
。
 

次
回
か
ら
は
 

実
際
に
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

を
つ
 

く
り
な
が
ら
 

勉
強
し
て
 

い
く
。
 

今
回
の
 

よ
 

ぅ
に
 

| 
度
 

だ
け
 

リ
タ
—
 

ン
を
 

押
し
た
ら
 

終
 

わ
り
で
 

な
く
、
 

メ
モ
リ
に
 

記
憶
し
て
 

何
度
 

で
も
く
 

り 
返
し
 

実
行
で
 

き
る
 

の
が
 

プ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
 

だ
。
 

内
容
 

も
 

そ
れ
だ
け
 

高
度
に
な
る
 

け
ど
、
 

く
じ
け
ず
に
 

ガ
ン
バ
 

ロ
ウ
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
を
 

ポ
ク
た
ち
 

の
 

手
 

や
 

足
に
 

し
て
 

し
ま
、
 

つ ゾ
！
 

n
 

ン
ピ
ユ
 

I
 

夕
を
 

い
じ
つ
 

ち
 

や
え
！
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さあ、 キミは どの ソフ トを 使って MSX と コミュニケ ー トする のかな!？ ソフ トの 具体的 
な 説明 • 解説は なんた って MSX マガジン のこの コーナーが 一番の！ 9。 今月は どんな ソフ 
卜が 登場す るか、 興味 津 々 だね。 あっと 驚く、 楽し さ 面白さが いっぱいつ まっている ソ。 

まずは、 ズ ラ〜 リ とソフ トの 勢撤 い。 これで MSX ソフ トの 現状が ひと 目で わかっ ち や ラ。 

NFORMATION 
逢 目 、熱狂 モ ンの ソフト がズ ラリ 勢 揃 V/ 

ゲーム 名 
仕様 

価格 会社 名 
内容 

アド ベン • チュー 太 
ROM 4,800円 

MIA 
カエ ル やへ ビと 戦いながら ネズ ミの チュー 太が まんまと ダイヤを 盗み 

出します- 

1  LOVE シリーズ 
ROM 4,800円 

コナミ 

今月 号で 紹介 P.45  •  46 

あ 一み だ 一く じ テー プ 2,800円 ポニカ *オ レたち ひよう きん 族 # で おなじみ "あみだ ハ フゞア， の 武器 あみだを 

MS  X 対応に した 少年 向き ゲーム。 

アニマル •ケア テ ーカ ー/ザ •セブン ズ •デイ 
テープ 4,500円 オーク 

今月 号で 紹介 P.4I 

アニメ エディタ 、、エ デイ,， 
ROM 4,800 円 

HA  L 研究所 

今月 号で 紹介 p.47 

イ リーガス Episode  IV ROM 4,800円 

アスキー 

今月 号で 紹介 p. 55 

ウォー リァ 
ROM 4,800円 

アスキー 

今月 号で 紹介 P.  55 

エクスチェンジ ヤー 
ROM 4,800円 

アスキー 

今月 号で 紹介 p.  40 

MSX— 21 ROM 4,800円 

アスキー 

独りで も ポーカー、 ブラ ツ ク ジャックが 楽しめる カー ド ゲーム c 

MSX ダービー 
ROM 4,800円 

アスキー 

過去の レース データ 迄 割り出し てく れる マイコン 版 競馬 ゲーム。 

おてんば ベッキーの 大 冒険 
ROM 4,800円 M  1  A 

おてんば ベッキーが エイ リアンの 住む 家を 探 埃： 穴を 堀って 落とせば 

エイ リアンは リンゴに 変身。 それを 食べれば 得点になる 

音感 トレーニング 
ROM 4,800円 リット ー ミュージック リ ズム感 や 音楽 センスを一 層 磨き あげる …… という 有意義な ソフト. 

CAR  RACE ROM 4,800円 アンプル ソラ ト 普通の カーレースに 燃料 浦 給と いう 新 要素を 加え 走行距離を 競う ゲー 

ム。 
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ゲーム 名 仕様 
価格 会社 名 

内容 

カエ ルシェ ルター 
未定 未定 

日本 ソフトバンク 
カエ ル 型 エイリアンを _ する ゲーム r ミサイルを 擊つ にしたがって ! 
カ エルは 卵 か ら オタ マジ ャ クシへ と 変態 ま た 変態， 

化学 • 元素 記号 マスター テープ 3,800円 
ストラット フォード. コン ビュー ター センター 

.. . ン  ■:  .  .  .へ.'.  .  . . : 
ゲーム 気分で •(详 . 元素 記号が マスターで きます。 

カッ プル テープ 4,800円 
アート サプライ 

いろ いろな 1 重 頃の カ タチ や 単語、 遊び道具 など 同 じ 仲間 か 娜れ たら 
素早く キーを 押して ポイントを あげる 感覚 ゲーム c 覚 

カラー •卜 ー チカ ROM 4,800円 マジック ソフト 卜 ー チカに 攻めて 来る 敵を 片端から 榜 接杉番 射して いく カン タンな ゲー 

ム〇 

カラ ー ボ ー ル 
ROM 

4,800円 ハドソン •ソフト 色と リど りの カラー ボールを フライ バンで 打ち上げる 。 打ち方が 良け 

れば 得点になる、 カラー ディ ス ブレイの 美しい ゲーム。 

カラー • ミッ ドウ ェイ ROM 4,800円 
マジック ソフト 

3 機の 飛行機で、 敵 担 隊を潘 弾^ 撃を していく 戦争 ゲーム。 

カ ロリ ー 計算の プロ グラム 
ROM 5,800円 オーク 

今月 号で 紹介 P.47 

ギャング マン 
未定 

较 
日本 ソフ ト バンク 

S 袋と ダイヤを 满 K した ギャングの 車を 追い かける カー. レース •ゲ 

-ム。 

ギャング •マスター 
ROM 4,800円 

アスキー 

銀行に 押し入って 金を 奮い、 警察に 捕ま ら ないよう に 逃げる ギャング 

ゲーム 
ク レイジ ー トレイン ROM 

未定 
SON  Y 

今月 号で 紹介 P.43 

クレージー ブレット ROM 4,800円 

アスキー 

タンク (戦車) と タンクが ミサイルを 擊ち 合って 戦う ゲーム。 

コメット テイル ROM 4,800円 

アスキー 

今月 号で. 紹介 P. 42 

ゴルフ ゲーム ROM 4,800円 

アスキー 

クラブの 獅 から 力の 入れ 具: 合、 バン カー、 ウォー ター ハ ザート。 
9 つの 難 コースと プレイヤーカ ベる 本格的 ゴルフ. ゲーム。 

コン ドリ ROM 4,800円 

クロス トーク 
今月 号で 紹介 P.  53 

コンピュータ • オセロ ROM 
3,500円 SONY 難易度を 四 段階に 変えられる オセロ ゲーム。 



ゲーム 名 仕様 価格 会社 名 

内容 

ザ • スノ 《イ ダー 
未定 未定 日本 ソフ ト バンク 

すさまじい スピードで ロケ ッ トに 向って くる 謎の U  FO を擎 って、 寒 

ちまく る ゲーム。 

ザ • ドッキング テープ 4,800円 
アー ト サプライ 

ブロ ッ ク崩 しと 英単語の 暗 同時にで き る ゲーム。 

ザ •ブレイン ROM 4,800円 

アスキー 

6 人まで プレイヤーの 数を ふやせる、 音と 光を 頼りと する MS  X 版の 

神経衰弱 ゲーム。 
THE  HUSTLER ROM 4,500円 

コナミ 

今月 号で 紹介 P.42 

ジグ ソー セット 
ROM 4,800円 

M  1  A 
コアラ、 橋、 媒の 3 衝 頁の 絵を ジグソーパズル のように 組み合わせて 
完成させる。 絵は 6 から 96 まで 4 段階。 

ジュノ ファースト ROM 未定 SONY 今月 号で 紹介 P.40 

小学生の 算数 •かけ 算 
テープ 3,600円 オーク 今月 号で 紹介 P. 44 

小学生の 算数 •小数 I  *11 テープ 各 3,600円 
オーク 

今月 号で 紹介" 

小学生の 算数 •ひき 算 •たし 算 テープ 
各 3,600円 

オーク 
今月 号で 紹介// 

小学生の 算数 •分数 I  -II テープ 各 3,600円 オーク 今月 号で 紹介" 

小学生の 算数 •わり 算 •図形 テープ 各 3,600円 

オーク 
今月 号で 紹介// 

ジヨ ー キングマン ROM 4,800円 
クロス トー ク 

今月 号で 紹介 P.  55 

スカイ ダイ バー 未定 
未定 

日本 ソフ ト バンク 

飛行機で 空を 飛び 向かって く る 鳥 や 風船 爆弾、 エイ リアンな ど 片っ端 
から 翠ち 落と していく ゲーム。 

スクランブルエッグ ROM 4,800円 アンプル ソフトウェア. 烏が 次々 と 生み落と していく 卵を 擎ち 落と しながら ポロ ロン 号を 進行 

させる ゲーム。 

スター コマンド ROM 

M00 円 

アスキー 

現 JI にはない 空想の 武器、 宇宙 躲で 教え る ロマ ン あふれる シミ ユレ ー 
シヨ ンゲ ー ム；） 

ステップ • アップ 
ROM 4,800円 

H  A L 研究所 
次々 に 襲って く る 敵を 避けながら ビルに 仕掛けられた 階段を 上がり 屋 

上の 宇宙船に た どり 付く ゲーム。 

SUPER  COBRA ROM 4,000円 
コナミ 

今月 号で 紹介 P.40 

スーパー スネーク ROM 4,800円 
H  A  L 研究所 

今月 号で 紹介 P.43 

3D テニス ROM 4,800円 

アスキー 

シングル でも ダブ ルスで も、 はたまた マシン 相手で も 楽しめる MS  X 

版 3  D テニス。 

SUPER  DRINKER ROM 4,800円 ァンプル ソフトゥェァ 
街から 街へ 追 L 、かける ポリス マン を かわし ながら、 そこ かしこ に 匿い 

て ある 酒を 飲み干して 走り続ける ゲーム c 

スーパー ビリヤード ROM 
4,800円 

H  A  L 研究所 
今月 号で 紹介 p.42 

SQUISHEM ROM 4,800円 
シリウス 

発売元 (株) アスキー 

今月 号で 紹介 P.54 

スペース メイズ アタック ROM 4,800円 
H  A  L 研究所 

今月 号で 紹介 P. 4 丨 

ゼロ フ ァイ ター 未定 
未定 

日本 ソフトバンク 
_ と 同 じ 位置に 来た 時の み繫ち 落と す 事が できる という、 ノ 、イロ ット 

気分 满 点の 追擎 ム 。 

TIME  PILOT ROM 4,800円 
コナミ 

今月 号で 紹介 P.4I 

TURMOIL ROM 4,800円 
シリウス 

発売元 (株) アスキー 

今月 号で 紹介 P.40 

攻 華して く る 触 « を迎擎 しながら、 どんどん 先へ 進んで 行く ウォー • ゲーム。 ジェッ ト 機を 8 ネ動 頁の 方向に 動かして 空中戦を 楽しむ。 ダビデ n ROM 4,800円 ァンブル ソフトゥェァ 

楽しい 算数 (小 4 〜 6  •各 上下） テープ 3,800円 
ストラット フォ-ド， コンピューター センター 

今月 号で 紹介 P.45 

中学 必修 英単語 (い2*3 年） テープ 各 3,800円 
ストラツ ド フォー ド. コン ビュー ター センター 

短時間で 英単語が 暗記で き るよう にプ 〇 グラミ ング。 学年 ごと に 3 種 

類 ぁり。 

ドラゴン •アタック ROM 4,800 円 
H  A L 研究所 

宇宙から 攻めて 来る 巨大な ドラゴンの 群れ。 かつて 大 ヒットした  '"イ ン ベー ダー. ゲーム* の 要は パリ エー シ ヨン。 

NYOROLS ROM 4,800円 M  1  A 巨大な へビ ，ニ ョ ロス* と 人魂を 分身 能力を 持つ 人間 力 台して ゆく 

怪奇 ムー ドの ゲーム。 

38 



% 

ゲーム 名 
仕様 

価格 
会社 名 

内容 

日本史 年表 テープ 3,800円 
スト ラッド フォ-ド • コンピューター セン ター 

能率よ く 日本史 年表/) "8 音 記で き ます。 

ハイ ウェイ スタ ー 
ROM 4,800 円 ウ  X  イリ  ミット 今月 号で 紹介 P.54 

バイナリ イ • ランド 
未定 

未定 

日本 ソフトバンク 
64 タイ ブ ある 迷路に- 4 且の カッ プルを 入れて、 それぞれ 違う 道を 行か 

せながら も 一^に ゴールインさせる ゲーム。 

パイ パニック ROM 4,800円 

アスキー 

今月 号で 紹介 P.5I 

パスボール 
ROM 4,800円 

アスキー 

3 D 版の 2 人 制 バレー ポール。 影を 頼りに ボールの 位置を 正確に つか 
むの が キー •ポイント。 

パソコン 作曲家 ROM 4, 8 ㈤円 
リッ トー ミュージック 

楽器が 弾けなくても、 音譜を 読めなくても、 手軽に 作曲が 楽しめる ソ 
フト。 

/ 《ワ ー フェイル 

未定 
未定 日本 ソフ ト バンク 

回路を 切断し よう とする オジ サンを ト ンカ チで 気^させながら、 バッ 
テリ ーから 研究所に 電力を 送る ゲーム。 

ひつじ や 一い 未定 未定 

ハドソン •ソフト 牧場に いる 羊たち を 限の 沈む 前に 柵の 中に 入れて、 狼から 守って あげ 

るメ ル ヘン チック な ゲーム。 

ピクチャー ハ °ズ ル 
ROM 4,800円 

HA  L 研究所 
1 から 15 まで タテ. ヨコ 4 段ず つの コマを 動かして ブタ、 ウマ 、ワ ニ、 

ゾウ、 ネコ 等の 絵を 完成させる ゲー* ム。 

ピッキ ー 
ROM 

4,800円 
HA  L 研究所 

今月 号で 紹介 P.53 

BEE&FLOWER ROM 4,800円 シンク ソフト 今月 号で 紹介 p.  53 

ファイナル 麻雀 ROM 4,800円 M  1  A 1 人から 複数の 人間まで 楽しめる M  S  X 版 麻雀 ゲーム。 

フ ァイ ヤー ポール 未定 
未定 ハドソン •ソフト 部屋 中を 飛び回る フ アイ ヤー ボール （人 玉） を 水銀 銃と 冷凍 光線で 二 

触 策 

ブギヴ ギジ ャング ル ROM 4,800円 アンプル ソフト 
今月 号で 紹介 P.52 

ぶた 丸 パンツ ROM 4,80。 円 
H A L 研究所 

今月 号で 紹介 P.50 

フルーツ サーチ ROM 
4,800円 

H  A  L 研究所 

今月 号で 紹介 P.  52 

ブレーク アウト ROM 4,800円 

アスキー 

ディ ス プレイの パターンが 120 パターン も ある 高度な ブ □ ック 崩し。 

FROGGER 
ROM 

4,000円 
コナミ 

今月 号で 紹介 P.43 

ペァ-" ズ ROM 4,800円 

ア スキー 

今月 号で 紹介 P.52 

ヘビー ボクシング ROM 4,800円 
H  A  L 研究所 

今月 号で 紹介 P.49 

マウ サー 
ROM 

未定 

SONY 今月 号で 紹介 P.5I 

マリ  ンパ トル ROM 4,800円 

アスキー 

の 機雷と 対空^を 使って、 せま り 来る 敵の 潜水)! £ と 飛行機を 

次々 に擎 iS する ゲーム， 

ミッ ドナイ ト ビル ディ ング ROM 4,800円 ウェイ リミット 今月 号で 紹介 p.54 

ミュージック ェディタ ROM 4,80(；円 
HAL 研究所 

今月 号で 紹介 p.  4  7 

ミュージック •ハーモナイ ザ ー 3 ROM 4,800円 
リッ トー ミュージック 

メロディ を 入れる だけで、 なんと その メロディ に 合った 伴奏を 作って < れ る。 

ムーン ラン デイ ング ROM 

未定 

アスキー 

手動に よる 姿勢 帝 胸と ロケ ッ ト 噴射で 月 着陸 船を 月面 基地に 着陸 させ 

る 宇宙旅行 ゲーム。 
MOLE 

モニタ •アセンブラ/ 

グラフィック •ェディタ 

ROM 

テープ 

4,800円 

4,800円 

アスキー 

M  1  A 

穴から ビョコ ピョコ 顔を 出す モグ ラを、 手に した ハンマーで 叩く、 ’モグ ラ 叩き" の MS  X 版 0 

今月 号で 紹介 P.47 

幼児の えいご 
、テープ 

3,800円 
ストラット フォ-ド • コンピューター センター 

幼児 向け 英語教育 用 ソフト。 

ライ ズ アウト 
ROM 4,800円 

アスキー 

今月 号で 紹介 P.42 

ラダー ビル ディ ング ROM 4,800 円 

アスキー 

今月 号で 紹介 P.55 
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▲ 

k ジュノ ファース ト ROM  SONY 

、時く  敵 に激の 
はし 攻 
ワい撃 

in 

流れを 超え、 ポクら は 今、 栄え 

スぺ一 ■スコ マンタ ー となって 

勝利に 向かって 闘い 続ける の だ// 

宇
宙
を
 
舞
台
に
 
し
た
 
戦
闘
 
ゲ
—
厶
 
に
は
 

ス
ビ
 
—
ド
感
 
あ
ふ
れ
る
 
も
の
が
 
多
い
 
け
 

ど、 
と
け
 
わ
け
 
ス
ゴ
 
い
の
が
 
こ
の
 
ゲ
—
 

ム〇 
ひ
つ
き
り
 
な
し
に
せ
 
ま
つ
て
 
く
る
 

敵
 宇
宙
船
を
 
破
壊
し
な
が
ら
、
 
キ
ミ
は
 

エ
イ
リ
ア
ン
の
 
卵
を
 
回
収
し
 
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
。
 
お
そ
つ
 
て
く
 
る 敵

は
 
ホ
ン
 

卜
に
 
バ
ラ
 
H テ

イ
に
 
富
ん
で
 
る" 

擎
っ
 

て
は
 
こ
な
い
 
け
ど
 体
当
り
し
て
 く
る
 
宇
 

宙
船
 、
は
た
ま
た
 

タ
フ
な
 戦
車
 型、 矢

 

印
 型
の
 未
確
認
飛
行
物
体
 や
 ミ
サ
イ
ル
 

の
ま
つ
 
た
く
き
 
か
な
い
 
ゴ
ー
 
ス
ト
 
シ
ッ
 

プ
 な
ど
な
ど
。
 
こ
い
つ
ら
 
が
 も
の
す
ご
 

い ス
ピ
—
 
ド
で
 
キ
ミ
に
 
襲
い
 
か
か
り
、
 

ス
キ
 
あ
ら
 
ば
 卵
を
 
取
ろ
ぅ
と
 
す
る
 
の
 だ。 

時
間
が
 
た
つ
と
 
卵
は
 
エ
イ
リ
ア
ン
に
 
変
 

身、 
猛
烈
な
 
速
さ
で
 
飛
び
 
ま
わ
つ
 
て
し
 

ま
う
 
ぞ
 。
瞬
時
の
 
一
^
と
 
決
断
が
 
ケ
ー
 

ム
の
 成
否
を
 決
定
す
 る'  ア

メ
リ
カ
で
 

大
 好
評
の
 
ゲ
ー
ム
 
が
つ
 
い
に
 
登
場
。
 

高
性
能
 

ヘ
リ
を
 

駆
 

i
O
 

て
、
 

敵
 

基
地
 

を
 

ヤ
ツ
つ
 

け
ろ
/
 

迷
え
る
 

エ
イ
 

リ
ア
 

^  1
 映
画
 

E  •  T. 
は 地
球
に
 落
ち
て
 来
 

て
し
 
ま
っ
た
 

独
り
ぼ
っ
ち
の
 

宇
宙
人
を
 

少
年
が
 
助
け
て
 
あ
げ
る
 
オハ 

ナ
シ
 
だっ 

たね" 
ト 
コ
ロ
は
 
変
 
っ
て
も
 

し 恐
ろ
し
 

い 多
元
 
宇
宙
に
 
飛
び
込
ん
で
 

し
ま
っ
た
 

ら '君は 
ド— 

ス
ル
？
 

相
手
の
 
宇
宙
に
 

突
然
 
出
現
し
て
 

し
ま
っ
た
 

青
 
エ
イ
リ
ア
ン
 

と 黄
 
エ
イ
リ
ア
ン
 

飛
来
す
 

る ブ
ラ
 

ッ 

ク
ホ
 

I 
ル
と
 
ホ ワ

イ
 
ト 
ホ ー 

ル
を
 
使
っ
 

て 入
れ
換
え
て
 

あ
げ
よ
う
。
 

定
め
ら
れ
 

た 時
間
 
内
に
 
戻
し
て
 
あ
げ
な
い
 

と 体
の
 

色
が
 
変
っ
 
て、 

二
度
と
 
ブ
ラ
ッ
ク
 

ホ
—
 

ル
を
 通
過
で
 き
な
く
な
る
。
 

| 面
ク
リ
 

ア
す
 
る
た
 
び
に
 
ド
ン
ド
ン
 

難
 か
し
く
な
 

つ
て
い
 
く
ゾ
 
，'そこ 

か
し
こ
に
 

置
か
れ
 

て ゆ
く
 
機
雷
に
 
少
し
で
 

も 触
れ
た
ら
 

ア 

ゥ
ト
 

エ
イ
リ
ア
ン
 

救
出
は
 
失
敗
 
だ
。
 

目
を
 
ロン 

パ
リ
に
 
し
な
が
ら
 
頑
張
ろ
う
。
 

宇
宙
の
 
混
乱
を
 
き
み
の
 
機
転
と
 
知
恵
で
 

救
う
 
の ダ // : 

つ
い
こ
の
 

間
、
 

ブ
ル
 

ー 
•
サ
ン
ダ
—
 

J 

つ
て
い
 

う 
戦
闘
 

用
へ
 

リ
コ
 

プ
タ
—
 

が
 

主
 

役
の
 

カ
ッ
コ
い
 

い 
映
画
が
 

公
開
さ
れ
 

た
 

け
れ
ど
、
 

キ
ミ
は
 

も
う
 

見
た
 

か
な
？
 

あ
の
 

映
画
を
 

ゲ
—
ム
 

化
し
た
 

の
が
 

コ
レ
 

!
 

と
い
う
の
 

は
ま
つ
 

た
く
の
 

ウ
ソ
だ
 

け
ど
'
 
 

主
役
は
 

ブ
ル
！
 

サ
ン
ダ
ー
 

並
 

み
の
 

ス
ゴ
イ
 

性
能
の
へ
 

リ
コ
 

プ
 

タ
—
 

で、
 

こ
れ
で
 

も
つ
 

て 
敵
と
戦
つ
 

ち
 

や
お
う
と
 

い
う
の
 

が
 

こ
の
 

ゲ
—
 

ム
の
ネ
 

ラ
イ
。
 

で
 

も、
 

敵
の
 

攻
撃
力
 

も
な
か
な
 

か
の
 

も
の
。
 

う
か
う
 

か
し
て
い
 

る
と
 

高
射
砲
 

や
 

ミ
サ
 

イ 
ル
で
 

射
ち
 

落
と
さ
れ
て
 

し
ま
う
 

の
 

ダ。
 

お
ま
け
に
 

U
F
O
 

な
ん
か
 

も 
出
て
 

来
た
 

り
し
て
、
 

な
ぜ
か
 

コ
イ
 

ツ
も
 

敵
と
 

同
様
 

ユ 
ッ
チ
に
 

攻
撃
を
 

仕
 

か
け
て
 

き
ち
 

ゃう
。 

だ
か
ら
し
て
、
 

心
し
て
 

か
か
ら
な
 

け
れ
 

ば
な
ら
 

な
い
 

と
い
う
 

ワ
ケ
 

'
反
；
^
 

#
 

経
 

の
銳
い
 

人
な
ら
 

カ
ン
 

タ
ン
に
 

ハ
イ
ス
 

コ 

ア
を
 

記
録
で
 

き
ち
 

や
う
 

ハ
ズ
ね
 

…
…
 

。 

ス 
ベ
—
 

ス
ウ
 

ォ
—
ゲ
 

レ
ム
の
 

最
新
 

作
の
 

ひ
と
つ
，
 

キ
ミ
が
 

コ
ン
 

ト 
ロ 
 

I 
ル
す
 

る 

の
は
 

最
新
 

銳
迎
擊
 

機
 

ジ
ュ
ノ
 

フ
ァ
 

ー 
ス 

卜
な
ん
 

と、
 

原
子
 

カ
タ
—
 

ポ
を
 

搭
載
 

し、
 

四
次
元
へ
 

ヮ 
ー 

フ
で
 

き
る
 

機
能
を
 

持
つ
 

て
い
る
"
 

ジ
ュ
ノ
 

フ
ア
ー
 

ス
ト
に
 

課
せ
ら
れ
た
 

指
令
は
、
 

敵
の
 

攻
擊
 

基
地
 

マ
グ
ネ
ッ
ト
 

パ
ワ
—
 

ス
テ
—
 

シ
ヨ
 

ン
を
 

ガ
ス
.
 

メ
—
 

ザ
—
 

砲
で
 

破
壊
す
 

る 
こ
と
 

だ。
 

執
ょ
う
 

に 
続
く
 

敵
の
 

攻
擎
を
 

か
わ
 

し
つ
つ
、
 

砲
犖
 

す
る
：
 

反
射
神
経
が
 

問
 

わ
れ
る
 

ゲ
—
厶
 

だ。
 

画
面
は
 

漆
黒
の
 

宇
 

宙
 

、
そ
し
て
 

幾
多
の
 

宇
 

—
 

が
 

飛
び
交
 

う。
 

サ
ウ
ン
ド
は
 

相
変
わ
ら
ず
 

ギ
 

ユ
ン
 

ギ
ュ
ン
 

と 
ダ
ィ
ナ
ミ
ッ
ク
。
 

古
典
的
な
 

玉
 

ズ
キ
ュ
 

I 
ン
の
ゲ
 

1 
ム
に
ワ
 

ー 
ブ
と
 

い
う
 

新
し
い
 

機
能
が
 

加
わ
り
、
 

ょ
り
 

難
 

し
く
な
 

つた
" 

で、
 

あ
る
か
ら
 

し
て
 

ィ 

ン 
ベ
—
 

ダ
—
 

し
か
 

ゲ
 

I 
厶
し
 

た
こ
と
の
 

な
い
 

人
に
は
 

と
ユ
て
 

も 
出
来
ん
 

ぞ
 

一。
 



V 

おもしろ そうな ゲームが いつはい 発壳さ 

れ ている けれど、 お 小遣いの 額は 每月同 

じ 0 これ じゃあ 1 力 fj 1 本 も H えない や 

ぁ …… なんて 泣いて る 雖者 諸君  <  こ あの H 

A  L 研究所から ゲームを プレゼント。 今 

n りで 紹介 している り ルーツ. サーチ』 
と、 前^で 紹介 済みの 『ドラゴン •アタ 

ック』 『ステ ッフ °  • アップ. .3 『ビ クチャ ー • 

パズル』 の 4 稀を そ れぞれ 2 名 様に。 

•宛先〒 110 來 京都 fT 來 

(ft)  HAL 研究所 『M  S  X マ ガ ジン j 係 

まで。 沿1^ ソフト 名を 1 点 明記の I •.官製 

锯祚で ご 仏 幕 ド さい。 12)]2511消 印イ f 効 

r 新たな スペース フ アイ ト 
TIME  PILOT 

■■■ 

ROM  4,800円 コナミ 

4 - 

^9. 卜_吞| 

个 
宁 

いがな 
ゲ 出時 
I て 代 
ム 来の 

ペース メイス アタック 
4,800円 HAL 研究所 

キ
ヤ
 

ラ
 

ク
タ
 

4
 1  _u
 

o 
こ
の
 

ソ
フ
ト
の
 

最
大
の
 

特
徴
は
、
—
 

つ
 

い
'
 

ノ
フ
ト
 

で
 

2;
 

つ
の
 

ゲ
—
ム
 

が
 

楽
し
め
 

ち
 

や
う
と
 

い
 

9 
と
こ
ろ
，
-
 

そ
れ
 

$
 

い
て
 

お
®
 

は
#
!
^
 

の
 

も
の
 

b
 

同
じ
 

だ
し
、
 

入
つ
 

て
い
る
 

ゲ
—
 

ム
も
オ
 

モ
シ
 

ロ 
い-
 

も
う
、
 
 

お
 

小
遣
い
の
 

少
な
い
 

中
学
生
：
 

高
校
生
に
は
 

た
ま
ら
ん
 

魅
力
と
 

い
え
る
 

の
で
は
 

な
い
か
 

し
ら
 

t
 

で
、
 

入
っ
 

t
 

C 
、 

る
 

ゲ
 

ー 
ム
 

な
ん
だ
 

け
ど
 

•'-.
 

ア
ニ
マ
 

j: 
の
 

ほ
う
は
 

牛
を
 

安
全
に
 

育
て
 

り
る
 

ゲ
 

ー 
厶
え
 

さ
^
 

0 
に
 

平
等
に
 

与
え
 

仏
 

け
れ
ば
 

な
ら
な
 

IV
 

し、
 

牛
 

泥
棒
 

: 
に
も
 

気
を
 

使
わ
な
 

け
り
 

や
 

あ
い
け
 

ない
..
 

な
ん
と
も
 

気
を
 

使
う
 

ゲ
 

i 
厶
な
 

の
で
す
 

|
 

も
う
 

|
 

つ
は
 

f
 

ザ
.
 

セ
プ
ン
 

ズ
ニ
ア
 

ィ
 

七
 

次
元
の
 

空
間
に
 

迷
い
込
み
'
 
 

お
 

r
 

け
 

r
 

v
 

ン
ン
が
 

バ
ラ
 

パ
ラ
 

C
 

な
つ
ち
 

や
 

鐘
 

し
て
 

元
の
 

空
間
に
 

ゲ
—
ム
 

ノ
 

も
ち
ろ
ん
 

敵
 

そ
っ
ち
と
 

も
 

戦
 

/-
 

9
 

ケ
 

4
 

ノ f
 
 
f
 

し
す
と
 l> * ?. 

迷
路
 

ゲ
—
ム
 

っ
て
い
 

ぅ
の
 

も 
随
分
た
 

く
さ
 

ん
 

あ
る
け
れ
 

ど、
 

敵
 

だ
け
が
 

迷
路
を
 

素
 

通
り
で
 

き
る
 

の
が
、
 

こ
の
 

ゲ
 

I 
ム
の
ミ
 

，
ソ
 。
無
限
に
 
青
く
 広
が
る
 
迷
路
 
星
雲
。
 

▼
こ
れ
は
 

星
で
 

つ
く
ら
れ
た
 

巨
大
な
 

迷
路
 

な
の
 

じ 
や。
 

宇
 

{K
g 

に 
乗
り
込
ん
で
、
 

こ
の
 

迷
路
を
 

通
り
抜
け
 

秘
宝
 

「フ
 

ォ
ル
 

ス 
」 

に 
た
ど
り
つ
く
 

こ
と
が
、
 

プ
レ
イ
 

ヤ
ー
に
 

与
え
ら
れ
た
 

使
命
で
す
 

ゾ
 

。
こ
 

の
 

「
フ
ォ
 

ル
ス
」
 

な
ん
と
 

16
 

面
 

ク
リ
ア
 

し
た
 

後
の
 

迷
路
 

星
雲
の
 

奥
に
 

ヒ
ッ
ソ
 

り 

と 
隠
さ
れ
て
 

い
る
の
 

ダ。
 

敵
は
 

迷
路
を
 

平
気
で
 

素
通
り
し
て
 

攻
擊
 

し
て
く
 

る
の
 

で
 

御
注
意
を
 

/
 
 

I 面
 

ご
と
に
 

「フ
 

ォ
ル
 

ス
の
 

鍵」
 

に 
ド
ッ
キ
ン
グ
し
て
、
 

次
な
 

る 
迷
路
に
 

ワ
—
プ
 

し
よ
ぅ
。
 

果
た
し
て
 

キ
ミ
は
 

最
後
ま
で
 

ワ
—
プ
 

を
 

続
け
ら
れ
 

る
か
な
。
 

反
^
#
:
 

経
 

ゲ
—
ム
 

で
は
 

定
評
 

あ
る
 

H
A
L
 

研
の
 

恐
怖
の
 

宇
宙
 

迷
路
 

ゲ
 

—
ム
 

だ。
 

N
 

T
V
 

で
 

毎
年
 

m
 

に
 

「
全
日
 

素
人
 

間
 

コ
ン
テ
ス
ト
 

J 
っ
で
 

番
組
を
 

故
 

送
し
て
 
い
る
け
 

- 
tl
 

ど
、
 

視
聴
率
は
 

か
な
 

リ
ィ
 

ィ
 

ん
だ
っ
 

て
ネ
 

自
分
の
 

力
で
 

空
を
 

m
 

ぶ
 

っ
て
い
、
 

っ
の
は
、
 

い
つ
の
 

铸
代
で
 

も
 

入
 

間
の
 

憧
れ
な
ん
 

じ
 

や
 

あ
な
い
 

か
し
ら
ん
？
 

で
、
 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

に
 

出
て
 

来
る
 

飛
行
機
 

っ
て
い
 

う
の
は
 

そ
ん
な
 

人
間
の
 

愔
れ
の
 

産
物
っ
て
 

い
う
 

感
じ
の
'
 
 

か
な
 

リ
オ
！
 

ル f  •タ
ィ
プ
の
 飛行
 ̂' かほ

と
 ん ど。 

聾
 

機
ぁ
リ
 

、
人
力
 

飛
行
機
.
 

さ
ま
ざ
ま
な
 

種
類
の
 

飛
 

#
 

M
 

つ
ち
 

や
っ
て
 

い
る
ん
だ
 

は
れ
 

-} < 

ツ
ら
を
 

キ
ミ
の
 

最
 

i
 

オ
ン
：
 

.： 
！ 

彳 

機
 (？) は

 射
ち
 落
と
し
な
が
ら
、
 
少
し
 

〇 
先
に
 

進
ま
ね
ば
 

な
ら
な
い
 

と
い
う
 

擊
ち
 
m
 と
す
 
ほ
か
に
 
も
 キ
 ビ
ン
に
 

1 
ツ
ク
、
 

あ
つ
 

ル
 

ど
ん
 

先
に
 

進
む
 

っ
ち
 

1 

身
を
 

交
わ
す
 

つ
て
 

テ
ク
 

1
 

1
1
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こ
れ
、
 

ほ
 

10
 

W
 

里
 

夜
空
を
 
駆
け
ぬ
 
け
る
 
流
れ
星
を
 
君
は
 
見
 

た
 コ
ト
が
 
t
 
か
，
^
.
 
星
の
 
ょ
う
に
 
広
 

.
 
 

い
 宇
宙
を
 
飛
び
回
る
 
夢
は
 
誰
で
も
 
持
っ
 

l
 
 

▲
て
る
 
答
 。
そ
ん
な
 
夢
を
 
か
な
え
さ
せ
て
 

び
ク
 

ネ
ク
ネ
 

ク
ム
 

く
れ
る
 

の
が
、
 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

。
コ
 

メ
ッ
 

卜
と
は
 
彗
星
の
 
コ
ト
。
 
君
は
 
長
い
 
尾
を
 

持
っ
た
 
流
れ
星
に
 
な
っ
て
 
宇
宙
を
 
飛
び
 

続
け
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
。
 
唯
 
I
 の
 エ
ネ
 

ル
 ギ
—
は
 
宇
宙
を
 
漂
う
 
塵
た
ち
 
な
の
 
だ
。
 

自
分
と
 
同
じ
 
色
の
 
ソ
 レ
を
 
食
べ
る
 
と
ほ
 

う
き
の
 
部
分
は
 
ド
ン
ド
ン
 
長
く
な
る
。
 

キ
ミ
と
 
そ
っ
く
 
り
の
 
動
き
を
 
す
る
 
敵
を
 

避
け
な
が
ら
 
飛
び
回
ろ
う
。
 

頭
の
 
部
分
 

を
 壁
 や
ほ
う
き
 
に
ぶ
つ
 
け
た
ら
 
ゲ
—
ム
 

は
 負
け
。
 
あ
る
 
程
度
 
成
長
し
た
ら
、
 

脱
 

出
口
が
 
開
い
て
 
次
の
 
面
へ
。
 
画
面
は
 
ナ
 

ン
ト
 
50 面

ま
で
。
 
宇
宙
は
 
と
て
つ
も
な
 

く 広
 い
ん
だ
。
 
何
が
 
起
こ
る
 
か
 予
測
 
も
 

つ
か
な
い
。
 
さ
あ
 
ク
ネ
 
ク
ネ
 
と
ど
 
こ 迄

 

も
 飛
び
 
続
け
ょ
う
。
 

ワ
イ
ン
 
片
手
に
 
ビ
 

K
 
 

u
x
r
l
k
f
c
u
«
 

む
夕
 S
 
か
な
…
 

0 

'
 
 

-
 
 

-1
- 

I
 
 

I
s
 

ヤ 

U-
 

ビ 

タ
キ
シ
 
1 
ド
に
 
バ
ッ
チ
り
 
身
を
 
固
め
て
 

ワ
 V
 ン
を
 
傾
け
つ
つ
、
 
ビ
リ
ヤ
 

ー 
ド
な
 

ぞ
 た
し
な
 む
 夕
暮
れ
，
'
 
 紳
士
た
 
る
 も
の
 

た
ま
に
は
 
こ
 
/ V. な

 時
の
 
過
ご
し
 
方
 t): 必

 
要
 じ
 や
な
い
？
 

ビ
リ
ヤ
 
{
ド
と
 
言
え
ば
 

大
人
の
 
ゲ
—
ム
 
と
 考
え
ら
れ
 
が
ち
 
だ
け
 

ど
、
 
こ
の
 
ス
—
バ
 
—
ビ
 
リ
ヤ
—
 
ド
を
 
使
 

え
 ば
 ス
グ
に
 
君
も
^
 
K
 レ
ィ
ヤ
 
ー 
に
な
 

れ
 る
ん
だ
 

7 個
の
 
ボ
彳
ル
 
の
 動
き
は
、
 

ま
さ
に
 
リ
ア
ル
 
そ
の
も
の
。
 

そ
ぅ
 
本
場
 

I
 

な
み
の
 

' 1 
フ 

I 
ル」
 

競
技
が
 

ま
さ
に
 

存
分
 {3 や

れ
る
の
で
 :
^
 
1
度
は
い
 

ろ
い
 
ろ
 変
え
ち
 
れ
 る
か
ら
、
 
初
心
者
で
 

始
め
た
 
君
 も
 腕
を
 
ミ ガ

ク
 
に
し
た
 
が
っ
 

て
 
一
流
の
 
テ
ク
 
ニ
 シ
ャ
ン
に
な
る
 
コ
ト
 

も 可
能
 だ
よ
、
 
さ
あ
 自
分
の
 玉
 以
外
を
 

全
部
 

ボ
ケ
 

ッ 
ト
に
 

沈
め
る
 

ま
で
 

何
回
 

か
 

か
る
 
か
な
？
 

数
学
的
な
 
推
理
と
、
 
微
 

妙
な
 
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
 
駆
使
し
て
 
ピ
リ
ヤ
 

ド. ' (7> 奥
義
を
 
き
わ
め
 
ま
し
よ
り
 

m
 
妾
 
i
n
l
D
s
i
i
m
 

一
 j
 
 
大
阪
 
城
の
 
地
下
に
 
あ
る
 
巨
大
な
 
迷
宮
に
 

u
!
f
^
 

:
3
 

c
o
 

s
?
 

3
s
 

E
[
 

落
と
さ
れ
た
 

ひ
と
り
の
 

忍
者
が
 

キ
ミ
 

だ
。
 

• 

4
5
 
つ
 
て
 
大
明
拥
 
在
 

白
ぃ
 
装
束
に
 
身
を
 
固
め
て
 
上
へ
 
上
へ
 
と
 

/
 
 

登リ 続
け
な
け
れ
ば
 
ならない。 

手に 

す
る
 
武
器
は
〒
 
の
 ピ
ス
ト
ル
 
だ
け
。
 

城
は
 
固
い
 石垣
で
 

つ
く
ら
れ
た
 

迷
路
に
 

な
っ
て
 
い
る
。
 
赤
 装
束
の
 
f
 
心
 者
の
 
追
 

跡
を
 
か
わ
し
な
が
ら
 
渡
 板
を
 
渡
り
、
 
梯
 

子
を
 登
リ
 続
け
て
 く
れ
。
 
行
く
先
々
 
に
 

落
ち
て
 
い
る
 
千
両
箱
は
 
シ
ッ
 
カ
リ
と
 
い
 

た
だ
い
ち
 
や
お
ぅ
、
 
そ
の
 中
に
 
た
っ
た
 

ひ
と
つ
 
上
に
 
登
れ
る
 
戸
を
 
あ
け
る
 
鏺
が
 

ひ
そ
ん
で
 

い
る
 ノ
ダ
 。
下
に
は
 

深
い
 水 

«
 か
 キ
ミ
の
 
落
ち
て
 
く
る
の
を
 
待
ち
 
受
 

け
て
 
い
る
 
ぞ
 。
ピ
ス
ト
ル
で
 
石
垣
を
 
崩
 

し
な
が
ら
、
 
と
き
に
は
 
走
リ
 
、
と
き
に
は
 

飛
び
降
り
て
 
大
阪
 
城
を
 
駆
け
ぬ
 
け
よ
う
。
 

迷
路
を
 
解
く
 
だ
け
 
じ
 
や
な
く
 
パ
ズ
ル
 
的
 

要
素
 
も
 加
わ
っ
て
、
 
忍
者
 気
分
を
 
満
喫
 

さ
せ
て
 
く
れ
る
 
ゲ
—
厶
 
だ
ヨ
。
 

ア
メ
 
リ
ガ
に
は
 
r
 の
ゲ
 
—
ム
と
 
同
 U: 名

 

前
の
、
 や
た
ら
と
 ァ
ソ
 n e

 卜 
•
ァ
ッ
 

プ
 

ば
か
め
 
が
 載
っ
 
て
い
る
 
エ
 〇 本

 

が
 あ
る
け
れ
 ど
：
-
 
こ
の
 ゲ
—
ム
 と
は
 

ま
つ
た
 
く 
関
係
の
 
な
い
 
お
話
し
：
^
 
m
 

は
ポ
—
 
ル
，
 
ニ
 
ユ
ー
 
マ
ン
、
 i
 
の
 映
画
 

に
も
 
あ
っ
た
 
ょ
う
に
、
 
プ
 
a の

 ピ
リ
ヤ
 

—
ド
師
 
の
こ
と
 

つ
ま
り
'
 
 玉
突
き
の
 

こ
と
な
の
で
 
す
ょ
。
 

で
、
 
ピ
リ
ヤ
—
 
ド 

に
は
 

- ? 一一つ 玉
，
"
 E3 つ

 玉
，
"
 ボ
ケ
 ッ 

卜 
1
 と
'
 
 ィ
ロ
 
ィ
ロ
な
 
遊
び
 
方
が
 
あ
る
 

け
れ
ど
、
 

こ
の
 ゲ
—
ム
 
で
 遊
べ
る
 
の
は
 

い
ち
ば
ん
べ
]
 

N
 ッ
ク
な
 
々
四
つ
 
玉
々
 

の
 ビ
リ
ヤ
 
I 

ド" 
ま
あ
、
，
 
119 つ

 玉
々
 
で
 

玉
に
 
当
て
る
 
コ
ツ
 
を
つ
 
か
ん
で
 
お
き
さ
 

え
 す
れ
ば
 
他
の
 
ゲ
 ー 
厶
に
も
 
路
用
で
 
き
 

ち
 
や
う
 
わ
け
 
だ
か
ら
し
て
、
 

こ
れ
 だ
け
 

は
 

. 
U
 
つ
か
り
 
身
に
 
つ
け
て
 
お
き
た
い
 
も
 

の
。
 
広
い
 
ス
べ
 
I 
ス
を
 
必
要
と
 
し
な
い
 

つ
て
い
 
う
の
 
も
 ウ
レ
 
シ
ィ
 
ね
。
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まつの 
< ては 

れェつ 

邦画に も コンビ ユー タが 導入 

1
1
 

さ
ん
の
 
旅
は
 続
 <
 

運
転
手
が
 
居
眠
り
を
 
し
て
し
 
ま
つ
た
 
の
 

か、 
そ
れ
と
も
 整
備
に
 ミ
ス
が
 あ
つ
た
 

の
か
 |? :

と
に
か
く
_
各
を
満
載
し
た
 

列
車
が
 
_
 
し
て
し
 
ま
つ
た
 

// 
さ
あ
 

| 大
事
 だ。 

こ
の
 危
機
を
 救
う
 に
は
 ク 

レ
イ
ジ
—
 
ト レ

イ
ン
が
 
脱
線
 

•  i
 
し 

な
い
よ
う
 
i
w
 
い タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
 

ポ
 

イ
ン
 
ト
を
 
次
々
 
と 切

り
換
え
て
 
ゆ
く
 
し 

か
 方
法
は
 
な
い
 
の
 だ。 

キ
—
ポ
 
I ド

の
 

上
下
 左
右
の
 
0
 マ
—
 
ク
を
 
上
手
に
 
コ
ン
 

ト 
ロ
—
 
ル
し
て
 
ク レ

イ
ジ
—
 
ト レ

イ
ン
 

を
 誘
導
す
 
る。 

し
か
し
、
 
い
く
ら
 
上
手
 

に コ
ン
 
ト 
ロ
—
 
ル
し
た
 
と
こ
ろ
で
、
 

ク 

レ
イ
ジ
—
 
ト
レ
イ
ン
は
 
暴
走
を
 
止
め
な
 

い。 最
後
に
は
 

残
念
な
が
ら
 

脱
線
し
て
 

し
ま
う
 か
、
 
突
然
 出
現
す
 
る
 快
速
電
車
 

と 衝
突
し
て
 
し
ま
う
。
 
ど
こ
ま
で
 
持
ち
 

応
え
ら
れ
 
る
か
、
 
そ
れ
が
 
勝
負
な
ん
 
だ。 

ダ
イ
ヤ
が
 
遅
れ
る
 
と 危

険
な
 
暗
閱
 走
行
 

に
な
る
 
よ、 

お
気
を
つ
け
て
 

ネ。. 

今
年
は
 
交
通
事
故
が
 
例
年
に
 
i
t
 •
へ
て
 
1
 

段
と
 
多
 か
つ
た
 
み
た
 

t:v だ
け
れ
 
ど
、
 
そ
 

の
 辺
の
 
事
情
は
 
勤
 物
の
 
世
界
 
t
 て
 も
 同
 

じ
こ
と
。
 最
返
は
 か
な
り
の
 山
奧
 だ
つ
 て
、
 
車
が
ビ
 
ユ
ン
 
ビ
ユ
ン
 
飛
ば
し
て
 
い
 

る
'
 
 

そ、 
っ
な
る
 

と
 カエ
 
ル
さ
ん
 

や
べ
 

ビ
 

さ
ん
だ
つ
て
 
安
心
し
て
 
歩
け
な
い
-
 
j
 

こ
 
^
 餐
な
い
道
路
を
無
事
に
渡
ら
 

L
 

て'
  

迷子
に 

なつ
た 

ガ H ルさ
ん 

を 家 

に
 帰
ら
せ
て
 
あ
げ
ょ
 
5
 と
い
う
の
 
が
 こ
 

の
 ゲ
—
ム
 

車
が
 
危
な
 
i
 つ
て
い
 
う
の
 

は
モ
 
チ
 □ 
ン
だ
け
 
れ
ど
 
v
 大
 象
の
 
中
 

じ
 
や あ

 も
つ
 
と
 怖
い
 
も
の
が
 
イ
ロ
 
 V
 D 

と
 あ
る
。
 
へ
ビ
 
さ
ん
な
ん
て
 

H の
 も
 そ
 

の
 
| つ。 

捕
ま
つ
 
た
ら
 
唆
 わ
れ
ち
 
や
う
 

ん
 だ
か
ら
 
ャ
バ
 
^
^
ね
"
 

1: 、
ヵ
ェ
ル
 

さ
ん
の
 
唯
 
I
 の
 武
器
で
 
あ
る
 
跳
躍
 
力
に
 

頼
つ
 
ち
 
や
つ
て
、
 

ヒ
ヨ
 
ン
ビ
 
ヨ
ン
と
、
 

一一 
計
 «
 け
る
 •か 勝

ち
 ft い

う
 あ
け
"
 

力
 
H
 ル
さ
ん
 
の
 動
き
が
！
^
 
ィ
"
 

相
撲
と
 
い
え
ば
 
ま
る
い
 
土
俵
の
 
中
で
の
 

男
た
ち
 の
 真
 険
 f
 
で
 

こ .<7) >
彳
 

ム
は
 、
四
角
い
 
オ
リ
の
 
中
に
 
投
け
 込
ま
 

れ
た
二
 
匹
 

: <7) 蛇
の
 
戦
い
な
 
の
で
す
 
•
そ
 

:
れ
 も 目

い
 
0
 ぱ
い
 
食い' 意

地
の
 
張
っ
た
 

腹
 ペ
コ
 
蛇
が
 得
点
の
 
つ
い
た
 
X サ

を
食
 

ベ ま
く
り
ま
す
 

エ
サ
を
 
食
べ
る
 
/ -r め

 

に、 
あ
ち
 こ 4 p 首

を
 伸
 W
 し
で
 進
ん
で
 

い
く
と
、
 
胴
体
が
 ど
ん
ぶ
 ん 長

く
な
 
っ て

い
き
 
ま
つ
 
セ
 

さ
あ
、
 
そ
こ
か
ら
 
が
 

キ
ミ
の
 
反
射
神
経
が
 
問
わ
れ
る
 
屮
コ
 
〇 て 

自
分
の
 
胴
体
 
や
ま
 
わ
り
の
 
壁
.
 
相
手
 
S
 

体
に
 
ぶ
つ
か
っ
て
 
し
ま
っ
た
ら
 
一
発
 身
 

オ
ダ
 ブ
ツ
 
/ 

ひ
た
す
ら
 
避
け
な
が
ら
、
 

エ
サ
を
 
食
べ
 
ま
し
ょ
'
 
 食
べ
て
 
食
べ
 
ま 

く
れ
ば
 
得
点
は
 
ア
ッ
 
ブ
 f 

x サ
も
 
い
ろ
 

い
ろ
食
べ
て
み
な
く
方
ゃ
何
が
出
て
 

来
る
 
か
わ
か
 
ら な

い
 

ゲ
 K ム 時

間
 後
 

半
 C
 な
る
と
、
 

V
 よ
い
よ
 
ス
ビ
—
 
ド も

 

加
考
 
死
に
 
も
の
 
狂
い
で
 
食
い
 
ま
く
れ
 

ア
メ
リ
カ
 
じ
 
や
 
あ
 
『
ス
タ
—
 
•
ゥ
ォ
 
1
 

ム
 
ー
 
ビ
ン
グ
 
•
フ
ロ
ン
ト
 
•
プ
 
ロ
ジ
ェ
 
ク
 

.、 ス j 
シ
リ
ー
 
ズ
 
の
ょ
う
 

(: コ
ン
 
ピ
ユ
 
I 
タ
 

シ
 
ョ
ン
。
 
も
ち
ろ
 

4. 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー
タ
 

• 

を
 映
画
 
作
り
に
 
バ
ン
バ
ン
 
取
り
 
人
れ
 
て
 
グ
ラ
フ
 
ィ
ッ
 
ク
だ
 
つ
て
 
タ
ッ
 
プ
リ
 
W. ら

れ
 

い
る
 
(t n

 ど
、
：
：
：
 本
 映
'
 肉
で
は
 
そ
 A
 な
 ̂
 

る
は
 
ず
で
、
 
そ
の
 
シ
 ー 

ン
数
 
は
な
ん
 
と
 
100 

は
 ほ
と
ん
ど
 

111] か
な
い
。
 
と
こ
ろ
が
 
^
 #
 

ヶ ®
 
卜
 •
と
か
。
 
フ
ァ
ン
と
 
し
て
は
 
八， か

 

公
開
さ
れ
 
る
 f
 /ii の

 
『
さ
ょ
う
な
ら
 
ジ
ユ
 

ら
は
ち
ど
お
し
い
作
品
で
す
な
ぁ
/
.
 

ピ
タ
 
ー』 

な
る
 
S
F
 
映
 •
肉
は
 
ア
メ
リ
カ
 
^
 

み
に
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー
タ
を
 

駅
 使
し
た
 
映
！
；
 作
り
を
 

し
て
い
る
 
と
い
う
ん
で
 

m
V
 

M
 題
に
 
な
つ
て
 
い
る
。
 

こ
の
 
映
！
：
 の
 監
督
は
 
S
 

卩
：
^
豕
の
小
松
 

/.-: *
 。 

マ
イ
コ
ン
 
fn と

し
て
も
 

有
^
^
 

ru* 
が
、
 そ
の
処
 

欠
作
 で
 使
う
 こ
と
 ( 
: な

 

つ
た
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー
タ
 

処
 1 f の

 テ
ク
ニ
ッ
ク
は
 

モ
—
シ
 
ョ
ン
 
*
コ
ン
ト
 

ロ ー 
ル 
•
カ
メ
ラ
と
、
 

43 



msx は 頭の 中で とつても 算数し 

てるんだ。 ピピ ッと鹏 に -発 解 
答、 まちがいなん そありません/ 

こ
れ
で
 
誰
で
 
t
 算
数
で
 
5
 が
 と
れ
ち
 
や- 0 / 

小
学
生
 

GH
; 

数
 

■
算
数
が
 苦
手
っ
て
 人
は
 多
い
 け
れ
ど
、
 
そ
 

ん
な
 
人
た
ち
 

の 話
し
を
 
聞
い
て
 
み
る
と
 
た
 

い
て
い
の
 

場合'  
小
学
校
の
と
 

き 
i
 
っ
た
 

基
本
的
な
 

計
算
を
 
理
解
し
て
 

い
な
い
 
こ
と
 

が
 多い
。
 基
本
を
 

し
っ
 か
り
 理
解
し
て
 

い 

な
い
か
ら
、
 

ち
ょ
つ
 

と 
難
し
く
な
 

る
と
 
頭
 

が
 
こ
ん
 
が
ら
が
 

つ
ち
 
や
つ
て
 
わ
か
ら
な
 

く 

な
つ
ち
 
や
う
と
 
い
う
 
わ
け
ね
。
 

算
数
が
 
出
 

来
れ
ば
 
イ
イ
 
成
績
が
 
と
れ
る
 
と
い
う
 
だ
け
 

じ 
や あ
な
く
、
 

大
人
に
 な
つ
た
 

と
き
に
は
 

麻
 

雀
の
 
点
数
 
も
す
 
ぐ
に
 
計
算
が
 
で
き
ち
 
や
ぅ
 

の
で
 
尊
敬
 
も
さ
れ
ち
 
や
ぅ
。
 
と
に
か
く
 

一
 

生
 算
数
は
 
つ
い
て
 
ま
わ
る
 
わ
け
で
、
 
苦
手
 

だ
か
ら
つ
 
て
 逃
げ
て
 
い
る
 
わ
け
に
 
や
 あ
い
 

か
ん
よ
ね
。
 
そ
ん
な
 
人
 向
け
な
 
の
が
 
こ
の
 

シ
リ
—
 ズ
 。
「
た
し
 算
 1_ 「

ひ
き
 算
」
 
か
ら
 

「
か
け
 算
 」 
「
わ
り
 算
 」 
「
小
数
 I  • 

!! 」 

「
分
数
 I  •  U

」
 「
図
形
 5 年

 
•  6 年

」
 
と
 

全
部
で
 
10 種

類
、
 
小
学
校
で
 
教
え
て
 
く
れ
 

る
 算
数
の
 
問
題
は
 
ほ
と
ん
ど
 
フ
オ
 
ロ
—
 
さ
 

れ
 て
い
る
 
か
ら
、
 
こ
れ
 
だ
け
で
 
十
分
。
 
理
 

解
 度
 や
 勉
強
の
 
進
み
 
具
合
に
 
ょ
っ
て
 

も
 変
わ
つ
 
て
く
 
る
し
、
 
わ
か
ら
な
 
い
と
こ
ろ
 

は
 何
度
で
も
 
、
こ
っ
ち
が
 
理
解
し
て
 
く
れ
 

る
ま
で
 
く
り
 
返
し
て
 
同
じ
 
レ
ベ
ル
の
 
問
題
 

が
 出
て
 
来
る
 
わ
け
。
 
こ
れ
 
じ
ゃ
あ
 
ィ
ヤ
で
 

も
 難
し
い
 
計
算
の
 
方
法
が
 
身
に
 
つ
い
て
 
し
 

ま
う
。
 
も
う
こ
れ
 

か
ら
は
 

ガ
リ
 

勉
 なん
て
 

し
な
く
 
つ
た
っ
て
 
算
数
の
 
成
 積
は
 
い
つ
 
だ
 

つ
て
 
5 だ

ネ
 
/ 

円 
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ISX で 勉強す ると M SOFT 
INFORMATION 

■
^
ナ
 

ん
コ
 

さ
 

g
 

•
 
 

〇
 

に 1.8 

ゲ
—
ム
 
と
 勉
強
を
 
震
に
 
ヤ
ル
 

い
く
ら
 
M
s
 
X を

 使
ぅ
 
か
ら
と
 
い 

つ
て
も
"
 
お
 勉強// 

は
キ
 
ラ
ィ
/
.
 

つ
て
 人
 も 多

 い
ん
じ
 
や あ
な
い
だ
 

ろ
ぅ
か
。
 
そ
り
 や あ

 誰
 だ
っ
て
 勉
 

強
は
 
キ
 ラ
ィ
に
 
き
ま
つ
て
 
い
る
。
 

で
も
、
 
こ
の
 
勉
強
が
 
楽
し
く
 
出
来
 

ち 
0 う
と
し
た
ら
 
ど
う
だ
ろ
う
。
 

こ
の
 
ソ. フ .卜、. タ

イ
 
ト ル

か
ら
 
も 
わ
か
る
 
よ
う
に
 
お
 i
 
が
 目
的
な
 

ん 
だ
け
れ
 

ど、
 

そ
の
 

手
段
と
 

し
て
 

ゲ
—
ム
 

を 
使
つ
 

て
い
る
。
.
 

つ
ま
り
 

ゲ
—
ム
 

を
し
て
 

い
る
ぅ
 

ちに
、 

気
 

が
つ
 

か
な
い
 

間
に
 

数^
' 

の 
力
が
 

つ 

い
て
い
る
 

と
い
ぅ
 

ワ
ケ
 

。
な
ん
と
 

素
晴
 

し
い
 

ゲ
—
ム
 

……
 

じ
ゃ
あ
な
 

く
っ
て
 

学
習
 

法
 

じ
ゃ
あ
な
い
で
す
 

か/
 

•
学
校
の
 

勉
強
 

も
こ
ん
 

な 
だ
 

と
イ
 
イ
ン
 
だ
け
ど
 
も
ネ
 

エ .
 

。 

モ
ン
太
 
ク
ン
は
 
算
数
の
 
天
 

才
 。
だ
か
ら
 
問
題
を
 
見
た
 

ら す
ぐ
さ
ま
 
解
答
の
 
隠
さ
 

れ
た
 
口
—
 
ル
 目
が
 
け
て
 
走
 

っ
て
 行
く
、
 い
ろ
ん
な
 敵
 

が
ぞ
の
 
間
に
 
続
々
 
と 出

て
 

来
る
 け
れ
ど
、
 
そ
こ
は
 元
 気な
 
モ
ン
太
 
ク
ン
の
 
こ
と
、
 

I
 度
 
や
 
二
度
の
 
失
敗
 
じ
 
ゃ
 

あ
く
じ
け
 
は
し
な
い
。
 

て 

な
わ
け
 で、 は

た
し
て
 モ 

ン
太
 
ク
ン
は
 
時
間
 中
に
 
何
 

問
を
 
解
け
る
 
の
か
な
？
 

解
説
 も
 バ
ッ
チ
 
リ
 付
い
た
 
問
題
 集
 

た
の
し
い
 
算
数
！
.
 

各
 上
下
)
 

X
 —
 
ブ
 
 
3
、
 
8
0
0
円
 

ス
ト
ラ
ツ
 
ト
フ
 
ォ
ー
ト
 

心 
コ
ン
ビ
 
ユ
 1
 
夕
—
 
セ
ン
タ
 
I
 

算
数
む
 
基
本
的
な
 
問
題
な
ら
 
ば
 完
璧
に
 
出
来
ち
 

や
う
の
 
だ
け
れ
 
ど、 

応
用
問
題
に
 
な
る
と
 
チ
ト
 

\ 

弱
い
？
 
て
 人
が
 
い
る
ね
-
〃
 
応
用
が
 
利
か
な
い
 
か
 

ら
頭
が
 悪
い
 人
 だ
、
 
な
ん
て
 悪
 P い

わ
れ
て
 い
 

る
ん
だ
ろ
う
な
あ
、
.
そ
う
い
う
人
っ
て
い
*
っ
の
 

は……。 
そ
う
い
う
 人 向けに、 

基
本
的
な
 問 

題
か
ら
 
応
用
問
題
ま
で
、
 

ど
こ
で
 
ど
う
 
計
算
を
 

立
て
て
 
い
け
ば
 
食
い
の
 
か
と
 
IV う  一 1 と

ま
で
 
も 

誰
に
 
で
も
 
わ
か
る
 
よ
う
に
 
教
え
て
 
く
れ
ち
 
や
う
 

ソ
フ
ト
と
 
い
う
の
 
が
 
コ
レ
 

C 
も
ち
ろ
ん
 
お
 勉
強
 

の
 理
解
 
度
 や
 進
み
 
具
合
に
 
よ
っ
て
 
レ
ベ
ル
を
 

高
 

く
も
 
低
く
 
も 
自
由
に
 
変
え
ら
れ
ち
 

や
う
か
ら
、
 

誰
 

で
も
 
満
足
が
 
い
く
ま
で
 

学
ぶ
 
こ
と
が
で
き
 

る
と
 

い
う
 
わ
け
。
 

_
な
ら
 

•は 学
校
の
 

先
生
が
 

こ
う
 

い
う
 
具
合
に
 
懇
切
 
丁
 率
に
 
教
え
て
 
く
れ
れ
ば
 

あ
 

り
が
た
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
て
も
"
 

!^ $
>
<
と
 

こ
の
 
ソ
フ
ト
 
さ
え
 
あ
れ
ば
 

む、 っ だ
い
じ
よ
う
 

ぶ
 

とい/っ 
わけ 

だ ネ'. 
ただ 

単なる 
チ スト だけ 

じ や あなく、 

詳しい 
説
明
ま
で
 

も 解答と 
1 

緒
に
 
出
て
 
く
る
 
シ
ス
テ
ム
を
 

と
っ
て
 
い
る
の
で
 

理
解
力
 
も
 
一
層
 
向
上
。
 
と
っ
て
も
 
親
切
な
 
家
庭
 

i
 
さ
ん
な
 
の
で
す
 
m
/
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ac^as^fc  // その 気になる のが タマラ ナイ 〇だ 
利于 つて ディ ス プレイの 中で 社会学 習 

や 体操 もしち や 5 ん だ、 驚き ネェ 1
1
1
 

科
は
 強
い
ん
 
た
け
 ど
 地
理
 
だ
け
は
 
別
 … 

と
い
う
 
人
は
 
多
い
 
み
た
い
 

ね'‘ 
特
に
 
厶
ズ
 
カ
シ
 

イ
の
が
 
地
図
の
 
読
み
方
 
Mil 軒

 向
う
 の
 タ
パ
 
n 

屋
の
 
角
を
 
曲
っ
て
、
 
そ
れ
か
ら
 
刚
メ
ー
 
ト
ル
ぐ
 

ら
い
 
行
っ
 
t
 と
こ
ろ
に
 
郵
便
局
が
 
あ
る
.
 
…： 

な
 

ん
て
 
ぐ
ら
い
の
と
 
こ
ろ
な
ら
 
カ
ン
 
タ
ン
な
ん
 
だ
 

け
ど
、
 
本
物
の
 
地
図
に
は
 
ど
 

W が
 タ
バ
コ
 
屋
な
 

の
か
 
署
い
て
 
あ
る
 
わ
け
 
じ
ゃ
あ
な
い
。
 
だ
か
ら
 

わ
か
ら
な
 
い
っ
て
 
人
が
 
出
て
 X: る

ん
だ
ろ
う
 
な。 

と C ろ
で
、
 
こ
の
 ソ
フ
ト
 も
卜
 
L
O
V
E
 算
 

数
と
 
同
様
ゲ
 
—
ム
を
 
も
な
が
ら
 
お
 勉
強
を
 
し
ち
 

ゃお、 <
-
^
 

-3 て 感
じ
の
 
学
習
 法。 

そ
れ
 

CD.. 地 

理
版
 
っ
て
 
こ
と
に
な
る
と
、
 
も
ち
ろ
ん
 
地
図
の
 

読
み
方
の
 
お
 勉
強
っ
 
て
こ
と
 
に
な
る
 
わ
け
な
ん
 

だ
け
ど
、
 

当
然
な
が
ら
 

お
 

固
い
 

^
 

強
と
は
 

違
っ
 

て、
 

ゲ
—
ム
 

を
し
な
が
ら
 

い
つ
の
 

間
に
 

か
 

地
図
 

•が 読
め
る
 
よ
う
に
な
っ
 
て
い
る
 
わ
け
ね
，
 
ゲ
 l 

A■  の 主役
は
 

日  1 
 まれの  
ベン  ギン

 くん'' 

お
 父
 ざ
ん
 
•
お
母
さ
ん
の
 
生
れ
 
故
郷
に
 
帰
っ
た
 

彼
は
 
一
枚
の
 
古
び
た
、
 
で
も
 
正
確
さ
で
は
 
ビ
カ
 

イ
チ
の
 
地
図
を
 
頼
り
 
14 南

極
 
I 周
の
 
旅
に
 
出
か
 

け
る
 
こ
と
に
な
る
"
 
そ
ん
な
 
彼
を
 
イ
ジ
 
7- ル

な
 

ア
ザ
 
ラ
シ
が
 
イ
ジ
 
メ
 よ
う
と
 
待
ち
 
か
ま
え
て
 
い
 

る
か
ら
 

そ
れ
を
 

避
け
な
が
ら
 

進
ま
な
 

く 
:^
 

ち
ゃ
 

あ
な
ら
な
い
 

食
料
の
 
魚
を
 
つ
か
ま
え
な
が
ら
 

の
べ
 ン
ギ
ン
 く
ん
、
 
は
た
し
て
 
目
的
の
 基
地
 ま 

で
た
 

•
と
り
つ
け
る
 

の
か
 

—
—
 

が
ん
ば
っ
 

て
 

X 
1 
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連® に 出る 五 m に 眘符を 置いて 

いけば、 自動的に サウ ントが 出て 

来る， これで 手軽に 作曲 0K. 

r これ 麵^ 体験 的超最 

i^i 
fl  mm - jpn 閨^^. ■■  ： m  K  33»  y i,J3- 

食
事
は
 

栄
養
の
 

バ
 

ラ
ン
ス
が
 

大
切
よ
 

や
せ
た
〜
 
い、 

い
え
い
え
 
太
り
た
〜
 

い，'' 

バ
ス
ト
が
 
豊
か
に
 
な
ら
な
い
 
か
し
ら
ん
'
 

• 

お
尻
が
 
キ
ュ
ン
と
 
な
ら
な
い
 
か
し
ら
ん
。
 

そ
れ
で
ね
、
 
キ
リ
ッ
 
と
 顔
ま
で
 
美
形
に
 

な
っ
て
 
ス
タ
ィ
ル
 
抜
群
/
道
行
く
 
人
 

の
 視
線
が
 
ホ
ッ
ト
、
 
熱
い
 
の
ょ
、
 
ね
 C 

と
'
 
 い
つ
た
 
願
望
は
 

男
女
を
 
問
わ
 

ず
 誰
し
 

も
 持
つ
 も
の
 

0 
-T 
も、 目

的
 達
 

成
へ
の
 
努
力
 
U
 と
っ
て
も
 
大
変
な
ん
 
ょ
。
 

f
 
で
め
げ
 
る
 
人
が
 
い
っ
 
ぱ
い
 
だ
ょ
 
ね
。
 

だ
か
ら
 
次
か
ら
 
次
へ
 
と
 新
し
い
 
美
容
.
 

健
康
法
が
 

生
ま
れ
 

る
ん
だ
。
 

そ
の
 

中
で
 

も
や
つ
 
ば
り
 
食
事
 
療
法
が
 

| 番
 だ
ね
。
 

M
S
X
 
で
 栄
養
を
 
コ
ン
ト
 

ロ
 
 —
 
ル
、
 
力
 

ロ
リ
—
 
計
算
で
 
イ
キ
 
イ
キ
 
生
活
 
◊
さ
あ
、
 

健
蠢
敵
 
ラ
イ
フ
を
 
実
現
し
 
よ、 ス

 

楽
器
を
 

弾
け
な
く
て
 

^
 

、 
譜
面
を
 

読
め
な
 

く 

て
 

も、
 

音
楽
の
 

成
 

鱗
 

か
 

悪
く
て
も
'
 
 

そ
れ
 

か
 

ら
リ
ズ
 

ム
感
が
 

悪
く
て
も
、
 

誰
で
も
 

彼
で
 

も 

キ
ミ
で
 

も、
 

こ
の
 

ソ
フ
ト
が
 

あ
れ
ば
 

作
 

®
 

か
 

お
 

手
軽
に
 

で
き
ち
 

やう
、 

と
い
う
 

i
 

い y:
 

• 
 

I フ
ト
キ
 

ミ
が
 

目
^
 

V
 

の
は
、
 

か
の
 

モ
—
ツ
 

ア
ル
ト
 

か
シ
ユ
 

I 
ペ
ル
ト
 

か.
" 

そ
れ
と
も
、
 

船
 

村
徹
か
 

市
 

川
昭
介
 

か。
 

お
気
に
入
り
の
 

サ
 

ヴ
ン
 

ド
を
 

自
分
で
 

作
っ
て
、
 

そ
れ
か
ら
 

作
詞
 

も
 

手
掛
け
ち
 

やう
. 

そ
れ
で
、
 

ひ
と
つ
 

歌
で
 

獅
 

一 も 
歌
ぇ
ば
、
 

こ
り
 

や
も
う
 

シ
ン
 

ガ
 

I 
ソ
ン
 

晒
！
 

グ
ラ
 

ィ
タ
—
 

だ"
 

は、
 

は、
 

は
っ
、
 

ほ
ん
と
 

A
 

一
 
か
し
ち
ん
。
 

0
 

リ
や
 

不
思
議
 

だ
ね
 

ぇ
 

r 
笑
い
 

が
 

止
ま
、
 

b 
な
く
な
っ
て
 

し
ま
い
 

そ
 

1 
。
で
 

1
 

、 

卯 
現
実
 

だ
か
ら
し
て
、
 

ホ
ン
 

ト 
嬉
し
い
 

の
よ
 

ね，
* 

4,
8 

譜
面
を
 

読
 

€
 

練
習
を
 

し
た
け
れ
ば
、
 

既
存
の
 

-0
M 

曲
を
 

イ
ン
プ
ッ
ト
 

す
れ
ば
 

い
い
-
初
歩
か
ら
 

R
 

の
 

音
楽
 

Q
 

勉
強
 

も
 

0
-
 

K
 

と
い
う
 

ワ
气
遊
 

ベ
 

て
 

役
に
立
つ
 

ソ
フ
ト
で
 

す
よ
 

て
な
、
 

嬉
し
い
 

特
徴
を
 

持
つ
 

ン
フ
 

ト
と
 

し
て
 

こ
の
 

他
に
 

「ア
. 

二.
 

メ
エ
 

デ
イ
 

タ
 

デ
 

ィ：
 

こ 

が
 

あ
る
。
 

(
H
A
L
 

研 
 

R
O
 

M 
4、
 

8
0
0
 

円)
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

の
 

持
つ
 

グ
ラ
フ
 

ィ
ツ
 

ク 
機
能
 

を
 

フ
ル
に
 

使
っ
 

て、
 

イ
ラ
ス
ト
 

や
 

作
図
が
 

簡
 

単
に
で
 

き
る
 

ゾ"
 

メ
ニ
ユ
 

I 
は
 

22
 

種
類
 

も 
揃，
 

っ
て
ぃ
て
ォ
リ
ジ
'
ナ
リ
テ
ィ
も
抗
'
か
る
ゾ
。
二
：
 

マシン 語 * これさ无あれば0 

^ 

M
 
 S
X
 
で
 
独
自
の
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
を
 
作
っ
て
 

み
よ
、
 っ、 

と
 考
え
て
 
る
 人
に
は
 
待
望
の
 
ソ
 

フ
ト
 
。
マ
シ
ン
 
語
を
 
フ
ル
に
 
活
用
し
て
 
リ 

ア
ル
タ
イ
 
ム
ゲ
 
I 
ム
が
ビ
 
シ
ビ
 
シ
と
 
プ
ロ
 

グ
ラ
ム
で
 

き
る
 の
 だ。
 ア
セ
ン
ブ
ラ
の
 

ソ
 

丨
ス
 
•
テ
キ
ス
 
ト
は
 
B
A
S
I
C
 
の
エ
デ
 

ィ
タ
で
 
作
る
 
の
で
、
 
取
り
扱
い
は
 
と
っ
て
 

も
®
^
。
 

そ
れ
に
 

B
A
S
I
C
 

に
は
な
い
 

ス
ト
リ
ン
グ
.
 

サ
—
チ
 

機
能
 

も
 

あ
る
の
で
 

ス
ム
 

—
ズ
に
 

エ
デ
ィ
ッ
 

テ
 

ィ
ン
グ
が
 

楽
し
 

め
ち
 

ゃ
ぅ
の
 

だ
。
 

既
存
の
 

ソ
フ
ト
に
 

ち
ょ
 

つ
と
 

飽
き
た
 

な
 

あ、
 

と
 

思
つ
 

た
ら
こ
の
 

ソ
 

フ
 

ト
で
 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
 

し
よ
、
 

っ。
 

ニ
モ
 

ニ
 

ッ
ク
 

は
も
ち
 

ろ
ん
 

ザ
イ
 

ロ
グ
 

準
拠
。
 

オ
ブ
 

ジ
エ
ク
 

ト 
や
 

ラ
ベ
ル
は
 

V
R
A
M
 

の
 

使
っ
 

て
い
な
い
 

エ
リ
ア
に
 

作
る
 

の
で
、
 

最
大
 

8 

K
 

バ
イ
 

ト
 

も
の
 

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
を
 

作
れ
ち
 

や
う
。
 

な
か
な
か
の
 

パ
 

ワ
ー
の
 

持
ち
主
で
 

す
。
 

モ
ニ
タ
は
 

メ
モ
リ
 

内
容
の
 

表
示
 

•
変
 

更
と
い
 

う
ご
く
 

普
通
の
 

機
能
の
 

他
に
、
 

ブ
 

レ
 ー 

ク
 ポ
イ
ン
ト
の
^
^
 
定
や
 
レ
ジ
ス
タ
の
 

表
示
 
•
変
更
が
 
で
き
る
。
 
デ
バ
ッ
グ
に
は
 

と
っ
て
も
 
便
利
な
ん
 
だ
。
 
そ
れ
か
ら
 
嬉
し
 

い
こ
と
 
に
 拡
大
 
表
示
し
て
 
絵
が
 
作
れ
る
 
グ
 

ラ
フ
 
ィ
ツ
 
ク
 
•
エ
デ
ィ
タ
 
も
つ
 
い
て
い
る
。
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H 

コンピュータ グラフ イッ クスに チヤ レンジし ようと している 

キミに 明る I 、ニュースが あ るよ。 MSX 用の トラック ボール 
が 発売 されたん だ。 これからは お 絵 描 きも 簡単になる ネ / 

'm 000 

今
 話
題
の
 
コ
ン
 
ピ
ユ
ー
 
タ
グ
 
ラ
 
フ
ィ
 

ツ ク
ス
に
 
チ
ヤ
 
レ
ン
ジ
し
た
 
い
け
れ
 
ど' 

-T- 持
ち
の
 
M
 s  X

 は
 M  p  C

 — 
1  
0 じ

 
や あ

 

な
い
 
の
で
 
ラ
ィ
ト
ペ
ン
が
 
付
い
て
 
な
い
。
 

邱
 •論 L

 
は
 キ
ー
ボ
 
ー 
ド
 だ
け
で
 
も
 絵
は
 
描
 

け
る
 
は
ず
 
だ
け
ど
、
 
は
つ
き
 
り 
K
 
つ
て
 
そ
 

れ
 ほ
ど
の
®
 

lilj は
な
い
 
し、 

^
 
•
め
ん
 
ど
 

さ
^
て
 
-
 
^
 あ
ん
て
^
^
ぇ
 
て
い
る
 
人
 

も
 多
い
 
の
で
は
 
な
い
か
し
 
ら
ん
。
 
そ
ん
な
 

ア
ナ
 
タ
に
叫
 
る
い
 
お
知
ら
せ
。
 
あ
の
 
H
A
 

L
 
研
究
所
か
ら
 
ト
ラ
ッ
ク
 
ボ
ー
ル
 
が
 
発
 
レ
 冗
 

さ
れ
る
 
こ
と
 

(: な
つ
た
 
の
で
す
 
ょ
。
 

こ n
 

さ
ぇ
 
あ
れ
ば
 
お
 _
き
 
だ
つ
 
て
 カ
ン
 
タ
ン
 

な
の
は
 
も
ち
ろ
ん
 
だ
け
ど
、
 
色
の
 
選
択
は
 

で
き
ち
 
や
う
し
、
 
E
 や
 格
 E
T
 

II: ;/ 肜
や
 

技
"
 
f
 

/x て
 好
き
な
 
形
を
 
お
好
み
の
 
サ
 

ィ、、 スで
描
 

け
て
 し
ま
う
。
 

まあ.- 

rl うな
ら
 

ば
、
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
が
お
^
 

き
 

の
お
 
-1- 3
い
を
し
て
く
れ
る
と
 

い
う
 
ヮ
ヶ
 
。
こ
れ
な
ら
 
ば
 ̂
 術
 

の
 成
 積
が
 
2 だ

か
ら
っ
て
 
悲
 

銳
 す
る
 
こ
と
は
 
少
し
も
な
 

い
。
®
 
の
 乃
を
 
お
 沿
り
 

し
て
、
 
よ
り
 
^
 し
つ
ほ
い
 

絵
が
 
描
け
ち
 
や
う
の
 
だ
 

か
ら
。
 

い
や
は
や
、
 

便
 

利
な
 時
 f^; て

す
な
 
あ。 

そ
の
う
え
 この トラ ッ

ク
ボ
 ー ルと. 

いう 機械、 ラ
イ
ト
ペ
ン
 とし
て
の
 使い
 

"
以
外
に
 

も、 ゲ
ー
ム
 

を
す
 ると き
に
は
 

ジヨ 
イス 

テイ 
ック 

と
し
て
も
 

使
え
 
^ 

や 

う。 
ゲ
—
ム
 
に
よ
っ
て
 

は 微
妙
な
 

1)/ き
が
 

で
き
る
 

ので、、 
か
え
っ
て
 

ジ
ョ
イ
ス
 

テイ 

ック 

よ
り
も
 

ト
ラ
ッ
ク
 

ボ ー ルの 

ほ
う
が
 

使
い
や
す
い
 

ぐ
ら
い
だ
 

ネ。 

ま
あ
、
 

こ
の
 

他
に
 

も
い
 

ろ
い
 

ろ
な
 

使
い
 

^/
 

が
 

普
え
 

ら
れ
 

る 
わ
 

(t
 

で
、
 

た
と
え
ば
 

キ
 

1 
ボ
 

ー 
ド
を
 

操
作
で
 

き
な
い
 

よ
う
な
 

供
 

に
だ
つ
て
こ
れ
か
ら
は
 

\1
 

5
>
<
を
使
う
こ
 と
が
で
 

き
る
 

0
 

で
す
 

よ。
 

.
こ
の
 
ト
ラ
 
ッ
ク
ボ
 
I 

ル、 
お
ま
け
 

(: 操
 

作
み
 
法
を
 
ベ
—
 
シ
ッ
ク
の
 
文
 *? •: に

变
 
以
 で
 

き
る
 
カ
セ
ッ
ト
 
•
ジ
ェ
ネ
 
レ
ー
 
ス
ト
が
 
付
 

い
て
、
 お
 fi 
段
は
 2 ;; @の

，
 

:1: ̂  



R
O
M
 
 

4
、
 

0
0
0
0
 

S
：
 
 

H
A
L
 
 

研
究
所
 

w
 

と
 

, J
} 

の
 

手
 

(:
 

汗
 

}
 
M
 

る
 

K
 

り
 

八
 

M 
と
い
つ
 

た
 

其
 

$
的
な
 

テ
ク
 

ニ
ツ
 

プ
ロ
レ
ス
 

も
 

イ
イ
け
 

ど
ボ
 
 

ク
 

は
も
ち
 

ろ
ん
 

の
こ
と
、
 

ク
ロ
 

雪：
 

ク
 

シ
ン
グ
は
 

そ
れ
 

以
 

h
 

の
 

迫
カ
 
 

ス
 

•
カ
ウ
ン
タ
—
 

み
た
い
 

な
プ
 

モ
ノ
 

だ
 

ネ
 

。
で
、
 

こ
の
 

迫
力
を
 
 

口
の
ボ
 

ク
サ
ー
 

だ
っ
て
め
 

つ
た
 

M
 

S
 

X
 

で
 

楽
し
ん
 

じ
 

や
お
う
と
 

(:
 

兄
せ
 

な
い
よ
う
な
 

ハ
イ
テ
ク
 

い
う
の
 

が
 

こ
の
 

ゲ
 

I 
ム
 

。
な
に
 
 

ニ
ッ
ク
 

ま
 

r
 

使
い
こ
な
し
て
 

米
 

^
 

D
 

タ
イ
プ
 

だ
か
ら
 

リ
ア
 

ち
 

や
う
の
 

だ
か
ら
。
 

1 
ラ
 

ウ
ン
 

ノ 
テ
イ
は
 

満
点
 

だ
し
、
 

ボ
 

ク
サ
 
 

ド
は
 

1 
分
 

30
 

秒
。
 

12
 

ラ
ウ
ン
ド
 

1 
の
 

動
き
 

^
 

つ
て
 

本
物
 

そ
の
 

も
 
 

制
な
ん
 

だ
け
れ
 

ど
、
 

ダ
ウ
ン
 

率
 

の
。
 

ゲ
ー
ム
 

が
 

rl
 

熱
 

化
し
て
 

く
 
 

は
か
な
り
 

一：
1 

い
。
 

殴
ら
れ
た
 

ボ
 

る
と
 

M
S
 

X
 

ゲ
—
ム
 

と
い
う
 

こ
 
 

ク
サ
—
 

は
 

汗
を
 

飛
ば
す
な
 

ど、
 

と
も
 

忘
れ
ち
 

や
つ
て
、
 

つ
い
 

デ
 
 

か
な
り
の
 

ド
 

迫
力
/
 

■ス
 

プ
レ
イ
を
 

殴
り
つ
 

け
て
 

手
 
 

さ
て
 

キ
ミ
は
 

勝
て
る
 

か
な
。
 

(:
 

ケ
ガ
 

を
す
 

る
 

奴
ま
で
 

出
て
 

米
 

た
り
し
て
 

…
：
…
 

W
 

つ 
^
 

モ
ノ
で
 

す
な
 

あ
。
 

だ
つ
 

て
、
 

ボ
 

ク
サ
—
 

は
 
 

ハ
イ
テ
ク
 

ニ
ッ
ク
を
 

駆
使
し
て
 

鼕
倒
す
 

1 
1 0 i 

ジ
ャ
ブ
 
や
 
フ
ッ
ク
 
や
 
ス
ト
 
レ
—
:
 
U
 ホ
：
^
 
^
 ̂
:
 

ツ
ク
リ
 

思
わ
ず
 

デ
 

イ
ス
 

ブ
レ
イ
を
 

殴
つ
 

そ
し
て
 
ア
ツ
。
 ハ
 1 カ

ツ
 
ト
 
 
て
し
 ま
い
そ
ぅ
に
 な
つ
ち
 ゃ
ぅ
ぜ
 // 

9 



り やね、 かわい 

1 

薄 

ぶ
た
 丸
 パ
ン
ツ
 

1 

R
O
M
 
 

4
、
 

8
0
0
 

円
 
 

H
A
 

L
 

研
究
所
 

、 ::1: 人
公
の
户
啄
「
ぶ
た
九
」
冇
が
た
ま
 

•ら な
く
 
カ
ワ
ユ
 
ィ
の
が
 
こ
の
 
ゲ
 ー 

ム
。
 

ヒ 
ッ
ト
 

し
そ
う
^
^
 

^ 
I'l nl 

て
 

L 
う
の
 

は
 

キ
ヤ
 

ラ
 

ク
タ
の
 

可
愛
 

さ
が
 

太
 

切
 

な
 

要
素
 

だ
け
ど
、
 

そ
の
 

意
味
で
は
 こ
の
 

「
ぶ
た
 

丸
 

j 
苕、
 

旨
う
 

コ
ト
な
 

し。
 

雲
の
 

h
 

か
 

• ■b
 

iw
 

わ
れ
て
 

は、
 

ど
ん
ど
ん
 

卵
を
 

落
と
し
て
 

く
る
 

意
地
悪
な
 

「 U;
 

の
 

パ
ン
ツ
 ̂
 。 ち

つ
ち
 や
な
 フ
ラ
ィ
。
 ハ
ン
 

か
か
え
て
 
卵
を
 
受
け
 

11: め
 ま
し
ょ
。
 
無
 

事
 (: 受
け
 11: めて

 : 1: 管の
 中
に
 15 個 貯

 

め
れ
ば
 
兄
 

1 K 
: IA1 ク

リ
ア
"
 
で
も
 
チ
ヨ
 

コ チヨ
コ
と
 
 

一
 1-: 
髮
 

叩
に
 

働
く
 

ぶ
た
 

丸
 

君
、
 
夢
中
に
 
な
つ
て
 
る
と
 
石
こ
ろ
に
 
ぶ
 

つ
か
つ
 て
ズ
ッ
 コ
ケ
る
。
 

卵
は
 どん
 ど
 

ん
降
つ
て
く
る
。
’
た
れ
ば
も
ち
ろ
ん
 

ア
ウ
ト
。
 
あ
わ
れ
 

「
ぶ
た
 
丸
」
 

は
 あ
 

の
 世
 行
き
、
 

ア
 
ー 
メ
ン
 
。
卵
 
だ
け
 
じ
 
や
 

な
く
て
、
 
人
 n
 あ
け
て
 

/ 
t
 
つ
て
く
 
る
 恐
 

怖
の
「
ち
り
と
り
お
じ
さ
ん
」
な
ん
て
 

の
 も
い
 
る
。
 
お
じ
さ
ん
は
 
卵
の
殻
を
 
1 g
 

除
し
 

(: 米
 る
ん
だ
 
け
ど
、
 

.
緒
に
 

「
ぶ
 

た
 丸
」
 
ま
で
 
連
れ
て
 
rf か

れ
な
い
 
ょ
う
 

{: 
注
 JS- 
し
よ
う
ね
。
 

土
の
 

中
か
ら
は
 

モ
 

グ
 ラ
ま
で
 出
て
 く
る
 
ぞ
 。
「
ぶ
た
 丸
」
 
^
 

は
 赤
い
 
卵
を
 
受
け
止
め
た
 
と
き
 
だ
け
 
「。ハ 

ン
ツ
」
 
沿
 
(: 投
げ
返
し
て
 
や
つ
つ
 
け
ら
 

れ
る
 

。
あ
と
は
 

ひ
た
す
ら
 

卵
を
 

受
け
取
 

め
る
 

だ
け
。
 

こ
の
 

ゲ
 

ー 
ム
 

、
プ
レ
ィ
す
 

れ
ば
 

す
る
 

程
 

「
ぶ
た
 

丸
」
 

^
 

が
 

可
愛
く
 

思
ぇ
て
 

く
る
ゾ
 

。
何
と
か
 

「
ぶ
た
 

丸
」
 

を
 生
き
 
伸
び
さ
せ
た
い
…
 
そ
ん
な
 
想
い
 

が
 ヒ
シ
ヒ
 
シ
と
胸
 

(: せ
ま
つ
 
て
く
 
る
。
 

人
 M
 ぎ
の
 
ギ
ャ
ン
グ
 
ゲ
 ー 

ム
の
 
決
定
版
。
 



圈留 @圈@ 圈 

SSBgag 狃 酋圈圈 0 圆圈 _圉 圏 运 

固爲圈 @e 圈 ■圄圈 翰 soss 退 

INFORMATION 

R
O
M
 
 

S
O
N
Y
 

▼
に
や
ん
 

こ
の
 

行
く
手
 

に
は
 

オ
イ
 

シ
イ
 

お
と
と
、
 

イ
ジ
 

ワ
ル
 

ネ
ズ
公
 

が
 

待
ち
受
け
て
 

い
る
ん
だ
 

ゾ
 

、
ニ
 

ヤ
ン
 

ニ
 

ヤ
ン
 

C 

ぼ
く
は
 

可
愛
い
"
 

に
や
ん
 

こ
、
々
 

XI
 

刖
は
 

チ
ト
 

わ
か
ら
ぬ
 

が、
 

ゲ
 

I 
ム
の
 

主
役
な
 

ん
だ
 

よ。
 

舞
台
は
 

ビ
ル
の
 

よ
う
に
 

フ
ロ
 

ア
が
何
 

階
 

(:
 

も 
分
か
れ
て
 

い
る
。
 

「
こ
ん
ち
」
 

と 
1 

階
か
ら
 

入
つ
 

て
き
 

ま
 

す
。
 

そ
し
て
は
 

し
ご
を
 

つ
た
つ
 

て、
 

h
 

の
 

フ
ロ
ア
へ
 

と 
h
 

が
つ
 

て
い
 

く
ん
だ
。
 
途
中
に
は
 

大
好
物
の
"
 

お
と
と
，
 

が
 

何
 

匹
 

も
こ
ろ
 

が
つ
 

て
る
。
 

そ
れ
は
 

美
味
し
 

く
い
た
 

だ
く
 

こ
と
に
し
て
 

い
ま
す
。
 

楽
 

し
そ
う
 

だ
な
 

あ
 

一、
 

と 
思
つ
 

ち
 

や 
甘
い
 

な
 

あ
。
 

ト
ム
と
 

ジ
ェ
リ
 

ー 
じ
 

や
な
い
 

け
 

れ
 

ど
'
 
 

い
じ
わ
る
 

ネ
ズ
 

公
が
 

や
つ
 

ば
り
 

登
場
す
 

る
ん
だ
。
 

そ
し
て
、
 

k
 

の
 

階
 

か
 

ら
花
ビ
 

ン
 

の
よ
う
 

な
 

も
の
を
 

投
げ
つ
 

け
 

て
く
 

る。
 

当
た
つ
 

ち
 

や 
オ
シ
 

マ
ィ
 

C 
フ
ッ
ト
 

ヮ 
I 

ク
を
生
 

か
 

_ 
J て
 

右
へ
、
 

左
へ
 

素
 

V-
 

く
 

移
動
。
 

E
 
指
す
 
最
 
h
 
階
に
 
向
け
て
 

ヤ
ン
と
 
も 頑

張
ら
な
 
き 

や
な
ら
ん
 
ゲ
ー
ム
 
な
ん
だ
。
 

今や 雀莊は n 動 «;i が : 1-; 流。 洗 牌 も 

M 

み 

も、 

サィコロ 

振り 

も 

機械が 

す 

ベて 

やつて 

くれる。 

こり 

や 
ホン 

ト 

(:  
ラク  

チン。  

コン 

ピユ 

—夕が 

進展 

すると 

とても 

便利 

(: 
な 
るんだ 

ね。 

とこ
ろが
 

どつ こい。
 

この。
 

ハイ 

。ハ 

ニッ
ク、
. 

^ 

は 
麻 

* 

ゲ 

ーム
な 

ん 

だけど
、 

これが
 

^ 

(: 
® 
始的 

かつ 

メ 
，ド—*

 
なんだ

。 
牌は つもつ

 
ち やく 

れ
な
い
 

、
邪
 

_
 

は
 

ワ
ン
 

サ
カ
 

出
て
 

来
 

る。
 

時
 

fi
n 

も 
チ
ッ
ク
 

タ
ッ
ク
 

if
i 

い
か
け
 

て
く
 

る。
 

そ
の
 

中
で
 

シ
ツ
 

カ
と
'
 

ド
ラ
を
 

M
L
 

き
わ
め
 

役
 

(
V
-
 

り
、
 

そ
し
て
 

L
 

が
ら
ね
 

ば
な
ら
 

な
い
 

の
 

だ
。
 

キ
ミ
の
 

手
と
 

な
り
 

足
と
 
な
り
 
牌
を
 
つ
も
つ
 
た
り
、
 
並
べ
 
か
 

え
た
り
 

し
て
 

く
れ
る
 

「
ジ
 

ヤン
士 
 

z 
 

く
ん
」
 

-h
 

-T
- 

に 
コ
ン
ト
 

ロ 
ー 

ル
し
て
 

切
 

張
ろ
 

ぅ。
 

麻
雀
が
 

強
い
か
ら
 

と
い
つ
 

て、
 

見
 

事
に
 

上
が
れ
る
 

と
は
 

限
ら
な
い
。
 

な
ん
 

た
つ
て
 

牌
が
 

本
当
に
。
 

ハ 
ニ
ッ
ク
す
 

る 
あ
 

た
 

ふ
た
、
 

あ
わ
て
ち
 

や
う
 

ゲ
—
ム
 

な
ん
 

だ
。
 

沈
着
 

か
つ
 

冷
静
 

•
敏
速
に
。
 

►
 

14
 

牌
 

ツ
モ
つ
 

た
ら
*
 

並
べ
 

か
え
 

♦
を
 

ハ
ン
 

マ
—
 

で
 

ボ
ン
と
 

叩
く
。
 

と、
 

種
類
 

別
に
 

見
や
す
 

く 
整
理
さ
れ
 

る。
 

上
が
る
 

為
に
は
 

ア
ト
 

何
が
 

必
要
 

か
 

考
え
よ
う
 

ね
 

►
こ
れ
で
 

上
が
 

リ
 

、
と
 

思
つ
 

た
ら
 

ロ
ン
を
 

叩
く
。
 

で
 

も 
間
違
つ
 

て
る
と
 

•
チ
ョ
 

ン
ポ
 

，
が
 

脳
天
を
 

直
擎
す
 

る
の
 

じ
 

や 
ア
ト
、
 

サ
ィ
コ
ロ
 
 

•
点
 

棒
に
 

気
を
つ
け
て
。
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mmmmmm^m 

ブギウギ ジヤン クル 

1 

へ ン
し
て
 み
よ
う
 

0 

_ 

贫
欲
の
秋
と
は
い
ぅ
け
れ
ど
、
 

6
 
い
し
 

ん
坊
 
(: は

.
 

い
つ
で
も
 
秋
み
た
い
 

な
 も
 /
 1. で、

 な
 (: を

 W. て
 も
 食
い
た
 く
 

つ
て
た
 

ま
ら
な
い
。
 

*.:.- 
1
沢
贤
抬
の
 

,^ 
の
 

ffl: w
 じ
 
や
 あ
な
い
け
 
れ
ど
 

「 *: (: 芡
味
 

し
い
 
ゾ
バ
 
M
 が
 あ
る
と
 
聞
け
ば
 

ij- つ
て
 

试
 &
 を
し
て
 
…
…
 
」 
み
 た
い
な
 

- 
11 八：： (: 

多
少
の
 
時
 ！.1, 
.1 や

 ;
 'V V/ は

も
の
の
 
数
 じ
 
や
 

あ
な
い
。
 

va (: あ
る
の
は
、
 
と
に
か
く
 

3¢ 味
し
 
い
 
モ
ノ
を
 
t
 ベ
た
い
 
つ
て
 
こ
と
 

ば
か
り
。
 
こ
の
 
ゲ
 
ー 

ム
 の
 

' 1;. \
 公
 も
 そ
 

ん
 な
 ft い

し
ん
 
W
 の
 ひ
と
り
"
 

ジ
 
ヤ
ン
 

グ
ル
の
 
あ
つ
ち
 
こ
つ
ち
 

(: ;?.: い
て
 
あ
る
 

ヶ
 
I 
キ
や
ロ
 

ー 
ス
ト
 
チ
キ
ン
 

キ
 
ヤ
ン
 

デ
ィ
な
 
ど
を
 
次
々
 

(: it い
ま
く
 
る
。
 

こ 

ん
 な
 奴
 
(: 贫

 わ
れ
ち
 
や
 あ
ォ
 
レ
た
ち
 
の
 

食
い
 
分
が
 
な
く
な
る
 
と
 追
い
 
か
け
て
 
く
 

る
 男
た
ち
 
を
 振
り
き
 
つ
て
、
 
食
い
し
 
A
 

仿
 ク
ン
は
 
ど
こ
ま
で
 

ft い
ま
く
 
り
の
胀
 

を
 続
け
る
 
こ
と
が
で
き
ま
す
 
か
 —
 
あ
 

と
は
 
キ
ミ
の
 
腕
 次
 ̂
 。 
で
も
 
好
き
嫌
い
 

の
 激
し
い
 
\
は
 
こ
の
 
ゲ
ー
ム
 

( : 
は
，
 ! ill か

 

な
い
 
ね
。
 
食
べ
 
a
 し
が
 
あ
る
と
.
 
_
 lfli が

 

変
ら
な
い
 
ん
 だ
か
ら
。
 

一
見
す
 
る
と
 
迷
路
が
 
つ
く
ら
 

れ
 て
る
ん
だ
 
け
ど
、
 
実
は
 
裏
 

返
し
に
 
な
つ
た
 
力
—
 
ド
な
 
の。 

R
O
M
 
 
4
、
 
8
0
0
 
円
 

H
A
L
 
研
究
所
 

早
い
話
が
 
こ
の
 
ゲ
—
ム
 
、
神
経
 

，
 
 
:
 
 
衰
弱
な
ん
 
だ
け
ど
、
 
お
化
け
 

に
つ
か
 
ま
ら
な
い
 
よ
ぅ
に
 
逃
 

げ
 な
が
ら
 
カ
 ー ド

を
 
め
く
 

Z 5 

Ii
3 

3
b
 

Ih
lU
lK
KM
XK
KM
 

恋
人
 

同
士
か
^
^
 

• 
 

g
 

ゆ
い
 

キヤ
- 

r^
N 

夕
 

が
 

I 
生
 

u
 

x
 

op
 

カ
ー
 

ド
を
 

め
く
つ
 

て
い
く
 

ぞ
 

l 

黒
い
 

オ
パ
ケ
 

に
 

捕
ま
ら
な
 

い
よ
う
に
 

頑
張
 

つ
て
 

ペ
ア
の
 

力
—
 

ド
を
 

探
し
出
そ
う
 

f 
ヘ
ア
 

が
で
 

き
れ
は
 

_
 

は
滅
 

つ
て
い
 

き
ま
つ
せ
 

数：、 , r: の
 授
業
で
 
も
 組
み
へ
：
：
 ゎ
 

せ
つ
て
 
い
う
の
は
 
難
 か
し
 
い
ん
 

だ
ょ
 ね。
 そ
れ
を
 

浆
 し
み
な
 

が
ら
 ̂
 
{: つ

け
ち
 
や
お
う
て
 

の
が
 
こ
の
 
ゲ
 
ー
ム
。
 
H
 と
你
 

人
な
…
 
®
 il/^ で

す
な
 
ア
。
 

3 

\
 か
ら
 
5 人

の
 
/ A- の

 f
 が
 侍
 

つ
て
い
 

る
 お IIIL 

(: 、
ど
ん
な
 

災
 物
が
 
Is し

て
 
あ
る
か
を
 
推
 

押
 •し
て
い
こ
う
。
 

P
 が
か
り
 

は
 
コ
ン
ビ
 
ユ
ー
 
欠
が
 

/； V- え
て
 

く
れ
る
 
ヒ
ン
ト
 
だ
け
。
 

I-- N い
 

マ
ー
 
ク
の
 
数
は
 
^
 物
の
 
M
m
 

を
、
 
ど
の
 
^
 
の
，
 J- か

は
 
赤
い
 

マ
ー
 
ク
が
出
 
て
く
 
る
よ
。
 
M
 

て
い
く
 
の
 だ。 

カ ー ド
を
 
一 

返
す
 と、 

キ
 レ
ィ
な
 フ
ル
—
 

ツ
が
 
現
わ
れ
る
。
 
同
じ
 
札
を
 

選
べ
ば
 
得
点
よ
。
 
こ
れ
が
 
簡
 

単
そ
ぅ
 
で
 実
は
 
な
か
な
か
 
ム
 

ズ
 か
し
い
。
 逃
げ
る
 の
に
 必
 

死
に
な
 
つ
て
い
 
る
と
、
 

め
 

つ
た
 
力
—
 
ド
を
 
忘
れ
ち
 
ゃ
ぅ
 

ゾ
 。
ジ
ョ
 
I 
力
—
 
力
—
 
ド
は
 

本
誌
で
 
お
な
じ
み
 
M
S
X
 
坊
 

や
 だ
よ
。
 
ど
の
 力
—
 ド
と
 ぺ
 

ア
か
 
は
わ
か
ら
 
な
い
。
 

ハ
ラ
の
 
リ
ア
ル
タ
ィ
ム
 
神
経
 

霞
。
：
 

へ
 

初
は
 
簡
咕
だ
 
け
ど
 
^
 物
が
 ド
ン
ド
ン
 

,, 
h
 

て
 米
る
 
サ
 ア
—
大
 
愛
。
 
M
 が
 
ハ
チ
ヤ
 

チ
ヤ
 

(: な
つ
て
 
く
る
ユ
 
ト
爻
け
 

/.v l I い 

K
 
し
て
 
み
ら
れ
る
 

Ini 数
 

^
v
 
l 5 
1
 10 

4
入
で
 
25 1

:
、
5
\
て
 

20 间
。
，
ヒ
 

を
 #
 ̂
 
{: 推

现
を
 
開
始
し
 
よ
う
。
 

ゲ
 
ー 
ム
で
 
キ
ミ
の
 
M
 も
 
フ
ル
：
！
：
 紅
 だ
。
 

フ
ル
 
I 
ツ
に
 
目
の
 
な
い
 

女
の
子
た
ち
、
 数
学
！
 

い
 男
の
子
、
 
み
ん
^
^
 合
 だ。 頭

の
 ト
レ
 1 二 

ン
グ
の
 
時
間
 
だ
よ
—
。
 

神
経
 

1C 
け
 

L
i
 
 逃
 

を
裏
 ル

-
 

札
を
 

か
 簡
 

か
ム
 

に
必
 め
 < 

や
ぅ
 

ド
は
 

4 

と
べ
 ハ
ラ
 

神
経
 

ン
ト
 

こ
の
 

だ。 



INFORMATION 

小春 日ネ 0(7) お 花畑を 働き 

回る 蜂 サン <  一見の どか 

そうだけ ど 実は 敵が ウヨ 
ウヨ してる の ダ さあ 天 

軸の トンボ や てんとう 虫 

を かわしながら 頑張って 

ミツを 集め ましよ 

ROM  4.000円 

クロス トーク コン ドリ 

BEE&FLOWER 

こ
り
 
や 人

 愛
な
 

• 

:!: (: な
り
そ
う
 
だ
。
 

衣
 

••
小さ
れ 

て
い
る
 

か
ら
 

サ
ボ
る
 

わ
け
 

(:
 

は
ま
い
 

り
ま
せ
ん
。
 

il
l 

取
り
 

少
 

厂十 も «)] H ii め、 H  c ir f* 

れ 
5 、 

(: 
は、 

しつ 

かり 

灰へ
：^
 

りま
す。
 

時 lii} 

経
過
が
 

ょ
一
 

く 
分
,
 

: -I
 

楽
し
い
 

ね。
 

ゲ
ー
ム
 

は
 

^:
 

®
 

で
 

9 Ifl
i 

ま
で
。
 

ク 

リ
ア
す
 

n
 

ば
す
 

る
柷
卜
 

ン
ボ
 

や、
 

ス
ズ
メ
 

蜂
、
 

て
ん
と
ぅ
 

] il
 

f 'I
i 

が
 

増
え
て
 

い
き
ま
す
。
 

峰は
 

こ lie
 

刺し
て 

も ^ 1: ぬわ
 

tt (: は
 
 

^ 

まい
りま
 

-e 

/v 

。
 
 

P 

R
O
M
 
 

4
、
 

8
0
0
 

円
 

H
A
L
 

研
究
所
 

| 
時
期
 

エ
ス
 

パ
—
 

も
の
の
 

映
 

画
が
 

大
ヒ
ッ
 

ト
し
た
 

の
は
 

知
 

つ
て
る
 

よ
ね
。
 

あ
る
い
は
 

ス 

フ
ー
ン
 

を
 

曲
げ
た
り
、
 

壊
れ
 

た
 

時
計
を
 

直
し
ち
 

や
ぅ
 

超
 

能
 

力
 

少
年
を
 

見
て
 

一
生
懸
命
 

マ 

ネ
 

し
た
 

人
 

も
 

多
い
 

害、
- 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

そ
ん
な
 

エ
ス
 

ハ
—
 

少
 

年
が
 

主
人
公
。
 

小
柄
で
 

か
わ
 

い
い
 

ビ
ッ
キ
—
 

君
。
 

で
も
 

彼
 

g
 
由
 

で
 自 

つて 

だ 
: 〇 

い
き
 

ツな，
 

どん
 

方 
ど 

に
は
 

自
分
の
 

ま
わ
り
の
 

岩
を
 

近
づ
け
た
り
 

遠
ざ
け
た
 

り
す
 

る
 

超
能
力
が
 

あ
る
の
 

だ
。
 

こ 

の
 

武
器
を
 

使
っ
て
、
 

悪
者
の
 

「
デ
ビ
ル
 

も
ぐ
ら
」
 

を
 

や
つ
 

つ
け
よ
ぅ
。
 

岩
を
 

ぅ
ま
く
 

動
 

か
し
て
も
 

ぐ
ら
に
 

当
て
れ
ば
 

O
K
/
.
 

岩
の
 

不
思
議
な
 

動
 

き
は
 

ま
さ
に
 

宇
宙
 

的
な
 

ア
ク
 

シ
 

ヨ
ン
 

だ
/
.
 

拳 

ん
，
：
！
！
は
ポ
ヵ
ポ
ヵ
い
い
尺
 

,\, 。
お
佗
畑
 

も
満
 m
 だ
。
 
こ
ん
な
 口
は
 人
 II1J だ

け
 じ 

や
な
く
 密
蜂
も
 切
 張
つ
 
て
 tf)J き

ま
つ
せ
。
 

て
な
 ヮ
ヶ
で
 

パ
は
、
 密
蜂
を
 

あ
や
つ
 〇 

て
 
花
か
ら
 

密
を
 

tls 
め
る
 

の
 

だ
。
 

ニ
コ
 

ニ 

コ
頌
の
 
お
 ̂
 様
が
 
顔
を
 
出
し
て
'
 
 ま
た
 

隠
れ
 る
ま
で
 (: M

 )i も 佗
と
 ^
 を
 f.I- tu 

し
な
け
れ
ば
 

な
 •し >ん
 

の
 
だ
。
 

ノ
ル
マ
は
 

-
敏
し
い
で
ぇ
〇
一
卞
喊
淹
ビ
舯
い
て
い
 

る M
 屮
 、
ト
ン
ボ
 

や
 ス
ズ
メ
 蜂
、
 て
 A
 

と
う
 

11!. 
な
 

A
 
か
が
 

邪
 
^
 

し {: 
く
る
ぞ
 

。 

,:=然 は
 苛
酷
で
す
 
な。 

蝶
が
 
蜜
を
 
吸
う
 

と ft は
 w. n

 て
し
 ま
 ラ
し
、
 
野
 11;( (: は

 

拙
 虫
 ア
ミ
を
 侍
 

- 〇 た
 小
 {« た

ら
し
い
 ガ
 

キ
が
 ,12 り ま

わ
つ
 て
い
る
 し
…
 も
 I ィ 

ヤ
 な
 / L て

 
II わ
な
い
で
。
 

蜂
 サ
ン
に
は
 

蜂
 サ
ン
の
 
武
器
が
 
あ
る
。
 
ト
ン
ボ
 
や
て
 

ん
と
う
止
 

(: は、 5; パ
ネ
、
パ
の
 «: で

や
つ
 

つ
け
ょ
う
 
。
川
 
砂
 他
を
 
供
と
 
せ
ば
少
 
屮
 

や
 
蝶
は
 

忍
わ
ず
 

* jl 
き
つ
け
ら
れ
て
 

し
ま
 

う
の
 

だ
。
 

こ
の
 

ゲ
ー
ム
 

は
 
時
 

liil 
制
。
 

ん
 

陽
が
 移 #
 す
る
 (: つ
れ
て
.
 

c
 lfli ff E M も 

淡
い
^
:
 
か
ら
 
*
 、 
シ
ア
 
> 
ま
た
 
ブ
ル
—
 

へ
と
 ̂
 し
く
 
殳
化
 
し
ま
す
 
よ。 

れ
 の
.
 

n
 の ノ
ル
マ
は
 

i r' ill 
の
 
^
 
て
し
 

つ
か
り
 

入 
II1

J 
ち
ゆ
ぅ
 

Iril
J 

物は
 

IH;
 

の 中で
 

いち
ば 

ん
伐
酷
 

な 

# 

物 

だ
っ
て
 

説が
 

あ
る
け
れ
 

ど、
 

そり
 

や 
あ 

4<
 

小 I 
なの
か 

もし
れ 

な 

いネ
 

。だ
つ 

て 

フツ
〜 

の 

# 

物
な
ら
 

ば 

, H 
分が
 

1-:
 

きる
 

た
め
に
し
 

か 

他の
 

！ T
ilJ

 

物 

を 
段す
 

こと
を 

しな
い 

けど
、 

人 
Ili

J 

は 

楽
し
み
の
 

た
め
だ
け
 

にど
ん 

どん
 

抑 

物 

を 

段
し
て
 

しま
ぅ。
 

いや
 

あ、
 

^ 

1 

(: 

残
酷
な
 

# 

物
で
す
 

な 

あ〜
。 

とい
う 

ワ 

ケで
' 

|'.- ?ぃ
-:
 

/|>
 

(: 

災
を
作
っ
て
ぃ
る
コ
 

ン 
ド
リ
く
 

A. 

の 

一；
 

の 

悩
み
の
 

タネ
 

も 

人 

lis
j 

。 
ハ<
球 

(: 
乗
っ
て
 

* 

(: 

やっ
て 

米 

て
は
 

卵
を
 

盗
ん
で
 

い
っ
て
 

し
ま
ぅ
 

の
で
 

す
ょ
。
 

だ
か
ら
 

巣
 

(:
 

近
づ
く
：
：
 

A 
球
は
 

く 

ち
ば
し
で
 

つ
つ
つ
 

き 
落
と
さ
な
 

く
つ
ち
 や 

あ
い
け
 

な
い
 

{t
 

n
 

ど、
 

そ
れ
ば
 

つ
か
 

り
に
 

^
 

を
 

使
つ
 

て
い
る
 

と、
 

へ 人 
は
 

は
®
 

が
 

史
を
荒
 

し 
(:
 

や
つ
て
 

く
る
わ
け
。
 

U
 

球
か
ら
 

射
 

か
け
て
 

く
る
 

^
 

(:
 

^i
 

を
 

配
り
 

な
が
ら
、
 

こ
の
 

一一
つ 

の
 

敵
を
 

w
 

-f
- 

に 
し 

な
き
や
 

あ
な
ら
な
い
 

ん
だ
 

か
ら
、
 

コ
ン
 

ド
リ
 

く
ん
 

も
大
 

^
 

で
す
な
 

あ 
.
 

。
ま
 

あ、
 

こ
の
辺
の
 

-(
IV
 

情
は
 

キ
ミ
の
 

お
 

父
 

さ
 

ん
 
•
お
母
さ
ん
 

も 変
わ
ら
ん
 

と 思
う
 

け
ど
。
 

i
 

か
ら
の
 

矢
を
^
 

な
が
ら
、
 

母
さ
ん
 

コ
ン
 

ド
リ
は
 

人
間
と
 

猫
を
 

相
手
に
 

一
歩
 

も
 

退
か
な
い
 

I 
い
や
 

あ
'
 
 

母
 

親
っ
て
 

い
ぅ
の
は
 

強
い
 

も
ん
で
す
 

な
 

ぁ 
..
… 

ル
 



FUEL 

SIS 礎 

C§g 礎 I  |  1 9  II.. 

raj 
1  1 
J 

I  i:«»i 0 
i:  您  1 

，ゃ
 

t
s
 

ぐ
わ
ん
 

ば
る
 

ぞ
お
ガ
 

R
O
M
 
 

4、
 

8
0
0
 

円
ウ
 

H 
イ
リ
 

ミ
 

デ
 イ
ス
 
プ
レ
イ
の
 
i
 
に
 白
旗
の
：
*
 
を
 示
す
 
マ
ツ
 
ブ
か
 
あ
る
 
•
キ
ミ
は
 
そ
れ
を
 

見
な
が
 
ら
 ト
マ
ト
 
号
を
 走
ら
せ
る
-
黒
い
！
！
 

の
 追
 ¥
 を
し
 
リ
ぞ
 
け
ろ
 
// : 

山
舍
 
町
で
の
 
ラ
リ
 
ー 
が
 
ス
タ
 
ー 
ト 

す
る
。
 
赤
い
 
ボ
デ
ィ
が
 
ひ
と
き
わ
 

ひ
き
た
つ
 
ト
マ
ト
 

V を
 祖
っ
 
て、 

キ
ミ
は
 
疾
走
す
 
る
の
 
だ
。
 
ガ
ソ
リ
 

ン
も
率
 
の
幣
備
 
も ；; 令、 

あ
と
は
 

キ
ミ
の
 
ド
ラ
ィ
ブ
 
テ
ク
 

{: か
か
つ
 

て
い
る
。
 

特
 (: 変
わ
っ
た
 

ル
—
 ル 

は
な
ぃ
。
 

マ
ッ
プ
の
 指
 一 •小に 従

っ
 

て
 rl 旗

を
 
ク
リ
ア
す
 
る だ

け
 
だ
。
 

た
だ
し
、
行
手
を
は
ば
も
ぅ
と
 »|? | 

纔
 りの
 

^
 i が 3 台 ト

マ
ト
 

- y- を ftL 

つ
て
い
 
る. ゾ

 。
し
つ
こ
 
^
 で
は
 fj 

名
な
 
黒
い
：
 ¥
 m
 
(: 袈

わ
れ
 
た
ら
、
 

い
く
ら
 
ト
マ
ト
 
号
と
 
い
え
 
ど
も
 
お
 

手
 L
 lf だ

。
 
し
か
し
、
 

ラ
リ
—
 (: 

勝
つ
 た
め
に
は
、
 

敢
ぇ
て
 こ
の
 危
 

険
 に
 立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
 
な
ら
 

な
い
。
 
さ
あ
、
 

ス
タ
 

^ は
も
う
 

す
ぐ
。
 
キ
ミ
の
 
ト
マ
ト
 
号
は
 
果
た
 

し
て
 
優
勝
 
フ
ラ
ッ
グ
を
 
き
れ
る
 
か。 

円 〇 8 

4, 

M 〇 R 

に
 
足
て
、
 

ミ 
ド 

ル
の
 
け
り
 
キ
ン
 

ビ
 
ミ
つ
 
た
と
 

X 
る
キ
け
 

っ
ぅ
 

• 

れ
 
 
'
投
 
ま
ま
 

ジ
 

ば
が
 

を
 
か
し
 

n 

呼
ち
 
物
つ
 
て
ぅ
 

と
た
、
 
し
つ
 

ま 
| 
嗍
 
り 

も
 
か
し
 

ヒ
傲
 
た
。
 
つ
て
 

| 
た
つ
る
 
ぶ
ち
 

リ 
い
は
す
 

に
 
落
 

ク
 
つ
つ
を
 
物
へ
 

け
こ
る
 

ィ
 

C. 

ぅ
だ
 

ど
 

判
バ
い
 い
り
が
 

と
ス
な
 

と
わ
 

ン
リ
 

、
ら
 

中
 

ま 
マ
キ
に
 

な
 

は
自
ガ
 
は
る
 

さ
 

§
 

て、 
U 

だ 
降を
 

つ
か
 

か
に
 

M
 

ィ 
あ
し
る
 

階
ず
 

パ
 

も
 
 

い
の
 

ま 

ス
と
 

だ
に
 

下
は
 

ス
パ
イ
と
 
言
え
ば
 
聞
こ
え
は
 
い
い
が
、
 
ま
あ
 
空
巣
で
す
 
ね
。
 

真
夜
中
に
 
ビ
ル
に
 
忍
び
込
み
、
—
 
階
に
 
あ
る
 
重
要
 
書
類
を
 

盗
み
出
す
、
 
と
い
ぅ
 
ゲ
—
ム
 
な
ん
だ
。
 
ま
ず
 
侵
入
す
 
る
と
 

こ
ろ
は
 
ビ
ル
の
 
8 階

。
 

で、 
各
階
に
 
3 人

ず
 
つ
 巡
回
し
て
 

い
る
 
ガ
—
ド
 
マ
ン
に
 
捕
ま
ら
な
 
い
よ
う
に
 
あ
た
り
に
 
気
を
 

配
り
な
が
ら
 
進
み
、
 
下
の
 
フ
ロ
ア
を
 
開
け
る
 
鍵
を
 
探
し
て
 

I
 
階
ず
 
つ
 降
り
て
 
行
き
、
 
書
類
を
 
盗
み
出
す
 
の
 
だ
。
 

• 

何
や
ら
 
読
み
に
 
く
い
 
タ
ィ
 
ト 
ル
 だ
 

け
ど
 
>  こ れ

ス
 
ク
ィ
 
ッ
シ
 
ユ
ゼ
ム
 

と
 
読
 

む
ん
だ
。
 

ど
う
い
う
 

ゲ
—
厶
 

か
と
 
申
し
ま
す
 
と、 

お
金
の
 
い
つ
 

ぱ
い
 

入
っ
た
 

カ
バ
々
 

が
 放っ
た
ら
 

か
し
に
 
さ
れ
て
 
い
る
と
 
言
わ
れ
る
 

4
8
 階
 
建
て
の
 
ビ
ル
に
 
忍
び
込
み
、
 

カ
バ
ン
を
 
手
に
入
れ
る
 
と
；
 >
う
ゲ
 

—
ム
 
な
の
 
だ
。
 
し
か
し
、
 
そ
の
 
ビ
 

ル
に
は
 
何
 匹
 も
の
 
怪
物
が
 
住
み
つ
 

い
て
い
て
、
 

近
寄
る
 

者
を
 
こ
と
 ご
 

と
く
 
恐
ろ
し
い
 
め
に
 
会
わ
せ
る
 
と 

い
う
。
 
そ
れ
で
も
、
 

お
金
の
 
欲
し
 

い
 キ
ミ
は
 ビ
ル
の
 
48 階

 目
指
し
て
 

出
か
け
て
 
い
く
の
ね
。
 

さ
あ
、
 

一 

夜
に
 
し
て
 
億
万
長
者
 
に
な
れ
 
る
で
 

し
ょ
う
 か。 

I 歩
 ス
タ
—
 卜
し
た
 

ら
 、
途
中
で
 
引
き
返
す
 
こ
と
は
 
で
 

き
な
い
。
 
ノ
ル
 
か
 ソ
ル
 
か
の
 大
勝
 

負
、
 
い
ざ
 ス
タ
—
 卜
な
 の
 だ
。
 

ハ
イ
ウ
ェ
イ
 

ス
タ
 

ー 



迷路 中には いくつもの？ が 出 
てく るが、 これを いかに 处^ 
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ROM  4,800円 クロス トーク 

ヒルテ インク 

は
 出
来
な
い
 
も
ん
ね
 

エ …
…
 

' 

迷
路
は
 
さ
ま
ざ
ま
な
 
方
向
に
 
わ
か
 

れ
 て
い
て
、
 
ど
の
 
道
を
 選
ぶ
 
か
で
 

戦
士
の
 
運
命
 
も
 変
っ
て
 
き
ち
 
ゃ
ぅ
。
 

M
 
S
X
 
用
と
 
し
て
は
 
初
の
 

口
 
 —
 
ル
 

。
フ
レ
イ
ン
 
グ
ゲ
 
I 
ム
 な
の
で
す
。
 

R
O
M
 
 

4、
 

8
0
0
 

円
ア
 

ス
キ
|
 

ョ ロ
イ
 兜
に
 
身
を
 固
め
、
 
青
 竜
 刀
 

を
 片
手
に
 
持
て
ば
、
 

気
分
は
 
ま
る
 

で
 ギ
リ
シ
ャ
 

•ロ 
ー 
マ
の
 
戦
国
 
時
 

代
。
 
迷
路
の
 
中
に
 
い
る
 
怪
物
と
 
戦
 

つ
て
 
ヵ
ワ
 
ユ
イ
 
お
 姫
様
を
 
助
け
出
 

せ
 ば
 キ
ミ
.
 は 英
雄
に
 な
れ
る
 の
 だ
。
 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
 
上
に
は
 
常
に
 
戦
士
 

の
 体
力
 
•
防
御
 
力
 
•
金
力
 
等
々
 
の
 

状
況
が
 
表
示
さ
れ
 
て
い
て
、
 

こ
れ
 

が
 冒
険
を
 
続
け
る
 
ぅ
ち
に
 
出
逢
ぅ
 

事
件
 
や
 戦
い
に
 
よ
っ
て
 
増
え
た
り
 

減
っ
 

た
り
す
 

る。 
色
男
、
 

金
と
 

女
 

は
な
 
か
り
け
 
リ 

，
な
ん
て
 
言
う
 

け
れ
ど
、
 
こ
う
し
た
 
も
の
は
 
多
い
 

に
こ
し
た
 
こ
と
が
な
い
 

な
ん
て
 

つ
た
っ
て
、
 
腹
が
減
つ
 
ち
ゃ
 
あ
 戦
 

る
っ
て
 

事
な
ん
 

だ
。
 

だ
か
ら
 

気
が
 

向
い
た
ら
 

危
険
 

を
 

か
え
り
 

^
 

す
に
 

ど
こ
へ
 

で
も
 

忍
び
込
ん
 

じ
 

や
ぅ
。
 

キ
ミ
の
 

ま
わ
り
に
 

も、
 

こ
ん
な
 

感
じ
の
 

子
い
 

る
ね
。
 

さ
あ
 

キ
ミ
は
 

い
た
ず
ら
 

大
好
き
 

少
年
。
 

監
 

t
 

貝
の
 

ネ
コ
の
 

目
を
 

盗
ん
で
 

工
場
に
 

侵
入
 

だ。
 

点
検
 

ロ
ボ
 

ツ 
ト
が
 

頭
を
 

出
し
た
ら
 

ハ
ン
 

マ
—
 

で
 

| 
発
 

お
見
舞
 

い
し
よ
う
。
 

捕
ま
ら
ず
に
 

何
 

発
た
た
 

け
る
 

か
な
？
 

R
O
M
 
 

4、
 

8
0
0
 

円
ア
 

ス
キ
|
 

こ
こ
は
 
三
次
元
の
 
迷
路
の
 
中。 

キ
ミ
は
 

力
 I 

ソ
ル
 
•
キ
 
I 
を
 頼
り
に
 
こ
こ
を
 
脱
 

出
し
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
。
 

で
も
、
 
磁
 

石
 も
 地
図
 
も
な
い
 
の
で
 
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
 

に
 表
示
さ
れ
 
た
 時
計
と
 
太
陽
の
 
動
き
を
 

常
に
 
頭
に
 
入
れ
て
 
お
か
な
け
れ
ば
、
 

今
 

ど
の
辺
に
 
い
る
の
 
か
わ
か
ら
 
な
く
な
つ
 

て
し
 ま
ぅ
 と
い
ぅ
 わ
け
。
 

場
合
に
ょ
つ
 

て
は
 
い
つ
ま
で
も
 
同
じ
と
 
こ
ろ
を
 
ゥ
ロ
 

ゥ
 
ロ
な
ん
 
て
こ
 
と
も
ょ
く
 
あ
る
ね
。
 

お
 

ま
け
に
 
夜
は
 
赤
 ̂
 
ピ
ュ
ア
ー
 
が
な
 
け
 

リ
ゃ
あ
 
前
 も
 後
 も
 わ
か
ら
な
い
 
ほ
ど
の
 

暗
や
み
に
 
…
…
 
。
こ
の
 
ピ
ュ
ア
 
ー 
の
 あ
 

り
か
 
も
 わ
か
ら
な
 

い
し
、
 
落
し
穴
 
も
 あ
 

る
し
、
 

い
や
 
あ
し
ん
 
ど
い
 
ゲ
 I 

ム
 で
す
。
 

円 
4, 

M 

i?
: 

— 

Ror 

ゲ ー ムの
 

初め
 

(: キミ
には
 

¢<
 

11 

が：^
 

足ら
れる
。 

「ビル
 

A 
に ® 

入せ
 

ょ。 

秘密
^ 

g 
を 

5 
通 
集め
 

る 

コ
ト
/
」
 

キ
ミ
は
 

ア
ポ
ロ
 

キ
ヤ
 

ップ
に 

半ズ
ボン
の 

少年
 

探偵
 

だ。 
ビル
 

(: は ^ 
階 (: 秘密
の 

ドア
が 

一杯。
 

中 

(: 
入つ
 

てみ
 

なけ
れば
 

そこ
が蛊
：^
のあ
る場
所か
どぅ
 かは

 

わか
らな
い。
 

もち
ろん
 

卜 

ィレ
や 

レス
トラ
ン 

だつ
 

て 
事 

も 

あ
る
の
 

だ
。
 

お
ま
け
に
 

各
階
に
は
 

刃
物
を
 

持
っ
た
^
 

-  
— 

サ
マ
 

達
が
 

ゥ
 

ヨ
ウ
 

ヨ
と
^
 

一
し
て
 

い
る
。
 

ぶ
つ
 

か
つ
た
ら
 

も
ち
ろ
ん
 

ア
ウ
ト
。
 

彼
 

ら
の
 

n
 

を
 

盗
み
、
 

唯
一
の
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❿棚 AHA 

いま、 新 U 、「自由」 力 似 じ まる。 ヤ マノ 、MSX0 
ホーム パーソナルコンピュータ YIS303/503 

■資料 請求は〒 430-91 浜 松 市 浜 松 郵便 笱 

私書箱 3 号 日本 楽器 製造 株式会社 AY-XH 係まで 

#MSX マークは、 マイク ロソフ ト 社の 商標です： 

いま、 新しい 「自由」 を擭 得した パソコンが、 ボク たちの 前に 姿を 現わす。 ヤマハから ホーム 

パーソナルコンピュータ YIS303  503、 新登場。 基本 アーキテクチャー は 話題の 共通 仕様 

MSX。 これまで ハード や ソフトの 「瓦 換 性」 がない ために 味わった 不自由 さ、 それが もう 無緣 

となる ドリーム マシン だ。 目的に 合せて MSX 共通の 豊富な ソフト や 周辺機器を 選択し C いけ 

ば、 ゲーム •学習 サポートを 始め、 ワープロ や データベースに、 さらには ニュー メデ びの イ 

ン ター フェースにまで、 ヤマハ MSX は、 ボク たちの 望み 通*) に 変身す る 0 また ヤマハ 独自の 音楽 

拡張 機器 や ソフトで システム アップ すれば、 YIS303/503 は 本格的 ミュージック コンピュータ 

に 早 変り。 FM 音源に よる 高度な サウンドで 自動 演奏は もち 論、 音声 合成から 最高 8 重 

奏の オー ケス トレー ション まで 思いのまま。 その他、 自分 だけの 音 作り、 演奏 データの 記 惊- 

再現 等、 無限の 音楽 パフォーマンスを 秘めて いる。 パソコンの 新しい 「自由」、 ヤマハ MSX。 

1111111111 llilllllllllillltll! 111111 llillllllllll 厂  1 

|jjl  ip  iUi  ， 

MS3D3 MS5D3 
I  I 月 10 日 発売 . ¥49,800  12 月 10 日 発売 . ¥64,800 



監修 i 度 辺 茂 （東京大学 名誉教授 •日本 マイコン s ラブ 会長）. 

知力 妤赛焓 え T 停び S 
大切な 時期 1；： 効果的て す 

I 子どもの 興味と 能力に 合わせて、 楽しく 学ぶ 習慣を つける まんてん くん 
だから 好評 

使い方は かんたん。 

画面と 対話しながら マイペース 学習 

実際の 教育の 現場で、 子供の 反 晒と 

実績を だし かめた、 確かな フ □ヴ ラム 

ひらがな 使用とは つきり しだ 画面で 

子供が 自主的に 学習で きます。 

映像 世代に 合わせた 

ボッフ な 画像と 楽しい サウンド 表現 

■  FM-  7( カセット テープ） 

■ペー シック マスタ _MArK- 5( カセット テープ） 

■  SMC70  777( フ a ッビ ー ディスク） 

■  MSX (カ セッ ト テープ） 

数の 導入 3  6 才 
1 数える ことの 学習 

2 彳〇の 合成 • 分解 
3 120 までの 数 

2 計算 力 14 〜 7 ォ 
1 合成 •分解 
2 計算 式に よる 加減 
3 一定 数からの 減法 

3 計算 力 S  5 〜 7 ォ 
1 図形に よる 合成 •分解 
2 数の 大小 比較と 数列 
3 表に よる 加減 

1 神経衰弱 

2 数と: P ル ファべ ット によ 
る 記憶力の 問題 

3 図形に よる 記憶力の 問題 

5 思考 力 5 〜ァ ォ 1 図形に よる 演算 1 
2 図形に よる 演算 2 

3 座標 

6 反射 性 5 〜 7 才 
1 数に よる 反射 性の 問題 

2 アルフ ァベ ット による 
反射 性の 問題 

3 図形に よる 相関 

各 巻 ¥9, 800 (カ セッ ト 3卷 • 説明 窨 付） 

仏ゃじ
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ころ I 7 卜 c なつた 人気 卜 y 才 
■ 

am 
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ン 

にこに こ、 ぶんの 

いける かな 

匯 

麵 

株式 

■ 圓 

会社  DJFDJtVS 
お 問合せは = 東京都 渋 谷 区 神 南 卜 19-4 日本 生命 ァ ネック ス （株） ランド コンピュータ 
バソコ ン システム 部 0(03)462-5858( 直通） ま たは （03)462-221 1 (代表） まで 
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♦撕丸 パン
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■% 

兌 ぶ 

1 ブラメ ぶ キド
キ 

m の ギャグ ゲーム 

1 爲1°7_ 円 

»躺 作 

ブ タ"、 ウ マイ i、 ワニ B、 ソ 

ウれ. ネ コイし 数 卞， ひとつ 

選んで 16 分 削 の俩 面に 入れ 

よう。 ,£ 地恧な コンピュータ
に 

バラ バラに されて しまった 給を、 

イ？ は 何分で 彳 U  メ  C できる か？ 

刻々 と 時間は 遇ぎ ていく。 世界 

,ii! 緑を めざして 急げ/ 右の 知 

能の 限界に 挑賊 する、 
パズル 

ゲ ー ムの 傑作。 

の CS3 ワン 

ソフ トが 勢ぞ ろい 
/ 

一達が 大 活躍し 公 

スで 迫る/ 君の ノ 
にす るゾ /  一 







VJ 勢揃い、 

i  から 操作は 簡単 0 

»EE3 マークは、 

マイクロ ソフトの 商標です。 

BEE&FLOWER 
君の 操る 蜜蜂 

は 蜂の巣と 花を 

往復し 蜜を 集め 

る。 しかし その 

間、 ドノ 水 スズメ 蜂^ 虫 取り 少年まで が 蜜蜂の 

邪魔を する から 注意。 BROM  PACK  © 

ル ー ルは マップ 

の 指示に 従って 

白旗を クリア ー 
する だけ 。a、 し 治の 黒い 車が 君の 車を めがけ 突進 じ t  くる。 

やつらを うまく かわせ。 BROM  PACK© 

ミッドナイト ビルデ イング 

産業 ス A イの君 

IX ビルの 屋上 

から 忍 t/ こみ、 一 

階 II* る 重要 害 

類を 盗まなければ いけない。 各階には 3 人づ 

つ 警備員が いる そ'  BROM  PACK ① 

カラ ー • ミット ゥェづ 

空母 •戦艦 •巡 

洋 艦な ど 雲霞 

のよう な 敵勢が 

見渡す かぎり 威 

力を 発揮。 3 機の 爆撃機を 率いて さっそく 

艦隊に 攻撃 開始/  BROM  PACKQ) 

カラ ー • 卜— チカ 
夕ーモイル 

T 敵 兵が 君の 卜 一 み C4  チカを め カ ヾ け て 

t  猛攻撃を か (rr 

9  くる。 敵 兵の 手 
榴弾で 爆破され ない うちに、 マシン •ガン 

で擊 退せ よ/  _ROM  PACK  Q) 

■— 

T* 

君は 宇宙空間 

の 迷路に 迷い 
こんで しまった。 

次々 に 襲って く 

る 敵の 宇宙船を 破壊しながら、 エイリアンの 

たまごを 回収せ よ。  BROM  PACK ⑦ 

ス クイ ッシュ セム 

実は ビルの 48 

階には ネ 成 いつ 

ぱいの カバンが 

ある。 その お金 

は、 力/ ぐノを 手に入れた 人の もの 上 か U: り レ 

には 怪物が いる ぞ。  _ROM  PACK© 

SUPER  DRINKER 

MSX から 次々 に 

示される 色々 な 

曲。 その 中から 

お気に入りの メ 

ロディ、 リズムを 選ぶ だけで、 何と オリ ジナ 

ル 曲が 作れます。  BROM  PACK 

心に 浮かんだ 自 

分 だけの メロ デ 

ィ ー を この ハ ー 
モナ イザ ーに 入 

れ てくだ さい。 伴奏つ きの 素澉な オリ ジナ 

ル 曲が 作れます。  BROM  PACK 

ジョー キンク マン 

君は 崖に 巣を 

作った コン ドリ。 

求に 乗った 人 

間 どもが、 巣の 

玉子を 盗みに くる そ： さあ、 巣に 近づく 気球 

を、 くちばしで つつけ/  _ROM  PACK® 

t-  ■ 丨 1 

君は いたずら 大 

好き 少年。 監視 

員の ネコの 目を 

盗んで は 工場 

に 忍び込む 作業 ロボットが 点検の 際、 頭を だ 

したら/、 ン マーで 叩け。 _ROM  PACK ① 

君は 迷 ドライバ 
一？ ハイテク ニ 

ックで 荒つ (ま X、 
回りの 車を 追い 

越し、 走行距離を 伸ば じ T 欲 U 、。ガソリンは 

どんどん 減って いく そ； BROM  PACK© 

yis 通ュ 

酒の ためなら お 

巡りさん も 恐くな 
い/ボトルを 全 

て 飲み 尽じ C 隣 

の 街に 逃げよう。 ただ、 飲み過ぎたり 酔いが 

さめる と 大変 だ そこ  BROM  PACK ⑦ 

ブギウギ ジャンク) レ スクランブル エック 

小太郎 くんは 何 

とかして ジャン 

グ/ レで プレ ゼン 

卜を 集め、 あいち 

ゃん の 家へ。 はた じ T、 こわい 番人の 目を ど 

うかわす か？  _ROM  PACK® 

ポポ ロン 号は 今 

日 ものん びり、 ふ 

わ ふわ パ ト ロー 
ル 飛行を してい 

る。 ん？ 前方から 飛んで くるのは 何 だ。 夕、 夕 

マゴの 大群 だ あ/  BROM  PACK  © 

ファイナル 麻雀 ニヨ □ルス 

持ち 点 30,000 

点から スター ト。 

裏 ドラ あり、 カン 

ドラな し、 喰い 

タン ありの一 翻 縛り ルール。 リアルな パイ 

の 表示で 迫力 も 満点。  _R0M  PACK 

aa 
rn^S* 

西暦 2IXX 年。 

地上は 巨大な 

ヘビ^ JYOROLS” 
の 住み家と 化し、 

人魂まで 現われ'  君の 分身 能力で* NY0R0 

LS” と 人魂を 絶滅せ よ 0  ■  ROM  PACK ① 

おてんば ベッキーの 大 冒を 

今日 も ベッキー 

は 秘密の 階段 

屋敷へ。 階段を 

昇ったり 降りた 

り、 穴を 堀ったり 落としたり。 彼女の 背後に 

は、 エイ リア ノが 迫る。  _R0M  PACKQ) 

ウ オー リア 
君は 王女を 救 

うため、 竜の 支 

配す る 迷宮へ 

旅立つ 戦士。 待 

ち受 (n いる 的は 何 か。 糸瓣を 活か じ c 見 

事、 王女を 救し 、だせ 0  BROM  PACK ① 

ジグ ソー セツ ト 
「コアラ」 「橋」 

「蝶」 「魚」 の 中 

から 好きな バズ 
ルを 楽しもう。 ピ 

-スは 最高 96 個。 レベルは、 実力に 応じて4 

段 用意され ている。  _R0M  PACK  ® 

彎 
loiiiuS!l 

ァド ベン •チュー 太 ダイヤ モンドを 

ねらって 悪魔の 

城に 忍び こんだ 

_  勇敢な 
チュー 

太。 悪魔の 手先の かえるを 避けて、 早く ダイ 

ヤを 見つけなければ。  _R0M  PACK 

OUICKSHOT 
クィック ショット ぱ 新 LA 、操縦桿 方式で 平面 

的な ゲーム 展開を 立体的で 臨場感 あ^れる 

ものにして くれる ジョイスティック コン ト ロー* ラ =  2 

ス <  ッチ 4 方向の コント ローラな と: 新しい 機能 

^  がし 、つぱ し 、だ 0 君 も クイ ッ 

クシ ョッド C リアルな ゲー ム 展開を 楽し /〇 でみ よう。 



各 定価 4,8001 〗 円 （亍 50 0)Q) は ジョイスティック 使用 可® は パドル 使用 可 .RAM16K バイト 以上の 仕様の マシンなら すべて 

ゴルフ ゲーム 
MSX 夕 ー ヒ — 

クレ ー シ ー フレット 

ギヤ ンク マスター 
MSX カン ト リー 
ク ラブ〜 ようこ 

そ。 当 クラブは、 

バン カーはもち 

ハザード あり、 立 木 ありの 

■  ROM  PACK  Q 

コンピュータ?^ 

発表す る ォッズ 

と 各 出場 馬の 
データから 勝馬 

君は タンクを 操 
縦しつつ 誘導弾 

で 敵を 擎破 。誘 

導 弾は 君の 操 

君は 各 場面て 
出される 難問、 コマの 場所と 色 

当て ゲームに 挑 

を 予想 投票 s はた じ T 君の 予想 馬の 健闘ぶ 

り やい かに。  BROM  PACK ① 

縦す る タンクの 方向に 飛んで いく。 2 人で 遊べ 

ば 気分は 戦場。  _ROM  PACK  0 

戦。 ゲームを 解けた 者の みが 金庫 室に 迈 

づ くこと がで きる。  _ROM  PACK® 

3D テニス 
「来た./ フォア 

だ。 やった リタ ー 
ン エース。 」 手に 

汗に ぎる 興奮の 

本格的 スポーツ ゲーム 3D テニス。 MSX カツ 

プの 覇者は 誰？  _ROM  PACK  ® 

_ 

さ‘. ii  一  -  tUil  :  •••■一' 

マリンバ トル 
駆逐艦 MSX 号 

を 中心に 繰リ 

広げられる 一大 
スペクタクル。 空 

か ら 海上、 海上から 海中への 大 死闘。 さて、 

君は 生き残れ るか。  _ROM  PACK ⑦ 

ムーン ラン テ インク"  ス ター コマンド 
君は おん (？ ろ 月 

着陸 船の パイ ロ 
ット 。完全 手動に 

よる 制御と ロケ 

ット 噴射 だけで 目的地に 軟着陸させる の 

が 君の 任務。  _ROM  PACK  ® 

これ ぞ スタート 

レック 型 ゲーム 
の 決定版。 リア 

ルタ イムの 戦い 

の 中で、 宇宙船を 操り、 宿敵 クリムゾンを 

全滅せ よ。  _ROM  PACK  d 

ブレーク アウ ト MOLE  MSX-21 
ザ •ブレイン 

穴から 顔を 出す 

8 色の もぐらを、 

8 色に 変化す る 
ハンマーで 叩く 。 

ンは 何と 120 面 も あり、 重大な 秘密が 隠さ しかし、 ハン マーと 同じ 色の もぐらを 叩く と 

れ ている。  _R0M  PACK ⑦ P  大 ピンチ。  _R0M  PACK® 

ただの ブロック 

崩しと 思って な 

めたら ダメ 。ブ 

ロ ック の/く ター 

■ブラック ジャ
ック 

と ポー
カー
で、
 

君も
ギ 

ャン
 
ブラ
 

一の
 
気分
を 

味 

わっ
て 
みな
い 

か 3 コン
ピュ
ータ
との
 

駆け
引き
は 

スリ
ル 
満
点
。
 
 

_R0
M  

PAC
K 
① 

君の 記憶力に 

コンピュータ カヾ 

挑む。 コンビ ュー 

夕が 指定す る セ 

ルを、 音と 光を 頼りに 君は どこまで 覚える こ 

とがで きる か。  BROM  PACK  0 

パスボール  
3 次元 2 人制バ 
レ ー ボ ー ノレ。 コ 

一 卜に 映る ボ ー 

ルの 影を 見て、 

レシー フン アタック/上 達すれば 時間 差攻擎 

もで きる。  ■  ROM  PACK  0 

コメット テイル 

宇宙を 飛び 続 

けなければ なら 

ない 彗星 コメッ 

卜。 自分と 同じ 色 

の 宇宙塵を 食べる と 尾が 伸び、 ある 程度 伸び 

ると 脱出 口が 開く。  _R0M  PACK ① 

ライス アウ ト 

君は 大阪 城の 
地下 (1^ る 巨大 

な 迷宮に 落とさ 
れ た。 しかし、 忍 

者と 戦いながら、 登り 続けなければ ならない。 

迷路 ば 20 面まで ある c  _R0M  PACK® 

リアルタイム 神 

経 衰弱、 さあ お 
ばけに 捕まらな 

いよう カードを め 

くれ。 相手の 力ードで も 自分ので も、 ペアを 作 

つた 方の 勝ち。  _ROM  PACK  0 

エクスチェンジ ヤー 

■  お 互し 、
相手の 宇 宙に

 
出現
 
じ T し 

まっ
た 
宇宙
人た
 

ちか
れ 
味 ブラ

 

ック
 
ホー
ルと
 

ホワ
イト
 
ホー
ルを
 

通じ
ても
 

との
 
世 

界へ
 
戻す
 
のが
 
任務
。 
 

BR
OM
  

PAC
K  

0 

9 I 
ラタ ー ヒルテ インク 

君の 武器は 消 

化 器た だ 一つ。 
スパイ ガードから 

身を かわし、 部 

屋に 隠されて いる 書類を 集め 屋上に たどり 着 

かなければ ならない。  _ROM  PACK ⑦ 

イリーガス EpisodelV 

君を 待ち受けて 
いるものは 何 か。 

超 高速 3 次元 

迷路。 時間と 太 

陽の 位置から 方角を 割出し、 夜までに 赤外線 

ビュワ ーを 見つけだせ t  _ROM  PACK  © 

バイ バ ニック .'瞧  。二.  マージャン がて 

きる 人なら どな/こ 

J  でも…。 しかし 世 

:# 省11 の 中そう 甘くな い 手段を 揃える だけなら あたり ま 支。 君の 

頭は もう パニック。  _R0M  PACK  0 

ここで 紹介す る ソフトの 販売元は㈱ アスキーです 0  ■全国 有名 窨店 、マイコン ショップで お求め 〈ださい。 



MSX テクニカル データ ブック  ♦束 

•が 

a： ハードウェア •ソフトウェア 仕様 昏 

[2BI0S ソース リストー 

パーソナル コンピュータの ユーザー および ソフトウェア ハウスの 長年の 夢を か 

なえた MSX システム。 この 2 冊は、 その 柔軟性 や 拡張 性を 最大限に 活かす ため 

に ハードウェア •ソフトウェアの 仕様書と BIOS の アセンブル リストから 成り たって 

.います。 MSX 関連の ハード •ソフトを 作る 方々 には 欠く ことので きない 資料です。 

MSX を フォロー する 単行本 も統 々 刊行 予定 

定価 3,500円  •どんどん BASIC がわ かるよう になる、 楽しい MSX 入門 書。 
-定 価 25,000円 

「MSX  BASIC 初級 入門」 (仮題） 

•  MSX とは 何 か、 どう 使いこな すか 0 ホーム コンピュータ 時代を 先取りす る 必読の 一冊 0 

「 MSX オフィシャル ハンドブック」 (仮題） 

お問い 合せは 株式会社 アスキー 営業 本部まで 

〒丨 07 東京都 港 区 南 青山 5-1 卜 5 住友 南 青山 ビル PHONE  03(486) 7 1 1  l(ft) 
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ス トラツ h， オード バソコ： M 家庭教師 

•コンピューター は、 人間が いく ら 間違えても、 決し 

感情的になる ことはありません。 生徒の 学力に 応じ 

て、 わかる まで 何度でも 丁寧に 教えて くれる- 
それが パソコン 家庭教師の 特質です。 

•家庭教師 センタ ー学 習 館が 監修に あたり 実際の 教育 

現場で 開発され た 実用的な 教育 用 ソフト ゥ エアです。 

•文部省の 学習指導要領に 準拠して いますので、 どの 

教科 害に も 適応し 幼児の えいごを 除く） 学習を 側面 

から 的確に 補足し ます。 

東芝 パソ ピア IQ 

岡 田 治 也 様 (石川県〉 

酒 井 啓 仲 様 (東京都) 

当社 ォリ ジナル 教育 用 
MSX ソフ トウ エア 

屮谷 幸 夫 様 （愛知®) 他 44 名 様 

J  j  一:;  ’ 

ammmmwm 

1 化学 〔元素 記号 マスター） 

日本史 年表 

1 中学生 •高校生 向 ¥3,800 1 中学生 向き  ¥3,800  1 

ただいま 授業中! 

ストラッ トフ ォード •コンピューター センター 株式会社  亍 336 浦 和 市 南 浦 和 2-36-15  30488(85) 5222( 大代 表) 
★頫用 ソフトの 購 人を 希望な さる 場合は 上記の プログラム 名. 携 種. 鼋話 番号を 明記の 上' 财窨留 で ストラット フォード. コンピュータ-センター MSX マガジン 係まで ご; 纹 下さい。 (娜 I 河です） 
★当社 ソフ トウ エア 総合 カタログを ご 希望な さる 場合は、 住所. 氏名. 年齡 .職業を 明記の 上、 資料 請求 券と 切手 200円 分を 同封して 当社 カタログ 係 ま で ご 請求 下さい。 

資料 請求 券 

MSX マガジン 

I 月 号 



® SANYO 

つ 含 合える。 
■ソフト も 嫌々、 登塌 します： ライトペンで 描い 

た 絵を、 MSX-BASIC の プログラムに 変換す 

る ユニークな ソフトウェアを 始め、 W 面に 表示 さ 

れた 鍵盤に ライ ト ペンを あてる だけで、 コン ピュ 

ータ ミュージックの 演奏 や 作曲 が 楽 しめる 音 

楽 用 ソフト、 画间に 表示され る 問題に、 ライト ぺ 

ンで 答を 選 んで回 答す る 学習 用 ソフト、 キーを 押 

す 代わりに、 ライトペンを ffiW に タッチして 楽し 

む ゲーム ソフトな ど、 ライトペン ならではの 楽しみ 

ながら 使 し 、こなせ るソフ トが、 続々 と 登場 します。 

豊富な アプリケーション ソフトが 楽しめる MSX バソコ％ 
■MSX 規格： WAVY10 は、 多くの コン ピュー 

タノ 、ー ドメー カーの 間て: 仕様の 標準化が なされ 

た MSX 仕様です。 たとえ、 どこの ソフトウェア 

メーカーが' 倉 つた ソフトウェアで も、 MSX マー 

クの付 I 、たもの なら、 すべて 使用で きます。 続々、 

登場す る 豊富な ソフトウェアの 中から、 自分に 合 

っ たものを 選ん て'、 多彩に 活用で きる 他、 強力な 

MSX-BASIC を 使って、 オリジナル プロ グラ 

ム 創り も、 思う存分、 思いのままに 楽しめます 0 

■籣 単、 手鞋に 使えます： さ らに WAVY 10 は、 

*32 面の スプラ 仆 機能 38 オクターブの 音域と、 

3 重 和音 も だせる 音楽 機能 家庭 用 カラー テレビ 

が 使える RF 出力端子と、 AV 出力端子の 装備# 

カートリッジを 入れる だけで 使える スロット# 豊富 

な拉張 端子な ど、 多彩な 機能を 満載して います。 

«  MSX マー クけ マイク a ソフト ネ i の商樣 です-* サン ヨー バーソ ナル コン ピュー 外 VAVY10 に U 保 1£ 窨が付 いています 二 •購入の 販売店で 必ず お受け取り ください (販壳 店 名. 嫌 入 年月日 等の 記入され たもの I 
■锌 しい 資料の ご HI 求 tJ •三洋 電《 株式会社 営業 本部 PA 企画 部 〒570 大阪府 守 口 市 大日 柬 *110 〇番 败 TEL06(901)1〗n  (代表) まで どうぞ。 



ライトペンを 持つ と、 
マーキング 感覚で; コンピュータと ■ライトペン 標準 搭載： これまでは、 高価な ビジ 

ネス パソコン 専用の 感が あった ライトペンを、 標 

準で 搭載。 キーボードを 使って 入力す るよりも、 

さらに 簡単な、 「_ 面を 見て、 触れる」 という 接 

的で: 実感 的な 入力 方法で: 誰もが、 気軽に パソ 

コンと つき 合える ようになりました 0 まるで •テレビ 

や FM の 番組 表に 印を 付ける のと 同じような、 気 

軽な マー キング 感覚で、 ゲームを 楽しんだり、 学 

習したり、 15 色の カラーを 使っての、 コンピュータ 

グラフ イツ クスを ftU、 たりす る ことが' できます。 

■繅を 描く、 円を 描く、 四角を 描く： 付属の ライ 

ト ペン ソフトを 使う と、 モニター _而 が キャン パ、 
ス になります。 ラ仆 ペンを _ 面 にあて て 動かす 

だけで、 その 通 りに 自由に 線が 描けます し、 画面 

I: ■に 表示され る テープ/レて： ライン、 サークル、 ボッ 

クスな どの 命令を 選べば、 2 点を 指示す る だけで: 

その 2 点を 結ぶ 直線 や、 -点が 中心で 一点が 

外周  <  こなる 円、 2 点 を 結ぶ 線 力;' 対角線 ( こなる ような 

四角形が、 瞬時 (こ 描け ま 1; フリーハンドで も、 図 

形を 利用 U： も、 自由自在に 描く ことができ ま 尤 

_15 色を 塗り 分ける: 線画が 描けたら、 色を 塗る t 

テー ブルから、 15 色のう ち 1 色を 選んで、 色を 

塗りたい 部分に ライトペンを あてる と、 その 周り 

の 線で 囲まれた 部分 全部が:: 指定した 色で 塗ら わ 

ます。 もちろん、 線画を 描く 時の 線の 色 も、 15 色 

の 中から 自由に 選べます。 また、 ズーム 機能を 使 

うと、 ドット ごとに 細 かな 部分の 作画. 修正 もで き 

るう え、 市松 模様に 塗り 分ければ、 繊細な 色彩 

の 表現 も 可能。 画用紙に 絵を 描く ような 気軽な 感 

党で、 コンピュータ グラフィックスに 挑戦で きます 

■ライン 

ラ仆 ペンで 指 'j 丄た 2^: を 結ぶ 冶: 線を 描きます。 線の 色1夂15 色から 道べ ます。 

■ボックス 

ラ ンで 指示した 2 点を 結ぶ 探が 対角線になる iA: 角 平行四辺形を 描きます。 

■サークル 
ライ Vo で般 初に 衍ポ した 点が 中心、 あとで 指示け こ 点が 外 尚の H を 描きます。 

■ペイント 

探で W まれた 部分に ライ K ンを タッチす ると、 その 部分 全部に、 色を 窄り ます。 

■パック 

バックの 色を 変史 しま す。 色は カラー テー ブルで 選択。 瞬時に、 色が 变わ〇 ま IV 

■ズーム 

カーソルの の^  8 ドッ 吆 曲 撕匕16 倍に 拡ん 細かな 作㈣ •色 指定: 6 呵 能， 

磨 》 身 身##*# 身 4 

grr  二，: a 

•  ••■•«•  ••愚，，，， 攀  i 

£卷 還 HEi; 二: 巧ク SH 和 F (セ〆 トロー ク 对 土 仕 梅し 準拠)# ン3 イス アイツ ク …2 瑞 子# 力ートリ ツ ジス a ツト教 ..—1 個 (邮ヂ 格〉 •  0 拡張 パス.. 50PIN 修電* .消費* 力… Adl00v(50  60Hz). 12W 參 寸法. 重 置… 385(w)  x 62(H)  x 242(D) 咖 .2.24 
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上
が
り
ま
す
"
 

最
後
に
 

ウ
 

H
 

デ
ィ
 

ン
グ
 

マ
—
 

チ
が
 

流
れ
る
 

だ
ろ
、
 

思
わ
ず
 

プ
 

ッ
と
吹
 

い
ち
や
っ
た
 

も
ん
。
 
M
S
X
 

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
 

方
は
、
 

ど
ぅ
 

か
な
？
 

オ
サ
ム
 
あ
え
て
 
シ
ン
プ
ル
 
に
し
た
'
 
と 

い
う
 所
^
^
 
色
を
 た
く
さ
ん
 
使
っ
た
り
'
 

デ
ザ
イ
ン
に
 

凝
っ
た
り
 

す
る
と
、
 ど、 っし

 

て
 も 動

き
は
 
遅
く
な
る
 

こ
の
 ゲ
|
 

ム
は
 、
見
た
目
の
 
派
手
 
さ
よ
り
 
動
き
の
 
な
 

め
ら
 か
さ
、
 
速
さ
を
 
取
っ
 た
と
。
 
結
局
、
 

そ
の
 
方
が
 
ア
キ
が
 
こ
な
い
 
の
 だ
よ
。
 

M
S
X
 

な
る
ほ
ど
。
 

65 
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の
 ゲ
—
ム
 
の- N

 母
性
、
 
か
な
り
 
高
い
 
と
み
 

た
。
 

. 

こ
の
 
ゲ
—
ム
 
の
 繰
り
返
し
の
 
中
で
、
 
雨
 

あ
ら
れ
と
 
降
り
 
そ
そ
ぐ
 
卵
の
 
動
き
に
 
目、 

い
や
_
 
を
 情
ら
 
し
て
い
く
 
こ
と
"
 
こ
れ
 

か
ら
 
始
め
 
な
き
や
 
話
は
 
前
に
 
進
み
ま
せ
ん
 

し、 
ま
た
、
 
こ
の
 
ゲ
 I 

厶
の
 
ダ
イ
 
ゴ
味
も
 

味
わ
え
ん
 
で
し
よ
、
 
つ。 

再
度
い
、
 
つ。 

根
が
 
単
純
な
 
ゲ
—
厶
 
に、 

小
 

手
先
の
 
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
 
通
用
し
 
ま
 せ
ん
ぞ
 

マ
ン
み
た
い
 
な
の
 
や
、
 
ぶ
た
 
丸
が
 
つ
ま
づ
 

く 小
石
の
 
存
在
 
•
こ
う
い
う
—
 
な
 要
素
 

は
、
 
で
き
る
だ
け
 無
く
し
て
、
 

ぶ
た
 丸
と
 

パ
ン
ツ
の
 
対
決
に
 
し
ぼ
っ
た
 
方
が
、
 
私
は
 

い
い
と
 

思
う
-
い
や
、
 

あ
れ
が
 

ア
ク
 
セ
ン
 

卜 
に
な
っ
 
て
い
 
る
ん
だ
、
 
と
い
う
 
人
 も
い
 

る
だ
ろ
う
 
け
ど
ね
。
 

M
S
X
 

い
か
に
も
 
正
統
派
 
ア
ク
シ
ョ
ン
 

フ
ア
ン
の
 
ア
ナ
 
タ
ら
 
し
い
 
発
言
で
す
 
な
。
 

そ
の
う
ち
、
 
I
 番
 面
白
い
'
 ケ
—
ム
 
は
 ブ
ロ
 
ッ 

ク
く
 
ず
し
 
だ
、
 
な
ん
て
い
 
い
だ
し
 
そ
う
だ
 

ゥ 

オ
サ
ム
 

う
ん
、
 
あ
の
 
ゲ
 I 

厶
 は
い
い
ね
 

あ
れ
 
ぞ
 ア
ク
シ
ョ
ン
の
 
原
点
だ
っ
た
 

(
と
 

遠
く
を
 
見
る
目
つ
 
き)。 

M
S
X
 
 
.
 

。 

ン
ツ
 
、
グ
シ
 
ャ
ツ
、
 

あ
っ
ま
た
、
 
グ
シ
ヤ
 

ツ
グ
 シャ
ツ
、
 

最
後
 

に
ぶ
た
 
丸
の
 
頭
に
 
グ
 

シ
ャ
ツ
、
 

で
 小
 豚
は
 

あ
ぇ
な
く
 
昇
天
 
 

。 

ま
ア
 
え
え
、
 
あ
と
 
二
 匹
 残
っ
 
と
る
 
ワ
イ
'
 

と
つ
ぶ
 
や
き
な
が
ら
 

も、 私
の
 目
は
、
 次
 

第
に
 
三
 白
眼
に
 
な
っ
 

て
い
っ
 

た。 
諸
君
/
.
 

見
か
け
の
 
軟
弱
 
さ
に
 

だ
ま
さ
れ
て
 
は
い
か
 

ん
ぞ
 、
か
な
り
 

本
気
 

を
 出
さ
に
 
や
—
、
 

こ 

の
 ゲ
—
ム
 
で
は
 
生
き
 

残
れ
 
ま
せ
た
 
ぞ
。
 

黥 を か
せ
 

ぐ n ソ 

ぬ
 も
の
は
 
な
い
 
の
で
 
あ
る
'
 
 
た
だ
 
そ
れ
 
だ
 

け
の
 
こ
と
が
で
き
な
 
い
つ
ら
 
さ、 

く
や
し
 

さ
、
 
腹
立
た
し
 
さ
で
、
 
も
う
 
I
 回
 あ
と
 
I
 

回
と
 
デ
 
ー 
ム
を
 
続
け
る
 
こ
と
に
な
る
"
 

こ
 

が れ こ 

白
い
 
卵
を
 
し
や
 
も
じ
で
 
受
け
と
 
め
、
 
画
 

面
の
 
両
端
に
 
あ
る
 
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
 
放
り
 

こ
む
。
 
た
だ
 
そ
れ
だ
け
、
 

い
た
つ
 
て
 単
純
 

な
ス
ト
 
I 
リ
 
I 
で
あ
る
。
 
し
か
し
、
 
単
純
 

な
ア
 
ク
シ
 
ヨ
ン
ゲ
—
 
厶
 ほ
ど
 
$
に
 
負
え
 

抛
！
^
 ん
で
み
 

的
 道
ま
し
た
 

つ
け
 も
つ
 
け
た
り
 

ぶ
た
 丸
 パ
ン
ツ
.
：
 

こ
の
 
タ
イ
 
ト 
ル
か
ら
は
、
 

I 体
 ど
ん
な
 
内
 

容
 な
の
か
、
 
さ
っ
ぱ
り
 
見
当
が
 
つ
か
な
い
 

が
、
 は
て
さ
て
。
 

ま
つ
 
青
な
 
空
に
 
白
い
 
雲
が
 
ポ
 カ
リ
と
 
浮
 

か
ぶ
。
 
雲
の
上
に
は
 
雷
が
 
い
て
、
 
次
か
ら
 

次
へ
 
と
 カ
ミ
ナ
 
リ な

ら
ぬ
 
卵
を
 
落
と
し
て
 

く
る
。
 
こ
の
 
雷
の
 
名
前
が
 
パ
ン
ツ
 
君
。
 
で
、
 

地
上
で
 
右
往
左
往
し
な
が
ら
 
卵
を
 
受
け
と
 

め
ょ
ぅ
と
 
す
る
 
の
が
 
子
豚
の
 
ぶ
た
 
丸
と
 
か
 

ぶ
た
 
丸
と
 
パ
ン
ツ
 
か
 .
 
安
易
な
 
ネ
—
ミ
 

ン
グ
 
だ
な
 
や
。
 

キ
ヤ
 
ラ
 
ク
タ
は
 
そ
れ
ぞ
れ
 
そ
れ
な
り
 

に
 カ
ワ
ユ
 
い
し
、
 
背
景
は
 
明
る
く
、
 
ゲ
—
 

ム
 全
体
に
 
メ
ル
ヘ
ン
 
チ
ッ
ク
な
 
雰
囲
気
が
 

満
ち
 
満
ち
て
 
お
り
ま
し
て
、
 

こ
—
 
ゆ
 一 

の
 

も
い
—
 
も
ん
だ
 
な
—
、
 
グ
シ
 
ヤ
ッ
'
 
 あ
つ
 

卵
が
 
割
れ
た
。
 
お
い
お
い
 
一
個
く
 
ら
い
。
 

パ
ン
ツ
さ
ん
 
ド
ン
ド
ン
 
投
げ
て
 
ち
ょ
—
 
だ
 

い、 
し
つ
 
か
り
と
 
受
け
と
 
め
、
 
グ
シ
 
ヤ
ツ
、
 

タ
イ
ト
ル
 
同
様
、
 
内
 

容
も
 
過
激
に
 
し
て
よ
 

〇 

オ
サ
ム
 

タ
イ
 
ト 
ル
の
 
過
激
 
さ
に
 
比
ら
 
ベ， 

内
容
は
 
極
め
て
 
才
—
 
ソ
ド
ッ
 
ク
ス
な
 
ア
ク
 

シ
 
ヨ
ン
ゲ
ー
 
ム
 だ
。
 

M
S
 
X
 
そ
れ
は
 
ホ
メ
 
言
葉
、
 
そ
れ
と
も
 

け
な
し
て
 
る
の
？
.
 

オ
サ
ム
 
両
方
 だ
 -4' っ と

り
あ
え
ず
 ホ
メ
 

た
い
 

部
分
、
 

グ
ラ
フ
 

イ
ッ
 

ク
ス
が
 

鮮
明
な
 

の
が
よ
 

いね。 
そ
し
て
、
 

ス
ト
 
レ
—
 
卜
に
 

熱
中
で
 

き
る
 

M
S
X
 
 
よ
く
な
い
 
の
は
？
 

オ
サ
ム
 

卵
の
 
カ
ラ
を
 
5
^
 
す
る
 
パ
ッ
ク
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♦ワ ーイ、 リンゴに なつ 

た、 と 喜ぶ ベッキー ちゃ ん 
畢 一番 下の階では 穴を 

振れない: ワーン いじ めつ 子、 と 泣いても ダ 

メ なの だ_- 

穴の 中に モンスターを 
落としなら、 急いで ふ 
ん づける こと モタモ 

夕して るとは い 上がつ 

てきて • 始末に 困る こ 
とになる 

HI .SCORE 

鉍辟 H 

ジ
な
 

モ
ン
 

ス
タ
ー
 

は
 

{:
 

八
の
 

中
で
 

ジ
タ
 

バ
タ
 

も
が
く
 

の
で
 

あ
る
 

そ
し
て
、
 

こ
こ
か
ら
 

が
 

肝
心
。
 

ベ
ッ
キ
—
 

は
 

大
急
ぎ
で
 

ハ
シ
ゴ
 

を
 

登
り
、
 

モ
ン
 

ス
タ
—
 

の
 

頭
を
 

エ
イ
 

エ
イ
 

と
 

踏
み
つ
け
る
。
 

と
'
 
 

モ
ン
ス
 

タ
—
 

は
リ
 

ン
ゴ
に
 

変
身
、
 

こ
れ
で
 

50
 

占
 

〖
。
食
べ
ち
 

や
 

え
 

ば
 

10
0 

占
 

一 獲
得
で
あ
り
ま
す
 

モ
ン
 

ス
タ
 

I
 占 I を か

せ
 

ブ
得
ぐ
 
n
 ッ
 

本
 

作
品
は
 

実
の
と
 

こ
ろ
、
 

ド
ン
 

キ
—
 

n 

ン
グ
 

タ
イ
プ
 

_
 

時
 

期
 

流
行
っ
た
 

ゲ
 

—
厶
)
 

で
は
な
い
。
 

そ
の
 

証
 

拠
に
 

最
上
級
ま
で
 

登
 

っ
て
も
 

画
面
は
 

ク
リ
 

ア
 

さ
れ
な
い
 

の
で
 

あ
 

る
で
は
 

ど
ぅ
 

す
れ
 

ば
よ
 

い
の
 

か
。
 

モ
ン
 

ス
タ
—
 

が
 

近
 

づ
 

い
た
ら
、
 

え
い
 

や
 

つ
と
 

キ
—
を
 

押
す
。
 

そ
く
べ
 

ツ
キ
—
 

の
 

真
 

下
に
 

穴
が
 

あ
き
、
 

彼
 

女
は
 

I
 

階
下
へ
。
 

ド
 

お
と
ぎ
 

話
の
 

世
界
 

も
 

オ
サ
ム
 

ス
ト
—
 

リ
—
に
 

無
理
が
 

な
く
、
 

舌
 

ざ
 

わ
り
の
 

ょ
い
 

メ
ル
ヘ
ン
 

ゲ
—
ム
 

に
 

仕
 

上
が
っ
 

て
る
。
 

M
S
X
 

お
や
、
 

あ
な
た
に
 

し
て
は
 

珍
し
 

く
 

絶
賛
し
 

ま
す
ね
。
 オ
サ
ム
 

だ
っ
て
べ
 

ツ
キ
—
 

ち
ゃ
ん
が
 

力
 

ヮ
 

ユ
ィ
ん
で
 

す
 

も
の
 

V
 

M
S
X
 

ゲ
ツ
 

'
そ
の
 

V
 

と
い
ぅ
の
 

だ
け
 

は
や
め
て
 

く
ん
な
い
。
 

オ
サ
ム
 

ム
 

フ
フ
 

ツ 
¥
 

え
一
 

冗
談
は
 

さ
 

て
お
い
て
、
 

話
を
 

進
め
ま
す
、
 

こ
の
 

ゲ
—
 

ム
 

は
、
 

年
齢
の
 

高
い
 

層
に
 

ウ
 

け
そ
う
な
 

気
 

せ
な
い
。
 

ハ
 

テ、
 

ナ
ゼ
 

な
の
か
し
 

ら
ん
。
 

う
ん
'
 
 

そ
う
か
、
 

全
編
に
 

流
れ
る
 

B
G
M
 

(
な
ん
と
 

ツ
イ
 

ス
ト
な
 

の
 

だ
)
 

と
 

登
場
 

人
 

物
た
ち
 

の
ど
 

こ
と
な
く
 

ギ
 

ク
シ
 

ヤ
ク
 

し
た
 

動
き
が
 

不
思
議
に
 

マ
ッ
 

チ
し
て
、
 

ベ
ッ
キ
 

I
 

と
 

I
 

緒
に
 

踊
つ
 

て
い
る
 

よ
う
な
 

ハ
イ
な
 

気
分
に
 

な
っ
て
 

い
く
の
 

だ
。
 

ホ
ン
 

ト、
 

こ
 

の
 

ゲ
—
厶
 

の
 

作
者
は
、
 

B
G
M
 

に
 

合
わ
せ
 て
 

キ
ヤ
 

ラ
ク
 

タ
の
 

動
き
を
 

作
つ
 

て
い
つ
 

た
、
 

い
や
 

振
り
付
け
し
 

た
ん
じ
 

や
な
い
 

の
か
し
 

ら
ん
。
 

あ
あ
、
 

|
 

晚
中
 

踊
り
 

続
け
た
い
 

▼
 

な
 

面
 

ま
険
㈣
 1
 

I

 

渭

 

紐

 

S

 

一
き
 

お
の
；
 

ん
で
み
 

ま
し
た
 
推
 

遊
 

「
マ
イ
 

•
ネ
 

I 
ム
 

.
イ
ズ
 

•
ベ
ッ
キ
 

I 
、 

ど
ぞ
ヨ
ロ
シ
ク
零
」
 

と
 

ゆ
—
 

わ
け
で
、
 

こ
の
 

ゲ
—
厶
 

に
 

登
場
 

す
る
 

ア
メ
リ
カ
の
 

(
勝
手
に
 

決
め
て
 

る
)
 

女
の
子
、
 

と
に
か
く
 

カ
ワ
 

イ
イ
 

¥
 

歩
く
 

姿
は
 

ま
る
で
 

フ
ラ
ン
ス
 

人
形
 

(
な
ん
な
ん
 

だ
よ
)
 

み
た
い
 

¥
 

¥
 

こ
ん
な
 

カ
 

ワ
イ
 

ユ
コ
 

が
、
 

ど
—
 

ん
な
舞
 

台
で
 

活
躍
す
 

る
の
 

か
な
—
、
 

ん
—
 

と
ナ
ニ
 

ナ
 

ニ
'
 
 

何
 

層
 

も
の
 

足
場
が
 

あ
る
 

…
…
 

!?
 

そ
こ
に
 

ハ
シ
ゴ
 

が
か
 

か
つ
て
い
て
 

…
…
 

や
 

な
 予
感
。
 
あ
—
 

つ、 

モ
ン
 
ス
タ
—
 
が
で
 
て
 

き
た
。
 

ま
た
ま
た
 

こ
 

の
 バ
タ
—
 
ン
か
 
、
才
 

ジ
 さ
ん
は
 
い
 一 
加
減
 

ア
キ
て
 
き
た
 
ぞ
奉
 

と
い
い
な
が
ら
 
も" 

画
面
か
ら
 
目
を
離
 

-
 

►{
八 

—
リ
ン
ゴ
 

ー 
^
 

{
ベ
る
、
 

と
い
ぅ
 

あ
 

く
ま
で
 

メ
ル
ヘ
ン
 

チ
ッ
ク
に
 

こ
だ
わ
る
 

ゲ
 

—
ム
 

作
り
に
 

好
感
が
 

持
て
ま
す
-
 

最
後
に
 

ア
ド
バ
イ
ス
を
 

I 
つ
 

こ
べ
 

ツ
キ
 

I
 

は
な
る
べ
く
 

上
の
 

足
場
に
 

持
つ
 

て
い
く
 

よ
う
に
 

最
下
 

層
で
は
 

穴
は
 

掘
れ
ず
、
 

は
 

さ
み
 

打
ち
に
 

合
う
 

と
 

ア
ウ
 

チ
な
 

の
で
 

す
-
 

が
 

す
る
 M
S
X
 
 

ロ
リ
コ
ン
の
 

高
 

•
大
生
 

向
け
 

か
 

い 

オ
サ
ム
 

も、
 

っ 
少
し
 

上
の
 

年
代
に
 

も
 

受
け
 

る
よ
、
 

き
つ
と
"
 

チ
ュ
ン
 

チ
ュ
ン
 

バ
キ
ュ
 

I
 

ン
ッ
の
 

ビ
デ
オ
 

ゲ
—
ム
 

に
 

拒
否
反
応
を
 

起
こ
す
 

オ
ジ
 

さ
ん
た
ち
 

と
か
さ
 

あ.
 

目
を
 

血
走
ら
せ
て
 

高
 

得
点
を
 

競
ぅ
、
 

と
い
ぅ
 

雰
 

囲
 

気
 

じ
 

や
な
い
で
 

し
ょ
、
 

コ
レ
。
 

ツ
 

イ
ス
 

卜
の
 

リ
ズ
ム
に
 

合
わ
せ
て
'
 
 

ベ
ッ
キ
ー
 

動
 

か
し
て
る
 

だ
け
で
 

も、
 

十
分
 

楽
し
め
る
 

も
 

ん
"
 

N
1
 

S
X
 

な
ん
か
 

高
 

得
点
を
 

取
れ
な
 

か
つ
 

た
い
い
 

わ
け
に
 

聞
こ
え
 

ま
す
が
'
 

オ
サ
ム
 
 

.
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i  ル  HI3H 
: 

>  も  ゞ  

，多  ハ 

ddl 

/ 

一一、』 

力
^
 

ベ
 
>
 

ン
ク
肩
 

1
 

ゴ
ッ
爲
 

ラ
タ
$
 

ア
 
ぇ ル

 吼
こ
 

g l んでみ 

ド
ラ
ゴ
ン
 

だ
、
 

ド
ラ
ゴ
ン
が
 

来
る
 

だ
ょ
 

I 
つ
、
 

の
 

『
ド
ラ
ゴ
ン
 

ア
タ
ッ
ク
 

k.
 

で
あ
 

り
ま
す
。
 

そ
し
て
、
 

こ
れ
は
 

イ
ン
べ
—
 

ダ
 

I 
も
ど
き
 

ゲ
 

I 
厶
 

で
あ
る
、
 

と
 

最
初
っ
 

か
 

ら
 

バ
ラ
し
 

ち
 

や
い
 

ま
す
。
 

ゲ
—
ム
 

の
 

オ
リ
 

ジ
ナ
 

リ
 
テ
ィ
が
 

な
ん
だ
、
 

イ
ン
べ
—
 

ダ
—
 

の
ど
 

こ
が
 

悪
い
'
 
 

と
ひ
ら
 

き
な
お
つ
 

ち
 

や 

い
ま
す
。
 

い
く
ら
 

ひ
ら
き
な
お
ろ
—
 

が
、
 

一
度
 

こ
の
 

画
面
を
 

見
れ
ば
 

お
つ
り
が
 

く
る
 

の
 

だ
。
 

キ
ャ
ラ
ク
タ
の
 

設
定
が
、
 

グ
ロ
 

テ
 

ス
ク
で
 

毒
々
 

し
く
て
、
 

と
つ
て
も
 

G
O
O
 

D
 

な
の
 

だ
。
 

イ
ン
べ
 

I 
ダ
 

I 
役
を
 

あ
い
つ
と
 

め
ま
す
 

る
は
、
 

長
い
 

胴
体
を
 

ウ
ン
 

ニ
 

ョ
ロ
と
の
 

た
 

ぅ
ち
 

ま
わ
ら
せ
た
 

ド
ラ
ゴ
ン
さ
ん
 

た
ち
 

〇
迎
 

え
つ
は
 

レ
—
 

ザ
ー
 

砲
な
ら
 

ぬ
 

カ
 

ニ
さ
ん
。
 

こ
 

の
 

カ
 

ニ
さ
ん
 

が
 

カ
サ
 

コ
ソ
カ
 

ニ
の
 

横
 

歩
き
 

し
な
が
ら
 

弾
を
 

擊
 

つ
の
ね
。
 

ち
ぎ
れ
 

飛
ぶ
 

ド
ラ
ゴ
ン
の
 

胴
体
/
 

と
、
 

見
よ
、
 

切
断
 

さ
れ
た
 

所
か
ら
 

新
し
い
 

頭
が
 

ニ 
ヨ
キ
 

ツ
と
 

は
え
て
 
き
た
で
は
 
な
い
か
。
 
う
—
 
ぬ
、
 

こ 

し
や
く
な
、
 
バ
ン
バ
ン
 
パ
ン
ツ
と
 
カ
 
ニ
 さ
 

ん
 砲
。
 
ふ
つ
 
飛
ぶ
 
胴
、
 
頭
が
 
は
え
る
、
 

胴
、
 

頭
、
 
胴
'
 
 頭
 …
…
 
^
 か
つ
く
 
と、 

頭
 だ
け
 

に
な
つ
 
た
 ド
ラ
ゴ
ン
が
 
無
数
、
 

カ
 
ニ
さ
ん
 

め
が
け
て
 
ウ
ン
 
ニ
 
ヨ
ロ
 
ウ
ン
 
 ーー ヨ

ロ
 
攻
め
 

て
く
 
る。 

亜
溪
》
 と
も
 
快
感
と
 
も
 一
^
で
き
 

ぬ
 奇
妙
な
 
感
覚
。
 
久
し
ぶ
り
に
 
興
奮
し
 
ま
 

し
た
 
ぞ
。
 

が れ こ 

ド
ラ
ゴ
ン
の
 
数
を
 
増
や
さ
ぬ
 
よ
う
、
 
頭
 

だ
け
を
 
ね
ら
う
 
 
こ
れ
は
 
理
に
 
は
か
な
 

つ
て
い
 
る
が
、
 
机
上
の
空
論
 
で
も
 
あ
る
。
 

敞
は
 
た
だ
の
 
た
う
つ
 
て
い
る
 
の
で
は
 
な
い
。
 

こ
ち
ら
め
 
が
け
て
 
バ
 カ
ス
カ
 
，
弾
丸
を
 
発
射
 

し
て
い
る
 
の
 だ
。
 
の
ん
び
り
 
照
準
を
 
合
わ
 

せ
る
 
ヒ 
マ
が
な
い
 
の
よ
。
 
第
一
、
 
頭
 じ
 
や 

わ
か
つ
 
て
て
も
 
指
先
が
 
本
能
 
的
に
 
引
き
金
 

に
さ
 
わ
つ
 
て
し
 
ま、 つ。 

で
、
 
ア
シ
 
ユ
ラ
の
 

ご
と
く
 
ド
ラ
ゴ
ン
を
 

擎
 ち
ま
く
 
る
の
で
 
あ
 

る
。
 
最
初
は
 
的
が
 
大
き
い
 
の
で
 
面
白
い
 
よ
 

m 

を
 

か
せ
 ぐ 

n 
ソ 

ぅ
に
 
命
中
し
て
 
心
地
よ
 
い。 

頭
 だ
け
に
な
 

つ
た
 
ド
ラ
ゴ
ン
の
 
群
れ
を
 
プ
チ
 
プ
チ
 
や
つ
 

つ
け
る
 
の
 も、 

な
か
な
か
 
気
持
ち
よ
 
い。、 

ヤ
 ダ
—
 
気
持
ち
 
悪
い
'
 
 
と
 ゆ
—
 
人
 も
い
 
る
 

だ
ろ
—
 
が
、
 
私
は
 
気
持
ち
よ
 
か
つ
た
。
 

指
先
が
 
折
れ
る
 
ま
で
、
 

カ
 
ニ
が
 
全
滅
す
 

る
ま
で
 
擎
ち
 
ま
く
れ
。
 
そ
れ
 
以
外
に
 
道
は
 

な
い
。
 

た 良？ 現 

れ 
r 
ィ出 

らま 

テ 

〇 

は 

やい 

イ 

F 

レ 

、
ん
レ
 

u
 
 n
 

ッ
わ
 

I 
型
ぞ
 

r
s
 

-I
L 

f
 
 

a
 

グ
ざ
 

■
 
 

>
 
 

I
 

ア
 

t 
や
 

不
気
味
 
キ
ヤ
 ラ
 

だ
か
ら
、
 

断
固
 

支
持
し
た
い
。
 

M
S
X
 

ず
い
 

分
 

ノ
リ
 

ま
く
つ
て
 

た
よ
、
 

っ
 

だ
け
ど
。
 

オ
サ
ム
 

最
近
、
 
ど
の
 
ゲ
 I 

ム
を
 
見
て
も
、
 

ぅ
—
 
カ
ワ
 
ユ
イ
、
 
つ
ぅ
 キ
ヤ
 ラ
 ク
タ
 ば
か
 

リ
 だ
ろ
、
 っ。 

も、 っ、 
甘
つ
 
た
る
く
て
 
耐
え
 

ら
れ
 ま
せ
ん
 
よ、 

ア
 タ
シ
ら
 
に
は
。
 

M
S
 
X
 

カ
ワ
 
イ
コ
 
キ
ヤ
 
ラ
 ク
タ
は
 
だ
め
 

か
。
 

オ
サ
ム
 

あ
ん
な
の
は
 

女
 

g
 

に
 

ま
か
せ
 

と
け
ば
 

丈
 

又〕
 M

S
X
 

差
別
 
的
 *
 言
が
 
で
ま
し
た
 
な
。
 

で
も
、
 
お
た
く
で
 
す
よ
、
 
さ
つ
き
べ
 
ッ
キ
 

I 
力
 7
 
ユ
イ
 ¥
 

と
 I
I
 い
で
い
た
 
の
は
。
 

オ
サ
ム
 

ソ
 、
ソ
 
レ
は
 
ソ
レ
 
で
ね
一
、
 
ま
 

あ'
  

コレ
は 

コレ
で 

さ—
 

.
 

0- . 

M
S
X
 

ん
 
つ
？
 
.
な
ん
だ
 
つ
て
？
 

オ
サ
ム
 

と
も
か
く
 
さ
つ
/
 
 
(
と
 急
に
 
大
 

声
に
な
る
)
 
こ
の
ガ
 
ー 
ム
 は
さ
、
 
み
ん
な
 

が
み
ん
；
^
 
吾
ぶ
 
つ
て
 
シ
ロ
 
モ
ノ
 
じ
 
や
な
い
 

と
 甲
 Y
 っ さ

 
い
わ
ば
 
ゲ
テ
 
モ
ノ
の
 
一
種
 だ
 

か
ら
、
 
好
き
嫌
い
は
 

は
っ
き
 
り
で
 
る
 

と
 

甲
 
Y
 

っ
よ
。
 

ド
ラ
ゴ
ン
の
 

ウ
ン
 

ニ
 
ョ
ロ
つ
 

，
と
し
た
 
動
き
を
 
面
白
が
れ
 
る
か
 
否
か
、
 
要
 

〉 す
 るに
 

そ
れ
だ
け
の
 

ゲ
—
厶
 

だ
け
ど
ね
。
 

，
あ
た
り
さ
わ
り
の
な
い
 
ゲ
—
厶
 
が
は
 
び
 こ
 

-
る
 
昨
今
 だ
か
ら
 
こ
そ
、
 
こ
の
 不
気
味
 
キ
 

ヤ ラ
を
！
^
 
し
た
い
ん
だ
 
よ
ね
。
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和 1 んでみ 

な
ん
だ
か
 

動
物
 

が
ら
み
 

の
 

ゲ
—
ム
 

ば
か
 

リ 続
い
た
。
 

こ
こ
ら
で
 

気
分
を
 

変
え
、
 

宇
 

宙
 

も
の
に
 

挑
戦
し
て
 

み
た
。
 
い
か
に
も
 

そ
れ
 

っ
ぽ
い
 

才
—
プ
 

ニ
ン
 

グ
 

テ
—
 

マ
と
 

共
に
 

『
ジ
ュ
ノ
 

フ
ァ
—
 

ス
ト
 

j 

の
 世
界
が
 
広
が
る
。
 
ま
つ
 
暗
な
 
画
面
 上
を
 

い
く
 筋
 か
の
 光
の
 
ラ
イ
ン
が
 
交
差
し
、
 
奥
 

行
き
の
 
あ
る
 
構
図
 
だ。 

超
 

の
 無
機
 的
 

な
イ
メ
 
—
ジ
が
 
漂
つ
 
て
お
り
、
 
当
方
 
も
メ
 

タ
リ
 
ッ
ク
.
 気
分
に
 
な
つ
て
 
く
る
。
 

さ
て
、
 

何
が
 

現
れ
る
 

か
—
 

光
の
 

地
平
 

線
に
 

動
く
 

も
の
 

あ
り
。
 

敵
機
 

だ
つ
。
 

画
面
 

奥
か
ら
 

近
づ
く
 

に 
従
い
、
 

小
さ
な
 

点
が
 

だ
 

ん
 

だ
ん
 

大
き
く
、
 

ロ
ケ
ッ
ト
の
 

形
と
 

な
り
、
 

我
が
 

愛
機
に
 

ミ
サ
イ
ル
を
 

浴
び
せ
 

か
け
て
 

き
た
。
 

そ
の
 

間、
 

わ
ず
か
 

I 
瞬。
 

お
ぅ
、
 

盛
り
 

あ
げ
て
 

く
れ
る
 

じ 
や
な
い
。
 

乾
い
た
 

く
ち
び
る
を
 

舌
で
 

湿
し
、
 

や
に
わ
に
、
 

チ
 

ュ
ン
 

チ
ュ
ン
 

ズ
 

ギ
ュ
ー
 

ン
ッ
 

、
バ
 

キ
ュ
ー
 

ン、
 

バ
シ
バ
 

シ
バ
シ
 

'
と
 

ス
タ
—
 

ウ
ォ
—
 

ズ
 

開
始
で
 

あ
る
。
 

問
答
無
用
、
 

説
明
 

不
要
、
 

た
だ
 

ひ
た
す
ら
に
 

チ
ュ
ン
 

チ
ュ
ン
 

ズ
キ
ュ
 

丨
ン
ッ
 

、
ガ
 

シ
ガ
 

シ
ガ
シ
 

。
単
純
な
ん
 

だ
 

け
ど
な
 

ァ 
、
い
ざ
 

実
際
に
 

プ
レ
イ
し
 

て
み
 

る
と
 

燃
え
ま
す
 

ぜ
 

'
ダ
ン
ナ
。
 

を 
か
せ
 ぐ
 

n
 

ソ
 

こ
い
つ
は
 
ギ
ヤ
 
ラ
ク
 
シ
ア
ン
 
タ
イ
プ
の
 

ゲ
—
ム
 
「
細
か
い
 
テ
ク
ニ
ッ
ク
 
に
関
し
て
 

は、 
皆
さ
ん
の
 
方
が
 
よ
く
 
知
っ
 
て
い
る
 
だ
 

ろ
一
 
か
ら
 
パ
ス
。
 

こ
の
 
ゲ
—
厶
 
独
自
の
 
仕
掛
け
に
 
つ
い
て
 

一 つ 二
つ
 
S
 
し
た
い
。
 

味
方
の
 
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
 
身
を
 守
る
 
た
め
 

の
 バ
リ
ア
—
 
も 防

護
壁
 
も 持

っ
 
て
は
い
な
 

い。 
そ
の
代
わ
り
、
 

2 秒
 間
 だ
け
 四
次
元
 

空
間
に
 
ワ
—
プ
 
で
き
る
 
の
 だ。 

し
か
し
、
 

正
直
い
 
っ
て
 
こ
の
 
シ
ス
テ
ム
は
、
 
私
に
は
 

豚
に
 
真
珠
な
 
の
で
 
あ
る
。
 
だ
っ
て
'
 
 
や
ば
 

い
っ
て
 
え
と
き
は
、
 
ワ
—
ブ
 
キ
—
を
 
押
す
 

よ
り
、
 
ロ
ケ
ッ
ト
を
 移
動
 さ
せ
た
 方
が
 速
 

い
ん
で
す
 
も
の
。
 
こ
ん
な
 
も
ん
よ
り
、
 

も 

ぅ 
| 台
 ロ
ケ
 
ッ ト

を
 
余
分
に
 
く
れ
、
 
と
い
 

ぃ
た
ぃ
。
 

そ
れ
よ
り
 
大
切
な
 
ポ
ィ
ン
ト
が
 
あ
る
。
 

敵
の
 
中
に
、
 
緑
色
し
た
 
少
し
 大
 ぶ
り
な
 
宇
 

宙
船
を
 
発
見
し
た
ら
、
 
絶
対
に
 
擊
ち
 落
と
 

す
 こ
と
。
 
ほ
ん
の
 
数
秒
 だ
け
ど
、
 
敵
の
 
攻
 

擎
が
 
ス
ト
ッ
プ
し
、
 
擊
ち
 放
題
の
 
た
だ
 取
 

り
と
 
な
る
 
の
 だ
。
 

ホ
ッ
と
 

| 息
の
 
数
秒
 間、 

こ
ぅ
し
た
 
救
 

済
 処
置
が
 
あ
る
の
は
 
買
え
る
。
 
ゲ
—
ム
 
に 

深
み
が
 
で
る
 
し、 

た
だ
 
難
し
い
、
 
せ
わ
し
 

な
い
で
 
は
い
 
や
ん
 
な
る
 
も
ん
ね
"
 

も
っ
と
 
ハ
—
 ド 

な
 音
が
 
欲
し
い
 

ね
え
。
 

M
 .S X

 
げ
ん
な
 
リ
 
し
た
 
顔
し
て
 
る
ね
"
 

オ
サ
ム
 

や
た
ら
 
動
き
が
 
速
い
で
 
し
ょ
、
 

キ
—
 
も
た
た
 
き 続

け
 だ
し
、
 
疲
れ
ま
し
た
 

ょ
’
 

M
S
X
 

逆
に
 
い
え
ば
、
 
そ
れ
だ
け
 
夢
中
 

に
な
れ
 
た。 

オ
サ
ム
 

い
ま
さ
ら
 
イ
ン
べ
 

I ダ
 ー や

ギ
 

ヤ ラ
ク
 
シ
ア
ン
で
 
も あ

る
ま
い
 
し、 

と
こ
 

の
 手
の
 ゲ
—
厶
 
を
 見
る
 
と 思、 っ

ん
だ
け
 
ど
 

つ
い
 血
が
 II い

で
し
 ま
ぅ
 

M
S
X
 

パ
ブ
ロ
フ
の
 
犬
み
た
い
。
 

オ
サ
ム
 

フ
ン
 
ツ 、

元
 m
 キ
ヤ
 
ラ
ク
 
シ
ア
 

ン が
い
け
 な
 い
ん
だ
。
 つ
く
づ
く
 

偉
大
な
 

ゲ
 ー ム だ

と
 感
心
す
 
る 

キ
ヤ
 
ラ ク

タ
 
や
 

=A, ®
^
 {えた 子

孫
が
、
 い
ま
だ
に
 数
多
 

く
で
 て
い
る
 
し、 

そ
れ
な
り
に
：
^
 

•
え
て
い
 る. 

M
S
X
 

こ
の
 
ソ
フ
ト
に
 

し
い
 
部
分
 

は
 あ
る
か
な
-
.
 

オ
サ
ム
 

動
き
が
 
立
 g
 
で
 迫
力
が
 
で
で
 

て
き
た
。
 
惜
し
い
 の
は
、
 
_
日
 が
い
 ま 

い
ち
っ
 
て
と
 
こ。 

も
ぅ
 少
し
 派
手
に
、
 

バ
 

ラ
エ
 
テ
ィ
^
 
f： た

せ
れ
ば
 
ね
え
。
 

|
咬
 

△
§
 

/*»> に M
 
し
ま
す
。
 

M
S
 
X
 
ギ
ヤ
 
ラ
ク
 
シ
ア
ン
は
 
不
滅
で
す
 

とい' っ 感
じ
で
す
 
な。 
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黒い 部分を 上下 左右に 

動かし、 絵を 復元 じて 

いぐ、 しばらく ガチャ 

ガチャ やって いると、 

どんな 絵柄だった 力、 忘 
れ てし まう。 そんなと 

きは、 ヘルプ キーを 押 

すと 元の 絵が® 面 右に‘ 現れる から、 にす 
る こと。 

峰こう バラ バラに なつ 

ては、 ナ ニが ナン だか 

レオ ター K 姿 (0 膝さん か^ 愛い、 

知性 派 向け 絵 合わせ パズル 0 

> 

を
 か
せ
 

ぐ  n
 w
 

で
 や
る
 
の
と
 
キ
ー
を
 
押
す
 
の
で
は
 
咸
发
見
 も
 

違
ぅ
 
し
 
ト 
ホ
 ホ
。
 
や
れ
ば
 
や
る
 
ほ
ど
 
混
乱
 

す
る
 
し、 

目
は
 
チ
カ
 
チ
カ
す
 
る
し
 
ト 
ホ
 ホ
"
 

パ
ズ
ル
を
 

解
く
 

の
に
 

必
殺
 

テ
ク
ニ
ッ
ク
 

は
 

あ
る
の
 

か
。
 

こ
の
ヒ
 

ク
チ
ャ
—
 

バ
ズ
 

ル
 

:1. 
の
 

場
合
は
、
 

あ
る
ん
だ
 

ょ
ね
—
。
 

キ
ヤ
 
ラ
 ク
タ
が
 
マ
ス
 
目
に
 
入
る
 
と、 

あ
 

つ
と
 
い
ぅ
 
間
に
 
ハ
チ
 
ャ
メ
 
チ
ャ
 
分
解
 
作
業
 

と
な
る
。
 

ヒ
コ
 ピ
コ
 
動
き
回
る
 16 個

の
 ピ
 

—
ス
 
、
見
て
 
い
る
と
 
な
か
な
か
 
美
し
い
 
眺
 
4
 

め
で
、
 
ゲ
 I 

ム
の
 
ハ
イ
ラ
イ
ト
 
と
も
い
 
え
 

る
ん
だ
 
け
ど
、
 
み
と
れ
て
 
ば
か
り
い
 
る
と
、
 

i
 
的
に
 
か
き
 
回
さ
れ
て
 
修
復
 
不
可
能
に
 

な
つ
て
 
し
ま
、
 つ。 

ス
 K 

ツ
ブ
 キ
ー
は
 早
め
 

に、 です
 

ぞ
。
 

も
は
や
 
何
が
何
だ
か
 
見
当
 
も
つ
 
か
ぬ
。
 

こ
 

れ
じ
 
や
—
 
ジ
グ
 
ソ
—
 
パ
ズ
ル
 
だ
よ
—
、
 

卜 
ホ
 ホ
。
 
ご
の
 
ピ
—
ス
 
を
 右
へ
 
左
へ
 
…
…
 
手
 

か
に
 
ト
ン
 
カ
 チ
と
 
か
 文
鎮
と
 
か
 置
か
な
い
 

よ
—
 
に
。
 
ナ
ゼ
 
か
わ
か
る
 
よ
ね
—
。
 

あ
と
'
 
 

こ
の
 

手
の
 

パ
ズ
ル
 

ゲ
—
厶
 

の
 

宿
 

命
み
た
い
 

な
 

も
ん
だ
 

け
ど
、
 

あ
る
 

程
度
 

形
 

細
 遊
 

は
—
 

ん
で
み
 

ま
し
た
 

さて
、 

し
ば
し
 

指
先
は
 

休
憩
、
 

ム 凑
 

は 

頭
 

悩、
 

お
つ
と
 

違
っ
 

た 
頭
脳
 

ゲ
—
厶
 

と
い
 

き
ま
し
 

ょ
ぅ
。
 

な
—
 

に
、
 

そ
れ
ほ
ど
 

恐
が
 

る 
シ
ロ
 

モ
ノ
 

じ 
や
あ
り
ま
せ
ん
、
 

パ
ズ
ル
 

です
。 

四
角
い
 
ピ
—
ス
 
を
 カ
 チ
ヤ
 
カ
 チ
ヤ
 
並
べ
 

か
え
、
 
ピ
—
ス
 
に
 書
か
れ
た
 
数
字
を
 
小
 か
 

ら
大
 
に
き
れ
 
い
に
 
そ
ろ
え
る
 
と
い
ぅ
 
や
つ
。
 

か
っ
て
 
は
 遠
足
 
や
 修
学
旅
行
の
 
必
需
品
 
だ
 

つ
た
こ
の
 パ
ズ
ル
。
 

ま
さ
か
 パ
ソ
コ
ン
の
 

中
で
 
再
会
す
 
る
と
は
 
ね
—
。
 
お
つ
と
、
 
懐
 

し
が
つ
て
 
る
ヒ
 
マ
は
 
な
い
。
 
さ
つ
 
そ
く
 
チ
 

ヤ レ
ン
ジ
し
て
 
み
た
。
 

さ
す
が
 
パ
ソ
コ
ン
 
ゲ
—
ム
 
、
数
字
 
合
わ
 

せ
 ば
か
 り
か
、
 
絵
 合
わ
せ
 
も
で
 き
る
 
よ
—
 

だ
。
 
メ
ニ
ュ
 
I は

、
 
レ
 オ
タ
—
 
ド
 姿
の
 
豚
、
 

成
金
 
風
ワ
 
ニ、 

チ
ヤ
—
 
ミ
ン
 
グ
な
 
猫
な
 
ど
。
 

ど
れ
 
も
 カ
ラ
フ
ル
で
 
楽
し
げ
。
 
私
は
 
豚
 さ
 

ち
よ
い
 

と
 

キ
ツ
い
 

こ
と
 

言
わ
.
 

て
 

も
ら
う
 

ぜ
〇
 

M
S
X
 
 
い
ま
ま
で
、
 
こ
ぅ
い
ぅ
 
タ
イ
プ
 

の
 パ
ソ
コ
ン
 
ゲ
—
ム
 
は
 あ
つ
た
の
？
.
 

ォ
サ
ム
 

あ
ま
り
 
聞
か
な
い
 
け
ど
。
 

M
S
X
 
 
け
ど
？
 

ォ
サ
ム
 

い
ま
さ
ら
 

こ
 

I 
ゆ
 

I 
ケ
 

I 
ム
を
 

わ
ざ
わ
ざ
 

パ
ソ
コ
ン
で
 

や
ら
な
 

く
つ
て
も
、
 

と
い
'
 

っ 
気
 

も
す
 

る
 

わ
な
—
。
 

M
S
X
 

き
つ
い
な
—
。
 

オ
サ
ム
 
 
メ
リ
ッ
ト
 
も
 あ
る
ん
だ
 
よ
。
 
た
 

と
え
ば
、
 
ピ
—
ス
 
は
 絶
対
；
^
 
な
ら
.
 な
い
 

と
い
、
 つ こ

と
 
(
笑
い
)
 
。
そ
れ
に
、
 
機
械
 

が
 ま
ぜ
て
 
く
れ
る
 
の
で
、
 
手
軽
に
 
遊
べ
る
。
 

イ
ン
チ
キ
 
も
で
 
き
な
い
。
 
苦
労
し
て
 
バ
ズ
 

ル
を
 
解
く
 と、 

マ
ス
 
目
の
 
中
の
 
動
物
た
ち
 

が'  ツ
ン
ツ
と
 
す
ま
し
て
 
出
て
 
く
る
で
 
し
 

よ。 
あ
の
 
辺
 も
 お
か
し
い
 
し
ね
。
 
子
供
に
 

受
け
る
 
よ
、
 
き
つ
と
。
 M
S
X
 

そ
れ
で
も
 

そ
ぅ
だ
。
 

オ
サ
ム
 

引
つ
 
か
か
 
る
ん
だ
 
よ
ね
、
 
や
つ
 

ぱ
 り
。
#
 n か

ら
、
 
テ
—
,
 ブ
ル
 
ゲ
—
ム
 
な
ん
 

か
は
 パ
ソ
コ
ン
に
 
移
植
さ
れ
 
て
き
た
 
で
し
 

よ。 
マ
—
 

ジ
ャ
ン
と
 

か
、
 

ト ラン
プ
と
 

か
。
 

で
、
 そ
れ
な
り
に
 人
気
を
 得
て
 る
け
 ど
も
、
 

ゲ
—
ム
 
の
 種
類
に
 
よ
っ
て
は
、
 
向
き
 
不
向
 

き
が
あ
 
る
ん
 
じ
 や
な
い
 
の
か
ね
 
え
。
 
パ
ソ
 

コ
ン
で
 
こ
の
 
ゲ
 ー 

ム
が
 
遊
べ
る
、
 
と
い
、
 つ 

だ
け
 

じ
 や も、 
2
 7C 
れ
な
 

い
と
 

思
う
よ
。
 

ん
に
 
決
定
。
 

画
面
 
右
よ
り
 
豚
さ
ん
 
登
場
。
 

16 に
 区
切
 

ら
れ
た
 
マ
ス
 
目
に
 
入
る
 
や
、
 
ピ
コ
 
ピ
コ
 
ピ
 

コ
と
 
猛
烈
な
 
勢
い
で
 
分
解
さ
れ
 
て
い
く
。
 

い
か
ん
、
 
あ
わ
て
て
 
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
 
が
 

が
 整
ぅ
 
ま
で
は
、
 

あ
 一 
で
も
な
い
 
こ
 I 

で
 

も
な
い
 
の
 試
行
錯
誤
の
 
連
 S
T
 
ひ
た
す
ら
 

根
気
 
だ
け
の
 
単
純
 
作
業
で
、
 
ィ
ラ
つ
 
い
て
 

く
る
ん
だ
 
よ
ね
—
。
 
そ
の
内
、
 
パ
ソ
コ
ン
 

に
 殺
意
を
 
抱
く
 
よ
—
 
に
な
る
 
か
ら
、
 
手
近
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W 

を 鍵 

一 

だ
、
 

チ
ュ
 

I 
太
の
 

ス
タ
ミ
ナ
が
 

ど
ん
ど
ん
 

減
つ
 

て
い
く
 

じ
 

や
な
い
 

か
/
 

こ
の
ま
ま
 

じ
や
ヤ
 

バ
イ
 

ゾ 
/•
 

M
S
X
 

で
 

こ
れ
 

だ
け
の
 

も
の
が
 

で
き
る
 

と
は
/
 

M
S
X
 

ゲ
ー
厶
 
セ
ン
タ
—
 
な
ど
で
 
お
な
 

じ
み
の
、
 
擬
似
 
三
次
元
 
グ
ラ
フ
 
イ
ッ
 
ク
ス
 

と、 
ア
ッ
プ
ル
.
 
ゲ
—
厶
 
な
ん
か
で
 
ポ
ピ
 

ユ
ラ
—
 
な
 リ
ア
ル
タ
イ
ム
 
•
ア
ド
 
ベ
ン
チ
 

ャ
—
の
 
ミ
ッ
ク
ス
^
^
-
ネ
ー
 
フ
イ
は
 
オ
モ
 

シ
 ロ
イ
ね
。
 

オ
サ
ム
 

カ
—
 
ソ
ル
 キ
—
の
 
ほ
か
に
 
も、 

B
、
 
丁
、
 
〇
、
 
p
、
 

E
、
 
K
 
の
 
コ
マ
ン
ド
 

キ
ー
を
 
操
作
す
 
る
ん
だ
 
か
ら
、
 
ゲ
—
ム
 と
 

し
て
は
 
ス
 ツ
ゴ
ク
 
む
ず
か
し
 
い
み
た
い
 
な
 

ん
 だ
け
ど
 
—— 

M
S
X
 

確
か
に
そ
ぅ
 

だ
ね
。
 

こ
の
 

ゲ
ー
 

厶
は
 

日
本
で
は
 

珍
し
い
 

タ
イ
プ
の
 

ゲ
—
厶
 

だ
か
ら
、
 

国
産
 

ソ
フ
ト
に
 

新
 

ジ
ャ
ン
ル
を
 

拓
 

い
た
と
 

い
つ
て
 

い
い
 

か
も
し
れ
 

な
い
 

ョ〇
 

オ
サ
ム
 

へ
 

H
—
、
 

ス
 

ゴ
イ
ん
 

だ
ネ
。
 

M
S
X
 

た
だ
、
 

ス
ト
—
 

リ
—
 

性
；
：
 

か
 

に、
 

も
ぅ
ち
 

よ
つ
 

と
 

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
 

ほ
し
い
と
 

こ
ろ
 

だ
な
 

今
 

そ
れ
と
、
 

画
面
 

の
 

配
色
が
 

あ
ん
ま
 

リ
 

よ
く
な
い
 

か
ら
、
 

チ
 

ュ
—
 

太
の
 

姿
が
 

イ
マ
 

ィ
チ
、
 

よ
く
 

見
分
け
 

に
く
 

い
ん
だ
。
 

オ
サ
ム
 

で
も
、
 

ゲ
—
 

厶
は
オ
 

モ
シ
 

ロ 
イ
ヨ
 

M
S
X
 

、
r
v
<
f
*
M
S
X
 

ソ
フ
ト
と
 

し
て
 

は
、
 

よ
く
 

仕
上
が
っ
て
 

い
る
と
 

思
う
 

ヨ。
 

マ
は
 

'L
 

ぅ
と
 

エ
出
る
 

鍵
、
 

ラ 

力
よ
 

く 
力
め
 

き
ら
ら
 

卜 

さ
の
 

お
の
 

閉
 

で
か
た
に
 

を 
図
に
 

者
を
 

が
 

中
け
 

匿 

ヤ 

'
ロ
マ
ち
 

と
の
つ
 

部
 

ィ 
ら
出
ャ
 

た
こ
 

ボ 
見
の
 

た
に
 

ジ
ル
す
 

ツ
を
次
 

ん
で
み
 

ダ
 

ま
し
た
 

ま ず ま 数
 

あ
る
 

リ
ア
ル
タ
ィ
ム
 

•
ゲ
 

I 
厶
 

の
な
 

か
で
 

も
'
 
 

ネ
ズ
 

ミ
の
 

チ
ュ
ー
 

太
が
 

城
の
 

中
 

の
 

迷
路
を
 

冒
険
す
 

る
 

こ
の
 

『
ア
ド
 

ベ
ン
チ
 

ユ
ー
 

太
』
 

は
、
 

里
 

(
色
の
 

ゲ
—
厶
 

だ
。
 

§
 

な
 

城
の
 

中
に
 

入
リ
 

こ
ん
だ
 

チ
ユ
ー
 

太
は
、
 

部
屋
の
 

あ
ち
こ
ち
に
 

A
i
 

あ
り
げ
 

に
 

置
い
て
 

あ
る
 

数
個
の
 

ツ
ボ
を
 

見
つ
け
る
。
 

好
奇
心
 

旺
盛
な
 

チ
ユ
—
 

太
が
 

ツ
ボ
を
 

壊
し
 

て
み
 

る
と
、
 

な
か
か
ら
 

鍵
が
 

出
て
 

き
た
。
 

「
こ
れ
は
 

き
つ
と
、
 

別
の
 

部
屋
へ
 

通
 

じ
る
 

ト 
ビ
ラ
に
 

ち
が
い
な
い
」
—
 

彼
は
 

鍵
を
 

使
つ
 

て
 

ト
ビ
 

ラ
を
 

開
け
よ
う
 

と
し
た
 

が
、
 

ト 
ビ
ラ
は
 

ビ
ク
 

と
も
し
な
い
。
 

「
才
カ
 

シ
ィ
な
 

あ
」
 

—
 

is
i 

を
 

抱
え
て
 

い
た
 

チ
ユ
—
 

太
が
 

ふ
と
 

ま
わ
り
を
 

見
る
 

と、
 

そ
こ
ら
 

じ
ゆ
う
に
 

た
く
さ
ん
の
 

カ
エ
 

ル
が
 

い
る
 

こ
と
に
 

気
づ
い
た
。
 

—
—
 

と
 

突
然
、
 

そ
の
 

中
の
 

I
 

匹
が
、
 

チ
ユ
—
 

太
め
 

が
け
て
 

と
び
か
か
 

つ
て
き
 

た
の
 

だ
。
 

す
る
と
 

ど
う
 

占
 I を

 か
せ
 

得
ぐ
 
n
 ツ
 

j 
の
ゲ
 

ー
 

厶
は
 

'
な
ん
と
い
 

つ
て
も
 

キ
 

— 
操
作
が
 

大
変
 

だ
。
 

他
の
 

リ
ア
ル
タ
イ
ム
.
 

ゲ
—
ム
 

な
ら
、
 

テ
ン
 

キ
ー
と
 

ス
ぺ
—
 

ス
キ
 

I
 

で
 

足
り
る
 

と
こ
ろ
を
、
 

こ
こ
で
は
 

左
の
 

よ
ぅ
に
 

カ
ー
 

ソ
ル
 

キ
—
の
 

ほ
か
に
 

も
 

数
 

種
 

の
 

コ
マ
ン
ド
 

キ
—
が
 

必
要
と
 

さ
れ
る
。
 

B
 
 

ツ
ボ
を
 

こ
わ
す
 

T
 
 

も
の
を
 

と
る
 

〇
 
 

ド
ア
を
 

あ
け
る
 

P
 
 

も
の
を
 

お
く
 

E
 
 

チ
—
 

ズ
を
 

た
べ
る
 

K
 
 

カ
エ
 

ル
を
 

け
る
 

リ
ア
ル
タ
イ
ム
 

•
ゲ
 

—
ム
 

で
、
 

こ
れ
 

だ
 

け
た
く
 

さ
ん
の
 

キ
—
 

を
た
 

た
き
 

分
け
る
 

と
 

い
ぅ
の
は
、
 

非
常
に
 

ム
ズ
 

カ
シ
イ
 

"
モ
タ
 

モ
タ
 

し
て
い
る
 

と、
 

カ
エ
 

ル
た
ち
 

に
攻
擊
 

さ
れ
て
、
 

チ
ユ
—
 

太
の
 

エ
ネ
 

ル
 

ギ
—
は
 

ど
 

ん
 

ど
ん
 

減
っ
 

て
い
く
。
 

相
当
、
 

キ
ー
 

操
作
 

に
 

慣
れ
て
 

い
な
け
れ
ば
、
 

次
の
 

ス
テ
—
 

ジ
 

に
 

移
る
 

こ
と
が
で
き
な
い
。
 

と
こ
ろ
が
 

問
題
は
、
 

キ
—
 

操
作
の
 

熟
練
 

度
 

だ
け
 

じ
 

や
な
い
 

の
 

だ
。
 

次
の
 

部
屋
に
 

進
 

む
に
は
、
 

ツ
ポ
 

か
ら
 

ダ
イ
ヤ
と
 

鍵
を
 

見
つ
 

け
、
 

そ
の
 

両
方
を
 

ド
ア
の
 

前
に
 

持
っ
て
行
 

か
な
く
 

ち
 

や
な
ら
な
い
。
 

が
、
 

チ
 

ユ
ー
太
 

は
 

I
 

度
に
—
 

つ
の
 

も
の
し
 

か
 

持
て
な
い
 

か
 

ら
 

、
狭
い
部
屋
 

な
ん
か
 

だ
と
、
 

ま
る
で
 

パ
 

ズ
 

ル
に
 

な
つ
て
 

し
ま
、
 

っ。
 

ま
た
、
 

ツ
ボ
か
 

ら
は
 

サ
ソ
リ
 

な
ん
か
が
 

と
び
 

出
し
て
 

く
る
 

こ
と
 

も
 

あ
り
、
 

な
か
な
か
 

ス
リ
リ
ン
グ
 

だ
。
 



矢印の 方向に 進んで いくと、 
このままでは ブラック トレ 

インと ぶつかって しまう。 

斜線 部に, 線路の コマ を 移動 
する タイミングが 問題 だ。 

自分 <7) 汽車が の 線路に 乗 

った 瞬間、 芒を 上に 移動す る。 

峰 ステ ー ジ I では 昼間の 場 

面。 先は 長い。 

# ブラ ックト レインと 正面 
衝突。 

ROM  8K 発売日 H 月 21 日 価格 4,500円 

ソニー 品 川 区 北 品 川 6-7-35 

る
ヒ
 
マ
は
 
な
い
。
 ぅ
ま
く
 
指
が
 

(
人
 

に
ょ
つ
 て
は
 ア
 タ
マ
 

が
)
 
動
か
ず
に
 
も
た
 

つ
い
て
い
 
る
と
、
 
数
 

字
が
 
〇 
に
な
っ
 
た
 駅
 

か
ら
*
 フ
ラ
ッ
ク
 ト 

レ
 

イ
ン
が
 
現
れ
る
。
 

コ 

イ
ツ
に
 
当
た
る
 
と
ア
 

ゥ
 チ
/
 

ブ
ラ
ッ
ク
 

ト
レ
 

V
 

ン
 

と
の
 

衝
突
 

や
 

脱
線
 

を
 

避
け
る
 

に
は
、
 

ル
 

I 
プ
 

を
つ
 

く
つ
て
 

そ
 

こ
を
 

回
り
な
が
ら
、
 

線
路
の
 

つ
な
ぎ
 

方
を
 

考
え
る
 

と
い
う
 

手
が
 

あ
る
。
 

ま
た
'
 
 

ブ
ラ
 

ッ
ク
ト
 

レ
イ
ン
が
 

2
 
台
 

出
て
 

き
た
ら
、
 

お
 

互
い
を
 

衝
突
さ
せ
る
 

と
い
う
 

手
 

も
 

あ
る
。
 

/
 
 
な
い
よ
う
に
 
気
を
 
配
ら
な
 
く
ち
 
や
い
 
け
な
 

、 
、、>  J

 
 
い
 -
 
オ
 レ
を
 
悩
ま
す
 
た
 あ、 

ナ
カ
 
ナ
カ
 

K
 

/
 
 

の
 

も
ん
だ
 

ぜ
 

…
…
 

ナ
ン
 

チ
 

ヤ
ツ
 

テ
。
 

が れ こ 

パ
ズ
ル
 
ゲ
—
ム
 
に
 限
ら
ず
、
 
思
考
 
型
ノ
 

ン
セ
 
ク
シ
 
ヨ
ン
は
、
 
じ
つ
く
 
り
 落
ち
着
い
 

て
 先
^
^
 
む
と
 
い
う
の
 
が
ふ
つ
 
う
な
の
 
だ
 

が
、
 
こ
の
 
ゲ
—
ム
 
は
 の
ん
び
り
 
考
え
て
 
い
 

黼 

を
 

か
せ
 

ぐ
 

n
 
ソ
 

ず
 
直
 
ん
で
み
 

討
 逆
ま
し
た
 

シ
ユ
ッ
 
、
シ
 
ユ
ッ
、
 
シ
ユ
ッ
 
'
シ
 
ユ
ッ
、
 

ポ
ォ
 
1 

ッ // : 
昔
な
 
つ
か
し
 
蒸
気
 
汽
関
車
 

の
 汽
笛
 
—
—
 
い
い
な
 
ぁ。 

あ
の
 
響
き
を
 
聞
 

く
と
、
 
ポ
ク
の
 
遠
い
 
記
憶
が
 
…
…
 
な
 ぁ
—
 

ん
て
 
セ
ン
チ
に
 
な
つ
て
 
る？！ H

 n じ
 
や
な
い
 

の
 

だ
。
 

走
ろ
う
 

に
も
 

目
の
前
に
 

線
路
が
 

な
 

い
じ
 
や
な
い
 
か
、
 
線
路
が
 
つ
/
 

と、
 

ま
あ
 

こ
の
よ
う
 

C
 

ポ
ヤ
 

き
た
く
な
 

る
の
 

が
 

こ
の
 

『
ク
 

レ
ィ
ジ
！
 

ト
レ
ィ
ン
 

/
 

汽
車
の
 
行
ぐ
 
先
を
 
考
え
て
 
¢
<
1
 

を
 

組
み
合
わ
せ
 
な
く
ち
 

や、 
た
ち
ま
ち
 
脱
線
 

し
て
し
 
ま
う
。
 
画
面
の
 
駅
を
 全
部
 通
過
す
 

る
と
 
一
面
 ク
リ
ア
。
 
で
も
 
こ
れ
が
 
ム
ズ
ヵ
 

シ
ィ
 

。
の
ん
び
り
と
"
 

ポ
ッ
 

ポ
—
ッ
 

々
な
 

ん
て
鳴
 

る
ナ
 

，
.
と
 

言
い
た
い
。
 

第
 

I、
 

機
関
士
の
 

ポ
ク
は
 

鳴
ら
し
て
 

な
い
じ
 

や
な
 

い
か
 

//
 

: 

画
面
は
 
昼
と
 
夜
％
 輪
り
 
返
す
。
 
線
路
の
 

パ
ズ
ル
が
 
難
し
い
だ
 
け
 じ
 
や
な
く
、
 
ブ
ラ
 

ツ
ク
 
ト
レ
イ
ン
が
 
登
！
^
 
る
と
、
 
衝
突
し
 

し
か
し
、
 

そ
う
は
 

言
 

つ
て
も
 

言
う
 

は
 

易
 

し
 

行
う
 

は
 

難
一
 

> —
—
 

こ
う
し
た
 

ハ
イ
 

•
テ
 

ク
ニ
 

ツ
ク
を
 

使
え
る
 

ま
で
に
は
、
 

そ
う
と
 

う
 

ゲ
ー
厶
 

に
 

慣
れ
て
 

こ
な
い
 

と
ダ
メ
 

だ
ろ
 

、つ
。 

単
に
 

反
^
 

経
を
 

競
う
 

リ
ア
ル
 

タ
ィ
 

ム
じ
 

や
な
く
、
 

パ
ズ
ル
 

的
 

要
素
が
 

加
わ
つ
 

て
い
る
 

た
め
、
 

指
先
と
 

頭
の
 

回
転
の
 

速
さ
 

_
 

う
に
は
 

も
っ
て
こ
い
の
 

ゲ
—
厶
 

だ
。
 

や
つ
て
 

て
 

飽
き
 

な
い
、
 

ユ
 

ニ
—
 

ク
な
パ
 

ズ
ル
。
 

M
S
 

X
 

ゲ
—
ム
 

に
は
 

「
ア
ク
シ
ョ
ン
 

1-
 

と
か
 

「
ア
ド
 

ベ
ン
 

チ
ャ
—
」
 

と
か
つ
 

て
、
 

い
ろ
ん
な
 

ジ
ャ
ン
ル
が
 

あ
る
け
 

ど
'
 
 

こ
れ
 

は
 

ど
の
 

タ
イ
プ
に
な
る
 

の
か
な
 

ぁ
？
 

オ
サ
ム
 

こ
の
 

ゲ
 

I 
ム
は
 

新
し
い
 

タ
イ
プ
 

だ
と
 

思
う
 

ね
。
 

パ
ズ
ル
 

的
 

要
素
と
 

リ
ア
ル
 

タ
イ
プ
を
'
 
 

実
に
う
 

ま
く
 

ミ
ツ
 

ク
ス
し
て
 

る
か
ら
"
 

リ
ア
ル
タ
イ
ム
 

•
パ
ズ
ル
 

ゲ
—
 

ム
 

々
っ
て
 

言
っ
て
も
 

い
い
ん
 

じ
 

や
な
い
 

か
 

な
 

0 

M
S
X
 

グ
ラ
フ
 
イ
ツ
 
ク
ス
 
や
 サ
ウ
ン
ド
 

は
 
ほ
か
の
 
ケ
—
厶
 
と
比
べ
て
 
ど
う
？
.
 

オ
サ
ム
 

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
は
 
子
ど
も
の
 
絵
 み
た
い
だ
 け
ど
、
 そ
れ
が
 ホ
 ノ
ボ
ノ
 と
し
 

た
！
 I
®
 気
を
 だ
す
の
に
 
成
功
し
て
 
い
る
と
 

い
え
る
。
 
汽
車
の
 
音
 も
 か
わ
い
い
 
し
ね
。
 

ゲ
—
ム
 
の
 内
容
は
、
 
ひ
と
こ
ろ
は
 
や
つ
た
 

々
ル
—
 
ビ
ッ
ク
 
•
キ
ユ
 
I
T
N
"
 
な
ん
か
の
 

解
き
方
 
に
似
て
る
 
か
ら
、
 
あ
れ
が
 
得
意
な
 

人
は
、
 
け
つ
こ
う
 高
 得
点
で
 き
 る
ん
 じ
 や
 

な
い
か
 
ナ。 

M
S
X
 

あ
っ
'
 
 
そ
う
か
/
 

オ
サ
ム
 

次
に
 
や
る
^
 
〇 は
 ジ
ョ
イ
ス
 
テ
 

ィ
ッ
 ク
を
 使
っ
て
、
 
本
物
の
 
ポ
イ
ン
ト
 
切
 

り
 換
え
の
 
気
分
を
 
殊
 わ
う
 
と
い
い
 

ョ。 

1Z 
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コンピュータ 
オセロ 

白黒の コマが 目の前で ひっくりかえる •ノ 
こんな オセロ、 はじめて だ。 

和
^
 
一
ん
で
 
み
 

ま 
Ln
J 

ま
し
た
 

コ
ィ
ツ
は
、
M
S
X
ゲ
I
ム
ソ
フ
ト
の
 

テ
—
 

ブ
ル
 

ト
ッ
プ
 

•
ゲ
 

—
厶
 

の
な
か
で
は
 

ひ
と
あ
じ
 

ち
が
ぅ
。
 

ま
ず
、
 

4 
段
階
に
 

分
け
ら
れ
 

た
な
 

か
か
 

ら
 

適
当
な
 

レ
ベ
ル
を
 

選
ぶ
。
 

次
に
、
 

白
黒
 

い
ず
れ
の
 

コ
マ
を
 

と
る
 

か
を
 

決
め
る
。
 

す
 

る
と
、
 

グ
リ
—
 

ン
の
ゲ
 

ー 
ム
ボ
—
 

ド
が
 

画
 

面
に
 

現
れ
、
 

白
黒
 

4 
つ
の
 

コ
マ
が
 

定
石
 

通
 

り
 

並
べ
ら
れ
、
 

い
よ
い
よ
 

ゲ
—
ム
 

開
始
。
 

^
 

^ 
「
ま
あ
'
 
 

初
戦
 

だ
か
ら
 

レ
ベ
ル
 

2 
く 

ら
い
で
 

お
 

手
並
み
 

拝
見
と
 

い
こ
ぅ
 

か
」
 

I
。
 

コ
マ
を
 

置
き
た
い
 

場
所
を
 

決
め
た
 

ら
 

、
画
面
 

上
の
，
，
 

指
，
 

を
 

力
—
 

ソ
ル
 

キ
—
 

で
 

動
か
し
、
 

位
置
を
 

缉
疋
 

す
る
。
 

よ
く
こ
 

の
 

種
の
 

ゲ
—
ム
 

に
"
 

タ
テ
 

〇
 

、
ヨ
 

コ
〇
，
 

と
い
う
 

位
置
§
 

の
し
 

か
た
が
 

あ
る
が
、
 

こ
ち
ら
の
 

方
が
 

数
倍
 

や
り
 

や
す
い
。
 

グ
ラ
 

フ
ィ
ッ
ク
 

も
き
 

れ
い
で
、
 

な
か
な
か
 

よ
く
 

す
 
場
 

押
る
 

ヤ
 
を
け
 

イ
-
置
 

レ
キ
を
 

プ
 
ス
マ
 

仕
上
が
っ
て
 
い
る
。
 

し
か
し
、
 

こ
の
 

ゲ
 

I 
厶
の
 

グ
ラ
フ
 

ィ
ツ
 

ク
の
 

よ
さ
は
、
 

単
に
 

画
面
の
 

色
 

や
 

形
が
 

あ
 

ざ
 

や
か
で
 

鮮
明
 

だ
と
い
 

う
だ
け
 

じ
 

ゃ
な
い
。
 

と
い
、
 

っ
の
は
、
 

指
示
し
た
 

オ
セ
ロ
の
 

コ
マ
 

が
、
 

画
面
 

上
で
 

r
 

ゴ
 

ト
に
 

ひ
っ
く
り
返
る
 

と
い
う
 

オ
マ
ケ
 

が
つ
 

い
て
い
る
 

の
 

だ
。
 

で
、
 

ポ
ク
な
ん
 

か
 

単
純
 

だ
か
ら
、
 

臨
場
感
を
 

だ
 

そ
う
と
い
 

う
 

作
者
の
、
 

こ
う
し
た
 

サ
—
ビ
 

ス
 

に
は
 

た
だ
た
だ
 

大
 

感
激
す
 

る
 

わ
け
 

だ
。
 

を
 か
せ
 

ぐ
 n
 ソ
 

こ
の
 
オ
セ
ロ
 
ゲ
—
ム
 
の
 最
大
の
 
特
徴
は
、
 

コ
マ
が
 
ひ
っ
く
り
返
る
 
そ
の
 
動
き
が
 
見
ら
 

れ
る
 
こ
と
 
だ
。
 
コ
マ
が
 
回
転
す
 
る
な
ん
 
て
 

ま
つ
た
 
く 意

表
を
 
つ
い
て
い
る
。
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
•
オ
セ
ロ
と
 
い
え
ば
、
 

N
E
C
 
の
 
P
C
 
用
 
『
森
 田
の
 
オ
セ
ロ
』
 
が
 

そ
の
 
強
さ
で
 
広
く
 
知
ら
れ
て
 
い
る
。
 
た
だ
、
 

こ
れ
は
 

あ
ま
り
に
 

強
 
過
ぎ
て
、
 

シ
ロ
ウ
 

ト 

の
 遊
び
相
手
と
 

し
て
は
、
 
ち
ょ
つ
 
と
 —
—
 

と
い
、
 
っ 感
じ
な
 
の
 だ
。
 

そ
こ
に
い
 

く
と
'
 
 

こ
の
 

『コ
ン 

ピ
ユ
ー
 

夕
 

•
オ
セ
ロ
 

j 
は
ヨ
ワ
 

N -
 

も
ち
ろ
ん
 

『
森
 

田
の
 

オ
セ
ロ
 

5...
 

に
比
べ
て
、
 

と
い
、
 

つ 
意
 

味
で
、
 

だ
。
 

そ
し
て
、
 

ヨ 
ワ
イ
か
ら
 

オ
モ
 

度  に 1? : 

樹 

先 
か 

る。 

年奄 

ぁナ数 

f 

、す/勢 

でて 

// 
形 

たう 

イに 

れ 
そ*、： 

ml 

^
 

t
 

> 
 

■ 
 

t 

_ は 

シ
 

ロ
イ
。
 

負
け
て
も
 

人
間
の
 

よ
ぅ
に
 

泣
き
 

叫
ば
な
い
 

か
ら
、
 

弱
い
者
 

イ
ジ
 

メ
が
 

好
き
 

な
 

人
 

も
 

え
が
な
い
 

i
 

弱
い
者
 

イ
ジ
 

メ
 

症
候
群
が
 

な
お
る
 
 

と
な
る
。
 

さ
す
が
、
 

用
 

ソ
フ
ト
に
 

ピ
ツ
 

タ
シ
と
 

い
わ
れ
る
 

M
S
X
 

ソ
フ
ト
 

だ
 

(
パ
チ
パ
チ
 

パ
 

チ
)
。
 

た
だ
、
 

そ
ぅ
は
 

言
っ
て
も
、
 

だ
れ
で
も
 

勝
て
る
 

と 
思
っ
た
ら
 

大
 

マ
チ
 

ガ
イ
。
 

や
は
 

リ 
、
レ
ベ
ル
 

3 
ぐ
ら
い
に
 

な
る
と
、
 

ケ
ツ
 

コ
ウ
て
 

ご
わ
い
 

の
 

だ.
。 

だ
か
ら
、
 

ほ
ど
よ
 

い 
刺
激
が
 

味
わ
え
る
。
 

現
代
っ
 

子
の
 

ポ
ク
 

ら
に
 

は
も
っ
て
 

こ
い
の
 

ソ
フ
ト
 

だ
ね
。
 

攻
 

略
の
 

ポ
イ
ン
ト
は
 

井
 

ゲ
タ
 

づ
 

く
り
。
 

と
に
 

か
く
 

一度
、 

ト 
ラ
イ
し
て
 

み
よ
、
 

っ。
 

グ
ラ
フ
 

ィ
ツ
 

ク
ス
 

の
 

ひ
ね
り
が
 

き
 

い
て
る
 

ネ
 

M
S
X
 

オ
セ
ロ
 

ゲ
—
厶
 

つ
て
、
 

け
っ
 

こ
 

う
 

ム
ズ
ヵ
 

シ
ィ
ん
 

だ
よ
 

ね
。
 
オ
サ
ム
 

そ
う
だ
ね
。
 

『
森
 

田
の
 

オ
セ
ロ
』
 

な
ん
か
、
 

ち
よ
つ
 

と
や
 

そ
つ
と
 

じ
 

や 
勝
て
 

な
い
か
ら
 

ね
。
 

こ
う
い
う
 

種
類
の
 

ゲ
—
ム
 

ソ
フ
ト
は
、
 

製
作
者
 

自
身
が
 

そ
の
 

ゲ
—
厶
 

に
 

強
く
な
け
れ
ば
、
 

な
か
な
か
 

レ
ベ
ル
の
 

高
い
 

ソ
フ
ト
は
 

で
き
な
 

い
ん
だ
。
 

M
S
X
 
 

フ
—
ン
 

。
じ
 

や 
あ
、
 

こ
の
 

『コ
 

ン
ピ
 

ユ
—
夕
 

•
オ
セ
ロ
 

』 
は
ど
う
な
 

の
？
 

オ
サ
ム
 
 

M
S
X
 

の 
場
合
、
 

前
に
 

も 
言
っ
 

た
よ
う
に
、
 

も
と
も
と
 

容
量
の
 

限
度
が
 

あ
 

る
か
ら
、
 

相
手
の
 

手
を
 

読
む
 

た
め
の
 

デ
—
 

夕 
入
力
に
 

も 
限
界
が
 

あ
る
ん
だ
。
 

そ
れ
に
 

し
て
は
 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

の 
場
合
、
 

レ
ベ
ル
を
 

選
べ
た
り
、
 

コ
マ
の
 

ひ
つ
く
 

リ 
返
る
 

さ
ま
 

が
 

映
っ
た
り
 

と、
 

リ
ア
ル
な
 

仕
上
が
り
に
 

な
っ
て
 

いる
。 

そ
れ
に
、
 

レ
ベ
ル
を
 

多
少
 

低
目
に
 

し
て
る
 

の 
も、
 

言
っ
て
 

み
れ
ば
 

い 

い 
意
味
で
の
 

製
作
者
の
"
 

手
抜
き
，
 

だ
と
 

思
い
た
い
 

ね。
 

M
S
X
 
 

エ
ツ
 

!
?
 

と
い
う
と
？
 

オ
サ
ム
 

シ
ロ
ウ
 ト
で
 も
 勝
て
る
、
 
と
い
 

う
の
は
、
 

い
ろ
ん
な
 

意
味
で
 
大
切
な
 
こ
と
 

な
ん
だ
 

ョ。 

M
S
X
 
 
フ
—
ン
 

。 

73 
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5 〜 
6
 面
 あ
た
り
 
か
ら
が
 

テ
ゴ
 
ワ
イ
 ぞ
 

M
S
X
 

こ
う
い
う
 
タ
ィ
プ
の
 
ゲ
—
厶
 

つ
 

て
、
 
ほ
か
に
 
も
 あ
る
の
 
か
な
 
ぁ。 

オ
サ
ム
 

う
ん
。
 
M
S
X
 
ソ
フ
ト
の
 
中
に
 

も
 
『
ス
 I パ

 I  •
ド
 リ
ン
カ
-
^
 
j 
と
い
う
 

同
じ
 
タ
ィ
プ
の
 
ゲ
ー
ム
 
が
 あ
る
。
 
で
も
、
 

そ
の
 
原
型
み
た
い
 
な
の
が
、
 
実
は
 
ア
ッ
プ
 

ル
 ゲ
—
厶
 
に
あ
 
る
ん
だ
。
 
ブ
ロ
ー
 
ダ
！
 

バ
ン
ド
 
社
の
 
『
口
—
 
ド
ラ
ン
 
ナ
 IJ 

と
い
 

う
の
が
 
そ
れ
。
 
こ
の
 

" 1 フ
ギ
ウ
 
ギ
ジ
 
ヤ
ン
 

グ
ル
』
 
は
さ
 
し
づ
め
 

「
口
—
 
ド
ラ
ン
 
ナ
—
 

山
男
 
•
決
死
の
 
逃
亡
 
食
欲
 
編
」
 
と
い
っ
た
 

と
こ
ろ
 
か
ナ
。
 

M
S
X
 

ど
っ
ち
が
 
オ
 
モ
シ
 
ロ
ィ
？
 

オ
サ
ム
 

こ
れ
を
 

『口  — 
ド
ラ
ン
 
ナ
 1J 

と
 比
べ
る
 
に
は
 
ム
リ
が
 
あ
る
ね
。
 
ま
だ
 
ま
 

だ
格
が
ち
が
ぅ
。
た
だ
2
5
>
<
は
、
0
:
〇
 

M
 
チ
ッ
プ
に
 
入
る
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
量
に
 
限
り
 

が
 あ
る
か
ら
、
 
レ
ベ
ル
が
 
落
ち
る
 
の
は
し
 

か
た
な
 
い
ん
だ
。
 
そ
の
 
ハ
ン
 
デ
ィ
を
 
考
え
 

る
と
、
 
M
S
X
 
に
し
て
 
は
 上
出
来
 
だ
と
い
 

え
る
 
ね
。
 

M
S
 
X
 

も
つ
 
と
オ
 
モ
シ
 
ロ
ク
 
す
る
 
に
は
 

ど
ぅ
 
す
れ
ば
 
い
い
の
 
か
な
 
ぁ。 

オ
サ
ム
 

た
と
え
ば
、
 
食
料
の
 
種
類
に
 
よ
 

つ
て
 
得
点
 
数
が
 
ち
が
う
 
と
か
、
 
キ
ヤ
 
ラ
ク
 

夕
を
 
増
や
す
 
な
ん
て
の
 
も
い
 
い
ネ
。
 

さ
れ
て
も
、
 
相
手
に
は
 
手
加
減
を
 
加
え
る
 

コ
タ
 
ロ 
-
 

あ
、
 
な
ん
て
 
ス
 テ
キ
な
 

ヒ
ユ
ー
 
マ
ニ
ス
 
ト/. 

彼
の
 
ポ
リ
シ
—
 
に
 

は
 胸
を
 
ぅ
た
れ
て
 
し
ま
い
ま
し
た
 
ワ
 タ
シ
。
 

も、 つ 亦
 心
を
 し
そ
、
 〇 -

 
^
 
つ、 

私
は
 
才
卜
 

n
 
だ
つ
 
た
 
…
…
 

。 

I5P を か
せ
 

_
ぐ
ゴ
 

ツ
 

気
絶
し
た
 
ハ
ン
 
タ
—
 
た
ち
の
 
回
復
は
、
 

意
外
に
 
早
い
。
 
そ
れ
に
'
 
 
早
く
 
 I
 面
を
 
終
 

え
れ
ば
、
 
そ
れ
だ
け
 
ボ
—
 
ナ
ス
 
点
 も
 増
え
 

が れ こ 

る
の
で
、
 
こ
の
 
際
、
 
強
気
で
 
ハ
ン
 
タ
—
 
た
 

ち
の
 
ア
 タ
マ
を
 
踏
ん
 
づ
け
な
が
ら
 
前
へ
 
進
 

も、 つ。 
走
り
な
 
が
ら
の
 
シ
ヨ
 
ツ
ト
も
 
可
能
 

な
の
で
、
 
ひ
た
す
ら
 
パ
 カ
 パ
カ
擎
 
ち
な
 
が
 

ら
 強
引
に
 
疾
走
す
 
る
。
 

食
料
は
 
ア
 ヒ
ル
、
 
リ
ン
ゴ
、
 

コ
—
ヒ
 
I、 

キ
ャ
ン
デ
ィ
の
 

4 種
類
。
 
生
き
る
 
か
 死
ぬ
 

か
の
瀨
 

な
ん
だ
か
ら
 

「
フ
ル
 
コ
—
ス
 

で
 順
番
に
」
 
な
ん
て
 
ヒ
マ
 
は
な
い
。
 
食
べ
 

や
す
い
 
も
の
か
ら
 
た
い
ら
げ
て
 
ゆ
く
。
 

ア
 

ヒ
ル
は
 
キ
ャ
ン
 
デ
イ
よ
り
 
高
 得
点
 
だ
と
 
思
 

い
が
ち
 
だ
が
、
 
実
は
 
ど
れ
を
 
食
べ
て
も
 

500 

点
、
 と
い
う
 

安
易
な
 

つ
く
り
が
、
 

こ
 -(7) 
際
 

ウ
レ
 
シ
イ
の
 
だ
。
 

ス
テ
—
 
ジ
が
 
進
む
 
ご
と
に
 
難
易
度
が
 
増
 

す
。
 
あ
る
 
一
定
の
 
道
順
で
 
な
け
れ
ば
 
ク
リ
 

ア
—
 
で
き
な
く
な
る
、
 
と
い
う
の
 
が
ポ
イ
 

•ン ト。 
こ
の
 
あ
た
り
の
 
構
成
は
、
 
ど
こ
か
 

で
み
 
た
よ
う
で
'
 
 
な
ん
と
な
 
く
も
の
 
足
り
 

な
い
 
気
 も
す
 
る
が
、
 
ゲ
—
厶
 
そ
の
も
の
は
 

非
常
に
 
オ
 モ
シ
 
ロ
イ
。
 
ム
ツ
 
カ
シ
ク
は
 
あ
 

る
け
 
ど
、
 
要
求
さ
れ
 
る
 反
^
:
 
経
を
、
 
小
 

学
校
の
 
ゴ
ミ
 
箱
に
 
捨
て
て
 
き
た
よ
う
 
な
 私
 

が
、
—
 

時
間
で
 

4 面 
ク
リ
ア
—
 

で
き
た
ん
 

だ
ゾ
 。
要
領
 
さ
え
 
分
か
れ
ば
、
 
あ
と
は
 
面
 

を
 ク
リ
ア
—
 
し
て
い
く
 
の
み
。
 

オ
ノ
 
オ
ノ
が
 
た
—
 

ガンバ ロウ // 

文 1 L ち と 

ギ
グ
：
 

ウ
ン
 

- 

ん
で
み
 

ま
し
た
 

證 
主
人
公
の
 

「
コ
ダ
 
ロ
ウ
」
 

は
、
 
ナ
ゼ
か
 

3 人
の
 
ハ
ン
 
タ
—
 
に
 命
を
 
ネ
ラ
 
わ
れ
て
 
い
 

る。
 

彼
ら
は
 

一
見
"
 

動
物
園
の
 

飼
 

H
 

孫
々
 

■■11 で、
 
も
ぅ
と
 
に
か
く
 
シ
ツ
コ
 
イ
。
 
-
 

殺
る
 
か
 殺
ら
 
れ
 る
か
/
 
1
-
 
コ
タ
 
ロ
ウ
は
 

ハ
ン
 
タ
—
 
た
ち
に
 
殺
ら
 
れ
る
 
前
に
、
 
画
面
 

の
 あ
ち
こ
ち
に
 
置
か
れ
て
 
い
る
 
食
糧
を
 
手
 

に
 入
れ
な
 
く
ち
 
や
な
ら
な
い
。
 

「
ナ
ン
 

テ
 

食
い
意
地
 

の
は
っ
た
 

男
/
」
 

I
 
で
も
 
彼
は
 
必
死
 
だ
。
 
殺
ら
 
れ
る
 
と
わ
 

か
っ
て
い
て
も
 
食
糧
を
 
求
め
て
 
木
に
 
登
り
、
 

ひ
た
す
ら
 
走
り
続
け
る
 
彼
の
 
背
中
に
、
 
私
 

は
 人
間
の
〃
 
性，， 

を
 感
じ
て
、
 
感
動
に
 
指
 

が
 震
え
た
 
…
…
 
ナ
ン
 
チ
 ヤ
ツ
 
テ
。
 

さ
て
、
 

コ
タ
 
ロ
ウ
の
 
武
器
と
 
い
ぅ
の
 
が
 

グ
リ
—
 
ン
の
大
 
岩
。
 
こ
の
 
岩
を
 
超
能
力
で
 

パ
 カ
 パ
カ
擎
 
つ
て
、
 
追
つ
 
て
く
 
る
 
ハ
ン
 
タ
 

I
 
た
ち
を
 
倒
す
。
 

で
も
'
 
 擎
 た
れ
た
 
ハ
ン
 
タ
—
 
た
ち
は
、
 

一
瞬
の
 
間
 気
絶
す
 
る
 だ
け
 
だ
。
 
自
分
は
 
殺
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’ION 

な
に
 
厶
ズ
 
カ
シ
ク
し
 
な
く
て
も
 
い
い
 
じ
 
や 

な
い
か
、
 

と
 思
つ
 
ち
 
や
う
。
 

パ
ス
し
て
 
ト
ス
し
て
 
ア
タ
ア
 
〜
ツ
ク
 

/. 一
 

—— 
ン
な
 
こ
と
で
 
き
る
 
わ
け
ね
 
ぇ 
じ
 
や
ね
 
一
 

I 
か
よ
 
才
 
/. 

と
い
う
 
こ
と
で
、
 
何
度
 
や
 

つ
て
も
 
ゼ
 
ロ
ゲ
—
 
ム。 

ガ
ク
ツ
 
と
う
な
 
だ
 

れ
て
 
ス
イ
 
ツ
チ
を
 
切
る
 
ワ
 タ
シ
、
 

ミ 
ジ
メ
。
 

11 

て
 

「
コ
ノ
 

ヤ
 

ロ、
 

コ
ノ
 

ヤ
 

ロ
」
 

と
 

手
 

だ
け
 

空
振
り
す
 

る
み
た
い
。
 

パ
ス
 

も
 

ト
ス
 

も
 

あ
 

リ
 

や
し
な
い
。
 

レ
シ
—
 

ブ
が
 

や
つ
 

と
一
 

で
、
 
 

ア
タ
 

ク
シ
、
 

^
 
 

す
か
し
な
が
ら
 

ア
ツ
 

と
い
う
 

ま
に
 

負
け
ち
 

や
つ
た
 

の
 

デ
ス
 

.
 

:
グ
 
ス
ツ
。
 

を
 

か
せ
 

2 
人
 

同
時
に
な
 

か
よ
く
、
 

同
じ
 

方
向
に
 

走
る
 

の
で
、
 

2 
人
の
 

間
に
 

ボ
—
 

ル
が
 

落
ち
 

て
 

お
見
合
い
 

し
ち
ゃ
う
 

襄
性
 

、
大
 

。
注
 

意
し
 

よ
う
。
 

ま
た
、
 

ボ
—
 

ル
の
 

落
下
 

地
点
 

が
 

非
常
に
 

キ
ヤ
 

ツ
チ
し
 

に
く
い
。
 

ど
こ
に
 

落
ち
て
 

く
る
 

か
わ
か
ら
な
い
 

の
で
、
 

ホ
ン
 

卜
に
 

ア
 

セ
ツ
 

テ
し
 

ま
う
。
 

要
は
 

ボ
—
 

ル
の
 

影
を
 

目
安
に
 

す
れ
ば
 

い
い
ん
だ
 

け
ど
、
 

こ 

れ
が
 

口
で
 

い
う
 

ほ
ど
 

カ
ン
 

タ
ン
 

じ
 

や
な
い
 

の
 

だ
。
 

ポ
—
 
ル
が
 
上
に
 
上
が
る
 
と、 

ズ
 ズ
—
ン
 

と
 目
の
前
に
 
迫
つ
 
て
き
て
 
ド 迫

力
。
 
さ
す
 

が
 3
D
/
 

な
ん
て
、
 

へ
ん
な
 
と
こ
ろ
で
 

感
心
し
て
 
し
ま
う
 
の
 だ
。
 

影
を
 迫
う
 こ
と
に
 tl. れ て

き
て
、
 や
つ
 

と
ポ
 

I 
ル
を
 
レシ 

I 
ブ
 
できた* 

-
 

「パ 

シ
ツ
」
 

い
や
—
、
 

い
い
 

音
で
す
 

ネ。
 

と
こ
ろ
が
 

ア
ト
が
 

続
か
な
い
。
 

味
方
 

ど
う
 

し
で
 

パ
ス
し
て
 

地
面
に
 

ポ
—
 

ル
を
 

落
と
す
 

ミ
ジ
メ
 

さ
と
い
 

つ
た
ら
、
 

も
う
 

泣
き
た
 

く 
な
る
ほ
ど
 

だ
。
 

い
く
ら
な
ん
で
も
、
 

こ
ん
 

ナ
ニ
ッ
 

、
バ
レ
—
 

ボ
—
ル
 

だ
っ
て
？
 

マ
マ
—
.
 

カ
 

セ
 

H 
ナ
サ
 

\ -
 

で
も
 

2 
人
 

制
 

と
い
う
の
は
、
 

チ
 

ト 
不
安
 

だ
な
 

ぁ 
…
…
 

。 
知
 

ず
、
 

力
—
 

ソ
ル
 

キ
—
を
 

使
つ
 

て
コ
—
 

卜
の
 

色
を
 

選
ぶ
。
 

グ
レ
—
、
 

青
、
 

黄
、
 

ピ
 

ン
ク
 

な
ど
 

全
 

10
 

色
。
 

と
つ
て
も
 

カ
ラ
フ
ル
 

だ
。
 

試
し
に
 

赤
 

茶
色
に
 

し
て
 

み
た
と
こ
ろ
'
 

全
天
候
 

型
の
 

テ
 

ニ
ス
コ
—
 

卜
み
た
い
 

で
、
 

す
っ
 

ご
く
 

リ
ッ
チ
な
 

気
分
に
 

な
っ
た
。
 

そ
 

う
だ
 

//
 

:
 
 

あ
た
し
つ
 

て
も
と
 

も
と
 

「
ハ
イ
 

•
ソ
 

サ
エ
 

チ
—
」
 

な
ん
じ
 

や。
 

次
は
 

チ
—
 

厶
 

名
を
 

決
め
る
。
 

「
ア
 

•ヤ
 

* 

ノ 
 

•
コ
 

•
ウ
 

•
ジ
 

•
ヨ
 

.
シ
 

• 
コ
」
 

ナ
ァ
 

—
ン
テ
 

ネ
。
 

さ
て
、
.
 

い
よ
い
よ
 

ゲ
—
厶
 

開
始
。
 

と
こ
 

ろ
が
 

ナ
ン
ト
、
 

こ
れ
が
 

非
常
に
 

厶
 

ズ
カ
シ
 

イ
 

。
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
 

使
っ
て
、
 

ポ
 

I 
ル
を
 

打
と
う
と
 

す
 

る
ん
だ
 

け
ど
、
 

そ
れ
 

が
 

ゼ
ン
 

ゼ
ン
 

当
た
り
 

や
し
な
い
。
 

ま
る
で
、
 

小
さ
，
 

な
コ
ド
 

モ
が
ア
 

タ
マ
を
 

押
さ
え
ら
れ
 

も
ぅ
 

少
し
 

楽
し
め
た
ら
 

い
い
の
に
 

ね
。
 

M
S
X
 

ム
ズ
カ
 

シ
イ
な
 

ぁ
。
 

ど
う
し
て
 

こ
ん
な
に
 

ボ
—
 

ル
を
 

受
け
ら
れ
な
 

い
ん
だ
 

ろ
う
？
 

オ
サ
ム
 

そ
れ
は
、
 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

が
 

3
D
 

だ
か
ら
 

サ
。
 

M
S
X
 
 

3
D
?
 

オ
サ
ム
 

そ
う
。
 

三
次
元
 

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
 

の
こ
と
 

で
、
 

ア
タ
リ
の
 

2
8
0
 

〇 
「
バ
レ
 

—
ポ
—
 

ル
」
 

な
ん
か
が
 

有
名
 

だ
よ
。
 

M
S
X
 
 

フ
—
ン
 

。
人
間
同
士
で
 

や
る
 

と
 

楽
し
め
る
 

か
な
 

ぁ。
 

オ
サ
ム
 

そ
れ
は
 

逆
 

だ
よ
。
 

人
間
同
士
 

だ
 

と、
 

ラ
リ
—
 

が
 

続
か
な
い
 

だ
ろ
、
 

っ 
0 

M
S
X
 

あ
つ
、
 

そ
う
か
/
 

オ
サ
ム
 

こ
の
 

ゲ
ー
ム
 

の
い
 

い
と
こ
ろ
 

は
、
 

最
初
に
 

コ
|
 

卜
の
 

色
を
 

選
べ
る
 

こ
と
 

だ
ね
。
 

- 
^
 

種
の
 

ゲ
—
ム
 

で
は
 

珍
し
 

い
ん
だ
 

ョ。
 

M
S
X
 
 

"
パ
シ
 

ッ
 

/
 

々
つ
て
い
、
 

っ
 

立
 

日
は
 

ど
う
な
 

の
？
 

オ
サ
ム
 

い
い
ね
ぇ
。
 

立
 

日
が
 

シ
マ
つ
 

て
て
、
 

聞
い
て
 

て
 

気
持
ち
い
い
 

ネ。
 

ゲ
—
厶
 

セ
ン
 

夕
—
 

の
 

サ
ウ
ン
ド
が
、
 

い
よ
い
よ
 

バ
ソ
コ
 

ン
 

ゲ
—
ム
 

に
も
 

登
場
と
 

い
う
 

感
じ
 

だ
ネ
。
 

M
S
X
 

フ
 

1
、
>
、
 

楽
し
み
 

だ
な
 

ぁ
。
 

オ
サ
ム
 

た
だ
、
 

も
う
 

少
し
 

当
た
る
 

よ
う
 

に
 

す
る
と
い
 

い
ね
。
 

ゲ
—
ム
 

と
い
う
の
は
 

な
ん
て
つ
 

た
つ
て
 

楽
し
め
な
 

く
ち
 

や
ね
。
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會 ただいま 「検索 中」 デス。 

會 さて、 この 問題、 解ける かナ？ 

と
い
う
の
は
 
す
べ
て
、
 
こ
の
よ
う
に
 
体
系
 

づ
 け
ら
れ
た
 
も
の
で
 
な
ぐ
て
 
は
、
 
初
め
て
 

学
ぶ
 
人
が
 
わ
か
る
 
わ
け
な
い
 
か
ら
、
 
こ
れ
 

が
 特
に
 
優
れ
て
い
 
る
 わ
け
 
じ
 
ゃ
な
い
。
 

が
、
 

M
S
X
 
と
し
て
は
 
上
出
来
。
 
学
習
の
 
内
容
 

そ
の
も
の
よ
り
、
 
む
し
ろ
い
 
か
に
 
学
習
を
 

整
理
 
•
体
系
化
す
べ
き
 
か
が
 
わ
か
る
。
 

を
 か
せ
 

ぐ
 n
 ツ
 

現
在
の
 
パ
ソ
コ
ン
の
 
普
及
率
を
 
考
え
る
 

と
、
 
$
 
生
の
 
英
単
語
の
 
勉
強
に
は
、
 

ま
 

だ
ま
 
だ
 単
語
 
帳
な
ん
 
か
が
 
I
 般
 的
。
 
パ
ソ
 

コ
ン
で
 
英
単
語
を
 
勉
強
す
 
る
な
ん
 
て
 
「
ナ
 

ゥ
 ぃ
/
」
 
「
ィ
マ
い
/
い
ゃ
 

「
ミ
ラ
 
V
」
 

(
現
在
で
は
 
も
う
 
遅
い
。
 
_
 
を
 先
取
り
 

す
る
と
い
 
う
こ
と
)
。
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
は
 検
索
 
f
 
や
 ソ
—
テ
 

ィ
ン
グ
 
機
能
な
 
ど
が
 
得
意
で
、
 
単
語
 
帳
は
 

ま
た
 
別
の
 
角
度
か
ら
の
 
学
習
 
だ
と
 
考
え
て
 

よ
い
だ
ろ
う
。
 

つ
ま
り
、
 
両
者
を
 
併
用
し
 

て
 勉
強
 
す
れ
ば
 
非
常
に
 
効
率
が
 
い
い
。
 

さ
て
、
 
•
学
習
の
 
し
か
た
の
 
ポ
イ
ン
ト
は
 

い
う
ま
で
も
な
く
 
検
索
 
機
能
。
 
た
と
え
ば
、
 

「
A
U
N
T
J
 

を
 確
認
す
 
る
た
 
め
に
、
 

つ
 

づ
 り
の
は
 
じ
め
 
か
ら
 
捜
す
 
場
合
は
 

「
A
」
 

と
か
 
「
A
U
J
 

と
 入
力
。
 
す
る
と
、
 

A か
 

A
 
 U
 
で
 
始
ま
る
 
単
語
が
 
ズ
ラ
 
ズ
ラ
ズ
 
ラ
…
 

-
 
な
ん
て
 
表
示
さ
れ
 
る。 

で
、
 
い
ろ
い
ろ
 
や
つ
て
 
い
る
ぅ
 
ち
に
、
 

日
本
 
SE 了
 
英
語
の
 
テ
ス
 
ト
で
 

「
？
」
 
と
い
 

う
 表
示
が
 
な
さ
れ
た
。
 

「
オ
カ
シ
ィ
 

// : 

ポ
ク
は
 
ゼ
ツ
 
タ
イ
、
 
ま
ち
が
つ
 
て
い
な
い
 

ゾ
 
/.J  I

:
 
と、 

慣
れ
な
い
 
辞
書
を
 
引
い
 

て
み
 
た
の
 
だ
が
 
…
…
 

。 

— ま、 
こ
れ
は
 
こ
れ
で
い
 
い
と
し
て
、
 
ほ
 

か
に
 
も
 
ス
ペ
ル
の
 
マ
チ
 
ガ
ィ
は
 

「
\
」
、
 

「
X
J
 な
ど
が
 
表
示
さ
れ
 
る、 

ニ
ッ
ク
 
キ
や
 

つ
な
の
 
だ
ょ
、
 
こ
の
 
『
中
 3 必

修
 英
単
語
』
 
は
。
 

抛
 渲
ん
で
 
み
 

” 
 

G
 

ま
し
た
 

テ
—
 
プ
を
 
口
—
 
ド
'
 
 ラ
ン
さ
せ
る
 
と
 黒
 

板
の
 
絵
が
 
現
れ
、
 
タ
ィ
ト
ル
が
 
表
示
さ
れ
 

る
。
 
バ
ッ
ク
に
は
 
N
H
K
 
の
 教
育
 
放
送
で
 

流
れ
て
 
い
そ
ぅ
な
"
 
健
全
，
 
中
学
生
を
 
想
 

わ
せ
る
 
曲
が
 
流
れ
、
 
黒
板
に
 
プ
リ
ン
タ
の
 

有
無
を
 
聞
い
て
 
く
る
。
 
も
し
 
ブ
リ
ン
 
タ
が
 

あ
れ
ば
、
 
学
習
 
内
容
が
 
プ
リ
ン
ト
 
で
き
る
 

の
で
 
「
Y
J
 
 (
ィ
エ
ス
)
 

と
 答
え
る
。
 

こ
 

れ
は
 
復
習
 
す
る
と
き
、
 

{
吊
に
 役
に
立
つ
。
 

勉
強
家
の
 
人
は
 
Y と

す
べ
き
 
だ
。
 
も
ち
ろ
 

ん
 ポ
ク
は
 
「
Y
J
 
 
ポ
ク
の
 
名
は
 
ヤ
ス
 

シ
 な
の
 
だ
。
 

さ
て
 
次
に
、
 
単
語
の
 
検
索
 
か
 テ
ス
 
ト
の
 

い
ず
れ
 
か
を
 
選
ぶ
。
 
そ
し
て
、
 
学
習
し
た
 

い
 品
詞
を
 
決
め
る
。
 
検
索
を
 
選
ん
だ
 
と
き
 

は
 検
索
 
方
法
を
、
 
テ
ス
ト
^
 
{疋 の

と
き
 
は
 

テ
ス
 
ト 用

 プ
ロ
グ
ラ
ム
に
 
進
む
。
 

こ
こ
ま
で
 
や
つ
て
 
く
る
と
、
 

•
学
習
 方
法
 

か
い
か
に
 
順
序
よ
 
く 
繁
 
ら
れ
 
て
い
る
 
か
 

が
わ
 
か
つ
て
く
 
る。 

ま
ぁ
、
 
教
育
 
ソ
フ
ト
 

英
単
語
は
 
M
s
 

X
 
ソ
フ
ト
で
は
 

ム
リ
？
 

M
S
X
 

教
育
 
ソ
フ
^
-
つ
て
の
は
 
た
く
さ
 

ん
 で
て
 
る
の
？
.
 

オ
サ
ム
 

う
ん
。
で
も
闓
$
>
<
用
の
教
女
目
 

ソ
フ
ト
は
'
 
 
そ
れ
ほ
ど
 
多
く
な
 
い
ん
だ
。
 

こ
の
 
ス
ト
ラ
ツ
 

ト 
フ
オ
—
 
ド
は
、
 
こ
の
 
ほ
 

か
に
 
も
 
「
化
学
」
 
や
 
「
数
学
」
 
な
ん
か
を
 

出
し
て
 
い
る
ん
だ
 
け
ど
ね
。
 

M
S
X
 
 
"
A
P
P
L
E
"
 

を
 検
索
し
た
 

ら
 
「
該
当
な
 
し
」
 
つ
て
 
出
た
 
け
ど
 
…
…
 
？
 

オ
サ
ム
 

そ
れ
は
"
 
A
P
P
L
E
"
 

と
い
 

う
の
が
 
中
学
—
 
年
で
 
習
う
 
単
語
 
だ
か
ら
 
だ
 

よ
。
 

M
S
X
 

や
っ
ぱ
り
'
 
 
メ
モ
リ
 
容
量
の
 
関
 

係
な
 
の
か
な
 
ぁ。 

オ
サ
ム
 

そ
う
だ
ろ
 
う
ね
。
 
や
は
 
リ
英
単
 

語
の
 
よ
う
に
、
 
大
量
の
 
デ
—
 
夕
を
 
必
要
と
 

す
る
 
も
の
の
 
場
合
は
、
 
デ
ィ
ス
ク
 
版
で
 
な
 

く
ち
 
や
ね
。
 
せ
っ
か
く
 
検
索
 
機
能
が
 
ス
グ
 

れ
 て
い
て
も
、
 
学
年
 
別
に
 
分
け
ち
 
や
う
と
 

な
ん
と
な
く
 
ヌ
ケ
が
 
あ
り
そ
う
な
 
気
分
に
 

な
っ
ち
 
や
う
か
ら
 
ね
。
 

M
S
X
 

そ
う
か
。
 

オ
サ
ム
 

で
も
、
 
テ
—
 プ
版
 
と
し
て
は
 
な
 

か
な
か
よ
く
で
き
て
い
る
よ
。
2
$
>
<
ソ
 

フ
ト
 
も
、
 
こ
う
い
う
 
教
育
 
ソ
フ
ト
が
 
出
せ
 

る
と
 
い
う
 
こ
と
が
 
よ
く
 
わ
か
つ
 
た
ね
。
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こ 怒え 枕® (1^15 

■前 _ 

ル
に
 

分
か
れ
て
 

お
り
、
 

そ
れ
を
 

し
ぼ
り
 

こ
 

ん
で
 

い
く
と
、
 

望
み
の
 

単
語
に
 

た
ど
り
つ
 

く
 

と
い
ぅ
わ
け
だ
。
 

そ
の
た
め
、
 

選
択
を
 

何
回
も
 

繰
り
返
し
て
 

ゆ
く
。
 

こ
こ
で
 

「
リ
ン
ゴ
」
 

を
 

日
本
語
か
ら
 

英
 

&
 

□□
 

に
す
 

る
 

テ
ス
 

ト
を
 

し
て
み
 

よ、
 

っ。
 

ボ
 

ク
が
 

こ
た
え
を
 

キ
—
で
 

入
力
す
 

る
と
、
 

画
 

面
は
 

一
 

変
し
て
、
 

今
 

流
行
の
 

シ
ャ
ト
ル
 

ル
 

—
プ
の
 

あ
る
 

遊
園
地
に
 

な
り
、
 

ジ
エ
ツ
ト
 

. 
コ
|
 

ス
タ
—
 

が
々
 

A
P
P
L
E
"
 

と
い
 

ぅ
 

文
字
を
 

乗
せ
て
 

現
れ
る
。
 

そ
し
て
'
 
 

駅
 

で
，
，
 

A
P
P
L
E
"
 

の
 

文
字
を
 

降
ろ
す
 

の
 

だ
。
 

■ 

パ
ソ
コ
ン
を
 

利
用
丄
 

た
 

教
育
 

用
 

ソ
フ
ト
 

と
い
え
ば
、
 

ア
ツ
 

プ
ル
の
 

『
ス
テ
 

ィ 
ツ
キ
 

丨 
•
ベ
ア
 

J 
や
 

『
ス
 

ペ
リ
コ
 

プ
 

タ
—
』
 

な
 

ど
、
 

年
少
者
む
 

け
の
 

英
単
語
 

学
習
 

ソ
フ
ト
 

が
ポ
ピ
 

ユ
ラ
—
 

だ
け
ど
、
 

そ
の
 

M
 

S
X
 

KS
 

を
 か
せ
 ぐ  n

 w
 ソ

フ
ト
で
は
、
 

ま
だ
 

な
か
な
か
 

質
の
 

よ
い
 

も
の
は
 

出
て
 

い
な
い
。
 

こ
の
 

『
幼
児
の
 

え
い
ご
』
 

は
、
 

対
象
と
 

な
る
 

の
が
 

3 
〜 

6 
歳
の
 

幼
児
で
、
 

ア
ル
フ
 

ア
 

ベ
ッ
ト
を
 

す
で
に
 

理
解
し
て
 

い
る
 

こ
と
 

を
 

前
提
と
 

し
て
つ
 

く
ら
れ
て
 

い
る
。
 

幼
児
 

が
 

対
象
な
 

の
で
、
 

画
面
 

構
成
は
 

幼
児
が
 

興
 

味
を
 

持
ち
そ
う
 

な
 

楽
し
い
 

も
の
で
な
く
て
 

は
な
ら
な
い
。
 

そ
の
 

点
、
 

こ
の
 

ソ
フ
ト
は
 

目
的
の
 

単
語
 

を
 

選
ぶ
 

と、
 

選
ん
だ
 

単
語
の
 

日
本
語
訳
を
、
 

遊
園
地
の
 

ジ
 

H 
ッ
ト
 

•
コ
 

I 
ス
タ
 

ー 
が
 

運
 

ん
 

で
き
た
 

リ
 

、
テ
ス
 

ト
の
 

項
目
で
は
、
 

ゥ
 

サ
ギ
と
 

カ
メ
が
 

答
え
の
 

正
否
を
 

示
し
た
り
 

す
る
 

の
で
、
 

楽
し
く
 

•
学
習
で
 

き
る
 

よ
う
に
 

な
つ
て
 

い
る
。
 

ま
た
、
 

ど
の
 

教
育
 

ソ
フ
ト
に
 

つ
い
て
も
 

言
え
る
 

こ
と
 

だ
が
、
 

学
習
の
 

し
か
た
、
 

関
 

連
 

づ
け
、
 

連
想
さ
せ
る
 

—
—
 

と
い
，
 

っ
た
 

方
 

法
が
 

と
ら
れ
て
 

お
リ
 

'
整
理
 

•
分
類
し
て
 

学
習
す
 

る
 

下
地
 

づ
 

く
り
と
 

も
な
る
。
 

た
だ
'
 
 

発
音
を
 

カ
タ
 

カ
ナ
で
 

覚
え
さ
せ
 

る
と
 

い
う
の
は
 

賛
成
し
 

難
い
。
 

ま
た
、
 

グ
 

ラ
フ
 

ィ
ッ
 

ク
を
 

も
つ
 

と
 

活
用
し
て
 

欲
し
 

か
 

つ
た
よ
う
 

に
 

思
う
。
 

ま
し
た
 

^ 
フ
ル
 

プ
ル
 

プ
ル
 

プ
ル
〃
 

-
 

ロ
グ
 

ラ
 

ム
を
 

走
ら
せ
る
 

と、
 

へ
 

リ
コ
 

プ
タ
—
 

を
 

想
 

わ
せ
る
 

ょ
ぅ
な
 

音
と
 

と
も
に
、
 

画
面
の
 

黒
 

板
に
 

タ
ィ
ト
ル
 

文
字
が
、
 

I
 

文
字
ず
 

つ
擊
 

ち
 
こ
ま
れ
る
 
-
 

^ ダ
ッ
 
、
ダ
ッ
 
、
ダ
 
ッ
、
 

ダ
ッ
」
 

と
、
 

ま
る
で
 

機
関
銃
を
 

擊
つ
 

音
み
 

た
い
。
 

で
、
 

黒
板
に
 

擊
ち
 

こ
ま
れ
た
 

文
字
 

が
 

「
幼
児
の
 

え
い
ご
」
 

, —
 

4Q
 

も
わ
ず
 

ノ 

ケ
ゾ
 

つ
て
し
 

ま
つ
た
 

の
 

だ
。
 

気
を
 

と
リ
 

な
お
し
て
 

画
面
を
 

見
る
 

と、
 

勉
強
 

か
 

テ
ス
 

ト
の
 

ど
ち
ら
を
 

選
ぶ
 

か
と
 

聞
 

い
て
く
 

る
。
 

ど
ち
ら
も
 

ィ
ヤ
 

な
ん
だ
 

け
ど
、
 

ま、
 

と
り
あ
え
ず
 

「
勉
強
」
 

を
 

選
ん
で
 

お
 

こ
ぅ
。
 

こ
の
 

あ
た
り
は
、
 

ど
の
 

教
育
 

ソ
フ
 

-
卜
 

で
も
 

似
た
り
 

ょ
っ
た
 

リ
 

。
学
習
 

手
順
は
 

オ
ン
 

ナ
ジ
な
 

の
 

だ
。
 

勉
強
の
 

項
目
は
、
 

食
べ
 

もの
、 

動物
、 

の
リ
も
の
な
ど
、
大
き
く
 

||
 

コ
の
ジ
ャ
ン
 

幼
児
む
 
け
に
、
 

問
題
を
 
絵
に
 
し 

て
 欲
し
 
か
つ
た
 

M
 
S
X
 

楽
し
い
 
ソ
フ
ト
 
だ
ね
。
 

ジ
 
エ
ツ
 

ト
コ
 
ー 
ス
タ
 
I 

で
、
 

泣！！ え
を
 
運
ん
で
 
く
る
 

っ
て
 
発
想
な
ん
 
か
、
 

ス
 ゴ
く
オ
 
モ
シ
 
ロ
ィ
 

な
 ぁ。 

オ
サ
ム
 

そ
う
だ
ね
。
 

幼
稚
園
の
^
 

K
 

ノ
組
 

に
で
 

も
も
 

ど
っ
 

た
よ
う
な
 

気
分
に
な
る
 

ョ，
 

M
S
X
 

幼
児
む
 

け
 

教
育
 

ソ
フ
ト
と
 

し
て
 

は
ど
う
な
 

の
？
 

オ
サ
ム
 

う
 
I 
ん
 .
 
グ
ラ
フ
 
ィ
ツ
 
ク
な
 

ん
 

か
は
、
 

な
か
な
か
 

工
夫
さ
れ
 

て
る
ん
だ
 

け
ど
、
 

実
際
に
 

教
材
と
 

し
て
 

使
用
す
 

る
と
 

い
う
 

点
で
 

い
え
ば
、
 

幼
児
を
 

対
象
と
 

し
て
 

る
 

わ
り
に
 

キ
—
 

操
縦
が
 

複
雑
 

だ
ね
。
 

M
 

S
X
 

そ
う
い
え
ば
 

、
ポ
ク
に
 

と
つ
て
 

も
 

少
し
 

ム
ズ
 

カ
シ
 

か
っ
た
 

ヨ。
 

オ
サ
ム
 

そ
れ
と
、
 

カ
タ
 

カ
ナ
 

文
字
の
 

発
 

音
と
 

い
う
の
は
、
 

ち
よ
つ
 

と
 

考
え
て
 

し
ま
 

う
ね
。
 

発
音
に
 

慣
れ
る
 

こ
と
は
 

大
切
な
ん
 

だ
け
ど
、
 

カ
タ
 

カ
ナ
で
 

^
 

え
さ
せ
る
 

と
い
 

、
っ
の
は
 

よ
く
な
 

い
ん
じ
 

や
な
い
 

か
ナ
 

。
や
 

は
り
、
 

耳
で
 

上
達
す
 

ベ.
 

き
だ
ろ
う
 

ね
。
 

M
S
X
 

も
っ
と
 

絵
が
 

見
た
か
っ
た
 

ネ
。
 

オ
サ
ム
 

そ
う
そ
う
 

。
や
っ
ぱ
り
 

幼
児
む
 

け
な
ら
'
 
 

文
字
を
 

運
ぶ
 

側
よ
り
も
、
 

む
し
 

ろ
 

問
題
に
 

出
て
 

く
る
 

単
語
の
 

絵
を
 

出
し
て
 

欲
し
 

か
っ
.
 

た
ね
。
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みんなで つくろう 

レター ズ コーナー 
MSX マガジンで (扎 本誌に 対す 

る ご 意見 s ご 感想を 募集して いま 

す。 なんでも 結構です からどし ど 

し お寄せ ください。 ちょ っと ̂  (こな 

る こと、 身近に ある オモ シロ 情報、 

どうもよ くわから ない こと、 など. 

など 気軽に 書いて 送って く ださい 

ね 0 ハ ガキは 本誌 あてのと じ 込み 

ハ ガキを ご 使用く ださい。 楽しい 

お ハガキ 待って ま一 す。 

MS  X ルームは、 読 

者と*^ 部を 結ぶ コ 
ミ ユニ ケー シヨ ンス 

ペース 0 楽しい おた 

より、 質問を どん ど 

ん ちょうだいね 0 

0 

ホ
ン
 
ト
 
に
 ̂
 に
な
り
ま
す
 
よ
ね
。
 

, f1- く 
マ 

シ
ン
を
 
兄
た
い
 
と、 

編
 i
 
の
 
ス
タ
ッ
フ
 

も
 

' rl を
 k  く

し
て
 
い
る
ん
で
 
す
よ
。
^
^
 
心
 

く
ん
の
：
：
 A
 持
ち
、
 
よ
く
 
わ
か
り
ま
す
。
 

M
S
X
 
マ
シ
ン
が
 
今
ま
で
 
出
て
 
こ
な
 
か
 

っ
た
の
 
が
 不
思
議
で
す
。
 
現
状
は
 
ハ
—
 
ド
 

も
 
ソ
フ
ト
 
も
 閉
鎖
 
的
。
 
早
く
 
鎖
国
^
^
か
 

ら
 解
放
し
て
 
や
っ
て
 
下
さ
い
。
 

千
！
 IflE 

五
十
嵐
 
俊
 夫
 
(
三
十
 
五
 歳
)
 

Q  PC の ソフトが FM で 動かな 
か
っ
た
 
な
ん
て
 
不
思
議
。
 

B
 A
s
 

I 
C
 も
 
似
て
 
い
る
 
だ
け
に
 
ク
 ヤ
シ
 
ィ
ネ
。
 

で
も
 
 M
S
 
x
 s
b
 
A; ̂

 -;< O
B
A
S
I
C
 

だ
け
で
な
く
、
 

マ
シ
ン
 

^; 1
レ
べ
ル
で
も
 

//: 

換
性
が
 
保
た
れ
て
 
い
る
か
ら
、
 

ど
の
 
メ
—
 

カ
 ー 

の
 
マ
シ
ン
で
 
も
 
ソ
フ
ト
が
 

1]-. ハ 通
に
 
使
 

え
る
。
 
ハ ー ド

 だ
っ
 て
 l.il じで

、
 
プ
リ
ン
 

夕
や
 
フ
ロ
ッ
ピ
 

I 
も
 11: ハ 通

 だ
っ
て
い
 
ぅ
か
 

ら
 
ス
ゴ
ィ
 
。
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー タ

界
の
 
夜
明
け
 

は
 近
い
，
 ゾ。 

_ 

〇
 
 
3
 

N
E
C
 

• 
P
C
 
シ
リ
—
 
ズ
の
 
G
A
M
E
 

ソ
フ
ト
と
の
 
互
換
性
は
 
あ
り
ま
す
 
か
？
 
周
 

辺
 装
置
と
の
 
関
係
は
？
 

M
S
X
 
は
、
 
本
体
は
 
安
い
 
か
も
 
知
れ
な
 

い
け
れ
 
ど
、
 
満
足
 
度
を
 
考
え
る
 
と
 結
果
 
的
 

に
 高
く
 
つ
く
の
で
 
は
 …
…
 
？
 
(
お
父
さ
ん
 

の
 話
で
す
)
 豊
中
市
 

萩
原
 
清
 子
 
(
十
 
I
 歳
)
 

3
 
 
M
S
 
X
 と
 他
の
。
 ハ
ソ
 
コ
ン
-
^
 
の
 '/ 
7: 

^
 
 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
 

M
S
X
 
の
 
マ
ー
 
ク
の
忖
 
い
た
。
 
ハ
ソ
 
コ
ン
は
 

す
べ
て
 

(: 7/: 換
性
が
 
あ
り
ま
す
。
 
周
辺
 
装
 

に
つ
い
て
も
 
M  S

 X
 の
 
マ
ー
 
ク
の
付
 
い 

た
 ),, 
ji 辺

 装
：
 f£ U

 
つ
い
て
も
 
7/. 換

 性
が
 
あ
り
 

ま
す
 

M
S
X
 
は
、
^
:
 
に
つ
い
て
 
よ
り
も
、
 

い
か
に
 
^
 の
 良
い
 
ソ
フ
ト
ゥ
ェ
ア
が
 
揃
う
 

か
と
い
 
う
こ
と
 
に
な
り
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
 

M
 
 S
 
X
 
を
 使
っ
て
 

f
 J- う
ゲ
 
—
ム
 
、
教
 
宵
、
 

ス
モ
—
 
ル
 ビ
ジ
ネ
ス
 
等
の
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 

数
多
く
 

,, 
1*, れ

ば
、
 
M
S
X
 
が
 多
く
 
人
に
 
役
 

に. 立
つ
 
と
 111 心い

 ま
す
。
 

こ n
 か
ら
 

発
 ̂
 

さ
れ
る
、
 
M
S
 
X
 の
 ソ
フ
ト
に
 

注；：：： し
て
 

お
く
 
こ
と
が
 
い
い
で
 
し
よ
*
 
フ〇 

M
S
X
 
に
大
 
賛
成
。
 
何
と
い
 
っ
て
も
 
ソ
 

フ
ト
 
あ
つ
て
の
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
で
す
か
ら
 

ね
。
 
同
じ
 
ソ
フ
ト
が
 
走
る
 
マ
シ
ン
が
 
多
い
 

と
い
う
の
は
 
や
は
り
 
良
い
！
 
 
a
k
 
n
 e
 

C
 
の
々
 
P
C
-
 
8
0
0
1
 
M
 
K
 
n
"
 
を
 使
っ
 

て
る
け
 
ど
、
 
M
S
X
 
マ
シ
ン
 
も
 
一
台
 欲
し
い
。
 

ハ
—
 
ド
メ
—
 
力
—
 
と
し
て
は
 
N
E
C
 
と
 

シ
 
ャ
—
プ
 
が
い
な
い
 
の
が
ち
 
よ
っ
 
と
も
の
 

足
り
な
い
。
 
こ
れ
か
ら
 
も
 ホ
ッ
ト
な
 
M
s
 

X
 
の
 情
報
を
 
よ
ろ
し
く
 
お
願
い
し
ま
す
 

0 

横
 浜
 市
 
小
 野
^
 
Hi /C/' (

十
八
 歳
)
 

M
 S
 
X
 
マ
シ
ン
を
 
サ
ィ
ド
 
マ
シ
ン
 

と
し
て
 
芩
え
 
て
い
る
 
ユ
 ー ザ

 ー 
の
 

人
っ
 
て
 多
い
 
み
た
い
 
ね
。
 

y 
ブ
ト
 
も
 だ
い
 

ぶ
 出
て
 
き
て
い
る
 
よ
う
 
だ
し
、
 
こ
れ
か
ら
 

が
 ; 0; 木し

 み
つ
て
 
い
う
と
 
こ
ろ
 
か
し
ら
。
 

と
 

• 厂
フ
\
 
 /
 
 4
r
u
」
l
 

ン 
-V 1 

70 ご
 
ナ
ビ
、
 

| 10 月
に
 
な
っ
た
ら
 
M
s
 
 X
 
の
 本
が
 
ア
ス
 

キ
—
 
か
ら
 
発
売
！
 

と
 聞
い
て
 
い
た
の
で
 

書
店
で
 
見
つ
け
た
 
と
き
す
 
ぐ
に
 
買
い
 
ま
し
 

た
。
 
二
〇
〇
 
円
に
 
感
動
、
 
限
り
な
く
 
軽
く
 

て
 感
動
、
 
中
を
 
開
い
て
 
あ
ま
り
の
 
く
さ
さ
 

に
 感
動
で
し
た
。
 

ア
ン
 
ケ
—
ト
 
ハ
 ガ
キ
が
 

つ
く
の
は
 
い
い
ん
だ
 
け
ど
"
 
イ
エ
ロ
—
 
ぺ
 

—
ジ
 
々
っ
て
 
ど
こ
に
 
あ
る
ん
で
 
す
か
 
あ
？
.
 

千
葉
県
 
佐
 倉
 市
 
林
勝
義
 
(
十
八
 
歳
)
 

3
 

「
限
り
な
く
 軽
く
て
 感
^
 j 

に感 

f
 

勋
！
 

林
 

く
ん
、
 

待
ち
 

1
 

ひ
に
 

便
 

利
で
 
し
よ
。
 
編
 ili 部

の
 
m
 
い
が
 
u
 lv u

 小- 

た
 
 つ
た
と
 
 
い
う
 
わ
け
 
か
な
。
 
 そ
れ
か
ら
、
 

"
イ
エ
ロ
ー
 
ぺ
 し
 シ
 々
の
こ
と
 
だ
け
ど
、
 
^
 

は
 
コ
レ
 
"
デ
ー
 
タ
フ
 
ァ
イ
 
ル
"
 
だ
っ
た
 
の
 

よ
ね
。
.
 .]: / J1 で

は
、
 
イ
エ
ロ
 
ー 
つ
ま
り
 IVC 

色
い
 
ぺ
—
ジ
 
に
し
よ
う
と
 
思
つ
 
て
た
 
/ L で

、
 

ハ
ガ
キ
 
に
は
そ
う
 

: ||: || い
ち
や
っ
 
た
ん
だ
。
 

M
 
じ
よ
う
な
 

が
た
 
く
さ
ん
 
き
て
 
た
の
 

で
、
 
こ
こ
で
 
お
 ̂
 び
い
た
 
し
ま
す
。
 
ゴ
メ
 

ン
ナ
 
サ
イ
。
 
み
ん
な
 
私
が
 
S
 
い
 ！ 

"
M
 
-
S
 X
 
っ
て
 
何
で
し
 
よ
う
"
 
と
 
言
っ
 
て
 

お
き
な
が
ら
、
 
M
S
X
 
の
々
 
M
"
 
の
$
 

"
s
%
x
,
 
の
 そ
れ
ぞ
れ
が
 
何
の
 
略
な
 
の
か
 

の
 略
な
 
の
か
 
説
明
し
て
 
く
れ
て
な
い
。
 

〇 

号
な
ん
 
だ
か
ら
 
そ
の
 
辺
を
 
教
え
て
 
ほ
し
い
。
 

長
野
県
^
^
 
信
 夫
 
(
四
十
 歳
)
 

^
^
 

>}! と
か
 

/.:) の
各
刖
な
ん
か
、
ょ
く
 

が
、
"
 M
S
X
,
0
,
 :M
 ‘S
"
.
^
 ̂
 II,H, ̂1: \^ 

あ
る
 
M
I
C
R
O
 
 

S
O
F
T
 
社
の
"
 
M
s
"
 

を
と
 
つ
た
の
で
 
す
。
"
 
X" 
は
こ
れ
 
か
ら
ど
 

う 
ゆ
う
 
発
 M
 を
す
 
る
の
 
か
ナ
 
'/ で

あ
る
と
 

い
う
意
味
で
"
>
<
"
を
つ
け
た
。
 

—
—
 

こ 

れ
が
 

'lJ 編
 m
 部
で
 
調
べ
た
 
結
果
で
す
。
 

ま
 

あ、 
总
 莪
が
 
あ
る
け
 

ど、 
f
e
r
n
 
体
に
 
总
 

味
は
 
あ
ま
り
な
い
 

と
い
つ
 
た
と
 
こ
ろ
で
す
。
 

パ
ソ
コ
ン
と
 
あ
ま
り
 
関
係
な
い
 
記
事
 

が
 多
い
 
の
で
は
 
な
い
で
 
し
よ
う
 
か
。
 例
え
ば
 

芸
能
人
な
 
ど
 …
…
 
。
も
っ
 
と
 直
接
 
バ
ソ
コ
 

ン
に
 
関
係
 
あ
る
 
記
事
を
 
の
せ
 
i
 
だ
さ
い
。
 

枚
 方
 市
森
大
 

(
十
六
 
歳
)
 

1
 

な
る
ほ
ど
、
 
森
 く
ん
の
 
ご
 ̂
 兄
に
 

一
一
^
も
 
•
现
 あ
る
ね
 
。
で
も
、
 
パ
ゾ
コ
 

ン
て
 
や
っ
ぱ
り
 
人
 1111 が

 動
か
 
T
 
の
 だ
し
、
 

。ハ ソ 
コ
ン
と
 
つ
き
あ
う
 
だ
け
 
じ
 
や
 lli: の

 中
 

渡
れ
な
 
い
ん
じ
 
や
な
い
 
か
な
。
 
ま
ず
、
 
人
 

の
 ご
盘
兄
 
を
 fnj わ

な
く
て
 
は
ね
。
 

そ
 

ん
 な
わ
け
 
で
、
^
:
 

o vj- で
は
、
 
メ
—
力
 

1 
さ
ん
や
、
 

•*.* ム能
 人
'
 
 ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

ハ
 

ウ
ス
さ
ん
 
に
？
^
 
し
て
 
も
ら
つ
 
た
わ
け
な
 

ん
だ
。
 
M
S
 
X
 1
 
の
 記
事
は
 
八
 法
 
ど
ん
 

ど
ん
 
増
え
る
 
か
ら
、
 
^
 し
み
に
 

一 > て
い
て
 

ね
。
 

そ
の
 
辺
に
 
よ
く
 
あ
る
 
情
報
 
紙
の
 
つ
も
り
 

で
 M
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
を
 
買
っ
た
。
 
読
み
は
 

じ
め
 
る
と
 
あ
ち
こ
ち
で
 
つ
か
え
た
。
 
そ
れ
 

も
 そ
の
は
 
ず
、
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
の
 話
 だ
っ
 

た
の
 
だ
か
ら
。
 
私
 も
 科
学
 
少
年
だ
っ
た
 
が
 

.
今
は
 美
学
 
少
年
。
 
本
職
は
 
下
っ
 
ぱ
 役
人
な
 

ん
 だ
け
ど
 
…
…
 
。
で
も
 
M
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
 

て
$
 
に
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
の
 雑
誌
な
ん
 
で
 

し
よ
う
 
か
 0 

惠
眾
 
f
 
馬
 区
 
藤
 田
 幸
 
I  ( 五

十
一
 
歳
)
 

3
 
 
M
S
 
X
 
マ
ガ
ジ
ン
は
 
そ
の
 
辺
に
 
よ
 

く あ
る
 

誌
で
す
。
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 

1 
夕
の
 
技
術
が
 
$
し
保
 
門
 化
す
る
 
•
方
 

で、：！：？ $
 
活
 (: も

，
1
:
然
と
 ̂
 透
し
て
き
 

ま
し
た
。
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
も
 
科
^
^
 ノ
年
だ
 

け
の
 
も
の
で
 
な
く
、
 
文
 •： >4

 ノ
夂
 、
文
 
i
^
-
 

^r-  (
火
 礼
)
 
 の
 も
の
で
あ
っ
て
 
い
い
わ
け
 

で
す
。
 
M
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
が
 
チ
 
ョ
ッ
ト
 
お
 

手
 fie い。 

そ
う
い
う
 
-2; 味

で
は
 
本
誌
 
も
コ
 

ン
ピ
ユ
 

ー 
タ
骓
誌
 
で
す
。
 

ム
 i
 
の
 星
占
い
に
は
 
ビ
ッ
ク
 
リ
 。
パ
ソ
 

コ
ン
 
雑
誌
に
 
占
い
な
ん
 
て
、
 
何
と
も
 
お
も
 

し
ろ
い
 
組
合
わ
せ
。
 
ず
っ
 
と
 続
け
て
 
下
さ
 

ぃ
な
 0 

大
阪
市
 
天
 王
 寺
 区
 
伊
藤
 
直
樹
 
(
十
八
 
歳
)
 

い
の
 

ソ
フ
ト
は
 

Q
 
 

« li 
販
さ
れ
 

て
 

い
る
の
に
、
。
 

ハ
ゾ
 コ
ン
；
^
 に
は
攸
 

っ
て
い
 
な
か
つ
 
た
な
ん
て
 
ォ
ド
 
ロ
キ
だ
 
ね
。
 

。ハ 
ゾ
コ
 

>
 
誌
は
 

か
く
 

あ
る
べ
き
 

な
ん
て
 

決
 

ま
つ
て
 
な
い
 
の
 だ
か
ら
、
 
お
も
し
ろ
 
い
も
 

の
が
 
あ
れ
ば
 
ド
ン
ド
ン
 
战
せ
 
て
い
く
 
つ
も
 

り
 
だ
。
 
も
ち
ろ
ん
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
 
リ
ス
ト
 
だ
 

っ
て
 忘
れ
て
 
な
い
 
ゾ
 。
こ
れ
か
ら
 
も
 
M
s
 

X
 
マ
ガ
ジ
ン
に
 
期
 
仿
 
し
て
い
て
 
く
れ
。
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
の
 |
b
K
 知
識
は
、
 
全
然
 

な
い
 
の
で
す
 
が
、
 
昨
今
 
新
聞
 
誌
上
で
は
 
パ
 

ソ
 
コ
ン
な
 
ど
の
 
文
字
が
 
氾
濫
し
て
 
い
る
の
 

で
 興
味
は
 
あ
り
ま
す
。
 
例
え
ば
 
仕
事
な
 
ど
 

に
ど
の
 
よ
う
に
 
活
用
で
 
き
る
 
か
な
 
ど
で
す
。
 

あ
ま
り
 
専
門
知
識
が
な
く
て
も
 
動
か
せ
 

る
と
 
い
う
 
M
S
X
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー
タ
 
の
こ
と
 

も
 新
聞
で
 
知
り
ま
し
た
 
が
、
 
規
格
の
 
統
 
I 

は
 良
い
 
こ
と
 
だ
と
 
思
い
ま
す
。
 

惠
眾
都
 
中
 野
 区
 
黒
 沢
 
I
 雅
 (
三
十
 
一
歳
)
 

@
 

パ
 
ゾ 
コ
ン
を
 
始
め
た
い
 
人
は
 
た
く
 

さ
 / L い

る
よ
う
 
で
す
 
が
、
 
何
か
ら
 

始
め
て
 
良
い
 
の
か
 
わ
か
ら
な
い
 
人
が
 
ほ
と
 

/V ど
で
す
 
ね
。
 
そ
の
 
ネ
ッ
ク
に
 
な
つ
て
 
い 

る
の
 
が
 ̂
 n
 x-ll 識

を
 
どう，〕 -r: ぼ

う
か
と
 
い 

う
こ
と
の
 
よ
う
で
す
。
 
そ
こ
で
 
M
S
 
X
 
マ
 

ガ
ジ
ン
 
で
は
、
 
規
 _
 
 
•
さ
れ
、
^
^
 

の
 M
S
 
X
 
マ
シ
ン
を
 
使
っ
て
 
ビ
 ギ
ナ
—
 

In] 

け
の
 
記
事
を
 
掲
战
 
し
よ
う
と
 

力
 

て
い
る
 
わ
け
で
す
。
 

ビ
 ギ
ナ
 
ー 
の
 ̂
 ̂
, ん
 

少
し
ず
つ
 
覚
え
て
 
い
き
ま
し
 
よ
う
。
 
少
し
 

の
稂
 
み
 m
 ね
が
 
大
き
な
 
結
果
を
 
屯
む
 
の
で
 

す
。
 
 

. 
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會 ソニー HIT-BITT シャツ。 SMC-777  (ス リー セブン) 

と、 MSX マシン HB-55 と 合わせ、 ソニーでは ヒッ 

ト ビッ ト 商品と して 売り出した 3 そこで、 HIT-BIT の 
雲 己 念 T シャツを 20 名 さまに。 ♦アスキー MSX バッジ 5 略さ ま。 （3ケ1組) 

今月の プレゼント で〜 す。 

©MON 
TUE 

WED 

THU 

FRI 

O  A J  月刊 MS  X マガジン 2 月 号 発売 

⑧ SUN 

9  MON 

10 TUE 

I  I  WED 

l?THU 

I3fri 

…14  SAT 
… 

⑮ SUN 
成人の日 

⑯ MON 

I7TUE 

j  谷  WED 

[9thu 

20 FRI 

[SAT
 

@SUN 

?3mon 

24tu
e .
 

25wed 

26th  u 

?7fr
i .
 

28sat 

@sun 

30mon 

3Itue 

① sun 

元日 

月の スケジュール 

1 7 
 

ログ 
ラム 

大 募集
 

M
S
X
 

編
集
部
で
は
、
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
を
 

.
使
つ
 

た
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

讀
 

し
て
い
ま
す
。
 

投
稿
す
 

る
 

場
合
は
、
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

セ
 

—
ブ
 

し
た
 

カ
 

セ
ツ
 

ト
と
 

内
容
、
 

操
作
 

方
法
 

を
 

書
い
た
 

原
稿
を
 

お
送
り
く
 

だ
さ
い
。
 

た
だ
し
、
 

ご
 

投
稿
い
た
 

だ
い
た
 

も
の
は
 

原
則
と
し
て
 

返
却
で
 

き
ま
せ
ん
 

の
で
、
 

必
 

要
な
 

場
合
は
 

コ
ピ
ー
 

を
と
 

つ
て
 

お
い
て
く
 

だ
さ
い
。
 

採
用
 

分
に
は
 

小
 

誌
 

規
定
の
 

原
稿
 

料
を
 

差
し
上
げ
 

、
ソ
フ
ト
 

ゥ
 

H 
ア
の
 

販
売
 

を
 

行
、
 

っ 
際
に
は
 

印
税
を
 

お
支
払
い
 

し
ま
す
。
 ま
た
、
 

他
者
の
#
 

^
 

権
の
 

侵
害
に
 

つ
な
 

が
る
 

も
の
、
 

他
社
 

•
誌
と
の
 

二
重
 

投
稿
は
 

固
く
 

お
断
り
し
 

ま
す
。
 

—「^■sx 早 わかり 事典」 

ル
 

発
売
！
 

夢
の
 

ホ
—
 

ム
 

パ
ソ
コ
ン
 

ヮ 
M
 
 

s
 
 

X
 

早
 

わ
か
り
 

事
典
』
 

1
2
 

月
 

1
5
 

日
 

発
売
 

予
定
 

ゲ
—
厶
 

か
ら
 

学
習
ま
で
 

徹
底
 

解
説
 

朝
日
 

新
聞
 

電
子
 

計
算
 

室
 

編
 
定
価
 

二
 

七
 

〇
〇
円
 

(
B
5
 
 

. 
38
0 

頁
)
 

I
、
 

総
 

編
 

.
M
S
X
 

と
 

コ
ン
ビ
 

ユ
ー
タ
 

シ
ス
 

テ
ム
、
 

2、
 

M
S
X
 
 

—
 

B
A
S
I
C
 

の
 

基
本
 

ル
—
 

ル
 

3、
 

M
S
X
—
B
A
S
I
C
 

の
 

命
令
 

气
 

音
と
 

図
形
の
 

使
い
方
 

S、
 

ジ
ョ
イ
ス
 

テ
 

ィ
ッ
 

ク
と
 

タ
ッ
 

チ
 

パ
ッ
ド
な
 

ど
 

6、
 

M
s
 
 

X 

の
 

ハ
—
 

ド
ウ
 

H 
ア
 

7
、
M
S
X
 

の
 

ス
ロ
ッ
ト
.
 

力
—
 

ト 
リ
ッ
ジ
 

8
、
Z
—
 

80
 

A 
の
 

機
械
語
 

9、
 

プ
ロ
グ
ラ
厶
例
題
集
 

|0
 

、
付
表
(
機
械
語
|
 

覧
 

表)
 

■ス
  

タッ
フ 

募集
 

M
S
X
 マ
ガ
ジ
ン
で
は
、
 編
集
、
 
プ
ロ
 

グ
ラ
マ
ー
、
 

編
集
 
i
 
を
し
て
 

く
れ
る
 

人
 

を 募
集
し
て
 

い
ま
す
。
 

ご 希
望
の
 

方は、 

履
歴
 
害
 
(
量
 

C 添 他
の
 
こと) 

を 
同
封
の
 

上、 

編
集
部
ま
で
 

お
送
り
く
 
だ
さ
い
。
 

わ
れ
 

こ
そ
は
 

と 
思
ぅ
 

方、
 

ビ
シ
 

バ
シ
ご
 

S
 
 

く
だ
さ
い
ね
。
 

Id  SX マガジン 年間 予約 
h
 
に
つ
ぃ
て
 

M
S
X
 

マ
ガ
ジ
ン
の
 

ご
 

購
読
、
 

$
に
.
 

あ
 

リ
 

が
と
ぅ
 

ご
ざ
い
ま
す
。
 

多
数
の
 

方
々
 

よ
 

り
 

年
間
 

購
読
の
 

ご
 

希
望
を
 

い
た
だ
い
て
 

お
 

り
ま
す
 

が
、
 

残
念
な
が
ら
 

年
間
 

購
読
の
 

ご
 

予
約
は
 

受
付
け
 

て
お
り
ま
せ
ん
。
 

お
 

近
く
 

の
 

書
店
、
 

マ
ィ
コ
ン
 

シ
ョ
ッ
プ
 

な
ど
で
 

お
 

求
め
く
 

だ
さ
い
。
 —  募の あて 先は すべて こ

ち
ら
 

〒
 

|07
 

褢
眾
都
港
区
南
青
山
五
一
|
-
|
|
五
 

住
友
 

南
！
 

|i
r 

山
 

ビ
ル
㈱
 

ア
 

ス
キ
—
 

「
M
S
X
 

マ
ガ
ジ
ン
」
 

そ
れ
ぞ
れ
の
 

係
 

(
お
た
よ
り
 

以
外
、
 

ア
ン
 

ケ
—
ト
 

ハ
 

ガ
キ
で
 

は
®
^
 

で
き
ま
せ
ん
)
 

■
ア
 
 

フ
タ
 

I
 

ケ
ア
 

M
 

月
 

8
 

日
 

発
売
の
 

M
S
X
 

マ
ガ
ジ
ン
 

創
刊
 

号
の
 

内
容
 

お
よ
び
 

文
章
 

中
に
 

誤
り
が
 

ぁ
リ
 

ま
し
た
 

こ
と
を
 

お
詫
び
と
 

と
も
に
 

訂
正
い
 

た
し
ま
す
。
 

★
 

P
3
9
 

.
 

三
段
目
 

1
3
 

行
 

目
、
 

「
R
C
 
 

9
8
 

0 
〇
」
 

は
 

「
P
C
 
 

9
8
0
 

—」
 

の
誤
リ
 

で
す
。
 

★
 

P
4
6
 

.
 

三
菱
 
 

M
L
 
 

-
 
 

8
0
0
0
 

の
 

発
売
 

予
定
が
 

I I 
月
 

21
 

日
と
 

な
っ
て
 

い
ま
す
が
 

10
 

月
 

21
 

日
の
 

誤
り
で
す
。
 

★
 

P
6
5
 

…
…
 

「
ザ
 

•
ド
ッ
キ
ン
グ
」
 

は
英
単
 

語
の
 

学
習
と
 

な
っ
て
 

い
ま
す
が
 

誤
り
で
す
。
 

ま
た
、
 

R
O
M
 
 

P
A
C
K
 

と
な
つ
 

て
い
 

ま
 

す
が
 

テ
—
 

プ
 

ベ
—
 

ス
の
 

誤
り
で
す
。
 

★
 

P8
8 

…
…
 

ャ
マ
ハ
 

C
X
—
5
 

の
 

記
 

$
 

の
 

M
l
 

(
は
 

Y
I
S
 
 

-
 
 

3
0
3
 

の
 

誤
り
で
す
。
 

以
上
 

慎
ん
で
 

お
詫
び
 

申
し
上
げ
ま
す
。
 

お
気
づ
き
に
 

な
り
ま
し
た
 

ミ
ス
は
、
 

M
 

S
X
 

編
集
 

室
ま
で
 

ご
 

|
 

報
を
 

お
待
ち
し
て
 

お
り
ま
す
。
 

•
 

M 
 

s 
 

X
 

マ
シ
ン
を
 

使
っ
た
 

感
想
 

も
 

s
 

し
て
ま
す
。
 

編
集
部
ま
で
 

お
寄
せ
 

下
さ
い
。
 



MESSAGE! 
集まれ/  MSX フェアが スタート 

OARD 
メッセージ ボード 

會ヤ マギワ テク ニ カ 秋 葉 原 店 

「
マ
イ
コ
ン
 
•ベ— ス

 銀座」 
一
周
年
 記
念
 感
謝
祭
 

こ
ち
ら
は
 
銀
座
に
 

I
 年
 前
 デ
ビ
 
ユ
—
し
 

た
 
マ
イ
コ
ン
 
•
ベ
—
 
ス
 銀
座
。
 

一
周
年
を
 
記
念
し
 

て
、
 
各
種
の
 イ
 ベ
ン
 

卜
の
ほ
か
に
"
 1^1 5 

X
 
祭
〃
 
を
 
開
催
す
 
る
。
 

期
間
は
 12 月 20 日 

-
 
月 

16 日
ま
で
。
 

内
容
は
、
 
M
S
X
 

の
す
 
ベ
て
の
 
ハ
—
 
ド
 

と
 
ソ
フ
ト
を
 
一
挙
に
 

展
示
、
 
即
売
し
、
 
「
M
 

S
X
 
な
ん
で
も
 
相
談
 

コ I 
ナ
 ー 」 

と
 題
し
、
 

M
S
X
 
と
は
な
ん
 
で
 

あ
る
の
 
か
を
 
紹
介
し
 

て
 く
れ
る
。
 

M
s
 
X
 
を
 
図
解
 
説
 

明
し
た
り
、
 
い
ま
 
ま
 

で
の
 
パ
ソ
コ
ン
と
の
 違
い
、
 
機
種
の
 
選
び
 
か
た
、
 
ビ
デ
オ
に
 
ょ
 

る
 
M
S
X
 
の
 紹
介
な
 
ど、 

ビ
 ギ
ナ
—
 
に
も
 

わ
か
り
や
す
く
 
解
説
し
て
 
く
れ
る
。
 

場
所
は
、
 
マ
ィ
コ
ン
 

•
ベ
 
ー 

ス
 銀
座
の
 

1
 、 

二
階
 
ホ
ビ
—
 
フ
ロ
ア
。
 
友
 だ
ち
 
を
 さ
そ
っ
 

て
、
 
た
ま
に
は
 
銀
座
に
 
出
か
け
て
 
み
て
 
は
 

ど
う
か
な
。
 

M
S
X
 
だ
け
で
な
く
、
 
パ
ソ
コ
ン
 
全
体
 

に
つ
い
て
 
知
り
た
い
 
と
い
う
 
親
子
に
は
、
 

「
親
子
 
パ
ソ
コ
ン
 
教
室
」
 
が
 あ
る
の
で
、
 

メ
カ
 
嫌
い
の
 
お
父
さ
ん
を
 
引
っ
ぱ
り
 
出
す
 

に
は
い
 
い
 チ
 ヤ
ン
ス
。
 
テ
キ
ス
 
トぐ 

飲
物
 

つ
き
で
 
親
子
で
 

I  ' 
〇
〇
〇
 
円
と
 
い
う
か
 

ら
 ウ
レ
 
シ
イ
 
ね
。
 

期
日
は
、
 

12 月
 
4 日、 

I I 日、 
18 日、 

2
5
 日
の
 
四
日
 ̂
 
時
間
は
 

1
0
 時
 
3
0
 分
〜
 
1
2
 

時
 30 分

、
 

13 時
 30 分

〜
 
15 時

 30 分
の
 
I
 日
 

二
 同
 
場
所
は
 
7 階

の
 
教
室
。
 

取
 付
表
 
(
接
続
 図
 入
)
 も
 
い
つ
し
よ
 
に
も
ら
 

ぇ
る
。
本
 
1± 1
の
人
に
は
特
別
価
格
制
 

度
を
 
用
意
し
て
 
く
れ
る
 
の
で
、
 
マ
ガ
ジ
ン
 

片
手
に
、
 
い
ざ
 
ヤ
マ
 
ギ
ワ
へ
 
G
o
/
.
 

〈
お
ま
け
〉
 

期
間
-
 E
4
R
 着
 五
 百
 名
 さ
ま
に
、
 

ア
 ス
キ
|
 

M
S
X
 
バ
ッ
ジ
を
 
進
呈
。
 
ほ
し
い
 
人
、
 
集
 

ま
れ
/
 

ヤ
マ
ギ
 
ワ
テ
 ク
ニ
 
カ
 「
M
S
X
 
フ
ェ
ア
」
 
開
催
 

M
s
 
 
X
 
も
い
 
よ
い
よ
 
本
格
的
な
 
動
向
を
 

み
せ
て
 
き
て
い
る
 
が
、
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
 I 

ハ
ウ
ス
 
•
ヤ
 
マ
ギ
ワ
 
テ
ク
 
ニ
 カ
で
は
、
"
 
M
 

S
X
 
フ
ェ
ア
"
 
第
 
|
 弾
と
 
し
て
 
1
2
 月
 
1
0
 日
 

よ
り
 
各
種
の
 
イ
ベ
ン
ト
を
 
開
催
す
 
る
。
 

ヤ
 
マ
ギ
ワ
 
と
い
え
ば
、
 
照
明
器
具
 
な
ど
 

で
 知
ら
れ
る
 
大
手
の
 
電
器
 
店
。
 
支
店
 
も
 多
 

く、 
冷
回
の
：
^
3
>
<
規
格
統
|
に
は
特
に
 

力
を
入
れ
、
 

マ
ニ
ア
、
 

ビ
 ギ
ナ
ー
 問
わ
ず
 

M
S
X
 
ユ
—
 
ザ
—
 
に
は
 
心
強
い
 
シ
ョ
ッ
プ
。
 

12 月
 10 日

か
ら
 
始
ま
る
 
イ
ベ
ン
ト
の
 
内
 

容
は
 
次
の
と
 
お
り
で
 
あ
る
。
 

•
イ
ベ
ン
ト
 

1
 

メ
イ
ン
 
イ
ベ
ン
ト
 
と
し
て
 

M
S
X
 
特
設
 

コ
ー
ナ
 
ー 
を
 設
け
、
 
ほ
と
ん
ど
の
 
M
S
X
 

ハ
—
 
ド
 
•
ソ
フ
ト
を
 
そ
ろ
え
て
 
お
 客
に
 
自
 

由
に
 
触
 
っ
て
も
 
ら
お
ぅ
 
と
い
ぅ
 
も
の
。
 
新
 

聞
、
 
雑
誌
で
 
し
か
 
見
ら
れ
な
 
か
っ
た
 
マ
シ
 

ン
を
 
じ
っ
く
り
 
研
究
す
 
る
に
は
 
良
い
 
チ
ャ
 

ン
ス
 
だ
。
 
 

, 

•
イ
ベ
ン
ト
 

2
 

M
s
 
 
X
 
マ
シ
ン
の
 
ト
ッ
プ
を
 
き
っ
て
 
発
表
 

し
た
 
メ
 ー 

カ
—
 
と
い
え
ば
 
ヤ
マ
ハ
。
 

ヤ
 マ
ギ
ワ
 
で
は
、
 
「
ヤ
マ
ハ
 
•
フ
ェ
ア
」
 
と
 

題
し
、
 

Y
 
 I
s
-
 

5
 
 0
 
3
、
 

Y
 
 I
s
-
 
3
0
 

3
 
で
 
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
—
 
を
 
コ
ン
 
ト
 
ロ
 
ー
 
ル
 

し
た
 
生
演
奏
を
 
聞
か
せ
て
 
く
れ
る
。
 

購
入
者
に
は
 
記
念
品
が
 
用
意
さ
れ
 
て
い
 

る
の
で
、
 
楽
し
み
た
い
 
人
、
 
得
を
 
し
た
い
 

人
に
は
 
ぜ
ひ
 
お
す
す
め
し
た
い
 
イ
ベ
ン
ト
。
 

期
日
は
、
 

12 月
 |0 、 

| | ' 
|7 、 

|8 日
と
 

な
つ
て
 
い
る
。
 
 

' 

•
イ
ベ
ン
ト
 
3
 

マ
シ
ン
は
 
ほ
し
い
け
 
ど
、
 
ク
リ
ス
マ
ス
 
時
 

や
お
 
年
玉
を
 
も
ら
つ
 
て
か
ら
と
 
考
え
て
 
い
 

る
 人
は
、
 
ヤ
 マ
ギ
ワ
 
•
テ
ク
 
ニ
 カ
 5
F
 
で
 

行
わ
れ
る
 
ゲ
 ー 

ム
に
 
f
 
し
て
 
ほ
し
い
。
 

12
 

月 
|0
 

、 
||
 

日
の
 

「
ゲ
ー
 

ム
大
令
 

」 
參
 

加
 者
に
 
予
約
 
割
引
券
を
 
発
行
し
て
 
く
れ
る
 

か
ら
だ
。
 
お
年
玉
を
 
も
ら
つ
 
て
か
ら
で
 
も
 

割
引
き
を
 
し
て
 
も
ら
え
る
 
と
い
う
 
わ
け
。
 

そ
の
ほ
か
、
 
ゲ
ー
ム
 の
 優
秀
 者
に
は
 賞
 

品
が
 

用
意
さ
れ
 

て
い
る
 

の
で
'
 
 

の
 

あ
 

る
 人
は
 
ど
ん
ど
ん
^
^
 
し
よ
、
 
つ。 

•
イ
ベ
ン
ト
 

4
 

M
s
 
 
X
 
マ
シ
ン
の
 
購
入
は
 
決
め
た
 
け
ど
 
パ
 

ソ
 
コ
ン
は
 
始
め
て
 
で
よ
 
く
わ
か
ら
 
な
い
。
 

と
い
う
 
人
は
、
 
メ
—
ヵ
 
ー 
別
の
 
勉
強
 
会
に
 

表
茄
 
し
て
は
 
ど
う
か
な
。
 
予
定
 
メ
—
 
力
—
 

は
'
 
 ヤ
マ
ハ
、
 

ソ
ニ
 
ー、 

松
 下
、
 
サ
ン
 
ョ 

I
 
の
 
4
 
社
。
 
た
だ
し
 
有
料
な
 
の
で
 
行
く
 
前
 

に
 問
い
合
わ
せ
し
て
 
く
だ
さ
い
ね
。
 

問
い
 

合
わ
せ
 
先
、
 
〇
三
丄
 
1
 

-
〇
 
ニ
ニ
 

M
S
X
 
担
当
者
ま
で
。
 

な
お
、
 
M
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
を
 
持
つ
 
て
い
 

く
と
 
割
引
に
 
し
て
 
く
れ
る
 
と
い
う
か
ら
、
 

読
者
は
、
 

当
日
、
 
本
誌
の
 
持
參
を
 
お
忘
れ
 

な
く
。
 

お
買
い
上
げ
 
特
典
 

期
間
中
2
5
>
<
マ
シ
ン
を
買
つ
た
人
の
特
 

典
と
 
し
て
 
頭
金
 
九
 百
 九
十
 
円
、
 
残
金
は
 

I
 

月
末
 
支
払
い
と
 
い
う
 
見
逃
せ
な
い
 
シ
ス
 
テ
 

ム
が
 
設
け
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
 
ア
ル
 
バ
イ
 
ト
を
 
し
な
が
ら
 
入
手
 

し
よ
う
と
 
い
 

ク
ン
に
は
、
 

月
々
 
支
 

払
い
 
額
が
 
二、 

〇
〇
〇
 
円
と
 
い
う
 
こ
れ
 
ま
 

た
う
れ
 
し
い
 
ク
レ
ジ
ッ
ト
。
 
そ
の
ほ
か
、
 
ソ
 

フ
ト
 
割
引
き
 
券
、
 
記
念
品
、
 
オ
リ
ジ
ナ
ル
 

福
 岡
 市
 
安
達
 
典
 利
 く
ん
 
(
 18 歳

)
 よ
り
 



MSX  ROOM 
岭 M  S  X 用 パックマン。 

ソ艮 IT 力 SI うと か。 言 舌^ 

を 呼ぶ の つは 必至です。 

ビデオゲームの フアンには 大 ニュース、 
また MS  X の フアンに も ちょっと 知らせた 

い ニュースが あるんだ。 「ギヤ ラク シアン」、 

「ノ、° ック マン」、 「デイ グダ グ」 など、 また 最 

近では あの 「ゼビ ウス」 や 「マッ ピー」 で 
知られる 株式会社 ナムコから.、 MSX 用ゲ 

ーム ソフトが 発売され る。 この 興奮を、 さ 

っ そく みんなに 伝えたい の だ/ 

ナ
ム
コ
 

ツ
ト
 

(
N
A
M
C
O
T
)
 

と
い
ぅ
 

の
が
、
 

ナ
ム
コ
の
 

M
s
x
m
 

ゲ
 

ー 
ム
の
ブ
 

ラ
ン
ド
名
だ
。
 

12
 

:
1
:
:
(
つ
ま
0
、
今
：
：
：
：
)
発
 

1.- 冗
の
 

ソ
フ
ト
は
 

「。
ハッ
 

ク
マ
 

ン
」
 

と
 

「マ
 

ッ
ビ
—
/
 

す
で
に
 
ソ
フ
ト
 
ハ
ウ
ス
 
数
 社
か
ら
、
 

ナ
 

ム
コ
の
 許
諾
を
 得
て
 作
ら
れ
た
、
 

い
わ
 ゆ
 

る
^
 
g
 パ
ッ
ク
マ
ン
が
、
 

§
稀
闲
に
 
発
 

売
さ
れ
 
て
い
る
。
 

で
も
、
 
M
s
x
 
nj ゲ

—
 

ム ソ
フ
ト
と
 
し
て
 
発
売
さ
れ
 
る
の
は
 
今
 |»1 

が
 初
め
て
。
 

そ
れ
'
 

ょ
り
、
 

強
調
し
た
 

い
の
は
、
 

M
s
 

X
 

用
。
 

ハ
ッ
ク
マ
ン
の
 

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
 

{
キ
 

ヤ
ラ
 

ク
タ
の
 

動
き
な
 

ど
)
 

が
、
 

本
物
の
 

。
ハ
ッ
 

ク
マ
 

ン
と
 

ほ
ぼ
 

rn
j 

じ
だ
と
 

い
ぅ
 

こ
と
 

だ
。
 

つ
ま
り
、
 

デ
ー
 

ム 
セ
ン
タ
—
 

で
 

腕
を
 

磨
い
た
 

と
き
の
 

必
_
が
 

必
ず
 

使
え
る
 

の
 だ
。
 

八
 

i
 

で
の
^
;
 

ソ
フ
ト
は
、
、
 

ゲ
ー
ム
 

F
 'ffli や

 キ
ヤ
 ラ
 ク
タ
を
 ̂
 似
る
 の
に
せ
 

い 
•杯 

(
ご
め
ん
！
)
 

で、 
ゲ
ー
ム
 

の 
アル 

ゴ
リ
ズ
ム
ま
で
は
完
令
 

(: 1
で
き
な
か
 

っ
た
は
 

ず。 
だ
か
ら
、
 

八 邊
 
の 
M
S
X
 

用 

パ
ッ
ク
マ
ン
 

は
，
-
^
 

の 本
物
，
 

と
い
ぇ
 

る
の
 
だ。 

や
っ
た
 

ね
！
 
 

{ナムコ 

(: 取
材
 

(: 行つ
 たと
 き、 ある
 人が
 「今度の。 
ハ 

ック 
マ
ン
は
、
^
;
 

一が 違
い
ま
す
 

よ」 
と 

，: E 信
 
マン 

マン 
{: 語

っ
 

て 
く
れ
た
の
で
 

す。) 

も
う
 

ひ
と
つ
。
 

ビ
デ
オ
 

ゲ
ー
ム
 

の
 

「
マ
 

ッ
ビ
 

ー」
 

が
。
 

ハ 
ソ 

コ
ン
 

用
 

(:
 

i
 

さ
れ
る
 

の
は
 

こ
れ
が
 

初
め
て
 

◊
ニ
ヤ
—
 

ム
コ
 

居
敷
 

の
な
か
に
 

あ
る
。
 

ハ
ソ
 

コ
ン
 

や
 

テ
レ
ビ
、
 

な
ど
を
 

ヒ 
ー 

ロ 
 

— 
キ
ヤ
 

ラ
 

ク
タ
で
 

あ
る
 

マ 
ッ
ピ
 

ー 
«
 

が
 

取
り
返
す
 

ゲ
—
ム
 

だ
。
 

と
こ
 

み
 

が
、
 

ニ
ヤ
 

I
 

ム
コ
 

や
そ
の
 

" ]•
 

供
た
 

ち
の
 

ミ
ユ
 

ー 
キ
—
ズ
 

が
、
 

マ
ッ
 

ピ
—
^
 

I 

い
か
 

{t
 

て
く
 

る
か
ら
 

さ
あ
 

人
 

変
。
 

ト
 

ラ
ン
 

ポ
リ
ン
 

や
。
 

ハ
ヮ
ー
 

ド
ア
を
 

使
つ
 

て、
 

敵
 

0
 

一 

ヤ
 

—
ム
コ
 

、
ミ
 

ユ
—
 

キ
ー
ズ
 

) 
の
 

追
跡
を
 

ど
う
か
 

わ
す
 

か
が
！
 

な
の
 

だ
。
 

M
 

S
X
 

用
 

マ
ッ
 

ピ
ー
 

は
、
 

両
两
〇
 

:
^
ハ
 

の
 

と
お
り
、
 

部
 

/ 1
 

が
 

4 
段
に
 

な
つ
て
 

い
る
。
 

こ
れ
は
、
 

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
 

と
び
は
ね
て
 

い
る
と
 

き、
 

飛
び
移
れ
る
 

部
 

M
 

が
 

片
方
に
 

4 
つ
し
 

か
な
い
と
 

い
う
 

こ
と
。
 

{
両
方
で
 

8 

つ、
 

あ
た
り
ま
ぇ
 

か
 

.
 

) 
ビ
 

デ
オ
ゲ
 

I 

ム
 版
で
は
 
こ
れ
が
 
6 段

に
 
な
っ
て
 
い
た
ね
。
 

そ
う
、
 

つ
ま
り
 
M
S
X
 

rT] マ
ッ
 
ピ
 
ー
は
才
 

リ
ジ
 
ナ
ル
の
 
ビ
デ
オ
 
ゲ
 ー 

ム
よ
 
り
ち
よ
 

っ 

と
 難
 か
し
い
 
は
ず
な
ん
 
だ
。
 

ナ
ム
 

コ
ッ
ト
で
は
、
 

「
。
ハ
ッ
ク
マ
ン
」
、
 

「
マ
ッ
 

ピ
 

I
」
 

以
後
、
 

順
次
 

「
ギ
ヤ
 

ラ
ク
 

シ
ア
ン
/
 

「
デ
ィ
 

グ
 

ダ
グ
」
、
 

「
ボ
ス
コ
 

ニ
ア
 

ン J 
な
ど
 往
年
の
 
ヒ
ッ
ト
 作
の
 ！
 
ゲ
|
 

ム
を
 

発
売
し
て
 

いく
  

f
 

xi
i 

o 
ラ
ジ
オ
 

C
M
 

も
 

流
す
 

そ
う
だ
。
 

M 
 

s 
 

X
 

で
 

遊
べ
る
 

ソ
フ
 

卜
が
 

'
い
よ
い
よ
 

お
も
し
ろ
く
な
 

つ
て
き
 

た
と
い
う
 
お
 話
で
し
た
。
 

ナ
ム
コ
の
 

ヒ
ッ
ト
 

作
、
 

「。
ハッ
 

ク
マ
 

ン
」
 

と
 

「
マ
ッ
 

。ヒ
 

I」
 

が
 

M
S
X
 

•ケ
— 

厶
に
な
 

つ
た
 

/ 



第五 世代 コンピュータ 

，:=:ブム
共著 TBS ブリ タニ カ刊 定価 160014 

ワイゼンバウムと 

ファイゲンバウム 

よ 名前の 

あ
る
の
 
だ
。
 
こ
こ
の
と
 
こ
ろ
が
^
 

ni に
わ
 

か
つ
て
 
い
な
い
と
、
 

い
く
ら
 
お
金
を
 
か
げ
 

て
 も
い
 
い
 マ
ニ
ュ
ア
ル
は
 
で
き
な
い
。
 

あ
 

る
い
は
 
ど
ん
な
に
 
金
を
 
か
け
て
も
 
い
い
 
マ
 

ニ
 
ユ
ア
 
ル
を
 
作
ら
な
く
て
 
は
な
ら
な
い
 
と
 

い
う
 
こ
と
に
 
も
 気
づ
か
な
い
。
 

「
第
五
 

世
代
 

コ
ン
 

ピ
ュ
 

—
夕
」
 

が
 

ベ
ス
 

ト 
セ
ラ
—
 

に
な
つ
 

た
 

理
由
は
 

い
く
つ
 

も
 

あ
 

る
。
 

タ
イ
ミ
ン
グ
 

も
 

良
 

か
つ
た
 

し
'
 
 

|
 

種
 

の
 

「
青
い
 

目
の
 

日
本
 

(
人
)
 

論
」
 

と
し
て
 

読
ま
れ
た
 

フ
シ
 

も
 

あ
る
。
 

し
か
し
 

根
本
の
 

、
と
こ
ろ
は
、
 

こ
の
 

本
が
 

解
説
 

害
と
 

し
て
 

良
 

く
で
 

き
て
い
た
 

か
ら
で
 

あ
る
。
 

解
説
 

*
 

と
 

い
う
の
 

も
 

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
 

同
じ
く
 

読
者
を
 

専
門
家
に
 

す
る
 

た
め
の
 

本
で
は
 

な
い
。
 

し
 

ろ
う
と
が
 

し
ろ
う
と
の
 

ま
ま
で
、
 

あ
る
 

事
 

柄
が
 

わ
か
る
 

よ
う
に
な
る
 

た
め
の
 

本
 

だ
。
 

日
本
で
 

も
 

坂
 

村
 

健
 

氏
 

や
 

脇
英
世
 

氏
の
 

よ
う
 

な
 

優
れ
た
 

専
門
家
 

= 
解
説
者
 

も
 

現
わ
れ
て
 

き
て
い
る
 

が
、
 

大
き
な
 

テ
 

I 
マ
を
 

大
き
な
 

本
に
 

す
る
と
，
 

き
の
 

ア
メ
リ
カ
人
の
 

圧
倒
的
 

な
 

パ
ワ
—
 

に
は
 

ま
だ
ま
だ
 

及
ば
な
い
。
 

著者
の 

エド
 

ヮ—
ド 

•フ
 

ァ
イ
ゲ
ン
 

バ 

ゥム
は 

スタ
ン 

フォ
— 

ド 

大
学
の
 

教授
で 

コン
ビ 

ュ—
夕 

によ
る 

人
工
知
能
 

研究
の 

最高
 

権威
の 

一人
、 

共
著
者
の
 

パメ
ラ.
 

マコ
— 

ダ 

ック
は 

コン
 

ピ
ュ
—
 

夕の
 

専門
 

家で
 

ある
と 

伺 

時に
 

コン
ビ 

ュ—
夕 

解説
 

の 

専
門
家
で
 

も 

ある
。 

第五
 

世代
 

コン
ビ 

ュ—
夕 

構想
の 

核
心
が
 

何で
、 

それ
が 

成 

功し
た 

と
き
に
は
 

ど
ん
な
 

イン
 

パク
 

トが
 

ある
の 

かを
 

世
界
的
 

スケ
— 

ルの
 

取材
に 

よつ
 

て 

緊
迫
し
た
 

ドキ
 

ユメ
 

ン 

タリ
— 

に 

仕
上
げ
た
 

力は
 

大
し
た
 

も
の
で
あ
る
。
 

/
 
 

も
つ
 
と
も
、
 

フ
ア
 

「
や
さ
し
い
 

人
な
ん
 

だ
け
ど
。
」
 

「
ヤ
 

サ
シ
 

イ
ヒ
ト
 

0 
」 

ワ
イ
ゼ
ン
バ
ウ
ム
 

は
こ
の
 

シ
ス
テ
ム
を
 

怠
 

情
な
 

精
神
分
析
 

医
の
 

パ
ロ
 

デ
ィ
と
 

し
て
 

作
つ
 

た
。
 

と
こ
ろ
が
 

「
イ
ラ
 

イ
ザ
」
 

の
 

デ
 

モ
ン
ス
 

ト
レ
—
 

シ
 

ョ
ン
を
 

見
て
 

「
将
来
は
 

コ
ン
 

ピ
ユ
ー
 

タ
で
！
^
 

分
析
が
 

で
き
る
 

よ
 

う
に
な
る
」
 

と
い
う
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
 

万
能
 

の
 

バ
ラ
 

色
の
 

$
 

を
 

描
く
 

精
神
分
析
の
 

専
 

門
 

家
が
 

続
出
す
 

る
に
 

及
ん
で
 

ワ
イ
ゼ
 

ン
バ
 

ウ
ム
は
 

激
し
い
 

シ
ョ
ッ
ク
を
 

受
け
る
。
 

人
 

間
の
 

〈
心
〉
 

の
 

専
門
家
が
 

自
ら
の
 

役
割
を
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

に
 

肩
代
り
 

さ
せ
よ
う
と
 

考
 

え
る
な
 

ど
と
は
！
 

ワ
イ
ゼ
ン
バ
ウ
ム
 
は
こ
の
 
事
件
を
 
き
つ
 

か
け
に
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
と
 
人
間
の
 
理
性
の
 

問
題
に
 
つ
い
て
 
考
え
て
 
い
く
よ
う
に
な
る
。
 

「
コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
に
 

何
が
 

で
き
る
 

か
と
い
 

う
こ
と
 

だ
け
を
 

§
 

し
て
い
て
 

は
な
ら
 

な
 

い。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
に
 

何
を
 

や
ら
せ
る
 

ベ
 

き
か
、
 

そ
し
て
 

何
を
 

や
ら
せ
て
 

は
な
ら
 

な
 

い
か
を
 

見
極
め
る
 

こ
と
が
 

重
要
な
 

の
 

だ
。
」
 

ワ
イ
ゼ
ン
バ
ウ
ム
の
 

1
 

は
さ
ら
 

に
 

「
科
 

学
 

技
術
と
 

人
間
」
 

と
い
う
 

根
源
 

的
な
 

問
題
 

へ
と
 

深
ま
つ
 

て
い
く
。
 

酔
つ
 

払
い
が
 

街
灯
 

の
 

下
で
 

何
 

か
 

探
し
て
 

い
る
。
 

警
官
が
 

ど
う
 

し
た
の
 

か
と
 

尋
ね
る
 

と
 

酔
つ
 

払
い
は
 

鍵
を
 

落
し
た
 

の
 
だ
と
 

答
え
る
。
 

こ
こ
で
 

落
し
た
 

の
か
と
 

聞
く
 

と
 

『
あ
つ
ち
で
 

J 
と
 

遠
く
の
 

方
を
 

指
す
。
 

『
あ
つ
ち
で
 

落
し
た
 

の
に
 

こ
 

ん
な
 

と
こ
ろ
を
 

探
し
て
 

い
る
の
は
 

な
ぜ
 

だ
 

J 

と
 

警
官
。
 

『
だ
つ
 

て
こ
つ
 

ち
の
 

方
が
 

明
る
 

い
か
ら
』
 

と
 

酔
つ
 

払
い
が
 

言
、
 

つ。
 

科
学
 

技
 

術
と
 

人
間
と
の
！
^
 

は
こ
の
 

笑
い
話
に
 

似
 

て
い
る
、
 

と
 

ワ
イ
ゼ
ン
バ
ウ
ム
は
 

#
 

い
て
 

い
る
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
と
 

い、
 

っ 
新
し
い
 

街
 

灯
が
 

で
き
る
 

と
 

科，
： 

O
f
#
 

は
 

そ
の
 

光
の
 

届
く
 

で
 

だ
け
 

「
人
間
」
 

と
い
う
 

も
の
を
 

考
え
 

る
と
 

い
う
 

誤
り
を
 

犯
す
。
 

光
の
 

届
か
な
い
 

(
つ
ま
り
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

の
 

論
理
に
 

合
わ
 

な
い
)
 

部
分
に
 

つ
い
て
は
 

非
合
理
と
 

か
 

非
 

効
率
と
 

い
う
よ
う
 

な
 

レ
ツ
 

テ
ル
を
 

貼
っ
て
 

し
ま
い
が
 
ち
で
 
あ
 
-
 

〇 

「
第
五
 

世
代
」
 

が
ジ
 

ャ
—
ナ
 

リ
ス
 

テ 
ィ
ツ
 

ク
な
 

解
説
な
 

の
に
 

対
し
て
 

「
コ
ン
ビ
 

ユ
ー
 

夕 
•
パ
ワ
 

I 
」 

は
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

I 
夕
を
 

通
し
 

て
の
 

本
格
的
 

文
明
 

論
に
ま
で
 

踏
み
込
ん
で
 

い
る
。
 

と
い
 

っ
て
も
 

決
し
て
 

読
み
難
い
 

本
 

で
は
な
く
、
 

そ
れ
 

ど
こ
ろ
 

か
 

あ
ち
こ
ち
に
 

思
わ
ず
 

吹
き
出
し
て
 

し
ま
う
よ
 

う
な
 

ユ
ー
 

モ
ア
 

も 
ち
り
ば
め
ら
れ
 

て
い
る
。
 

特
に
 

〈ハ
 

ツ
カ
—
〉
 

(
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

-S
Hf
 

串 
著
)
 

の
 

描
写
な
 

ど
 

秀
逸
。
 

そ
の
、
 

っ
え
 

コ
ン
 

ピ
ユ
ー
 

夕 
の
こ
と
 

を
 

全
く
 

知
ら
な
い
 

人
の
 

た
め
に
 

は
 

ト
イ
 

レ
ツ
 

ト 
•ベ
--
 

パ
—
 

と 
白
黒
の
 

碁
 

石
 

だ
け
で
 

作
っ
た
 

「
手
動
 

二
進
法
 

加
算
器
」
 

に
よ
る
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
の
 

基
本
的
な
 

作
動
 

原
 

. 
if
 

の 
解
説
 

も 
ぁ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
 
わ
か
り
 
易
く
て
 
し
か
も
 
本
 

質
的
な
 
奥
行
の
 
深
い
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
解
説
 

金
 f が
 日
本
人
の
 
手
で
 
害
 か
れ
る
 
よ
う
に
な
 

る
の
は
 
い
つ
の
 
こ
と
か
。
 
そ
れ
は
 
と
に
 
か
 

く
と
 
し
て
'
 
 こ
の
 
「
第
五
 世
代
」
 
と
 
「
コ
 

ン
ピ
 
ュ
ー
タ
 
.
パ
ワ
 
I」 

の
 二
 冊
は
 
こ
れ
 

か
ら
の
 
コ
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
社
会
を
 
考
え
る
 
う
 

え
で
 
読
ん
で
 
お
い
て
 
損
の
 
な
い
 
本
で
 
あ
る
。
 

ィ
 ゲ
ン
 
バ
ウ
 
厶
 \
 マ
コ
—
 
ダ
 
ッ
ク
の
 
本
 だ
 

け
で
は
 

〈
何
 か
 大
変
な
 
こ
と
が
 
起
き
て
 
い
 

る
ら
 
し
い
〉
 
と
い
う
と
 
こ
ろ
ま
で
は
 
感
じ
 

ら
れ
 
て
、
 
そ
れ
を
 
巡
つ
 
て
 具
体
的
に
 
ど
ん
 

な
 人
間
が
 
ど
ん
な
 
動
き
を
 
し
て
い
る
 
の
か
 

と
い
う
の
 
も
 わ
か
る
 
の
 だ
が
'
 
肝
心
の
 
〈
人
 

エ
 知
能
〉
 
と
は
 
何
な
 
の
か
が
 
も
う
 
ひ
と
つ
 

説
明
 
不
足
に
 
思
わ
れ
る
 
か
も
し
れ
 
な
い
。
 

し
か
し
、
 

こ
れ
 
も
 著
者
の
 
せ
い
と
 
ば
か
り
 

は
 言
え
な
い
。
 

ア
メ
リ
カ
で
は
 

七
〇
 #
 

後
半
に
 

〈
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
は
 
考
え
る
 
こ
と
 

が
で
 
き
る
 
か
〉
 
を
 巡
っ
て
の
 
大
 論
争
が
 
あ
 

つ
た
の
 
だ
。
 
「
第
五
 
世
代
 
コ
ン
 
ピ
ュ
ー
 

夕
」
 
は
 読
者
が
 
そ
の
 
辺
の
 
$
 
知
識
を
 
持
 

つ
て
 
い
る
も
の
 
と
し
て
 
書
か
れ
て
 
い
る
。
 

「
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

•
パ
 

ワ
 

I」
 

は
ま
 

さ
に
 

こ
の
 

〈
人
工
知
能
 

問
題
〉
 

を
 

正
面
か
ら
 

扱
 

つ
た
 

力
作
。
 

著
者
の
 

ワ
イ
ゼ
ン
バ
ウ
ム
 

博
 

士
は
フ
 

ア
イ
ゲ
ン
 

バ
ウ
 

ム
は
 

よ
く
 

似
 

た
^
 

j
 

刖
 

だ
が
^
 

p
 

ち
 

ろ
ん
 

別
人
 
 

七
〇
年
 

代
 

初
頭
に
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー
タ
と
 

日
常
 

言
語
 

で
 

対
話
す
 

る
た
 

め
の
 

実
験
的
 

フ
ロ
 

グ
ラ
ム
 

「
イ
ラ
 

イ
ザ
」
 

を
 

開
発
し
た
 

こ
と
で
 

有
名
 

に
な
つ
 

た
。
 

こ
の
 

「
イ
ラ
 

イ
ザ
」
 

で
 

害
 

か
 

れ
た
 

〈
精
神
分
析
 

医
 

シ
ス
テ
ム
〉
 

は
こ
ん
 

な
 

ふ
ぅ
に
 

動
く
。
 

「
父
を
 

憎
ん
で
 

い
る
。
」
 

「
ド
 

ウ
シ
 

テ
 

デ
ス
 

カ
。
」
 

「
父
は
 

古
い
 

タ
イ
プ
の
 

人
間
な
 

の
。
」
 

「
フ
ル
 

イ
タ
イ
プ
 

ノ
 

ニ
ン
 

ゲ
ン
。
」
 

0 I my K Boo 

パ
ソ
コ
ン
 
に
し
ろ
 
ワ
—
 
プ
ロ
に
 
し
ろ
、
 

日
本
製
の
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
 
程
度
の
 
低
い
 

も
の
が
 多
い
。
 日
本
人
 お
得
 意
の
 「
以
心
 

伝
 心
」
 
は
こ
う
い
 
う
 面
で
は
 
何
の
 
役
に
 
も
 
立
た
な
い
。
 
ノ
コ
 
ギ
リ
 
や
 カ
ン
ナ
な
ら
 
習
 

う
よ
り
 
慣
れ
ろ
 
で
 使
い
込
ん
で
 
い
く
う
ち
 

に
 
〈
体
が
 
覚
え
る
〉
 
な
ん
て
 
こ
と
 
も
 あ
る
 

だ
ろ
う
 
が
、
 
論
理
的
に
 
動
く
 
 (
論
理
的
に
 

し
か
 
動
か
な
い
)
 
機
械
の
 
前
で
は
 
ナ
ン
 
セ
 

ン
ス
 
だ
。
 
あ
る
 
キ
—
の
 
機
能
を
 
確
か
め
よ
 

う
と
す
 
る
と
 
機
能
 
一
 覧
 表
が
な
い
。
 
仕
方
 

が
な
い
 
の
で
 
始
め
か
ら
 
読
ん
で
 
い
く
と
 
問
 

題
の
 
キ
—
の
 
機
能
は
 
欄
外
の
 
 <注>  の

と
 
こ
 

ろ
に
 
し
か
 
*
 い
て
な
く
て
 
探
し
出
す
 
の
に
 

十
分
 
以
上
 
か
か
つ
 
て
し
 
ま
つ
だ
、
 
な
ん
て
 

い
う
 
経
験
を
 
お
持
ち
の
 
方
 も
 多
い
だ
ろ
う
。
 

そ
の
 
点
 ア
メ
リ
カ
 
製
品
の
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
 

実
に
 
良
く
で
 
き
て
い
る
。
 
ど
う
も
 
日
米
で
 

は
 「説
明
」
 

と
い
う
 

概
念
 

自
体
に
 

差
が
 

あ
 

る
の
で
 
は
な
い
 
か
と
 
思
え
る
 
ぐ
ら
い
だ
。
 

日
本
で
は
 

「
説
明
」
 

や
 - 1. 解説
」
 

は
つ
け
 

た
し
 
的
に
 
扱
わ
れ
て
 
い
る
。
 
あ
く
ま
で
 
大
 

事
な
 
の
は
 
「
本
体
」
 
な
の
 
だ
。
 
し
た
が
つ
 

て
 
一
度
 
「
飲
み
込
ん
で
」
 

し
ま
え
ば
 
も
う
 

「
解
説
」
 
は
 必
要
の
 
な
い
 
も
の
に
な
る
。
 

つ
 

ま
り
 「
解
説
」
 は
 1* 其 手

を
 そ
の
 本
体
の
 

専
門
家
に
 
す
る
 
た
め
の
 
手
助
け
と
 
し
て
 
考
 

え
ら
れ
て
 
い
る
。
 

と、 
こ、 っ *

 く
と
 

〈
そ
 

れ
の
 
ど
こ
が
 
お
か
し
 
い
ん
だ
〉
 
と
い
う
 
声
 

が
 聞
こ
え
て
 
き
そ
う
 
だ
。
 
病
は
 
重
い
。
 

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
 
$
 
の
 目
的
は
 
専
門
家
 

で
な
く
て
も
 
そ
の
 
機
械
が
 
動
か
せ
る
 
よ
う
 

に
す
 
る
た
 
め
に
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I ユ 

ら
 

、
次
の
 

日、
 

ひ
と
り
の
 

学
生
が
、
 

「
き
 

の
ぅ
 

先
生
に
 

教
え
て
 

も
ら
っ
た
 

乾
を
、
 

徹
夜
で
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
た
」
 

と
い
ぅ
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー
タ
 

•
ル
—
 

ム
に
 

行
つ
 

て
み
 

る
と
、
 

ポ
ク
の
 

ル
—
 

ル
 

説
明
 

や
、
 

実
物
の
 

カ
 

ー 
ド
を
 

見
て
、
 

み
ご
と
に
、
 

ち
 

や
ん
 

と
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
て
 

あ
る
 

わ
け
。
 

力
—
 

ド
は
 

グ
ラ
フ
 

ィ
ツ
 

ク
 

化
さ
れ
 

て
な
 

か
つ
た
 

け
ど
 

も、
 

ル
—
 

ル
は
 

き
ち
っ
 

と
つ
か
 

ん
 

で
い
て
、
 

そ
の
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

を
 

相
手
 に
^
^
で
 

遊
べ
る
 

去
っ
 

に
 

作
ら
れ
て
 

あ
る
。
 

そ
れ
！
 

て
、
 

ポ
ク
は
 

「 
ス
ゴ
ィ
 

面
白
い
 

i
 

が
 

あ
る
ん
 

や
な
 

あ
」
 

と
 

思
つ
 

た
。
 

「
こ
 

ん
な
 

こ
と
で
 

き
 

る
ん
 

か
」
 

つ
て
 

…
…
 

。
そ
 

o
\
 

ノ 

ソ
 

コ
ン
 

初
体
験
の
 

_台 は アメリカだった 

4
 

生
と
 

パ
ソ
コ
ン
の
 

最
初
の
 

出
会
 

い
と
い
ぅ
 

の
は
？
 

ポ
ク
は
、
 

1
9
7
 
 

5 
年
か
ら
 

3 
年
間
、
 

ア
メ
リ
カ
 

1
8
4
^
 

の
 

ニ
ユ
—
 

ハ
ン
 

プ
シ
ヤ
 

I
 

大
学
に
 

客
 

と
し
て
 

留
学
し
て
 

た
 

ん
 

で
す
。
 

当
時
は
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー
^
s
 

の
こ
と
 

な
ん
か
、
 

ぜ
ん
ぜ
ん
 

知
ら
な
 

か
っ
た
ん
 

だ
 

け
れ
ど
ね
。
 

で
、
 

ポ
ク
の
 

い
た
 

ハ
ン
 

プ
シ
ヤ
 

—
大
学
 

と
い
う
の
は
、
 

図
書
館
な
ん
 

か
も
 

市
民
に
 

解
放
し
て
 いて、 $
生
 •
高
校
生
 や、 

近
所
の
 

小
さ
い
 

孟
た
ち
 

も、 

大
学
の
 

施
 

設
を
 
利
用
で
 

き 
ぅ
に
な
 

つ
て
い
 

る。 

そ
の
 

施
設
の
 

ひ
と
つ
に
、
 

パ
ソ
コ
ン
が
 

50
 

台
 

位
 

あ
る
 

部
屋
が
 

あ
っ
て
 

' 
ア
メ
リ
ヵ
 

の
 

若
い
 

人
た
ち
 

が
、
 

そ
こ
で
 

い
ろ
い
ろ
 

や
 

つ
て
い
 

る
の
を
 

見
て
 

い
た
ん
で
す
。
 

で
も
 

そ
の
こ
ろ
 

の
 

ポ
ク
は
、
 

パ
ソ
コ
ン
て
 

も
の
 

が
 

何
 

か
も
 

知
ら
な
い
し
、
 

関
心
 

も
な
か
っ
 

た
。
 

そ
れ
が
、
 

あ
る
と
き
 

、
ポ
ク
は
 

力
—
 

ド
 

ゲ
 

ー
 

ム
 

と
か
 

ボ
 

ー 
ド
ゲ
 

ー 
ム
が
 

好
き
な
ん
 

や
け
ど
、
 

日
本
の
！
^
 

を
 

パ
—
 

テ
イ
で
 

向
 

う
の
 

学
生
に
 

教
え
た
ん
 

で
す
。
 

そ
う
し
た
 

れ
か
 

ま
あ
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー
タ
 

と
の
 

出
会
い
.
 

や
な
 

ぁ
。
 

—
—
 

に
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
 

夕
を
 

手
に
入
 

れ
 

た
の
は
 

い
つ
ご
ろ
で
 

す
か
。
 

始め
た 

のは
、 

5 年 ほど
 

前。
 

AP
P 

LE
 

から
 

入っ
て、
 

いろ
いろ
 

使っ
 

てみ
 

て、
 

今 

また
 

AP
PL
E 

に 

戻つ
 

てる
ん 

です
。 

ポ
ク
の
^
 

<口
、 

面
白
く
て
、
—
 

電
動
 

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
 

を
 

買
い
に
 

行
つ
 

た
の
が
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

を
 

買、
 

っ
き
つ
か
 

け
だ
つ
 

た
。
 

そ
の
 

日、
 

た
ま
た
ま
 

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
を
 

買
 

い
に
 

行
っ
 

た
 

店
が
 

休
み
。
 

ポ
ク
は
 

モ
ノ
を
 

買
 

お、
 

決
め
た
ら
 

そ
の
 

日
の
、
 

rn
T 

に
 

手
 

に
 

人
れ
 

な
い
 

と
、
 

気
が
 

1
 

な
い
 

タ
チ
 

だ
 

か
ら
、
 

ど
う
 

I
 

ネ
 

っ
と
 

思
っ
 

て
 

ブ
ラ
 

ブ
ラ
 

し
て
た
ら
 

、
コ
ン
ビ
 

ユ
ー
タ
 

の
 

店
が
 

あ
っ
 

て
、
 

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
 

ー 
と
 

同
じ
 

様
な
 

キ
 

ー 

ボ
 

1
—
、
 

タ
イ
プ
よ
り
 

安
く
 

売
っ
 

て
い
 

た
。
 

で、 フラッ と . A つて 行っ て、 「こ 

れで 

タイプと 

同じ， 

J とがで 

きる 

ンか 

?」 

って 
訊く 

と、 

「できます 

よ 
j 
っ 

て
こ
と
 

で
 

.
 

。
こ
れ
は
 

面
白
い
 

と
 

思
つ
 

て
即
 、
買
つ
 て
し
 ま
つ
た
。
 

工
夫
す
 

る
の
 

が
 

楽
し
い
 

か
 

ら
 

実
用
 

性
な
ん
 

て
 

問
題
外
 

I
 
機
種
は
 
何
 
だ
っ
 
た
ん
で
す
 
か
。
 

P
 E
T
 
だ
っ
 
た
ん
だ
け
 
ど
ね
、
 
す
ぐ
 
A
 

P
P
L
E
 
に
 買
い
 
か
え
た
。
 

じ
 

や、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
を
 

仕
事
に
 

使
っ
て
 

い
る
ん
で
 

す
ね
。
 

い
や
、
 

確
か
に
 

最
初
は
 

実
用
的
な
 

目
的
 

が
 

あ
っ
て
 

買
っ
 

た
ん
だ
け
 

ど
。
 

タ
イ
プ
に
 

使
お
う
と
 

い
う
 

こ
と
で
 

ね
。
 

た
だ
、
 

コ
ン
ビ
 

ユ
ー
タ
 

に
 

道
具
と
 

し
て
 

魅
力
を
 

感
じ
て
 

手
に
入
れ
る
 

人
 

も
、
 

そ
の
 

う
ち
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー 
タ
 

そ
の
も
の
を
 

ど、
、 

っ 

す
る
 

こ
う
す
 

る
つ
 

て
い
う
 

方
向
に
^
:
 

と
 

思
 

う
ん
で
す
 

よ
ね
。
 

1
 

う
ど
、
 

音
楽
を
 

聴
く
 

た
め
に
 

才
—
デ
 

イ
オ
を
 

買
っ
 

た
の
に
、
 

い
つ
の
ま
に
か
 

オ
 

ー 
デ
 

ィ
オ
が
 

自
立
し
て
 

き
て
、
 

音
楽
 

そ
の
も
の
-
 

He
'"
- 

才
 

I 
デ
 

ィ
オ
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の
 

方
が
 

面
白
く
な
 

つ
て
し
 

ま、
 

つ
と
 

い
う
み
 

た
い
に
。
 

だ
か
ら
、
 

そ、
 

つ
い
う
 

人
は
、
 

コ 

ン
サ
 

ー 
ト
に
 

行
か
な
い
 

。
ポ
ク
 

も
そ
う
、
 

コ
ン
 

サ
—
卜
 

行
つ
て
も
、
 

ぜ
ん
ぜ
ん
 

い
い
 

音
が
 

聞
こ
え
て
 

こ
な
い
 

つ
て
い
 

う
か
 

…
…
 

。 
そ
れ
は
、
 

の
 

世
界
 

だ
と
 

思
う
 

け
ど
 

ね
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー
 

タ
も
 

、
そ
の
、
 

い
わ
ば
 

作
り
 

モ
ノ
の
 

世
界
に
 

遊
ぶ
 

と
い
う
と
 

こ
ろ
 

が
 

似
て
 

い
る
。
 

だ
か
ら
、
 

あ
ん
ま
り
 

実
用
 

性
と
 

か
い
う
 

こ
と
は
 

い
わ
な
い
 

方
が
 

い
い
 

ん
じ
 

や
な
い
 

か
と
 

思
い
ま
す
。
 

ボ
 

ク
も
夕
 

イ
プ
の
 

代
わ
り
に
な
る
、
 

と
い
う
ん
で
 

コ 

ン
ピ
ユ
 

ー 
タ
を
買
 

つ
た
 

け
れ
ど
、
 

考
え
て
 

み
る
と
、
 

そ
の
 

目
的
に
 

か
な
つ
た
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

つ
て
い
 

う
の
は
 

か
つ
た
。
 

結
局
、
 

ち
 

や
ん
 

と
し
た
 

ワ
—
 

プ
ロ
と
 

し
 

て
 

fi
il
 

く
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー タ
 

つ
て
の
 

+6
、 

ほ
と
 

ん
 

ど
な
 

い
ん
で
す
 

ね
。
 

そ
れ
は
 

そ
れ
で
 

良
 

か
つ
た
 

と
 

田 
心、
 

つ、
 

欺
さ
れ
 

た
よ
う
な
 

話
 

や
 

け
ど
。
 

タ
イ
プ
と
 

同
等
、
 

そ
れ
以
上
の
 

こ
 
と
が
 

記
憶
で
 

き
る
 

と
い
わ
れ
て
、
 

そ
の
 

目
 

的
 

i
 

成
す
 

る
た
 

め
に
、
、
 

つ
じ
 

や、
 

つ
じ
 

や
 

し
て
い
る
 

う
ち
に
、
 

そ
の
_
 

そ
の
も
の
 

が
 

面
白
く
な
 

つ
た
か
ら
 

ね
。
 

ポ
ク
は
 
ア
メ
リ
カ
に
 
住
ん
で
 
い
た
し
、
 

い
ろ
ん
な
 
国
で
 
暮
ら
し
た
 
経
験
が
 
あ
る
け
 

ど
、
 
日
本
人
つ
 
て
い
う
 
の
は
、
 
と
く
に
、
 

そ
う
い
う
 
も
の
に
 
の
め
り
込
ん
で
 
ゆ
く
 
民
 

族
 だ
つ
て
 
気
が
す
る
。
 

— 
つ
ま
り
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
は
、
 

先
 

生
に
 

と
つ
て
 

は、
 

実
用
 

性
よ
り
も
 

趣
味
で
 

あ
る
、
 

と
い
う
 

わ
け
で
す
 

ね
。
 

え
え
、
 

ア
メ
リ
カ
人
 

な
ん
か
は
、
 

実
用
 

的
 

だ
つ
て
い
 

つ
て
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
を
買
 

う
 

け
ど
、
 

ポ
ク
は
 

あ
ん
ま
り
 

そ
つ
ち
 

の
 

方
は
 

期
待
し
 

な
い
し
、
 

ど
う
で
 

も
い
 

い
つ
て
 

気
 

が
す
る
。
 

ポ
ク
は
 

素
質
と
 

し
て
、
 

ゲ
—
ム
 

が
 

好
き
 

だ
し
、
 

凝
り
性
 

だ
し
、
 

目
的
の
 

達
成
よ
り
 

そ
の
 

過
程
 

i
 

し
む
 

人
間
 

だ
か
ら
。
 

原
稿
 

を
ワ
ー
 

プ
ロ
で
 

う
ち
 

込
ん
で
、
 

そ
の
 

デ
イ
 

ス
ク
を
 

_
 

社
に
 

送
れ
ば
 

本
が
 

で
き
る
、
 

と
い
う
 

時
代
 

だ
け
ど
、
 

そ
う
い
、
 

吴
 

面
に
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

I
、
 

つ 
気
は
 

な
い
 

な
。
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

は
、
 

遊
び
人
 

間
に
と
 

つ 

て
は
 

と
つ
て
^
^
 

し
い
。
 

ォ
モ
 

チ
ヤ
で
 

あ
 

つ
て
も
、
 

か
ま
わ
な
 

い
と
 

思
い
ま
す
。
 

ナ
ゼ
 
 

A
P
Q
 

--
 

-E
 

に
 

こ
だ
わ
る
 

か
 

-
 

初
め
に
 
A
P
P
L
E
 
を
 使
つ
て
、
 

い
ろ
い
ろ
 

買
い
 

換
え
て
、
 

結
局
 

A
P
P
L
 

E
 

に
 

戻
つ
 

た
、
 

と
い
う
 

こ
と
で
す
 

が
 

.
 

そ
う
で
す
 

。
ポ
ク
が
、
 

A
P
P
L
E
 

を
 

好
き
な
 

の
は
、
 

A
P
P
L
E
 

が
、
 

コ
ン
ビ
 

ユ 
ー 

タ
の
 

プ
ロ
ト
タ
ィ
プ
 

だ
か
ら
。
 

ム
チ
 

ヤ
ク
 

チ
ヤ
 

完
全
な
、
 

何
で
も
で
 

き
ま
す
、
 

と
い
う
 

タ
ィ
プ
の
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

1
 

夕
に
は
 

ゼ
 

ン
 

ゼ
ン
 

興
味
あ
り
ま
せ
ん
 

ワ
。
 

A
P
P
L
E
 

は
、
 

基
本
的
に
 

は
し
つ
 

か
 

り
し
て
 

い
る
、
 

で
も
、
 

そ
う
 

簡
単
に
は
 

言
 う
 
コ
.
^
 

き
い
て
 

く
れ
な
い
。
 

自
分
で
 

い
 

ろ
い
 

ろ
 

機
械
を
 

い
じ
つ
 

た
り
し
な
が
ら
、
 

ブ
ザ
 

ー 
の
 

音
 

や
 

ヘ
リ
の
 

音
を
 

出
す
。
 

そ
の
 

過
程
 

そ
の
も
の
が
 

楽
し
め
る
。
 

A
P
P
L
E
 

は
、
 

R
G
B
 

出
力
し
て
 

な
 

い
か
ら
 

画
面
が
 

ボ
 

I 
ッ 

と
し
て
て
 

ィ
ヤ
だ
 

と
か
、
 

そ
う
い
う
 

ヒ
ト
 

も
い
 

る
。
 

で
も
、
 

た
と
え
ば
、
 

P
C
 
 

l
o
o
 

に
 

「
ロ
ー
 

ド
ラ
 

ン
ナ
 

1J
 

が
の
 

つ
て
る
 

け
ど
、
 

こ
れ
は
 

画
面
 

が
す
 

ご
く
き
 

れ
い
。
 

だ
け
ど
、
 

こ
こ
ま
で
 

バ
チ
ツ
 

と
 

出
し
ち
 

や
う
と
、
 

見
て
 

て
ち
 

つ 

と
も
 

面
白
く
な
い
、
 

幼
稚
に
 

見
え
る
。
 

ど
う
せ
、
 

小
さ
い
 

ド
ッ
ト
の
 

集
合
で
 

キ
 

ヤ
ラ
 

ク
タ
^
 

|
 

い
て
 

る
ん
だ
 

か
ら
、
 

た
い
 

し
た
 

こ
と
は
 

で
き
な
い
 

で
し
ょ
。
 

A
P
P
 

L
E
 

は
 

そ
の
 

辺
を
 

割
り
切
つ
 

て
、
 

全
体
と
 

し
て
、
 

い
か
に
も
 

レ
ス
 

ラ
—
 

な
ら
 

レ
ス
 

ラ
 

I
 

が
 

走
つ
 

て
る
ょ
う
 

に
 

見
せ
る
。
 

細
か
い
 

ド
ッ
ト
で
 

や
つ
て
 

い
る
の
は
、
 

ハ
ッ
 

キ
リ
 

し
す
ぎ
て
 

ォ
モ
 

チ
ヤ
 

つ
ぽ
く
な
 

つ
ち
 

や
う
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
 

つ
て
い
 

う
の
は
、
 

い
ち
 

ば
ん
 

基
本
的
な
 

部
分
が
 

し
つ
 

か
り
し
て
 

い
 

て
、
 

そ
れ
を
 

ユ
 

ー 
ザ
 

ー 
が
 

好
き
に
 

使
え
る
 

も
の
で
 

あ
れ
ば
 

い
い
、
 

と
 

思
う
 

ヮ
ヶ
 

で
す
。
 

よ
く
、
 

日
本
の
 

機
種
で
、
 

「
自
分
で
 

改
 

造
し
た
 

場
合
は
 

i
 

し
な
い
」
 

み
た
い
 

な
 

脅
し
を
 

か
け
て
 

い
る
の
 

が
 

あ
る
け
れ
 

ど
、
 

あ
れ
は
、
 

パ
ソ
コ
ン
に
 

つ
い
て
は
、
 

ナ
ン
 

セ
ン
ス
 

だ
と
 

思
、
 

っ。
 

人
間
を
 

/ Sr
 

力
に
 

し
て
 

「
こ
れ
は
 

ブ
ラ
ッ
ク
 

ボ
ッ
ク
ス
 

と
し
て
 

与
 

え
る
 

か
ら
、
 

何
も
 

文
句
 

言
わ
ん
 

と
、
 

目
的
 

に
か
な
 

っ
た
 

使
い
方
を
 

し
 

f
 

い
」
 

と
い
 

う
 

ふ
う
な
 

扱
い
、
 

こ
れ
 

だ
と
、
 

買
っ
た
 

人
 

間
は
、
 

そ
れ
が
 

自
分
の
 

も
の
な
 

の
に
 

f
 

見
せ
て
 

も
ら
え
な
い
 

、
ど
う
 

働
い
て
 

い
る
 

の
か
 

わ
か
ら
な
い
。
 

そ
の
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

の
 

中
に
 

ど
ん
な
 

可
能
性
が
 

あ
る
の
 

か
と
 

か
、
 

ど
う
い
、
 

っ 
変
わ
っ
 

た
こ
と
 

が
で
 

き
る
 

か
、
 

と
か
い
う
 

こ
と
が
、
 

全
部
 

ク
ロ
 

ー
 

ズ
 

さ
れ
 

て
し
 

ま
つ
て
 

い
る
。
 

そ
う
い
う
 

^
 • 

売
の
 

し
か
た
な
ら
、
 

コ
ン
 

ピ 
ユ
—
夕
 

な
ん
て
 

買
わ
な
く
て
も
 

い
い
。
 

ゲ
 

ー 
ム
 

や
る
 

に
し
て
も
 

ゲ
 

ー 
ム
 

セ
ン
タ
 

I 
ほ
ど
の
は
 

で
き
な
い
 

し
、
 

ワ
—
 

プ
ロ
 

や
る
 

に
し
て
も
、
 

ワ
—
 

プ
ロ
 

専
用
機
に
 

は
か
な
 

わ
な
い
。
 

で
も
、
 

工
夫
—
 

で
、
 

い
ろ
ん
 

な
 

こ
と
が
で
き
る
、
 

と
い
う
の
 

が
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

の
 

面
白
味
な
ん
 

や
か
ら
。
 

基
本
的
 
性
能
が
 
し
っ
 
か
り
し
て
 
い
て
、
 

あ
と
は
 
な
か
な
か
 
言
、
 っ こ

と
を
 
き
か
ず
、
 

ボ
！
 
ソ
 
と
し
て
い
 
る
、
 

そ
、
 っ
い
う
 
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 
が
 最
高
で
す
 
ね
。
 

M
S
X
 

は
 

新
し
い
 

語
学
 

教
育
を
 

ひ
ら
く
 

か
も
 

M
S
X
 
も
 そ
れ
に
 
近
い
で
す
 
ね
。
 

そ
う
、
 
欠
陥
 
だ
ら
け
 

や
し
ね
。
 

M
S
 
X 

は
 欠
点
を
 

見
せ
な
い
 

よ
う
に
、
 

い
ろ
い
ろ
 

な
 

き
 

や
な
ら
な
い
 

と
い
う
と
 

こ
ろ
 で
、
 

A
P
P
L
E
 

と
よ
く
 

似
て
 

い
る
。
 

そ
れ
に
、
 

語
学
を
 

扱
つ
 

て
る
 

立
場
か
ら
 

言
、
 

つ
と
、
 

M
S
X
 

は
讥
用
 

性
 

も
 

あ
る
し
、
 

I
f
 

学
^
:
 

の
 

ソ
フ
ト
を
 

の
せ
る
 

に
は
、
 

最
 

高
で
す
 

ね
。
 

た
だ
、
 

今
の
 

日
本
の
 

ソ
フ
ト
 

ハ
ゥ
ス
が
 

^
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
 

手
を
 

出
す
 

の
は
、
 

自
 

滅
 

に
つ
な
 

が
る
と
 

思
う
。
 

と
い
う
の
は
、
 

日
本
の
 

ソ
フ
ト
つ
 

て
、
 

英
語
が
 

ム
 

チ
ヤ
 

ク
 

チ
ヤ
な
ん
 

で
す
。
 

つ
づ
り
 

な
ん
か
 

マ
チ
 

ガ
 

ィ
 

だ
ら
け
。
 

ハ
 

ー
 

ド
で
 

も
そ
う
 

で
す
 

よ
。
 

富
 

士
 

通
の
 

F
M
I
7
 

の
^
:
 

の
 

ゥ
ラ
に
，
'
 

ェ
 

ク
ス
 

パ
ン
シ
 

ヨ
ン
 

•
ポ
 

—
卜
 

，
つ
て
 

あ
る
 

け
ど
、
 

こ
の
 

ス
ペ
ル
が
 

ち
が
つ
 

て
い
る
。
 こ
^
:
 

J 
や
、
 

外
国
で
は
 

売
れ
ま
せ
ん
 

よ
 

0 

t
 

の
 

も
の
 

も
、
 

英
語
の
 

表
示
で
、
 

ま
つ
 

た
 

i
s
 

学
 

的
に
 

成
立
 

し
な
い
の
を
 

平
気
で
 

使
つ
 

て
る
。
 

さ
ら
に
、
 

ゲ
 

I 
ム
の
 

ソ
フ
ト
で
 

も、
 

ル
 

— ル
が
 

ィ
ン
チ
キ
 

だ
つ
 

た
り
ね
。
 

日
本
で
 

も、
 

バ
ッ
ク
 

ギ
ヤ
 

モ
ン
の
 

ソ
フ
ト
が
 

い
く
 

、
つ
か
 

出
て
 

る
 

け
れ
ど
、
 

ル
—
 

ル
が
 

き
ち
ん
 

と
し
て
い
 

る
の
は
 

ひ
と
つ
 

も
な
い
。
 だ
か
ら
、
 

そ
う
い
、
 

つ、
 

英
語
，
^
 

ン
チ
 

キ
 

、
ル
—
 

ル
 

も
 

で
た
ら
め
の
 

ソ
フ
ト
^
:
 

つ
て
る
 

と
こ
ろ
が
、
 

§
 
 

(
語
学
)
 

ソ
フ
 

卜
に
鲁
 

巧
を
 

出
す
 

と
い
う
の
は
、
 

非
常
に
 

危
険
な
 

行
為
 

だ
と
 

思
 

う
ん
で
す
。
 

! 
そ
う
い
う
 

こ
と
を
 

監
視
す
 

る
 

機
関
 

が
 

必
要
で
す
 

ね
。
 

「
使
用
 

言
語
 

監
視
 

委
員
会
」
 

と
か
ね
。
 

M
S
X
 

も
、
 

せ
つ
か
く
 

マ
ィ
ク
 

ロ
ソ
フ
 

卜
 

つ
て
い
 

う
 

大
御
所
が
 

サ
ポ
 

ー 
ト
 

し
て
る
 

ん
 

で
す
か
ら
、
 

そ
う
い
う
 

ソ
フ
ト
の
^
^
 

と
か
、
 

チ
ェ
ッ
ク
の
 

機
関
を
、
 

ア
 

ス
キ
ー
 

な
ん
 

か
が
 

作
つ
 
 

た
ら
い
 
 

い
と
 

思
う
。
 
 

M
s
 

X
 

を
 

名
乗
る
 

g
 

は
、
 

そ
う
い
う
 

キ
ビ
 

シ
 

サ
が
 

必
要
 

や
な
。
 

語
学
 

ソ
フ
ト
 

も
、
 

英
語
な
ら
 

英
協
 

み
た
 

い
な
 

権
威
の
 

あ
る
と
 

こ
ろ
が
、
 

M
S
X
 

に
 

の
つ
 

か
つ
て
、
 

英
検
を
 

自
宅
 

受
験
で
 

き
る
 

よ
う
に
す
 

る
と
 

か
、
 

通
信
 

^
 

を
 

受
け
ら
 

れ
 

る
よ
う
 

に
す
 

る
と
 

か
。
 

そ
う
い
う
、
 

半
 

ば
，
バ
ム
器
，
と
し
て
の
肘
8
>
<
、
と
ぃ
ぅ
 

と
こ
ろ
ま
で
 
進
ん
で
 
行
け
ば
 
よ
い
、
 

と
 思
 

い
ま
す
。
 

M
S
X
 

が
、
 

教
育
 

ソ
フ
ト
の
 

分
野
に
 

進
 

出
す
 

る
な
ら
、
 

よ
つ
ぽ
ど
し
 

つ
か
り
し
た
 

計
画
を
 

も
つ
 

て
 

ス
タ
—
 

卜
 

し
て
 

欲
し
い
 

な
。
 今
の
 

ソ
フ
ト
に
 

い
い
加
減
な
 

も
の
が
 

多
 

い
の
は
、
 

コ
ン
 

ピ
ュ
 

I 
夕
が
 

用
意
し
て
 

く
 

れ
 

て
い
ろ
ん
な
 

こ
と
が
で
き
 

る
か
ら
、
 

ユ
 

1
 

ザ
 

ー 
が
 

自
分
で
 

工
夫
す
 

る
つ
て
 

い
う
 

こ
 

と
^
 

れ
て
 

し
ま
つ
て
 

る
と
 

こ
ろ
に
 

も
 

あ
 

る
ん
 

や
な
い
 

か
な
。
 

た
と
え
ば
、
 

日
本
の
 

コ
ン
ビ
 

ュ
ー
タ
 

に
 

は
 

グ
ラ
フ
 

ィ
ツ
 

ク
 

•
キ
ヤ
 

ラ
 

ク
タ
つ
 

て
の
 

が
 

あ
つ
て
、
 

ユ
ー
 

ザ
—
 

は
 

自
分
で
 

キ
ヤ
 

ラ
 

ク
タ
^
:
 

り
あ
げ
る
 

苦
労
を
 

し
な
い
。
 

A
 

p
 

p
 

L
E
 

i
i
 

そ
う
い
う
 

の
が
な
い
 

か
ら
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
 

人
が
、
 

ト
ラ
ン
プ
の
 

ハ
ー
 

ト
 

ひ
と
つ
に
 

し
て
も
、
 

工
夫
し
て
 

作
つ
 

て
い
 

る
。
 

そ
こ
が
、
 

素
晴
ら
し
い
 

ワ
ケ
 

で
、
 

だ
.
 

か
ら
 

ポ
ク
は
 

A
P
P
L
E
 

に
 

戻
つ
 

ち
 

や
つ
 

た
。
 

そ
の
 

A
P
P
L
E
 

が
ま
た
、
 

リ
サ
と
 

か
 

マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
 

と
か
の
 

新
 

機
種
 

で
、
 

こ
れ
ま
で
と
 

違
つ
 

た
 

方
向
を
 

示
し
て
 

ぃ
る
。
 

ポ
ク
の
 

よ
う
な
、
 

コ
ン
ビ
 

ユ
ー
タ
 

と
の
 

か
か
^
^
 

方
は
、
 

こ
れ
か
ら
 

難
し
く
な
る
 

か
も
し
れ
 

ま
せ
ん
 

ね
。
 

工
夫
の
 

楽
.
.
^
 

が
 

奪
わ
れ
る
 

形
で
 

次
の
 

世
代
の
 

コ
ン
 

ピ
ュ
ー
 

夕
が
 

i
 

し
て
い
く
 

み
た
い
だ
 

か
ら
。
 

—
 
CH 本

の
 
コ
ン
ビ
 
ュ
—
 
夕
は
フ
 
ア
ッ
 

シ
 
ヨ
ン
 
化
し
て
 
る
と
 
い
う
 
こ
と
 
も
 
言
え
 
ま
 

す
ね
。
 

あ
あ
、
 

買
う
た
 

ま
ま
 

ぜ
ん
ぜ
ん
 

さ
わ
ら
 

な
い
 

人
と
 

か
、
 

ひ
と
つ
の
 

目
的
 

だ
け
に
 

使
 

つ
て
る
 

と
か
ね
。
 

メ
 

ー 
カ
 

ー 
の
 

方
 

も
ど
ん
 

ど
ん
 

新
型
 

出
し
た
り
、
 

化
粧
 

だ
 

g
 

え
た
 

り
。
 

自
：
^
 

の
 

モ
ノ
で
 

左
刖
に
 

使
つ
て
 

た
 

周
辺
 

機
が
 

使
え
な
い
 

と
か
、
 

な
ん
か
 

ウ
サ
 

ン
ク
 

サ
ィ
。
 

そ
う
い
う
 

点
で
は
、
 

M
S
X
 

は
、
 

僕
は
 

革
命
 

や
と
 

思
つ
 

て
ま
す
。
 

こ
れ
 

そ
の
も
の
の
 

機
能
は
 

欠
点
 

だ
ら
け
 

や
け
ど
 

f 

革
命
は
 

$
 

叩
で
す
 

ね
。
 

日本の コン ピュ ー タ から、 いろん 

な，' 

うさん 

臭 
さ， 

が 
なくなつ 

てつた 

ら 
、いいと 

思います 

ね。 
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■  # 鈴 木 さえ子 1957、3、14、 東京の 国立 市 生まれ。 

■ 父は もと 声楽家、 母は もと ピアニスト 。彼女 

■ 自身 も 4 歳 頃から ずっと ピアノの 練習を 続け、 

" その 方向を 目指して いた。 76 年、 桐朋 学園 短 

■ 大に 入学し ドラムに 魅入られ たのは、 この頃 

■ である。 卒業後、 ベア トリー チェ、 フィルム 

■ス'  シネマな ど 数々 の バンドに ドラマー とし 

■ て 参加。 ベ アト リー チェは イース トウ エス ト 

" レディ ス 部門に 優勝。 8祥7 月、 『毎日が クリ 

~ スマス だったら j で LP デビュー。 丨 I 月に 夕 

- イ .トル 曲を シングルカット。 来年 6 月頃に 2 

■ 枚 目の L P を 予定して いる。 

メ リー クリスマス インタビュー 

EOPLE 鈴 木 さえ子 
ミュージシャン である こと、 女の子で ある こと、 そして、 

ふつうに 素 適な 毎日が… I 音楽に コンピュータが 不可欠に 存在に なった 今、 人間の 感性って どう 働 くんだろう？ 音楽の ノリは？ リズムは？ ミュージシャン である ことが、 とても 素直に 納得で きて しまう …… そんな 女性 ドラマー 鈴 木 さえ子が 語る、 これまでの 生活、 音楽、 
そして 私。  . 

て
 そ
こ
が
 
弱
み
な
 
の
 
そ
れ
を
 
自
分
て
 
ハ
 

ン
ド
 
組
ん
だ
 
時
に
 
す
ご
く
 
感
じ
て
 
ね
。
 
そ
 

の
 辺
が
 
す
ご
 
4
 
し
く
て
 
ね
。
 
コ
ピ
 
ー 
な
 

ん
 て
、
 
メ
 チ
ヤ
 
ク
チ
ャ
う
 
ま
い
ん
だ
 
け
ど
。
 

そ
れ
で
 
ピ
ア
ノ
で
 
プ
ロ
に
 
な
ろ
う
と
 
思
 

っ
て
た
 
か
ら
、
 
大
学
 出
て
か
ら
 
も
 ヤ
マ
ハ
 

の
 ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
の
 
整
 至
に
 行
つ
 
た
り
し
 

た
け
 
ど
、
 
や
っ
ぱ
り
 
違
う
な
 
と
 思
っ
 
て
。
 

他
の
 
楽
器
 
ひ
き
 
出
し
た
 
の
は
、
 
大
学
 
入
 

っ
て
か
ら
 だ
な
。
 

ド
ラ
ム
を
 バ
ン
ド
 組
ん
 

で
 や
り
 
出
し
た
 
の
が
、
 

18 歳
ぐ
 
ら
い
か
な
。
 

私
、
 
ド
ラ
ム
を
 
や
つ
て
 
る
 時
は
 
自
由
に
な
 

れ
 たの
ね
。
 

今
で
も
、
 

ド
ラ
ム
が
 

い
ち
ば
 

ん
 好
き
だ
 f
。
 ド
ラ
ム
の
 こ
と
 全
然
 知
 

ら
 な
か
っ
た
 
け
ど
、
 
な
ん
か
 
出
来
た
 
の
ね
。
 

手
足
 
バ
ラ
 
バ
ラ
と
 
か
 得
意
 
だ
っ
 
た
し
。
 
努
 

力
 せ
ず
に
う
 
ま
く
で
 
き
て
、
 
人
か
ら
 
ほ
め
 

ら
れ
 
た
の
が
 
快
感
っ
て
 
い
う
か
 
(笑)。 

L
 
 P
 
で
い
 
う
と
 
詞
^
#
！
 
い
て
る
 
曲
が
 
ひ
 

と
つ
し
 
か
な
い
ん
 
だ
け
ど
、
 
こ
と
ば
つ
 
て
 

苦
手
 
だ
つ
 
た
か
ら
ね
 
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ん
 

て
 
や
つ
て
 

る
と
、
 

こ
と
ば
 

な
ん
て
 

必
要
な
 

か
つ
た
 で
し
ょ
。
 

フ
ラ
ン
ス
の
 近
代
の
 ク
 

ラ
 シ
ッ
ク
 
な
ん
て
 
今
で
^
 
-K 好

き
な
ん
 
だ
 

け
ど
、
 
ラ
ベ
ル
と
 
か
 ド
 ビ
ッ
シ
 
ー 
と
か
い
 

う
 印
象
派
の
 
人
が
 
好
き
で
 
ね
。
 
子
供
の
 
頃
 

ピ
ア
ノ
 
ひ
い
て
 
て
 
「
_
 
第
一
集
」
 
な
ん
 

て
あ
っ
て
 

組
曲
に
 

な
っ
て
 

て
 「
喜
び
の
 

島
」
 

な
ん
て
の
 
が
 あ
る
と
、
 
例
え
ば
 
こ
こ
は
 
波
 

の
 音
で
 
…
…
 
と
い
う
 
風
に
、
 
全
部
 
音
で
 
ひ
 

け
ち
 
や
う
で
 
し
よ
。
 

そ
う
い
う
の
で
 
ず
つ
 

つ
て
き
 
た
か
 

天
才
、
 
と
は
 言
わ
な
い
 
け
れ
ど
、
 
あ
る
 

も
の
に
 
な
る
べ
く
 
生
ま
れ
 
育
つ
 
た
 人
と
 
い
 

う
の
は
 
い
る
も
の
 
だ
。
 
例
え
ば
、
^
^
 

さ
 

え
 子
は
 
そ
う
い
う
 
人
。
 
彼
女
は
、
 
並
み
は
 

ず
れ
て
 
銳
い
 
感
受
性
^
 
t： ち

、
 
テ
レ
ビ
を
 

見
る
 
劣
っ
 
に
 ク
ラ
シ
 
ッ
ク
^
 
i
 き、 

プ
ロ
 

に
な
る
べ
く
 
ピ
ア
ノ
を
 
習
つ
 
た
。
 

も
し
、
 

生
ま
れ
つ
き
の
 

型
 

ど
お
り
 

進
ん
 

だ
ら
、
 

彼
女
は
 

今
頃
、
 

ロ
ン
グ
 

ド
レ
ス
を
 

着
て
 

ク
ラ
シ
ッ
ク
 

ピ
ア
ノ
を
 

ひ
い
て
 

い
た
 

か
も
し
れ
 

な
い
。
 

と
こ
ろ
が
 

鈴
 

木
 

さ
え
子
 

は
、
 

女
の
子
が
 

美
し
く
な
る
 

i
 

っ
に
 

ミ
ユ
 

1
 

ジ
シ
 

ヤ
ン
に
 

な
つ
て
 

し
ま
つ
た
。
 

女
の
 

子
が
 

美
し
く
な
る
 

去
っ
 

に
 

n
 

だ
。
 

今
 

も
、
 

素
晴
 

し
く
 

大
型
の
 

女
性
に
 

な
り
つ
つ
 

ミ
ユ
 

—
ジ
シ
 

ヤ
ン
と
 

し
て
 

成
長
し
て
 

い
る
。
 

そ
 

の
 

意
味
で
は
、
 

鈴
 

木
 

さ
え
子
は
 

巫
女
 

的
な
 

ミ 
ユ
ー
ジ
 

シ
ヤ
ン
な
 

の
 

だ
。
 

自
然
に
 
対
し
て
 
蹲
 起
す
 
る
 伸
び
や
か
な
 

感
性
、
 
し
つ
 
か
り
し
た
 
音
楽
 
的
 基
礎
、
 
明
 

晰
な
頭
 
悩
 …
…
 
。
ど
れ
 
ひ
と
つ
と
 
つ
て
 彼
 

女
が
 
大
き
な
 
ミ 
ユ
—
ジ
 
シ
ヤ
ン
に
な
る
 
要
 

素
 じ
 
や
な
い
 
も
の
は
 
な
い
。
 

不
思
議
の
 
中
で
 
生
き
て
 

い
た
 
ふ
つ
う
の
 
女
の
子
 

デ
ビ
 

ユ
—
 

L
P
 

「
毎
日
が
 

ク
リ
ス
マ
ス
 

だ
っ
 

た
ら
』
 

は
、
 

お
も
ち
ゃ
 

箱
の
 

パ
—
 

テ
 

ィ 
の
よ
う
 

な
 

不
思
議
な
 

世
界
だ
っ
た
。
 

こ
 

の
 

世
界
が
、
 

彼
女
に
 

と
っ
て
の
 

現
実
 

だ
っ
 

た
と
 

聞
い
て
 

驚
い
た
。
 

鈴
 

木
 

さ
え
子
の
 

少
 

女
 

時
代
を
 

思
い
出
す
な
ら
、
 

高
 

野
 

文
 

子
の
 

『
絶
対
 

安
全
 

剃
刀
』
 

に
 

出
て
 

く
る
 

女
の
子
 

を
 

思
い
出
せ
ば
 

ピ
ッ
 

タ
リ
。
 

そ
し
て
、
 

そ
 

う
い
う
 

幻
想
 

的
な
 

世
界
を
 

18
 

歳
の
 

時
ま
で
 

保
っ
 

て
い
た
と
 

い
う
 

こ
と
が
'
 
 

彼
女
の
 

核
 

に
な
っ
 

て
い
る
 

よ
う
な
 

気
が
す
る
。
 

幽
霊
と
 か
 見
た
り
、
 変
な
 体
験
を
 よ
く
 

す
る
 子
供
だ
っ
た
 の。 こ

の
頃
 少
な
く
な
 

つ
た
ん
だ
 
け
ど
。
 
そ
う
い
う
の
 
好
き
だ
つ
 

た
し
ね
。
 

幽
霊
と
 

お 友
 
だ
ち
 
に
な
り
 

た
く
 

て 電
気
 
消
し
て
 
待
つ
 
て
た
り
 
し
て
。
 

そのせ いか、 草と か 動物と かは 生 

ま
れ
 
変
わ
り
 
だ
、
 
と
か
 
信
じ
た
り
 
し
て
て
 

ね
。
 
一
人
遊
び
が
 
好
き
な
 
子
供
だ
つ
た
 
の
。
 

一
人
で
 
空
想
し
た
り
 
と
か
。
 
だ
か
ら
 
デ
ィ
 

ズ
ニ
 
ー も

の
な
ん
 
か
、
 
す
ご
く
 
好
き
た
 
つ
 

た
の
ね
。
 

遊
 体
 離
脱
つ
て
 
言
つ
て
、
 
寝
て
 
い
る
 時
 

身
体
が
 
ふ
た
つ
に
 
別
れ
て
 
空
^
^
 
ぶ
つ
て
 

い
う
の
 
が
 あ
る
の
 
ね
。
 
こ
の
頃
で
 
き
な
い
 

け
ど
、
 
子
供
の
 
頃
そ
う
 
い
う
の
 
し
た
 
こ
と
 

あ
る
の
。
 
私
の
 
回
り
に
は
、
 
け
つ
こ
う
 
そ
 

う
い
う
 
体
験
が
 
あ
る
 
人
、
 
い
る
ん
だ
 
け
ど
。
 

だ
か
ら
、
 
ピ
 ー タ

—
 
パ
ン
 見
た
 時
は
、
 
そ
 

う
い
う
 
の
が
 
ふ
つ
う
 
だ
と
 
思
つ
て
 
た
の
ね
。
 

そ
れ
は
、
 
身
体
が
^
 
t) じ

な
 
の
。
 
回
り
 

は
 空
 ば
つ
 
か
し
で
 
ふ
わ
 
ふ
わ
 
暖
か
 
く
つ
て
。
 

み
ん
な
に
は
 
頭
が
お
か
し
い
と
 
思
わ
れ
 

て
た
。
 
何
に
 で
 i
 叩
が
 あ
る
と
 思
つ
 て
た
 

か
ら
、
 
s
 
が
つ
 
て
る
 
人
形
に
 
サ
リ
 
ー 
ち
 

や
ん
 と
か
 _
 
つ
け
て
、
 
正
月
と
 
か
ク
リ
 

ス
マ
ス
に
 

「
4
^
 サ
リ
ー
 
ち
 や
ん
 
へ
」
 
と
 

か
い
つ
 
て
 手
紙
 
出
し
た
り
 
し
て
た
 
し
。
 
結
 

局
、
 
家
に
 
手
紙
が
 
戻
つ
 
て
く
 
る
ん
だ
 
け
ど
。
 

今
 考
え
る
 
と
、
 
変
わ
つ
 
て
る
ん
だ
 
よ
ね
。
 

夜
 も、 

色
ん
な
 物
に
 お
や
す
み
な
さ
い
 言
 

つ
て
る
 
う
ち
に
 
寝
ち
 
や
う
と
 
か。 

な
ん
と
な
く
 
気
味
が
 
悪
い
 
し
、
 
特
別
 
人
 

に
 言
う
 
こ
と
で
 
も
な
 
い
ん
だ
け
 
ど
ね
。
 
今
 

で
も
 
幽
霊
な
ん
 
か
よ
く
 
見
る
 
け
ど
、
 
あ
ん
 

ま
り
 
良
い
 
こ
と
な
い
 
か
ら
、
 
や
め
る
 
よ
う
 

に
し
て
 
る
の
。
 だ
け
 

の
 歌
つ
て
 
あ
ん
ま
り
 
興
味
 

が
な
い
 
し
、
 
む
し
ろ
 
男
と
 女
と
 
か
 i
 
な
 

い
 前
の
 
部
分
で
 
子
供
の
 
遊
び
み
 
た
い
な
 
も
 

の
を
 
L
P
 
で
 出
し
た
 
か
つ
た
 
の
。
 
タ
ィ
ト
 

ル
 曲
 も
 遊
 体
 離
脱
の
 
こ
と
^
！
 
日
い
て
 
る
し
。
 

ち
よ
つ
 
と
 
ミ
ス
テ
リ
—
 
つ
ぽ
 
か
つ
た
り
 
メ
 

ル
 ヘ
ン
 つ
ぽ
か
つ
た
り
、
 

自
分
が
 体
験
し
 て
る
せ
 い
か
、
 
作
る
 も
の
 も
 そ、 つ

い
う
 風
 

に
な
つ
 
ち
 や
う
み
た
い
 
ね
。
 

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
 
ロ
ッ
ク
へ
、
 

そ
し
て
 
ド
ラ
ム
と
の
 
出
会
い
 

鈴
 木
 さ
え
子
の
 
第
二
の
 
核
は
、
 
ク
ラ
シ
 

ツ
ク
 。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
 

吸
い
 
あ
げ
た
 
良
 

も
の
が
、
 
婆
の
 
音
楽
の
 
握
 
だ
。
 

家
の
 
お
父
さ
ん
が
 
ク
ラ
シ
ッ
ク
 
好
き
で
 

ね
、
 家
で
 ょ
く
 
か
か
っ
て
 た
か
ら
、
 お
な
か
 

に
い
た
 
時
か
ら
 
胎
教
み
た
い
 
に
し
て
 
聞
い
 

て
た
 

の
ね
。
 

ず
っ
 

と
 
聞
い
て
 

た
か
ら
、
 

な
ん
 

か
 ノ
ス
 
タ
ル
 
ジ
 ー 
み
た
い
 
に
 出
て
 
く
る
の
 

ね
。
 
懐
し
 
い
も
の
 
だ
 …
…
 と
か
。
 

そ
れ
か
ら
、
 

音
感
な
ん
 

か
 

子
供
の
 

頃
 

か
 

ら 
良
か
っ
た
 

の
ね
。
 

そ
れ
で
 

両
親
が
 

こ
の
 

子
に
は
 

音
楽
の
 

才
能
が
 

あ
る
ん
 

じ
 

や
な
い
 

か
な
ん
て
 

思
っ
た
 

の
か
、
 

ピ
ア
ノ
は
 

4 
歳
 

頃
か
ら
 

習
っ
 

て
た
。
 

私
 

も
 

嫌
い
 

じ
 

や
な
 

か
 

つ
た
し
 

ね。
 

親
は
、
 

将
来
は
 

ク
ラ
シ
ッ
ク
 

の
 

ピ
ア
ニ
ス
ト
に
 

…
…
 

な
ん
て
 

思
っ
 

て
た
 

ん
じ
 

や
な
い
 

の
か
な
。
 

で
も
 私
自
身
は
 
ク
ラ
シ
ッ
ク
 
A
 間
 じ
 
や
 

な
く
て
、
 
姉
の
 
影
響
 
も
 あ
っ
た
し
、
 
中
学
 

か
ら
は
 
完
全
に
 
ロ
ッ
ク
の
 
方
に
 
傾
い
て
 
た
 

か
ら
ね
。
 

野
 音な
ん
 

か
、
 
み
ん
な
で
 

遊
び
 

に
 行
っ
 て
た
 し
。
 い
ち
ば
ん
 印
象
が
 強
 か
 

つ
た
の
は
 
、
レ
ッ
ド
 
•
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
。
 

そ
れ
で
 
親
は
 
嫌
が
っ
 
た
ん
だ
け
 
ど
、
 
音
楽
 

好
き
で
 
ベ
ー
 
ス
 な
ん
か
 
ひ
け
る
 
ボ
 ー
ィ
フ
 

レ
ン
 
ド
が
 
T
 き
た
り
し
て
、
 

じ
 
や
、
 
ピ
ア
 

ノ
 
ひ
け
 
る
ん
 
な
ら
い
つ
 
し
ょ
 
に
 バ
ン
ド
 
や
 

り
ま
せ
ん
 
か
っ
て
 
感
じ
で
 
バ
ン
^
^
み
 
出
 

し
た
の
 
が
、
 
中
学
 
•
高
校
ぐ
 
ら
い
か
な
。
 

ピ
ア
ノ
は
 
も
の
す
ご
 
&
 
習
し
て
 
た
か
 

ら
 手
は
 
す
ご
く
 
動
 く
ん
だ
 
け
ど
、
 
私
に
 
し
 

か
で
 
き
な
い
 
も
の
を
 
や
り
な
さ
い
 
っ
て
 
言
 

わ
れ
た
 
時
、
 
ク
ラ
シ
ッ
ク
 
や
つ
て
 
る
 人
っ
 

86 



I 

ら
 

、
こ
と
ば
よ
り
^
 

Hi
m 

で
 

表
現
す
 

る
 

ほ、
 

っ 

が
、
 

得
意
 

だ
つ
 

た
し
ね
。
 

だ
つ
 

た
し
ね
。
 

そ
れ
は
 

S
 

な
ん
か
 

も
そ
ぅ
 

み
た
い
。
 

ヤ
 

マ
 

ハ
の
 

ポ
プ
 

コ
ン
で
、
 

女
の
子
が
 

失
恋
し
 

て
詞
を
 

か
い
て
み
 

て
§
 

す
る
 

…
…
 

と
か
 

い、
 

吴
 

法
 

じ
 

や
な
い
 

せ
い
 

も
 

あ
る
け
 

ど
。
 

始
め
が
 

違
っ
た
 

せ
い
が
 

す
ご
く
 

大
き
い
 

み
 

た
い
ね
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
と
の
 

関
わ
 

り
と
 

私
の
 

め
ざ
す
 

音
楽
 

ク
ラ
シ
ッ
ク
 

人
間
で
は
 

な
い
 

け
れ
ど
'
 

音
楽
の
 

事
 

始
め
が
 

ク
ラ
シ
ッ
ク
で
あ
っ
た
 

こ
と
が
、
 

鈴
 

木
 

さ
え
子
を
 

他
の
 

ミ 
ュ
ー
ジ
 

シ
ヤ
ン
と
 

分
け
る
、
 

大
き
な
 

原
因
に
 

な
つ
 

て
い
る
。
 

彼
女
が
 

作
り
た
い
 

音
楽
と
は
、
 

「
テ
ク
ニ
ッ
ク
 

で
は
な
く
 

楽
器
で
 

語
る
 

音
 

楽
、
 

シ
ン
プ
ル
な
 

音
で
 

い
つ
ま
で
も
 

あ
き
 

な
い
 

音
楽
」
 

な
の
 

だ
そ
う
 

だ
。
 

ク
ラ
シ
ッ
ク
 

つ
て
 

誤
解
さ
れ
 

や
す
い
け
 

れ
ど
 

、
今
 

私
が
 

聴
い
て
 

る
 

フ
ラ
ン
ス
の
 

も
 

の
と
 

か
つ
て
、
 

と
に
か
く
 

あ
き
な
い
の
。
 

で
、
 

ビ
ー
 

ト
ル
 

X
 

な
ん
か
 

も
 

あ
き
な
い
で
 

し
ょ
。
 

私
、
 

ビ
 

ー
 

ト
ル
 

X
 

大
好
き
！
 

っ
て
 

わ
け
 

じ
 

や
な
い
 

け
ど
、
 

あ
き
な
い
 

つ
て
、
 

と
 

に
か
く
す
 

ご
い
 

こ
と
な
の
 

よ
ね
。
 

削
り
と
 

っ
た
 

も
の
の
 

な
か
で
、
 

い
ち
ば
ん
 

あ
き
な
 

い
も
の
っ
て
 

い
う
か
 

.
 

。
ム
 

—
ン
 

ラ
ィ
 

夕
—
 

ス
も
 

、
そ
う
い
う
 

と
こ
ろ
で
 

好
き
だ
 

し
ね
。
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現
代
 
っ
ぽ
い
 
も
の
っ
て
 
誰
で
 'i で

き
る
 

け
ど
、
 

10  0 年
た
 
っ
て
も
 
あ
き
な
い
っ
 

て
い
う
 
も
の
が
、
 
i
 
で
も
 
f -1

 
ル
 
•
デ
 

コ で
も
そ
う
 
だ
け
ど
、
 
そ
う
い
う
 
も
の
が
 

好
き
な
 
の
ね
。
 
慶
一
 
く
ん
と
 
も
そ
う
 
い
う
 

と
こ
ろ
で
 
意
見
が
 
合
っ
 
た
か
ら
。
 

私、いちばん好きなのは 

10 00か 

ら 
分かれた 

ゴッド 

レ  1 
& 
ク 
レー 
ム 
つて 

バンドが 

なにしろい 

ちばん 

好きで 

ね、 

とにかく 

カリスマ 

的で、 

子供の 

頃 
か 

ら 
ああい 

うのが 

やりたい 

って 
思って 

たの。 

マルチ 

プレ 

ー 
ヤ—だ 

し 
ビデオ 

の 
会社 

もやって 

るんだ 

けど。 

今でも 

レ
コ
ー
 

ド
^
^
こ
う
 

と
す
る
と
 

、
ゴ
ッ
ド
 

レ— 

& 
ク 
レ— 

ム^# 

いちやう 

のね。 

今
 聴
い
て
も
 
か
な
わ
な
 
い
し
ね
。
 

で
、
 
何
が
 
あ
き
な
い
 
も
の
な
 
の
か
な
 
っ 

て
、
 
だ
ん
だ
ん
 
考
ぇ
て
 
き
て
、
 
い
つ
ま
で
 

た
つ
て
 
i
 
日 楽
に
 
関
係
な
 
く
 大
切
に
 
し
て
 

る
 も
の
、
 
好
き
な
 
も
の
^
 
i
M
 
 く
ん
と
 
話
 

し
 合
っ
 
て
 書
き
 
つ
ら
ね
て
 
き
た
ら
、
 
子
供
 

の
こ
ろ
 
の
 も
の
だ
っ
た
 
り
と
 
か
、
 
今
で
も
 

見
た
い
 
映
画
と
 
か
に
な
 
っ
て
い
 
っ
た
の
 
ね
。
 

音
楽
 
だ
け
に
 
限
ら
ず
、
 
い
ち
ば
ん
 
難
し
 

い
こ
と
 
を
 や
ろ
う
と
 
し
て
 
る
ん
だ
 
ろ
う
け
 

ど
 .
 
。
何
で
も
そ
う
 
だ
け
ゼ
 
、
人
に
 
よ
 

く
 
思
わ
れ
た
い
 
っ
て
 気
持
ち
が
 
あ
る
で
 
し
 

よ。 音
楽
 

だ
っ
 

た
ら
、
 

f
 
や
っ
て
 

な
い
 

カ
ツ
コ
 
ィ
ィ
 
こ
と
を
 
し
て
、
 
人
を
 
ア
ツ
と
 

い
わ
せ
て
 
や
ろ
、
 っ
と
 
か
、
 
策
略
が
 
表
に
 
出
 

て
き
ち
 
や
う
の
 
よ
ね
。
 
ス
ゴ
ィ
 
っ
て
い
 
わ
 

れ
 た
い
つ
 
て
こ
と
 
で
 ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
 
さ
を
 

出
し
た
り
 
と
か
っ
 
て
、
 
す
ご
い
 
子
供
 
だ
な
 

っ
て
 
思
っ
 
た
の
ね
。
 

フ
ユ
 
1
 
ジ
ョ
ン
な
ん
 

て
 
一
時
 テ
ク
ニ
ッ
ク
を
 
競
い
合
っ
 
た
 時
期
 

が
 あ
っ
た
け
 
ど
 頂
点
が
 
見
ぇ
て
 
き
て
、
 
で
 

頂
点
に
 
た
ど
り
つ
い
 
た
も
の
を
 
今
で
^
^
 

い
て
る
 
か
つ
て
い
 
う
と
、
 
そ
う
じ
 
や
な
い
 

わ
け
で
 
し
よ
。
 
そ
う
い
う
 
も
の
に
は
、
 

と
 

に
か
く
 
こ
だ
わ
ら
な
い
 

よ、 っ
に
 
し
 i
 
っ
と
 

思
っ
た
 
の
ね
。
 

ド
ラ
ム
で
 
も
 何
が
 
い
ち
ば
ん
 
難
し
い
 
か
 

つ
て
い
 
う
と
、
 
ズ
 
ン
ズ
ン
 
ダ
ダ
ツ
 
つ
て
い
 

う
、
 
い
ち
ば
ん
 
単
純
な
 
リ
ズ
ム
で
 
ア
マ
 
チ
 

ュ
ア
か
 
プ
ロ
 
か
っ
て
 
出
る
 
と
 思
っ
た
 
の
ね
。
 

そ
の
 
ビ^ — 

卜
感
 
と
か
 
マ
ツ
 
ド
感
と
 
力
が
 

そ
う
い
う
 
と
こ
ろ
の
 
追
求
つ
 
て
、
 
永
遠
 
じ
 

や
な
い
 
の
か
な
。
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
^
^
つ
 
た
 録
音
つ
 
て
 今
 

は
 考
え
ら
れ
な
 
い
ぐ
ら
い
 
普
及
し
て
 
る
で
 

し
よ
。
 

今
は
 コ
ン
 ピユ
 

—
夕
で
 

M
C
4
 

と
 

か
 M
C
8
 
つ
て
い
 
う
 
口 ー 

ラ
ン
ド
の
 
コ
ン
 

ピ
ユ
 
ー
タ
が
 
あ
っ
て
、
 
そ
れ
が
 
信
号
^
:
 

っ
て
、
 
そ
の
 信
号
.
 に
 合
わ
せ
て
 
レ
コ
ー
 
デ
 

ィ
ン
グ
し
て
 
く
つ
て
 
い
う
、
 
全
部
 
そ
れ
に
 

な
っ
 
て
る
の
ね
。
 
そ
れ
が
 
い
ち
ば
ん
 
ナ
ウ
 

ィ
 
っ
て
い
 
わ
れ
て
 
る
せ
 
い
も
 
あ
る
ん
だ
 
け
 

ど
。
 
で
も
 フ
 レ
—
 X
 作
っ
た
り
 動
か
し
て
 

い
く
の
は
 
人
間
 
だ
か
ら
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 

タ
 

に
 支
配
さ
れ
 
る
つ
 
て
こ
と
は
 
な
い
 
と
 思
う
 

け
ど
。
 

最
近
 
ド
ラ
ム
な
ん
 
か
も
、
 
バ
ス
 
ド
ラ
な
 

ん
 
か
、
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
I 
夕
で
 
人
れ
 
て
る
の
 

ね
。
シ
ス
テ
マ
チ
ツ
ク
だ
 -1 、

ジ
ャ
ス
ト
 

に
 音
が
 
出
て
 
く
る
か
ら
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
 

—
の
 
方
が
 
う
ま
 
い
ん
だ
よ
 
ね
。
 

で
も
 
結
局
 
あ
き
る
 
と
甲
ヤ
 っ
の
ね
。
 
や
っ
 

ぱ
り
生
身
の
ノ
リ
っ
て
、
あ
る
で
し
夂
。
 

感
性
と
 
か
 感
情
つ
 
て
 音
楽
に
 
と
つ
て
 
は
い
 

ち
ば
ん
 
大
事
 
だ
し
、
 
そ
う
い
う
の
 
っ
て
 
コ 

ン
ピ
ユ
 
I 
夕
は
 
人
間
に
 
勝
て
な
い
 
か
ら
。
 

フ
レ
 
ー 
ズ
 だ
け
^
^
 
T え
る
 
ド
ラ
マ
 
ー 
な
ん
 

て
 成
立
 
し
な
い
と
 
思
う
な
。
 
ク
ラ
フ
ト
 
ワ
 

—
ク
 
み
た
い
 
に
な
る
 
と
、
 
あ
ま
り
に
 
も
 無
 

機
 的
 だ
し
。
 

こ
ん
ど
の
 
L
P
 
の
 録
音
で
 
も
、
 
頭
で
 
想
 

像
し
な
が
ら
 
ひ
と
つ
ひ
と
つ
 
作
っ
 
て
 か
な
 

き
 
や
い
 
け
な
い
 
か
ら
、
 
結
局
 
コン. ピ

ユ
ー
 

夕
に
 
お
世
話
に
な
ら
 
な
き
や
で
 
き
な
い
 

の
よ
 
ね
。
 
と
り
あ
、
 
nT す

 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー
タ
で
 

人
れ
 
と
い
て
、
 
後
で
 
無
機
 
的
で
 
か
わ
い
く
 

な
い
か
ら
 
人
れ
 
な
お
し
た
り
 
と
か
。
 

列
え
ば
、
 
ノ
リ
に
 
よ
つ
 
て
 ズ
 レ て

く
 
る
 

と
こ
ろ
ま
で
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
で
 
で
き
る
 
か
 

も
し
れ
 
な
い
 
け
ど
 
そ
れ
よ
り
も
、
 

ふ
く
ら
 

む
 
•
縮
む
 
っ
て
い
 
う
の
が
 
感
性
み
 
た
い
な
 

の
。
 
気
持
ち
の
 
タ
メ
と
 
か
。
 
そ
こ
ま
で
 
計
 

算
 し
て
や
る
な
ら
、
 

自
分
で
 
叩
い
た
 
方
が
 

早
い
 
の
ね
。
 今
は
、
 だ
ん
だ
ん
 
そ
う
い
う
 
ふ
 

に
な
つ
 
て
き
て
 
る
ん
 
じ
 
や
な
い
 
の
か
な
。
 

最
近
は
 
リ
ツ
 
プ
ノ
 
ィ
 
X
 ま
で
 
入
つ
 
て
く
 

る
ぐ
 
ら
い
す
 
ご
い
で
し
 
よ
。
 
立
体
的
に
 
な
 

つ
て
す
 
ご
い
し
ね
。
 
何
と
も
 
言
え
な
い
 
の
 

よ
。
 
楽
器
の
 
音
楽
性
に
 
よ
る
ね
。
 
大
貫
妙
 

子
の
 
な
ん
て
 
こ
ん
ど
の
 
録
音
は
、
 
深
み
の
 

あ
る
 
ア
コ
—
 
ス
テ
 ィ
ツ
 
ク
に
 
近
い
 
音
に
 
と
れ
 

て
る
か
ら
 
す
ご
く
 
い
い
し
ね
。
 

ど
う
い
、
 
っ 

音
楽
を
 
ね
ら
つ
 
て
る
 
か
つ
て
 
こ
と
に
よ
 
る
 

ん
じ
 
や
な
い
 
の
か
な
。
 

人
と
の
 
出
会
い
に
 
め
ぐ
ま
れ
て
、
 

女
の
子
は
 
素
直
に
 
頑
 ば
る
 
の
で
す
 

さ
て
'
 
 鈴
 木
 さ
え
子
は
 
鈴
木
慶
 
I
 と 結

 

約
し
て
 
い
る
。
 
す
ば
ら
し
い
 
拍
手
と
の
 
出
 

合
い
が
'
 
 
彼
女
の
 
音
楽
を
 
ど
ん
ど
ん
 
成
長
 

さ
せ
て
 
る
と
 
毛
 言
え
そ
う
。
 

そ
れ
に
 
坂
 本
 

龍
 
I
 や
 立
 花
 
ハ
ジ
メ
 
や
 泉
 谷
 し
げ
る
 
と
い
 

つ
た
 
音
楽
 
友
 だ
ち
 
と
の
 
接
触
か
ら
 
も
 十
分
 

に
 刺
激
を
 
受
け
て
 
い
る
。
 
そ
う
い
う
 
彼
女
の
 

伸
び
 
方
に
は
、
 
全
然
 
気
負
い
 
や
 無
理
が
 
な
 

く
て
 
い
い
。
 
さ
て
、
 
今
後
の
 
彼
女
は
 
…
…
 

〇 

慶
ー
 
ク
ン
 
も
 私
 も
 好
き
で
 
よ
く
 
2 人

で
 

映
画
 
見
に
 
行
つ
 
た
り
す
 
る
ん
だ
 
け
ど
、
 

2 

人
と
^
 

思
い
浮
か
べ
て
 
曲
を
 
つ
く
る
 

の
ね
。
 
殺
し
の
 ド
レ
ス
.
 

な
ん
か
で
 美
術
 

®
 
、
っ
シ
 —
ン
 
の
、
 
ス
ピ
—
 
ド
感
が
 
あ
り
 

な
が
ら
 
恐
い
 
気
持
ち
を
 
出
し
た
い
 
つ
て
 
言
 

う
と
、
 

そ、 っ
い
、
 っ 音

が
 
出
て
 
く
る
の
 
ね
。
 

2 人
で
 
ビ
デ
オ
の
 
音
 i
 
し
ち
や
っ
 
て
、
 

ィ
タ
リ
ア
 
映
画
 
や
 フ
ラ
ン
ス
 
映
画
の
 
ビ
デ
 

才
 見
な
が
ら
 
音
-
^
:
 
っ
た
り
。
 

そ、 っ
い
う
 

2 人
の
 
や！：： 4

^
 だ
と
、
 
す
ぐ
で
 
き
ち
 
や
う
 

の
ょ
 ね
。
 

慶
一
 
く
ん
っ
て
、
 
す
ご
く
 
照
れ
 
や
 だ
し
、
 

子
供
の
 
心
を
 
い
つ
ま
で
^
^
 
つ
て
る
 
人
な
 

の
。
 
Y
M
O
 と
か
 立
 花
 ハ
ジ
メ
 く
ん
と
 か
 

泉
 谷
 し
げ
る
 
さ
ん
と
 
か
ね
、
 
本
当
に
 
ガ
キ
 

大
将
み
た
い
 
な
の
。
 
く
だ
ら
な
一
 
い
 遊
び
 

に
 夢
中
に
 
な
つ
た
り
 
と
か
。
 
そ
う
い
う
 
遊
 

び
つ
 
て
、
 
音
楽
に
 す
ご
く
 出
て
 く
る
か
ら
 

ね
。
 
私
、
 
女
の
子
 だ
か
ら
、
 

そ
う
い
う
の
 

見
て
 
て
す
 
ご
く
 
良
く
っ
 
て
ね
。
 
女
の
子
っ
 

て
、
 
な
ん
て
い
 
う
の
 
か
 変
な
 
ふ
う
に
 
出
て
 

く
る
で
 
し
よ
う
、
 
そ
う
い
う
 
も
の
が
。
 

メ
ロ
 
デ
イ
の
 
し
っ
か
り
し
た
 
も
の
が
 
好
 

き
。
 
昔
の
 Y
M
O
 
の
 も
の
な
ん
 て
 メ
ロ
 デ
 

ィ* 
も
 ア
レ
ン
ジ
が
 
先
に
く
 
る
で
 
し
よ
 

う
。
 
そ
う
い
う
の
 
つ
て
 涛
仃
 
が
す
ぎ
 
る
と
 

聴
か
 
な
く
な
つ
 
ち
 
や
う
 
も
ん
ね
。
 
•
最
近
の
 

Y
M
O
 
は
 メ
ロ
 
デ
ィ
が
 
あ
る
か
ら
 
好
き
に
 

な
つ
た
 
け
ど
。
 

歌
が
 
も
つ
と
も
 
つ
と
 納
得
で
 
き
る
 
よ
う
 

に
 歌
え
 
る
ん
 
な
ら
、
 
も
つ
 
と
 歌
 や
り
た
い
 

け
ど
、
 
や
つ
ぱ
り
 
ど
う
し
て
も
 

詞
 だ
け
と
 

か
 レ
コ
ー
 
ド
 
だ
け
で
は
 
考
え
ら
れ
な
い
の
 

ね
。
 
映
 f
 
思
い
浮
か
べ
て
 作
つ
て
 る
か
 

ら
 、
映
画
音
楽
 
的
な
ん
 
だ
と
 
甲 ̂ ' つ

け
 
ど
。
 

だ
か
ら
 
や
り
た
い
 
の
は
、
 
映
画
音
楽
と
 

か
 ミ 

ユ
—
ジ
 
カ
ル
、
 
あ
あ
い
 
う
の
が
 
や
り
 

た
い
。
 
大
変
な
 
こ
と
な
ん
だ
 
け
ど
ね
。
 

セ
 

ッ
ト
 
^
 
楽
 も
 脚
本
 
も
 全
部
 
自
分
た
ち
 
で
 

や
つ
て
、
 
地
方
か
ら
 ¥
 示
に
 見
に
 く
る
み
 

た
い
な
、
 
t
e
 
り
の
を
 
や
り
た
い
 
な
。
 

男
の
人
 
だ
と
 
ラ
ィ
バ
ル
 
意
識
つ
て
 
の
が
 

い
つ
^
 

に
あ
る
 
か
ら
、
 
そ
う
い
う
 
と
こ
 

で
 く
じ
け
た
 
り
す
る
 
で
し
よ
、
 
つ。 

女
の
子
 

だ
と
 
も
つ
 
と
 図
太
い
 
と
い
う
 
か
、
 
あ
ん
ま
 

り
そ
う
い
 
う
こ
と
 
気
に
し
な
い
 
で
し
よ
。
 

そ
う
い
う
 
わ
が
ま
ま
が
^
 
M
 に
 出
る
 
と
い
 

い
な
 
あ
と
 
か
 思
、
 つ
な
 一。 
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借りる が 勝ち 0 
いま、 0A パソコンは 借りるべき だとい う 思想が ありま i; 

それは、 0A パソコンの 場 作、 レンタルに する ことが きわめて 作 坪 

的 だから。 展ボ会 川に、 研修 会 川に、 そして 決算期に、 さらに 

パソコン ラッシュ のなか 公 適の 機種を お選びになる ためにい ま 

人 Vi  I.W •中で 1； 

お 中 1込 みは お’, し, 》； で 

値 TW' 断行！ 

03-436-657 ブ代 

•、、希 ザ (二より、 パソコンの インストラクター 

及び ワードプロセッサの オペレーターを 

随時、 派遣いた し聋 1； 

レンタルが 便利な のは ••… 
〇 手続きは 電話 1 本、 翌日から 使えます。 

S 各 メーカーの 最新 機種が いつも 0K。 が1 @ もし ト ラブ ルが あっても 代替 機が すぐ 届きます。 

B 低 コス トで 利用で きる 経済性。 

@ 周辺機器 も、 きわめて 豊富です。 

パ 

ジャ コス/ 彳ソ コン レン タ; レ 価格表 （単位: 月) 
形  式 

1 ヶ月 

半年 （糸 1) 

本 

PC- 6001 

PC-6001  MKn 

PP- 8001 

PC-8001  MKD 

4.300 

6.200 

体 
PC-8801 1 5.900 14,000 

PC -9801 24.500 21.500 

系 FM-7 
9.500 8.400 

FM-8 
4.900 4.300 

FM-11 

MY  OASYS-  D 

21.500 

33.600 

18.900 

ベが 纖
、 

鱗
 レ

砂。 

★パ' ノ^， 
一 

，一 

一で 

>'  p  c 

電話 一本で 全国 無料 配送// ，レンタル ♦斗 金の か 

15000 FU 上の 》§ 合 （，主) 
レンタル 14 金の 虻»ケ 

15000円 .末 属の壜 合 

配送 料 
全国せ 送 お客罎 のこ 負 担と なり ます -咧 1  23 区片 an 100円 

返送 料 全国 鳜 W、 レンタル 期 日 2 でに ご 返送 下さい | 

寅费 は. お* 裼 の::‘ 典担 てす レ ン タル 期日 It にこ 在 送 T? い 

if レ 

お 近  <  のジャ コスへ お 気軽に。 

東京 03(436)6571 福 岡 092(281 )0930 
大 阪 06(281)1096 仙 台 0222(83)0234 
名古屋 052(563)0551 礼 幌 011(281)2001 

♦  I  :率 年で 申込の 雕の 丨ケ月 料金 

1 年 以上の 申し込み a 更に* 51# 料金と なります， 

1 日からで ち レンタルで きます。 

例： 丨 ~ 3 日の 料金は 丨 ヶ月 料金の ふ 

★周辺機器 （モニターザ イス ク •プリンタ .ROM •モデ 
ム •カプラー その他） も レンタルで どうぞ。 

但し、 この場合の 送料は お客様の ご 負担と なります パソコン レンタル 事業部 〒1〇5 索 京# B 肩 区 西 新 幟 3-8-3 ラン ディノ ク新幟 ヒル 



ノ J ソ コン 少年 遍歴の 軌^^ 

藤本 繁君 20 歳 

大
人
た
ち
 
の
 間
で
は
、
 
パ
ソ
コ
ン
^
 
>1 

人
 遊
び
 
丄
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
 
シ
 
ョ
ン
の
 
欠
如
 

-
>
ネ
 暗
^
®
 
っ
た
 
も
ん
だ
 
と
い
う
 
図
式
に
 

心
を
 
痛
め
て
 
い
る
と
 
い
う
 
オ
ハ
 
ナ
シ
も
 
チ
 

ラ
 ホ
ラ
 御
く
 が
 1
N
 こ
こ
に
 者
 嘑
 す
る
 藤
本
 

摸
 
君
%
 

在
 

20 
歳
 

•
ァ
 
4
 

ハ
ィ
ト
 

中
)
、
 

勿
の
 よ
—
 
に
 見
ら
れ
る
 
少
年
 
だ
っ
 
^
 /. 

そ
れ
は
 
4 年

 前
の
 
こ
と
 
だ
つ
 
た
。
 
ま
；
 5?, 

ま
だ
 
巷
で
は
 
マ
イ
コ
ン
 
と
か
 
パ
ソ
コ
ン
と
 

い
う
 
こ
と
ば
は
 
遠
く
の
 
存
在
 
だ
と
 
思
わ
れ
 

て
い
た
し
、
 ネ
暗
 と
い
う
 こ
と
ば
 も
な
か
 

っ
た
。
 
「
家
に
 
来
れ
ば
 
ゲ
—
ム
 
が
で
 
き
る
 

せ
」
 と
い
う
 
友
 だ
ち
 
の
 軽
い
 
誘
い
で
、
 
パ
ソ
 

コ
ン
 
(
T
A
N
D
Y
 
 
T
R
S
-
 

80 )
 
に
 

出
会
っ
 
た
の
は
 
…
…
 

。 

元
来
、
 

運
動
 

嫌
い
 

•
人
と
 

同
じ
 

こ
と
を
 

す
る
 

の
は
 

ア
ホ
 

•
友
 

だ
ち
 

は
ご
く
 

少
数
 

•
趣
 

味
と
 

い
え
ば
 

乱
読
ぐ
 

ら
い
と
 

い
う
 

彼
の
 

趣
 

一
味
と
 

生
活
に
 

マ
ッ
 

チ
し
て
 

か
、
 

藤
本
 

君
と
 

i
 

バ
ソ
コ
 

ン
の
 

相
性
は
 

〇
 

だ
っ
た
。
 

こ
—
 

し
 

、
彼
は
、
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

•
ロ
ス
 

ト 
ラ
ブ
 

ャ
 

体
験
し
た
 

の
だ
っ
た
。
 

仍 に、
 

特
別
に
 

熱
中
 

k
 

と
い
う
 

わ
け
 

じ 

の 
り
ま
せ
ん
 

け
ど
ね
、
 

世
の
中
に
 

こ
ん
 

なに
' 

お
も
し
ろ
 

い
も
の
が
 

あ
る
の
は
 

知
ら
 

な
か
っ
 
た
と
い
う
 
感
じ
で
 
し
た
ね
。
 
始
め
 

は
 ゲ
—
ム
 
ば
っ
か
り
 
や
っ
て
 
た
ん
だ
け
 
ど' 

人
と
 
同
じ
 
こ
と
 
や
つ
 
て
て
も
 
つ
ま
ん
 
な
い
 

し、 
も
つ
 
と
 知
り
た
い
 
つ
て
 思
つ
 
て
、
 
そ
 

い
つ
に
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
 
借
り
て
 
一
週
間
 
ほ
ど
 

読
ん
で
 
み
た
ん
で
 
す
。
 
そ
し
た
ら
 
な
ん
と
 

な
く
 
わ
か
る
 
よ
—
 
に
な
っ
 
て
 …
…
 

」 

友
人
は
 
ゲ
—
厶
 
以
外
に
 
興
味
は
 
示
さ
な
 

か
っ
た
 が
、
 
I
 人
 遊
び
の
 好
き
な
 藤
本
 少
 

年
は
 
B
A
S
I
C
 
を
 独
学
で
 
マ
ス
タ
 
ー。 

い
つ
の
 
間
に
 
や
ら
 
彼
と
 
パ
ソ
コ
ン
と
の
 
お
 

つ
き
 
合
い
は
 
進
行
し
て
 
い
っ
た
。
 
高
 2 

の
 

春
だ
っ
た
。
 

つ
き
 
合
え
ば
 
つ
き
 
合
う
 
ほ
ど
 
欲
し
く
な
 

る。 
知
れ
ば
 
知
る
 
ほ
ど
 
ひ
か
れ
て
 
し
ま
う
。
 

パ
ソ
コ
ン
 
も
 人
間
 
も
 そ
の
 
辺
は
 
変
わ
ら
な
 

い
の
 
か
ど
—
 
か
は
 
知
ら
な
い
が
、
 
彼
は
 
パ
 

ソ
 
コ
ン
を
 
手
に
入
れ
 
た
く
な
 
っ
た
。
 
と
は
 

ゆ
—
 
も
の
の
 
高
校
生
の
 
身
、
 
金
は
 
な
い
。
 

た
だ
 
ひ
た
す
ら
に
 
ア
ル
 
バ
ィ
 
ト
を
 
続
け
'
 

当
時
 
人
気
の
 
あ
っ
た
 
日
立
の
 
b
a
s
i
c
 

M
 
A
S
T
E
R
 

J
r
.
 を
 
買
つ
 
た
。
 
こ
う
し
て
 

彼
と
 
パ
ソ
コ
ン
と
の
 
つ
き
 
合
い
は
、
 
後
に
 

は
 ひ
け
な
い
 
も
の
と
 
な
つ
て
 
し
ま
つ
た
 
の
 

だ
っ
 
た
。
 

「
や
っ
と
 

買
え
た
 

の
は
よ
 

か
つ
た
ん
 

で
す
 

け
ど
、
 

そ
の
 

頃
 

ど
ん
な
 

機
種
が
 

よ
い
の
 

か
 

ノ
よ
 

く
わ
か
ん
 

な
く
っ
て
 

割
と
 

騒
が
 

n
 

て
る
 

も
仍
を
 

買
っ
 

ち
ゃ
っ
 

た
ん
で
す
。
 

そ
れ
で
 

ま
ず
つ
 
《
0
 
 b
a
s
i
c
 
 
M
A
S
T
E
 R

 
J
r
.
 

っ
て
 

か
は
 

レ
ベ
ル
 

I
I
 

っ
て
 

機
種
の
 

や
 

き
な
お
し
で
、
 

メ 
チ
ャ
 

ク
チ
ャ
 

ソ
フ
ト
が
 

少
な
 

か
っ
た
ん
で
す
 

ね
 

ゲ
元
 

々
古
い
 

機
種
 

を
 

改
造
し
た
 

も
の
 

だ
か
ら
 

そ
れ
で
す
 

ぐ
に
 

飽
き
ち
 

ゃ
っ
て
、
 

触
 

わ
ら
 

な
く
な
っ
 

ち
 

ゃ 

っ
た
ん
で
 

す
」
 

そ
ん
な
 
ヮ
ケ
で
 
始
め
の
は
 
苦
い
 
体
験
 
だ
 

つ
た
よ
う
 
だ
。
 
こ
れ
は
 
も
つ
 
と
 パ
ソ
コ
ン
 

を
 知
る
べ
き
 
だ
と
 
思
い
た
 
っ
た
 
彼
は
、
 

マ
 

ィ
コ
ン
 
シ
ョ
ッ
プ
に
 
入
り
び
 
た
る
よ
—
^
!
 

な
る
。
そ
れ
で
研
究
の
末
、
次
に
買
っ
1
の
ぐ
：
 

が
 富
士
通
の
 
F
M
 
 
7。 

も
う
 
そ
#
!
^
 に
 

は
、
 
パ
ソ
コ
ン
 な
し
の
 生
活
 (1 #

 え
ら
れ
-
 

な
く
な
っ
 
て
い
た
。
 

い
 G
 の
閜
 に
か
 高
校
 

は
 卒
業
し
、
 
彼
は
 
マ
イ
 
n
/
 シ
ョ
ッ
プ
で
.
 

バ
イ
 
ト
す
る
 
お
兄
さ
ん
に
 
な
っ
て
 
い
た
の
 

だ
っ
た
。
 

「
秋
 葉
 原
 や
 渋
 谷
の
 
マ
イ
コ
ン
 
シ
ョ
ッ
プ
 

に
 通
い
つ
 
め
た
ん
 
で
す
。
 
ド
イ
ツ
語
の
 
専
 

門
 学
校
に
 
行
っ
て
 
た
ん
で
す
 
け
ど
、
 
そ
こ
 

が
 週
 2 回

で
 
暇
な
 
も
ん
だ
 
か
ら
、
 
マ
イ
コ
 

ン
 シ
ョ
ッ
プ
で
 
バ
イ
 
ト
で
 
き
た
、
！
^
 
石
 If 

鳥
 だ
し
。
 
で
も
 そ
 I す

る
と
ノ
 
^. た

別
な
 

の
が
 
欲
し
く
な
 
り
 だ
し
て
、
 
つ
い
こ
の
 
間
 

ア
ッ
 
プ
ル
の
 
コ
ン
パ
 4
 s を

 買
い
ま
し
た
」
 

初
体
験
が
 
悪
 か
 
7
 た
の
 
か
、
 
深
み
に
は
 

ま
つ
て
 し
ま
つ
 e
 の
か
、
 
パ
ソ
コ
ン
 歴
 4 

年
に
 
し
て
 
既
に
 
3 台

 も
の
 
機
種
を
 
買
い
 
替
 

え
て
い
 
^
 "
理
由
は
 
ソ
フ
ト
が
 

が
少
 

な
い
た
 
め
 …
…
 

。 

ッ プ
ル
の
 
コ
ン
パ
チ
は
 
日
本
で
は
 
考
 

え
 
* b' れ

 な
い
 
程
 ソ
フ
ト
が
 
あ
る
ん
で
 
す
。
 

そ
れ
げ
 本
 も
し
ろ
 
い
し
、
 
感
動
で
 き
 る
ん
 

一
で
 
$
 

な
ん
で
 
8 ビ

 
ム
で
こ
 

ん
な
に
 
表
現
で
 
き
 る
ん
^
 0 ぅ

み
た
い
 
： 
4' 

世
界
が
あ
っ
1
‘
 
…： 

ア
ッ
プ
ル
は
 
お
も
 
5
®
 

ろ
い
。
 
今
ま
で
の
は
 け
つ
こ
う
 

つ
ま
ん
 な
 

い
の
が
 
多
す
ぎ
 

そ
れ
で
よ
 
く 市

販
の
 

ソ
フ
ト
を
 
改
造
し
 
4
 
つ
た
り
 
し
て
 
遊
ん
 

で
ま
し
た
 
け
ど
ね
'
 
 
ア
ッ
プ
ル
 
買
つ
 
た
か
 

ら
も
う
 
そ
れ
は
 
し
な
く
て
 
い
い
し
、
 
今
は
 

満
足
し
て
 
ま
す
ね
」
 

こ
う
し
て
 
マ
イ
コ
ン
 
少
年
は
 
マ
イ
コ
ン
 

シ
ョ
ッ
プ
の
 
お
兄
さ
ん
 
に
な
り
、
 
そ
し
て
 

今
は
 
ソ
フ
ト
 
ゥ
 
H ア

開
 
発
の
 
会
社
で
 
ア
ル
 

w
」
 s
<
 i
h
 l
^
 し
て
い
る
。
 
思
え
ば
 
高
 
2
 
の
 
春
、
 

パ
ソ
コ
ン
と
 出
会
つ
 r
?
 から
 彼
の
 生
活
は
 

大
き
く
 
言
つ
 
ち
や
ヶ
 
と
 人
生
は
、
 

パ
 

-
V
 
コ
ン
と
 
共
に
 
歩
む
 
こ
と
に
 
4
-
 
つ
て
し
 
ま
 

つ
た
の
で
 
あ
る
。
 

「
パ
ソ
コ
ン
 

つ
て
 

文
科
系
 

も
 

理
科
 

系
 

も
 

関
 

係
な
い
で
 

し
よ
。
 

興
味
が
 

あ
れ
ば
 

誰
に
 

で
 

も
で
 

き
る
 

も
ん
な
ん
 

で
す
 

よ
ね
。
 

バ
ソ
コ
 

ン
 

少
年
が
 

ネ
暗
 

だ
と
 

か
 

言
う
 

の
は
 

バ
ソ
コ
 

ン
を
 

遊
ぼ
う
と
 

す
る
 

大
人
の
 

ヒ
ガ
 

ミ
で
す
 

よ
。
 

僕
は
 

別
に
 

暗
い
 

と
か
 

思
い
ま
せ
ん
 

よ
。
 

か
 

又
つ
 

て
 

機
械
 

ば
か
り
い
 

じ
つ
て
 

い
る
と
 

人
 

と
 

話
が
 

k
 
 

く
な
 

る
ん
 

じ
 

や
な
い
で
 

み
ん
な
が
 
パ
ソ
コ
ン
 
始
め
た
ら
 
人
と
 
同
 

じ
こ
と
 
を
す
 
る
ア
 
ホ
に
 
な
つ
て
 
し
ま
い
 
ま
 

せ
ん
か
？
.
 

と
い
、
 つ 質

問
に
、
 
「
そ
—
 で
 W
5
。
 

そ
し
 

/ 
»
 ら そ
の
 
時
は
、
 

誰
に
 

も
 真
似
が
 

で
 

き
な
い
 
ソ
フ
ト
を
 
作
ろ
う
か
と
 
思
い
ま
す
」
 

と
答
ぇ
て
〜
藤
本
君
は
明
る
く
笑
^
?
 

1-. 
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LOST  LOVE 
u ン ビュー^ •ロス ト ラブ 0 

岸
 

本
岳
史
 

く
ん
、
 

21
 

歲
 

。
塞
 

足
 

理
科
 

大
 

学
 

応
用
物
理
学
 

科
の
 

三
年
 

生
 

…
…
 

と
 

書
く
 

と
、
 

「
わ
—
'
 

ア
 

タ
マ
い
 

い
ン
 

だ
」
 

と
 

思
う
 

人
 

も 
多
い
 

!?
 

そ
う
い
う
"
 

う
れ
し
い
 

誤
解
々
 

は
、
〆
 

ん
ど
ん
 

し
て
 

下
さ
っ
 

て
 

か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
 
 

\
 

f
 

人
は
、
 

ご
く
 

普
通
の
 

大
学
生
。
 

シ
ャ
 

イ
な
好
 

青
年
な
 

の
で
す
。
 

一 -.'
 

応
用
数
学
 

研
究
会
と
 

い
う
、
 

理
科
 

太
の
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

I 
タ
ク
 

ラ
ブ
で
、
 

I 
B
M
4
3
 

4 
 

I 
大
型
 

コ
ン
 

ピ
ュ
—
 

夕
を
 

使
用
 

中
の
 

彼
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
と
の
"
 

お
つ
き
 

合
い
々
 

が
 

始
ま
っ
 

た
の
は
、
 

い
つ
 

頃
か
ら
？
 

「
大
学
に
 

入
る
 

ま
で
は
、
 

も
ち
ろ
ん
 

マ
イ
 

コ
ン
 

だ
っ
て
 

持
っ
 

て
い
な
 

か
っ
た
 

し、
 

コ 

ン
ピ
 

ユ
—
夕
 

の
こ
と
 

も
 

何
も
 

知
ら
な
 

か
っ
 

た
。
 

ク
ラ
ブ
に
 

入
っ
 

た
 

動
機
は
、
 

「
何
と
な
く
 

面
白
そ
う
 

だ
っ
 

た
か
ら
'
 
 

つ
い
 

フ
 

ラ
フ
ラ
 

と
 

(笑
)。
 

特
別
に
 

キ
カ
 

イ
が
 

好
き
と
 

い
う
 

こ
と
 

も
な
か
っ
 

た
ん
で
す
」
 

ど
ん
な
 

ク
ラ
ブ
な
 

の
か
な
。
 

「
う
ち
の
 

ク
ラ
ブ
は
'
 
 

応
用
数
学
 

研
究
会
 

と
い
つ
 

て
、
 

も
と
も
と
 

学
校
の
 

計
算
 

セ
ン
 

夕
—
 

に
あ
る
、
 

大
型
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

を
 

使
 

つ
て
、
 

数
学
な
ん
 

か
の
 

数
値
解
析
 

な
ど
を
 

や
 

0 
て
い
る
 

と
こ
ろ
 

だ
つ
 

た
ん
で
す
。
 

そ
 

の
 

流
^
 

今
で
も
 

内
部
 

S
 

つ
 

の
 

グ
ル
—
 

プ
に
 

分
か
れ
て
 

い
る
ん
で
 

す
よ
。
 

I
 

解
析
 

班
と
、
 

オ
ペ
 

レ
—
 

シ
ョ
 

ン
ズ
.
 

--
»;
 

サ
 

I 
チ
 

班
と
 

統
計
 

班
、
 

そ
れ
と
、
 

全
 
#
 

肉
 

か
 

違
い
ま
す
 

が
、
 

O
S
 
 

(
オ
ペ
 

レ
 

丄
ア
 

イ
ン
グ
 

•
シ
ス
テ
ム
)
 

班
の
 

四
つ
。
 

w
 
 く
は
 
O
S
 
班
な
ん
 
で
す
」
 

そ
-
)
 一 ' T 何

を
 
や
つ
て
 
い
る
の
。
 

「
O
S
 

班
と
 

い
つ
て
も
、
 

大
学
の
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
 

夕
；
^
 

b
 

ら、
 

の
 

O
S
 

は
い
じ
れ
 

な
い
 

の
^
^
 

高
度
な
 

と
こ
ろ
で
は
、
 

簡
単
 

な
 

プ
リ
 

プ
 

ツ
サ
と
 

か
を
 

つ
く
つ
 

た
り
、
 

先
輩
な
ん
 

か
が
 

バ
ス
 

ヵ
ル
の
 

簡
単
な
 

コ
ン
 

パ
イ
 

ラ
 

や
'
'
 

5
 

V
 

ジ
ョ
ン
の
 

高
い
 

言
語
を
 

低
い
 

言
語
に
 

変
换
 

言
語
 

ト 
ラ
ン
ス
 

ト 

I
 

夕
を
 

残
し
て
 

た
の
で
'
 
 

そ
う
い
う
 

の
を
 

研
究
な
 

ど
し
 

1
 

f
 

ま
あ
、
 

遊
び
な
 

が
ら
 

勉
強
し
て
 

い
 

4
 

サ
」
 

そ
れ
じ
ゃ
 

B
A
S
r
c
 

な
ん
か
は
 

全
然
 

ゃ
っ
て
 

な
 

ぃ
ん
だ
。
 

_
 

「
ま
ず
 

ク
ラ
ブ
に
 

入
る
 

^
 

、 
六
月
ま
で
は
、
 

フ
ォ
—
 

ト 
ラ
ン
を
 

教
え
て
も
 

ら
う
ん
で
 

す
。
 

中
に
は
、
 

高
校
の
 

時
か
ら
 

t
 

ハ
ソ
 

コ
ン
を
 

持
 

つ
て
い
て
 

B
A
S
I
C
 

を
 

や
つ
て
 

い
た
 

奴
 

も
い
 

ま
す
が
、
 

結
局
 

ク
ラ
ブ
 

T
 

は
 

フ
ォ
—
 

ト 
ラ
ン
か
ら
 

始
ま
る
 

の
で
、
 

大
体
 

一
列
に
 

並
ん
 

じ
 

ゃ
う
み
た
い
 

で
す
。
 

^
 

そ
れ
か
ら
 

後
は
'
 
 

班
 

別
に
 

分
 

究
 

活
動
す
 

る
ん
だ
 

け
れ
ど
、
 

結
局
、
 

は
や
る
し
、
 

や
ら
な
い
 

人
は
 

や
ら
な
い
 

女
い
 

う
 

感
じ
に
 

な
つ
ち
 

や
つ
て
 

い
る
み
 

た
 

低
迷
し
て
 

ま
す
ね
 

え
、
 

う
ん
 

(笑
)。
 

あ
と
は
、
 

バ
イ
ト
で
 

い
ろ
ん
な
 

企
業
に
 

ん
で
 

す
が
'
—
 

B
M
 

の
 

マ
シ
ン
が
 

多
 

い
で
し
 

よ
。
—
 

B
M
 

は
だ
い
た
い
 

コ
ン
パ
 

チ
に
 

な
つ
て
 

い
る
か
ら
、
 

ち
よ
つ
 

と
や
ら
 

せ
て
 

も
ら
つ
 

た
り
と
 

か
し
て
、
 

そ
う
い
う
 

と
こ
ろ
で
 

勉
強
し
た
 

り
す
る
。
 

そ
ん
な
 

感
 

じ
で
 

や
つ
て
 

ま
す
」
 

大
学
の
 

コ
ン
 

ピ
ュ
 

—
夕
は
 

I
 

年
生
で
 

も
 

使
 

又
る
 

の
？
.
 「
三
年
 

生
か
ら
。
 

そ
れ
ま
で
は
、
 

パ
ン
チ
 

機
で
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

自
分
で
 

打
っ
て
、
 

三
 

と
か
 

四
 

年
生
に
 

か
け
て
も
 

ら
う
ん
で
 

方 - r て 研 

一局、 

る 
人 

す
。
 

そ
れ
ま
で
は
 

オ
ペ
 

レ
—
 

シ
 

ョ
ン
で
 

き
 

な
い
か
ら
、
 

能
率
な
ん
 

か
も
の
 

凄
く
 

悪
い
。
 

ひ
ど
い
 

と、
 

I
 

日
 

一
回
し
 

か
 

計
算
で
 

き
な
 

い
と
 

か
。
 

計
算
が
 

上
っ
 

て
く
 

る
ま
で
'
 
 

勉
 強
で
 

も
し
て
 

い
れ
ば
い
 

い
ん
だ
ろ
う
 

け
ど
、
 

も
う
た
い
 

が
い
は
 

ボ
ケ
—
 

ッ 
と
し
て
 

待
っ
 

て
い
る
 

と
い
う
 

平
和
 

さ
で
。
 

だ
か
ら
 

^-
 

そ
 

の
 

反
動
で
、
 

三
年
 

生
に
な
る
 

と
 

入
り
浸
っ
 

ち
ゃ
う
 

人
 

も
い
 

る
ん
で
 

-'
t:
 

よ
」
 

ハ
ッ
 

カ
—
 

み
た
：
，
 

な
 

人、
 

い
る
？
 

「
ハ
ツ
 

カ'
 

7
 

つ
て
？
 

|_
*\
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
 

i
 

母
の
 

こ
と
。
 

ア
 

メ
リ
 

力
っ
て
、
 

大
学
の
 

図
 

窨
館
や
 

コ
ン
 

ピ
ュ
ー
 

夕
 

•
セ
ン
タ
—
 

が
 

二
 

四
時
 

間
 

営
業
で
 

し
 

よ。
 

そ
こ
で
、
 

夜
な
夜
な
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

• 

セ
ン
タ
—
 

忆
 
現
わ
れ
て
 

は
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
ー
 

夕
で
 

好
き
な
 

こ
と
 

や
っ
て
 

遊
ん
で
、
 

朝
に
 

な
る
と
 

ま
た
 

ど
っ
 

か
 

行
っ
 

ち
 

や
う
と
 

い
う
 

ほ
と
ん
ど
 

廃
人
に
 

近
い
 

学
生
が
 

い
て
、
 

そ
 

い
つ
ら
 

が
 

ハ
ッ
 

カ
—
。
 

社
会
問
題
 

に
な
っ
 

て
い
 

る
ん
だ
。
 

1
 

「
—
—
 

い
る
な
 

あ
そ
う
 

い
え
ば
 

(笑
)。
 

学
 

校
に
は
 

行
か
な
^
'
 

授
業
は
 

受
け
な
い
、
 

成
 

積
 

良
く
な
い
、
 

I
 

単
位
が
 

取
れ
な
い
 

っ
て
。
 

で
も
、
 

う
ち
 

费
 

学
な
ん
 

か
は
、
 

単
位
 

取
れ
な
い
 

と
す
ぐ
 

外
に
 

お
 

っ
ぽ
り
 

出
さ
れ
 

ち
 

や
う
か
ら
、
 

な
が
な
 

か
そ
 

こ
ま
で
 

鬼
に
 

な
れ
な
い
 

と
い
、
 

っ
 
 

1
 

J 
と
が
 

あ
る
し
、
 

そ
れ
 

に
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

1
4
 

稼
動
し
て
 

い
る
 

時
間
 

が
 

決
ま
っ
 

て
い
る
 

が
ら
、
 

ね
。
 

や
っ
ぱ
り
 

I
 

ピ
ユ
—
 

夕
の
プ
 

ロ
グ
 

ラ
 

厶
 

な
ん
て
、
 

や
る
 

時
に
 

I
 

〇
 

時
間
と
 

か
 

集
中
 

レ
な
い
，
 

^
 

で
き
な
い
も
の
だ
か
ら
。
毎
日
 

ち
よ
こ
ち
 

よ
こ
 

や
っ
て
 

行
っ
 

て
で
 

き
る
 

も
 

の
で
は
な
い
で
す
 

か
ら
ね
。
 

そ
う
い
う
 

意
 

味
で
は
、
 

環
境
の
 

せ
い
だ
と
 

い、
 

ri
 

?v
 

か
す
 

る
な
。
 

特
に
、
 

セ
ン
タ
—
 

•の
 

人
間
は
、
 

管
 

理
 

に
つ
い
て
 

ウ
ル
 

サ
イ
で
 

し
よ
う
。
 

余
り
 

自
由
に
 

使
え
な
い
 

と
い
う
 

こ
と
 

も
 

あ
る
し
。
 

だ
っ
 

た
ら
、
 

バ
イ
 

ト 
先
で
 

ち
よ
こ
ち
 

よ
こ
 

使
わ
せ
て
 

も
ら
っ
た
 

方
が
 

気
が
 

楽
 

だ
し
、
 

い
ろ
ん
な
 

こ
と
 

も
 

聞
き
 

や
す
い
し
 

ね
。
 

む
し
ろ
、
 

パ
ソ
コ
ン
 

ハ
ウ
ス
に
 

入
り
浸
 

つ
て
い
 

る
 

ガ
キ
の
 

方
 

じ
 

や
な
い
 

の
か
な
、
 

日
本
の
 

ハ
ツ
 

カ
—
 
 

! 
軍
は
。
 

す
ご
い
 

も
 

% 

ん
ね
 

、
ア
イ
ツ
 

ラは
，。
 

一
日
中
い
 

る
っ
 

て
 

ぃ
ぅ
 

し
」
 

y
 

, 

向
う
；
^
1
そ
う
い
う
ハ
ツ
カ
|
に
混
じ
 

っ
て
 

V
'
 

本
物
の
 

イ
ン
テ
リ
た
ち
 

も
 

猛
勉
し
 

て
い
る
 

っ
て
 

言
う
 

か
ら
ね
。
 

そ
う
い
う
 

両
 

極
端
が
な
い
 

と、
 

ダ
メ
 

な
の
か
 

も
ね
。
 

「、
っん
。 

ク
ラ
ブ
の
 

予
算
と
 

か
、
 

大
学
の
 

設
備
と
 

か
。
 

い
ろ
い
ろ
 

制
限
が
 

あ
る
で
 

し
 

ょ
う
。
 

今
 

だ
と
'
 
 

そ
れ
な
り
 

に
の
 

大
学
 

だ
 

っ
た
ら
'
 
 

プ
ロ
ロ
グ
 

と
か
 

リ
ス
プ
 

だ
と
 

か
 

ま
で
 

あ
る
し
'
 
 

う
ち
の
 

大
学
は
、
 

料
金
が
 

高
く
な
 

り
 

過
ぎ
る
 

と
い
う
の
で
、
 

T
S
S
 

も
 

使
え
な
い
 

か
ら
。
 

そ
の
 

辺
の
 

こ
と
は
 

あ
 

る
と
 

思
う
」
 

産
 

学
 

も
 

直
結
に
 

な
っ
て
 

い
る
み
 

た
い
だ
 

し
ね
。
 

「
パ
ソ
コ
ン
で
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

開
発
の
 

バ
イ
 

卜 
や
っ
て
 

い
る
の
は
、
 

多
い
 

け
れ
ど
…
。
 

そ
っ
ち
の
 

方
の
 

鬼
は
 

多
い
 

(
笑
)
」
 

パ
ソ
コ
ン
に
 

つ
い
て
は
、
 

興
味
は
 

な
い
 

の
？
 

「
あ
と
 

五
 

年
 

位
は
、
 

今
 

買
っ
 

ち
 

や
っ
た
ら
 

損
 

だ
っ
 

て
い
う
 

状
態
が
 

続
き
そ
う
 

だ
し
な
 

あ
 

(笑
)。
 

そ
れ
と
 

や
っ
ぱ
り
 

、
デ
ィ
ス
ク
 

が
な
い
 

と
 

使
え
な
い
 

と
 

思
う
 

か
ら
。
 

逆
に
、
 

±
 

貝
っ
て
 

K
K
 

た
ち
は
、
 

ゲ
—
ム
 

以
外
に
 

何
 

に
 

使
っ
 

て
い
 

る
ん
だ
ろ
う
 

っ
て
 

考
え
ち
 

や
 

う
。
 

自
分
 

•
か
 

死
ぬ
 

一
日
 

前
に
 

買
う
 

の
が
い
 

い
っ
て
 

話
が
 

あ
る
 

位
 

だ
か
ら
 

(笑
)。
 

今
は
 

ま
だ
、
 

オ
モ
 

チ
ャ
に
な
る
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

が
 

あ
る
か
ら
、
 

い
い
や
っ
 

て
 

感
じ
」
 

で
も
、
 

四
 

年
に
 

な
っ
た
ら
 

引
退
し
て
 

就
 

職
が
 

あ
る
ん
で
 

し
ょ
う
？
 

「、
っ〜
 

ん
 

。
も
、
 

っ 
皆
に
 

言
わ
れ
て
 

お
り
 

ま
 

す
。
 

や
っ
 

ぱ
リ
 

、
コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
 

関
係
の
 

会
社
に
 

行
く
 

人
が
 

多
 

い
ん
で
す
 

け
ど
ね
。
 

自
分
で
は
'
 
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
の
 

ア
—
キ
 

テ
ク
 

チ
ャ
—
 

そ
の
も
の
に
 

興
味
が
 

あ
る
ん
 

で、
 

そ
う
い
う
 

こ
と
の
で
 

き
る
 

と
こ
ろ
に
 

行
き
た
 

い
ん
だ
け
 

ど
、
 

会
社
 

入
っ
 

て
し
 

ま
 

え
 

ば
、
 

そ
れ
 

ど
こ
ろ
 

じ
 

や
な
い
 

か
ら
 

-
 

。」
 

そ
う
す
る
と
、
 

ハ
ツ
 

カ
 

ー 
に
な
る
 

し
か
 

な
い
/
.
 

「
ホ
ン
 

ト
に
 

(笑
)」
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に
 
ノ
ッ
乜
 

卜
し
て
 
お
け
ば
、
 
後
は
 
勝
手
に
 
メ
ッ
セ
—
 

ジ
を
 
送
り
出
し
て
 
く
れ
る
。
 
相
手
が
 
受
話
 

器
を
 
と
つ
て
 
最
後
ま
で
 
内
容
を
 
聞
き
と
 
る
 

と
 完
了
 
サ
ィ
ン
が
 
出
て
 
終
了
。
 
相
手
が
 
留
 

守
の
 
時
の
 
た
め
に
、
 
何
分
 
か
お
き
 
に
つ
な
 

が
る
ま
で
 
コ
|
 
ル
を
 
繰
り
返
す
。
 

こ
れ
 
さ
 

え
 あ
れ
ば
、
 
連
絡
の
 
つ
き
に
 
く
い
 
相
手
を
 

つ
か
ま
え
る
 
苦
労
 
も
な
く
な
る
…
 
か
な
？
 

も
つ
 
と
も
 
商
売
に
 
使
わ
れ
る
 
と
 
D
M
 
代
 

わ
り
に
 
セ
—
 
ル
ス
 
•
テ
レ
ホ
ン
が
 
か
か
つ
 

て
き
た
り
 
し
て
 
目
一
杯
 
困
る
。
 

ま
た
、
 
留
 

守
番
 

に
 f
 対
応
す
 
る
よ
う
 
に
な
つ
 
て
 

い
る
か
ら
、
 
留
守
番
と
^
 i 守が

 け
と
 電
話
 

•
テ
レ
ホ
ン
 
•
カ
 ー ド

 

シ
ヨ
 
ツ
ピ
ン
 
グ
 

— ジ
を
 // : 

ど
う
し
で
 
応
 待
が
 
終
つ
 
ち
 
ゃ
う
な
ん
 
て
才
 

モ
シ
 
ロ 現

象
 
も。 

こ
う
な
る
 
と、 

フ
 

ァ ク
シ
 
ミ
リ
と
 
同
様
、
 
深
夜
、
 
相
手
の
 
事
 

務
 所
が
 
閉
 
つ
て
い
て
も
 
情
報
 
だ
け
は
 
送
つ
 

て
お
け
る
 
か
ら
、
 
便
利
 
さ
も
 
増
す
 
だ
ろ
う
。
 

と
こ
ろ
で
、
 
近
頃
、
 
電
話
 
フ
ァ
 
ク
シ
 
ミ 

リ
の
普
 
及
に
 
と
も
な
つ
 
て
ィ
 
タ
ズ
 
ラ
 
•
プ
 

リ
ン
 
ト
が
 
流
行
の
 
気
配
と
 
か
。
 
朝
'
 
 会
社
 

や
 事
務
所
に
 
出
社
し
て
 
み
る
と
、
 
ど
こ
か
 

ら
 と
も
な
く
 
イ
タ
 
ズ
ラ
窨
 
き
 や
 
マ
ン
 
ガ
が
 

送
ら
れ
て
 
き
て
い
た
 
リ
 す
る
。
 
夜
中
の
 
自
 

動
 受
信
で
は
、
 

こ
ん
な
 

I 方
 的
な
 
配
信
を
 

防
ぐ
 
術
 も
な
い
 
と
い
う
わ
け
だ
。
 

こ
の
間
か
ら
 
実
用
化
 
さ
れ
た
 
力
—
 
ド
電
 

話
。
 
小
銭
 も
 
い
ら
な
い
 
し
、
 
も
う
 
少
し
 台
 

.
缴
 >
 増
え
れ
ば
 
か
な
り
の
 
便
利
 
モ
ノ
。
 

で
、
 

，
ど
 

ケ
访
 

な
ら
こ
の
 

際
、
 

あ
の
 

力
—
 

ド 
規
格
 

好
み
の
或
 

^
 
に
栩
手
 

•
留
守
が
 
け
 電
話
 

つ
ま
り
 
留
守
番
！
^
 
の
 便
利
 
さ
を
 
逆
転
 

し
て
み
 
よ
ぅ
つ
 
-
5
 ，
 卜 だ

。
 
ま
ず
、
 
こ
ち
 

ら
 側
に
 
伝
え
^
 

>  メ
ッ
セ
—
 
ジ
が
 
あ
る
。
 

こ
れ
を
 
相
!
^
 伝
え
た
い
 
の
 だ
け
ど
'
 
 
た
 

ま
た
 
ま
 
相
手
が
 
§
 s
 寸
 し
ち
や
つ
 
て
る
。
 
留
 

守
番
 
i
 
も
な
い
。
 
帰
っ
て
来
 
そ
う
な
 
時
 

間
に
は
、
 
鼻
は
 
他
の
 
仕
事
で
 
外
に
い
 
る
。
 

さ
あ
 
ど
ぅ
す
 
る
。
 
ま
た
は
、
 

同
 落
 会
の
 
幹
 

事
を
 
や
ら
さ
れ
る
 
こ
と
に
な
 

つ て
\
 一
度
に
、
 

同
じ
 
連
絡
$
 
を
 多
数
に
 
伝
え
な
》
 

ら
 な
い
。
 

そ
ん
な
 
時
、
 
留
守
が
 
け
 電
話
は
、
 

に
 自
分
の
 
声
を
 
レ
コ
—
 
ダ
—
 
に
 吹
き
】
 

相
手
の
 
T
E
L
番
 
号
 や
 予
定
 
時
刻
を
 
せ
 ッ 

、一
一 

度
に
 

j 
やな 

r T
 

スき -rr み、 

ム ラ グ □ ブ
-
 

ン 才 フ レ テ ⑤ 体 本 X 

s
i
 M 1 ン 

も
ち
ろ
ん
 
世
の
中
の
 
偉
い
人
 
賢
い
 
人
が
、
 

こ
ん
な
に
 
凄
い
 
メ
デ
ィ
ア
を
 
見
逃
す
 
は
ず
 

が
な
い
。
 
電
話
を
 
含
む
 
電
気
 
通
信
網
の
 
利
 

用
は
、
 
さ
ま
ざ
ま
な
 
分
野
で
 
考
え
ら
れ
て
 

いる。， 
も
ぅ
 
随
分
 
前
か
ら
 
専
用
の
 
通
信
 
回
 

線
を
 
使
っ
た
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
の
 情
報
 
送
受
 

が
 実
用
化
さ
れ
 
て
い
る
 
の
は
 
周
知
の
 
1
。
 

銀
行
 
や
 ク
レ
ジ
ッ
ト
 
•
力
—
 
ド
の
 
オ
ン
 
ラ
 

イ
ン
 
化
で
、
 
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
 
•
サ
—
 
ビ
ス
 

も
 日
々
、
 
充
実
し
て
 
い
る
。
 

そ
ん
な
 
代
表
例
 
以
外
に
 
も、 

企
業
内
の
 

情
報
 
交
流
 
や
 フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
な
 
^
 な
 ̂
 世
 

の
 中
い
た
 
る
 所
で
 
電
気
 
通
信
 
回
線
が
 
利
用
 

さ
れ
て
 
い
る
。
 
最
近
で
は
、
 
パ
ソ
コ
ン
 
用
 

2
 
曇
 
カ
ブ
 
ラ
 も
 S
 場
し
て
、
 
企
業
 
や
団
 

体
 レ
ベ
ル
で
 
な
く
、
 
個
人
 
レ
ベ
ル
で
 
も
電
 

話
 i
 
を
 電
話
 
以
外
の
 
目
的
に
 
使
ぅ
 
こ
と
 

が
 可
能
に
 
な
っ
た
。
 

い
や
い
や
、
 

こ
れ
 
だ
け
 
じ
 
ゃ
す
み
 
ま
せ
 

ぬ
。
 
ニ
ユ
ー
 
メ
デ
ィ
ア
の
 
子
供
た
ち
 
は、 

も
つ
 
と
も
つ
 

ご
 
進
歩
す
 
る
の
 
だ
。
 
そ
の
 
シ
 

ン
ボ
 
リ
ッ
ク
 
•
ヒ
—
 
〇
—
が
—
 
N 

s。 

こ
れ
は
 
電
電
公
社
が
 

21 世
紀
の
 
電
気
 
通
 

信
 シ
ス
テ
ム
と
 
し
て
 
計
画
し
て
 
い
る
 
一
大
 

ブ
〇
ジ
 

H ク
ト
；
 ̂
 
そ
の
 
建
設
 
黄
た
 
る
 や
 

総
額
 
三
〇
兆
 
円
と
 
い
う
か
ら
 
驚
き
/
 

そ
の
 
シ
ス
テ
ム
を
、
 
平
た
く
 
言
っ
 
ち
 
ゃ 

ぅ
こ
、
 
現
在
の
と
こ
ろ
、
 

5
 
つ
の
 
独
立
 
ネ
 

ッ ト
ワ
—
 
ク
 
で
あ
る
 
m
 報
、
 
電
話
、
 
電
信
、
 

デ
—
 
夕
 
、
フ
ア
 
ク
シ
 
ミ
リ
を
 
ひ
 
W
 
つ
に
 
ま
 

と
め
ち
 
ゃ
お
ぅ
 
つ
て
 
こ
と
。
 

具
体
的
に
は
、
 

ア
ナ
 
□
グ
 
信
号
で
 
送
ら
 

れ
て
 
い
る
 
電
話
網
を
、
 
他
の
 
通
信
網
と
 
同
 

じ
く
 
デ
ジ
タ
ル
 
化
す
る
。
 
そ
し
て
、
 

こ
の
 

5
 
大
ネ
 
ッ
ト
ワ
 
—
ク
を
 
一
本
の
 
デ
ジ
タ
ル
 

通
信
 
回
線
に
 
ま
と
め
ち
 
や
う
 
わ
け
。
 
こ
う
 

す
る
と
 
伝
送
速
度
は
 
ス
ピ
—
 
ド
 
ア
ッ
プ
す
 

る
 わ
'
 
 品
質
は
 
上
る
 
わ
'
 
 料
金
 
シ
ス
テ
ム
 

は
 合
理
化
さ
れ
 
る
 わ
 こ
い
う
 
こ
ご
な
 
し。 

こ
れ
に
、
 
大
 容
量
の
 
光
フ
 
ァ
ィ
ハ
—
 
や
 

通
信
衛
星
 
C 
い
っ
た
 
シ
ス
テ
ム
が
 
導
入
 
さ
 

れ
る
 
ご、 

ま
す
ま
す
 
グ
レ
—
 
ド
 
ア
ッ
プ
し
 

て
い
く
 
。
つ
ま
り
は
 
テ
レ
ビ
 
•! 話

、
 
V
R
 

S
 
 (
画
像
 
蜜
〇
 
シ
ス
テ
ム
)
 
、
キ
ャ
プ
テ
ン
、
 

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
 
新
聞
な
 
^
 
の
 多
く
の
 
通
信
 

サ
—
 
ビ
ス
を
 
低
 コ
ス
 
ト
で
 
手
鞋
に
 
提
供
し
 

て
 く
れ
ち
 
や
ぅ
。
 こ
ん
な
 
万
能
 
ネ
ッ
 
ト
ワ
—
 
ク
 時
代
に
は
 

と
 ん
な
 
電
話
 
だ
っ
て
 
思
い
の
ま
ま
に
 
作
れ
 

て
し
 
ま
ぅ
。
 
そ
こ
で
、
 

当
 
研
究
所
の
 
1
 

研
究
員
が
、
 

常
々
、
 
「
こ
ん
な
 
電
話
が
 
あ
っ
 

た
ら
な
 

ァ
 J
 
と
 
話
し
て
 
い
る
の
 
が
 
コ
レ
 

0 
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ま
ぅ
 

と
い
ぅ
 

仕
組
み
。
 

も
ち
ろ
ん
、
 

り
 

ス 

卜
を
 

前
 

•
後
に
 

早
送
り
す
 

る
キ
 

I 
も
つ
 

い
 

て
い
る
。
 

謹
 

番
号
の
 

イ
ン
プ
ッ
ト
は
、
 

も
ち
ろ
 

ん
 

街
角
の
 

電
話
 

ボ
ッ
ク
ス
 

で
も
で
 

き
る
 

が
'
 
 

こ
こ
は
 

ひ
と
つ
 

M
S
X
 

テ
 

レ
フ
 

オ
ン
 

を
 

使
つ
 

て
 

家
で
 

や
つ
て
 

し
ま
い
た
 

い
も
の
 

メ
モ
リ
—
 

力
—
 

ド
は
、
 

も
ち
ろ
ん
 

バ
ツ
 

テ
リ
—
 

内
蔵
の
 

も
の
。
.
 

ま
た
、
 

電
話
料
 

金
 

も、
 

こ
の
 

中
の
 

ク
レ
ジ
ッ
ト
か
ら
 

引
き
落
 

と
さ
れ
る
 

よ
う
に
し
て
 

お
く
と
、
 

ま
す
 

ま
 

す
 

使
い
 

勝
手
が
 

い
い
。
 

•
 

テ
レ
フ
ォ
ン
 

ナ
ン
パ
 

ー 

•
メ
モ
リ
 

1 

L
S
I
 

チ
ッ
プ
 

内
！
^
 

の
 

メ
モ
リ
—
 

力
一
 

ド
が
 

最
近
の
 
 

ど
か
。
 
 

こ
れ
を
 

電
話
 

番
 

号
の
 

記
^
^
 

使
っ
て
 

し
ま
う
 

電
話
な
ん
 

て
 

い
う
め
 

も
 

面
白
い
。
 

出
先
で
 

友
人
 

や
 

仕
事
 

先
 

一
一
 

電
話
す
 

る
 

時
'
 
 

電
話
 

ボ
ッ
ク
ス
に
 

入
 

っ
て
 

ア
ド
レ
ス
帳
を
 

開
く
 

と
い
う
 

行
為
は
 

結
構
 

め
ん
ど
う
く
さ
 

い
も
の
 

だ。
 

何
 

本
 

も
の
 

電
話
を
 

か
け
な
け
れ
ば
 

な
ら
 

な
い
 

時
な
 

ど
も
、
 

手
帳
の
 

あ
ち
こ
ち
を
 

引
 

く
の
 

が
 

意
外
と
 

大
変
。
 

よ
し
ん
ば
 

か
け
 

終
 

っ
て
も
、
 

う
っ
か
り
 

手
帳
を
 

電
話
機
の
 

上
 

に 置
き
忘
れ
ち
 

やっ
たり
 

する
。 

そ
の
 

点
、
 

こ
の
 

メ
モ
リ
—
 

力
—
 

ド
は
 

楽
 

だ
ぞ
 

/ 
こ
の
 

中
に
は
、
 

自
分
と
 

交
際
の
 

あ
 

る
 

個
人
、
 

会
社
の
 

す
べ
て
の
 

局
番
が
 

記
憶
 

さ
れ
て
 

い
る
。
 

電
話
 

ボ
ッ
ク
ス
に
 

入
っ
 

た
 

ら
 

、
専
用
の
 

ス 
リ
ッ
 

ト
に
 

力
—
 

ド
を
 

差
し
 

込
む
。
 

す
る
と
 

電
話
機
の
 

表
不
デ
 

ィ
ス
 

プ
 

レ
イ
に
、
 

次
々
 

と
 

記
憶
さ
れ
 

た
 

人
物
 

名
が
 

流
れ
て
 

い
く
 

「
か
け
た
い
 

人
物
が
 

表
示
 

さ
 

れ
た
 

と
こ
ろ
で
 

コ
|
 

ル
 

•
ボ
タ
ン
を
 

押
せ
 

ば
、
 

そ
れ
だ
け
で
 

電
話
が
 

つ
な
が
つ
 

て
し
 

の
ま
 

ま、
 

タ
バ
コ
 

や
ジ
ユ
 

ー
ス
の
 

自
動
 

販
 

売
 

機
に
 

使
え
な
い
 

も
の
 

か
し
ら
 

…
…
 

？
 

そ
れ
と
'
 
 

テ
レ
ビ
 

や
 

カ
タ
ロ
グ
 

雑
誌
を
 

見
て
の
 

テ
レ
ホ
ン
 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
 

使
え
 

上
り
 

す
る
と
い
 

い。
 

電
話
局
 

内
の
 

情
報
 

セ
 

ン
タ
 

が
'
 
 

実
際
の
 

お
金
の
 

出
入
 

リ
を
監
 

督
す
る
 

こ
と
に
な
る
だ
ろ
ぅ
 

け
ど
 

…
…
 

。 

(
こ
こ
 

4
1
 

で
く
 

る
と
'
 
 

ホ
—
 

ム
 

•
バ
ン
 

キ
ン
 

グ
時
代
 

1
5
 

見
え
て
 

く
る
。
)
 

ま
あ
、
 

物
品
の
 

販
売
と
 

1
6
 

る
と
'
 
 

い
ろ
い
ろ
 

問
題
 

も
 

多
い
 

だ
ろ
、
 

つ；
!：
 

ど
、
 

タ
バ
コ
 

な
ん
か
は
 

同
じ
 

公
 

社
 

同-
 

i
f
 

仲
良
く
 

ネ
ッ
 

ト
ワ
—
 

ク
を
 

張
つ
 

て
、
 

' 〇
 

の
 

力
—
 

ド
で
 

買
え
る
 

よ
ぅ
に
な
ら
 

な
い
か
な
 

ァ 
。
ま
た
、
 

こ
の
 

力
—
 

ド
が
、
 

家
庭
 

用
の
 

電
話
機
で
 

使
え
る
 

よ
う
に
な
る
 

と、
 

よ
く
 

話
題
に
な
る
 

電
話
料
 

金
の
 

不
明
 

朗
な
 

ど
も
 

1.
1 

?
に
 

解
決
さ
れ
 

る
ん
で
 

は
な
 

い
か
な
 

ア。
 

こ
り
 

や
も
う
、
 

読
ん
だ
 

と
お
り
の
 

ウ
ォ
 

—
ク
 

マ
ン
 

版
の
！
^
 

而
電
 

話
 

.0
 

w
s
x
 

の
 

利
 

用
と
は
 

少
し
 

か
け
 

離
れ
て
 

し
ま
う
 

け
ど
'
 

こ
り
 

ゃ
 

便
利
 

だ
っ
せ
，
 

車
 

載
 

電
話
 

も
 

結
構
 

実
用
化
 

さ
れ
て
'
 
 

次
 
^
 

る
 
ス
テ
ッ
プ
は
、
 

バ
イ
ク
 

用
 

電
話
、
 

そ
じ
て
、
 

最
終
的
に
は
、
 

こ
の
 

ウ
ォ
—
 

ク
マ
 

>
 

•
テ
レ
ホ
ン
 

だ
。
 

と
 

は
い
え
、
 

忙
 

L
 

ぐ
 

動
き
回
る
 

ビ
ジ
ネ
ス
 

マ
 

ン
 

に
は
、
^
 

署
 

を
 

捜
し
て
 

ゥ
 

□
ゥ
 

□
し
 

た
り
、
 

行
 

5I
J 

の
 

後
ろ
で
 

イ
ラ
 

イ
ラ
し
た
り
 

す
る
 

こ
 

と
も
な
く
、
 

絶
対
 

ウ
ケ
 

る。
 

ま
 

, 
|> て

 や
 最
近
の
 
長
 電
話
 
お
し
や
べ
 
り 

族
 

-- C は
 ピ
ッ
 
タ
リ
。
 
自
宅
か
ら
 
か
げ
て
 
い
 

>1 時
間
 
や
 2 
時
間
の
 
お
し
や
 
ベ
リ
な
 

T
 
珍
し
く
な
 

い
よ
つ
 

て
い
う
 

人
に
は
、
 

通
学
 
や
 通
勤
 
途
中
に
 
遠
く
 
離
れ
た
 
友
 だ
ち
 

， 

と
 自
由
に
 
会
話
で
 
き
る
 
な
ん
て
 
夢
み
 
た
 
1
 

な
 話
 だ
ぜ
。
 
 

M
 

•
文
字
 

多
重
 

電
話
 

つ
ま
り
'
 
 

留
守
番
電
話
に
 

入
つ
 

た
 

相
手
 

の
 

声
を
、
 

す
べ
て
 

文
字
 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
 

読
ま
せ
ち
 

や
お
う
 

つ
て
 

仕
掛
け
。
 

声
を
 

M
 

S
 
 

X
 

が
 

音
声
 

認
識
し
て
 

信
号
 

記
録
 

化
し
ち
 

や
う
。
 

ま
あ
、
 

留
守
番
電
話
 

も
 

便
利
な
ん
 

だ
け
ど
、
 

相
手
か
ら
の
 

用
件
の
 

録
音
が
 

! 0
 

分
 

も
 

20
 

分
 

も
ま
と
 

ま
つ
て
 

し
ま
う
 

と
'
 
 

そ
 

の
 

間
中
、
 

テ
レ
コ
に
 

く
ぎ
づ
け
に
 

な
つ
て
 

し
ま
う
 

の
が
 

め
ん
ど
う
 

だ
。
 

こ
う
し
た
 

メ
 

ッ
セ
—
 

ジ
は
 

、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
 

聞
い
て
 

い
く
ょ
り
、
 

文
字
情
報
 

と
し
て
、
 

パ
 

ッ
バ
 

ッ
と
 

流
し
 

見
し
た
 

方
が
 

早
い
 

時
 

も
 

あ
る
。
 

そ
こ
で
、
 

文
字
に
 

変
換
さ
れ
 

た
 

メ
ッ
セ
|
 

ジ
 

を
、
 

C
R
T
 

デ
 

ィ
ス
 

プ
レ
イ
で
 

読
ん
 

じ
 

や
お
う
 

つ
て
 

ワ
ケ
 

。
ま
あ
、
 

こ
こ
ま
で
は
 

1 

不
可
能
と
 

し
て
も
、
 

留
守
番
電
話
に
 

録
音
 

さ
れ
た
 
メ
ッ
セ
—
 
ジ
の
 
件
数
、
 

信
者
 

名
が
 

わ
か
る
 

だ
け
で
 

も
丄
 

ハ
ズ
〇
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「
何
 か
 
n 
ン
ビ
ュ
 

I 
タ
ユ
—
 
ザ
—
 
の
 役
に
立
て
る
 
仕
事
を
 
し
て
 

い
き
た
い
」
 
と
い
ぅ
 
こ
と
で
 
女
性
 
ふ
た
り
が
 
始
め
た
 
会
社
が
 
あ
 

る
。
 
シ
ス
テ
ム
ハ
ゥ
ス
 

ォ
 ブ
ト
が
 
そ
れ
 
だ
。
 

社
長
は
 
藤
 原
 君
 枝
さ
ん
 
三
十
 
三
*
、
 
そ
し
て
 
 

• 

取
締
役
は
 
石
 塚
 日
出
 
子
さ
ん
 
二
十
 
九
歲
。
 
 
>
 

二
 年
の
 
問
に
 
単
行
本
を
 
五
 冊
 出
版
し
、
 
 

プ
 
A
y
 

同
時
に
 
数
々
 
の
 マ
ニ
ュ
ア
ル
を
 
書
き
 

上
げ
て
 
い
る
。
 
現
在
、
 

ォ
 ブ
ト
は
 

社
 II が

 六
 人
。
 
女
性
 
ば
か
り
、
 

プ
 

ロ
グ
 
ラ
マ
 
や
 編
集
 
ス
タ
ッ
フ
を
 
集
ン
 
B1C •: 

め
て
 
ガ
ン
 
パ
っ
て
 
い
る
。
 
今
月
は
 
^
 W
 

こ
の
 
ォ
プ
ト
 
取
締
役
の
 
石
 塚
さ
ん
；
 n マ
^
^
 

に
 B
 を
閎
 
い
て
み
 
る
 こ
と
に
し
た
。
 
ダ
 e
 

1 尾
 

f 

令 

で
 二
 年
 目
に
な
る
。
 

石
 塚
さ
ん
 
は
 北
海
道
 
生
ま
れ
。
 
産
業
 
能
 

率
 短
大
で
 
マ
—
 
ケ
テ
 
ィ
ン
グ
を
 
専
攻
し
て
 

後
 最
初
に
 
勤
め
た
 
の
は
 
広
告
代
理
店
 

だ
っ
た
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
を
 

初
め
て
 

見
た
 

の
は
ち
 
ょ
う
ど
 
こ
の
頃
。
 
広
告
の
 
仕
事
の
 

麗
 
で
、
 
会
社
の
 
人
が
 
タ
ン
デ
ィ
の
 
T
R
 

S
—
 
8
0
 を
 
持
っ
て
 
き
た
。
 

「
何
だ
か
 
触
 
わ
 

っ
た
ら
 
壊
れ
て
 
し
ま
い
そ
う
」
。
 
そ
れ
が
 
初
 

め
て
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
 
夕
と
 
出
会
っ
 
た
と
 
き
の
 

感
想
 
だ
と
い
 
う
。
 

そ
の
後
、
 
石
 塚
さ
ん
 
は
 家
の
 
事
情
で
 
会
 

社
を
 
辞
め
て
 
一
時
 北
海
道
へ
 
帰
り
、
 
そ
し
 

て
 再
び
 
*
 
尿
へ
。
 
就
職
し
た
 
の
は
 
コ
モ
 
ド
 

I
 
ル
だ
っ
た
。
 
藤
 
原
さ
ん
 
と
 
出
会
っ
 
た
の
 

も
こ
の
 
時
期
 
だ
っ
 
た
。
 
こ
の
と
 
き
か
ら
 
石
 

塚
さ
ん
 
は
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
と
 本
格
的
に
 
つ
 

き
あ
い
 
出
す
。
 
藤
 原
さ
ん
 
は
 プ
ロ
グ
ラ
マ
 

と
し
て
 
コ
モ
 
ド
—
 
ル
で
 
働
い
て
 
い
た
の
 
だ
 
0 

「
そ
の
 
頃
は
 
ま
だ
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
が
 難
し
 

い
も
の
 
だ
な
ん
 
て
 誰
も
 
言
っ
 
て
な
か
っ
た
 

と
き
で
し
た
。
 
だ
か
ら
 
私
 も
 
コ
モ
 
ド
—
 
ル
 

に
 入
る
 
こ
と
に
 
何
の
 
抵
抗
 
も
な
か
っ
 
た
し
 

.
.
.
。
藤
 原
さ
ん
 
と
は
 
急
に
 
仲
良
く
な
 
っ
て
 

し
ま
っ
て
 
彼
女
の
 
部
署
に
 
ひ
っ
ぱ
ら
れ
ち
 

ゃ
っ
た
ん
 
で
す
。
 
そ
こ
で
の
 
私
の
 
仕
事
は
、
 

シ
ョ
—
!
!
®
^
 
の
 オ
ペ
 
レ
—
 
シ
ョ
 
ン
 と
い
ぅ
 

こ
と
で
し
た
。
 

で
も
、
 
最
初
は
 
仕
事
 
も
少
 

な
か
っ
 
た
ん
で
す
。
 
そ
れ
で
 
私
は
、
 
会
社
 

に
 置
い
て
 
あ
っ
た
 
ペ
ッ
ト
と
 
か
 C
B
 
M
 ' 

ビ
ッ
ク
と
 
い
つ
た
 
マ
イ
コ
ン
を
'
 
 
マ
ニ
 
ユ
 

ア
ル
を
 
見
な
が
ら
 
い
じ
り
 
だ
し
た
ん
 
で
す
。
 

わ
か
ら
な
い
 
と
こ
ろ
が
 
あ
る
と
、
 
副
社
長
 

を
 ひ
っ
ぱ
っ
 
て
き
て
 
解
説
を
 
頼
ん
だ
り
 
し
 

て
ね
 

(
笑
)
」
 

そ
ん
な
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
と
の
 
格
闘
が
 
入
 

社
 後
 三
 力 
月
く
 
ら
い
 
続
い
た
。
 
そ
し
て
 
そ
 

の
 間
に
 
藤
 原
さ
ん
 
は
 会
社
を
 
移
つ
 
て
い
つ
 

た
。
 

「
私
を
 
勝
手
に
 
ひ
っ
ぱ
つ
 
て
お
い
て
、
 

な
 

ん
て
 
思
い
ま
し
た
 
け
ど
 
(
笑
)
。
 で
も
 
会
社
が
 

変
わ
っ
 
ち
 
ゃ
っ
て
も
、
 
仕
事
で
 
わ
か
ら
な
 

い
こ
と
 
と
か
 
あ
る
と
、
 
い
つ
も
 
藤
 原
さ
ん
 

に
 電
話
し
て
 
聞
い
た
り
 
し
て
て
、
 
つ
き
あ
 

い
は
 
続
い
て
 
い
ま
 
じ
た
」
 

会
社
で
 
半
年
が
 
た
っ
た
 
頃
、
 
石
 塚
さ
ん
 

は
 西
武
 
デ
 パ
—
 
卜 
や
 ラ
ラ
 
ポ
—
 
卜
の
 
マ
ィ
 

コ
ン
 
教
室
の
 
先
生
と
 
し
て
 
子
供
た
ち
 
や
 
I
 

般
の
 
人
に
 
マ
ィ
コ
ン
の
 
講
義
を
 
す
る
 
こ
と
 

が
 主
な
 
仕
事
と
 
な
っ
て
 
い
っ
た
。
 

「
最
初
は
 
す
ご
く
 
疲
れ
ま
し
た
。
 
子
供
た
 

ち
は
 
ケ
ン
 
カ
す
 
る
し
、
 
質
問
 
さ
れ
て
も
 
答
 

え
ら
れ
な
 
い
な
ん
て
 
こ
と
 
も
 あ
り
ま
し
た
 

し
ね
。
 
で
も
、
 
だ
ん
だ
ん
と
 
慣
れ
て
 
き
て
、
 

そ
れ
に
 
教
え
て
 
る
ぅ
 
ち
に
 
自
分
で
 
も
 
コ
ン
 

ピ
 
ユ
—
夕
 
の
こ
と
 
が
ょ
く
 
わ
か
る
 
ょ
ぅ
に
 

な
つ
て
 
き
た
ん
で
す
」
 

そ
ん
な
と
 
き
、
 
ラ
ラ
 
ポ
—
 
卜
の
 
方
か
ら
 

休
み
の
 
日
 だ
け
で
 
い
い
か
ら
 
個
人
的
に
 
講
 

師
を
 
や
つ
て
 
ほ
し
い
と
 
い
う
 
話
が
 
石
 塚
 さ
 

踌
 
ネ
コ
の
 
シ
ゲ
 
も
ォ
 
ブ
ト
の
 

一
興
 
•
「
み
な
し
 
や
—
 
ん
、
 

オ
 ブ
ト
は
 
ス
タ
ッ
フ
を
 
募
集
し
て
 
い
る
 
ニ
 
ヤ
ン
。
 

ヨ
 

□
 
シ
ク
」
 
と
の
こ
と
 
で
し
た
。
.
 

参
 藤
 原
さ
ん
 
と
 
石
 塚
さ
ん
 
と
で
 
窨
き
 
あ
げ
た
 
マ
ニ
 
ユ 

ア
ル
は
、
 
数
十
 
冊
に
な
る
。
 
ポ
イ
ン
ト
は
 
誰
に
 
で
も
 

わ
か
る
 
よ
う
に
 
害
 
か
れ
て
 
い
る
と
 
こ
ろ
 
だ
。
 

h 

「
別
に
 
そ
れ
ほ
ど
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
が
 
好
き
 

だ
つ
 
た
わ
け
 
じ
 
ゃ
な
 
い
ん
で
す
。
 
た
だ
 
仕
 

事
を
 
す
る
 
の
が
 
好
き
で
、
 
そ
れ
で
 
な
ん
と
 

な
く
 
こ
ん
な
 
こ
と
 
や
つ
て
 
る
ん
で
 
す
」
 

と
い
ぅ
 
石
 塚
 日
出
 
子
さ
ん
 
は
、
 
シ
ス
 
テ
 

ム
 
ハ
ウ
ス
 

オ
プ
 
ト
と
 
い
ぅ
 
会
社
を
 
友
人
、
 

藤
 原
 君
 枝
さ
ん
 
と
と
も
に
 
設
立
し
て
 
今
年
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♦江村 留美 子さん 22m プログラマ 
コンピュータ はやれば やる ほ ど 面白いで すよ。 

自分で プログラムを 作って みるの もい いんじ ゃない かな。 

峰 斉藤高 子さん 28 歲 テクニカル ライター 
コンピュータと は 遊ぶ つ もりで 長く つきあっ 
ていく ことを おすすめ します。 

畢 矢沢慶 子さん 27 歳 輅務 

オ ブトは みんな 若くて ガンバって ますので よ 

石 

塚 
システムハウス •オプ ト 

鴯役 

i 

出 

Love  iomouter 
フイ ス纆 第 2 回 

參栗 原文 子さん 25 オ イラストレーター 
コンピュータ 好き もい いけれ ど、 あまりの め 

り 込まないで ホ ド ホ ドに。 

ど
'
 
 

私
の
 

考
え
つ
て
 

い
ぅ
の
は
 

独
立
し
た
 

と
き
と
 

全
く
 

変
わ
つ
 

て
い
ま
せ
ん
 

ね
。
 

と
 

に
か
く
 

こ
れ
か
ら
 

も
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

タ
ユ
—
 

ザ
—
 

の
 

サ
ボ
—
 

卜
を
 

し
て
い
き
 

た
い
と
 

思
 

つ
て
い
 

る
ん
で
 

す
」
。
 

藤
 

原
さ
ん
 

の
 

言
葉
と
は
 

反
対
に
、
 

シ
ス
 

テ
ム
 

ハ
ウ
ス
 

オ
プ
 

ト
は
 

こ
れ
か
ら
 

も
 

時
 

代
の
 

波
に
 

乗
っ
て
、
 

ど
ん
ど
ん
 

大
き
な
 

会
 

社
へ
 

と 
発
展
し
て
 

い
き
そ
う
 

だ
。
 

六
 

人
の
 

女
性
た
ち
 

に
 

期
待
し
た
い
。
 

月
、
 

ふ
た
り
 

だ
け
で
は
 

ど
う
し
て
も
 

大
き
 

い
 

仕
事
が
 

で
き
な
い
 

と
い
う
 

こ
と
で
、
 

石
 

塚
さ
ん
 

と
 

藤
 

原
さ
ん
 

は
 

会
社
を
 

設
立
し
た
 

0 

そ
れ
が
 

シ
ス
テ
ム
ハ
ウ
ス
 

オ
プ
 

ト
で
 

あ
 

る
。
 

会
社
を
 

設
立
し
て
 

か
ら
の
 

石
 

塚
さ
ん
 

と
 

藤
 

原
さ
ん
 

の
 

仕
事
ぶ
 

り
は
 

目
覚
し
 

か
っ
た
。
 

『
マ
イ
コ
ン
と
 

マ
イ
コ
ン
を
 

つ
な
ぐ
 

法
/
 

『
マ
イ
コ
ン
 

B
A
S
I
C
 

入
^
:
 

j
 
 

(
以
上
、
 

日
 

裔
 

業
 

出
版
社
)
、
 

『
ハ
ン
ド
へ
 

ル
ド
 

• 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

お
も
し
ろ
 

便
利
 

ノ
—
 

卜
』
 

(
ア
 

ス
キ
—
 

出
版
 

局
)
 

な
ど
 

単
行
本
を
 

次
 

次
と
 

書
い
た
。
 

出
版
社
か
ら
の
 

「
窨
 

い
て
く
 

れ
」
 

と
い
う
 

依
頼
は
 

常
に
 

絶
え
な
い
 

と
い
 

う
。
 

「
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
 

書
い
た
り
 

す
る
 

の
は
'
 

男
性
よ
り
も
 

女
性
の
 

方
が
 

向
い
て
 

い
る
ん
 

じ
 

ゃ
な
い
 

か
っ
て
 

思
 

う
ん
で
す
。
 

男
性
の
 

場
合
、
 

ど
う
し
て
も
 

文
章
が
 

固
く
な
っ
 

て
 

し
ま
う
 

し
、
 

知
っ
 

た
か
ぶ
り
っ
 

て
い
う
 

*
 

き
 

方
に
 

な
っ
て
 

し
ま
 

う
ん
で
す
 

よ
ね
。
 

そ
 

の
 

点
 

女
性
は
 

文
章
 

も
 

柔
ら
か
い
 

し
、
 

で
き
 

る
 

だ
け
 

簡
単
に
 

わ
か
り
や
す
く
 

*
 

こ
う
と
 

す
 

る
ん
で
 

す
/
 

そ
の
 

藤
 

原
さ
ん
 

の
 

言
葉
 

ど
お
り
、
 

ム
 

Z
 

方 

社
に
は
 

女
性
 

ば
か
り
 

六
 

人
、
 

プ
ロ
グ
ラ
マ
 

や
 

編
集
 

ス
タ
ッ
フ
が
 

集
ま
つ
 

て
 

ガ
ン
バ
つ
 

て
い
る
。
 

「ム
 

ス
 

マ
イ
コ
ン
は
 

す
っ
か
り
 

Y
N
I
 

厶
に
 

な
つ
て
 

し
ま
つ
た
 

と
い
う
 

カ
ン
ジ
で
 

す
け
 

ん
の
 

と
こ
ろ
に
 

舞
い
込
ん
で
 

来
た
。
 

ま
さ
 

に
 

日
本
が
 

マ
イ
 

コ
ン
ブ
—
 

厶
 

に
な
り
 

出
し
 

た
と
い
う
 

時
期
の
 

こ
と
 

だ
。
 

「
ラ
ラ
 

ポ
—
 

卜
か
ら
の
 

話
を
 

藤
 

原
さ
ん
 

に
 

し
た
ん
で
す
。
 

そ
う
し
た
ら
 

藤
 

原
さ
ん
 

が
 

す
ご
く
 

乗
り
気
に
 

な
つ
ち
 

ゃ
つ
て
。
 

独
立
 

し
て
 

ふ
た
り
で
 

何
 

か
 

仕
事
を
 

し
な
い
 

か
つ
 

て
こ
と
 

に
な
つ
 

た
ん
で
す
。
 

私
 

も
 

そ
ろ
 

そ
 

ろ
 

会
社
を
 

辞
め
ょ
う
か
と
 

考
え
て
 

い
た
と
 

き
な
 

の
で
、
 

そ
れ
 

じ
ゃ
あ
、
 

藤
 

原
さ
ん
 

は
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 

組
め
る
 

し
'
 
 

私
は
 

マ
ニ
 

ュ 

ア
ル
が
 

軎
け
 

る
の
で
、
 

ふ
た
り
で
 

何
か
コ
 

ン
ピ
 

ユ
 

I 
タ
ユ
—
 

ザ
—
 

と
 

直
接
 

関
わ
つ
 

て
 

い
け
る
 

仕
事
を
 

し
て
み
 

ょ
う
か
と
 

い
う
と
 

と
に
 

な
つ
た
ん
 

で
す
」
。
 

そ
し
て
 

独
立
し
た
 

石
 

塚
さ
ん
 

と
 

藤
 

原
 

さ
 

ん
の
 

と
こ
ろ
へ
 

最
初
に
 

来
た
 

仕
事
は
、
 

ヤ
 

マ
 

ハ
の
 

マ
イ
コ
ン
 

教
室
で
 

使
う
 

B 
 

A 
 

s 
I 

C
 

入
門
 

害
を
 

*
 

く
こ
と
 

だ
つ
 

た
。
 

プ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
の
 

部
分
は
 

藤
 

原
さ
ん
 

が
、
 

マ
ニ
 

ュ
ア
 

ル
の
 

部
分
は
 

石
 

塚
さ
ん
 

が
 

#
 

い
た
。
 

「
そ
の
 

時
点
か
ら
 

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
 

書
い
た
 

リ
 

す
る
 

の
が
 

主
な
 

仕
事
に
 

な
つ
て
 

き
ま
し
 

た
ね
。
 

ヤ
マ
ハ
で
は
 

ワ
イ
ズ
の
 

マ
ニ
 

ュ
ア
 

ル
な
ん
 

か
も
 

*
 

き
ま
し
た
」
。
 

や
が
て
 

ふ
た
り
で
 

仕
 

f
 

始
め
て
 

5 
仂
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音 架の ための ハー ド/ ソフ トに 関する ヤマハな 

ら ではの ノウハウと、 ヤマハ MS X 専用に 新開 

発された 7 稀 類の カスタム LSI によって、 本 

体 および 周 进 機器の 回路 部分の 高 集積 化を 達成 0 

ヤマハ 独 ri の 周辺機器で シ ス テム アツ プ すれ (f 

本格的 ミュージック コンピュータに 変身す る。 

ヤマハ  > 

Y 旧- 503 

力
—
 
ド
リ
—
 
ダ
—
 
で
 ミ
 
ュ
—
ジ
 
ッ
ク
 
テ
—
 
夕
を
 

読
み
取
っ
て
 
演
奏
 
開
始
。
 
腕
に
 
自
信
が
 
あ
る
な
 

ら
メ
 
 
ロ
デ
ィ
—
 
パ
ー
 
ト
を
 
受
け
持
つ
 
こ
と
 
だ
つ
 

て
で
 
き
る
 
ゾ
。
 

発
売
は
 
来
年
の
 
春
に
な
る
 
け
ど
、
〃
 
漢
字
 
ヮ
|
 

プ
ロ
 
ユ
ニ
ッ
ト
，
 

も
 用
意
さ
れ
 
て
い
る
。
 
約
 3、 

0
0
0
 
字
の
 
漢
字
 
R
O
M
 
が
 内
蔵
さ
れ
、
 

ュ
 

I
 
ザ
—
 
登
録
 
も
 
可
 熊
 
カ
タ
 
カ
ナ
、
 
か
な
 
霞
 

に
加
え
て
 

口  — 
マ
 字
 変
換
が
 
使
え
る
 
の
 も
 
ミ
リ
 

3*
 

《
だ
ね
。
 

キ
—
ボ
 
I 
ド
は
 
ス
テ
ッ
プ
ス
 
カ
ル
プ
 
チ
ヤ
—
 

方
式
を
 
採
用
し
、
 
キ
—
 
タ
ッ
 
チ
 も
 上
々
。
 
リ
タ
 

I
 
ン
キ
—
 
も
 
大
き
く
、
 
こ
れ
な
ら
 
打
ち
 
間
違
い
 

が
な
い
 
ね
。
 

ユ
ー
 
I
I
 ク
な
 
力
—
 
ソ
ル
 
キ
—
も
 
手
 

伝
っ
て
 
外
観
、
 
性
能
と
 
も
に
 
満
足
の
 
い
く
 
マ
シ
 

ン
だ
。
 

12 月
 
10 日

 発
売
 
(
6
 
 4、 

8
0
0
 
円
)
 

ミ
ユ
 ー
ジ
ッ
 
ク
フ
 
ア
ン
 待
望
 

メ
カ
ニ
ッ
ク
な
 
も
の
が
 
好
き
で
 
音
楽
が
 
好
き
 

で
、
 

一
度
 
シ
ン
セ
を
 
弾
い
て
 
み
た
い
 
け
ど
 
自
信
 

が
な
い
。
 
そ
ん
な
 
キ
ミ
に
 
お
ス
 
ス
メ
な
 
の
が
、
 

ヤ
マ
ハ
の
 

5 -
I
 
S
-
 
 
5
0
3
 
だ
。
 
本
体
 
下
部
の
 

60 ピ
ン
 
ス
ロ
ッ
ト
に
"
 
F
M
 
サ
ウ
ン
ド
 
シ
ン
セ
 

サ
イ
 
ザ
 
ユ
ニ
ッ
ト
 

(
1
-
9
、
 
8
0
0
 
円
)
"
 
を
 差
 

し
 
込
み
"
 
ミ
 
ユ
—
ジ
 
ッ
ク
キ
 
—
ボ
—
 
ド
 

1 
7
、
 

8
0
0
円
 
r
 
を
つ
な
 
ぐ
と
、
 

8
 
音
 
ポ
リ
 
フ
ォ
 

ニ
ッ
ク
の
 
本
格
的
な
 
デ
ジ
タ
ル
 
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
 

に
 早
が
 
わ
り
。
 
才
—
ト
 
リ
ズ
ム
 
機
能
、
 
自
動
 
伴
 

奏
 機
能
 
も
 付
い
て
、
 
キ
—
ボ
 
I 
ド
に
 
触
れ
る
 
の
 

が
 は
じ
め
て
 
で
も
 
安
心
 
だ
ね
。
 
演
奏
 
デ
—
 
夕
を
 

R
A
M
 
に
 
記
録
で
 
き
る
 
の
で
、
 
才
—
ト
 
リ
ピ
—
 

卜
 
も
 可
能
。
 
練
習
 
過
程
の
 
デ
—
 
夕
を
カ
 
セ
ッ
 
ト
 

テ
—
 
プ
に
 
セ
—
 
ブ
し
 
て
お
け
 
ば
、
 
後
で
 
聞
い
て
 

思
わ
ず
 
赤
面
な
ん
 
て
こ
と
 
も
 あ
り
そ
ぅ
 
だ
。
 

と
に
か
く
 
上
手
い
 
演
奏
を
 
聞
き
た
い
 
の
な
ら
'
 

プ
レ
イ
 
カ
ー
 
ド
を
 
使
つ
 
た
 自
動
 
演
奏
が
 
楽
し
め
 

る
。
 
"
プ
レ
イ
 
カ
—
 
ド
 
セ
ッ
 
ト
 
(
1
 
2、  8

0
 
 
0 

円
 r
 を
 
ス
ロ
ッ
ト
に
 
差
し
 
こ
め
ば
 
i
f
®
 
兀
了
。
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M
T
 LTI 園 □

驅
は
 

ビ
 ギ
ナ
 
ー 向

け
の
 

マ
 

シ
 

ン 

や
さ
し
い
 

M 
Q
 

V 

ひ
と
び
と
の
 
ヒ
 ツ
ト
ビ
 
ツ
ト
 
と
い
 
ラ
 n
 ン
セ
ブ
 
ト
で
 
発
売
さ
れ
 
た
ソ
ニ
 
I 
の
 M
 
 

. 

S
X
 
マ
シ
ン
"
 
H
B
 

55 " は" 
初
心
者
 
向
け
の
 
親
切
な
 
ホ
—
 
ム
 コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 

V
 

に
な
 
D
 そ- 0 だ

。
 
手
 M
 は
 H
 単
な
 
カ
 セ
ツ
 
ト
 感
覚
。
 
付
属
の
 
デ
—
 タ
カ
—
 
卜
 U
 

ツ
ジ
を
 
ボ
ン
と
*
 
し
 込
む
 
だ
け
で
 
住
所
*
 
や
 ス
ケ
ジ
 
ユ
—
 
ル
が
 
す
ぐ
に
 
作
成
で
 

吉
て
し
ま
5
0
キ
|
ボ
|
ド
は
ひ
ら
が
な
カ
タ
カ
ナ
対
応
な
の
で
、
英
字
の
苦
 

手
な
ぉ
父
さ
ん
"
ぉ
母
さ
ん
に
も
楽
し
く
使
っ
て
も
ら
ぇ
そ
 
5
 。
カ
ラ
|
は
"
 

レ
ツ
 
ド
と
 
シ
ル
バ
—
 
の
 2
 色
。
 
テ
 ザ
イ
ン
 
も
 親
し
み
 
や
す
く
 
前
面
に
 
丸
み
を
 
つ
 

け
て
 
あ
る
。
 
少
し
ず
つ
 
パ
ソ
コ
ン
を
 
マ
ス
タ
—
 
し
よ
 
5
 か
な
と
 
い
 5
 人
に
 
最
適
。
 

手
順
は
 
簡
単
、
 

カ
 セ
ツ
 
ト
 1
 

パ
ソ
コ
ン
の
 
ビ
 ギ
ナ
—
 
に
と
 
つ
て
 
一
番
 

望
ま
し
い
 
マ
シ
ン
は
、
 
や
は
り
 
簡
単
で
 
わ
 

か
 C* や

す
い
と
 
い
う
 
こ
と
。
，
 

め
ん
ど
う
く
さ
い
 
手
順
な
 
し
で
、
 
す
ぐ
 

使
え
る
 
マ
シ
ン
が
 
あ
つ
た
ら
、
 
即
 、
手
に
入
 

れ
 た
い
と
い
 
う
の
は
 
み
ん
な
 
同
じ
 
_
 
じ
 

や
な
い
 
か
な
。
 
こ
こ
で
 
_
す
 

る H
B
 

55 は、 
そ
ん
な
 
ユ
—
 ザ
ー
 
の
た
 
め
の
 
パ
ソ
 

コ
ン
ら
 
し
く
な
い
 
パ
ソ
コ
ン
'
 
 
誰
で
も
 
使
 

え
る
 
ホ
—
 
ム
 コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
と
い
え
 
そ
う
 

だ
。
 

ま
ず
、
 
付
属
の
 
力
—
 
ト
リ
 
ツ
ジ
を
 
ボ
ン
 

と
 差
し
込
む
 
と
'
 
 す
で
に
 
組
み
込
ま
れ
て
 

い
る
 
プ
ロ
 
グ
ラ
 
•
ム
が
 働
き
'
 
 特
に
 
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 
の
 知
識
が
な
く
て
も
 
買
っ
た
 
そ
の
 

日
か
ら
、
 
パ
ソ
コ
ン
 
と
し
て
 
使
っ
 
こ
と
が
 

で
き
る
。
 

力
—
 
ト
リ
 
ッ
ジ
は
、
 

カ
 セ
ッ
 
ト 壤

資
 
で
 

差
す
 
だ
け
 
だ
か
ら
'
 
 メ
カ
に
 
弱
い
 
お
 母
 さ
 

ん
 で
も
 
安
心
し
て
 
利
用
し
て
 
く
だ
さ
い
ね
。
 

キ
 j ボ

—
 
ド
は
、
 
キ
—
 
の
ス
ト
 
ロ
ー
 
ク
 

が
 短
い
 
の
で
、
 
使
い
 
な
れ
て
 
い
る
 
入
に
は
 

ち
よ
つ
 
と 打

ち
に
 
く
い
 
か
も
し
れ
 
な
い
 
が
'
 

な
に
し
ろ
 
ひ
ら
が
な
、
 

カ
タ
 
カ
ナ
 
対
応
な
 

の
で
 
わ
か
り
や
す
い
 
こ
と
こ
の
 
上
な
い
。
 

配
列
は
、
 •
ア
ィ
 ゥ H
 才
 配
列
 50 音)

 •に 

な
つ
て
 
い
る
し
'
 
 力
—
 
ソ
ル
 キ
ー
 
の
ス
ぺ
 

丨
ス
は
 
広
く
 
と
つ
て
 
あ
る
た
 
め、 

ゲ
—
ム
 

を
 す
る
と
き
、
 
ほ
か
の
 
キ
—
を
 
一
緒
に
 押
 

し
て
し
 
ま
う
 
と
い
う
 
心
配
 
か
；
^
 
て
い
い
。
 



_ お父さんは H  B  -  55 で スケジ ユー 

ル 管 さて 12 月 8 日は ■•… ^MS X マガジン々 の 発売日, 予告 内容を 

入れて おく と 便利 だね/ヘン コウ」 
「サク ジョ 」 も あるから、 必要が な 

< なったら すぐに 削除で きる。 

住
所
録
 

だ
っ
て
 

ク
？
 

が
な
"
 

だ
ぞ
 

さ
つ
 

そ
く
 

動
か
し
て
 

み
よ
ぅ
。
 

ま
ず
 

デ
 

I
 

タ
カ
—
 

ト
 

リ
ッ
ジ
を
 

ス
ロ
ッ
ト
に
 

差
し
 

込
ん
で
 

メ
ニ
ユ
 

I 
画
面
を
 

出
し
た
ら
'
 
 

|
 

番
 

上
の
 

メ
ニ
ユ
 

I、
 

"
住
所
録
，
 

靠
 

つ
て
み
 

よ、
 

つ。
 

カ
タ
 

カ
ナ
で
 

*:
 

/ 
ン
ュ
 

ウ
シ
 

ヨ
ロ
 

ク
々
 

と 
書
い
て
 

あ
る
と
 

こ
ろ
に
 

力
—
 

ソ
ル
を
 

合
 

わ
せ
 

リ
タ
—
 

ン
キ
—
 

を
 

押
す
 

と
 

住
所
録
の
 

初
期
 

画
面
が
 

出
て
 

く
る
。
 

そ
こ
で
"
 

サ
ク
 

セ
イ
々
 

に
し
て
、
 

"か
な/
, 

キ
 

ー 
を
 

押
し
、
 

キ
—
ボ
 

I 
ド
を
 

た
た
い
て
 

い
く
 

だ
け
。
 

も 

ち
 

ろ
ん
 

口 
 

— 
マ
 

字
で
 

入
れ
た
い
 

人
は
'
"
 

か
 

な
々
 

キ
—
を
 

押
さ
な
い
で
 

そ
の
ま
ま
 

打
ち
 

込
ん
で
 

い
く
 

だ
け
で
 

い
い
。
 

_
 

の
 

デ
—
 

夕
は
 

、
打
ち
込
ん
だ
 

も
の
 

を
 

リ
ス
 

ト
で
 

出
し
た
 

と
こ
ろ
で
 

あ
る
。
 

ひ
 

ら
が
 

な
だ
か
ら
、
 

小
さ
い
 

子
供
で
 

も
 

簡
単
 

に
 

作
成
す
 

る
 

こ
と
が
で
き
る
。
 

デ
—
 

夕
 

は、
 

|
 

本
の
 

力
—
 

ト
リ
 

ッ
ジ
で
 

八
〇
 

名
分
は
 

入
る
 

が
、
 

足
り
 

な
く
な
つ
 

た
 

ら
 

、
別
 

il
K 

の
 

力
—
 

ト
 

リ
ッ
ジ
を
 

利
用
す
 

る 

と
い
い
。
 

先
方
の
 

住
所
 

や
 

電
話
番
号
が
 

変
 

わ
つ
 

た
と
 

き
な
 

ど
も
、
 

デ
—
 

夕
を
 

消
し
て
 

打
ち
な
 

お
す
 

だ
け
 

だ
か
ら
'
 
 

イ
ン
ク
消
し
 

や
 

消
し
ゴ
ム
 

な
ど
と
 

い
う
 

め
ん
ど
う
な
 

も
 

の
は
 

使
わ
な
く
て
も
 

す
む
 

わ
け
で
 

あ
る
。
 

ス
ケ
ジ
 

ユ
ー
ル
 

管
理
 

も
 

お
ま
か
せ
 

次
に
 

ス
ケ
ジ
 

ユ
—
ル
 

表
を
 

作
成
し
て
 

み
 

よ
う
。
 

住
 

翼
と
 

同
じ
よ
う
に
"
 

ス
ケ
：
 

ユ
—
 

ル
"
 

に
 

力
—
 

ソ
ル
を
 

合
わ
せ
 

リ
タ
^
!
 

ン
キ
—
 

を
 

押
す
 

と、
 

ス
ケ
 

ジ
ユ
—
 

ル
の
 

期
 

画
面
が
 

表
わ
れ
る
。
 

同
じ
よ
う
に
 

サ
 

ク
 

セ
イ
"
 

に
 

力
—
 

ソ
ル
を
 

合
わ
せ
 

リ
^
^
 

ン
を
 

押
す
 

と
 

画
面
が
 

変
わ
り
す
 

ぐ
に
 

打
ち
，
 

込
ん
で
 

い
く
こ
と
 

が
で
 

き
る
。
 

た
と
え
ば
 

〇
月
 

X 
日
の
々
 

月
"
 

や
"
 

日
々
 

は
"
 

G
R
A
P
H
"
 

キ
—
を
 

押
し
な
が
ら
 

"月
 

,, , 
日，
 

キ
—
を
 

押
す
 

と
い
い
'
 
 

あ
と
 

は、
 

自
分
で
 

ひ
ら
が
な
、
 

カ
タ
 

カ
ナ
を
 

使
 

い 
分
け
 

ス
ケ
ジ
 

ユ
—
ル
 

表
を
 

作
つ
 

て
い
け
 

ば
 

良
い
 

の
で
 

あ
る
。
 

毎
日
、
 

仕
事
に
 

It
. 

し
い
 

お
父
さ
ん
は
 

メ
 

モ
を
 

な
く
し
た
 

〇
 

と
い
う
 

こ
と
が
 

な
い
し
、
 

家
族
の
 

行
事
と
、
^
 

y
 

の
 

仕
事
を
 

I
 

緒
に
 

入
れ
て
も
 

同
僚
に
 

見
ら
れ
る
 

心
配
 

も
 

•
い
 

な
に
よ
り
も
'
 
 ポタ
ン
 ひ
と
つ
で
 1
1
 

夕
の
 
出
し
入
れ
が
 

で
き
る
 

快
感
を
 

味
 
九
 つ 

て 
ほ
し
い
 
も
の
だ
ね
。
 

こ
れ
ま
で
 

ゲ
—
ム
 

の
 

楽
し
み
は
、
 

お
 

兄
 

さ
ん
だ
 

け
の
 

も
の
と
 

相
場
が
 

決
ま
つ
 

て
い
 

た
が
、
 

ホ
—
 

ム
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

の
 

出
現
で
、
 

お
父
さ
ん
、
 

お
母
さ
ん
 

に
も
 

楽
し
ん
で
も
 

ら
え
 

る
ょ
ぅ
 

に
な
つ
 

た
。
 

ゲ
—
ム
 

の
 

数
は
、
^
 

E
 

で
 

カ
ー
 

ト
 

リ
ッ
 

ジ
 

'
テ
—
 

プ
 

ベ
—
 

ス
を
 

含
め
て
 

一
 

五
〇
本
 

ぐ
ら
い
は
 

出
る
 

と
 

思
わ
れ
る
。
 

ユ
—
 

ザ
ー
 

サ
イ
ド
と
 

し
て
は
、
 

ゲ
—
ム
 

を
 

セ
レ
ク
ト
 

で
き
る
 

か
ら
 

買
つ
 

て
ガ
ツ
 

カ
リ
 

す
る
と
い
 

う
こ
 

と
も
な
く
な
 

つ
て
い
 

く
に
 

違
い
な
い
。
 

マ
シ
ン
を
 

手
に
入
れ
た
ら
、
 

あ
と
は
 

ソ
 

フ
ト
 

^
 

だ
か
ら
ね
 

。
ポ
ク
た
ち
 

と
し
て
 

も
 

ソ
フ
ト
 

ハ
ウ
ス
に
 

期
待
し
た
 

い
と
こ
ろ
 

だ
。
 

ジ
ョ
イ
ス
 

テ
ィ
 

ッ
ク
 

は、
 

も
ち
ろ
ん
 

M
 

S
X
 

マ
—
 

ク
の
 

つ
い
て
い
る
 

も
の
な
ら
 

ど
 

の
メ
—
 

力
—
 

で
も
 

使
え
る
 

が
、
 

ソ
 

ニ
—
 

の
 

ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
"
 

J
S
 

55
 

々
は
、
 

ビ
 

ギ
ナ
—
 

に
は
ち
よ
 

つ
と
 

硬
い
 

よ
ぅ
 

だ
。
 

し
か
し
、
 

デ
ザ
イ
ン
が
 

か
わ
い
い
 

し'
 

に
ぎ
 

る
 

部
分
 

も
 

女
の
 

コ
の
 

手
に
 

ち
よ
ぅ
 

ど
 

入
る
 

ぐ
ら
い
な
 

の
で
 

安
定
し
た
 

操
作
が
 

で
き
る
 

0 

ジ
ョ
イ
ス
 

テ
 

ィ
ッ
 

ク
を
二
 

本
 

セ
ッ
 

ト
し
て
 

二
人
で
 

ゲ
—
ム
 

を
 

楽
し
む
 

の
 

も
い
 

い
ね
。
 

J
S
 

5
5
 

の
^
^
は
 

四
、
 

五
〇
〇
 

円
。
 



よく できました 

t
f
t
 
争
 
争
 
f
 
•
#
 

ポ
ク
は
 
お
 勉
強
に
 

ガ
ン
バ
 
ル
 ぞ
！
 

パ
ソ
コ
ン
は
 
お
遊
び
 
だ
け
と
 
決
め
 
こ
ん
 

で
い
 
る
 教
育
 
マ
マ
 
ゴ
ン
 
さ
ん
、
 
お
 勉
強
 
だ
 

っ
て
し
 
つ
か
り
で
 
き
 る
ん
で
 
す
ょ
。
 
も
ち
 

ろ
ん
 
ソ
フ
ト
 
次
第
で
 
学
力
が
 
ア
ッ
プ
す
 
る
 

か
ど
ぅ
 
か
が
 
決
ま
 
る
ん
だ
 
け
ど
、
 
え
ん
ぴ
 

つ
と
 
ノ
—
 
卜
に
 
あ
き
あ
き
 
し
て
い
る
 
ボ
 ー 

ヤ
に
 
最
適
。
 
絵
を
 
見
な
-
が
ら
 
パ
ソ
コ
ン
で
 

お
 ベ
ン
 
キ
ョ
な
ん
 
て
、
 
さ
す
が
 
現
代
っ
 
子
 

だ
ね
。
 

た
だ
し
'
 
 
パ
ソ
コ
ン
で
 
学
習
す
 
る
 だ
け
 

で
 成
績
が
 
上
が
る
 
と
 思
っ
 
た
ら
 
大
 ま
ち
が
 

い。 

い
つ
の
 
世
 も
こ
れ
 
ば
っ
か
り
は
、
 

本
人
 

の
 努
力
し
 
だ
い
で
す
 
か
ら
ね
。
 
パ
ソ
コ
ン
 

と
 
ノ
—
卜
 
学
習
を
 
上
手
に
 
使
い
分
け
て
 
ほ
 

し
い
ね
。
 
 

, 

す
で
に
、
 
学
校
教
育
に
 
パ
ソ
コ
ン
を
 
使
 

用
し
て
 
い
る
 
ス
ク
—
 
ル
 も
 あ
る
と
 
い
ぅ
か
 

ら
 、
幼
児
期
か
ら
 
キ
—
ボ
 

I 
ド
と
 
情
れ
 
親
 

し
ん
で
 
お
く
の
 
も
 決
し
て
 
ス
ス
ん
 
だ
 こ
と
 

じ
 
や
な
い
 
か
も
し
れ
 
な
い
。
 

教
^
:
 ソ
フ
ト
 

は
 今
の
と
こ
ろ
 
数
は
 
出
て
 
い
な
い
が
、
 

ソ
 

フ
ト
 
ハ
ウ
ス
の
 
動
向
と
 
し
て
 
質
の
良
い
 
も
 

の
、
 
楽
し
い
 
も
の
、
 
わ
か
り
や
す
 
い
も
の
 

を
と
 
い
う
 
こ
と
で
、
 
少
 々
'
時
間
は
 
か
か
 

り
そ
う
 
だ
が
'
 
 
と
に
か
く
 
、
ソ
フ
ト
 
ハ
ウ
 

ス
に
 
期
待
 
す
る
と
し
 
よ、 つ。 

各
部
 
分
の
 
名
前
 
も
 

覚
え
て
 お
こ
ぅ
 

H
B
 

5
5
 の
 
独
自
の
 
ソ
フ
ト
 
内
容
を
 
説
 

明
し
て
 
き
た
が
、
 

ビ
 ギ
ナ
—
 
と
し
て
は
、
 

や
は
り
 
各
部
 
分
の
 
名
称
 
も、 覚

え
て
 
お
き
た
 

い
も
の
 
だ
ね
。
 

パ
ソ
コ
ン
 
雑
誌
を
 
読
む
 
と
き
の
 
参
考
に
 

な
る
 
し、 

最
低
 
こ
れ
ぐ
 
ら
い
は
 
知
つ
 
て
た
 

ほ
う
が
 
今
後
 
も
な
い
 
か
と
 
便
利
で
す
 
よ
。
 

t
t
t
t
t
t
t
t
 

卜
 

1
0
 

を
つ
 

と
、
‘
 

つ
 

フ 
、
ド
よ
"
 

に
よ
 

ば 

ソ
に
 

一
に
 

雨
め
 

#(
 

ん 

育
 

回
ポ
定
 

t
 

初
 

顔
が
 

教
丨
 

I 
判 

顔
，
 

の
に
 

(7
> 

.キ
 

の
の
 

る
れ
 

ぅ 

タ
リ
、
 

そ
り
く
 

晴
よ
 

I
 

よ
で
：
 

も
て
 

'' 
る
 

ユ 
"
の
く
 

く
で
は
 

な 

ビ
ん
 

る
い
"
 

が 
人
に
 

ン
く
 

出
て
 

顔
 

示
た
}
 

コ
ん
 

が
え
 

の 
表
っ
た
，
 

ド
て
 

題
 

答
れ
 

の 
だ
し
い
 

ン
ん
問
 

て
晴
惜
 

，
ま
し
 

ラ 
ま
の
 

っ
％
 

段
 

雨
き
 

ほ 
t
 

'' 
問
 

使
て
 

で
て
 

蕾 

102 



8；®® コンセント  消費 電力が、 

1 00  W ま での 機器を つな ぐ こと がで 

きる： つないだ 機器の 電源を入れて 

おくと、 コンピュータの ハ •ワース イ ッ チの 切! でつな いだ 機器の 蜜 源 

も 入れた リ 切った りする こ とがで き 

る 

(DC  H (チヤン ネル) 切 り 換え スイ ッ 
チ —— R  F 端子から 出る 信号を I チ 

ヤ ン ネル か 2 チヤン ネルに 切り換え 

る スイッチ： 家庭 用 テレビの RF 端 

子と 接続して 使う ときは、 放送の な 
い チヤン ネルに 合わせる 

とてた く こ はら 継 

ろ 合'  ぐ か 格 初 こ 
なと 心と 

。い 者が 

つと で 

たしき 

, (D テープ 端子  カセットテープの 
^ ケーブルを 差す ところ r 

(D1  «*  bus  入出力 端子で、 外 

部 装置 (拡張 力ー トリ ッジ など) と デ 
一夕の やりとりを すると ころ 

.  _  … 

Daudio、 video 端子  オーデ 
イオ、 ビデオを つなぐと ころ 

⑧プ リン タ 端子  プリン ダの ケ 
ー ブルと^! すると ころ- 

④ RF (テレビ 接 陵) 端子 ーテレ 
ビ と/ぐ ノ コンを つなぐと ころ- 

コード と
き
 

も
、
 

7
5
 

CJ
 

と
 

30
0 

Q
 

で
は
 

異
な
っ
て
 

い
 

る
の
で
、
 

図
を
 

ょ
—
 

く
 

見
て
 

ほ
し
い
。
 

こ
 

れ
 

で
も
 

わ
か
ら
な
 

か
 

つ
た
ら
、
 

電
気
屋
 

さ
 

ん
 

に
か
け
 

こ
む
 

し
か
 

な
い
 

ね。
 

メ
カ
に
 
弱
い
 
人
 も、 

こ
の
 
際
、
 
ト 
ラ
イ
し
 

て
み
 
よ
う
。
 
め
で
た
 

テ
レ
ビ
が
 

あ
れ
ば
 

大
丈
夫
 

パ
ソ
コ
ン
は
 

購
入
し
た
 

け
ど
、
 

テ
レ
ビ
 

も
 

同
じ
 

メ
—
 

力
—
 

の
じ
 

や
な
け
れ
ば
 

ダ
メ
 

か
な
 

あ
 

.
 

な
ん
て
 

言
っ
 

て
る
 

キ
ミ
、
 

そ
 

ぅ
 

キ
ミ
で
す
 

ょ
。
 

心
配
は
 

い
り
ま
せ
ん
。
 

現
在
、
 

使
っ
 

て
い
る
 

テ
レ
ビ
で
 

十
分
。
 

ど
 

こ
の
 

メ
—
 

力
—
 

の
 

も
の
 

だ
っ
て
 

大
丈
夫
、
 

パ
ソ
コ
ン
 

用
 

モ
ニ
タ
と
 

し
て
り
 

つ
ば
に
 

使
 

用
で
 

き
る
 

の
 

だ
。
 

図
で
も
説
明
し
て
あ
る
が
、
 

75
 

〇
外
部
 

ア
ン
テ
ナ
 

端
子
の
 

つ
い
た
 

テ
レ
ビ
と
、
 

30
0 

Q
 

外
部
 

ア
ン
テ
ナ
 

端
子
つ
 

き
 

テ
レ
ビ
の
 

場
 

合
ち
 

ょ
っ
 

と
や
り
 

方
 

が
 

違
っ
て
 

く
る
の
で
 

注
意
し
て
 

ほ
し
い
。
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
 

切
り
 

換
え
は
、
 

空
い
て
 

い
 

る
 

チ
ャ
ン
 

ネ
ル
に
 

合
 

わ
せ
る
 

が
、
 

I
 

般
的
 

に
は
、
 

関
東
 

地
区
が
 2 チャ
ンネ
ル、
 

関 

西
 

地
区
は
—
 

チ
ャ
ン
 

ネ
ル
と
 

い
ぅ
 

こ
と
に
 

な
る
"
 

ア
ン
テ
ナ
 

線
を
 

切
 

り
 

換
え
 

器
に
 

つ
な
ぐ
 



トロンの 色に 合わせて ある 

HB  55 の 主な 仕様 

C  P  U. Z  80  A 

ROM 
MSX  BASIC  ROM  32  K  バイト 

HB  55 ユー テ ィリ ティ SOFT  8  K バイト 

RAM 
Main  I6K バイ ト 

Video  16  K バイ ト 

表: 文* 

32 文字 X24 行 

40 文字 X24 行 

不  一 - ^ 
グラフ イ ッ クス 256X192 ドット 

カラー 表示 

16 色 

ス ブライ ト 画面 

32 枚 

キー  ボー  ド 
ASCII 配列 (英 •数字 •グラ フィ ッ クス 記号） 

5 暗 （ひらがな、 カタ カナ） 

R  F  出力 1  ch  2  ch 

ビデオ 出力 
コンポ ジッ ト カラー 

ブヵ セ ッ  ト 1200  2400 ボー  F  S  K 方式 

^  プリンタ 
出力 MS  X 規格 パラレル 

I オーディ オ 出力 モノラル 1  ch 

上 ジョイス ティ ック 2 個 接続 可能  . 

U 広 張バ ス 50 ピン 丨 0 バス 

1 カー ト リ .ッ ジス ロット 1 スロット 

丨電  源 1 00  V  50Hz  60Hz 

消  費  電力 I8W 

大  き  さ 
405X67X245mm (幅 高さ 奥行き） • 

丨重  さ 
2.5b 

色  （本  体） 
赤. シルバー 

価  格 54,800円 

付  属  品 

データ カー トリ ッジ （4  K バイト） 

BASIC マニュアル 「はじめの 一歩」 

i 住所録、 スケジュール、 メモ 帳の 説明 鲁 

取扱ぃ 説明書  | 

家庭 テレビ 用 接続 ケーブル （75Q 同軸ケーブル） 

| カセット 接^ T ー ブル 

ジ
ョ
イ
ス
 
テ
ィ
 
ッ
ク
 

は
 二
 本
つ
 
な
げ
る
 
よ
 

々
ジ
ョ
イ
ス
 

テ
ィ
 

ッ
ク
 

々
と
い
う
 

名
前
 

も
 

そ
ろ
そ
ろ
 

覚
え
て
 

く
れ
た
と
 

思
う
 

け
ど
、
 

要
す
る
に
、
 

ゲ
—
ム
 

ソ
フ
ト
な
 

ど
を
 

操
作
 

す
る
 

棒
の
 

こ
と
で
 

あ
る
。
 

力
—
 

ソ
ル
 

キ
—
 

を
 

使
っ
て
も
 

ゲ
 

I 
ム
 

は
で
き
 

る
が
、
 

ど
う
 

も
 

力
—
 

ソ
ル
は
 

苦
手
と
 

い
う
 

無
器
用
な
 

人
 

に
は
、
 

ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
 

お
す
す
め
 

し
た
い
。
 

特
殊
な
 
場
合
を
 
の
ぞ
い
て
は
、
 
ど
こ
の
 

ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
 
で
も
 
接
続
し
て
 
使
え
 

る
の
で
、
 
自
分
に
 合
っ
 た
も
の
を
 
セ
レ
 
ク
 

卜
で
 
き
る
。
 

と
い
つ
 
て、 

ゲ
—
ム
 
の
 腕
の
 
悪
さ
を
 
2. 

ョ
イ
 
ス
テ
ィ
ッ
ク
 
の
せ
い
 
に
す
 
る
の
は
、
 

ち
よ
っ
 
と
 
考
え
 
も
の
だ
ね
。
 

そ
の
 
場
合
は
 

ひ
た
す
ら
 
練
習
 

? .) あ
る
の
 
み
。
 
二
 本
 ま
 

で
 接
続
で
 
き
る
 
の
で
、
 
友
 だ
ち
 
と
 競
っ
て
 

み
る
の
 
も
い
 
い
ね
。
 

HB
 

55
 

で、
 

キ
ミ
の
 

ラ
イ
 

フス
 

タ
イ
 

ルを
 

もう
 

一歩
 

アッ
プ 

させ
て 

みよ
う。
 

強、
 

終
わ
つ
 

た
ぞ
—
 



畢 マシンを 前にして、 なにを してい 

いのかわ からない 人は、 とにかく 電 

源 スイッチを 入れて みよう c 下の メ 
ニュー 画面が でて く るので、 中から 

選んで フ アンク シヨ ンを 押す の だ， 

■ 

初心者に と って マシンに 向かって、 ま ずな にを する のかと いう こと 

は 大きな 問題点 0  ROM 力ー トリ ツジ だって どうやって 差し込む の 
か、 知らない 人って 多 いんじゃない かな。 手と り 足と り 教えて もら 

うの もい いけど、 と り あえず スイ ツチを 入れて みる ことが 大切。 

日立 H1 は、 スイ ツチを 入れる とすぐ メニュー 阐面が 出て、 楽に 始 

めら れ る。 とりわけ、 ROM の 差し込み かたがわから ない 人は、、、 F 
3〃  を 押してみ よう。 親切に 説明して くれる よ。 

mmmmmmmrnmm 

ハ。 ソ 3 ン 

フ
ア
ン
 

ク
シ
 

ヨ
ン
 

キ
—
 

で
 

メ
ー
 
 I
 ユ
—
 
選
択
 

パ
ソ
コ
ン
と
 

い
え
ば
、
 

触
れ
る
 

と
き
の
 

恐；
！ 

と、
 

む
ず
か
し
 

い
と
い
う
 

イ
 

メ
ー
 

ジ
が
 

つ
き
も
の
 

だ
つ
 

た
。
 
 

し
か
し
、
 
 

日
立
 

か
ら
 

発
 

1 
 

几
さ
れ
 

る
 

M 
 

S 
 

X 
マ
シ
ン
 

1々
 

は
、
 

キ
ヤ
 

リ
ン
グ
 

タ
イ
プ
の
 

ま
さ
に
 

若
者
 

向
け
の
 

マ
シ
ン
と
 

い
え
そ
う
 

だ
。
 

色
と
 

デ
 

ザ
イ
ン
か
ら
 

み
る
と
'
 
 

マ
ニ
ア
に
 

は
ち
よ
 

っ
と
 

も
の
 

足
り
な
い
 

が
、
 

軽
い
 

気
分
で
 

パ
 

ソ
 

コ
ン
を
 

使
つ
 

て
み
 

よ
う
と
い
 

う
ビ
 

ギ
ナ
 

— 
に
は
 

人
 

m
 

が
 

出
そ
う
 

で
あ
る
。
 

H
1
 

の
 

特
徴
は
'
 
 

初
心
者
で
 

も
 

簡
単
に
 

動
か
せ
る
 

よ
う
に
、
 

サ
ウ
ン
ド
 

プ
レ
イ
と
 

ス
ケ
ッ
チ
の
 

ソ
フ
ト
が
 

内
蔵
さ
れ
 

て
い
る
 

と
こ
ろ
。
 

フ
ア
ン
 

ク
シ
 

ヨ
ン
 

キ
—
を
 

押
す
 

だ
け
で
 

メ
ニ
ユ
 

I 
が
す
ぐ
 

に
 

選
び
出
せ
る
 

の
で
 

あ
る
。
 

ま
さ
に
 

軽
〜
 

い
 

タ
ッ
 

チ
の
 

プ
 

レ
イ
 

メ
イ
ト
 

パ
ソ
コ
ン
と
 

い
え
そ
う
 

だ
。
 

フ
ア
ン
 

ク
シ
 

ヨ
ン
 

キ
ー
 

は
、
 

キ
ー
ポ
 

I 
ド
 

前
面
の
 

左
上
に
 

位
置
し
て
 

お
り
、
 

F 
 

(
フ
ァ
 

ン
 

ク
シ
 

ヨ
ン
)
 

で
 

表
わ
さ
れ
"
 

F
1
 

々
か
 

ら
 

"F
 

IO
 

" 
ま
で
 

あ
る
。
"
 

F
1
 

々
で
は
 

通
 

常
の
 

B
A
S
I
C
 

の
 

初
期
 

画
面
、
〃
 

F
2
"
 

で
は
 

モ
ニ
タ
 

機
能
の
 

一
覧
表
、
"
 

F
3
々
 

は
 

R
O
M
 

力
—
 

ト
 

リ
ッ
ジ
の
 

つ
か
い
か
た
、
 

は
 

ス
ケ
ッ
チ
 

(
お
 

絵
描
き
)
、
"
 

F 

5"
 

は
 

サ
ウ
ン
ド
 

プ
レ
イ
が
、
 

そ
れ
ぞ
れ
 選
択
で
 

き
る
 

よ
う
に
な
っ
 

て
い
る
。
 

H
1
 

を
 

手
に
 

し
て
、
 

ま
ず
 

何
を
 

す
る
 

の
 

か
わ
か
ら
な
い
 

人
は
 

と
に
か
く
 

ス
イ
ッ
チ
 

を
 

A
 

れ
る
 

こ
と
。
 

そ
う
す
る
と
 

メ
ニ
ユ
 

I 

選
択
 

画
面
が
 

出
る
 

の
で
、
 

使
い
た
い
 

メ
ニ
 

ユ
—
の
 

フ
ア
ン
 

ク
シ
 

ヨ
ン
 

キ
—
を
 

押
せ
ば
 

良
い
 

の
で
 

あ
る
。
 

画
面
に
は
 

も
ち
ろ
ん
 

日
本
語
、
 

そ
れ
 

も
 

ひ
ら
が
な
、
 

カ
タ
 

カ
ナ
で
 

出
て
 

く
る
の
で
 

そ
れ
に
 

従
っ
て
 

進
ん
で
 

ほ
し
い
。
 

初
心
者
 

の
 

人
は
'
 
 

ま
ず
 

フ
ア
ン
 

ク
シ
 

ヨ
ン
 

キ
—
の
 

と
 

名
称
を
 

こ
こ
で
は
 

覚
え
よ
う
 

ね
。
 

メ
ニ
ユ
 

I 
画
面
で
 

F
1
 

か
ら
 

F
5
 

ま
で
 

使
う
 

ほ
か
に
、
 

フ
ア
ン
 

ク
シ
 

ヨ
ン
 

キ
ー
に
 

は
 

い
ろ
ん
な
 

働
き
が
 

あ
る
。
 

こ
れ
は
 

B
A
 

S
I
C
 

モ
 

I
 

ド
で
 

使
う
 

の
 

だ
が
、
 

F
1
=
 

軽
〜
 

い
 

タ
ツ
 

チ
の
 

フ
レ
ィ
 

メ
ィ
ト
 

。ハ
 

ソ
コ
ン
 

園
 

筵
 

m 
1
5
 

105 



rF  2 で マシン 語 モニタになる。 13 個の コマン ドを もつ ている。 

零 本体 だけ あっても 電源がなければ 動く はずがない。 
HI の ユニッ トは ワンタッチ 着脱 式な ので 片手で 持ち運びが 重い と 

いう ことは ない。 欲を いえば バッテリー パックが 使えて ハンドへ ル 
ド コン ビュー タなら いいね 〇 

攀 F  3 で ROM カートリッジの つかい 

かたを 教えて くれる。 ウ レシ イネ！ 

•ファ- ンクシ ヨン キーの 内容 表示 シートは 

プロ グラ ム に応じて 取り 換えられ るの だ。 _ 

R  0 ド 71  - トリ？  i. •、、の つかい 

3  .  <T  v 人け、、 人 S： し ば •ると  ̂  -  ; 

4  •スラ ー ト し 法す 

テ レ fc
  '' 

[ STOP  キ' s おすと メこユ ■••に t と % 

-Hi  j 

U 袤ォ e  j 

方
に
 
な
っ
て
 
く
れ
る
 
の
は
 
確
実
。
 
こ
の
 
モ
 

ニ
タ
 
だ
け
で
 
も
 
H  — 

を
 購
入
す
 
る
 念 思

義
は
 

あ
る
ん
 
じ
 
や
な
い
 
か
な
。
 

F
3
 
は
 
R
O
M
 
カ
ー
 
ト
 

リ
ッ
ジ
の
 
使
い
 か
た
 説
明
 

こ
ん
な
に
 
親
切
に
 
し
て
い
い
 
の
だ
ろ
う
 

か
と
 
マ
ニ
ア
が
 
驚
い
た
 
か
ど
う
 
か
は
 
別
と
 

し
て
、
 
ビ
 ギ
ナ
—
 
に
と
 
つ
て
 
う
れ
し
い
 
ソ
 

フ
ト
 
機
能
が
 
F
3
 
で
あ
る
。
 
な
に
し
ろ
 
R
 

C
O
 
し
 
O
R
、
 
F
2
H
A
U
T
O
、
 

F
3
 

"
G
O
T
O
,
 
 
F
4
.
 
 F
9
 
 = 

し  — 
S
T
'
 

F
5
、
F
 

I
0
 
=
R
U
N
，
 

F
6
 
 

=
 
 
C
O
L
O
 

R
、
 
F
7
H
C
 

し
 
O
A
D
，
 

F
8
H
C
O
 

N
T
 
な
ど
で
 
あ
る
。
 
こ
こ
で
は
 
説
明
を
 
は
 

ぶ
く
 
け
ど
、
 

と
り
あ
、
 

4
 す メニ

ユ
 

—
画
面
 

対
応
の
 
F
1
 
か
ら
 
F
5
 
の
キ
—
 
だ
け
 
覚
え
 

て
お
い
て
 
ほ
し
い
の
 
だ
。
 

F
 
l
^
^
;
 
し
て
み
 
る
と
 

B
A
S
I
C
 
の
 初
期
 
画
面
 

ま
ず
は
 
フ
ア
ン
 
ク
シ
 
ョ
ン
 
キ
—
 
の
々
 
F 

I
 
♦
を
 
押
し
て
み
 
よ
、
 
つ
。
 
こ
こ
で
 
出
て
 
く
 

る
の
は
 
B
A
S
I
C
 
の
 初
期
 
画
面
。
 
プ
ロ
 

グ
ラ
ム
 
リ
ス
ト
を
 
入
力
 
す
る
と
き
 
や
、
 
作
 

成
 す
る
と
き
 
に
 使
 ぅ
ん
だ
 
け
ど
、
 
プ
 
ロ
グ
 

ラ
ム
は
 
ま
だ
 
作
れ
な
い
 
と
い
ぅ
 
人
は
、
 
本
 

誌
と
 
じ
 込
み
の
 
リ
ス
 
ト
を
 
打
ち
込
ん
 
で
み
 

よ
う
。
 
リ
ス
ト
を
 
見
な
が
ら
 
そ
の
 
通
り
に
 

キ
 —
ボ
！
 
ド
を
 
た
た
く
 
だ
け
、
 
と
い
つ
 
て
 

も
 安
心
は
 
で
き
な
い
。
 
な
に
し
ろ
 
バ
ソ
コ
 

ン
 て
い
う
 
の
は
 
正
直
 
だ
か
ら
、
 
人
間
の
 
ち
 

ょ
つ
 
と
し
た
 
打
ち
 
間
違
い
で
も
 
そ
の
ま
ま
 

出
し
て
 
し
ま
う
 
か
ら
だ
。
 
少
し
ぐ
 
ら
い
 
間
 

違
 
つ
て
も
 
い
い
ん
 
じ
 
や
な
い
？
 

な
ど
と
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
を
 
頼
 
つ
て
も
 
ム
ダ
 
。
結
局
 

パ
ソ
コ
ン
 
も
 人
間
が
 
ち
 
や
〜
 
ん
と
 
コ
ン
 
ト 

口
—
 
ル
し
 
な
け
れ
ば
 
動
か
な
い
 
つ
て
 
こ
と
 

な
ん
だ
。
 

こ
こ
で
ち
 
ょ
つ
 
と
 
B
A
S
I
C
 
の
 説
明
 

を
し
て
 
お
く
と
、
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
と
い
う
 

の
は
、
 
マ
シ
ン
 
語
と
 
い
つ
て
 
〇 
と
—
 
の
 組
 

み
 合
わ
せ
た
 
言
語
し
 
か
 理
解
で
 
き
な
い
が
'
 

そ
れ
 
だ
と
 
人
間
に
 
と
つ
て
 
は
わ
 
か
り
に
く
 

い。 
そ
こ
で
 
人
間
に
 
も
 わ
か
り
 
や
す
く
し
 

た
 言
語
が
 
B
A
S
I
C
 
な
の
で
 
あ
る
。
 

B 

<
<
/
>
|
0
の
コ
マ
ン
ド
(
八
_
叉
3
の
例
を
あ
 

げ
て
 
み
る
と
、
 
々
R
U
N
"
 
は
 プ
ロ
グ
ラ
ム
 

を
 実
行
さ
せ
る
 
こ
と
ぶ
 
L
I
S
T
 
々
は
 
出
 

力
 装
置
に
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 
リ
ス
ト
を
 
表
示
 

さ
せ
る
 
こ
と
ぶ
 
D
E
L
E
T
E
 
々
は
。
 フ
ロ
 

グ
ラ
ム
の
 

I
 部
を
 
削
除
す
 
る
 
こ
と
、
 
な
ど
 

が
 あ
る
。
 

B
A
S
I
C
 
に
つ
い
て
 
は
、
 
本
誌
で
 
も
 

講
座
を
 
開
設
し
て
 
い
る
の
で
 
少
し
ず
つ
 
マ
 

ス
タ
—
 
し
て
い
く
 
こ
と
に
し
た
い
。
 

F
2
 
を
 
押
^
 
A
J
 
マ
シ
ン
 

語
 モ
ニ
タ
 g
 
現
 

さ
て
、
 
ポ
ク
た
ち
 
が
 日
頃
 
コ
ン
 
ピ
ユ
ー
 

夕
と
 
話
し
て
 
い
る
の
は
 
B
A
S
I
C
 
と
い
 

う
 言
語
で
 
あ
る
と
 
い
う
の
は
 
わ
か
っ
 
た
が
、
 

そ
れ
は
、
 
会
話
を
 
円
滑
に
 
す
す
む
よ
う
 

コ 

ン
ピ
ユ
 
ー
タ
が
 
わ
ざ
わ
ざ
 
ポ
ク
た
ち
 
の
 言
 

葉
に
 
似
せ
て
 
話
し
て
 
い
る
と
 
い
う
 
こ
と
 
も
 

理
解
し
て
 
ほ
し
い
。
 
し
か
し
、
 
そ
の
つ
ど
 

翻
訳
し
て
 
い
る
か
ら
 
実
行
 
ス
ピ
—
 
ド
が
 
多
 

少
 遅
く
な
る
 
の
 も
 ム
リ
は
 
な
い
 
ね
。
 

ど
 
〜 
し
て
も
 
ス
ビ
 
I 
ド
の
 
遅
い
 
の
は
、
 

ガ
 
マ
ン
で
 
き
な
い
と
 
な
る
と
、
 
逆
に
 
ポ
ク
 

た
ち
が
 
マ
シ
ン
 
語
を
 
話
さ
な
 
く
ち
 
ゃ
な
ら
 

な
い
。
 
し
か
し
 
M
s
x
-
 
 
B
A
S
 

丨 
C 
に
 

は
 
マ
シ
ン
 
語
を
 
直
接
い
 
じ
る
 
た
め
の
 
モ
ニ
 

夕
 機
能
が
 
つ
い
て
 
な
い
。
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 

と
 深
い
 
お
つ
き
あ
い
を
 
し
て
い
き
た
い
 
人
 

に
は
、
 
ち
よ
っ
 
と
も
の
 
足
り
な
い
 
と
こ
ろ
 

だ
ね
。
 

日
立
 
H
—
 
は
、
 
そ
の
 
へ
ん
を
 
見
越
し
て
 

マ
シ
ン
 
語
 モ
ニ
タ
を
 
標
準
 
装
備
し
て
 
い
る
。
 

F
 
 2
 
の
 
キ
—
を
 
押
す
 
と
 
1
3
 種
類
の
 
コ
マ
 

ン
 ド
を
 
備
え
た
 
モ
ニ
タ
が
 
起
動
す
 
る
。
 
ご
 

れ
は
、
闓
5
>
<
の
開
発
用
に
つ
く
ら
れ
、
 

技
術
者
に
 
よ
っ
 
て
 実
際
に
 
使
用
さ
れ
 
た
も
 

の
 だ
か
ら
、
 
十
分
に
 
そ
の
 
二
—
 
ズ
を
 
満
た
 

し
て
 
く
れ
る
 
の
 だ
。
 

B
A
S
I
C
 
の
 ゲ
—
ム
 
だ
け
 
じ
 
ゃ
 
も
の
 

足
り
な
い
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
ー
 
タ
と
 
腹
を
 
割
っ
 

て
 話
し
た
い
 
な
ん
て
と
 
き
に
は
、
 
強
い
 
味
 

6 

J
 は ど/名っ 

i
 てるの かな | 

O
M
 
力
—
 
ト
 
リ
ッ
ジ
の
 
使
い
 
か
た
が
、
 

て
 

い
ね
い
に
 
図
 入
り
で
 
説
明
し
て
 
あ
る
か
ら
 

だ
。
 
こ
れ
で
 
も
 わ
か
ら
な
い
 
人
は
、
 
ゲ
—
 

ム
を
 
や
る
 
前
に
 

パ
ソ
コ
ン
と
の
 

つ
き
あ
い
 
方
を
 

考
え
た
 
ほ
ぅ
が
 

ぃ
ぃ
ね
。
 

ま
ず
 

電
源
を
切
 
る
と
 

こ
ろ
か
ら
 
始
ま
 

り、 
ソ
フ
ト
が
 

ス
タ
 
1 

卜 す
る
 

ま
で
の
 
手
順
を
 

教
え
て
 
く
れ
る
 

か
ら
、
 

ま
つ
た
 

く 
パ
ソ
コ
ン
を
 

使
つ
 
た
こ
と
 
が
 

な
い
 
人
で
 
も
す
 

ぐ
に
 
ス
タ
 I 卜 

で
き
る
 
よ
ぅ
に
 

な
つ
て
 
い
る
 

0 



ン ドルで
 

日立 M 妙 1 の 取扱説明書 

一で も わかりやすし 

f ら できて いる c ， 
"取扱 編 r  "ペー シック 基礎^ 
〇 ベーシック 文法 編^と、 操作 

方法は もちろん のこと、 ベー シッ， 
クのお 勉強が らくらく できる とい 

う 300 ページの 親切な 構成. 

ス G 

、ツグ ン 
コンパクトな ボディに モニタ、 スケッチ、 

サ ウン ドと さまざま な 機能を 盛リ 込んだ 日立 

の M  S  X マシン'* M  B  •  H  I  ' カートリッジ 

拡搬バ 

反射神経に ちよつ と 自信の もてない ポクたち 

卜も 2 つ 標準 装 僑て 綱 

に、 3 段階 ス ヒー ド 切り換え 装置まで ついて 

大 納得 マシン だ; コンピュータ 片手に 外へ 出 
て、 友 だち の 家で ゲーム 大会なん て 芸当 も 

なら 紅で きる ゾ！ 



駟 スケッチの 方法が 出て 

いるから 手順 も 簡単 だ 

パ
ソ
コ
ン
を
 
む
ず
か
し
く
 
考
え
て
 
い
る
 

ょ
う
 
だ
つ
 
た
ら
、
 
ま
ず
 
力
—
 
ト
リ
 
ッ
ジ
を
 

使
つ
 
て
 ゲ
—
厶
 
を
 楽
し
む
 
こ
と
か
ら
 
始
め
 

る
の
 
も
 
ひ
と
つ
の
 
手
 か
も
し
れ
 
な
い
 
ね
。
 

•
そ
こ
で
、
 
R
O
M
 
力
—
 
ト
リ
 
ッ
ジ
つ
 
て
 

い
う
の
は
 
な
に
か
と
い
 
う
こ
と
 
に
な
る
 
が
、
 

簡
単
に
 
い
え
ば
 
ゲ
—
ム
 
な
ど
の
 
ソ
フ
ト
 
ゥ
 

エ
ア
が
 
入
つ
 
て
い
る
 
《
相
の
 
こ
と
。
 

こ
れ
を
 
ス
ロ
ッ
ト
に
 
差
し
込
む
 
だ
け
で
 

い
ろ
い
ろ
な
 
ソ
フ
ト
が
 
楽
し
め
る
 
と
い
う
 

わ
け
 
だ
。
 
M
S
X
 
マ
シ
ン
は
、
 

こ
の
 
ソ
フ
 

卜
が
 
共
通
と
 
い
う
の
 
が
 特
徴
 
だ
か
ら
、
 
友
 

だ
ち
 
と
 
R
O
M
 
カ
ー
 
ト
リ
 
ッ
ジ
を
 
交
換
し
 

て
 
遊
ぶ
 
こ
と
が
で
き
 
る
の
 
だ
。
 
お
 互
い
に
 

ソ
フ
ト
を
 
持
ち
寄
つ
 
て
 ゲ
ー
ム
 
大
会
を
 
し
 

た
り
、
 

お
 勉
強
し
て
 
み
る
の
 
も
い
 
い
ね
。
 

ス
ケ
ッ
チ
 
ソ
フ
ト
が
 

内
蔵
。
 

F  4 を
 押
し
 

て
み
 ょ
う
 

ス
ケ
ッ
チ
と
 
い
つ
て
も
 
ピ
ン
と
 
こ
な
い
 

か
も
し
れ
 
な
い
 
が
、
 
+
C
 け
さ
に
 
い
え
ば
、
 

C.
 

G.
 

(
コ
ン
ビ
 

ユ
—
 

タ
グ
 

ラ
フ
 

イ
ツ
 

ク
ス
)
 

のこ
と 

であ
る〃
 

H  

— 
では
、 

色と
 

位置
 

を 

55
 

{疋
 

する
 

だけ
で 

お 

絵描
きが
 

簡単
に 

和
の
 
の
 

で
き
て
 
し
ま
ぅ
。
 

画
面
 
上
に
"
-
 
K
 
の
 記
号
が
 
出
る
 
が
、
 

こ
れ
を
 
動
か
し
て
 
i
 
を
 決
め
る
 
の
で
 
あ
 

る。 
動
か
し
 

か
た
は
、
：
 

i.: 
ノノ  
. の 
力
—
 

ソ
ル
 
キ
—
で
 
行
ぅ
。
：
 

を
 決
め
 
ス
ぺ
一
 

ス
キ
—
 
を
 押
す
 
と
 
「
て
ん
」
 
を
 描
く
。
 
「
て
 

ん
」
 
の
 集
ま
り
が
 
要
す
る
に
 
絵
と
 
な
る
 
の
 

で
あ
る
。
 

ス
ケ
ッ
チ
 
も
 あ
る
 
程
度
 
tl れ

 る
と
 
思
い
 

ど
お
り
の
 
絵
が
 
描
け
る
 
が
、
 
と
り
あ
え
ず
 

は
 次
の
 
三
つ
の
 
動
き
を
 
試
し
て
 
み
る
と
 
お
 

も
し
ろ
 
い。 

キ
—
ボ
 
I 
ド
の
 
a
 を
 押
し
て
 
線
を
 
引
く
、
 

®
 を
 押
し
て
 
四
角
を
 
つ
く
る
、
 

[F] を
 押
し
 

て
ぬ
 
り
つ
ぶ
 
し
を
 
す
る
。
 
こ
れ
を
 
使
い
 
こ
 



■ドレミの お 勉強したい 人、 集まれ! 

MB  HI の 主な 仕様 

CPU 
: 

Z  -  80A 

FT0M MSX  BASICROM  32K バイト 

MB-H1 ユーティリティ S0FT8K バイ ト 

RAM Main  I6K バイ ト 
Video  I6K バイト 

表 
文字  * 

32^X24 行 
40^X24 行 

示 1 グ今 フイ ツ クス 256X192 ドット 

カラー 表示 

. . 16 色 

ス プライ ト 画面 
32# 

キ ー ボレ ド. ASCII 配列 (英 •数字 •グラフ ィッ 
50 音 (ひらがな、 カタ カナ） 

ク 記号） 

ィ !  R 「出力 
!  1 ch  2ch 

ン : ビデオ 出力 
コンポ ジツ ト カラー 

夕 カセット 1200  2400 ボー  FSK 方式 

1 プリンタ 出力 MSX 規格 パラレル 

フ オーディオ 出力 | モノラル Ich 

X ジョイ スティック 1  2 個 織 河 能 

1 
拡張 バス なし 

ス カー ト.- リ ッジ ス Q ッ. 卜 | 
2 スロット 

電源 100  V  50Hz/60Hz 

消費 電力 20  W 

大きさ 330X61  X322 咖 (幅 高さ 奥行き） 

重 さ 1.84( 電源 ユニッ ト 別） 

色 （本体） クリーム 色〜 電源 部は グレー 

価格 62,800円 

備考 
3 段階 女 ピ ー ド コント ロ  ー ル' 

テム 内蔵 

/ マシン 語モこ 夕' ケッチ ブロ グラム サ X 

~ ンド プレイ プログラム 内蔵 

/ 
家^ テ レ ^ 続 ケーブル ( 75 公 届 

{軸 ヶ-ブル） 

付属品  '一 取扱^^ 明軎 (BASIC マニュアルを 含む） 

カ セツ ト レコー ダー 接続 ケー ブル 
• スイッチ ボックス 

109 

ト
ジ
 

ツリ 

セ 
オル 

力 
立 

一 

'
日
口
 

ク
て
卜
 

ツ
し
ン
 

ィ
そ
 

n
 

テ
 
、
ド
 

ス
ろ
 

I 

ィ
こ
ビ
 

m 
と
ス
 

ジ
る
 

、 

ら
す
能
 

砂 ̂ 
善を ナ 

ゲ
—
厶
 

の
 

テ
ク
ニ
ッ
ク
 

も
 

い
ろ
い
ろ
 

あ
 

る
け
 

ど
、
 

い
ち
ば
ん
 

大
事
な
 

こ
と
は
 

努
力
 

と
 

忍
耐
。
 

I
 

度
 

や
つ
て
 

点
数
が
 

悪
い
 

か
ら
 

と
 

あ
き
ら
め
な
い
で
、
 

何
度
で
も
 

挑
戦
す
 

る
の
 

が
コ
ツ
 

'〇 
そ
し
て
、
 

友
 

だ
ち
 

と
 

勝
負
 

し
て
 

勝
つ
 

た
ら
 

素
直
に
 

喜
び
、
 

自
慢
し
て
 

歩
く
 

の
が
 

キ
メ
 

手
。
 

ひ
と
り
で
 

チ
ョ
 

ポ
チ
 

ヨ
ポ
と
 

部
屋
の
 

隅
つ
 

こ
で
 

パ
ソ
コ
ン
 

す
る
 

時
代
は
 

終
つ
 

た
ん
だ
よ
 

ね
。
 

ゲ
—
ム
 

を
 

交
換
し
な
が
ら
 

パ
ソ
コ
ン
 

仲
 

間
を
 

ど
ん
ど
ん
 

^
 

や
し
て
 

い
こ
う
！
 

な
せ
る
 

よ
ぅ
に
な
 

る
と
 

い
ろ
ん
な
 

色
を
 

使
 

つ
た
 

お
 

絵
描
き
が
、
 

自
由
自
在
に
 

で
き
る
 

の
で
 

あ
る
。
 

サ
ウ
ン
ド
 

プ
レ
イ
を
 

楽
し
む
 

に
は
 

F 
5 

H
—
 

の
 

特
徴
を
 

い
ろ
い
ろ
 

説
明
し
て
 

き
 

た
が
、
 

見
る
 

だ
け
で
は
 

つ
ま
ら
な
 

い
と
い
 

う
 

人
に
は
、
，
，
 

サ
ウ
ン
ド
 

プ
レ
イ
，
 

が
 

あ
る
。
 

と
り
た
て
て
 音
楽
 好
き
 じ や

な
く
て
も
、
 

キ
—
ボ
 

I 
ド
を
 
押
し
て
 

出
る
 
音
に
、
 
思
わ
 

ず
 

夢
中
に
 

な
つ
て
 

し
ま
う
 

ほ
ど
 

楽
し
い
 

機
 

能
 

だ
。
 

ブ
レ
イ
の
 

し
か
た
は
、
 

ま
ず
 

F
5
 

を
 

押
 

す
と
 

鍵
盤
が
 

モ
ニ
タ
に
 

現
わ
れ
'
 
 

そ
こ
で
 

Z
 

を
 

押
し
て
み
 

る
と
"
 

ド
々
 

の
 

音
が
 

出
た
 

り
、
 

x
=
 

レ、
 

C
H
 

ミ
と
 

い
う
 

ふ
う
に
 

キ
 

—
ポ
—
 

ド
を
 

使
つ
 

て
い
け
ば
 

良
い
 

の
で
 

あ
 

る
。
 

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
—
 

の
よ
う
 

な
 

本
格
的
な
 

音
色
は
 

出
な
い
 

け
ど
'
 
 

誰
か
の
 

弾
く
 

ギ
タ
 

I
 

に
 

合
わ
せ
た
り
、
 

小
さ
い
 

子
の
 

ド
レ
ミ
 

の
 

お
 

勉
強
に
は
 

十
分
 

役
に
立
つ
 

は
ず
で
 

あ
 

る
。
 

む
か
し
、
 

ピ
ア
ニ
ス
ト
を
 

み
た
 

お
 

父
 

さ
ん
、
 

お
母
さ
ん
 

に
も
 

ぜ
ひ
 

プ
レ
イ
し
て
 

ほ
し
い
 

も
の
で
あ
る
 

H
—
 

内
蔵
の
 

ソ
フ
 

卜 
では
，：
 

f
 

日
し
 

か
 

楽
し
め
な
 

い
が
、
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
を
 

組
ん
で
 

や
る
 

と
 

一二
 

重
 

和
音
 

8 
才
 

ク
タ
—
 

ブ
 

ま
で
 

プ
レ
イ
で
 

き
る
 

し
、
 

才
—
 

デ
 

イ
オ
 

端
子
が
 

内
蔵
さ
れ
 

て
い
る
 

た
め
 

手
 

持
ち
の
 

ア
ん
プ
 

と
 

ス
ピ
—
 

力
—
 

で
、
 

迫
力
 

あ
る
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
タ
 

サ
ウ
ン
ド
が
 

楽
し
め
 

る
の
 

だ
。
 

オ
 ク
タ
—
 
ブ
の
 
高
さ
を
 
変
え
る
 
に
は
、
 フ

ア
ン
 

ク
シ
 

ョ
ン
 

キ
ー
を
 

使
、
 

つ
が
、
 

一
番
 

低
い
 

キ
—
は
 

F 
 

— 
で
、
 

F
2
、
 

F
3
 

と
い
 

，
く
 

ほ
ど
 

高
く
な
 

つ
て
い
 

く。
 

三
 段
 切
 〇
 
変
え
で
 

ナ
 

I 
ム
も
 

ら
く
ら
 

伴
奏
に
 

合
わ
せ
て
 

歌
い
た
い
 

と
い
ぅ
 

人
 

は
、
 

自
分
の
 

声
の
 

高
さ
に
 

合
わ
せ
 

フ
ァ
ン
 

ク
シ
 

ョ
ン
を
 

押
し
、
 

思
い
つ
き
り
 

歌
つ
 

て
 

み
る
の
 

も
い
 

い
ん
じ
 

や
な
い
？
.
 

た
だ
し
、
 

ご
 

近
所
の
 

迷
惑
と
 

い
ぅ
 

も
の
を
 

考
慮
し
た
 

う
え
で
 

.
 

。 

ゲ
—
厶
 

は
し
た
い
 

け
ど
 

ア
 

ク
シ
 

ョ
ン
ゲ
 

—
ム
 

の
よ
う
に
 

速
さ
を
 

競
う
 

の
は
 

苦
手
と
 

い
う
 

人
に
は
、
 

H 
 

— 
の
 

持
つ
 

独
自
の
 

も
う
 

ひ
と
つ
の
 

機
能
、
 

ス
ピ
—
 

ド
 

コ
ン
 

ト 
ロ
丨
 

ル
を
 

利
用
し
て
 

ほ
し
い
。
 

今
で
 

こ
そ
、
 

ア
ド
 

ベ
ン
 

チ
ャ
 

I 
や
バ
ネ
 

ル
な
 

ど
と
 

出
て
 

き
て
 

は
い
る
が
、
 

や
は
り
 

ゲ
—
ム
 

の
 

主
流
は
 

ス
ピ
—
 

ド
感
の
 

あ
る
 

ア
 

ク
シ
 

ヨ
ン
ゲ
—
 

厶
が
 

中
心
に
 

な
り
そ
う
 

だ
。
 

ゲ
—
ム
 

に
 

- T
- 

ぐ
れ
 

人
間
 

だ
つ
 

て
い
き
な
 

リ
デ
キ
 

た
わ
け
 

じ
 

や
な
い
 

か
ら
、
 

初
心
者
 

だ
っ
て
 

練
習
^
 

R 
で
ゲ
—
 

厶
の
才
 

—
ソ
リ
 

テ
ィ
に
 

な
れ
る
 

可
能
性
は
 

あ
る
 

わ
け
 

だ
。
 

そ
の
 

ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
 

と
し
て
 

コ
ン
ト
 

ロ 

丨
ル
 

ボ
タ
ン
を
 

利
用
し
て
 

み
る
と
 

良
い
だ
 

ろ
ぅ
。
 

ボ
タ
ン
を
 

ス 
ロ
—
 

の
 

方
向
に
 

移
動
 

さ
せ
る
 

と、
 

連
 

吊
の
 

ス
ピ
—
 

ド
よ
り
 

遅
い
 

動
き
を
 

す
る
 

の
で
'
 
 

運
動
神
経
が
 

ニ
 

ブ
ィ
 

と
い
ぅ
 

ム
 

恐
怖
 

性
の
 

人
に
は
、
 

ぜ
ひ
 

活
用
し
 

i
 

し
い
の
 

だ
。
 



マイコン •タウン 

と
こ
ろ
で
、
 
「
カ
ラ
オ
ケ
 
電
話
」
 
と
い
ぅ
の
 
が
 

あ
る
ん
だ
 
そ
ぅ
で
す
。
 

つ
ま
り
 
そ
こ
の
 
番
号
に
 

電
話
す
 
る
と
 
カ
ラ
オ
ケ
が
 
流
れ
て
 
く
る
。
 
受
話
 

器
を
 
握
り
し
 
め
て
 
A
 ナ
 ニ
モ
 
ナ
イ
、
 
ハ
ル
—
 
デ
 

ス
 l
e
t
 
 
〇
と
絶
叫
す
る
と
い
ぅ
趣
向
ら
し
い
。
 

い
や
 
あ
、
 
ど
ん
な
 
二
工
—
 
メ
デ
ィ
ア
が
 
登
場
 

し
て
く
 
る
 
こ
と
に
な
り
ま
す
 
か
、
 
お
も
し
ろ
い
 

や
ら
 
コ ワ

イ
 
や
ら
。
 
C
A
T
V
 
の
 実
用
化
は
 
ま
 

だ
 先
の
 
こ
と
ら
 
し
い
で
す
 
が
、
 
そ
れ
ま
で
の
 
間
 

も、 
け
つ
こ
う
 
楽
し
め
 
そ
う
な
 
ニ
 
ユ
—
メ
 
デ
イ
 

ア
戦
 線
で
あ
り
ま
す
。
 

J
I
C
R
 
(
ジ
ャ
パ
ン
 
•
イ
ン
タ
—
 
ナ
シ
ョ
ナ
ル
 

•
コ
ミ
 
ユ
ニ
 

テ
イ
 
•
ラ
ジ
オ
)
 
T
E
L
〇
三
(
四
五
三
)
五
三
五
三
 

ニ
ュ
—
 
メ
デ
ィ
ア
 
と
い
 
一つ こ

と
ば
 
も
 最
近
で
は
 
広
 <
 使
わ
れ
 

る
よ
 

I ク に
な
つ
 
て
き
た
。
 
今
回
は
、
 
そ
の
 
中
で
 
も
 実
際
に
 
活
動
 

し
て
い
る
 
も
の
を
 

い  <
つ
 
か
 ピ
ッ
ク
 
ア
ッ
 
フ
 し
て
 
紹
介
し
て
 
み
よ
 
ラ。 

隨 い
ま
す
ぐ
 
使
え
る
 

ニ
ユ
 
I メ

デ
ィ
ア
 

ア
メ
リ
カ
で
は
 
シ
ン
 ギ
ン
 
グ
 •
テ
 
レ
グ
 
ラ
ム
と
 

□ 

❿ 

ニ
ュ
—
 
メ
デ
ィ
ア
と
 
い
う
の
は
 
和
製
英
語
 
だ
 

そ
う
だ
が
、
 
近
頃
は
 
「
ラ
ブ
 
•
ホ
テ
ル
」
 
で
 世
界
 

的
に
 
通
じ
る
 
の
 だ
か
ら
 
遠
慮
す
 
る
 
こ
と
は
 
な
い
。
 

(
こ
れ
 
ホ
ン
 
ト。 
タ
ィ
ム
 
誌
の
 
日
本
 
特
集
号
の
 
最
 

高
 顧
問
 
ク
リ
ス
 
ト 
フ
ァ
—
 
氏
の
 
本
格
的
 
日
本
 紹
 

介
 害
 

* H ジ
ャ
パ
 
ニ
—
 ズ
 •
マ
イ
ン
ド
』
 
の
 中
に
 
L 

O
V
E
.
 
 
H
O
T
E
L
S
 
と
い
う
 
言
葉
が
 
出
て
 
く
 

る
。
)
 大
体
 
「
ラ
ジ
オ
、
 

T
V
、
 
新
聞
、
 
雑
誌
の
 

後
に
 
出
現
し
た
、
 
あ
る
い
は
す
 
る
で
あ
ろ
う
 
各
 

種
の
 
媒
体
」
 
な
ど
と
 
唱
え
て
 
い
た
 
日
に
は
 
新
し
 

い
も
の
 
も
 古
く
な
 
つ
ち
 
や
う
か
ら
 
ね
。
 

新
 •
雑
 •
ラ
 
•
テ
の
 後
の
 
最
初
の
 
メ
デ
ィ
ア
 
と
い
 

、
つ
と
ま
ず
 
は
 1
 
放
送
。
 
1
 
放
送
を
 
ニ
ュ
 
1
 

メ
デ
ィ
ア
 
と
い
う
と
 
お
か
し
く
 
聞
こ
え
る
 
か
も
 

し
れ
な
い
 
が
 普
及
 
度
と
 
商
業
 
的
に
 
ペ
イ
し
て
 
る
 

か
ど
う
 
か
の
 
基
準
で
 
計
る
な
ら
、
 

こ
れ
が
 
今
の
 

と
こ
ろ
 
唯
 
|
 の
 
ニ
ュ
—
 
メ
デ
ィ
ア
 
か
も
し
れ
 
ま
 

せ
ん
。
 
最
近
 
J
I
C
R
 
と
い
う
 
24 時

間
 
放
送
 
英
 

語
 i
 
が
惠
眾
 
、
横
 
浜
 地
区
で
 
営
業
を
 
始
め
た
。
 

ガ
ィ
 
ジ
ン
 
•
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
—
 
だ
け
で
な
く
 
 
F
E
 

N
 
フ
ァ
ン
の
 
日
本
人
 
リ
ス
 
ナ
 
ー
 
の
 
間
に
 
も
 
聴
取
 

者
を
 
増
や
し
 
好
評
 
だ
そ
う
 
で
あ
る
。
 
主
た
る
 
プ
 

ロ
グ
 
ラ
ム
は
 
最
新
の
 
音
楽
 
だ
が
、
 
フ
ラ
ィ
ト
 
情
 

報
 そ
の
他
の
 
生
活
 
•
便
利
 
情
報
を
 
流
し
て
 
い
る
。
 

近
く
を
 
ケ
—
 
 ブ
ル
が
 
通
つ
 
て
い
れ
ば
 
月
 3
0
0
 

〇 円
で
 
引
け
る
。
 

ニ
ュ
—
 
メ
デ
ィ
ア
は
 
大
 メ
デ
ィ
ア
で
 
は
な
い
。
 

大
メ
 
デ
ィ
 
•
ア
 で
な
い
 
と
こ
ろ
に
 
価
値
が
 
あ
り
、
 

ア
メ
リ
カ
で
 
ニ
ュ
—
 
メ
デ
ィ
ア
の
 
&雀.) を

 も
つ
 

と
も
 
受
け
 
T- い

る
の
は
 
マ
イ
 ノ
リ
 
テ
ィ
—
 
(
少
数
 

民
族
)
 
グ
ル
—
 
プ
 だ
、
 
と
 日
経
を
 
始
め
と
 
す
る
 
二
 

ツ
ボ
ン
 
•
ビ
ジ
ネ
ス
 
•
マ
ジ
 
ョ
リ
 
テ
ィ
—
 
の
オ
ジ
 

さ
ん
た
ち
 
が
 
口
を
 
酸
っ
ぱ
く
 
し
て
 
説
い
て
 
い
る
 

わ
け
な
ん
だ
 
け
ど
、
 
そ
の
 
読
者
の
 
オ
ジ
 
さ
ん
た
 

ち
が
 
ど
の
く
ら
い
 
わ
か
つ
 
て
い
る
 
か
、
 
は
な
は
 

だ
 心
 も
と
な
い
 
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。
 

い
う
 
商
売
が
 
は
や
っ
 
て
お
り
ま
す
。
 

友
 だ
ち
 
の
 

誕
生
日
の
 
パ
—
 
テ
ィ
な
 
ど
に
 
こ
の
 
シ
ン
 
ギ
ン
 
グ
 

•
テ
 レ
グ
 
ラ
ム
を
 
頼
む
 
と、 缉

疋
の
 
場
所
に
 
き
れ
 

い
な
 
オ
ネ
 
H
 さ
ん
が
 
出
向
い
て
 
ハ
 ッ
ビ
！
 
バ
¬
 

ス
 デ
ィ
 
そ
の
他
の
 
歌
を
 
歌
っ
て
 
く
れ
る
。
 
 
ベ
リ
 

I
 
•
グ
ラ
ム
な
ら
 
ベ
リ
—
 
•
ダ
ン
ス
を
 
し
て
 
く
れ
 

る
。
 
ス
ト
リ
ッ
プ
 
•
グ
ラ
ム
 
な
ん
て
も
 
の
 も
 あ
つ
 

て
、
 
こ
れ
は
 
も
ち
ろ
ん
 
そ
の
 
通
り
の
 
パ
フ
 
ォ ー 

マ
ン
ス
を
 
お
願
い
で
 
き
る
。
 
こ
れ
な
ん
 
か
 需
要
 

さ
え
 
あ
れ
ば
 
日
本
で
 
も
 今
す
 
ぐ
で
 
き
 る
ん
だ
 
け
 

ど
な
 あ
。
 

も
う
 
少
し
 
ま
じ
め
な
 
と
こ
ろ
で
、
 

「
電
子
 
メ
 

— 
ル
」
 
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
 
郵
政
省
が
 
落
ち
 

目
 
•
赤
字
の
 
電
報
の
 
後
継
ぎ
 
と
し
て
 
力
を
入
れ
 

て
い
る
 
新
 

郵
便
局
に
 
出
し
た
い
 
手
紙
 
•
ィ
 

ラ
ス
ト
.
図
版
.
蕃
 

6 1
。
を
持
っ
て
い
く
。
郵
 

便
 局
で
は
 
こ
れ
を
 
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
 
か
け
て
 
即
日
 

配
達
し
て
 
く
れ
る
。
 
現
在
の
と
こ
ろ
 
1
 
足
 大
阪
 

の
 本
局
で
 
し
か
 
受
付
し
て
 
い
な
い
が
、
 
近
日
 
中
 

に
 受
付
 
局
は
 
大
幅
に
 
増
や
さ
れ
る
 
H
4
 疋
 。
と
郵
 

政
 省
で
は
 
言
っ
 
て
お
り
ま
す
 
が
'
 
 い
ず
こ
 
も
 同
 

じ
 お
 役
所
の
 
常
。
 
ト
ッ
プ
は
 
ス
 ス
ン
 
だ
 こ
と
を
 

考
え
つ
 
く
ん
で
す
 
が
 な
か
な
か
 
出
先
ま
で
 
周
知
 

が
 行
き
と
 
ど
か
な
い
。
 
本
誌
の
 
た
め
に
 
見
本
を
 

打
ち
に
 
(
と
い
う
の
 
か
 出
し
に
 
と
い
う
の
 
か
)
 渋
 

谷
 局
に
 
お
も
む
い
た
 
某
氏
は
 

「
あ
の
—
'
 
電
子
 

郵
便
を
 
お
願
い
し
ま
す
」
 

「
な
ん
で
す
、
 

そ
の
 

電
子
 
何
と
か
っ
 
て
の
は
？
」
 
と
い
う
よ
う
 
な
や
 

り
 取
り
で
 
I
 〇
分
 
以
上
を
 
費
し
て
 
し
ま
つ
た
 
と
 

か
。
 
B
5
 
版
で
 
料
金
 
五
〇
〇
 
円
。
 

電
子
郵
便
に
 
対
抗
す
 
る
 電
電
公
社
の
 
切
り
札
 

は
'
 公衆
 フ
ァ
ッ
ク
ス
。
 電
話
局
の
 端
末
に
 送
リ
 

た
い
 
文
 害
を
 
入
れ
れ
ば
 
全
国
 
ど
こ
の
 
フ
ァ
ッ
ク
 

ス
 端
末
へ
 
で
も
 
即
時
に
 
届
く
。
 
将
来
は
 
配
送
 
サ
 

I
 
ビ
ス
 
も
 
考
え
て
 
い
る
そ
う
 
で
、
 
そ
う
 
な
れ
ば
 

電
子
郵
便
と
 
真
 向
か
ら
 
激
突
と
 
い
う
 
こ
と
に
な
 

る
。
 
こ
ち
ら
の
 
料
金
は
 
時
間
 
制
。
 
フ
ァ
ッ
ク
ス
 

を
 送
信
す
 
る
の
に
 
必
要
な
 
時
間
に
 
比
例
す
 
る
電
 

話
 料
を
 
取
ら
れ
る
。
 
送
信
 
先
の
 
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
 

受
信
^
 
W
 
に
ょ
っ
 
て
 料
金
は
 
変
わ
っ
 
て
く
 
る
。
 

ど
ち
ら
の
 
サ
—
 
ビ
ス
 
も
ま
 
だ
 小
手
調
べ
の
 
段
 

階
 だ
が
、
 

こ
こ
 
1
 、
二
 
年
の
う
 
ち
に
は
 
全
国
 
展
 

開
し
て
 
本
^
:
 呂
 業
に
 
入
る
 
は
ず
 
だ
。
 
キ
ャ
 
ッ
シ
 

ユ
カ
—
 
ド
 だ
っ
て
 
始
め
は
 
「
通
帳
が
な
く
て
も
 

お
金
を
 
お
ろ
せ
る
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
の
 
機
械
が
 
で
 

き
 る
ん
で
 
す
っ
 
て
」
 
と
い
っ
た
 
ゥ
ワ
サ
 
話
に
 
過
 

ぎ
な
 
か
っ
た
 
の
が
、
 
あ
っ
と
 
い
う
 
ま
に
 
誰
で
も
 

持
っ
 
て
い
る
 
必
需
品
に
 
な
っ
て
 
し
ま
っ
 
た
ん
だ
 

し
ね
。
 
い
つ
た
ん
 
動
き
 
は
じ
め
る
 
と、 

こ、 っ
い
 

う
の
は
 
早
い
で
す
 
ょ
。
 

110 



■ 

フ
ラ
ン
ス
の
 

ニ
ユ
 

ー 
メ
デ
ィ
ア
 

ス
マ
—
 

卜
 

力
—
 

ド
 

_-
 

| 
ユ
—
ズ
 

ウ
ィ
—
 

ク
 

J 
IO
 

月
 

10
 

日
 

号
に
 

よ
れ
 

ば
、
 

北
 

フ
ラ
ン
ス
の
 

力
—
 

ン
 

市
で
 

進
め
ら
れ
て
 

い
る
 

ス
マ
—
 

卜 
力
—
 

ド
 

•
シ
ス
テ
ム
の
 

実
験
は
'
 

頎
 

調
に
 

進
行
 

中
の
 

模
様
で
 

あ
る
。
 

ス
マ
—
 

ト
カ
—
 

ド
は
、
 

フ
ラ
ン
ス
の
 

P
T
T
 

(
^
I
!
^
電
^
i
l
^
l
h
:
)
が
コ
ン
ピ
ユ
l
夕
•
ネ
ッ
ト
ワ
l
 

ク
 

社
会
の
 

決
定
版
と
 

し
て
 

力
を
入
れ
て
 

開
発
し
 

て
い
る
 

シ
ス
テ
ム
 

で
あ
る
。
 

力
—
 

ド
 

自
体
は
 

見
 

た
と
 

こ
ろ
 

普
通
の
 

ク
レ
ジ
ッ
ト
 

カ
—
 

ド
と
 

変
わ
 

ら
 

な
い
。
 

利
用
者
は
 

商
店
で
 

買
物
を
 

し
た
と
 

き
 

に
こ
の
 

力
—
 

ド
を
 

レ
ジ
の
 

端
末
に
 

差
し
込
み
、
 

暗
証
番
号
を
 

打
ち
込
む
 

だ
け
で
 

支
払
い
を
 

済
ま
 

せ
る
 

こ
と
が
で
き
る
 

。
ク
レ
ジ
ッ
ト
 

カ
—
 

ド
と
 

澤
つ
 

の
は
、
 

こ
の
 

瞬
間
に
 

現
実
に
 

支
払
い
が
 

済
 

ん
で
 

し
ま
う
 

こ
と
で
 

あ
る
。
 

つ
ま
り
、
 

ス
マ
 

ー 

卜 
力
—
 

ド
は
、
 

利
用
者
の
 

銀
行
の
 

コ
ン
ビ
 

ュ
ー
 

夕
を
 

操
作
し
て
、
 

利
用
者
の
 

口
座
か
ら
 

店
の
 

口 

座
へ
 

代
金
を
 

振
 

込
む
 

機
能
を
 

持
っ
て
 

い
る
。
 

端
 

末
を
 

自
宅
に
 

備
え
れ
ば
 

ホ
—
 

ム
 

バ
ン
 

キ
ン
グ
 

も
 

で
き
る
 

の
 

だ
。
 

こ
の
 

機
能
の
 

f
 

は
 

力
—
 

ド
に
 

埋
め
込
ま
れ
 

た
 

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
 

に
あ
る
。
 

つ
ま
 

リ
ス
 

マ
|
 

卜 
力
—
 

ド
は
、
 

財
布
に
 

入
れ
て
 

持
ち
運
べ
る
 

超
 

小
型
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

な
の
 

だ
。
 

利
用
者
は
、
 

銀
 

行
に
 

行
か
ず
に
 

代
金
の
 

支
払
い
、
 

口
—
ン
 

契
約
、
 

口
座
 

振
替
'
—
 

窨
の
 

発
行
な
 

ど
の
 

サ
—
 

ビ
ス
 

を
 

受
け
る
 

こ
と
が
で
き
る
。
 

ク
レ
ジ
ッ
ト
 

カ
—
 

ド
と
 

違
つ
 

て
 

「
記
憶
力
」
 

や
 

「
一
^
 

R
」
 

を
 

備
え
た
 

こ
の
 

力
—
 

ド
の
 

利
用
 

法
は
 

無
限
に
 

考
又
 

ら
れ
 

る、
 

と
 

P
P
T
 

で
は
 

自
 

1
 

々
ら
し
い
。
 

新
し
い
 

知
的
ゲ
 

— 
登
場
 

n 
ンテ
 

イニ
オ 

1
 

の
よ
う
 

な
ヵ
ー
 

ド
が
 

42
 

枚
で
 

|
 

組
に
な
 

つ
て
い
 

る。
 

ル
—
 

ル
は
 

簡
単
。
 

交
互
に
 

九
—
 

ド
 

を
 

並
べ
て
 

い
く
。
 

そ
の
と
 

き
に
な
る
 

ぺ
く
 

多
く
 

の
 

マ
ス
 

目
の
色
が
 

_
 

(
コ
ン
テ
ィ
 

ニ
ユ
 

I
)
 

す
 

る
よ
う
 

な
く
つ
つ
 

け
 

方
を
 

探
す
。
 

上
の
 

よ
う
な
 

並
べ
方
 

だ
と
 

が
 

I
 

五
、
 

黄
が
 

I
 

〇
、
 

靑
が
 

二
と
、
 

計
 

二
 

七
の
 

目
が
 

連
続
す
 

る。
 

力
|
 

ド
を
 

置
い
た
 

と
き
に
 

連
続
し
た
 

目
の
 

数
が
 

そ
の
 

ま
ま
 

得
点
に
な
る
。
 

I
 

人
か
ら
 

四
'
 
 

五
 

人
ま
で
 

で
 

遊
べ
る
。
 

イ
ギ
リ
ス
 

生
ま
れ
 

だ
が
、
 

ア
 

メ
リ
 

力
で
 

も
 

大
人
気
ら
 

し
い
。
 

自
分
が
 

な
る
べ
く
 

高
 

い
 

点
を
 

取
る
 

こ
と
を
 

狙
う
 

の
は
 

も
ち
ろ
ん
 

だ
が
、
 

同
時
に
 

他
の
 

プ
 

レ
—
 

ヤ
—
に
 

長
い
 

を
 

作
ら
 

せ
な
い
 

よ
う
に
 

セ
コ
く
 

立
ち
 

廻
ら
な
い
 

と
 

勝
て
 

な
い
。
 

や
さ
し
い
 

よ
う
で
 

な
か
な
か
 

難
し
い
。
 

と
く
に
 

時
間
を
 

制
限
す
 

る
と
 

緊
迫
が
 

高
ま
る
。
 

小
さ
い
 

子
か
ら
 

大
人
ま
で
 

そ
れ
ぞ
れ
に
 

楽
し
め
 

る
 

ゲ
—
ム
 

だ
。
 

ゲ
—
ム
 

が
 

進
ん
で
 

い
く
う
ち
 

に
 

¢
5
 

か
つ
て
い
 

く
 

力
—
 

ド
の
 

モ
ザ
イ
ク
が
 

カ
 

ラ
フ
 

ル
で
 

美
し
い
。
 

銀
座
：
 

博
 

品
 

館
 

南 

99 

カー
フ 

オ
ケ
 

用
の
 

マ/
 

ノ 
 

•マ
 

^
 

ノ 
 

.V
 

ン
タ
—
 

フ
ェ
ィ
ス
 

!?
 

ポ
デ
 

ィ
ソ
 

ニ
ッ
ク
 

カ
ラ
オ
ケ
 

ス
テ
—
 

ジ
 

早
い
 

も
の
で
、
 

今
年
 

も
 

残
す
 

と
こ
ろ
 

あ
と
わ
 

ず
 

か
。
 

待
ち
に
 

待
つ
 

た
 

忘
年
会
 

•
新
 

重
 

K
 

の
シ
—
 

ズ
ン
が
 

到
来
。
 

そ
ん
な
 

シ
 

—
ズ
ン
 

に
な
く
て
 

は
 

な
ら
な
い
 

も
の
は
、
 

何
ん
 

と
い
 

つ
て
も
 

力
 

•ラ
. 

才
 

•
ケ
 

。
バ
ッ
ク
に
は
 

1
 

流
 

ミ 
ユ
—
ジ
 

シ
ヤ
ン
の
 

演
奏
、
 

I
®
 

気
は
 

墨
咼
潮
 

に
 

達
し
、
 

マ
イ
ク
を
 

持
て
ば
'
 
 

ま
さ
に
 

エ
ン
 

タ
—
 

テ
 

イ
ナ
—
 

の
 

気
分
。
 

マ
イ
ク
を
 

I
 

度
 

握
つ
 

た
ら
も
う
 

は
な
さ
な
い
 

御
 

仁
 

も
 

多
い
 

と
 

思
う
。
 

で
も
な
 

に
か
 

1
 

り
な
い
。
 

そ
う
 

ス
テ
—
 

ジ
が
 

、
カ
ラ
オ
ケ
 

用
の
 

舞
^
！
 

が
 

無
 

い
の
 

だ
。
 

そ
ん
な
 

発
想
か
ら
 

生
ま
れ
た
 

の
が
 

そ
の
 

名
の
 

と
お
り
、
 

ポ
 

デ
ィ
 

ソ
ニ
ッ
ク
 

社
の
々
 

ボ
デ
ィ
 

ソ
 

ニ
ッ
ク
カ
ラ
オ
ケ
ス
テ
|
ジ
〃
。
こ
れ
は
幅
 

90
0 

><
 

高
さ
 

||
0 

>
<
奧
行
 

60
0 

%
.
重
さ
 

|5
.5
 

^
 

の
真
ち
ゅ
う
 

製
の
 

演
 

台
の
 

中
に
 

音
を
 

逢
》
 

振
動
に
 

か
え
る
 

卜 

ラ
ン
ス
 

デ
ュ
—
 

サ
 

(
ス
ピ
 

I 
力
—
 

型
の
 

振
動
板
)
 

と
 

低
周
波
を
 

增
幅
 

す
る
 

パ
ワ
ー
 

ア
ン
プ
を
 

装
 

增
 

こ
れ
を
 

カ
ラ
オ
ケ
 

ア
ン
プ
の
 

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
 

ジ
ヤ
 

ッ
ク
か
 

ス
ピ
—
 

力
—
 

端
子
に
 

つ
な
ぐ
 

だ
け
で
 

〇
 

K
。
 

カ
ラ
—
 

は
 

ブ
ラ
ッ
ク
と
 

ワ
イ
ン
 

レ
ッ
 

ド
の
 

二
種
 

類
が
 

あ
り
'
 
 

不
燃
性
の
 

パ
ン
チ
 

カ
—
 

ぺ
ッ
 

卜 
敷
き
の
 

ス
テ
—
 

ジ
 

は
、
 

デ
ュ
エ
ッ
ト
 

で
き
る
 

だ
け
の
 

ス
ぺ
 

ー 
ス
は
 

十
分
 

あ
る
し
、
 

モ
ニ
タ
と
 

し
て
 

ス
テ
—
 

ジ
に
 

直
接
 

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
 

賴
 

で
 

き
る
。
 

振
動
の
 

強
弱
は
 

ボ
リ
 

ュ
—
厶
 

つ
ま
み
に
 

ょ
つ
 

て
 

無
 

段
階
に
 

調
節
す
 

る
 

こ
と
が
 

可
能
で
、
 

足
元
に
 

ズ
ン
 

ズ
ン
と
 

響
く
 

振
動
で
 

曲
の
 

テ
ン
ポ
 

が
 

取
り
 

や
す
く
、
 

ち
ょ
う
 

ど
 

足
踏
み
を
 

す
る
 

力
 

ン
ジ
で
 

リ
ズ
ム
に
 

の
る
 

こ
と
が
で
き
 

、
リ
ズ
ム
 

感
に
 

自
信
の
 

無
い
 

人
で
 

も
 

振
動
と
 

な
つ
て
 

リ
ズ
 

ム
が
 

体
中
に
 

伝
わ
つ
 

て
く
 

る。
 

ま
た
、
 

レ
—
 

ザ
 

I 
デ
ィ
ス
ク
と
 

ジ
ョ
イ
ン
ト
し
て
 

映
像
 

や
 

歌
詞
 

を
 

見
な
が
ら
 

カ
ラ
オ
ケ
を
 

楽
し
む
 

こ
と
が
で
き
 

る。
 

し
か
し
、
 

パ
ッ
ク
 

ミ
ユ
—
 

ジ
ッ
ク
 

で
は
 

圧
 

倒
 

的
な
 

効
果
を
 

得
ら
れ
る
 

反
面
、
 

歌
つ
 

て
い
る
 

人
の
 

声
、
 

人
声
で
 

振
動
を
 

発
生
す
 

る
と
 

ど
う
し
 

て
 

も
}
 

が
 

起
こ
り
が
 

ち
で
 

あ
る
。
 

そ
こ
 

で
、
 

人
声
を
 

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
 

識
別
し
、
 

こ
れ
 

を
 

カ
ツ
 

ト
す
る
 

必
要
が
 

生
じ
る
。
 

こ
の
た
め
、
 

人
声
を
 

識
別
 

処
理
す
 

る
 

特
殊
な
 

ア
ナ
ロ
グ
 

コ
ン
 

棘 06)1 

身 

4 

社 03:( 

ク舌 

ッ 
II
 

二
 
薄
 

ソ
ル
 

ィ
ビ
 

デ
 

山
 

i
 
 
1
 

1
 

鱗
 

ピ
ュ
—
 

夕
の
 

開
発
 

も
 

進
め
ら
れ
 

て
い
る
。
 

こ
の
 

カ
ラ
オ
ケ
 

ス
テ
—
 

ジ
の
 

価
格
は
、
 

リ
—
 

ス
 

方
式
で
 

申
込
 

金
 

二
 

万
円
、
 

月
々
 

九
九
 

〇
〇
円
 

X
 

2
4
 

回
 

払
い
。
 

ス
ナ
ッ
ク
 

や
 

パ
—
 

を
 

中
心
と
し
 

た
 

業
務
 

用
と
 

し
て
 

売
れ
て
 

い
る
そ
ぅ
 

だ
が
、
 

近
 

々、
 

M
l
 

向
け
と
 

し
て
 

ひ
と
ま
わ
り
 

小
さ
な
 

ス
 

テ
—
 

ジ
も
発
 

1 
 

ル
さ
れ
 

る
 

そ、
 

つ
で
、
 

そ
れ
と
 

と
も
 

に
 

レ
ー
 

ザ
—
 

デ
ィ
ス
ク
の
 

カ
ラ
オ
ケ
 

ソ
フ
ト
 

も
 

增
又
 

そ
ぅ
だ
。
 

こ
れ
の
 

応
用
と
 

し
て
、
 

や
 

ラ
イ
ブ
 

ハ
 

ゥ
ス
の
 

床
 

I
 

面
に
 

そ
れ
ぞ
れ
 

6 
個
 

. 14
 

個
 

(
畳
 

j
 

畳
に
 

対
し
て
)
 

の
 

ト 
ラ
ン
ス
 

デ
ュ
—
 

サ
を
 

埋
め
込
 

ん
で
 

B
G
 

M
 

や
 

演
奏
に
 

一
役
買
つ
 

て
い
る
。
 

と
 

く
に
 

ラ
イ
ブ
ハ
ゥ
ス
 

仕
様
は
 

ア
メ
リ
カ
で
 

プ
レ
 

イ
ヤ
—
 

と
の
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
—
 

シ
ヨ
 

ン
が
 

と
れ
る
 

と
大
 

好
評
と
 

か
。
 

体
に
 

強
い
 

衝
擊
感
 

を
 

与
え
る
 

バ
ス
 

ド
ラ
ム
 

や
、
 

強
烈
な
 

エ
レ
キ
べ
—
 

ス
の
音
 



マイコン •タウン 

と
い
う
、
 
右
^
 
<
哲
 さ
ん
 
(
ソ
 
ニ
—
 
勤
務
)
 
も
や
 

は
り
 
ア
ル
フ
ァ
 
波
が
 
多
く
で
 
る
と
 
き
が
 
記
憶
に
 

良
い
 
と
言
う
。
 
そ
う
い
え
ば
、
 

あ
の
 
西
武
 
ラ
ィ
 

オ
ン
 
ズ
 で
も
、
 
こ
の
 
機
器
を
 
使
っ
て
 
い
る
の
で
 

す
。
 
ア
メ
リ
カ
の
 
小
学
校
で
は
、
 
1
 
の
 訓
練
 

を
 続
け
て
、
 
成
績
.
 
健
康
—
 
の
 向
上
な
 
ど
の
 
効
 

果
が
 
あ
っ
た
そ
う
。
 
瞬
間
 
的
な
 
判
 

は
、
 
や
 

は
り
 
集
中
力
が
な
い
 
と
ダ
メ
 
と
い
う
 
こ
と
か
。
 

「
う
わ
—
、
 

バ
グ
が
 
出
た
 
ょ
才
 
J 
な
ん
て
 
悩
 

ん
で
 
い
る
 
キ
ミ
 
も、 

ア
ル
フ
ァ
 
波
の
 
訓
練
で
、
 

た
ち
ま
ち
 
天
オ
 
プ
ロ
グ
ラ
マ
に
 
な
れ
る
 
か
も
ね
。
 

•
問
い
合
わ
せ
 

松
下
電
器
 
健
康
 
機
器
 
開
発
 
セ
 

.
ン
タ
 
I
 
 
T
E
L
 
〇
三
 
(
四
 
三
 七
)
 
|  |  |  | 

I
 
ド
を
 
切
り
変
え
る
 
こ
と
に
よ
 
つ
て
、
 
音
楽
と
 

と
も
に
 
ピ
—
 
と
：
 >
 2
 日
が
 出
て
 
く
る
 
方
式
 
も
 あ
 

る
。
 
こ
の
場
合
は
、
 

こ
の
 
ピ
—
 
と
い
、
 2
 日
^
^
 

す
よ
う
 
に
 リ
ラ
ッ
ク
ス
 
す
れ
ば
 
よ
ろ
し
い
。
 

ア
 

ル
 フ
ァ
波
 
の
 量
は
、
 
パ
—
 
セ
ン
 
ト
で
 
数
字
と
 
し
 

て
 も
 見
ら
れ
る
 
の
で
、
 

カ
 セ
ッ
 
ト
を
 
使
わ
な
 
く 

て
 も
 訓
練
で
 
き
る
。
 

ゴ
ル
フ
の
 
青
木
 
功
 ブ
ロ
は
、
 
ポ
—
 
ル
を
 
打
つ
 

と
き
は
、
 
頭
の
 
中
で
、
 

I
 番
 良
い
 
イ
 メ
—
ジ
 
を
 

思
い
浮
か
べ
て
 
無
心
で
 
ス
イ
ン
グ
を
 
す
る
と
い
 

、っ。* ■
バ
イ
オ
 
フ
イ
—
 
ド
 バ
ッ
ク
』
 

も、 
同
様
に
 

イ
メ
 
I 
ジ
 •
コ
ン
ト
 
ロ ー 

ル
を
 
す
る
 
こ
と
て
 
集
 

中
 力
を
 
つ
け
る
 
こ
と
が
で
き
る
 

余
談
 
だ
が
'
 

3
.
1
4
1
5
9
 
…
…
 
の
 円
周
率
を
 
何
と
 
二
 万
 ケ
タ
 
記
 

憶
し
て
、
 
何
 ケ
タ
 
目
か
ら
で
 
も
 任
意
に
 
言
え
る
 

パ
 ソ
コ
ン
 は
 ア
レ
ン
ジ
 ャ ー 

. 

f
 
 □1
 
ラ
ン
 
 d
L
U
I
4
Q
 

パ
ソ
コ
ン
で
 
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
 
や
 リ
ズ
ム
 
ポ
 

ッ ク
ス
を
 
コ
ン
 
ト 
ロ
—
 
ル
す
*
 〇
 —
 
こ
れ
'
 
 も
 

{吊 識
 '
•
と
は
 
思
つ
 
て
い
て
も
 
実
際
に
 
や
る
 
と
 

な
る
と
 
結
構
 
む
ず
か
し
 
い
も
の
。
 

で
も
、
 
こ
ん
ど
 
発
表
さ
れ
 
た
 
口
—
 
ラ
ン
ド
の
 

「
：
^
—
〇
—
プ
ロ
セ
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
^
〇
-
リ
 

丨 
4
0
1
」
 

を
 
使
え
ば
 
か
な
り
 
簡
単
に
 
い
ろ
い
 

ろ
な
 
音
 創
り
 
が
で
 
き
そ
う
。
 

こ
の
^
0
-
リ
-
4
〇
1
で
採
用
し
て
い
る
の
 

は
 
「
M
I
D
I
J
 
と
い
う
 
国
 

格
の
 
イ
ン
タ
 

—
フ
 
H イ

ス
。
 

2 
つ
 以
上
の
 
電
子
 
楽
器
を
 
ケ
|
 

ブ
ル
で
 
つ
な
い
で
 
演
 f
 
報
を
 
デ
ジ
タ
ル
で
 
伝
 

送
し
、
 
楽
器
の
 
コ
ン
 
ト 

ロ  — 
ル
を
 
し
よ
う
と
 
い
 

う
 も
の
。
 
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
—
 
な
ど
の
 
電
子
 
楽
器
 

に
 限
ら
ず
、
 
パ
ソ
コ
ン
と
 
楽
器
 
i
 
続
し
て
 
自
 

動
 演
奏
を
 
行
な
う
 
場
合
な
 
ど
も
#
^
 
さ
れ
て
 
い
 

る。 

楽
器
 
演
奏
を
 
パ
ソ
コ
ン
に
 
記
憶
 
さ
せ
て
 
ブ
レ
 

イ
 バ
ッ
ク
し
 
な
が
ら
の
 
多
重
 
演
奏
 
や
、
 
記
憶
 
さ
 

せ
た
 
演
奏
の
 
リ
ズ
ム
を
 
変
え
た
り
、
 
リ
ズ
ム
 
•マ 

シ
ン
を
 
シ
ン
ク
ロ
さ
せ
る
 
こ
と
 
も
で
 
き
る
。
 

M
S
X
 
マ
シ
ン
へ
の
 
接
続
 
も
 
近
い
う
ち
に
 
可
 

能
に
な
る
 
と
い
、
 
っ 話

 だ
か
ら
 
お
楽
し
み
に
 

// : 

•
 問
い
合
わ
せ
 
 
口
—
 
ラ
ン
ド
 
デ
イ
！
 

ジ
 

丨
 

(
株
)
 

イ
ン
 
フ
 
オ
メ
 
 
—
 
シ
ヨ
 
ン
 
セ
ン
タ
—
 

〇
三
〇
 
 
| 五
 
I
 )
 
 I
 二
 六
 四
 

I
 
に
 
使
。
 

40 楽
を
 
る 

省
 
 U 
IT 

p
 
 
I
 
 
P
 
 ^
 

M
 
高
 
C
 
姆
 

卜 
の
の
を
 

ッ
質
用
 
令
 

二
。
 
專
 
八-叩 

ユ
！
^
 
に
の
 

グ
®
 
ぅ
ら
 

ン
る
 
よ
か
 

シ
 
れ
る
ン
 

セ
 
さ
き
 

n
 

口 
蔵
で
 

ソ 
プ
 
内
応
 
バ
 

: 
•
.
対
て
 

上
 
右
 
も
つ
 

を
；
^
^
 
振
動
と
 
し
て
 
体
に
 
与
え
る
 
こ
と
に
よ
 
っ
 
 
種
 シ
ミ
 
ユ
レ
—
 
シ
 
ョ
ン
 
用
と
 
か
 パ
—
 
ソ
ナ
 
ル
シ
 

て
、
 

強
烈
な
 

X
 
ネ
ル
 

ギ
—
感
 

が
 
再
現
さ
れ
、
 

ロ
 
 

ア
タ
 

1
(
 
 

|
 
人
で
 

楽
し
む
 

レ
—
 

ザ
—
 

デ
ィ
ス
ク
 

劇
 

ッ
ク
 
な
ど
 
パ
ワ
フ
ル
^
！
 
日 楽
に
は
 
最
適
で
 
あ
る
。
 

場
)
、
 
変
わ
っ
た
と
 
こ
ろ
で
は
 
地
霖
 
体
験
 
館
な
 
ど
 

日
本
で
 
も
惠
平
 
六
 菜
に
 
建
設
 
中
で
、
 
こ
れ
 
か
 

応
用
 範
囲
は
 
か
な
り
 
広
が
っ
 
て
い
る
 
よ
う
 
だ
。
 

ら
も
 
あ
ち
こ
ち
で
 
普
及
す
 
る
だ
ろ
う
。
 
ほ
か
に
 

も、 
映
画
館
 
や
、
 
飛
 

や
 ロ
ケ
ッ
ト
 
な
ど
 
各
 

」
 

こ
れ
で
 

ア
ナ
 

タ
ち
 

天
オ
 

ブ
 

Q
 

ク
ラ
 

r>
  

— 
C
P
 

■
ナ
シ
ョ
ナ
ル
 

バ
イ
オ
 

フ
イ
—
 

ド
 

バ
ッ
ク
 

あ
の
、
 
(
な
ぜ
か
、
 ̂
 • の
が
つ
 
い
ち
や
 
う
ん
だ
 

け
ど
)
 
片
桐
 
機
長
の
"
^
^
"
 

以
降
、
 
静
か
に
 

売
れ
て
 
い
る
 
製
品
が
 
あ
る
 
！
 
と 言

っ
て
も
'
 

決
し
て
 
世
間
 
サ
 マ
を
 
お
騒
が
せ
 
す
る
 
よ
う
な
 
モ
 

ノ
 で
は
な
い
 
の
で
 
ご
 安
心
を
。
 

_
 
安
定
 
訓
練
 
シ
ス
テ
ム
 
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
 
バ
 

イ
オ
 
フ
ィ
—
 
ド
 
バ
ッ
ク
』
 
 
病
院
で
の
 
リ
ハ
 

ピ
リ
か
ら
'
 
 
ヨ
ガ
の
 
膜
 想
'
 
 ス
 ポ
—
ッ
 
選
手
の
 

集
^
 
R
 強
化
に
ま
で
 
使
わ
れ
て
 
い
る
 
こ
の
 
機
器
 

を
 さ
つ
 
そ
く
 
試
し
て
 
き
ま
し
た
。
 

ヒ
 ト
の
？
！
！
®
^
^
 
は
、
 
脳
波
、
 
皮
 It 温

度
、
 

皮
 If 抵

抗
、
 
筋
 電
位
な
 
ど
に
 
よ
っ
て
 
検
出
さ
れ
 

る
そ
う
 
で
、
 
例
え
ば
、
 
「
ゥ
ソ
 発
見
 器
」
 と
い
う
 

の
は
、
 
皮
 / 
t
 抵
抗
を
 
測
定
し
て
 
心
の
 
乱
れ
、
 

つ
 

ま
リ
 
、
ウ
ソ
 
を
つ
 
い
て
い
る
 
こ
と
を
 
見
破
ろ
う
 

m
m
K
m
 

と
い
う
 
も
の
 
だ
。
 

『
バ
イ
オ
 
フ
ィ
—
 
ド
 
バ
ッ
ク
 
j 
も
 原
理
は
 
同
じ
。
 

心
の
^
^
が
 
も
っ
と
も
 
端
的
に
 
表
わ
れ
る
 
脳
波
 

の
 中
か
ら
'
 
 
と
く
に
 
ア
ル
フ
ァ
 
波
と
 
呼
ば
れ
る
 

脳
波
を
 
検
出
す
 
る
 0 

こ
の
 
ア
ル
フ
ァ
 
波
と
 
い
う
の
は
、
 
心
の
 
安
静
 

g
 
に
 
検
出
さ
れ
 
る
 
脳
波
の
 
こ
と
。
 
禅
 
や
 
ヨ
ガ
 

な
ど
で
 
精
神
的
な
 
訓
練
 
•
修
業
を
 
積
ん
で
、
 
心
を
 

安
静
に
 
保
つ
 
能
力
の
 
優
れ
た
 
人
は
、
 
ア
ル
フ
ァ
 

波
を
 
S
 
に
 出
す
 
能
力
に
 
も
 優
れ
て
い
 
る。、 

逆
 

に
'
 
 ス
ト
レ
ス
が
 
た
ま
り
、
 
精
：
^
 
態
が
 
乱
れ
 

て
い
れ
ば
'
 
 
自
分
 
本
来
の
 
能
力
が
 
発
揮
で
 
き
な
 

い
わ
け
。
 
ア
ル
フ
ァ
 
波
を
 
引
き
出
す
 
訓
練
を
 
行
 

5
 

1 と
は
、
 
心
の
 
安
静
を
 
得
る
 
訓
練
と
 
な
る
。
 

こ
の
 
ア
ル
フ
ァ
 
波
を
 
用
い
た
、
 
心
の
 
訓
練
を
 
す
 

る
た
 
め
の
 
f
r
 か
、
 
こ
の
 
『
バ
イ
オ
 
フ
ィ
—
 
ド
 

バ
ッ
ク
』
 
な
の
で
す
。
 

や
り
方
は
 
ご
く
 
簡
単
で
、
 

ま
ず
、
 
自
分
の
 
好
 

き
な
 
曲
の
 
入
っ
 
た
 カ
セ
ッ
ト
 
テ
—
 プ
を
 
一
本
 用
 

意
す
 
る
。
 
セ
ン
サ
 
バ
ン
ド
 
(
ア
ル
フ
ァ
 
波
を
 
検
出
 

す
る
 
ヘ
ア
バ
ン
ド
)
 
を
つ
 
け
て
、
 
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
 

つ
け
る
。
 

カ
 セ
ッ
 
ト
を
 
ポ
ン
 
。
そ
う
す
る
と
 
音
 

楽
が
 
流
れ
て
 
く
る
。
 
ま
る
で
 
ウ
 ォ
—
ク
 
マ
ン
の
 

気
分
。
 
音
楽
を
 
聞
き
な
が
ら
、
 

心
を
 
静
め
て
、
 

肉
体
を
 
リ
ラ
ッ
ク
ス
 
さ
せ
て
 
い
き
ま
す
 
。
そ
う
 

す
る
と
、
 
ア
—
ラ
 
不
思
議
、
 
音
楽
が
 
だ
ん
だ
ん
 

消
え
て
 
い
く
 
…
…
 
。
え
っ
 
!? 

壤
れ
 
た
の
 
か
ナ
。
 

あ
わ
て
ふ
た
め
 
く
と
、
 
ま
た
 
音
が
 
ジ
ャ
 
—
ン
と
 

聞
こ
え
て
 
く
る
。
 

ど
う
な
 
っ
て
い
 
る
の
 
か
と
 
言
、
 っ
と
、
 
ア
ル
フ
 

ァ 波
の
 
出
る
 
置
が
 
多
く
な
る
 
に
つ
れ
 
て
、
 
音
が
 

消
え
て
 
い
く
よ
う
に
 
設
計
さ
れ
 
て
い
る
 
の
 だ
。
 

よ
う
す
る
に
、
 
音
を
 
小
さ
く
 
し
て
い
く
 
よ
う
に
 

霜
を
 
集
中
す
 
る
 訓
練
 
(
心
を
 
静
め
る
 
訓
練
)
 
を
 

す
る
 
わ
け
 
だ
。
 
面
白
い
で
 
し
よ
。
 
さ
ら
に
、
 

モ
 

IIZ 



% 

画
の
 

中
に
は
'
 
 

す
で
に
 

多
く
 

の
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
が
 

登
場
し
 

て
い
る
。
 

古
く
は
 

「
2
0
0
 

1
$
 

宙
の
 

旅
」
 

の
 

H
A
L
、
 

そ
し
て
 

「
ス
 

夕
 

—
ウ
オ
 

—
ズ
」
 

に
 

始
ま
る
 

ス
ぺ
 

ー
ス
オ
 

ペ
ラ
の
 

中
に
は
、
 

当
然
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

が
 

1
 

し
て
い
た
。
 

し
か
し
、
 

乂
 

7
 

の
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
を
 

描
い
た
 

も
の
は
 

と
言
わ
れ
れ
 

ば
、
 

僕
の
 

記
憶
に
は
 

ほ
と
ん
ど
 

残
つ
 

て
い
 

な
い
。
 

そ
も
そ
も
、
 

映
画
に
 

し
ろ
 

小
説
に
 

し
ろ
 

フ
ィ
 

ク
シ
 

ョ
ン
に
 

描
か
れ
て
 

い
る
よ
う
 

に、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
を
 

擬
人
化
し
て
 

み
て
い
る
 

人
が
 

果
た
し
て
 

い
る
も
の
だ
ろ
う
 

か
。
 

今
 

は
ま
 

だ
'
 
 

単
な
る
 

機
械
で
 

し
か
な
い
。
 

と
 

は
 

言
え
'
 
 

や
は
 

〇 
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

は
こ
れ
 

ま
で
の
 

機
械
と
 

根
本
的
に
 

違
う
。
 

た
と
え
 

ば
、
 

先
日
 

こ
ん
な
 

事
件
が
 

報
道
さ
れ
 

た
。
 

ア
メ
リ
カ
の
 

あ
る
 

少
年
が
 

大
企
業
の
 

給
与
 

管
理
を
 

す
る
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

に
 

ア
ク
セ
ス
 

し、
 

そ
の
 

中
に
 

自
分
の
 

务
刖
を
 

登
録
し
て
、
 

毎
月
 

チ
 

ヤ
ツ
 

カ
リ
と
 

お
金
を
 

ふ
り
こ
ま
せ
 

て
い
た
と
 

い
う
の
 

だ
。
 

大
企
業
と
 

I
 

少
年
 

と
い
う
'
 
 

そ
れ
ま
で
な
ら
 

何
の
 

も
 

持
 

ち
え
な
い
 

者
 

同
士
が
、
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

に
 

よ
つ
 

て
 

同
じ
 

レ
ベ
ル
に
 

立
つ
 

て
し
 

ま
 

計
^
 

R
 

が
、
 

デ
ー
 

タ
 

処
理
が
 

と
い
う
 

生
 

活
の
 

進
歩
と
は
 

別
に
、
 

人
間
 

1
 

の
 

変
化
 

を
 

促
し
て
 

い
る
と
 

思
え
る
 

の
 

だ
。
 

『
ゥ
 

ォ
—
ゲ
 

—
ム
』
 

は、
 

そ
ん
な
 

現
在
の
 

あ
り
え
る
 

か
も
し
れ
 

な
い
 

(
そ
れ
が
 

ど
ん
 

な
に
 

僅
か
な
 

確
率
 

だ
と
し
て
も
)
'
 

日
常
 

的
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

事
件
を
 

描
い
た
 

サ
ス
ぺ
 

ン
 

ス
 

で
あ
る
。
 

大
ま
か
な
 

粗
筋
を
 

言
う
 

と
…
 

〇 

デ
ビ
ッ
ド
 

•
ラ
イ
 

ト
 

マ
ン
は
'
 
 

よ
く
い
 

る
 

普
通
の
 

男
の
子
な
 

の
 

だ
が
、
 

何
と
な
く
 

自
分
の
 

パ
ソ
コ
ン
を
 

操
作
す
 

る
う
 

ち
に
 

国
 

防
 

省
の
^
 

2
 

«
 

フ
ロ
 

グ
ラ
ム
と
 

交
信
す
 

る
 

よ
う
に
な
 

〇、
 

た
ま
た
ま
'
 
 

米
ソ
 

戦
争
の
 

シ
 

ミ
ュ
レ
—
 

シ
 

ョ
ン
を
、
 

ゲ
—
ム
 

だ
と
 

思
 

つ
て
 

始
め
て
 

し
ま
う
。
 

と
こ
ろ
が
'
 
 

相
手
 

の
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

は
 

現
実
に
 

も
 

そ
の
 

プ
ロ
 

グ
ラ
ム
を
 

実
行
し
て
 

い
く
と
い
 

う
 

も
の
。
 

当
初
、
 

こ
の
 

映
画
を
 

観
た
 

ア
メ
リ
カ
 

国
 

防
 

省
の
！
^
 

者
は
、
 

「
現
実
と
は
 

ま
つ
た
 

く 

か
け
 

離
れ
、
 

単
に
 

不
安
を
 

煽
る
 

だ
け
の
 

も
 

の
」
 

と 
強
く
 

反
発
し
た
 

と
い
う
。
 

と
こ
ろ
 

が
で
 

あ
る
'
 
 

今
年
の
 

8 
月
、
 

ア
メ
リ
カ
の
 

ミ
ル
 

ウ
ォ
—
 

キ
ー
に
 

住
む
 

パ
ソ
コ
ン
 

•
マ
 

ニ
ア
の
 

少
年
た
ち
 

が
'
!
 

W
 

研
究
を
 

し
て
 

い
る
 

研
究
所
の
 

コ
ン
 

ピ
ュ
 

—
夕
に
 

自
分
の
 

パ
ソ
コ
ン
を
 

接
続
し
、
 

機
密
 

デ
—
 

夕
を
盗
 

み
 

出
し
て
 

い
た
 

こ
と
が
 

判
明
し
た
 

の
 

だ
。
 

軍
事
 

機
密
と
 

い
う
 

こ
と
で
 

も
 

疑
 

わ
れ
た
ら
 

し
い
が
 

(
映
画
で
 

も
 

同
じ
 

だ
つ
 

た
)
、
 

そ
ん
な
 

こ
と
は
 

な
か
つ
 

た
み
た
い
 

だ
。
 

そ
し
て
 

実
は
、
 

こ
の
 

こ
と
が
 

こ
れ
か
ら
の
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

犯
罪
を
 

考
え
る
 

の
に
 

重
大
 

な
 

問
題
点
を
 

示
し
て
 

い
る
の
 

だ
。
 

と
い
う
 

の
 

も、
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

犯
罪
の
 

多
く
は
 

「
愉
 

快
 

犯
」
 

だ
と
い
 

う
。
 

自
分
の
 

力
を
 

試
す
、
 

知
的
 

欲
求
を
 

满
 

た
す
、
 

面
白
い
 

…
…
 

単
に
 

そ
う
い
う
 

理
由
で
 

犯
行
に
 

お
よ
ぶ
。
 

防
犯
 

す
る
 

側
は
 

相
手
の
 

犯
意
が
 

読
め
な
い
 

か
ら
 

た
い
へ
ん
 

困
る
 

わ
け
 

だ
。
 

映
画
 

自
体
は
、
 

ま
ず
 

冒
頭
の
 

ミ
サ
 

V
 

ル
 

発
射
 

シ
—
ン
 

の
 

リ
ア
ル
 

さ
に
 

圧
倒
さ
れ
 

る。
 

そ
れ
ま
で
 

ジ
ヨ
 

—
ク
を
 

言
い
 

あ
つ
て
 

い
た
 

兵
士
が
'
 
 

緊
蹇
 

X
 

TJ
 

に
 

反
応
し
て
、
 

01
 

r 

を
 

解
読
し
、
 

最
後
に
 

発
射
 

ボ
タ
ン
を
 

押
す
 

(
？
)
 

ま
で
の
 

過
程
を
、
 

ス
ピ
—
 

デ
ィ
—
 

に
 

描
い
て
 

い
く
。
 

そ
し
て
'
 
 

映
像
は
 

I
 

転
、
 

朝
の
 

ゲ
—
ム
 

セ
ン
タ
—
 

へ
と
 

移
つ
 

て
い
く
。
 

始
業
 

前
の
 

時
間
を
 

「
ギ
ャ
ラ
ガ
」
 

を
 

や
つ
 

て
 

遊
ぶ
 

デ
ビ
ッ
ド
。
 

苦
手
の
 

生
物
で
 

F 
 

(
不
 

可
)
 

を
 

も
ら
 

つ
て
も
'
 
 

成
 

の
 

管
理
を
 

し
て
い
る
 

学
校
の
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
の
 

パ
ス
 

ヮ
—
 

ド
を
 

コ
ッ
 

ソ
リ
 

1
 

貝
 

室
で
 

盗
み
見
、
 

家
に
 

帰
つ
 

て
か
ら
 

D
 

(
可
)
 

に
 

直
し
て
 

し
ま
 

う
。
 

そ
ん
な
 

彼
の
 

部
屋
に
 

な
ら
ぶ
 

バ
ソ
コ
 

ン
 

群
、
 

フ
ロ
ッ
ピ
—
 

を
 

入
れ
'
 
 

カ
ブ
 

ラ
に
 

電
話
を
 

つ
な
ぎ
 

…
…
 

と
い
、
 

7 
部
分
に
、
 

日
 

本
の
 

パ
ソ
コ
ン
 

フ
ア
ン
 

も
 

魅
 

か
れ
る
 

か
な
。
 

物
語
は
、
 

そ
の
 

デ
ビ
ッ
ド
が
 

た
ま
た
ま
 

雑
誌
で
 

見
た
 

新
し
い
 

ゲ
—
ム
 

ソ
フ
ト
の
 

内
 

容
を
 

知
ろ
う
と
 

電
話
と
 

パ
ソ
コ
ン
を
 

使
つ
 

て
 

検
索
を
 

続
け
る
 

う
ち
に
、
 

あ
る
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

•
シ
ス
テ
ム
の
 

墓
に
 

気
づ
く
 

あ
 

た
り
か
ら
 

核
心
に
 

入
つ
 

て
い
く
。
 

そ
こ
に
 

介
入
す
 

る
た
 

め
の
 

パ
 

ス
ワ
—
 

ド
を
 

捜
し
て
 

| 
週
間
も
^
 

{を
 

忘
れ
る
 

デ
ビ
ッ
ド
。
 

つ
 

い
に
 

見
つ
け
て
 

入
 

り
こ
ん
だ
 

相
手
の
 

コ
ン
 

ピ
ュ
 

—
夕
"
 

ジ
ョ
シ
ュ
ア
々
 

と
 

米
ソ
®
 

の
 

ゲ
—
ム
 

を
 

始
め
る
 

の
 

だ
が
、
 

ジ
ョ
シ
ュ
 

ア
は
ゲ
 

—
ム
を
 

現
実
に
 

実
行
し
 

よ
う
と
す
 

る
 

0 

彼
 

? 
.)
 

は
 

核
 

ミ
サ
ィ
ル
 

発
射
の
 

管
理
を
 

I
 

手
に
 

ひ
き
う
け
る
 

m
s
 

省
の
 

ス
—
パ
 

丨
 

• 
 

n 
ン
ピ
 

ュ
—
夕
 

な
の
 

だ
。
 

ゲ
—
ム
 

中
止
の
 

命
令
を
 

拒
否
す
 

る 
ジ
ョ
シ
ュ
ア
と
、
 

驚
き
 

な
が
ら
 

も
 

何
と
か
し
 

よ
う
と
す
 

る
 

デ
ビ
 

ツ 

ド。
 

後
は
 

観
て
の
 

お
楽
し
み
 

に
し
て
 

お
い
 

た
 

方
が
/
い
い
ね
。
 

僕
の
 

観
た
 

感
じ
で
は
 

B 
級
 

映
画
 

(
別
に
 

B
 

級
で
 

劣
る
 

と
い
う
 

$
 

で
は
な
く
て
)
 

の
 

大
作
、
 

け
つ
 

こ、
 

i
 

し
め
た
。
 

た
だ
 

残
 

念
な
 

の
は
、
 

前
半
の
 

緊
張
 

感
が
 

後
半
に
 

な
 

つ
て
'
 
 

と
た
ん
に
"
 

人
間
く
 

さ
く
"
 

な
つ
 

て
し
 

ま
う
 

の
が
ち
 

よ
つ
 

と
…
。
 

た
だ
、
 

軍
 

事
 

や
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

群
、
 

電
子
 

a 
ッ 

ク
の
 

ド
ア
の
 

破
り
 

方
と
 

か
 

n 
ン
ピ
ュ
 

ー 
タ
 

に
 

介
入
す
 

る
 

方
法
な
 

ど、
 

別
の
 

楽
し
み
 

も
 

あ
つ
て
、
 

先
の
 

問
題
 

提
起
の
 

f
 

は
さ
て
 

お
い
て
も
、
 

ま
あ
'
 
 

十
分
に
 

面
白
い
。
 

よ
 

ろ
し
 

い
ん
じ
 

や
な
い
で
 

し
よ
う
 

•
か
。
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Random  Access  Memory 

ROM  RAM 

周辺 装置  _ 一 
Central  Processing  Unit 

専門用語って い 5 のは、 聞いた から 

読んだ からって わかる もんじ ゃない 0 

つねに 使 〇 ことが 早く 覚える コツ だ。 

この 頁は、 声を 出して 謗んで みよ 

CPUj     _ ハ- ドゥェ ァ言  ソフト ゥ xp  j1  G 

任
意
に
 
情
報
の
 
読
み
 
害
き
 
が
で
 
き
る
'
 
 
内
部
 

記
憶
 
雲
の
 

こ
と
，
 

一
度
に
 
扱
え
る
 
計
算
の
 
大
 

き
さ
な
 
ど
も
、
 
R
A
M
 
の
 容
量
で
 
決
ま
つ
 
て
く
 

る
 

ホ
 ケ
 
コ
ン
が
 
2
K
 
 (
バ
イ
ト
)
 
か
ら
 
4  K、 

バ
ソ
コ
 
ン
が
、
 

8
K
、
 

I6 K、 
32 K' 

64 K、 
1
2
8
 

K 
…
…
 
と
 倍
す
 
つ
の
 
値
て
 
大
き
く
な
 

つ 

て
い
く
 

ミ
ニ
コ
ン
 
や
 大
型
 
コ
ン
 
ヒ
ユ
—
 
夕
で
 

は、 
2  5

6
 
 K ぐ

ら
い
か
ら
、
 

丨 
M 
.
 

と、 

グ
 ツ
と
大
 容
量
に
 
な
り
、
 
複
数
の
 
計
算
を
 同
時
 

に
 行
う
 
並
列
 
処
理
 
も
 
可
能
に
な
る
 

的
 
 
読
み
出
し
 
専
用
の
 
内
部
 
記
憶
 
_
 

M
 
S
X
 

I
 
 シ
ス
テ
ム
の
 

只
0
:
^
は
 
3
2
 6
こ
の
中
に
ビ
ッ
 

onlv 
シ
リ
と
、
 
M
s
x
 
 
B
A
S
I
C
 
が
 
入
つ
 
て
い
 

1
 

る. 
R
O
M
 
は
'
 
 い
わ
ば
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
の
 道
 

旦
 (
箱
ち
 
よ
い
と
 
強
力
な
 
B
A
S
I
C
 
を
 
フ
ル
 

に
陵
っ
て
、
 

32 :
^
の
0
:
0
:
^
か
ど
ぅ
ぃ
ぅ
も
の
 

号
に
 
し
て
 
受
信
す
 
る
 

•
プ
ロ
ッ
タ
：
 
自
動
 
図
形
 
描
画
*
 
T
 
 X
 
 
Y 

軸
に
 
動
く
 
も
の
が
 

I
 般
 的'、 

コ
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
で
 

計
算
し
た
 
図
形
を
 
描
く
 

設
計
 
•
建
築
な
 
ど
に
 
I
 

多
く
 
使
わ
れ
て
 
い
る
‘
 
 
M
S
X
 
で
は
、
 
は
が
き
 
 
I
 

な
ど
に
 
楽
し
い
 
絵
が
 
書
け
る
、
 
プ
ロ
ッ
タ
 
フ
リ
 

I
 

ン
タ
が
 
用
意
さ
れ
 
る
 予
定
 

•
タ
ッ
 
チ
 パ
ッ
ド
、
 
デ
ジ
 
タ
ィ
 
ザ
：
 
ど
ち
ら
も
 

ボ
 ー 

ド 上
の
 
(
た
と
え
ば
 
地
図
)
 

I
 点
の
 
座
標
を
 

拾
 
〇. て

 
コ
ン
ビ
 
ユ ー タ

に
 
入
力
す
 
る
 装
置
た
 

と
え
ば
、
 
線
を
 
な
ぞ
れ
は
 
絵
を
 
描
く
 
こ
と
 
も
 
可
 

一
 

鉛
筆
咸
 
覺
の
 
入
力
_
 

だ。 

•
ミ
 
ュ
—
ジ
 
ッ
ク
キ
 
I 
ホ
—
 
ド
：
 
鏺
 盤
を
 
電
気
 

一 

的
に
 
つ
な
げ
れ
ば
 
、
パ
ソ
コ
ン
は
 
ヒ
ア
 
ノ
や
シ
 

1
 

ン
セ
 
サ
ィ
 
ザ
に
な
る
 

も
ち
ろ
ん
、
 

そ
れ
 
用
の
 

一
 

回
路
と
 
ソ
フ
ト
が
 
必
要
で
す
 
が
ね
 

今
ま
で
に
 

一 

な
い
 
新
し
い
 
楽
器
 
だ
っ
 
て
つ
 
く
れ
る
 

•
音
声
 
入
力
装
置
：
 
ま
だ
 
ま
た
 
未
完
成
 
だ
が
、
 

音
声
に
 

よ
る
 

入
力
 

も
ず
い
 

分
 
進
歩
し
て
 

き
て
い
 
 

I
 

る
。
 
音
声
 
封
®
 
 L
S
I
 
な
ど
の
 
発
展
に
 
よ
っ
て
、
 

声
で
 
入
力
す
 
る
ワ
ー
 
フ
ロ
 
も、 

実
現
は
 
遠
く
な
 

い
だ
ろ
う
。
 

を
 行
な
う
 

の
 計
算
は
、
 
C
P
U
 

が
 行
う
'
 

い
わ
ば
 
C
P
U
 
は、 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
 
夕
の
 
頭
脳
 

だ
 。 

C
P
U
 
の
 
規
格
に
は
、
 

4
 
ビ
ッ
ト
、
 

8
 
ビ
ッ
 

卜、 
16 
ビ
ッ
ト
'
 

32 
ビ
ッ
ト
が
 

あ
り
、
 

現
在
の
 

バ
ソ
コ
 
ン
 は
、
 

8 ビ
ッ
 
ト
か
ら
 
16 ビ

ッ
 
ト
に
 
移
 

行
し
て
 
い
 る
$
 
だ
。
 

4 ビ
ッ
 
ト
は
、
 

キ
 
ヤ
ッ
 

シ
ユ
 
レ
ジ
ス
タ
—
 
だ
と
 
か
 自
動
販
売
機
に
 
組
み
 

込
ま
れ
て
 
い
る
。
 

32 ビ
ッ
ト
は
 、
パ
ソ
コ
ン
よ
.
 

リ
 
ひ
と
つ
 
上
の
 
ク
ラ
ス
の
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
、
ミ
 

ニ
コ
ン
に
 
使
わ
れ
て
 

いる'‘ 
ち
な
み
に
、
 

M
s
 

X
 
マ
シ
ン
の
 
頭
脳
は
、
 

Z
 

8
0
 と
い
う
 
8
 
ビ
ッ
 

卜
の
 
C
P
U
 
を
 使
っ
 
て
い
ま
す
。
 

•
 
C
 
R
 
丁
 
(
c
a
t
h
o
d
e
 
 
R
a
y
 
 T
u
b
e
)
 

ィ
ス
 
ブ
レ
イ
と
 
も
 呼
ぶ
、
 
要
す
る
に
 
テ
レ
ビ
 
画
 

面
の
 
こ
と
 

普
及
 
型
の
 
グ
リ
ー
 
ン
 モ
ニ
タ
か
ら
 

高
 解
像
カ
 
ラ
—
 
モ
ニ
タ
ま
で
 
色
々
 
あ
る
"
 

こ
の
 

ほ
か
'
 
 液
晶
を
 
使
っ
 
た
も
の
 
も
 出
 だ
し
て
い
 
る
 

•
 プ
リ
ン
タ
：
 
計
算
の
 
結
果
 
や
 ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
 
リ
 

ス
ト
な
 
ど
を
 
活
字
に
 
し
て
 
打
ち
出
す
 
機
械
 

イ
 

ン
バ
ク
 
ト
ド
ツ
 

ト 
マ
ト
リ
ク
ス
 
式
と
 
い
う
'
 
 
ド 

ッ
ト
 
(
点
)
 
の
 タ
テ
 
ョ
コ
の
 
組
み
合
わ
せ
で
、
 

ィ
 

ン
ク
 
リ
ボ
ン
を
 
打
っ
て
 
印
字
す
 
る
 も
の
が
 

| 般
 

的
。
 
ョ n の

 印
字
 ケ
タ
は
、
 

80 ケ
タ
と
—
 3
0
 

ケ
タ
の
 
二
つ
が
 
標
準
 
的
 

カ
ナ
、
 
漢
字
、
 
図
形
 

な
ど
の
 
用
途
 
別
に
、
 

8 ヒ
ン
、
 

16 ビ
ン
、
 

24 ビ
 

ン
が
 あ
り
、
 種
類
 も
 数
多
く
 出
て
 い
る
 

•
 カ
セ
ッ
ト
 
レ
コ
—
 
ダ
：
 
カ
セ
ッ
ト
 
テ
ー
 
フ
を
 

■
使
っ
て
、
 
情
報
を
 
記
録
し
て
 
お
く
 
外
部
 
記
憶
 
装
 

置
の
 
ひ
と
つ
で
 
ス
ビ
^
-
ド
が
 
遅
く
'
 
任
意
に
 
情
 

報
を
 
ビ
ッ
ク
 
ア
ッ
 
フ
 で
き
な
い
 
の
が
 
欠
点
。
 

•
 デ
ィ
ス
ク
 
ド
ラ
イ
ブ
：
 

フ
ロ
 
ッ
ヒ
—
 
デ
 ィ
ス
 

ク
を
 
使
う
 
外
部
 
記
憶
*
 
r
3
I
_
/
、
 

3,b r
、
5
 

r
、
 

8
X
 

ン
と
 

あ
る
-
デ
ィ
ス
ク
は
 

'
テ
—
 

フ
と
 

違
っ
 
T
 デ
—
 
夕
の
 
や
り
と
り
の
 
速
度
が
 
速
く
、
 

ラ
ン
ダ
ム
 
ア
ク
セ
ス
 
て
き
る
 
の
が
 
特
徴
‘
 
や
は
 

り、 
一
台
は
 
欲
し
い
 
機
器
で
す
 
ね
こ
 

•
音
響
 
カ
ブ
 
ラ
：
 
電
話
 
回
路
を
 
使
っ
て
、
 
情
報
 

の
 や
り
取
り
を
 
す
る
 
際
に
 
使
う
 
機
器
 

電
話
の
 

受
話
 
機
を
 
セ
ッ
 
ト
し
て
、
 
情
報
を
 
デ
ジ
タ
ル
 
信
 

パ
ソ
コ
ン
 
用
語
の
 

基
礎
知
識
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
の
 ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
を
 
総
称
し
て
 

「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」
 

と
 呼
び
ま
す
 

マ
シ
ン
語
や
、
 

M
 
S
X
 
 
B
A
S
I
C
 
な
ど
 

#
b
、
 

M
 
s
x
 
 
D
O
S
 
な
ど
の
 

「
O
S
 
 (
才
 

ペ
レ
—
 
テ
 ィ
ン
グ
 
シ
ス
テ
ム
)
」
 
ま
で
、
 
ブ
 
ロ
グ
 

ラ
ム
と
 
一
口
で
 
言
 
つ
て
も
、
 
中
身
は
 
さ
ま
ざ
ま
 

テ
 ー 

ブ
 レ
コ
ー
 
ダ
—
 
と
 
カ
 セ
ッ
 
ト 
テ
 ー 

フ
を
 

例
に
 
す
れ
ば
、
 

テ
—
 
フ
 レ
コ
ー
 
ダ
—
 
が
 
ハ
—
 
ド 

ウ
ェ
ア
で
、
 
カ
セ
ッ
ト
 
テ
—
 
フ
に
 
入
つ
 
て
い
る
 

音
楽
が
 
ソ
フ
ト
 
ウ
 
H ア。 

今
で
は
'
 
 
ソ
フ
ト
と
 
ハ
—
 
ド
と
 
い
ぅ
の
は
、
，
 

一
般
 用
語
に
 
な
っ
た
、
 
知
識
 
や
 情
報
な
 
ど
を
 
ソ
 

フ
 ト
と
 
言
い
、
 
機
械
 
や
 部
品
な
 
ど
の
 
金
物
 
(
か
 

な
 も
の
)
 
を
 
ハ
 I 

ド
と
 
呼
ん
で
 
い
る
"
 

M
m
m
m
m
m
m
M
m
a
m
m
m
m
m
M
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
M
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
M
M
m
K
m
m
w
s
m
m
f
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
本
体
 

コ
ン
 
ヒ
ユ
 
ー 
タ
の
 
部
 

品
 や
 回
路
、
 
周
辺
 
装
置
な
 
ど
の
 
金
物
を
 

「
ハ
ー
 

ド
ウ
 
ェ
ア
」
 

と
 表
現
し
 
ま
す
-
 

普
通
の
 
機
械
 
製
品
'
 
 
例
ぇ
ば
、
 
手
動
の
 
_
 

削
り
な
 
ど
は
、
 
機
械
の
 
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
 
中
に
、
 

鉛
筆
を
 
削
っ
 
て
い
く
 
動
作
が
 
埋
め
込
ま
れ
 
て
い
 

ま
す
。
 

つ
ま
り
、
 

ハ
—
 
ド
の
 
中
に
 
ソ
フ
ト
が
 
組
 

み
 込
ま
れ
て
 
い
る
 
わ
け
で
す
'
 
 
だ
か
ら
'
 
 
取
手
 

を
 回
す
 
だ
け
で
 
鉛
筆
が
 
削
れ
る
 

コ
ン
ビ
 
ユ
ト
タ
 
は、 

ハ
ー
ド
ウ
 
ェ
ア
の
 
動
き
 

は
す
べ
 
て
 電
気
信
号
 
に
ょ
る
 
命
令
で
 
制
御
 

そ
 

の
 電
気
信
号
 
に
ょ
る
 
命
令
を
 
つ
く
り
 
出
す
 
の
が
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 
だ
 

人
間
 
だ
っ
て
、
 
ソ
フ
ト
 
(
知
 

識
)
 と
 
ハ
ー
 
ド
 
(
身
体
)
 
が
 
ひ
と
つ
に
 
な
ら
な
い
 

と
 
仕
事
が
 
で
き
な
い
で
す
 
か
ら
ね
。
 

M
m
m
m
M
m
m
m
m
K
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
M
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
B
m
m
M
m
m
a
m
m
m
m
n
a
m
m
m
m
m
m
m
m
f
 

中
央
 
処
理
*
！
 
 
C
P
U
 
は
ふ
た
 
つ
の
 
役
目
 

を
 持
っ
 
て
い
る
"
 

— 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
全
体
に
 
命
令
を
 
出
し
て
、
 

各
 

装
置
の
 
動
き
を
 
制
御
す
 
る
 



キャプテンシステム 
Character  And  Pattern  Telephone  Access  Information  Network  System  1 

mmm 

CATV  文字多重放送  VAN 

Hi  OVIS HDTV 

F 

1
1
 

1111 巨 
I 

if 

文
字
 
図
形
 
情
報
 
ネ
ッ
 
ト
ワ
—
 
ク。 

電
話
回
線
を
 
使
っ
た
、
 
{
®
 
、
オ
フ
 
ィ
ス
、
 

情
報
 

セ
ン
タ
—
、
 

銀
行
な
 

ど
を
 

相
互
に
 

結
ぶ
 

シ
 

ス 
テ
ム
。
 

そ
の
 

名
の
と
 

お
り
、
 

文
字
と
 

図
形
 

か
 

ら
 

成
る
 

各
種
の
 

情
報
が
 

受
_
 

の
 

ブ
ラ
ウ
ン
管
 

に
 

映
し
出
さ
れ
る
 

ブ
ラ
ウ
ン
管
 

上
に
 

つ
い
て
 

い
る
 

タ
ツ
 

チ
 

セ
ン
サ
—
'
 

あ
る
い
は
 

キ
ー
ボ
 

I 
ド
を
 

使
っ
 

て
、
 

画
面
と
 

対
話
で
 

き
る
 

た
め
、
 

各
 

種
 チ
ケ
ッ
ト
の
 
予
約
 
や
'
 
 ホ
ー
 
ム
シ
 
ョ
ッ
 
ピ
ン
 

グ
 

、
ホ
ー
 

ム
 

バ
ン
 

キ
ン
グ
な
 

ど、
 

{
i
 

や
 

オ
フ
 

イ
ス
に
 
居
な
が
ら
 
に
し
て
 
利
用
で
 
き
る
。
 

ニ
ュ
—
 

メ
デ
ィ
ア
の
 

柱
と
 

し
て
'
 
 

一
九
 

八
 

四
 

年
 

|
 

一
 

月
か
ら
 

商
用
化
 

さ
れ
る
 

r
H
 

^
 

な
の
か
'
 
 

実
際
に
 

体
験
し
て
 

欲
し
い
/
 

M/ 

一： K
 

K K/ 

K
 

は
、
 

千
を
 

表
わ
す
 

単
位
 

M
 

は
 

百
万
を
 

表
 

わ
す
 

単
位
 

だ
 

バ
イ
 

ト 
(b
yt
e)
 

と
い
ぅ
の
は
'
 
 

〇 
と
一
 

だ
け
 

の
 

組
み
合
わ
せ
の
 

表
現
、
 

匕
ッ
ト
 

(b
it
) 

を
 

8 
ケ
 

夕
 

ま
と
め
た
 

も
の
 
 

8 
ビ
ッ
ト
で
—
 

バ
イ
 

ト 

I
 

バ
イ
 

ト
で
、
 

•
連
 

吊
の
 

文
字
な
 

ど
の
 

I
 

語
 

分
を
 

表
現
で
 

き
る
 

で
は
、
 

—
M
 

で
は
 

何
 

語
 

か
な
？
 

3
 
 -  ̂  

 
高
度
 情
報
通
信
 
システム。 

電
電
公
社
が
、
 

M
 
 

j
 

K S
VS
- 

西
暦
 

二
 

〇
〇
〇
 

年
の
 

完
成
を
 

予
定
し
て
 

進
め
て
 

etwor ぃ
る
計
 1 

」 

lor.Ne わが国には 
現在、 ■ $§ 、 電話、 電信、 

ormaT 

デ— 

夕、 

ファクシミリの 

# 

!+ 

五つの 

ii 

信 

h 

綱が 

バラ 

バラに 

ネッ 

トワ— 

ク 

されて 

いる。 

INS 

計画は、 

これらの 

五つの 

通！^ 

を 

光ファィバ— 

を 
使った 

| 本の 

デジタル 

通 

信 
綱と 

して 

統合して、 

伝送速度の 

高速 

化 

と 
品質の 

向上を 

計る 

とともに、 

料金 

体系 

も 
統一し 

ようとい 

う 
ものである。 

キ
ャ
ブ
 

テ
ン
 

シ
ス
テ
ム
を
 

始
め
'
 
 

フ
 

ア
ク
ツ
 

ミ
リ
、
 

テ
レ
ビ
電
話
な
 

ど
の
 

各
種
 

通
信
 

サ
—
ビ
 

ス
を
 

手
軽
に
 

提
供
す
 

る
 

こ
と
を
 

目
的
と
 

し
て
い
る
。
 

ork 
付
加
 
f
i
 M
 通
信
 
綱
 

「 

I
 
 

通
信
 

回
線
の
 

再
販
 

サ
—
 

ビ
ス
の
 

こ
と
 

公
衆
 

d
d
e
d
 

電
気
 

通
信
 

i
 

者
か
ら
、
 

専
用
の
 

回
線
を
 

リ
|
 

ue
 A
d
 

ス
 

し
て
、
 

そ
れ
を
 

分
割
し
て
 

ユ
—
 

ザ
—
 

に
 

再
販
 

v
a
l
u
 

す
る
 

業
務
、
 

あ
る
い
は
 

、
コ
ン
ビ
 

ユ
—
 

夕
に
 

情
 

報
を
 

蓄
積
し
て
 

お
き
、
 

ユ
ー
 

ザ
—
 

が
 

自
由
に
 

そ
 

の
 

情
報
を
 

利
用
で
 

き
る
 

通
信
 

サ
—
 

ビ
ス
 

業
務
で
 

あ
る
 
 

I
 

九
 

八
 

二
 

年
 

I
 

〇
 

月
の
 

公
衆
 

電
気
 

通
信
 

法
の
 

I
 

髮
 

正
に
ょ
り
、
 

電
 

々
公
社
、
 

K
D
D
 

以
外
の
 

民
間
 

企
業
に
 

も
 

V
A
N
 

が
 

開
放
さ
れ
 

た'
 

_ 
現
在
、
 

ア
メ
リ
カ
、
 

日
本
、
 

イ
ギ
リ
ス
 

て
し
 

か
 

V 
 

A 
 

N 
の
 

民
間
 

開
放
は
 

認
め
ら
れ
て
 

い
な
い
。
 

す
で
に
、
 

ヤ
 

マ
ト
 

運
輸
 

や
 

西
武
 

流
通
 

グ
ル
—
 

フ
 

な
ど
の
 

流
通
 

業
者
が
 

V 
 

A 
N 

に
 

名
乗
り
を
 

あ
 

げ
 

て
い
る
，
 

テ
レ
ビ
 

f
 

に
は
、
 

ほ
ん
の
わ
ず
 

か
す
き
 

ま
 

が
で
 

き
る
 

瞬
間
が
 

あ
る
 

文
字
多
重
放
送
は
、
 

こ
の
す
 

き
 

間
を
 

利
用
し
て
、
 

文
字
 

や
 

図
形
な
 

ど
 

の
 

情
報
を
 

送
る
 

放
送
で
'
 
 

い
わ
ば
 

キ
ャ
プ
テ
ン
 

シ
ス
テ
ム
の
 

テ
レ
ビ
 

版
。
 

す
で
に
 

N
H
K
 

が
一
 

〇
月
三
 

日
か
ら
、
 

大
阪
 

地
区
で
 

放
送
を
 

開
始
し
て
 

お
リ
 

、
そ
れ
に
 

合
わ
せ
て
 

各
 

家
電
 

メ
ー
 

カ
—
 

も
'
 
 

文
 

{
f
 

重
 

放
 

送
受
信
 

回
路
 

内
蔵
の
 

カ
ラ
—
 

テ
レ
ビ
 

や
'
 
 

ア
ダ
 

ブ
 

タ
—
 

を
 

i
 

TC
 

し
て
い
る
 

ち
な
み
に
 

N
H
K
 

で
は
'
 
 

お
し
ん
』
 

の
 

文
字
 

多
重
放
送
 

も
 

放
送
し
て
 

い
る
。
 

見
た
 

人
は
、
 

お
 

便
り
を
 

く
だ
さ
い
ね
 

S
 
テ
レ
ビ
の
 
こ
と
：
 

テレビ局が 
遠方に ある 場合 や、 ビルな 

どの 

障害物に 

ょって、 

受信が 

'; I 
難な 

地域 

で 
テレビを 

見る 

ために、 

共同の 

マスター 

アンテナを 

立てて、 

そこから 

S 

で 
各 
家 

庭に 

放送を 

送る 

システム 

である。 

最
近
で
は
'
 
 

西
武
 

や
 

東
 

急
な
 

ど
の
 

大
手
の
 

企
 

業
が
、
 

ア
メ
リ
カ
の
 

ケ
 

I 
ブ
ル
 

テ
レ
ビ
 

(
衛
星
 

を
 

使
っ
た
 

独
自
の
 

ネ
ッ
 

ト
ワ
—
 

ク
)
 

に
な
ら
 

っ 

て
、
 

地
域
 

型
の
 

C
A
T
V
 

を
 

計
画
 

発
表
し
て
 

い
 

る
こ
蠢
 

ゆ
え
の
 

双
方
 

向
 

通
信
が
'
 
 

新
し
い
 

地
 

域
 

メ
デ
ィ
ア
、
 

新
し
い
 

番
組
 

づ
 

く
り
を
 

促
す
 

と
 

注
目
を
 

浴
び
て
 

い
る
。
 

情
報
を
 

レ
ー
 

ザ
 

ー 
光
の
 

形
に
 

変
換
し
て
 

伝
送
 

す
る
 

新
し
い
 

通
信
 

方
式
の
 

こ
と
。
 

空
中
に
 

発
信
す
 

る
 

空
間
 

伝
送
と
、
 

光
フ
 

ァ
ィ
 

パ
—
 

を
 

使
っ
て
 

伝
送
す
 

る
 

二
つ
の
 

袭
が
 

あ
る
。
 

特
に
 

光
フ
ァ
ィ
バ
—
 

を
 

使
っ
た
 

場
合
、
 

雑
音
に
 

強
く
、
 

情
報
 

伝
送
 

量
 

も
 

多
く
、
 

か
つ
 

高
速
で
 

あ
 

る
た
办
 

、
—
 

N
S
 

時
代
の
 

通
信
 

方
法
と
 

し
て
 

脚
 

光
を
 

集
め
て
 

い
る
。
 

テ
レ
ビ
電
話
 

や
、
 

ニ
 

ユ
ー
 

メ 
 

デ
ィ
ア
 

時
代
の
 

情
報
に
 

広
く
 

使
わ
れ
る
 

予
定
 

で
あ
る
。
 

高
 品
位
 
テ
レ
ビ
放
送
'
 

N
H
K
 

が
 

開
発
し
た
、
 

|
 
 

|
 

二
 

五
本
の
 

走
査
 

線
を
 

使
っ
た
 

テ
レ
ビ
 

方
式
の
 

こ
と
。
 

き
め
 

細
く
 

鮮
明
な
 

画
面
と
、
 

質
の
 

高
い
 

音
声
の
 

高
品
質
な
 

テ
レ
ビ
で
 

あ
る
。
 

ち
な
み
に
'
 
 

現
在
の
 

テ
レ
ビ
 

放
送
は
、
 

わ
が
国
で
は
 

五
 

二
 

五
本
の
 

走
査
線
を
 

使
っ
 

て
い
る
。
 

こ
の
た
め
'
 
 

画
面
を
 

写
真
に
 

撮
 

る
と
、
 

ョ
コ
に
 

シ
マ
 

模
様
が
 

入
る
 

が
、
 

高
 

品
位
 

テ
レ
ビ
で
は
、
 

ほ
と
ん
ど
 

わ
か
ら
な
い
 

ほ
ど
に
 

な
る
と
い
、
 

っ
 

-
0
 

.
ゴ
ッ
ド
 

フ
ァ
ー
 

ザ
 

IJ
 

で
 

有
名
な
 

映
 

®
 

監
督
 

F
 
 

•
コ
ッ
ポ
ラ
の
 

近
作
 

『
 

ワ
ン
 

•
フ
ロ
ム
 

.
ハ
|
 

卜，
. 

が
、
 

こ
の
 

シ
ス
テ
ム
を
 

応
用
し
た
 

映
画
 

づ
 

く
り
を
 

し
て
 

お
り
 

話
題
に
 

な
つ
た
。
 

双
方
 

向
 

画
像
 

伝
送
 

シ
ス
テ
ム
の
 

実
験
 

フ
ロ
 

ジ
 

ェ
ク
 

ト
で
、
 

奈
 

良
！
！
^
 

生
 

駒
 

ニ
ユ
—
 

タ
ウ
ン
で
 

行
わ
れ
て
 

い
る
 

光
通
信
の
 

技
術
は
'
 
 

基
本
的
に
 

双
方
 

向
の
 

コ 

ミ
ユ
 

ニ
ケ
—
 

シ
ョ
 

ン
を
 

実
現
す
 

る
 

可
能
性
を
 

持
 

っ
た
 

も
の
で
あ
る
 

キ
 

ー 
ポ
—
 

ド
の
 

つ
い
た
 

受
 

像
 

機
を
 

使
ぅ
 

こ
と
に
よ
 

っ
て
 

(
カ
メ
ラ
、
 

マ
イ
 

ク
 

つ
き
)
 

放
送
 

中
の
 

ス
タ
ジ
オ
と
 

リ
ア
ル
 

タ
イ
 

厶
で
 

や
り
と
り
が
 

で
き
る
。
 

i
 

駒
で
は
、
 

{
i
 

に
 

約
 

I
 

六
〇
与
 

学
校
、
 

市
役
所
な
 

ど
に
 

八
 

台
の
 

端
末
機
を
 

モ
ニ
タ
と
 

し
 

て
 

設
置
し
、
 

テ
レ
ビ
放
送
の
 

再
送
 

信
'
 
 

動
 

•
静
 

止
 

画
 

放
送
、
 

文
字
 

放
送
な
 

ど
の
 

リ
ク
 

エ
ス
 

ト
サ
 

I
 

ビ
ス
な
 

ど
を
 

行
っ
 

て
い
る
。
 

な
お
、
 

同
様
の
 

実
験
は
、
 

多
 

摩
 

ニ
ユ
—
 

タ
ウ
ン
で
 

も、
 

C
C
I
 

S
 

と
い
ぅ
 

名
で
 

行
わ
れ
、
 

地
域
 

密
着
 

メ
デ
ィ
ア
 

の
 

実
験
と
 

し
て
 

成
果
を
 

上
げ
た
。
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たの 運勢は あなた だけ1 
r いく ために、 運勢の い 

7/23 —— 8/22 

乙女座 

8/23 —— 9/23 

日 

Q
U
 月 し

な
 

な
ん
 

き
み
 

で
、
 

断
 
も
 

判
 
人
 

は
い
 

!! 

の
い
 

占
り
 た

よ
 

1
1
1
 
1
-
 

★
憎
い
 
く
ら
い
 
調
子
 
づ
 い
て
る
 
牡
 M
B
。
 
適
当
に
 
や
っ
た
 

こ
と
が
 
思
わ
ぬ
 
成
果
を
 
あ
げ
た
り
'
 
 
異
常
に
 
人
 m
 か
 上
が
 

っ
て
 
モ
テ
 
モ
テ
だ
っ
た
 
り。 

こ
ん
な
 
人
に
は
 
ち
ょ
っ
 
び
り
 

意
地
悪
を
 
し
た
く
な
る
 
の
が
 人
情
と
 
い
ぅ
 
も
の
。
 
し
か
し
、
 

そ
ん
な
 
周
り
の
 
思
い
 
も
 何
の
 
そ
の
、
 
来
年
に
 
向
か
っ
て
 
楽
 

天
 的
な
 
気
分
の
#
 
w
 
は、 

か
え
っ
て
 
気
分
転
換
 
ぐ
ら
い
 

に
し
 
か
 思
わ
な
い
 
か
も
ね
。
 
赖
に
 
回
さ
な
い
 
よ
う
に
す
 
る
 

の
が
 s
o
 
で
す
。
 

★
柔
は
 

一
時
の
 
幸
福
に
 
酔
え
る
 
牡
 塞
で
す
 
が
'
 
 厳
し
 

い
 来
年
に
 
向
け
て
の
 
ち
ょ
っ
 
と
し
た
 
息
 ぬ
き
だ
と
 
思
っ
て
 

見
守
つ
 
て
あ
げ
 
ま
し
ょ
ぅ
。
 

た
だ
、
 

A
 負
は
 
牡
^
 Hitl と

の
 

約
束
に
は
 
注
意
し
て
 
く
だ
さ
い
。
^
^
 
の
 上、 

ま
た
 

と
い
ぅ
の
 
も、 

ミ
ス
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
—
 
シ
ョ
 
ン
の
 相
が
 
で
て
 

い
る
か
ら
 
で
す
。
 
こ
と
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
 
I 
シ 
ヨ
ン
の
 
問
題
と
 

な
る
と
 
相
手
の
 
あ
る
 
も
の
 
だ
け
に
、
 
そ
の
 
不
運
は
 
本
人
 
だ
 

け
 じ
 や
す
ま
な
く
な
り
ま
す
 
か
ら
 
注
意
が
 
必
要
で
す
。
 

を
 必
要
と
 
す
る
 
こ
と
が
 
次
々
 
と 出

て
 
く
る
の
で
 
す
 

が、 
な
か
な
か
 
す
ん
な
り
 
事
は
 
進
み
ま
せ
ん
。
 
そ
れ
で
 
思
 

わ
 f
 
人
に
 
ご
 相
談
 
…
…
 
そ
ん
な
 
双
子
座
で
す
 
が
、
#
^
 一一 

に
 出
て
 
き
た
ら
 
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
 
て
あ
げ
 
ま
し
ょ
ぅ
。
 

双
 

子
 座
の
 
周
り
に
は
、
 
そ
れ
だ
け
 
好
機
 
も
 落
ち
て
 
い
る
っ
て
 

こ
と
な
の
 
で
す
。
 
逆
に
'
 
 愛
情
 
運
に
 
関
し
て
は
 
多
い
 
に
 燃
 

え
て
い
 
ま
す
。
 
精
神
的
に
 
も
 肉
体
的
に
 
も。 

愛
は
 
双
子
座
 

に
 イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
 
と
ら
せ
て
 
G
O
O
D
。
 

★
人
間
 
f
 
が
 入
 乱
れ
ま
す
。
 
協
力
者
 
も 敵

 も ふ
え
て
き
 

そ、 っ。 
と
い
ぅ
の
 
も
、
 
感
情
的
に
 
な
つ
て
 
し
ま
、
 
っ 今
月
の
 

蟹
座
な
 
の
で
す
。
 
で
も
ね
、
 
好
き
で
 
感
 @
 
に
な
っ
て
 
い
 

る
 わ
け
 
じ 
や
な
い
 
し
'
 
 こ
れ
と
 
い
ぅ
の
 
も
 忙
し
す
 
ぎ
て
 
時
 

間
に
 
追
わ
れ
て
 
い
る
か
ら
 
な
の
で
す
。
 
誰
 だ
っ
て
 
こ
ん
な
 

時
は
 
あ
る
 
も
の
。
 
余
裕
を
 
も
つ
 
て
 許
し
て
 
あ
げ
 
ま
し
よ
う
 

よ
。
 
あ
な
た
ま
で
 
イ
ラ
 
イ
ラ
し
た
ら
 
損
で
す
 
も
の
ね
。
 

パ
 

I
 
テ
イ
に
 
い
つ
し
よ
 
に
い
く
 
の
は
 
最
適
の
 
相
手
で
す
。
 

★
幸
運
だ
っ
た
 

, 83 年
の
 
最
後
を
 
飾
る
べ
く
 
派
手
に
 
活
躍
す
 

る
 獅
子
座
で
す
。
 
生
ま
れ
て
 
き
て
 
ょ
か
っ
た
 
と 思

い
な
 
が
 

ら 毎
日
を
 
送
つ
 
て
い
ま
す
。
 

や
つ
 
か
み
た
 
く
も
な
り
ま
す
 

ブ、 
こ
ぅ
い
ぅ
 
人
と
 
い
つ
し
ょ
 
に
い
る
 
と 周

囲
ま
で
 
元
気
 

に
な
つ
 
ち
 や
い
 
ま
す
ね
。
 

ま
た
、
 
人
間
®
^
 
に
お
い
て
も
 

獅
子
座
が
 
中
心
と
 
な
つ
て
'
 
 
う
ま
く
は
 
こ
び
ま
す
。
 
ム
負
 

は
 拝
み
た
 
お
し
て
も
 
獅
子
座
に
 
く
つ
つ
 
い
て
い
 
ま
し
よ
、
 
つ。 

特
に
 愛
情
 
i
c
 

★
M
3
 
な
 f
 
の
 中
で
の
 
奉
仕
の
 
暗
示
。
 
と
い
ぅ
 
こ
と
は
'
:
 

今
月
 
乙
女
座
の
 
人
が
 
0
®
 
に
い
れ
ば
 
色
々
 
と 重

宝
す
 
る
と
 

い
ぅ
 
こ
と
で
す
。
 
た
だ
し
'
 
 
用
事
が
 
集
中
す
 
る
 だ
け
 
ハ
ブ
 

ニ
ン
 
グ
も
 
多
く
、
 
結
果
 
的
に
 
失
敗
に
 
終
わ
る
 
こ
と
 
も
 あ
り
 

そ
う
。
 
や
は
り
、
 
頼
り
つ
 
き
け
と
 
い
う
の
は
 
考
え
 
も
の
で
 

す
ね
。
 

ま
た
、
 
お
 互
い
の
 
秘
密
が
 
重
大
な
 
ネ
ッ
ク
に
 
も
な
 

り
か
ね
 
ま
せ
ん
。
 
乙
女
座
と
う
 
ま
く
や
る
 
た
め
に
は
、
 

才
 

I
 
ブ
ン
な
 
能
 庚
 
か
 必
要
で
す
。
 

★
イ
ラ
 
イ
ラ
し
て
 
ま
す
ね
。
 
泡
夕
 €
 
の
 天
 坪
 座
と
 
つ
き
あ
 

う
に
は
'
 
 
笑
顔
 
$
 /1> れず

 慎
重
に
 
と
い
う
と
 
こ
ろ
で
す
。
 

た
だ
で
さ
え
 
あ
せ
っ
 
て
い
る
 
の
に
'
 
 あ
な
た
と
の
 
@
 
で
 

心
 t
 
し
ち
や
う
 
と
'
 
 取
リ
 
か
え
し
が
 
つ
か
な
 
く
な
 
リ
ま
 

す。 
と
ば
つ
 
ち
り
を
 
受
け
な
い
 
た
め
に
 
も、 

ム
 フ 月
の
 
天
秤
 

座
に
は
 
下
手
に
 
で
た
 
方
が
 
よ
さ
そ
う
。
 

仕
 i
、
 
愛
情
 
運
 

と
も
に
 
悪
く
な
い
 
の
で
、
 
つ
き
 合
い
方
 
さ
え
 
間
違
え
な
 
け
 

れ
ば
 
、
い
い
 
パ
—
 
ト
ナ
—
 
で
い
て
 
く
れ
ま
す
。
 

★
金
需
 
で
畫
が
 
待
つ
 
て
い
そ
ぅ
な
 
蠍
座
で
す
。
 
儀
 

の
 人
に
 
も お

す
そ
わ
け
が
 
あ
る
か
 
も
ね
。
 
そ
れ
に
 
頭
 も
 冴
 

え
て
て
、
 
そ
の
せ
 
い
か
、
 
や
た
ら
 
モ
テ
ま
す
。
 
そ
ん
な
 
人
 

を
 見
て
 
嫉
妬
に
 
か
ら
れ
て
 
い
て
は
 
大
成
で
 
き
ま
せ
ん
。
 
他
 

人
の
_
 
を
 心
か
ら
 
祝
福
で
 
き
れ
ば
 
し
め
た
 
も
の
。
 
换
座
 

の
 バ
イ
 ブ
 レ
—
 
シ ヨ

ン
が
 
あ
な
た
に
 
も
い
 
い
 影
響
を
 
与
え
 

て
 く
れ
ま
す
"
 
お
金
の
 
こ
と
を
 
考
え
て
'
 
 
思
わ
ず
 
ニ
ツ
コ
 

リ
の
蠍
 
座
と
は
 
お
 友
 だ
ち
 
で
い
て
 
い
い
 
時
で
す
。
 

★
芸
術
的
 
セ
ン
ス
の
 
華
 ひ
ら
く
 
時" 

も
し
く
は
、
 

並 逢
の
 

人
と
は
 
ち
ょ
っ
 
と 違

っ
 
た
 趣
味
 
や
 考
え
方
を
 
も
っ
 
て
い
る
 

人
 も
 注
目
を
 
浴
び
そ
ぅ
 
で
す
。
 
そ
し
て
'
 
 
そ
の
こ
と
 
が
 射
 

M
 
の
埜
父
 
運
に
 
火
を
 
つ
け
て
 
し
ま
ぅ
 
こ
と
に
な
り
ま
す
 

友
 だ
ち
 
づ
き
 
合
い
 
や
 人
の
 
集
ま
る
 
パ
—
 
テ
イ
な
 
ど、 

今
月
 

の
 射
手
座
は
 
_
 
の
 遊
び
相
手
。
 
音
楽
 
や
 絵
画
な
 
ど
の
 
グ
 

ル
—
。
 フ
 で
は
'
 
 
射
 HHilj が

 ラ
 
ツ
キ
—
 

V- ン
 と
な
つ
 
て
い
い
 

^
 
を
 果
た
 
レ
て
 
い
き
ま
す
’
 

★
や
つ
た
 
せ
'
 
 と
い
う
 
感
じ
で
 
幸
運
の
 
続
く
 
山
 $
 
で
す
 ...0. 

活
力
が
 
外
か
ら
で
 
な
く
'
 
内
面
よ
り
 
に
じ
み
 
出
て
 
い
る
よ
 

う
で
す
。
 
金
 運
'
 
 仕
事
、
 
愛
情
と
 
い
い
こ
と
 
ず
く
め
 
で
 周
 

囲
に
 
も
い
 
い
 影
響
を
 
与
え
そ
う
"
 
特
に
 
魚
座
の
 
人
は
'
 
 う 

ま
く
り
ー
 
ド
し
て
 
山
 i
 
の
 幸
運
を
 
開
花
 
さ
せ
'
 
 
つ
い
で
 

に
 自
分
の
 
畫
も
 
つ
か
み
そ
う
 
で
す
。
 
堅
実
な
 
山
 霊
 
の
 

人
は
'
 
 こ
の
 
幸
運
 
期
を
 
襲
に
 
い
か
し
て
 
い
く
で
 
し
よ
、
 つ ..? 

注
目
し
て
 
損
は
 
な
い
。
 

★
忙
し
い
。
 
や
た
ら
 
忙
し
い
 
日
々
 
の
 続
い
て
 
い
る
 
水
瓶
 

座
。
 
師
走
の
 
厶
 1 

ド
を
 
ひ
と
り
で
 
盛
り
上
げ
て
 
い
ま
す
。
 

当
然
、
 
つ
き
 合
い
が
 
悪
い
 
な
ん
て
 
評
判
が
 
出
ち
 
ゃ
い
 
そ
ぅ
 

で
す
 が、 

誘
つ
 
て
お
い
て
 
損
は
 
な
い
。
 
忙
 じ
い
 
中
を
 
ぬ
つ
 

て、 
喜
び
を
 
も
た
ら
し
て
 
く
れ
ま
す
"
^
 
T
 
ど
つ
 
ぶ
り
 

と
ひ
た
り
 
こ
む
 
こ
と
の
 
嫌
い
な
 
水
瓶
座
の
 
性
格
に
は
、
 
疾
 

走
感
の
 
あ
る
 
毎
日
が
 
似
 あ
つ
て
 
い
ま
す
。
 
そ
れ
を
 
悪
く
 
と 

ら
 な
い
で
。
 

1 
,
.
v
:
 

★
 12 月

は
 
あ
わ
た
だ
し
 
い
の
が
#
!
^
 
で
す
 が、 

と
り
わ
け
 

ム
 hoi： の

 魚
座
は
 
忙
し
そ
う
。
 

ス
ヶ
ジ
 
ュ
—
ル
 
も
 狂
い
が
 
ち
 

に
な
り
ま
す
。
 
外
か
ら
 
み
る
と
'
 
何
と
な
く
 
暇
そ
う
 
な
の
で
 

用
事
を
 
頼
ん
だ
り
 
し
そ
う
で
 
す
が
、
 
実
は
 
忙
し
 
さ
に
 
目
が
 

回
ら
ん
 
ば
か
り
な
 
の
で
す
。
^
^
 
し
い
だ
 
け
に
 
引
き
受
け
て
 

し
ま
い
が
 
ち
な
 
魚
座
で
す
 
が、 

来
年
の
 
i
 
が
 約
束
さ
れ
 

て
い
る
 
の
で
、
^
 

の
 苦
労
 
も
 何
の
 
そ
の
と
 
い
う
 気
分
で
 

す
 「'山： M

l
 
と
は
、
 
い
い
 
パ
—
 
ト
ナ
ー
 
シ
ッ
プ
が
 
と
れ
ま
す
。
 



1 月 8B 

2 月 号は、 

S
X
 

マ
ガ
ジ
ン
 

年
明
け
 

第
 

1 
弾
。
 

新
た
な
 

気
分
で
、
 

挑
み
ま
す
 

ハ 

記
事
 

内
容
 

も
 

充
実
。
 

B
A
S
I
C
 

講
 

座
で
は
、
 

M
s
 

X,
 

— 
B 
 

A
S
I
 

C
 

を
 

使
っ
て
 

本
格
 

的
な
 

勉
強
が
 

始
動
-
 

で
は
、
 

ア
ミ
 

ユ 
—
ズ
 

メ
ン
ト
 

M
S
X
 

と
 

題
し
、
 

ゲ
 

1
 

ム
の
 

必
勝
 

法
、
-
 

楽
し
み
 

方
な
 

ど
 

色
 

色
な
 

ノ
ウ
ハ
ウ
を
 

満
載
、
 

ハ
 

ー 
ド
ニ
 

ユ 
ー 

ス
 

で
は
、
 

富
士
通
 

• 
 

FM
  

— 
X、
 

キ
ヤ
ノ
ン
 

• 
 

V
 

I 
s、
 

H
I
T
 
 

A
c
 

H
I
 
 

• 
J
 

B
 
 

— 
 

H
I
E
、
 

ビ
ク
タ
^
~
~
 

•
H
C
 
 

—
 
 

6
 

を
 

紹
介
、
 

ソ
フ
ト
 

イ
ン
 

フ
 

オ
メ
 

ー 
シ
 

ヨ
ン
 

も
 

新
し
い
 

ソ
フ
ト
 

を
ゾ
 

ク
ゾ
ク
 

紹
介
 

予
定
。
 

乞
ぅ
 

ご
 

期
 

待
/
 

21
11
 

> は、
 

1 
月
 

8 
日 

発
売
で
す
。
 

•
 

1
 

月
 

号
が
、
#
,
^
！
 

の
 

皆
さ
ん
に
 

届
く
 

こ
 

ろ
は
'
 
 

各
社
の
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
が
、
 

各
地
 

で
 

手
に
入
る
 

頃
で
 

し
よ
う
。
 

特
に
'
 
 

¥
眾
 

で
は
、
 

秋
 

葉
 

原
 

(
ャ
マ
 

ギ
ヮ
)
 

、
銀
座
 

(
マ
 

イ
コ
ン
べ
—
 

ス
)
 

で
 

M
S
X
 

フ
ェ
ア
 

や
 

M
 

s
x
 

«
»
 

77
v 
が
 

1
2
 
月
か
ら
—
 

月
に
 

か
け
て
、
 

開
 

催
さ
れ
ま
す
の
で
'
2
5
>
<
に
興
味
の
あ
 

る
 

方
は
、
 

お
出
か
け
く
 

だ
さ
い
。
 

ハ
—
 

ド
 

だ
け
で
な
く
 

、
ソ
フ
ト
 

も
 

多
数
 

発
^
^
さ
れ
 

て
い
る
 

こ
と
で
 

し
よ
、
 

っ。
 

自
分
に
 

合
っ
た
 

M
S
X
 

を 
選
ぶ
 

には
、 

音
 

楽
 

•
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
—
 

で 
色
々
 

と 
音
 

作り
、 

ラ
イ
ト
ぺ
ン
を
使
っ
た
お
絵
か
き
、
 

64
 

ド 

フ
ル
 

メ
モ
リ
で
 

将
来
は
 

D
O
S
 

を 
使
っ
て
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

作
る
。
 

な
ど
な
ど
、
 

色
々
 

楽
し
み
 

方
が
 

あ
り
ま
す
。
 

自
分
に
 

あ
っ
た
 

楽
し
み
 

方
を
 

見
つ
け
て
 

く
だ
さ
い
。
 

後は
、 
自
分
の
 

好
き
な
 

デ
ザ
ィ
ン
、
 

色
で
 

決
め
て
 

く
だ
さ
い
。
 

要は
、 

ア
キ
の
 

こ
な
い
 

も
の
 

を 
自
分
な
 

リ
に
 

見
つ
け
る
 

こ
と
で
す
 

ね。
 

f
 

に
 

揃
う
 

ソ
フ
ト
は
、
 

約
 

9
0
 

本
位
で
 

し
 

上う
。 

そ
の
 

多
く
は
 

ゲ
ー
ム
 

な
ん
で
す
 

が、
 

こ
れ
か
ら
'
 
 

他
の
 

分
野
 

(教
 

IT
 

ス
モ
|
 

ル 
ビ
ジ
ネ
ス
 

な
ど
)
 

の 
ソ
フ
ト
 

も 
期
待
？
 

し
て
い
て
 

く
だ
さ
い
。
 

と
い
 

つ
て
も
、
 

本
 

格
 

的
に
 

す
ば
ら
し
い
 

ソ
フ
ト
が
 

我
々
 

の 
前
 

に 
表
わ
れ
る
 

の
は
'
 
 

デ
ィ
ス
ク
が
 

発
売
 

さ 

れ
 

て
か
ら
の
 

お
話
し
で
 

し
よ
う
ね
。
 

ト ニ 

モ 
カ
ク
 

ニモ
、 

デ
ィ
ス
ク
が
 

発
 

さ
れ
る
 

の
を
 

首
を
長
く
し
て
 

待
ち
 

ま
し
よ
、
 

っ。
 

気
に
な
る
 

の
が
 

デ
ィ
ス
ク
の
 

大
き
さ
 

や 
値
 

段
で
す
 

が、
 

大
き
さ
は
、
 

3 
イ
ン
チ
、
 

3.
5 

イ
ン
チ
が
 

主
流
に
 

な
る
と
 

考
え
て
 

い
い
で
 

しよ
、 

っ。
 

小
さ
く
て
、
 

使
い
易
い
 

の
が
と
 

っ
て
も
 

い
い
の
で
 

すよ
。 

値
段
 

も 
大
き
さ
 

に 
合
っ
た
 

価
格
を
 

付
け
て
も
 

ら
い
た
い
 

も 

の
で
す
 

ね。
 

本
体
 

価
格
よ
り
、
 

安
く
な
る
 

と 
理
想
的
で
す
。
 

M
S
X
 

ユ
—
 

ザ
—
 

の 
方
 

は 
特に
、 

声
を
 

揃
え
て
 

叫
び
 

ま
し
よ
、
 

っ。
 

* 
ア
イ
ス
 

ク
 

々
を
 

安
く
し
て
 

く
だ
さ
い
/
 

•
ア
ン
 

ケ
—
ト
 

ハ
 

ガ
キ
が
 

数
多
く
 

返
っ
て
 

来
ま
す
。
 

も
ち
ろ
ん
'
 

10
 

代
、
 

20
 

代
の
 

ご
 

意
見
が
 

圧
倒
的
に
 

多
く
、
 

楽
し
い
 

お
た
 

よ
 

り
で
、
 

い
っ
ぱ
い
で
す
。
 

こ
れ
は
'
 
 

大
変
 

あ
り
が
た
い
 

こ
と
で
、
 

こ
れ
か
ら
 

も、
 

楽
 

そ 

し
い
 

ご
 

意
見
 

•
ご
 

希
望
 

お
待
ち
し
 

て
お
り
 

ま
す
。
 

ち
よ
つ
 

ぴ
リ
 

残
念
な
 

の
は
、
 

30
 

代
 

の
 

方
の
 

ハ
 

ガ
キ
が
 

少
な
い
 

の
で
す
。
 

少
な
 

い
の
で
す
 

が
、
 

こ
の
 

年
代
の
 

方
の
 

ご
 

意
見
 

が
 

適
格
で
、
 

|
 

番
手
 

厳
し
い
 

の
で
す
。
 

ア
ン
 

ケ
—
ト
 

ハ
 

ガ
キ
で
 

vr
 

M
 

s
x
」
 

は
、
 

何
の
 

略
で
す
 

か
？
"
 

と
い
う
 

質
問
が
 

多
い
 

の
で
'
 
 

こ
こ
で
'
 
 

解
説
い
た
 

し
ま
す
。
 

「
M
 

S
X
」
 

の
 

M
 

と
 

S
 

は
 

ア
メ
リ
カ
の
 

マ
イ
ク
 

ロ
ソ
フ
 

ト 
社
か
ら
 

取
リ
、
 

X 
は
、
 

未
知
の
 

物
と
 

い、
 

i
 

味
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
 

先
、
 

「
M
S
X
」
 

は
 

色
々
 

と
 

拡
張
さ
れ
 

ま
 

す
の
で
、
 

最
後
に
 

X 
が
つ
 

い
て
い
る
 

の
で
 

す
。
 

拡
張
 

す
れ
ば
 

す
る
 

程
、
 

マ
シ
ン
の
 

互
 

換
 

性
が
 

問
題
に
 

な
つ
て
 

き
ま
す
 

が
、
 

い
ま
 

ま
で
、
 

培
つ
 

た
 

ソ
フ
ト
が
、
 

新
し
い
 

時
代
 

の
 

M
S
X
 

で
 

作
動
 

し
な
い
と
 

い、
 

っ 
事
態
が
 

起
こ
ら
な
 

い
こ
と
。
 

M
S
X
 

の
 

マ
—
 

ク
が
 

つ
い
て
い
る
 

も
の
に
 

か
ぎ
つ
 

て
、
 

将
来
 

も
 

支
障
な
 

く 
使
え
る
 

こ
と
に
 

意
義
が
 

あ
る
の
 

で
す
。
 

•
M
S
X
 

を
 

育
て
て
 

い
く
の
は
、
 

マ
ガ
 

ジ
 

ン
 

で
あ
り
、
 

各
メ
—
 

カ
ー
 

で
あ
り
、
 

ユ
—
 

ザ
—
 

の
 

方
で
 

あ
る
と
 

思
い
ま
す
 

の
で
、
 

長
 

い
 

目
で
 

見
て
 

く
だ
さ
い
。
 

M
S
X
 

は
、
 

ア
メ
リ
カ
 

で
も
 

話
題
に
 

な
つ
 

て
い
て
'
 
 

ア
メ
リ
カ
の
 

ソ
フ
ト
 

ハ
ウ
ス
 

も
 

M
S
X
 

の
 

ソ
フ
ト
 

開
発
を
 

始
め
て
 

い
る
よ
 

う
で
す
。
 

ア
メ
リ
カ
ナ
ィ
ズ
 

さ
れ
た
 

ゲ
—
 

厶
が
 

発
売
さ
れ
 

る
の
 

も
'
 
 

近
い
 

こ
と
で
 

し
 

よ
う
。
 

や
は
り
、
 

ア
メ
リ
カ
の
 

ソ
フ
ト
は
 

日
本
の
 

ソ
フ
ト
よ
り
、
 

多
少
 

セ
ン
ス
の
 

良
 

い
 

物
が
 

揃
つ
 

て
い
ま
す
 

の
で
、
 

楽
し
み
で
 

す
ね
。
又
'
ア
メ
リ
カ
で
は
、
：
5
5
>
<
に
 

関
す
る
 

本
 

も
 

出
版
す
 

る
ら
 

し
く
'
 

ア
 

メ
リ
 

力
か
ら
の
 

お
 

客
が
 

絶
え
ま
せ
ん
。
 

ア
メ
リ
カ
で
 

M
S
X
 

の
 

ソ
フ
ト
 

や
 

本
が
 

出
 

版
 

さ
れ
れ
ば
、
 

M
s
x
t
_
 

色
 

豊
か
に
 

な
り
ま
す
。
 

そ
う
 

な
れ
ば
、
 

ア
メ
リ
カ
の
 

M
 

S
X
'
 

ョ
—
 

ロ
ッ
 

パ
の
 

M
S
X
、
 

日
本
 

の
 

M
S
X
 

が
す
べ
 

て
'
 
 

共
通
で
 

使
え
る
 

よ
 

う
に
な
る
 

と
 

楽
し
い
で
 

す
ね
。
 

機
会
が
 

あ
 

れ
 

ば
、
 

海
外
 

情
報
 

も
 

マ
ガ
ジ
ン
で
 

紹
介
し
 

て
 

ゆ
く
 

つ
も
り
で
す
。
 

も
う
 

少
し
、
 

お
 

待
 

ち
く
 

だ
さ
い
。
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# 

い
つ
た
 何
を
 

や
っ
て
 

お
る
 

の
か
 

実践
 

43 例の
 

全
国
 

主
要
 

大
学
 

キ
ヤ
 

ン
ハ
ス
 

•レ
 

ホ
 

I 
卜
 

f 
あ
な
た
が
 
知
ら
な
か
っ
た
 

「
ふ
つ
ぅ
の
 
小
説
家
」
 
が
 見
た
 
近
未
来
 
コ
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
社
会
学
 

レ
ポ
—
 
卜
 

医
療
 
エ
キ
ス
 
パ
—
 卜 

•
シ
ス
テ
ム
の
 
開
発
な
 
ど、 

ま
じ
め
に
 
コ
ン
 ピ
ュ
 

I
 
夕
に
 
取
り
組
む
 

1
6
 
大
学
の
 
研
究
室
を
 
徹
底
 
取
材
 
r
 

サ
ー
 ¢N=5 レ

ポ
 ■ 

マ
イ
 
コ
ン
ブ
—
 
ム
の
 
発
生
の
 
地
は
'
 
 や
は
り
 
大
学
の
 
マ
イ
コ
ン
 
ザ
—
 

ク
ル
、
 
マ
イ
コ
ン
 
少
年
の
 
最
右
翼
が
 
集
ま
る
 
東
 京
大
 

学
の
 
U
.
T
M
C
 
や
 T
S
G
。
 
女
子
大
 
だ
っ
た
ら
 
東
京
 

女
子
大
の
 
M
O
V
E
。
 
ほ
か
に
 
ア
—
卜
 
系
、
 
医
学
 
系
、
 

レ ー ザ
—
 や
 才
—
デ
 
イ
オ
の
 
サ
—
 ク
ル
ま
で
 
追
求
 
取
材
。
 

S
3
 5
 K
 
 N
O
W
!
 

ビ
デ
オ
 
ゲ
—
ム
 
は
 

人
間
と
 
人
間
の
 
対
決
で
 
あ
る
 

マ
イ
 
コ
ン
ブ
—
 
ム
だ
 か
ら
ね
、
 

手
を
 
出
 す
ん
だ
 

カ
フ
カ
 
的
 ゲ
—
ム
 
と
 

齧
ら
れ
た
 
リ
ン
ゴ
と
 

わ
 •
た
 •し 

ふ
つ
う
に
 
ロ
ボ
ッ
ト
 
し
て
ま
す
 

鏡
 
 
明
 

荒
木
 
一 郎
 

青
山
 

南
 

早
 川
 格
子
 

マ
イ
コ
ン
 
ス
ト
リ
 
I 卜

 

•
イ
ン
タ
ビ
ュ
—
 
•
ロ
ン
ド
ン
 
帰
り
の
 
コ
ン
 
ピ
ュ
—
 
夕
 
娘
が
 
語
る
 

最
新
/
英
国
 
コ
ン
 ピ
ュ
—
 
夕
 事
情
 
-
 

中
 村
 美
 夏
 

CO
MP
UT
ER
  

SC
IE
NC
E 
 

IN
 

F 
S.
A.
 

ア
メ
リ
カ
 
•
バ
 ー
 
ク
 レ
—
 
レ
ポ
—
 
卜
 
-
 

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
 

汧
究
が
 
続
く
 
ア
メ
リ
カ
の
 
コ
ン
 ピ
ュ
—
 
夕
 
•
サ
イ
エ
ン
ス
 

新
世
代
コ
ン
ビ
ユ
|
夕
.
レ
ボ
|
卜
|
 
0
 0
 丁
取
材
 



キヤノンの MSX、 新登場。 
誰 もがうな ずく、 美しい ボデ f 。誰もが うれしい、 使し 、やす さ 0 ホーム コンピュータ. キヤノン 

y-io。 新しい、 パソコンの 世界を 拓く ための キーワード、 msx。 キヤノンから、 この 岳 
題の MSX 仕様を 採用した ホーム •コンピュータ、 V-10。 いま、 満を 持して 登場です。 

キヤノン V-10、 その 主な メカニズム。 

•共通 ソフトが 自在に 使える MSX 仕様を 採用 0  •拡張 I 生を 高める 2 スロット 方式 (: J: り 広がる 用途。 春即 モジ ュレ ータ 

を 内蔵し、 家庭の テレビとの 接続 力呵 能。 參16 色 カラー表示の グラフ f ッ艰能 (: J： り 256x192 ドット、 32  x  24 文字の 

美し 调 面。 •両手に なじむ 本格派、 使 l 、やす l 、jis キーボード。 籲8 オクターブで 3 重 和音、 迫力 ある サウンド 機能。 
SPECIFICATION  ►  CPU/Z_80A>  ROM/32KB (MSX-BASIC)  ►  RAM/16KB、 V-RAM  16KB  ►キーボード/ JIS 配列 準拠、 
72 キー ►表示/テキス ト 画面 （32 文字 X24 行） • グラフィック 画面 （256 X 1 92 ドット） カラー ク 16 色 ►  I/O ポー ト/プリンタ イ 
ノ クー フェイス （8 ビット パラレル MSX 仕様） • カセット インターフェイス （FSK 変調 方式） 《MSX カートリッジ 用 スロット 
• ンヨイ ステ. ンク ホート ►サウンド /8 オクターブ （3 重 和音） • オーディオ 出力端子 ►サイズ/ 402X218X62mm ►重量/ 3.5k。 
キヤノン 販売 株式会社： 計算機 営業部 

• 柬 V、 丁 108 來) ?、 都 i 巷 |x.  -.IH3  U-28PHONE(03)455_976 卜 9609 •人 •阪〒 530 大阪市 北 区 中 之岛 3-2-18住友中之岛ビル卩!^〇呢(06>444- ♦札 桃 <011>23M313 春 仙 台 <0222)67-3981 參 名古库 (052> 565-0911 •広岛 (082)244-4615  ♦福 岡 (092M11-2394 

4021 

17^1 
MSX マークは、 マイク ロソフ ト 社の 商標です MSX マークの 付いている ソフト 及び 周辺機器が 全て 利用で きます 

W □圈 
HOME  COMPUTER 標準価格 ¥54,800 



TOSHIBA 
"  -  ゲノ  J  •‘ 

IQ の 差で 選べ 

64K バイ トの 
♦ズバ ぬけた 実力 派、 RAM 容量 64K バイト。 

MSX-BASIC による 統 言語で ノノ フトの 互換性を 実現。 ゲーム、 作曲、 グラフ 作成、 ビジ ネ 

スな どに 巾 広く 対応。 RAM 容 被は 実装 64K バ仆 。普及 タイプの 16K バイト 機 も 向 時 発売。 

•最初から 慣れて おこう oJIS 配列の 本格 キーボード。 

癱目 にも 鮮やか 16 色、 迫力の 8 オクターブ *3 重 和音。 

•  RF 出力 内蔵、 家庭 用 テレビに 接続 0Ko 

•面白さ だんぜん、 2 本の ジョイスティック 端子 付。 

# システム アップで 即 ワープロに。 群を 抜く 先進の 拡張 性。 

増設 Ko スロット、 プリンタ インタフェース カートリッジな どの 周辺機器 も 豊富で: 口 的に 

さす 力5、 パソ ピア IQ。 システム アップ すれば、 すぐ ワープロに 

合わせて 拡張 も 思いのまま。 

例えば、 ドット ブリン タ II と 

漢字 ROM カートリッジを 
組み合わせれば、 日本語 

ワー ド プロ セ ッサに〒- 変わ 

り。 宛名 言き や、 簡単な 文 

章 作成な ども こなします。 

»MSX マークは マイク ロソフ | 

卜 社の 商標です。 

選べる 2 タイズ ボデ f カラー も それぞれ 2 色。 

■■■■  BHH1 

^^1  ipMI 
HX-10D(64K  バイト）  65.800円  HX-10S  (16K  バイト）  55,800円 
※ホ •ディ カラーは ブラックと レッドの 2 色。  豪ボ デイ カラーは ブラックと レツ ドの 2  fe。 

議腦 
資科猜 求 券 
PASOPIAIQ 

京都 中央 区 銀座 5-2-1( 乘芝 ビル) 東 iK 芝 浦 電铽㈱ ホー ム コンピュータ 事業 推進 部®03 (574)5359 ド SX マガジン I2 

I ネル ギ ーと I レクト 0 ニ クス 

先端技術を くらしの 中に" E&E の 東芝 
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